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【凡 例】
･ 本論文で は ､ 年月日の表記 にお い て , 元号を使用 して いない ｡ 基本的に西暦を用 いた｡
ちなみ に ､ 明治期は 1868年か ら 19 1 2年, 大正 期は 191 2年か ら 19 2 6年 , 昭和期は 192 6
年か ら 1989年である ｡
･ 月 日の表記 におい て は ､ 太陽暦改暦 (1872年旧暦 12月 3日をも っ て 187 3年新暦 1月
1 日と した) 以 前につ いて は太陰暦に準じ ､ それ以後は太陽暦を採用 した.
･ 史料引用文にお ける旧漢字 は､ 現在使用されて い る新湊字 に直 したc 史料 にお ける旧か
なづか い , および, カタカナはそ のまま とした｡
･ 本文中の 敬称は省略した｡
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策 一 節 本論文の 目的
本論文は, 近代日本の ナシ ョ ナリズム 形成にお いて ､ アマ テ ラ ス ･ 神武天皇と いう神話
的シ ンボル が果 した政治的機能に つ い て論ずるもの で ある｡ 近代日本の ナ シ ョ ナル ･ シ ン
ボル は､ ア マ テ ラスと神武天皇のみ に限定されるわけで はなく , 他 にも国旗や国歌､ 菊の
紋､ 桜､ 富士山などを挙げる ことができる o しか し, ア マ テ ラスおよび神武天皇という シ
ンボルは ､ 第 一 に , ｢万世 一 系+ イデオロギ ー の 構築に深く結びつ いて おり ､ 為政者と して
の天皇権を正 当化す る シ ンボルであるという点､ 策 二 に､ 現在の 天皇と重なり合わさ る こ
とで ､ 天皇の 身体そ の もの を神格化す るシ ンボルであ るとい う点か ら, 他 の シンボル とは
異なる特色 を持 っ て い る｡
さ て ､ 本論 にお ける問い は大きく 二 つ ある ｡
策 - は , ア マ テ ラス と神武天皇と いう二 つ の シ ンボルがどの ように して , 明治維新と い
う革命やそ の 後に構築 される近代天皇制の 支配秩序を正当化 したかであ る｡ あらゆる革命
は､ 革命の 正 当化原理と して の シンボルを必要 とす る ｡ シンボル は ､ 革命の 最中におい て
は打倒す べ き敵を攻撃 し ､ ある いは革命後の政体 につ いて の ユ ー 十 ピア的幻想を表象する
ことで民衆の 支持を集めるという役割をもち ､ 革命後 には新 しい 政体事こおける統治の原理
と して用 い られ る ｡ こう したシンボル の政治的重要性は , 近代にな っ て急に高まっ たわけ
ではない が ､ 特に 一 般民衆を統治の 受動的対象 と して で はなく ｢国民+ と して主体的に動
員する こ とを要す るナシ ョ ナリズム革命におい て ､ 民 衆に対し革命 へ の 支持をうながし,
民衆自らを革命の 主体 へ と規律化す るシ ンボル は必要不可欠のもの なめで ある｡
第 二 は, これらの シ ンボルが, 革命後の為政者で ある天皇をどの ように神格化 したのか ､
そ して神格的存在と して の 天皇をどの ように視覚化 したの かで ある｡ これ は ､ ｢狭義の 国家
神道+ (後述) とい う特殊日本的な問題として限定的 に捉えるので はなく , 世俗宗教と して
の 近代ナシ ョ ナリズム (広義の 国家神道) という観点か ら考察す る こ とが必要な問題であ
る ｡ 共和制を採用 した政体と君主制を採用 した政体とで は ､ ナシ ョ ナリズム の様態が異な
るこ とは いうまで もない ｡ こ の 二 つ を混同して はならない だろう ｡ しかし､ いずれの ナシ
ョ ナリズム にお い て もそ の根幹には､ 統合の中心で ある シンボル を媒介した宗教的情熱が
不可欠である とい う点は共通 して い る｡ 共和制の場合 の シンボル は , 統合の 媒介となる抽
象概念 - 一 例え ば ｢ 一 般意志+ や ｢ネイ シ ョ ン+ - を表すために ､ 宗教的なシ ンボル を
参照し つ つ 積極的 に創出されなければならなか っ たが , 君主制の 場合､ シ ンボル は神聖な
序論
君主ある い は君主の神聖性を表す ために君主制を支える既存の神話的シ ンボルが持ち出さ
れ る ことが通例である ｡ 君主制で ある近代日本にお い て は､ 自ずと君主 - 天皇に 関す る神
言古的シ ンボルが選択され るに至 っ た ｡ ただ ､ 人間で ある天皇が生身の ままで統合の中心と
して の機能 を発揮でき たわけで はな い ｡ ア マ テ ラ ス に結び つ けられ る こ とで ､ 天皇は世界
に冠たる ｢神国日本+の 根本存在とされたし､ 神武天皇に重ね合わせ られ る ことによっ て ,
a
｢万世 一 系+ の皇統 につ らなる為政者に して ､ こ の国を しろ しめす神格的存在となり得た
の で ある . 神話的シ ンボル を通 じて はじめて ､ 天皇は, 一 般の 人間とは聖別された , 近代
ナ シ ョ ナリ ズム の本尊/統合の聖 なる中心として ｢国民+ の崇拝の対 象となり得た ｡
第 二節 先行研究
2 - 1 国家神道
近代における天皇は, それ以前の 時代に比してそ の権威と権力をい ちじる しく増大さ
せ た ｡ そ の帰結が, 天皇の 神格化 で ある ｡ 特に近代にお い て天皇が神格化されね ばならな
か っ た理由に つ いて ､ 安丸 良夫は ｢近代転換期における宗教と国家+ (1988) で 次の よう
. に述 べ る｡ ｢維新政権は ､薩長 と 一 部公卿が政権を纂奪したも の と して そ の 正統性が 疑われ
て いたから , こ の疑惑に対処しう る正統性を提示 しなけれ ばならなか っ た+｡ そ して , それ
は ｢天皇の神権的絶対性以外にありえ+ なか っ たか らで ある とす る1｡ 加えて ､ 安丸は天皇
の神格化 の 理由を幕末維新の コ ス モ ロ ジ ー 的危機と再編の視点か ら捉 えなおす｡ つ まり ､
維新改革 は ､ ｢日本の社会をその 基底部に いたる まで とらえて 編成替 え しようとする 壮大
な試み+ で あっ た｡ なおかつ維新改革の原因 とな っ た ｢近世後期にお ける社会秩序 の 動揺
とし
.
､う現実と､ 億 大な列強の圧力 とい う現実とが ､ 人ぴと の 意識 の なか で相乗的に作用 し
て , そ こに秩序が土崩瓦解す るカオス の深淵が望見され ､ 彪大な不安 と恐怖の心理が醸成
されて 心理 的な防衛装置の構築が求 められた+｡ そのために ､ 維新政権におい て は ｢神々 と
天皇を頂点 とする階梯制的秩序の 絶対性がこ とさ らに強調された+ という2｡ 維新改革の マ
ニ フ ェ ス トとなっ た王政復古の沙汰書か らして , 改革を正統化す るた めにもの した ｢神武
創業ノ始 ニ 基ク+ とい う文言 を見 出すこ とがで きるし ､ 新しい 為政者である天皇を民衆に
広告する役割を果した告諭類で は ､ アマ テ ラス の子孫として の天皇が表されな ければなら
なか っ たの で ある ｡ シ ンボル を政治的に用い る こ とと天皇 の神格化は , 維新直後に始まっ
て い たとい える o
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羽賀祥二 は､ 天皇の ｢現人神+ として の性格を最初に本格的に分析した のは, 村上重良
だっ たとして い る3. 周知の ように ､ 村上は 『国家神道』(1970) の著者で ある o この著作
は, 藤谷俊雄 ｢国家神道の成立+(1959) 4に つ ぐ国家神道研究の先駆 けともいわれるが ､
｢現人神+ に関する分析は 『国家神道』 よりも.『天皇の条耐』(197) の方で明確に なさ
れて い る ｡ 『天皇の 祭紀』 によれば､ 天皇は ｢天皇権の確立 によっ て ､ 生きなが ら神で ある
現人神と いう超人間的存在 とされる にいたっ た+｡ そ して 天皇権の 確立は, ｢明治維新を告
げる王政復古の大号令に始まり､ 二 十余年を経て ､ - ^･八 九年 (明治ニ ニ) の紀元節 ､ ニ
月 - 一 日に行われた皇室典範と大日本帝国憲法の発布によっ て完結+ する 一 連の過程によ
っ て なされた8｡ 特に憲法第 - 粂の ｢天皇ハ神聖ニ シテ犯ス へ カラス+ という規定は､ 法的
に天皇の神格を制度化するもの であり ､ 皇祖皇宗に対 して奉ぜられた告文 に盛り込まれた
皇祖 ･ 神霊 ･ 威霊 ･ 神祐などの宗教観念 は､ 基本法 として帝国憲法を制定した この 国家の
宗教的性格を明確 に表明するものだっ た6｡ 村上の捉 える ｢現人神として の天皇+像は､ ｢世
俗の次元で の 政治大権 と軍事大権､ 宗教の次元で の祭紀大権の三 つ を保持する という複雑
な構造+ で あるとされて い るが7, も っ とも強調 され る点は祭紀大権で ある ｡ 祭絶大権をも
つ 天皇は ｢国家神道の大神主 (最高祭司)+ とも言い かえられてレナる8｡
近代に おける天 皇の神格化 に関する議論 は､ 以上の 村上 の議論 に顕著なよう に､ まず国
1
家神道 に関する議論の なかで 展開されて きた ｡ こ の 点に関しては ､ 先 に引用した安丸良夫
の 研究におい て も同様で ある ｡ 後述するように ､ 1980年代になると多木浩ニ ､ タカ シ ･ フ
ジタ ニ な どに よっ て , 文化研究からの考察も進む ことになるが､ 天皇の 神格化 に関す る強
い関心を共有して い る にもかかわらず､ 宗教学的観点から･論じられる国家神道論は, これ
らの研究との積極的な接点をもたない傾向に あっ た ｡ ともあれ､ 宗教学的 には, 天皇の神
格が確立 される過程は､ 国家神道の 成立過程と して捉えられてきた｡ した が っ て ､ その議
論は宗教政策に力点の 置かれたもの となっ て い る ｡ 国家神道の研究史は論争の 歴史で あり､
国家神道 とい う概念規定やそ の成立期に関して ､ 研究者ごとの意見が分かれて い る の が現
状で あるが9, 宗教政策史か ら論じる とい う基本的路線はほぼ 一 致 して い る｡ それゆえに ,
神格化された天皇のイ メ ー ジに関する本格的な分析 へ と議論が集中するとい うよりも､ 宮
中祭紀や ､ 神道の敵と しての キリス ト教を始めとす る諸宗教に対する圧力 ､ すなわち ｢信
教の自由+ がいかに挫折 させ られ . 帝国憲法 にお ける同規定がい かに欺備に満ちたもので
あっ たか という問題や ､ 国民教化策 ､ すなわち神社神道を通じた国民統合の過程に関する
議論の方が中心となっ て いる ｡
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山 口輝臣に よれ ば10､ 近年の 国家神道に 関す る研究動向は実証性重視の 方向に進!u で い
る とい う｡ その ために , 対象が固定しうる行政的問題 ､ 神社神道の分析 へ と研究を純化す
る ことが行われて きた . 山口は , 戦前の宗教学者 ･ 加藤玄智の見解を参照 しながら､ 初期
の 国家神道論 には ､ 形式 ･ 制度面 とされた神社ある い は神社神道以外 に ､ 思想 ･ 精神面た
る国体神道なるもの を見出すことから始まっ たとする ｡ 村上 は, この視点を受け継ぎ, 後
者の 側面を拡大した形で 国家神道を考えたの
.
で ある｡ こ こで村上 による 国家神道の定義を
見て おく ことに しよう. 村上によれ ば ｢国家神道は､ 近代天皇制国家がつ くりだ した 国家
宗教で あり ､ 明治維新から太平洋戦争の敗戦にいたる約八 ○年間にわたっ て ､ 日本人 を精
神的に支配した+11｡ ｢国家神道は ､ 集団の 祭紀 と して の伝統をうけつ いで きた神社神道 を,
皇室神道 と結び つ け､ 皇室神道に よ っ て再編成 し統 一 する こ とに よっ て成立 した｡ ･ - - 国
家神道 の教義は , そ のまま国民精神である とされた+ 12｡ で は ､ 国家神道 のイデオ ロ ギ ー
(教義) 的側面 に関する彼の より詳 しい定義と政治的役割に関して は どの ように捉 えられ
て い るの か ｡ 少し長くなる がさらに 引用する ｡
｢国家神道は , 近代天皇制の 国家権力の宗教的基礎で あり , 国家神道の 教義は , 帝国憲法
と教育勅語によ っ て 完成 した｡ 帝国憲法は ､ 資本主義国家の内面的必然的 な要請と して の
近代性 , 合理性をそ なえて いたが ､ 同時 に ､ その 全体を､ 非合理な神権的性格で括る とい
う構造 をもっ て い た ｡ 帝国憲法 の疑似政教分離と ｢信教 ノ自由+ の 保障は､ 国家権力 の本
質 をなす宗教的性格を覆 いかくす役割を果 した ｡ 国家神道 は, 帝国憲法を最終的に括る国
家権力 の宗教的性格の 具体化で あっ た｡ 天皇 に いっ さい の価値基準 を置く教育勅語 は､ 天
皇 へ の 忠誠と祖先崇拝を結合した国民教化を目的として つ くられて ､ 国家神道の事実上の
教典とな り ､ 同時に 学校教育の 基本とされた｡ 近代天皇制国家は､ 近代性 ､ 合理性 を標梯
する学校数育と､ 古代的な非合理性に立 つ神社祭死の両面から ､ 国民をイデオ ロギ ー 的に
支配した . / 〔特 に昭和期以降〕 国家神道の思想は､ 敬神敬祖から八紘 一 宇 へ と展開 し ,
内政 にお ける天皇帰 一 の家族国家観と , 外に向っ ての排外的侵 略思想を宗教的に基礎づけ
た｡ フ ァ シズム の時期における国家神道の軍事的侵略的教義の 展開は ､ 国家神道の本質の
顕在化で あっ た+ 柑
以上 に あげた村上 による 国家神道の定義をま とめる と､ 次 の ような もの にな る o第 一 に ､
国家神道は ｢宗教+ である ｡ その 教義は, 帝国憲法と教育勅語に よ っ て完成した｡ 策二 に ,
5
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国家神道の教義は ｢国民をイデオ ロギ ー 的に支配+ するものである ｡ 国民教化は ､ 学校教
育と神社祭死 の 両面から行われたc第三 に ､ 国家神道はい っ さいの価値基準を天皇におく o
なお内政にお ける 天皇帰 一 の家族国家観は､ 敬神敬粗から八紘 一 字 へ と展開することで ,
排外的侵略思想を宗教的に基礎づ けた｡ 村上は ､ こ の フ ァ シ ズム 期における国家神道の展
開を｢国家神道の本質の 顕在化+として位置付けて いる ｡ こうしたフ ァ シズム期の 評価は,
彼の研究がフ ァ シズム期の 国家神道の強大さ を目の当たりに した経験からスタ ー トして い
る ことの証しで あろう｡ したが っ て ､ 湘度面よりも思想 ･ イデオ ロギ ー 的側面 に こそ力点
が置かれ ､ 天皇 の神格化に関 して もする どい批判がなげかけられる に至っ たので ある14｡
山口輝臣によれ ば､ 実証性を重視する制度論的研究の 動向は, 村上が論じた思想 ･ イ デ
オ ロ ギ ー 的側面 を殺ぎ落と して しま っ た｡ 例 えば､ 阪本是丸は国家神道とい う常に対する
確固たる概念定義 ヘ と関心 を向け､ G HQ による神道指令 (194 5.12.15) の なか にある国
家神道の定義に着目する15｡ 周知 の ように , 神道指令は国家と神道との関係を清算する指
令審で ある ｡ 神道指令は､ 国家神道 を ｢政府ノ接令ニ ヨ ツテ教派神道 トハ 区別サ レタ神道
ノ ー 派+ と定義 して い る o これを踏まえて , 阪本は､ 国家神道を国家神道 たらしめた , す
なわち教派神道と国家神道とを区別せ しめた ｢紘令+や行政に蒔論を集中させ , ｢国家神道
の もう - 方 の重要 な検討課題 である思想的 ･ イデオ ロ ギ ー 的側面 に.
つ い て は主たる検証対
象とはして いな い+ の で ある16｡
なるほ ど､ 阪卒の研究を始めとす る実証研究は, 読む もの に安心感を与えるもので ある
が , そ れは山口 によれば ｢国家神道とい うもの を神社神道 に限定する という代償の上 に獲
得されたもの+ で あり ､ ｢対象の 縮小によ っ て得られた平安+ で ある｡ そ して , こ の平安は
｢国家 (的)神道論 の 素志と反 した+ もの とならざるをえない 17｡ 山口は これを研究の ｢空
洞化+ と呼ぶが ､ 国家神道の 思想 ･ イデオ ロ ギ ー 面を犠牲に したこ の ような ｢空洞化+ を
背景に ますます天皇の神格化に関す る論点は, 国家神道論の なかで は見えにくくなっ て し
まっ て い るようだ18｡
他方､ 村上 の 国家神道論における思想 ･ イデオロ ギ ー 的側面を鋳なおそ うとす る動きも
ないわけで はない ｡ 島蘭進は､ 阪本や草津珍彦に代表される国家神道の定義を ｢狭義の国
家神道+ と名づける19｡ すなわち , それは ｢神社神道と教派神道が分 けられ ､ 後者を宗教
の 一 部として , 仏教やキリス ト教と併置す るとともに ､ 前者を非宗教と して宗教のカテ ゴ
リ - か らはず し､ 国家の直接管理の もと に置 こう とする宗教制度+ 20をさすもの である o
そ の成立は､ およそ 二 つ の 段階からなる o 第 一 の段階は､ ｢神武創業+ に基づ いて ｢祭政教
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一 致+ を実現するため , 神祇官が官制の頂点に置かれたo 神道を唯 一 の 咽 教+ とし , そ
れを国民に宣布する ｢神道国教化政策+ が行われた｡ こ の 政策は､ 1870年の大数宣布の詔
を経て , 1871年半ばには絶頂期を迎える ｡ しか し､ これは ､ 神道以外 の諸宗教を冷遇した
ために民衆か らの反発を招くもq)で あっ た し､ 近代国家と し七の 体裁を整えるととも に ､
国民の 自発的参加 を取 りつ ける と い う国民化の政策に もそ ぐわない政策で あっ た ｡ 廃藩置
県 の翌月 1871年8月 に は神祇官は神祇省に格下 げとなり ､ 神道国教化を推進した神道家
の多く は政府を去っ て い っ た｡ 第 二 の段階は､ 1872年に神祇省が改組されて設立され た教
部省と大教院に諸宗教 ･ 諸宗派 が集まり, 協力して天皇を中心とする 国家建設 に協力する
という体制で ある . この段階で は ､ ｢第 一 条 敬神愛国ノ旨ヲ体ス ベ キ事+ ｢策二 条 天理
人道ヲ明 ニ ス べ キ事+ ｢第三 条 皇上 ヲ奉戴シ 朝旨ヲ遵守セ シ ム べ キ事+ か らなる ｢三 条の
教則+が定められ ､ これを宣布する こ とが求められた｡ ｢政教
一 致+ の路線で ある o しかし ､
これ も浄土真宗を中心とした宗教の独立性を訴え る声によっ て短期間 の うち に挫 折するこ
と になる ｡ この 背景 には ､ 文明国にとっ て は信教自由の体制こそが相応 しいとい う考えが
あっ た｡ 188q年には ､ 神道内部で も祭神をめぐる論争が起 こり, 天皇 の 直接的採決に よっ
て この混乱を収拾しなくて はならないはめに なっ た｡ 信教の自由 に対す る各宗派 の要望は
押さ えられそうになく , 神道もまた分裂の危機 にあり教化 の 機関と して の 有効性 を失い つ
っ あっ た｡ これ に対して , 政府が と っ た方針は､ 宗教 (教派神道) と祭紀 (神社神道) 杏
分離し, 前者は国家から切り離 し, 後者の祭紀をもっ て 教化 に あて る ようにした ｡ 教派神
道の独立 を認める ことに よっ て ､ 信教の 自由はたて まえ上守られた とし , なおか つ ､ 神社
神道を非宗教化する こ とによ っ て ､ 国民に対する ｢胎教+ の具 と して の祭面巳を教義論争に
巻き込まれない特権的地位 へ と格上 げした｡
狭義の 国家神道は ､ 以上 の ような レ トリ ッ ク に よる｢El本的政教分離+を経て成立する
21
o
狭義の国家神道概念を採用する論者は､ 国民に対する ｢治教+ が神社を通して行われる過
程 を論じて い く ことにな る ｡ これ に対して , 島薗が考 える広義の 国家神道 は､ ｢治 教+ の場
を神社に限定しな い ことに特徴をもつ 22o 島蘭が念頭 におい て い るの は, 学校
･ 軍 隊 ･ 戦
争 ･ 祝祭 日 ･ イ ベ ント ･ メディ ア (新聞 ･ 雑誌 ･ 書物 ･ ラジ オ) などが国民の ｢胎教+ に
果した役割で あり ､ 特 に学校における ｢御真影+ と教育勅語 へ の 礼拝をもっ て ､ 国家神道
の重要な要素と考えて いる ｡ そ して ､ 神社神道に限らずこう した学校における礼拝儀礼を
国家神道の要素として重視したの が藤谷俊雄や村上重良に よる国家神道論だっ たとする ｡
こうした観点から､ 島蘭は､ 天皇崇敬がイ ベ ントや メディ ア と密接に結びつ けられて 広め
序論
られたこと に注目したタカシ ･ フ ジタ ニ の 『天皇の ペ ー ジ ェ ント』 や ベネディ クト ･ ア ン
ダ ー ソン 『想像の共同体』 に注目して ､ 近代ナシ ョ ナリズムの 一 つ の表れとして 国家神道
を捉え直す こ とを提案して い る ｡ フジタ ニ や多水溶二 に代表される文化研究の側からの近
代天皇論は､ 天皇 の神格化を捉える際の 有効な理論と して ､ 村上に代表される広義の 国家
神道論を常に参喝して きたが ､ 宗教学的側面が強か っ た国家神道論か らこれら文化研究を
参照す るア プロ ー チはこれが初めて の こととなる28o
以上見て きた ように ､国家神道論におい て ,天皇の神格化の分析は概ね縮減傾向にある ｡
そ の中で ､ 広義の国家神道論にこ だわる島蘭は例外的な存在で はある ｡ しかし, 彼もまた
天皇像そ のもの へ の分析 へ と論を進める よりも ､ どのよう にして広義の国家神道 (近代ナ
シ ョ ナリズ ム) が近代日本を希っ たかとい うと こ ろに関心 を強めて い る｡ フ ジタ ニ をは じ
めとする文化研究 へ の注目は､ 祭紀や宗教といっ た概念を拡大する方法論的関心事か らで
あり､ 例えばフジタ ニ が取扱っ て い るような視覚表象 へ の注目がなされて い るわけで はな
い ｡ そもそも､ 国家神道論 において は天皇の祭弛に注意が払われる こ とがあっ ても , 天皇
の視覚的イ メ ー ジ につ い て論じられる こ とはほ とんどなか っ た. 由家神道論の側から見れ
ば､ 本論が扱うような神話的シ ンボル によっ て 表された天皇の視覚表象を検討する こ とは ､
＼
は じめか ら研究史上の 空白とな っ て い る状況にあるとい え よう｡
一 方 ､ 安丸良夫は､ ｢i圧代転換期における宗教と国家+ の 中で , シ ンボルによる天皇の 神
格化 に注意 を払っ て おり､ シ ンボルの 重要性にも目を配 っ て いる ｡ 安丸 によれば ｢天皇の
権威性は彼の個人的カリス マ性によるとい うよりは､ 神話 に由来する伝統カリスマ を根拠
として いた+ 望4｡ こう した指摘は本論文に と っ て示唆的で あり興味深 いが ､ 安丸はそ うし
たシ ンボル (安丸 の言葉では ｢伝統カリス マ+) を中心 にした国家神道論ない し近代天皇制
論を全面的に展開するに は至 っ て い ない ｡ また､ 安丸が天皇の視覚表象に言及するこ とは
ほとんどない25｡
本論の意義は, 安丸がほ とんど論証 して い ない神話的 シンボル (安丸のい う ｢伝統 か+
ス マ+) によっ て 象徴化された天皇の 視覚表象を分析す る点に求め る こ とがで きる ｡
2 - 2 ナ シ ョ ナリズム とシ ンボル
1970年代以降における近代ナシ ョ ナリズム研究の進展によっ て ､ ナシ ョ ナリズム 革命
とそ の後の統治体制におい て ､ シンボルが重要な役割を担 っ てきたこ とが明らかになっ て
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きて い る2¢｡ 例えば､ リン ･ ハ ントは 『フ ランス 革命の政治文化』 (1984) のなか で権力の
行使や統治におい て シ ンボルが必要不可欠で ある こ とをはっ きり と述 べ て いる ｡
｢権力 の行使は ､ つ ね に象徴上の 実践を必要とする｡ 政体が い か に非神秘的に ､ ある い は
非呪術的にみえよう とも , 儀式や シ ンボル を必要としな い政体はない ｡ ことばに よらない
多くの仕方で統治の正 当性をつ たえ再確認する物語や記号や シ ンボルがなくて は､ 統治は
不可能なのだ . ある意味で は､ 正 当性とは, 記号や シンボル にかんする世間 一 般の 同意な
ので ある ｡ ある革命運動が伝統的な政体の正 当性に異をとなえる とき , そ れはまた必然的
に ､ 伝統的な支配の飾り に異を となえなければな らない ｡ その ときそれは､ 新しい秩序の
理想や原則を正確に表現する ような政治的 シ ン ボル を創造するこ とに とりか か らなければ
ならない+ 27
フ ラ ンス革命におい て は､ 三色旗やフ リ ジア帽､ マ リ ア ンヌな ど多く の シ ンボルが創作
された｡ それ らは多くの 人び とに この革命の 正 当性を告げた ｡ そ して , シ ンボル をもちい
た祝賀 ･ 儀礼が人びと を革命の法悦へ と巻き込むの で ある ｡ シンボルの効力は, 君主制時
代にお い てすで に実証済で あっ た｡ ブル ボン 王家は ､ 権力を ､ 君主制 の シ ン ボル 装置 ､ と
りわ け君主 の身体とはぼ切れ目なく連続させ る ことに成功して いた｡ 国王そ の もの が権威
の シ ンボルだっ たので ある ｡ したが っ て ､ 権力を奪取する ことを目的とする革命勢力は,
ポル ノグラ フィ を通 して 国王 (ある い は王 権その もの) の権威を傷つ け28､ さらに は国王
を裁判にかけ人前で処刑す るという形式 をとらなくて はならなかっ た29｡ 権力の交代は,
シンボル の 交代に よっ て果されな ければならな い のだ ｡
ハ ン トは ､ ｢新 しい シ ン ボル と儀式 は ､政治的態度をつ く り あげる の にも っ とも容認 しう
る手段だっ た+ とする30｡ なぜ ならば ､ シ ンボル に対する態度が革命に対する敵か味方か
をわける試金石となっ たからで ある ｡ ｢フ ラ ンス革命の最初の数カ月 間におい て さえも ,闘
争にお ける敵味方は, まだ現実に は生じて い なか っ たが ､ シ ンボル に よ っ て 明白となっ た+
81
o
なお､ フラ ンス革命 において , シ ンボル の政治的有用性は､ 革命の 最中よりもそ の後に
高まる ことにな っ た｡ 国王とい う古い シ ンボルの破壊は , その シ ンボル がア ンシ ャ ン ･ レ
ジ ー ム の文化的枠組を支える ｢中心+ だっ たことを明らか に した｡ そ して ､ 破壊行為の後
に残っ たもの は､ 解放感な どで はなく , ｢中心+ を喪失 した ｢ぞっ とす るような空 白+ だっ
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たの である82｡ この空白を埋めるために ､ 新 しい政治的権威は新しい ｢中心+ を必要 とし
た ｡ すなわち , シ ンボル は新しい ｢中心+ を提供し､ 空白を充填す る｡ 合理主義的な見方
からすれば, ｢い っ たん国民が過去の迷信的なシ ンボルや画像から解放されれば､新たなそ
れを つ くりだす必要 はなんらなか っ た+｡ しか し､ こ の ような立場は実際に採用され る こと
が まれで あり ,
.
rあらゆる文明化された国民が ､ あらゆる公的行 割こ｢正当性をあたえるた
めには記号や象徴が必要だ+ という ことに気づいた+ と論じるア ンリ ･ グレゴ ワ - ル のよ
うな立場の方が当時におい て ははるかに 一 般的だり た39｡ グレゴ ワ - ルはシ ンボルの 有用
性に関 して 次の ように述 べ た ｡
｢改府を新たに再建するとき ､ あらゆるもの を典和主義的なもの にするこ とが必要で ある｡
記号の重要性を知らな い立法者は彼の任務に央敗するだろう｡ 彼は､ 感覚を革握 し ､ 共和
主義的な観念をめざめさせ る ための どの ような機会も逃すベ きで はない の だ｡やがて魂は,
その 日の前で たえず再現される事物によ っ て い っ ぱい になる ｡ そ して ､ たえず市民の ため
に彼の権利 と義務 をくりかえ し確認す る ､原則と事実と象徴との組み合わせ ない しは集合 ､
この集合に よっ て , いわ ば, 市民に国民的性格と自由な人間の ふ る まい をもた らす共和主
1
義の 鋳型 がかた ちづく られるの である+ 34
合理主義の 考え 方からすれば､ 自由な共和主義者をつ くりだすには, 人びとをあらゆる
縛りか ら解き放て ばい い ということになるかも しれない ｡ しか し､ 野放図な自由はアナ
ー
キ ー を生み 出すだ けで あり, 革命の成果すら脅かしかねな い ｡ 革命 を した側が立法者の側
に まわる と , か つ て 君主制がそうしたように､ 政治的プロ パ ガンダという目的のために ､
｢共和主義者の 鋳型+ と して の シ ンボル を活用 しなく ては ならなか っ た｡ 自由そ の もの は
否定されえなか っ た｡ それは､ 革命の正 当性の 根拠だっ たからで ある ｡ しか し ､ どの よう
に自由となる べ きかは, シ ンボルを用いて巧みにコ ントロ ー ルされねばならない の で あ
■る ｡
公的シ ンボルが指し示す (法)に従属する こ とによっ て主体化する ｢自由+な存在 こそが ,
新しい 政体を支える共和主義の 国民となる ｡
以上の ように ､ 革命の 理知的な政治術として シンボルを捉えるハ ントに対して ､ ドイ ツ
のナ シ ョ ナリズム を論じたジ ョ ー ジ ･ モ ッ セ は国民による自己崇拝という宗教的な側面を
より強調する (『大衆の 国民化』 1975)｡ モ ッ セ によればドイツ のナ シ ョ ナリズム は､ ｢そ
の始まりを ロ マ ン主義と同じくしており ､ シンボルをそ の 政治様式 の本質とした ｡ シ ンポ
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ルはキリス ト教におい て 常に主要な役割を演じて きたが ､ 今や 世俗化した形で ドイツ の 国
民崇拝の本質的部分となっ た+ とする85｡
モ ッセ によれ ば､ シ ンボルは民衆神話 を具象化するもの で あり , 民衆に国民として のア
イデ ンテ ィ テ ィ を与 える｡ シ ンボ ル - の 衝動は ､ アイデンテ ィ テ ィ - の 渇窒 (アイデ ン テ
ィ ティ 不安で もある) と深く結び つ い て い る ｡ 例えば､ 石とモルタル で作られた国民的記
念碑が , 不朽の シ ンボル として建設され , 民衆が主権者で ある自己を崇拝する ｢新しい政
袷+ ヘ 適応する ことを助けた ｡ モ ッセは ､ 自己表現手段として の国民的記念碑は , 国民的
な神話 とシ ンボルを民衆の意識に植えつ ける こ とに役立つ という86.
モ ツ セ の議論が興味深い のは ､ 世俗宗教として の ｢新しい 政治+ 杏 , 為政者に よる政治
的プ ロ パ ガン ダとい うふ うに 一 面 的に捉えて は い ない とい う点で ある. もちろん ､ ヒ トラ
ー のような為政者はシンボルや儀礼を用も1て ｢社会的高揚+ を引き起こし, 大衆をナシ ョ
ナルな陶酔 ヘ と統合す る ことを弓轟く意図 して い た87｡ しか し､ 相互交渉的な場 で ある世俗
宗教の祭敢の場 におい て ､ ｢社会的高揚+ は大衆の 側の 協力ぬ きに して は生 まれ得ない ｡ そ
れゆえ, モ ッセ は ｢｢新しい政治+ をとおし, 多くの 民衆が組織された政治勢力 に編成され
たが ､ この政治勢力は確か に民衆が共有した秩序 ､ 幸福, そ して 国民統 一 ヘ の願望 を表現
するもの で あ っ た+ としてい る38. ｢新 しい 政胤 の魅力 と 臥 神話的 シ ン ボル が操廃する
根源 と永続性で ある ｡ それ らは ､ 19世紀以降の 社会が向う先 に ある速度と混沌 とは対照的
な表象で ある ｡ モ ッ セ は , 19 世紀から 20世紀にかけて の ｢新しい 政治+ 隆盛 の背景に ､
社会的不安の昂進に対して意識的無意識的に安息 の地 を求める大衆の願望を読み解い た｡
シンボル による救済作用 は､ 政治学的な領域よりも､ 宗教学的領域 にお いて議論されて
きたもの で あろ うが ､ ナシ ョ ナリズムを世俗宗教として 捉え直したときに , ナシ ョ ナル ･
シ ン ボル の 政拍的統合機能 がまさに宗教的な救済機能で ある こ とが了解され る｡ ベ ネディ
ク ト ･ ア ンダ ー ソ ンは 『想像の共 同体』 (1983) で ｢無名戦士 の碑､ こ れほ ど近代文化と
して のナ シ ョ ナリズムを見事に表 象す るもの はな い+ として い る39｡ ア ンダ ー ソ ン によれ
ば, ｢ナシ ョ ナリズム の想像力 とは､ 死と不死 に関わる とすれば､ この ことはそれが宗教的
想像力と強 い 親和性を持っ て い る ことを示して い る+ とする 40｡ すなわち､ 宗教思想が人
びとの死 を業や原罪という概念 によ っ て 永遠に連なる連続性 ヘ と結びつ けたように ､ ナ シ
ョ ナリズム は世俗的な形ではあっ て も , 人びとの死を不滅の国家のための死 (英霊) とす
る ことで ､ 永遠 (不死)に結びつ ける ことができたので ある ｡ シンボルとして の無名戦士
の碑は , 一 義的には国家の永遠性を表し , そ の 機能として は兵士たち を英霊として 国家と
ll
序論
いう永遠の中に帰 一 させ る｡ 世俗宗教の シンボルを介して死後の国民化が行われて い るこ
とになる ｡
なお､ ア ンダ ー ソ ンは､ ｢国民はイ メ ー ジとして心に描かれた想像の政治共同体で ある+
4 1とい う重要な定義を行 っ て い るが､ こうした定義を踏まえると ､血 シ ン ボル は国民的想像
力を目に見えるもの として表象し, 人びとが ｢国民+ という連統性に帰 一 する こ とを助け
る ものとして理解する ことがで きる ｡
以上に概略した ､ 近代ナシ ョ ナリズムとシ ンボルの 関係性につ いて の研究の進展は, 次
の ようなこ とを明 らかに した ｡ 策 一 に ､ 革命とその後の統治には､ シ ンボルが必要不可欠
で あるという こと ｡ すなわち , 革命勢力はシンボルによっ て 敵を攻撃し, 革命 の理想を表
現 しなく て はならなか っ た｡ 第二 に ､ シ ン ボル はそ の 政体の (公的行為の) 正当性を民衆
に告げ､ 新しい 政体の (紘) を差し出すとい うこと｡ すなわち, シ ンボル を通 して民衆は
新しい正 当な政体の 一 員へ と規律化される ｡ 第三 に ､ シンボルは聖な る ｢中心+ を作り出
し､ 永遠に繋がる感覚を表す というこ と ｡ シ ンボル ヘ の宗教的帰 一 は､ 民衆に (不滅の国
家に結びつ いた) 国民的アイデンテ ィティ を付与する ｡ すなわち , 常にすで にアイデンテ
ィ テ ィ危機の 不安にさらされて いる個人的存在に秩序と平安 を与え て きた宗教思想の代替
1
と して ､ ナ シ ョ ナリズ ム における宗教シ ンボル の採用がそう した不安救済の機能を担 っ て
い る ｡ ナ シ ョ ナリズムがしば しば人びとを国のために死ねる とい う行為 に掻きたて る はど
の強大なカを発揮する ことは, こう した永遠に繋がるシ ンボル の表象作用や世俗宗教 とし
て のナシ早ナリズム42の性質を抜きに して は理解できない で あろう o
以上にみて きた研究は､ 欧米圏を対象としたもの で あるが､ シンボルの 政治学は､ 近代
日本の場合にお いて も充分適応可能である ｡ こ こで ､ 安丸良夫の議論 にお いて すで に , 天
皇の 神格化が ､ 維新前後における秩序の ｢土崩瓦解+ やそれに伴う ｢カ オ ス の深淵が望見+
される
■
状況で 人び との 間に｢彪大な不安と恐怖の心理が醸成+された こと を前提 とした｢心
理的な防衛装置の構築+ として捉 えられて い る ことが注目される｡ また, 安丸が ｢伝統カ
リス マ+ という語 で神話的シ ンボル に注目してい る ことはすで に見て きたとおりで ある｡
すなわち , 近代日本における シンボルの 政治学を考察するための理論的枠組は安丸によっ
てすで に示されて い るとい っ てよい ｡ これ らの 先行研究を基盤として ､ 本論で は､ 近代日
本における神話的 シンボルがいかにして幕末維新のカオティ ツ タな秩序を回復 し (たかの
ように見せ かけ)､ 天皇を聖なる ｢中心+ として表象し ､ 永遠に連なる国民的想像力を作り
出すに至 っ たか とい うシ ンボルの政治学の 具体的様相を明らか にす る o
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2 - 3 視覚表象に よる天皇の神格化
近代天皇 のイメ ー ジ に関す る視覚的簿桑は ､ そ の 多く をい わゆる ｢御真影+ と呼ばれ
る 公的肖像に依存 して い る ｡ 特に ､ 明治天皇の場合にお い て そ れは顕著で ある ｡ 天皇のイ
メ ー ジとして真っ 先に浮ぶも の は ｢御真影+ に他ならな い 48｡ 明治天 皇は写真撮影を好ま
なか っ た といわれて い る ｡ それ ゆえに､ 彼の公的肖像はそれ ほど多くない ｡ 公的肖像は､
大きく分 けて 三種類が存在す る のみで ある . 第
一 は ､ 187 2年に鴇影 された和装 ( 束帯･ 直
衣姿の こ 種)の 天皇写真. 第二 は､ 187 3年 に撮影された洋装(軍装) の天皇写真. 策三 は､
1888年に作成され た コ ンテ によ る肖像画(キ ヨ ツ ソ - ネ作)を再掃影 した 天皇写真で ある｡
このうち ､ もっ とも広く普及 し ､ 各学校の奉安殿 に納め られ , 拝礼の 対象にな っ た肖像は
第三 の もの で あり ､ 狭義の意味におい て ｢御真影+ とい っ た場合, 第三の もの を指して い
る ｡ すなわち ､ 天皇の神格化に もっ とも深く関わ っ て い る のほ この第 三の ｢御真影+ とい
う こ とになる ｡
多木浩二 の 『天皇の 肖像』 (1988) は､ ｢御真影+ の分析 から天皇 の 神格化をあざやか に
描写 した今や古典的とも い える研究である｡ 多木の 研究に 沿い なが ら､ 天皇 の神格化 の過
程を見て おくこ とに しよう. 多未払 天皇の神格化 を論述す る
'T=めの理論的枠組 として ,
カ ン ト 一 口 ヴィ.チ 『王の 二 つ の 身体』(1957) 44を援用す る . カ ン ト
一 口 ヴィ チ に よれば,
王の 身体は二 つ の役割をもっ て いた ｡ 第 一 は､ 生きて死 ぬ存在として の 身体(自然的身体)
で ありこ 第二 は､ 時間をこ えて も変らず,
一
身体的な姿で ありながら, その 王国に とっ て聖
な るもの として触れて はならない王国の 支え となる身体 (政治的身体) で ある ｡ 王 はこの
二 重 の 身体を結合する存在で ある ｡ カ ン ト 一 口 ヴィ チによれ ば､ こ の結合は中世以来の神
学的な接的基礎の上に成立 し , 近代に入ると ｢君主は神聖 に して 犯すべ か らざる もので あ
る+ とい う憲法の 規定に変形さ れる45o
多木に よれば, 近代の重たちは憲法上の規定において ｢神聖+ とされて は い て も ､ 実質
はブルジ ョ ワ (人間) で あり, 肖像もまたブルジ ョ ワとして の肖像で あっ た ｡ 天皇の肖像
嘩義の ｢御其凱) も同じ手法で 描かれて い たので ある o しかし､ 多木は ｢それに もかか
わらず天皇 は決してブルジ ョ ワ にならなか っ た+ とする46. そ して ､ カ ン ト 一 口 ヴィ チの
い う ｢王 の身体+ の 二 重性こそ天皇の肖像の 目指すと ころで はなか っ たかとして い る ¢
しかしながら ､ 多木は ｢御真影+ の 図像分析にお いて , そ こ に描かれた身体その もの は
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神聖な身体として 描かれて いるわけではないと結論づける ｡
｢明治二 十 一 年の天皇の肖像も, - - ･ ごく穏やかなブルジ ョ ワ好み の細密画的手法によっ
て描写 した図像で あり ､ た しか に超時間的で あるが ､ そ れを政治か ら切り離して み ると､
人を威嚇する , い かにも神聖な身体の誇示として は知覚で きない+ 47｡
で は､ 何が天皇を神格化したもの として表象し得たので あろうか ｡ 多木は次のよう に続
ける ｡
｢したが っ て ､ そ れを神聖な
”身体〟 と して受 け取 らせ る には , ある種 の磁場の ような政
治空間 に置く必要があっ た｡ その なかに入り込めば, 人びとはいやおうな しに肖像に聖な
るものを感じる ような空間で ある ｡ それが - - 肖像の取り扱い 方､ そ の儀礼性によっ て ､
これか ら日本全体 にわたっ て 作りだされようとして いた政治的な空間装置で ある+ 48｡
つ まり ､ 天皇 を神格化 したものは ｢御真影+ という表象その もの で はない ｡ そ れを取り
＼
巻く ｢改治+ なの で あり ､ 肖像の 取り扱い方 ､ 儀礼なの で ある｡ 多木は ｢御真影+ を
”天
皇として 〝 扱う儀礼様式に注目す る｡ 人びと 臥 ｢御真影+ が天皇自身で はなく天皇の肖像
で ある こ とを知りつ つ , ｢御真影+ を ｢奉迎+ し ､ ｢御真影+ を運ぶ隊列 に ｢供奉+ し, ｢御
真影+ を ｢玉座+ に安置した ｡ 多木は､ こう したフィク シ ョ ン性を前捷とした儀礼を, 天
皇 へ の鯛 び へ つ らい ､ あるいは見せ かけの 崇拝 ､ 崇拝の演技と して は捉えて い ない ｡ 多木
によれば , ｢儀礼の意味とは､現実にはそ うで はないと知りながら演じる ことのなかに生じ
る+ の で あり､ ｢こ うした振舞い がこの集巨削羊中心 ､ あるい は聖なるもの を生む+ という結
論になる49｡
なお, 儀礼 ･ 祝祭 とい う観点から､ 近代天皇制の支配体系を論じたタカシ ･ フ ジタ ニ の
『天皇の ぺ T ジ ェ ント』(1994) にも, カ ン ト
一 口 ヴィ チの 『王の 二 つ の身体』 と折 口信
夫 ｢大嘗祭の本義+ (1928) を援用 し
■
なが ら､ 神格化され た天皇 を論 じた箇所がある ｡
｢政治エ リ ー トの手 によっ て 生み 出された支配的な象徴体系におい て は､ 天皇と国家を中
心にした意味の秩序 に相応しい何対もの 相同性が皇室の ペ
ー ジ ェ ントを通じて 図式化 ･ 客
観化され , 現実的でかつ 問題なくうけとめられるものとして つ くられて いた o
一 方には･ -
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･ ･ ･歴史/ 神話お よび伝統の地 として の京都を中心とす,る アナ
ロ ジ ー (相似)の鎖があっ た ｡
ここ に は, 天皇が神聖かつ 政治を超越した存在だとい う考え, ある･い は物理的肉体をもっ
た天皇 (e mpe r o r) とは異なる天皇位 (e mpe r o r sllip) とで もい う ベ きもの に 関する理念
がふく まれて い る o さ らに は ､ ジ ェ ン ダ ー (性差)の 瞭昧さ､ 宮廷装束､ 若年の 天皇 の 少
年的容貌､ アマ テラス の 未商とされるあ らゆる皇孫と 一 体化した不可視の天皇, とい っ た
記号が こ こにふくまれ る . / そ して もう 一 方には , これ とは対照的な進捗 ･ 繁栄 ･ 文明 ･
未来をあらわす地として の束京 という物理的な場所に収赦される相同関係があっ た ｡ ここ
に は, 物理的肉体をそなえた政府の 長として の 天皇をはじめ , 軍服 ､ 髭の容貌の君主像,
明確に男性化された支配者およびその 政治額域､ さらに は歴史上特異な指導者として の可
視的な天皇 ､ と い っ た記号がふく まれ る｡ 言 い か えるならば､ こ の ｢天皇+ と ｢天皇位+
と披, 明治国家が創 り出した天皇の 二 つ の (身体) で あ っ た といえる+ 60
以上の 引用に 明らかなように ､ フジタ ニ は, 多木が論じた天皇の 二 つ の 身体を, さ らに
拡大して , ニ 項対立構造を持つ天皇制の壮大な象徴体系として捉えて い る ことがわかる ｡
この うち , 天皇 の神格化 に特に関ねる のは ､ ｢物理的肉体をもっ た天皇とは異な る天皇位+､
ある い は ｢ア マ テラ ス の 末商とされ るあらゆる皇孫と 一 体化 した不可視の天皇+ と して表
ノ
現された天皇像で ある ｡ 神格化される天皇像は不可視(目に見えな い) とされるの で ある ｡
しか も､ フジタ ニ は , 見 えない こと , 隠さねて い る こ とに神格化の表現 をみる ｡ フジタニ
は､ この ｢天皇位+ (折口の いう ｢天皇霊+ を盲す) として の身体を ｢明治天皇御大葬儀御
行列精密図+ と題された石版画 【図序 - 1】 を例 に挙げなが ら論じて い る51｡ この絵 は,
明治天皇の葬儀を扱 っ たもの で ある ｡ フ ジタニ は ､ この絵 に ｢ニ つ の天皇の 身体が描かれ
て い る点+ に注目す る ｡ すなわち ､ こ の 絵の画面中央上部に は ｢188 8年に輝かれ た公 式の
肖像からとられた明治天皇像+ が描かれ ､ 前景 , 葬列 の 行列の 中央 には ｢もうひ とつ の天
皇の身体+ が描かれ て い るこ とが指摘され る ｡ 前者の 天皇像は ､ ｢男性化 ･ 軍事化され ､ 政
治 に関与し, 固有性をもち､ 歴史上 に具体的に位置づ けられた ､ 究極的に は人間と して の
天皇像+ として解釈されて い るか ら､ 天皇の神格化に関わ っ て 問題と しなくて はならない
の は､ 後者の ｢もうひ とつ の天皇の身体+ で ある ｡ それ は ｢天皇の 枢 によっ て 暗示されて
い るが ､ 目には見えない+｡ 単純 な解釈 をす るならば, フジタニ も認めて いる よう にそれ は,
｢明治天皇の亡骸+ だと い う こともで きる ｡ しか し､ フ ジタ ニ の議論が興味深 い の は､ そ
の 身体を｢天皇 の人間として の自然な褒退や限界をあらわすもの で はな+ く ､ ｢死去 した天
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畠が今ここ に現前する過去, すなわち生きた伝統 へ と回帰してゆく ことを称えるもの+ と
解釈して い る ことにある ｡ なお, この解釈を裏付けるために , フジタニ は ｢もうひ とつ の
天皇の身体+ を含む行列が､ ｢雲にかこまれ ､ 鳥居や神道式の葬場殿など, 過去や伝統を表
わす記号で刻印され+ た青山御大葬場に向 ってい るこ とに注意をそく して い る. フ ジタ ニ
によれ ば､ 天皇の身体は, 見えない ように隠され る ことや ､ 過去や伝統 につ らなる ことで
神格化され るという ことになる52｡
多木とフ ジタ ニ の 議論から得られる知見は, 天皇の神格化された身体は目に見える かた
ちで は決して描かれえないということで ある ｡ しかし､ 果 して , そうであろうかとい う疑
問が残るの も事実だ｡ 神格化された天皇像は表象不能で あり ､ 視覚的表象として は全くの
不在なの か. 決 して そうで はない ､ とする の が本論 の 立場で ある63｡ ヒ ン トは ､ フ ジ タ ニ
の議論のなかに ある o申 フジタ ニ は ､ 大葬儀礼の石版画 を分析して ､ 神格化された ｢もうひ
とつ の天皇の 身体+ の 表現を見たが､ そ の解釈は天皇 の身体が ｢目に見えない+ という こ
とと同時に ､ それが伝統や歴史につ らな っ て い る こ とを根拠になされた｡ つ まり ､ こう し
たフ ジタニ の議論の轟には､ 伝統や歴史をあらわすシンボル と天皇 との 同 一 化こそが ､ 天
皇の神格化 を表象する手段となっ て いるとい う事実が隠されて いる ので はなかろうか ｡ 本
1
論が扱う神武天皇と同 一 化された明治天皇像は見えるかたちで神格化され た天 皇の身体表
象の 一 例であり , 八紘 一 字の思想を表わした ｢八紘之基桂+ も天皇の 神聖性 を象徴化 した
モ ニ ュ メ ン トと考える こ とがで きる ｡
第三 節 本論文の構成
本論は ､ 三尊に よ っ て構成され る｡
策 一 章で は ､ 明治初期の人民告諭 (1868 - 69) にみ られるア マ テラス と同
一 視された天
皇像 を辛がかりにして , 幕末維新期におけるアマ テ ラス とい うシンボルの 政治的機能 につ
いて考察する ｡ 第 一 節で は､ ア マ テ ラス というシ ンボルが､ 明治維新とい う革命を正当化
したので はない かとい う本章の問 い を設定する ｡ 策 二 節で は､ 議論 の諸前提と して ､ 幕諦
体制における天皇の位置付け､ 18 世紀後半以降における天皇権威の 上 昇､ ｢内憂+ に対す
る天皇およびア マ テ ラス の神格強化､ ｢外患+ に対す る水戸学の理論的展開を論 じる ｡ 第三
節で は､ 民衆の ｢世直し+ へ の願望がア マ テ ラス に佼託される過程を論じる ｡ まず､ 伊勢
信仰の全国的拡大を論じ , 大塩平八郎の乱 ､ 生田万の乱を例に ｢世直し+ に繋がる運動と
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ア マ テラスが結び つく過程を論じる ｡ 統いて , 安政大地寮に際して刊行された胎絵､ ええ
じやな いか に際して描かれた絵巻､ 幕末の新宗教を例に ､ 民衆に とっ て の アマ テ ラス が既
成秩序 ( 幕滞体制)を破壊 し新しい秩序を迎 え入れるための シ ンボルで あっ たこと を論じ
る｡ 第四節で は ､ 明治政府がア マ テラス と い う シ ン ボル を用 い て ､ 明治維新とい う革命を
正 当化し､ 新しい為政者で ある天皇を神格化して いっ た政治過程を論じる ｡ 第五節は本章
の結語で ある ｡
第二 章で は ､ 神武紀元 2550年 (189 0) を記念 して制作された明治天皇の 面貌をした神
武天皇像を辛がかりに , 明治政府による 国家秩序形成にお ける神武天 皇というシ ンボルの
政治的機能 に つ いて 考察する . 第 一 節で は､ 神武天皇とい う シ ンボル は､ 明治天皇 の 神格
化に 関わ っ て い っ た の で は ない か とい う本章 の 問い を設定す る ｡ 第二節で は､ 明治以前に
お ける神武天皇 シ ンボル の使用 につ い て 論じる ｡ ここで は ､ 尊王壊夷 派が､ 神武天皇を摸
夷 の シ ンボル として位置付け, 孝明天皇を神武天皇に擬 え神格化 した例を取り上げる ｡ 第
三節で は ､ ｢幼沖の天子+ で あっ た明治天皇が , 維新直後に おいて どの ように神格化され る
に至 っ たの かを論じる ｡ こ こで は､ 五箇条 の誓文祭敗+ 即位式を中心 に取 り上 げる ｡ 第四
節で は, ｢万国対幡+ の国是 に伴い , 明治天皇 が欧米列強の 君主と同様の軍人君主イ メ ー ジ
を与 えられ る過程 にお いて ､ 神武天 皇とい う シ ンボル が果た した役割に つ いて 論 じる｡ こ
こで は､ 天皇の 正服と して の軍服 ( 洋服) の採 風､ 西暦 に対抗した皇紀の制定､ 近代国家
の常で ある国家祝祭 日の 制定､ 憲法の 制定､ いずれ にも神武天皇とい うシ ンボルが深く関
わっ て いた ことを論 じる ｡ 第五節で は, 描かれた神武天皇像に つ いて 論じる ｡ 明治政府が､
視覚表象 は直接人びとの脳髄に忠孝 の大義を感覚せ しむる もの で ある として , そ の教育効
果 に注目して いた ことはよく知られて い る｡ こ こ で は, 錦絵や石版画 で描かれた商業絵画
や ､ 国史教科書挿絵における神武天皇像を分析する｡ 第六節で は ､ 神武紀元 2550年を記
念 して 制作された竹内久 一 作の 神武天皇像を分析する ｡近代 における神武天皇像の定型 は､
この像において 創り出される ｡ 第七草は本章の結語 とな る ｡
第三華で は ､ 神武紀元 2600年 (1940) を記念して 建設された ｢八 紘 一 宇+ の思想を具
象化 したモ ニ ュ メ ン トで ある ｢八紘之基柱+ を辛がかりにして ､ 近代日本における シ ンボ
ルの 政治学の ゆきつ い た畢終地点の 思想 を考察す る ｡ 第
一 節で は ､ 1940年にお ける ｢八紘
一 宇+ ｢大束亜共栄圏+ を視鴬化したはか の芸術作品 と八紘 之基柱 を比較 し､ なぜ本論文で
八 紘之基柱を分析対象として扱うの か を示すo また､ ｢八紘 一 字+ の語義を説明し ､ この塔
には , ｢大東亜共栄圏+ の支配を正 当化す る レ トリ ッ ク と ｢八紘
一 字+ つ まり世界支配 を可
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能とする超越的権能を有する神聖天皇が視覚化されて い るので はないかという本章の起点
となる推論を提示する . 第二 節で は､ ｢八紘 一 宇+ とい う標語を 『日本書紀』 に収録された
神武天皇の 勅か ら創作した田中智学め思想 を論じる
■
｡ ここで は､ まず, 彼がこの語を得る
き っ か けとな っ た 『世界統 一 の 天栄』 を取り上げ､ 日本の使命は世界統 一 で あるとする彼
の思考の構造と背景に つ いて考える ｡ 次に , 彼の 明治天皇観につ いて 論じる ｡ 彼は晩年に
おいて 明治節制定運動を熱心 に行なっ たが , その運動は昭和天皇を明治天皇 に擬える こと
で神格化しようと考える政府の方針とリ ンクする ことになっ た ｡ 第三 節で は､ 昭和天皇の
神格化につ いて論じる ｡ ここでは , 明治天皇との 一 体化を通じての神格化が行なわれたこ
とや ､ 昭和初期の政争の具に天皇がしばしば引き合 いに出されたととによっ て天皇の神格
が高められた こ と､ そ して ､ 天皇機関祝事件をき っ かけに して刊行 される に至 っ た 『国体
の本義』 によっ て神格化 が決定付けられた ことを確認する ｡ 続いて ､ 『国体の本義』 の刊行
された1937年に本格化した中国との戦争を背景 に､ 国民精神総動員運動が始まり ､ ｢八紘
- 字+ が国是となるまで を論 じる ｡ 第四節で は､ 宮崎県の紀元 2 6 0 年奉祝事業としての
八紘之基柱建設計画 につ いて論 じる ｡ こ こで はまず基柱建設の企画運営者で ある知事相川
勝六 の経歴 に つ い て簡単に触れ､ 次に基柱建設計画が企画立案され襲現化 に向かう過程を
論 じ､ 続い て ､ こ の 建設計画の特徴である献石事業に つ い て論 じるo 八嘩之基柱の 表面を
飾る石は､ 新聞メディ ア を通 して世界中から寄せ られたものである ｡ この節の 最後に , 塞
柱完成まで の過程 と嘩式 につ い て論じる ｡ 第五節で は､ 八 紘之基柱の表象分析を行なう｡
まずは外観の意味を論じ､ 次に､ 内部厳童レリ ー フを分析し ､ 最後に ､ 同時代の 世界にお
ける記念碑建設との 比較を行なう｡ 第六節は, 本章の結語 となる ｡
1 安丸良夫 ｢近代転換期における宗教と国家+ (安丸良夫 ･ 宮地正人編 『宗教と国家[日本
近代思想大系5]』 岩波書店1988)､ p.492
2 安丸 ｢近代転換期における宗教と国家+, p.493
3､ 羽賀祥二 『明治維新と宗教』 (筑摩書房1994)､ p.25
4 藤谷俊雄 ｢国家神道の成立+ (『日本宗教史講座』 第 一 巻､ 三 一 書房 1959)
5 村上重良 『天皇の 祭紀』 (岩波新書1977)､ p.107
6 村上 『天皇の 祭耐』､ p. 145
7 村上 『天皇の祭寵』, p. 159
8 村上 『天皇の祭面EA､ p.143､ p.151など.
9 国家神道論の研究史につ いては ､ 主に阪本是丸 『国家神道形成過程の研究』 (岩波書店
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1994)､ p p.2･5, 山口輝臣『明治国家と宗教』(束京大学出版会 1999), p p.1
･11､ 島薗進 ｢国
家神道と近代日本の宗教構造+ (『宗教研究』 75･2､ 2001.9)､ 磯前傾 - ｢国家神道をめ ぐ
る覚書+ (『近代日本の宗教言説とそ の系譜 - 宗教 国家 ･ 神道 - 』 岩波書店2003)
を参照した ｡
10 山 口輝臣 『明治国家と宗教』､ p p.I-ll
11 村上 『国家神道』 (岩波新書 1970), p. 1
12 村上 『国家神道』､ p.223
18 村上 『国家神道』､ p.225
14 羽賀祥ニ に よれば､ 村上の研究は､ 後発の 研究者によっ て ､ 昭和 戦前期の国家神道像を
明治期にそ のまま投影 して 国家と神社との 関係を過大に捉 えたもの で ある として 批判され
る こ とが多い (羽賀祥ニ 『明治維新と宗教』, p p.1 1･12)｡ また ､ 安丸良夫は ､ 近代日本の
宗教史を 一 元的に ｢国家神道体制+ として覆 っ て しまう村上 の議論 に疑義をて い し､ ｢明治
初年の祭 政 一 致や神道国教主義と､ 十五年戦争期の超国家主義や神道の強制とい う 二 つ の
時期の あい だ+ に ､ 必ずしも 一 元的に捉 えきれない豊かな歴史像が見 られる の で はないか
と述 べ る (安丸良夫 『近代天皇像の 形成』 岩波書店1992､ pp.193･5)｡
15 阪本是丸 『国家神道形成過程 の研究』､ p p.7･8
16 阪本 『国家神道形成過程 の 研究』､ p.8
1T 山口 『明治国家と宗教』, p.10
18 もちろん ､ 近代天皇制に関する思想 ･イデオロ ギ ー 的側面 に関する研 究は､ 盛んで ある ｡
しか し ､ 山 口が羽賀祥二や高木博志 の研究を念頭に置きなが ら指摘する ように ､ そ れ らは
国家神道を正面から扱う という立場とは異なっ て い る (山 口 『明治国家と宗教』, p.10)｡
とはい え, 羽賀の議論で ｢神道+ をより幅広い観念 として定義しなおそうとする試み も行
われ て い る こ とは見逃される ベ きで はない (羽賀 『明治維新 と宗教』､ p.399以下)｡
19 島薗進 ｢国家神道 と近代日本 の宗教構造+､ p.323以下 ｡
20 島薗進 ｢国家神道 と近代日本 の宗教構造+､ pp.323･324
21 安丸 良夫 『神々 の明治維新 - 神仏分離と廃仏殴釈』(岩波新書 1979)､ p.208
22 島薗進 ｢国家神道 と近代日本の 宗教構造+, pp.332･ 337
28 ただ ､ 島蘭の擾実に は, 磯前傾 - から ｢この ように国家 ｢神道+ の なかに神社政策 とか
かわりのな い 非宗教的要素を包摂 して しまう こ とは､ 当時 の神道や宗教の範暗が どの よう
な もの で あ っ たか を不問にして しまい ･ ･ ･ - 国家神道と天皇制との 同 一 視考暖味なかたちで
推し進める こととな る+とい う危倶が呈されて もい る(蔵前順 一 ｢国家神道をめぐる覚書+,
p.99)｡ 研究対象 の選択におい て はおよそボ
ー ダレス な傾向の ある文化研究で は , 宗教学の
領域 ヘ の越境が軽やか に行われる ｡ しか し , 宗教学の側か らすれば文化研究ヘ の越境は ､
学術的領域のな しくずしとして捉 えられて しまう ｡ こう した批判を見越して , 島薗は ｢宗
敬+ や ｢神道+ の語 をあまり狭く 限定す る こ とを いま しめ ､ 別 の論文 で は ､ 本論で も先に
少し触れた安丸良夫 の コ スモ ロ ジ ー 論 を踏まえながら ｢宗教+ を ｢コ スモ ロ ジ
ー + と いう
視点か ら捉えなおす ことを提案 して い る (島薗進 ｢ 一 九世紀 日本の 宗教構造の変容+ 『コ ス
モ ロ ジ ー の ｢近世+ - 19世紀世界2 - [ 岩波講座 近代日本の文化史2]』 岩波書店
2001)｡
24 安丸良夫 ｢近代転換期における宗教と国家+ ､ p.558
26 安丸は､ 鶴見俊輔編『天皇 - 近代化の なかの王権[週刊朝日百科 ｢日本の 歴史+ 109]』
(朝日新聞社1988) において ｢近代天皇像の形成+ と超す る箇所を担当 した際には ､ この
本がム ッ ク本で あるためか例外的に図版を多く用 いて い る ｡ ただし､ こ こで の 図版は挿絵
的な扱いで あり､ 図版に則した議論をするの で はなく､ 多少の キャプ シ ョ ンが付せ られた
程度の 言及に な っ て い る｡
26 こ こで念頭 にお いて いる の は､ モ ー リス ･ アギ ュ ロ ン (阿河雄二 郎/加藤克夫/ 上垣豊
/長倉敏訳) 『フラ ンス共和国の肖像 一 関うマ リア ンヌ 1789- 1880- 』(ミ ネルヴ
ァ書房【1989)､ エ リッ ク
･ ホブズボ ー ム/ テレ ンス ･ レン ジ ャ ー 編 (前川啓治 ･ 梶原農昭
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他訳) 『創られた伝統』 (紀伊国屋書店1992)､ 特に ｢序論 一 伝統は創り出される+, ｢伝
統の大量生産 - ヨ ー ロ ッ パ , 1870- 1914+, リン ･ ハ ン ト(松浦義弘訳)『フランス革命
の政治文化』 (平凡社1989)､ ジ ョ - ジ ･ モ ッ セ (佐藤卓巳 ･ 佐藤八 寿子訳) 『大衆の国民
化 - ナチズム に至る政治シ ンボルと大衆文化』 (柏書房1994), ジ ョ ー ジ ･ L ･ モ ッセ(佐
藤卓巳 ､ 佐藤八寿子訳) 『ナ シ ョ ナ リズム とセ ク シ ュ アリティ ー 市民道徳とナチズム』
(柏書房1996), ベ ネディ クト ･ ア ンダ ー ソ ン (白石さや ･ 白石隆訳) 『増補 想像の 共同
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42 先にみた島薗進 による ｢広義の 国家神道+ 概念や羽賀祥二 による ｢神道+ 概念の再定義
は､概ね世俗宗教と しての ナシ ョ ナリズム とい う論点を前擢と したも0) のよう に思われる ｡
48 近年で は, 若桑み どり 『皇后の肖像 - 昭憲皇太后の表象 と女性の国民化』(筑摩書房
200 1) に代表され るよう に, ｢御真影+ を天皇の単独像としてで はなく , 天皇 と皇后の ペ
ア として 分析する という重要な視点が提 出されて いる ｡
44 エル ンス ト ･ H ･ カ ント 一 口 ヴイ チ (小林公訳) 『王の 二 つ の身体 - 中世政治神学研
究』 上下 (ちく ま学芸文庫2003) を参照 ｡
46 多木浩二 『天草の肖像』 (岩波新書 1988)､ p.185
46 多木 『天皇 の肖像』､ p p.185･6
47 多木 『天皇の肖像』､ p.191
48 多木 『天皇 の肖像』､ p.191
49 多木 『天皇の肖像』､ p.223
50 タカシ ･ フ ジタニ (米山リサ訳) 『天皇の ペ ー ジ ェ ント - 近代日本の歴史民族誌から』
( 日本放送出版協会 1994), p p.93･4
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52 タカ シ ･ フジタ ニ 『天皇の ペ ー ジ ェ ント』､ p p.135･6
58 ただ, 前近代の絵巻や明治初期の錦絵が しばしば天皇 を隠して描いたように ､ は っ きり
と描かな い ことは神聖な存在を暗示する手段と して有効なもの で あっ た ｡ また ､ 波辺直己
は ｢細やか に入り組んだ周囲の密度によっ て中心 〔に存在する天皇〕 を ｢故意に+ 隠駁す
る黙説法的な技術こそ が天皇 (刺) その もの を支えて い た(る)+ として い る (渡辺直己 『不
敬文学論序説』 太 田出版 1999､ p.218)o
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第 一 節 本章の 目的
序論ですで に述 べ たように ､ あらゆる革命は正当化原理としての シ ン ボル を必要とす る｡
それは ､ 明治維新におい て も同様で ある｡ 明治維新の シ ン ボ ル と して は､ ｢神武天皇+ およ
び ｢ア マ テ ラス+▲ を挙げることができる ｡
と ころで ､ 革命 の マ ニ フ ェ ス トで ある ｢王政復古の 沙汰書+ が ､ こ の 革命を ｢神武創業+
へ の復古と したこ とか らすれば､ こ の革命の シ ン ボル として は､ まず ｢神武天皇+ を挙げ
る の が妥当で あろう｡ すなわち､ 革命によ る政体は ､ 新しい神武天皇の 政体で あり , 為政
者で ある天 皇は新 しい 神武天 皇に擬 えられたo こ の ことは ､ 革命の マ ニ フ ェ ス トで ある｢王
政復古の 沙汰審+ が ､ この 革命を ｢神武創業+ - の 復古と記すこ とか らも明らか で ある 1｡
『岩倉公 実記』 中巻 によれば､ 革命の シ ンボル と レ トリ ックの候補と して は ､ 中山忠能
などによ っ て提出されて い た建武中興(後醍醐天皇) - の復古の説が有力であ っ たが､ ｢王
政復古ハ 勤メテ度量 ヲ宏ク シ 規模ヲ大ニ セ ン コ トヲ要 ス+ゆえに､ ｢神武帝ノ肇基 二 原ヅキ
嚢宇ノ統 一 ヲ図り万機ノ維新 二 従 フ ヲ以テ規準卜為ス ベ シ+ とする国学者 ･ 玉松操の 進言
により､ 神武天 皇と決定したという2｡ 初代天皇に政治をも どすとする こ とで ､ 明拍天皇を
新 しい政治 (万機ノ維新) の創始者とするこ とが積極的 に提案された の で ある｡
しか し､ こ の ような レ トリ ッ クとシ ンボル は ､ すでに天皇とい う存在の 政治的重要性を
知悉 した者に こそ 有効で あっ て も､ 明治維新の直後 ､..天皇と
い う新 しい為政者の 資質を知
り得ない 民衆にと っ て は有効に機能 したとは思えない ｡ 加えて ､ 薩長を中心 とした兵力を
背景と して い たとは い え､ 小人数が主導するク ー デタ ー によ っ て成立 した新政府は ､ 未だ
安定した政権とは い えず､ 革命は即 ､ 内戦 (戊辰戦争) - の道を開く こ とにな っ た｡ また､
一 摸 ･ 打ち こわ しが頻発 して い るとい う政治状況に あっ て ､ 新政府がま っ さきに直面 した
課題 とは､ すみや か に民衆の積極的合意をとり つ け､ 国内を安定させ る こ とにあ っ た｡ よ
っ て ､ 明治初期におい て は ､ 革命を正当化する際にも っ ぱら ｢王政復古の沙汰書+ に よ る
の で は なく ､ 以下 に挙げるような人民告諭類をも っ て したの であ る｡
｢此 日本ト云 フ 御国 ニ ハ ､ 天照皇太神宮様カ ラ ､ 御継ギ遊バ サ レ タ所ノ天 子サ マ ト云 ガ､
ゴザツテ ､ 是ガム カ シカ ラ､ チッ トモ変タ コ トノ無イ 此 日本国ノ御主人サ マ ヂヤ｡ 丁 度
天 ニ 御日サ マ ガ御座ル ニ 同ジ コ トヂヤJ (長崎裁判所 ｢御論書+ 1868.3) 3
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｢天子様 は ､ 天照畠太神宮様の 御子孫様に て ､ 此世の 始より日本の 主にま しま し､ 神
様の 御位 正 一 位な ど､ 国々 に あるも ､ みな 天子様より御ゆる し被遊候わけにて ､ 誠 に神
さまより も尊く ､ - 尺 の 地も - 人 の 民も ､ みな天子様の もの に て ､ 日本国の 父母 にま しま
せ ば - - - 日本の 地 に生れ し人々 は ､ ひ と しく赤子 と 思召 され
- - - + (｢奥羽人民告諭+
1869.2) 4
これ ら の告諭か ら得られ る天 皇像は､ ア マ テラ ス の 子孫で あり ､ こ の 世の 始めか ら日本
の 主で あり父母 で あり､ 神よりも尊く ､ とい う風 に蝕重 にも神格化された天皇像で あるo
｢御諭書+ にお ける ｢御日サ マ+ とい う語 は ､ ア マ テ ラス と同
一 化 した天皇像すら暗示す
る｡ 明治新政府は ､ ア マ テラス と い う シ ン ボル を用い る ことで ､ 新政権を
｢こ の 世の始め+
か らあっ たも の と して自然イけ るととも に ､ 新政権の 聖な る中心 (現 人神) を作り出 した
の で ある ｡ こう した宗教的 シ ンボ ル の採用は ､ 民心を新 しい 政権や為政者の側 に取り こ む
ため の早道 で あ っ た の で はな い か ｡
そもそ も ､ 革命が未知数で ある初期段階にお い て ､ 革命に対 して支持を取り付けようと
する ならば､ 宗教的 シ ン ボル を採用する以上 の 手段 はな い ｡ 信仰と いう実績をも っ た宗教
的 シ ンボ ル は､ 革命に対 し (宗教的正当化) を発動する こ とを可能とするか らで ある ｡ ピ
ー タ ー ･ L ･ バ ー ガ ー によ る非常に明噺な理論を引用する ならば ､ く宗教的正当化) の 発動
と は､ ｢すなわ ち､ 制度的秩序は ､ 実はそ れ自体が構成され たも の だとい う本性をでき るだ
け隠す形に 解釈され るように仕向けることo 本来は無 か ら形造 られたはずの 事柄が ､ ま る
で原初以来 ､ または少 なくともそ の集団が成立する当初か ら存在 して きたもの の 開示 で あ
るか の ように思わ しめる こ と｡ こ の 秩序が人間によ っ て確立 され ､ 今もなおずっ と人間の
側 の承認 に こ そ依存 し続けて い る の だとい うこ とを民衆に忘れさせ る こ とo 民衆 に課せ ら
れ てきた制度的な企画 を彼 らが遂行する こ との なか で ､ 彼らが自分たちの存在に即 したも
っ とも奥深 い 願望を実現 し､ 宇宙の 根本秩序に自分たちを調和 せ しめて い るの だと民衆に
信 じさせ る こ と+ 5で ある ｡
まさ に ､ 明治新政府に よるア マ テ ラス の 採用とは､ それが バ
ー ガ - の い う (宗教的正当
化)､ つ まり筋 一 に ､ 草創 こよ っ て創られた秩序の 作為性 を隠赦し ､ 第
二 に ､ 革命による秩
序が民衆の 奥深 い願望の 実現で ある こ とを示すこ と ､ にうっ て つ けの シ ン ボル で あ っ たか
らと考 えられる の では ない か ｡
しか し､ ア マ テラ ス と いうシ ン ボル が ､ 明治維新と い う革命を正当化するため の ポチ ン
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シヤ ルをもともともっ て いたと考えることはできない ｡ ここに挙げた推論を証明するため
には ､ つ まり､ こ の シ ン ボル が明胎維新を正当化 しえたとするならば ､ それ を可能とする
だけの ア マ テラ ス に 関するイメ ー ジャ リ ー (im age ry) が良衆世界 に広が っ たこ とを歴史
的に証 明 しなくて は ならない ｡ したが っ て ､ 本章で は ､ ア マ テ ラ ス が民衆の ｢奥深い願 望+
(すなわち ｢世直 し+) を表現する シ ン ボ ル と して確立され ､ それを明治新政冊が奪用 して
い く過程を､ 具体的な例 に沿 い っ つ 追 っ て いきたい と思う｡
第二節 諸前提
2 - 1 希薄体制に おける天皇の 位置
藤田覚によれ ば､ 幕藩体制における天皇 の位置は次の ようなもの で あ っ たとい う｡ す
なわち第 一 に ､ ｢最高実力者で ある徳川家の 当主を征夷大将軍に任倹し ､ 誇大轟に も官位 ･
官職を与 え､ 国家公権行使の資格を授与するとい う､ 江戸時代の 国家権力の 正統化とい う
きわめて重要な政治的機能を果た+ す､ 第二 に ､ ｢存在自体が神国を象徴+ する ､ 第三 に ､
｢国家的神事 ､ 祭和 をつ かさどる教権的機能 を果たす+ とい うもの で ある6.
第 - の 要素か ら見て い こう. 江戸幕府 の 代々 の 将軍が天皇 ･.朝廷か ら
｢征夷大将軍+ と
いう称号 を受けて い る ことは周知の 事実で あろう｡ 全国を幕府が支配するにはもちろ んそ
の ｢武威+ が重要 な要素と して あっ たわけで あるカ
.
S
､
■
政権の維持に関 して は ､ ｢武威+ がす
べ て で あるわけで は ない ｡ やはり､ そ こ には正当化原理が必要なの で あり ､ ｢征夷大将軍+
とい う称号に よ っ て こ そ江戸幕府は ､ ｢鎌倉幕府､ 室町幕府以来の歴史的､ 伝統的正統性に
裏打ちされた卓越 した権威を獲得できた+7の で ある｡ 天皇 ･ 朝廷の権威を自らの 正 当化原
理と して必要と したの は ､ 幕府だけで はない ｡ 大名も同じで あっ た｡ ｢大名とて ､ 薩摩守や
陸奥守､ 雅楽頭や 大勝大夫､ 中納言や少将などの 官職､ そ して 従五位下や正 四位上などの
官位を朝廷か らうける ことによV) ､ むきだ しの 武力では なく ､ 国家の支配階級の 一 員と し
て領内を支配する正統性を得て い る+ 8の で ある｡ なお ､ 藤田覚によれ ば､ 天 皇 ･ 朝廷よ り
与えられ るところ の 官位 ･ 官職は虚位虚職で あるが ､ 幕滞体制にお ける帝秩序を保 つ 役割
を果 して い たと言 う9｡ すなわち ､ 官位 ･ 官職は ､ 300にも及ぶ大名 の ヒ エ ラ ル キ アそ の も
の を表わ してお り ､ 大名の 序列化 ･ 秩序化の もの さしと して あっ たの である｡
第二 の要素は どうだろうか｡ 黒 田俊雄によれば､ 神国思想とは ｢日本が神の 国であると
する宗教思想ない し信仰で ある+ 10｡ 古代にお い て は ､ 天皇の神格化と深く結び つ い て い
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た神国思想で あるが ､ 近世 にお い て は ､ 権力者が国土の 守護神 と して祭られた｡ 朝尾直弘
に よれば ､ 豊臣秀吉の 豊国大明神が最初の 例となる｡ 秀吉は ､ 死後9 ケ月 た っ た 1 599年
4 月 ､ 彼 が 生前 国家鎮護の た め に大仏 を建設 して い た方広寺 の裏手 の 山に建設 された豊国
社に葬られ ､ 同月 17 日､ 朝廷 によ っ て ｢豊国大明神+ の 神号を贈られた｡ なお ､ 徳川家
康は 1615年､ 豊臣氏を滅 亡 させ るや い なや ､ 豊国社を取り壊し ､ 社を方広寺にうつ し､
家康が死去すると､ 豊国社そ の もの をとりや めに して ､ 豊国大明神 とい う神を葬り ､ 代わ
りに家康を神に祭り上げる ことにな る｡ ｢凍照大権現+ の創出で ある｡ これ に よ っ て家康は
近世 の 日本を守護する最高の 神と なっ た11｡ 序論 ですで に述 べ たように ､ 政権の 交代は ､
シ ン ボル の 交代を生み 出す｡ ちなみ に ､ 日光東照宮例幣祭典は､ 近世を通 じて 最大 の 国家
祭典で あ っ たが ､ 幕末にお ける神武天皇祭の創設 によ っ て ､ 束照宮派遣の勅使位階が格下
げされた｡ 武 田秀章によれ ば､ ｢皇室の 太祖と して の 神武天皇条典創出は ､ まさに徳川家の
神祖と して の 日光東照宮例幣に対置され ､ それ を相対化する目的意識+ をも っ て い たとい
う12｡ 1 863年の ことで ある ｡
さて ､ ｢束照大権現+ とい う神 号を授けたの は天皇 ･ 朝廷で あり ､ 神号 の権威を保証する
も の が ､本論で扱 っ て い るア マ テ ラ ス で あるとい う ことは強調 してお く必要があるだ ろう｡
徳川家光の命によ っ て ､ 1639年 に天海が起草したとされ る 『束照大権現仮名縁起』 は ､ 幕
府が ア マ テ ラ ス を横領するこ とで ､ そ の権威を高めて行 っ た 卿各が 具体的に 見える史料で
ある ｡ 高木昭作に よれ ば､ 『縁起』 には ､ 寛永当時の 国家の あり方 に言 及 して ､ ｢た けきい
きほ ひ ありて君 を守り ､ 国を治めるこ と世に超過+ した家康が ､ 国土の 生成に先だ っ て 出
現 した神 - 大日 (ア マ テ ラ ス の 本地) の 子孫で ある天皇に東照宮として ｢神 に祝+ われ ､
その 神の 庇護の 故に国が平和 に繁栄し､ か つ オ ラン ダ､ 朝鮮が朝貢してく る ､ と主張され
て}､る13o ア マ テ ラ ス を大日如来と して表わ して い る ことか らもわか るとおり ､- この 神格
化が神道思想 一 辺倒とい うより仏教思想に先導されて い るとはい え14､ ア マ テラ ス と天 皇
の権威を､ 武家政権で ある幕府が横領 し､ その 支配 の 正 当化に利用 したとい うことが わか
る｡
･
さらに ､ 大桑斉によれば､ 家康33回忌に用 い られた 『東照宮大権現講式』 に は ､ ｢大
権現鎮坐高峰如皇在南天原 ､ 今僕射治詐江城､ 似 〔天〕 孫降渡退官､ 其故権現御情譲天 下
於家光公+ とい う記嘩が見 られ る o これ は､ r 日光を高天原 に ､ 天孫降臨を家光の 天 下譲り
に擬 し､ 家光もま たその 権威の 一 端で ある とするもの だとい う15｡ 菅原信梅は こ の 記述か
ら､ 家康は ｢日本国中を照らす神+ で あり ｢天照大神 と同 じくわが国を統治する とい う意
識+ を読み取 っ て い る16. ア マ テ ラス に同 一 化 される ことで ､ 家康の神格化が達成され る.
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こ う して ､ ア マ テ ラ ス を介した (宗教的正当化) の 作用 によ っ て ､ 江戸茶府に よる牲会秩
序は自然イヒ (n atu r ali2;e) され たの である. なお､ 『縁起』 でオラ ン ダ ･ 朝鮮の ｢朝貢+ が
云 々 されて い る こ とは ､ ｢神国+ 意識が他ならぬ ｢中賛意織+ の 変形 で あり ､ ｢外夷+ とい
う敵 - 他者 を反照板と して 立ちあが っ て い るもの で ある ことを明らか にする ｡ 神国思想の
一 例 と して よく引用 され る北畠親房 『神島正 統記』 冒頭の記述は ､ すなわち ｢大日本者神
国也｡ 天祖 ハ ジメ テ 基 ヲ ヒラ キ ､ 目神ナガク 統ヲ伝給フ ｡ 我国ノ ミ此事ア リ｡ 異朝ニ ハ 其
タ グヒ ナ シ o 此故 二 神国卜云也+ と述 べ る17｡ 神国思想の こ う した拝外主義的要素は､ 元
超やキリ シタ ン と い っ た ｢外+ の 存在との対立 ･ 交渉関係によ っ て成長 してきた｡ 秀吉 ･
家康はともに ､ ｢神国+ であることを理由にキリ シタ ン を禁圧 してきた実績をもつ 18｡ 『縁
起』 の い う ｢外夷+ は ､ 概ねキリ シタ ン を指すと見て い い だろう｡ 18世紀後半以降､ 現実
の 敵と して ｢外夷+ が現れたときには ､ キリ シタ ン の イメ ー ジは ｢外夷+ の恐怖を象徴す
る怪物的存在とな っ て再登場 してくる こ とになる ｡
第三 の 要素､ 天皇 の 教権的機能は､ 18世紀後半にお ける天皇権威の上昇にも っ とも深く
関わる要素である o か つ て ､ 高埜利彦は ｢江戸時代の朝廷は ､ 軍事刀 . 行政力は無く ､ 経
済力も幕府 に許与 された限りの もの しかなく ､ ま っ たくの 非権力で あっ た+ 19と して い た
が､ 天皇 ･ 朝廷がそ の 代わりに宗教的能力をも っ て い た ことは見逃 しにすべ きで はない だ
ろう｡ なぜ ならば ､ 軍事 ･ 経済･･ 行政 ･ 経済力を持 っ て い た幕府が解決不能で ある 問題が
頻発する こ とになろ 18 世紀後半以降､ 天 皇 ･ 朝廷はそ叫らの権力 を持 たず ､ 宗教的能力
をの み持 っ て い た こ とによ っ て ､ 民衆の 支持 を得 ､ やが て政治的権威を得て い く ことに な
る の で ある か らで ある ｡
2 - 2 ｢内憂外 患+ に伴う天皇権威の 上昇
18 世紀後半以降､ か つ て は強固で あ っ た幕滞制社会秩序が ､ ｢内憂外患+ (徳川斉昭)
によ っ て複合的 ｢危機+ に陥る こ とに なる ｡
｢外患+ の 内実は ､ もちろん18世紀後半以降における ､ ラ ッ ク ス マ ン (1792)､ レザノ
フ (1804) などに率い られた ロ シア船の 来航に始まり ペ リ - の 黒船来航 (1853､ 54) に
至 る再三 再四 の ｢異国船+ 来航を指す｡ 1858年 ､ 日米修好通商条約 の調 印をめぐ っ て ､ 幕
府が朝廷に 条約勅許をもとめたことは ､ すなわち ｢外患+ が希府だけで は解決できない ｢危
機+ で あ っ た こ とを物語 っ て い る ｡ も っ ともこ の ような事態は ､ この 時に なっ て始ま っ た
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こ とで はなか っ た｡ 藤田覚に よれ ば､ 1804年に 来日 した ロ シア使節 レザノ フ に対 し幕府が
行な っ た非礼の扱 い がもとで ､ ロ シ ア船が 1806年9月 にカ ラ フ ト､ 翌年 4月 にカラ フ ト
と エ ト ロ フ ､ 5 月 に利尻 を攻撃するとい う事件が起こ り･ノ､ 幕府も東北の 諸大名 を軍事動員
す るな ど､ ロ シア との 間に軍事的緊張が高ま っ た ｡ ｢神国+ が ｢夷秋+ との 直接的な武力衝
突に よ っ て 脅か され るとい う事態 に ､ 幕府は 1807 年幕府 が外交 ･ 内政の 一 切 を取 り仕切
ると いう近世の 慣例 を破 っ て ､ 蝦夷地におけ る ロ シ ア船と の交戦を朝廷 に報告 した の で あ
る20｡ これ は､ 幕藩制社会秩序を根底か らく つ が えすでき ごとで あ っ た｡ ｢武威+ をも っ て
国家を統治 して い た幕府 は ､ 自ら ｢神国+ にお ける軍事的為政者と して の 役不足 を露呈 し
て しま っ たの で あ る｡ 逆 に ､ 朝廷 は外交に介入する 口 実を得 た｡ 1846年､ 朝廷は こ の 1807
年 の 件を先例 と して ､ 幕府 に対 し海岸防備 の 強化 を命 じて い る2 1｡ 8月 29 日の 沙汰審に は
｢神州之噸壇+ の ない よう ｢精々 御指揮+ され た しとある22.
で は､ ｢内憂+ の 内実は何で あろうか ｡ それは､ 天 明 ･ 天保 の 大飢健で ある｡ さらに は ､
それ に伴う全国的な - 挟の頻発で あり ､ 本草で検討する安政大地震 など相次ぐ震災に代表
され る 天変地異で ある｡ そ の度に天 皇 ･ 朝廷は七社七 寺に祈祷を依額する ことで ､ 宗教的
に ｢護国+する祭 紀的為政者とい う役割をか っ て でて い るo もちろん ､ 幕府もこ れ らの ｢危
機+ に対 して さまざまな対策 を こう じたの で あるが ､ 戦乱 ､ 武力によ る災禍で は なく ､ ま
さに天地自然の 災厄に遭遇 した人心 を慰撫する力は ｢武威+ の 政権に望む ベ く も無か っ た ｡
天明の 大飢僅に おける ｢御所千度参り+ は ､ ｢内憂+ が幕藩体制の社会秩序を内か ら つ き破
る様子 を象徴的に表わすで き ごとで あっ た ｡
｢御所千度参り+ は､ 1787年 ､ 天明の 大飢僅が ピ ー ク に達 した年に起こ っ た｡ 天 明 ･ 寛
政年間 の 記録 ･ 風 聞を豊富に筆録 した 『落葉集』23によれば ､ そ の 経緯は次の ようなもの
で あ っ た ｡ 6月 7 日ごろよ り ､ 禁裏御所に ｢御千度参 り+ する人 々 が現れ始め ､ 最初は 100
人ばかり であ っ たもの が ､ ｢それ より 日 ごとに増長 し､京都中は申すに及 ばず近在よ り参詣､
老若男女貴賎の 論なく轟日参詣+ す るように な っ た｡ 最盛期に は 1 日 に 3 万人 ほ どの 人々
が御所をおとずれたようで ある .r 人々 は ､ 御所の南門や膚門にや っ てき て は寮銭 を投げ ､
それが轟 日 40貫文にもな っ たと い う｡ その なか には ､ ｢十 二銅包み耗に色 々 願書共訴 えも
御座候+ とい うか ら､ 京都近郊の 人々 は ､ 御所 を神社､ 天 皇を現世利益 の ｢生き神+ と し
て ､ 願 をか けて い たこと になる ｡ 飛鳥井雅道によれば ､ 少なく とも 1727年以来節分の 際
に は､ 御所に参詣する習慣が京都の 人々 の なか であり24､ こ の 頃に は天皇が ｢生き神+ と
して 認知されて い たことは疑うべ くもない o ただ､ この ｢千度参り+ は単なる慣習 の延長
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と して片付けられ る性格の もの で はない ｡ なぜならば ､ ｢干度参り+ の 原因が ｢こ れ迄奉行
節 - 数度願 書差 し出 し候えども ､ 一 つ も御憐懸の 筋も御座なく候+ゆえだ っ たか らで ある｡
幕府や奉行所が飢優 にさい して 飢え死 に しそうな自分たちを - 向に救 っ てくれ ない ｡ ゆえ
に人々 は幕府を見限 っ て ､ 御所に出向い て･｢生き神+ (天皇) に願 をか けたの で ある｡ ｢仁
政+ ｢御救い+ を行うことが ､ 為政者を自認するもの の 果す べ き義務で ある こ とは ､ 幕府が
そ の 支配イデ* ロ ギ - と して採用すると こ ろの 儒教道徳の最たるもの であ っ たo ち ょう ど
同 じ頃 ､ 同年 5月 2 0日か ら24日にか けて ､ 江戸では京都とは対照的に大規模な打ちこ わ
しが起 こ っ て い たo 将軍の お ひ ざもとにおける大規模な打ちこ わしは こ れが初めて の こ と
で あり ､ 将軍 の ｢御威光+ は地にお ち､ 茶府は深刻な ｢恥辱+ を味わ っ た 25o 藤 田覚に よ
れば ､ 打ちこ わ し直後の 風聞を集めた幕府御庭番梶野平九郎もまた ｢こ の 度町方 一 同騒ぎ
立て候義 ､ 甚だ公儀 を煉り奉らず､ 恐れながら御威光も薄く ､ かれ これと草しからざる上
向きの 御噂共申 し候+ と報告 して い る26o
当時の 朝廷は ､ 光格天皇 ･ 後桜町上皇の 体制で ある｡ 天皇 ･ 朝廷の 飢健に対する政治的
動きは冷静沈着で計画だて られたもの で あ っ た｡ 後桜 町上皇は､ 御所に集まっ た民衆 に対 ､
して は ､ ねぎらい の ために ｢りん ご+ を三万個用意 してく ぼるなどする 一 方 ､ 幕府に対 し
て は､ 民衆救済の 申 し入れを行な っ て い る27｡ これは近世 の朝幕関係にお い て前例の ない
こ とセあ っ た. 天皇 を ｢生き神+ として信仰した の は ､ 民衆た ちであっ たが ､ 当の 天皇 ･
朝廷は ｢神+ の ように浮世 ばなれ した非政治的存在で は なく ､ 冷静に政治的判断を下 して
い た の で ある ｡ 天皇 ･ 朝廷 は､ 天明の 飢健とい う ｢危機+ に際し､ 民衆による現世利益的
信仰と幕府 の ｢御威光+ の 凋落を背景と して ､ ｢仁政+ を宗教的権威に よ っ て発揮 し､ か つ
幕月別こ命 じて ｢御救い+ を行わせ る ことで ､ 家光 ･ 天海 によ っ て横領された実質的為政者
と して の 政治的権威をそ の 手に奪い返そうと したの で ある｡ なお ､ 1779 年に 8 歳で践辞
した光格天皇28はこ の 時 ､ まだ 16歳で あっ たが ､ 生涯に渡っ て ｢さまざまな朝儀､ 神事 の
再興 ･ 復 古をとお して朝権回復と神聖 (悼) 強化 に尽力 し､ 神武天 皇以来の皇統とい う意
識 ､ 日本国の 君主で あるとい う意識 を強くも っ た天 皇+ 29で あり ､ 1840年まで 上皇と して
政治を執 っ て い る｡ 院政とい う制度の復活もまた ､ 天皇の 権威を強化するた めで あ っ た｡
かく して ､ ｢内憂+ ｢外患+ の こ 方向の ｢危機+ をき っ か けと して ､ 将軍 ･ 幕府は その 改
治的権威を凋落 させ ､対照的に天皇 ･朝廷はそ の 政治的権威を上昇させ て い っ たの で ある ｡
2 - 3 ｢内憂+ に対す る天皇権威 ･ ア マ テ ラ ス 神格の 強化
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本居 宣長が 『秘本玉く しげ』 とそ の別巻附録 である 『玉く しげ』 を執筆 したの は ､ 天
明の 大飢健が ピ ー ク に達 した 1 787 年 の こ とで あ っ た｡ 紀伊の領主徳川 治貞が ､ 天 明の あ
い つ ぐ凶作､ 物価高 ､ 米騒動 の続出など､ 後 に水戸の徳川斉昭が ｢内憂+ と表現する よう
な険悪な社会状勢に鑑 み､ 広く領内か ら治道 ･ 経世上の意見 を徴 した とき に ､ 宣長 がこ れ
を執筆 し､ 治貞に献上 したの で ある30｡ 宣長は 『秘本玉 く しげ』 で ､ ｢百姓町人大勢徒党 し
て
､ 強訴渡放する こ とは - - - 詮ずる所 ､ 上 を恐れ ざる より起れり+ と して ､
- 挟 ･ 打ちこ
わ しを行 なう民衆 - の 嫌悪感を隠さない が ､ 同時に ､ 多くは ｢下の 非は なく して ､ 皆上 の
非なるより起れ り+ と記 して ､ 被治者の 立場 か ら為政者の 政治姿勢を直す ことを求 め るな
ど3 1､ 現実的な政治認識 を持 っ て い たo なお ､ 『秘本』 は宣長 の 生前にお い て 出版され る こ
とは なく ､ 別巻の 『玉く しげ』 の み が1789年に出版され巷間 に流布する こと になる ｡
宣長 は別巻の 『玉く しげ』 にお い て は ､ 政策論を展開 した 『秘本』 とは異なり ､ ア マ テ
ラ ス を中心 とする神 の加護を述 べ る教学を全面的 に展 開して い る ｡ 彼 に よれば ｢島国は
-
- 四海万国 を照させたまふ 天照大御神 の ､ 御出生ま しま し御本国なる が故に ､ 万 国の 元
本大宗た る御国に して ､ 万の 事異国にすぐれて めで た+ い の で あるとされる32｡ また ､ そ
の 恩恵と して ､ ｢稲穀の 万 国にすぐれて ､ 比類なき+ こ とを挙 げて い る33｡ 大飢健の 最中に
で ある . なお ､ 宣長は ｢大小の も ろもろの事 は､ ぐ天地 の 間にお の づ か らある こ とも ､ 人の
身の う - の ことも ､ なすわざも ､ 皆こ と ごとく神の 御霊に よ+ ると して お り3
4
､ 『秘本』 に
おける政治認識 は こ こ で はす っ かり なりを潜め て しま っ て い る o こ う した論理 は､ 運命論
的観点か ら社会変革の 思想 の 一 切 を封殺 して しまう こ とに な るo彼 によれば ､ ｢惣 じて神 に
は､ 尊卑善悪邪 正さま ざまある政に ､ 世ノ中の事 も､ 吉事善事の みに は あらず ､ 悪事凶事
もまじりて ､ 国の 乱な どもをりをり は起り ､ 世の ため人の た めに あ しき事 なども行はれ ､
又 人の 禍福な どの ､ 正 しく道 理 に あたらざるこ とも多+ い ｡ しか し､ それ は ｢みな悪き神
の 所為+ 35とされ て しまう｡ しかも ､ ｢神の 御所 為で ある か らは ､ 人力の 及 ばざると こ ろな
れ ば､ 其中によ ろ しか らぬ事の あれ ばとても ､ 俄に改め直すことの なりが たきすぢも多し+
と結論され るの で ある36｡ で は ､ 人びとは どの ようにすればよ い の か ｡ 宣長 の答えは､ 上
〔カ ミ〕
.
の捷 - の 服従で奉っ た. ｢悪き事する者は ､ その 軽重 に より て ､ 上もゆる したまは
ず､ 性ノ 人もゆるさねば - - 今の 世の 人は上の御掠を ､ よく つ ゝ しき守+ るように と 『玉
く しげ』 は結ん で い る37｡ 宣長 の 『玉く しげ』 は､ ア ヤ テ ラ ス を始 めとする神 (上) の 論
理を用 いノる こ とで ､ 被治者の 立場 より ､ ｢内憂+ によ っ て崩壊 しつ つ あ る帯締体制
の 秩序体
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系を再棉築しようとす る実践で あっ た｡
宣長 によれ ば､ ｢今の 御代と申すは､ まづ 天照大御神 の御はか らひ ､ 朝廷の御任によ
りて ､ 束照神御祖命より御つ ぎつ 宮､ 大将軍家の ､ 天下の御政をば､ 数行はせ 給ふ 御
世+ なの で あり ､ ｢大将軍家の御捷 は､ すなはちこれ 天 照大御神の御定+ なの で ある38.
む しろ ､ 宣長 に よ るア マ テ ラス の 神威の 強調 は ､ その 権威 を流用 した幕府権威の再構築 に
資するもの で ､ 天皇 ･ 朝廷を茶府 に対峠する存在と して位置付け倒幕を行なうとい う よう
な発想は こ の 時点で の彼 には思 いもよらない こ とだっ たであろうo 宣長の 考える秩序意識
は ､ 時の 老中松平定信がとなえた｢大政委任論+ と類似 したもの である｡ 大政委任論とは ､
つ まり ､ 将軍 の 行なう政治的実権は ､ 天皇 にあるはずの もの で あるが､ 現在は 一 時的に預
けられ て い る の だ と い う論理 で ある ｡ 松平 定信は大坂 の 儒者中井竹山に 『草葬危 言』
(1787) を､ 水戸藩の 学者で後期水戸学の祖で ある藤 田幽谷に 『正名論』(1791) を書か
せ る ことで ､ 大政委任論を理論化 して い る ｡ 幽谷は ､ ｢天皇の 尊は ､ 宇内に 二 なければ､ す
なはち崇奉して これ に事ふ ること+ は当然で あると し､ ｢幕府､ 皇室を尊 べ ば ､ すなはち諸
侯､ 幕府を崇び ､ 諸侯 ､ 幕府を崇べ ば､ すなはち卿 ･ 大夫､ 諸侯を敬す ｡ 今夫れ然る後に
上下相保 ち､.万邦協和す+ と述
べ た39｡ これに よ っ て ､ 定信は上昇した天皇権威を背景と
して (天皇- 将軍 一 諸侯 (大名)) とい う為政者間における序列を強化 しようと したの で あ
る. なお ､ 『正名論』 が ､ ･r今夫れ幕府は天 下国家を治む るもの なり+､ ｢そ の天下国家を治
むる もの は ､ 天子 の政を摂するなり+ とし､ また異邦の 人の貫見として ｢天皇は国事に与
らず､ ただ国王 の 供奉を受く るの み+ とい う言 をひ い て ､ ｢蓋 しそ の 実を指せる なり+ と評
価 した こ とか らも見える通り40､ 大政委任論 の 骨子は ､ 天皇は政治的実権を将軍 に委任 し
たの で ある か ら､ 政治に 口を出す必要 はない とい うとこ ろに あっ た4･1｡ これ は家光 ･ 天 梅
とは別の や り方で は あるもの の ､ 天皇権威の 横領をもくろむ点で は
一 致して い る. ちなみ
に ､ 開国を推 し進 め る幕府に対 し､ 榛東を断固主張する ことで対立姿勢を見せ た孝明天皇
は ､ こ の 大政委任論 を固守 したために倒幕の最大の 障害となるの である｡
ただ､ 『玉く しげ』は ､ い わゆる ｢天壌無窮 の神勅+ を天皇権威の 正当化に援用 した ほと
ん ど最初の文献と して も知られる｡ この 神勅は ､ 近代 にお ける天皇神格化の 根拠と して し
ば しば引用され る . 周知の よう に ､ 天壌無帽弓の 神勅とは ､ 『日本書紀』巻第二 に所載され た
ァ マ テラ ス の ニ ニ ギノ ミ コ トに対する勅､ ｢葦原 の 千五 百秋 の瑞穂の 国は ､ 是､ 吾が子孫の
王 たる べ き地なり｡ 爾皇孫､ 就でま して治せ ｡ 行夫o 宝詐の 隆えまさむ こ と､ 当に天壌と
窮り熱ナむ+ 42をさ してい るo これを根拠に宣長は ､ ｢本朝の 皇統は ､ すなはち此ノ世を
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照 しま します ､ 天照大御神の 御末に ま しま して ､ か の 天壌無窮の 神勅の如く ､ 万 々 歳
の 末 の代ま でも ､ 動か せたまふ こ となく ､ 天地の あらん かぎり伝はらせ給ふ+ と述 べ て い
る43o こ の ､ ア マ テ ラ ス の 神威の 強調 と神格化 された天皇像は､ そ の 後の 国学や後期水戸
単に着実に受け継がれ ､ 壊夷か開国か をめ ぐっ て 朝幕が対 立 した幕末維新期にお い て ､ 倒
幕に つ なが る論 理 を提供する こ とに なる.
2 - 4 ｢外患+ とア マ テラ ス
藤田 幽谷 の後をつ いで 水戸学の 理論を主導 した会沢 正志斎は 1825年､ 『新論』を執筆
した｡ こ の 前年､ 水戸藩領大津浜 にイ ギリ ス 人 12.人が 上陸して薪水 を求めると い う事件
が あり ､ 正志斎は筆散役に任 じられ現地 に赴い た ｡ 安丸良夫に よれば､ 正 志斎はそれ 以前
か ら北方問題 に 関心 が 強か っ たが ､ こ の 事件がき っ か けで彼の 対外的危機意識が
一 挙 にふ
くれ あが り､ 『新論』 を執筆する こ とにな っ たとい う4 4｡ なお ､ 『新論』 は ､ 岬 世紀末の ロ
シ ア の 南下に よる北方問題 か ら端 を発 した幕末の 対外 的危機意識の 特質を表わ した代表作
とされて い る45｡
『新論』 は 次の ような言葉から始 ま っ て いる ｡
｢謹ん で按ずる に ､ 神州は太陽の 出づ る所 ､ 元気 の始 まる所に して ､ 天 日之嗣 ､ 世寅極を
御 し､ 終古易らす｡ 固より大地の 元首に して ､ 万国の 綱紀なり o 誠に よろ しく宇内に 照臨
し､ 皇化 の 睦ぶ所 ､ 遠適あることなかる べ しo しか る に今 ､ 酉荒の蛮夷､ 腰足 の 賎を以て ､
四海に奔走 し､ 諸国を操踊 し､ 沙視披履､ 敢 - て 上国を凌瀦せん と欲す. 何ぞそれ璃れる
や+ 46
19世紀帝国主義の ただなか に 日本が巻き込まれて いく状況 を､ 彼 なりの 表現 で ､ ｢西荒
の餐夷+ が四海 に奔走 し､ 諸国を昧踊すると言 い換えて い る こ とがわか る o そ して ､ 正志
斎は､ こう した対外的危機を ｢神州+ 意識 の 発揚をも っ て対処 しようと構想する ｡ なお ､
正志斎は ｢神州+ と 個 荒の 蛮夷+ を対照させて ､ ｢神州+ は ｢元首+､ ｢西荒の蛮夷+ は ｢腔
足+ である と して ､ 身体論的 な言説 を用 い て ､ ｢神州+ の優位性を説 い たD こ う した ｢神州+
の優位性は ､ 上 の引用にも見られ るように ､ ア マ テラ ス を暗に引証 した ｢太陽の 出づ る所+
とい う レ トリ ッ クや ､ ア マ テ ラ ス か ら ｢終古+ 変らずに天皇が君臨 し続けるとい う万 世
‾
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系の 思想によ っ て支えられて いる｡ それ ゆえ､ 彼 が措く ｢神州+ の 秩序は ､ ｢天祖+ エ ア マ
テ ラ ス - の 絶対的帰 - ､ 祭政敬 一 致の 体制 に依拠される ことになる. 彼に よれば､ 大嘗祭
によ っ て ｢天孫+ である天 皇は ｢天祖の遺体を以て ､ 天祖の こ とに腐+ り ､ ア マ テラ ス と
合 一 した現人神 になる ｡ それゆえ､ ア マ テ ラ ス - の 敬慕は ､ 天 皇を奉ずる ことと同
一 とな
り ､ 民が ア マ テラス - 天皇を奉ずることの みを知るの で あれば､ ｢郷 〔むか〕 ふ とこ ろ 一 定
して ､ 異物を見ず+ とい う理想的秩序形態が生 じるの で ある47｡
さて ､ こ の ような神聖国家梢想をも っ た彼がも っ とも恐れるもの は ､ ｢蛮黄+ の武力で は
なく宗教 ､ 特にキリ ス ト教に他ならなか っ た｡ こ の ｢妖教+ の教説 は彼に よれば ｢邪僻浅
晒+､ つ まりよ こ しまで浅薄なために ､ ｢固より論ずるに足+ らない o しか し､ その教えの
要旨は ｢易簡+､ そ の 言は ｢濃壌+ で あるた め､ ｢愚民+ を記かすと して警戒 された. しか
も､ こ の 教えを蔓延 させ るの は ､ 教狩な ｢外夷+ が他人の 国家を傾けるため に用い る常套
手段 なの だとされ る｡
｢人 の 国家を傾けん と欲せ ば､ すなはち必ずまづ通市に因りてそ の虚 実を窺ひ ､ 乗ずべ き
を見れ ばすなはち兵 を挙げて これを襲ひ ､ 不可なればすなはち素数を唱 - て ､ 以て 民心 を
煽惑すo 民心 - たび移れば ､ 箪壷相迎 - ､ これ を得て禁ずるなし. 而 して 民は胡神 の ため
に死 を致 し､ 相欣羨 して以て栄とな し､ そ の 勇は以て闘ふに足る｡ 資産 を傾けて ､ 以て胡
神 に奉じ､ そ の財は以て兵に行る に足る ｡ 人 の 民を誘ひ∧の 国を傾く るを以て ､ 胡神の 心
に副ふ とな し､ 兼愛の 言を仮りて ､ 以てそ の 春暖を達 しくすo そ の 兵は食なり と云ふ とい
へ ども､ 以て 義兵の 名 を街ふ に足る｡ そ の 国を併せ地を略するの は ､ 皆こ の術に由 らざる
はなき なり+ 48
キリス ト教の 教え - の 帰 一 が ､ 神 の ために死 ぬ ことの できる民の規律を生み出 し､ も っ
とも恐る べ き内なる敵を生み出すこ とを正志斎は知 っ て い たo ただ し､ 彼は こうした宗教
の力 を恐れ るだけで はなく ､積極的に利用する ことを構想したo ｢彼 の我 を図る所以の術は､
我まさにこれ を倒用 せん とす. 教令の権､ 我 よ り これを制す+ と彼は い う
49
o
｢祭政教 一 致+
の 強調は ､ ま さに彼 がも っ とも恐怖する宗教言説の ｢倒用+ なの で ある
50
o なお ､ その ｢術+
は ｢上
-
F心 を同 じく+ する内政の術に止まらず､ ｢夷+ - の抵抗手段で あり ､ 蝦夷地や沿海
州 - の対外的膨張や ｢政教+ に よる ｢夷秋+ の教化まで を遠望する o
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｢政教は以て夷を変ずる に足らば､ 彼そ の辺 を伺わんか ､ 奮撃微減 して ､ 以て威を万 里
に
揚げん ｡ も しそれ帰順せ んか ､ 東漸酉被､ 以て 四蘭を弘化 して ､ 蝦夷の 諸 臥 山丹 〔今
の
沿海州あたり〕 の 諸胡を して ､ 相使 い で内属せ しめ ､ 日に素数を斥け土字を拓く は ､ 勝
つ
べ か らざるをなす所 以に して ､ 未 だ戦わずとは い - ども ､ 隠然と して必ずその 心 を攻むる
に足 るもの あらん+ 51
正志斎に よるア マ テ ラ ス - 天皇 へ の 帰
一 の 強調 ､ ｢祭政敬 一 致+ の発想は､ 神道国教化政
策を採用 した近代天皇制国家の 民心収擾の ｢術+ に生か され る こ とに なるo ただ し ､
こ の
時点で は幕藩体制か ら逸脱する発想で はなく ､ 正志斎の 構想は ､ 幕藩体制はそ の ままに
｢億
兆心 を - + に し､ 統合を図らん とする術策で あっ た
52
. それ ゆえ､ 正志斎は､ ｢天祖 〔ア マ
テ ラ ス〕 は洋洋に して上に在り ､ 皇孫 〔天 皇〕 は絹述 して ､ 祭庶 〔庶民
･ 人民〕 を愛育 し､
大将軍 〔徳 川専軍〕 は帝室 を翼戴 して ､ 以て 国家を鎮護 し､ 邦君 〔大 利 はお の お の 彊内
〔各藩の領内〕 を統治 し､ 民 をして皆そ の 生 を安ん じて蓮盗を免れ しむo 今､ 邦君
の 令を
共 み ､ 幕府の 法を奉ずる は ､ 天朝を戴きて ､ 天祖に報ずる所以なり+
53と して ､ ア マ テ ラ
ス = 天皇 へ の帰 一 を基本線と しなが らも国家鎮護にお ける幕府 (将軍
･ 大4]) の 役割の 強
調 を忘れ る こ とはなか っ た. そ して ､, さらに天皇奉戴の 思想と幕府の 法 を奉 じる こ とが同
一 で ある こ とを主張 したの である ｡
2 - 5 天皇権威の 上昇と民衆
｢内憂外患+ (危機)による天 皇権威の 上昇は､ 幕藩体制の 秩序強化を図るさま ざまな術
策を生み 出すこ と - と繋が っ た ｡ しか し､ 18世紀以降､ 天皇権威は何 の特権もも
たない 民
衆にと っ て も流用でき るように な っ て い たことは見過 ごせ な い事実で あるo 天 皇権威
が 一
人歩き しは じめたの で ある ｡ 先に 挙げた ｢御所千度参り+ は ､ 天皇権威の流用が ､ すで に
特権 を持 つ 団体 ･ 共同体の権威上昇に だけで はなく ､ 民衆によ る反幕府的示威運動 に
お け
る運動の 正当化 と して行われ るようにな っ た ことを表 わ して い るo ゆ っ く りと しか し確実
に幕僻ま為政者と して民衆たちに 見限られて い っ たo 布川滑司によれ ば､ 為政者
の 役割を
自ら演じる ことは決 して せず､ ｢仁政+ を自分以外 の だれ か にもと める民衆たちは ､
一 校の
ような示威行動にお い て ､ 現実の 為政者たちに ｢仁政+ を要求する こ とを常と して い たo
現実の 為政者 (将軍) が自分たちの 生活を守っ てくれない の で あれ ば､ それに と
っ て 代わ
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る ｢寅実の+ 為政者 (天皇) を探し求めるの は当然なの で ある54Q また､ 名分論を逆手 に
と っ て ( 為政宥倫理 の 逆用)､ 自分たちは分を守 っ て い る ､ 為改者は為政者の 責任が あり ､
そ の 常任を果 して い ない ､ ｢百姓は国の 宝である+とい うの ならばなぜも っ と大切 にしよう
と しな い の で ある か ､ と為政者を弾劾する の で ある55o 為政者権威の 最上部にある方豊橋
威が 上昇 したこ･とで ､ 天皇権威を流用 した下層の 民衆による ｢仁政+ 要求 の 正当性 はい っ
そう高ま っ た (幕府 は ｢大政委任論+ を採 る限り ､ 天皇権威を否定できな い)｡ そ して ､ 民
衆の 要求は 19世紀に入る こ ろまで に は､ 為政者に ｢仁政+ と いう 一 時的措置を要請する
だけで は飽き足 らなく なり､ 何も してくれ ない 為政者に代わり自らが社会正 義 - ｢仁政+
を強行する ｢世直し+ の 示威運動に エ ス カ レ ー トして いくこととな が6｡ 次節で は､ こ の
｢世直 し+ と ｢ア マ テラス+ とが関係 して いく過程を明らか に して い こう｡
第三節 ｢世直 し+ の ア マ テラ ス の 系譜
3 - 1 伊勢信仰の 拡大
民衆が ｢世直 し+ - の願望 をア マ テ ラ ス に仮託するようになるの は い つ か らで あるか
は詳 らか で は ない ｡ ただ ､ その 基底に は近世を通 じて全国的に広が っ た伊勢信仰が ある こ
とは 間違 い ない ｡ そ れは内宮 (ア マ テ ラ ス) - の信仰で あるよりも ､ 外宮 (豊受太神宮)
へ の信仰だ っ たが ､ 両者は しば しば混同されて理解されて い たと鹿われる o 宮本常
- は ､
伊勢外宮の御師 (布教者) の名とそ の檀家が記されて い る 『大神宮故事類幕』 雑戟書β三十
三 を根拠 に して ､ 177年時点にお ける御師の数は 463人 ､ 檀家の数は 438万 95 49 軒に
及ぶ と して い る57｡ しかも ､ 同史料によれ ば､ 檀家の範囲は北海道
･ 松前の 7000軒を筆頭
と して ､ 東北 ･ 関束 ･ 中部 ･ 近畿 ･ 四国 ､ そ して 九州の 薩摩にまで及 んでおり ､ 伊勢辞が
全国的 な展開を見せ て い たことが わか る
58
｡
近世 における伊勢信仰の 特徴の最たるもの は ､ ｢お かげまい り+と
一 般に称 される集団参
宮が ､ 定期的に行われたとい うこ とで ある｡ 藤谷俊雄に よれば､ 近世 の ｢お か げまい り+
は文献に表われて い るだけでも ､ 1650年 ､ 1705 年 ､ 1718年 ､ 17 23 年 ､ 177 1年 ､ 1830
年 ､ 1867年 に起 こ つ たこ とが確認 でき る59o 最後の 1867 年の運動は ｢ええじやない か+
と呼 ばれるも の で ､明治維新の 政治過程と相侯 っ て特筆される運動で はあるが ､ ｢お かげま
いり+ の 系列か ら外れるもの で はない o ｢おか げまい り+ を特徴付 けるも の は､ さまざまな
奇跡評で あるが ､ も っ とも 一 般的な奇跡と して挙げる ことが できる の は神官の お札が空か
34
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ら降っ て くる とい う奇跡で ある｡ 田村善次郎に よれば こ の ｢おふだが降るとい うこ とは結
局の とこ ろ ､ 伊勢神宮の 神霊 がお ふ だあるい は神木の形 をかりて ､ 降下 してく ると い うこ
とで ､ い わゆる飛神 明の信仰に由来す る+ の だとい う
60
o 人びと 臥 こ の 奇跡に感謝 しつ
っ 伊勢 へ と詣で る の で ある｡ 1830年 の ｢お か げまい り+ は ､ 阿波の ｢おふ だ降り+ か ら始
ま っ たと記録 されて いる61｡ 安丸良夫によれば ､ こ の年の ｢おか げま い り+ は閏 3月 の は
じめに阿波から起こ り ､ 畿内 ･ 中国 ･ 四国地方にひ ろがり ､ 6 月 ごろか ら束梅地方 を中心
にするようになり ､ 8月 末まで続い た｡ 500万に近い 参宮者を記録 したと い う
62
o 安丸によ
れ ば､ こ の ｢おか げま い り+ に参加 した層 は ｢きわ めて多様+ だ っ たが､
｢子供 ･ 女 ･ 下男
下女な ど被抑圧的 な人々 が多か っ た+ と考えられて い るo 残 された記録 か らは ､ 彼 らが村
役人 ･ 主人 ･ 親などの禁止 をふ りき っ て参宮した例が数多く残されて い る o 安丸 に よれ ば､
｢こう した被抑圧 的な人々 が熱狂的 に参加 したか ら､ 数百万 とい う参宮数になっ た の で あ
る+ 630
で は ､ 何が彼 ら彼女らを引き つ けたの で あろうか o それ は唆昧で ある o 伊勢神 宮
へ 向う
道しる べ に ｢何事の おは しま しか は しらね どもありがたさにぞ なみだ こぼ る ゝ+ と書かれ
たように (1830年 の ｢おかげまい り+) 64､ 伊勢 へ の 信仰がどの ような利益を得られ るの
か は暖昧で あり ､ ただただ ｢ありがたさ+ が強調されたo 基本的に は外宮の神 は豊穣神で
ぁるか ら､ 豊作が祈願され ､ 利益も豊作に よ っ てもたらされ る の で あろうが ､ 詣で る各人
の職業･･ 階層に よ っ て期待され る具体的利益は異 なっ てく るo 例 えば ､ 大坂最大 の 富豪で
ぁ っ た加 島屋藤七 とい う両替商ならば､ ｢市場繁昌+ を願 うとい う ようにで ある
65
o なお ､
.加 島屋は ろく な路銀ももたず困 っ て い る人び とに宿を与
え､ あるい は 食事 を提供 し､ 施薬
するなどの 救済事業をも っ て ｢おか げまい り+ に参加 して い るo
1830年の 時点に おい て ､ こ の ｢おか げま いり+ は既成秩序に対する反発を吸収するも の
で あ っ たとはい え､ ただちに秩序壊乱 ､ ｢世直し+ に結び つ く運動に はならなか っ たo 例外
と して は ､ 菓宗の 僧侶との 対立が挙げられる が ､ それは彼 らが神 を祭 る ことを禁 じたため
で ある6 6｡ こ の 時点で の ｢おか げま い り+ は加 島屋が考える ように ､ ｢御代やすらけき しる
しとて ､ あまて らすおほ ん神 にお か げと いうて まうづ る事+に留ま っ たの で あり
67
､
｢御代+
= 現体制の 維持 を志向する者達 の - ゲモ ニ
ー を打ち破る力 を未 だ持ち得なか っ たo
3 - 2 大塩平八郎の 乱にお ける シ ン ボル の 政治学
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多くの 民衆が ｢世直 し+ の 政治シ ン ボル と して の ア マ テラ ス を知 るよう にな っ たき っ
か けは ､ お そ らく天保 の 大飢健に際して蜂起 した大塩平八郎の乱であ っ たと考えられ る｡
大塩 の乱 は 1837年 2月 19 日 に起 こり
一 日半で鎮圧されたもの の ､ 全国の 民衆や草葬に支
持 され ､ それ に触発され た多くの 蜂起が起 っ て い る｡ 大塩 の乱の歴史的位置は研究者によ
っ て さまざまで あるが ､ 大塩 の 乱の余波に関する研究をした中瀬寿
- ･ 村上義光 ･ 中瀬紀
美子 の ように ､ 大塩による ｢
"
救民
”
と
"
せ直し
”
の義挙は ､ 民衆の 眼と耳で ､ ロ か ら口 へ
と情報がい ちはやく波状的か つ 重層的に全国如也 へ と伝達され ､
"
大塩ブ ー ム
”
をまきお こ
しながら ､ 幕府 - の
`簡 刺
”
と
"
非難
”
(- 民衆文化創造 - の 動き) をみ るみ る全国に波及
させ ､ 民衆思想の い ちじる しい 成長と幕政批判の 生成発展 - 明治維新 - の 胎動を大きく よ
びさま して い っ た+ 68とさえ評する研究者もい るの で ある ｡ も っ とも ､ ｢明治維新
- の 胎動
を大きくよび さま して い っ た+ とい う評価は い ささか 大げさに響くも0)で あるが ､ シ ン ボ
ル の 政治学と いう観点か ら見る限りではあなが ちそうとばか りい えない 要素が大塩 の 乱 に
は含まれて い る｡ なぜならば､ 上昇した天皇権威が幕府に対抗する運動を正当化するだけ
の 根拠 を持ち得て い たと いう社会状況を背景として ､ 大塩が運動の ｢撤文+ の 中で用し一
､た
｢中興神武帝+ - の 復古とい う レ トリ ック 臥 次章で述 べ るように尊王壊夷派が用 い ､ す
で に述 べ たように明治政府が用い る ことになる し､ 運動の正 当化原理で あり民心 収撹の目
的 に用 い られたア マ テ ラス とい うシ ン ボルも ､ やがて 明拍改府が同 じ目的の もとに採用す
るところに なるか らで ある｡
で は ､ どのような形で ｢神武天皇+ と ｢ア マ テ ラ ス+ が用い られて い るか ､ 大塩 が自己
の 運動を大坂近郊 の 民衆に告げるために配下に配らせ た ｢撤文+
69か ら見て い こうo 大塩
は ｢撤文+ にお い て関 口 - 番 ､ ｢四海 こ んきうい た し候 が 天禄ながくた
ゝ ん ､ /+､人 に国家
をお さめ しめば災害並至+ と述 べ ､ 飢健に対す る幕政を批判する o そして ､ 大塩 は自己
の
運動 がもたらす新しい 世界像を次の ように提示 した ｡
｢都而 〔すべ て〕 中興神武帝御政道之通 ､ 寛仁 大度之取扱に致し遣､ 年来騎賛淫逸
の 風俗
を - 脚目改質索に立戻り､ 四海常民い づ迄も天恩を難有臥 父母妻子を被養 ､ 生前
の 地獄
を救い 死 後の 極楽を眼前に見せ達し､ 尭舜天照皇大神之時代に復シ がたく共 ､ 中興之気象
〔神武天皇 の政治〕 ニ 恢復とて立戻り申 べ く候+
大塩は ､ ｢尭や舜や ア マ テ ラス の 時代 - 復古させ たい の であ るが ､それもかなわな
い の で
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神武 天 皇 の政治 - と復古させ よう+ とい うの で あるo とこ ろ で ､ 大塩 は ｢中興神武帝御政
道+ をどの ようなもの と考えて い たの だろうか o 少なく とも ｢撤文+ にはそれ を具体的に
示すもの は ない ｡ ｢(生前の) 地獄+ に対比 するか た ちで ｢(死後の) 極楽+ と示 され て い
るの みで ある｡ それ を解く ヒ ン トは ｢撤文+ の 前半部に ある ｡
｢天 子 ハ 足利家巳 来別而御隠居同様､ 賞罰之 柄を御失ひ こ 付 ､ 下民之怨何方
- 告恕とて つ
げ訴ふ る方なき様 二 乱候付 ､ 人 々 之怨気天 二 通 ジ ､ 年 々 地震火 矧山も崩 ､ 水も溢 る より外 ､
色 々 様々 の 天災流行 ､ 終 二 五穀飢健 二 相成候+
すなわち ､ 武家政権 ､ 将軍 ･ 幕府が ｢天子+ を隠居 ( 政胎的実権を天皇 か ら奪っ て い る
とい う意味にお いて) に追い 込ん だために ､
･
天災や飢健 (｢生前の地獄+) が起 る の で ある
とされて い る ｡ こ の 部分を踏まえれば ､ ｢王政復古+ こ そが こ の ｢生前の 地獄+ を救うと い
ぅ大塩 の論理が明 らか となる ｡ ｢中興神武帝御政道+ は具体的に何を表 わ して い る とい うよ
りも ｢王政復古+ を象徴化する 目 的に用い られて い る の で あ る70o こ の 王政復古論 は ､ 幕
府の ｢御威光+ を支えて い る ｢大政委任論+ を崩す痛恨 の
一 撃だ っ た o 松平定信らが作り
出 した天皇 ･ 朝廷 と将軍 ･ 幕府との 相互 依存
･ 分業 (大政委任論) とい う物語 は ､ 王政復
古論 をも っ て大塩 が天皇権威を流用 し幕政を批判 した こ と (つ まり ､ 大塩の言説で は､ 将
軍 ･ 幕府は ､ 天皇 ･ 朝廷の 敵とされ る) に よ っ て ､ そ の ナラテ ィ ヴを寸断され て しまう の
で ある ｡ 水 戸の 徳川斉昭が 1
･
838年 に執筆 した ｢戊成封事+ の なか で ､ ｢大坂の 粁賊容易な
らざる企仕+ と書 い て ､ 強い危機感を表明 したこ とは著名で ある が
7 1
､ 斉昭は ､ 大塩が神
武天皇 を持 ち出 したこ とを ｢大 政委任論+ ひ い て は ｢御威光+ の危機として敏感に察知 し
て い たの で ある｡
しか し ､ 大坂 の 民衆が神武 天皇 とい う シ ン ボル の 正 当性 を斉昭が 感 じ取 っ た ような文脈
をも っ て 理解 し得た の か は大 い に疑問で ある o なぜならば ､本章の 冒頭で も触れた ように ､
明らか に神武天皇は近性以前の 民衆に身近な存在で はなか っ たか らで あるo 神武天皇と
い
ぅ名すら知らない もの も大勢い た の で はなかろうか o また当の 大塩 も神武天皇が民心収撹
の 手段 と して効果的で ない こ とに自覚的 で あっ たと思われ る ｡ 大塩は ､ 自己 の 隊 をアイ デ
ン テ ィ フ ァイする旗印に神武天皇を採用 して い ない の で あるo
『藤岡屋 日記』 や 『浮世の 有様』 とい っ た同時代史料によれ ば､ 大塩 は次の ような旗印
を採用 して い た こ とが知られる｡ 諸説 あるが ､ 全て挙げると ｢印子持筋
二 五 三 の 桐+(大塩
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の 先祖の 主君 で あ っ た今川家の 紋章) の 旗､ ｢天照皇太神宮+ の 旗､ ｢両紙妙法遊撃経+ の
旗 ､ あるい は ､ ｢天照鼻太神宮 (中央)･ 束照大権現 (左) ･ 湯武両聖王72(右)+ を配 した
三社託宣形式に よる旗78､ ｢救民+ の旗､ ｢東照大権現+ の 敷 ｢天牌皇太神 ( 中央)･ 八幡
大菩薩 (左) ･ 湯武 両聖王 (右)+ の 旗が史料からは確認できるo これらの シ ン ボ ル はお の
お の 大塩 の運動 の 正 当化原理を示 すもの で あると同時に ､ 神道 ･ 仏教 ･ 儒教など､ (今川家
の 紋章を除い て) 近世 にお ける幕滞制社会秩序の なかで認知されて い ると ころの ｢正 義+
を表象する宗教的 シ ン ボル であるQ 大塩もまた ､ 民衆に対 し自己 の運動が正当なことを告
げ､ か つ 支持 を集めるために (宗教的正 当化) の 発動 を試みたの で ある｡
こ の なか で も大塩が民心収撹の意味で重視 したの はア マ テラ ス (放で も 一 番多い) で は
ない か と思われ る ｡ なぜ ならば､ 多く の 民衆は ､ 神武天皇は知らなか っ たと しても､ 伊勢
神官に配られ て い るア マ テラ ス はもちろん知 っ て いたからで ある｡ 500万人近 い人々 を動
員 した 1830年の ｢おかげまい り+ の 大流行は大坂近郊の 民衆にと っ ても未だ記憶に新 し
い と こ ろだ っ たで あろう74o それどこ ろか ､ 大塩 はこ の ｢おかげまい り+ の揺行 をうまく
利用 して ､ 自覚的に 民心収撹を狙 っ たとさえ思われ るふ しがあるの で ある75｡ ｢撤文+ を包
んだ黄色 い絹に は ｢天 より被下僕+ 云 々 と前書して あるが ､ これは ｢おふ だ降り+ になぞ
らえるかたちで ｢撤文+ が散布 されたであろうこ とを証 しする｡ それだけで は ない ｡ さら
に ｢おふ だ降り+ との類縁性を強調するため に､ あるもの はそこ に ア マ テ ラス の大麻 (ア
マ テ ラス の神名が書かれた御札) を直に貼り つ け､ ある･もの はア マ テ ラ ス の 大麻の 絵を描
き つ けて ある76｡ ア マ テ ラ ス とい うシ ン ボル は ､ 大塩の ｢撤文+ をア マ テラ ス の神 託に変
え､ 大塩に よる ｢世直し+ をア マ テラ ス に よ る現世利益 ( 奇蹟) に転化する ことで ､ 民JL､
収撹の 手段に なりえたの である｡
3 - 3 ｢世直 し+ の ア マ テラ ス の 確立と継承
なお ､. 大塩 が民心収撹の ために用い たア マ テ ラ ス は ､ 大塩の 乱に賛意を示 し､ 6 月 1
日越後柏崎で ｢奉天命許国賊+ および ｢集思 臣征暴虚+ (あるい は ｢集忠義課暴虐+) の 旗
を掲 げ蜂起 した77国学者生田万 に よ っ ても継承されて い る｡ その ｢撤文+ には 以下の よう
な文面が ある｡
博 一 ､ 二 人御代官､ 此初の岩下 ､ 西巻､ 米屋 ､ 在方は大肝煮不残 ､ 是等は 張本に付 ､ 此
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者共首勿り可申事､ 楽翁様之御代ならば如斯之処 ､ 我 々 ども国故に随ひ 天 照大神 に従
ひ来り候 - ども､楽翁様思召も同 じ事に付少々 其法に したが - ､ 一 同百姓町人之難渋共早々
決断 して 是等の 首 を勿り､ 天神楽翁様 の 御主意にか はる べ きもの なり+ 78
要する に ､ 生 田は､ 百姓 の 窮乏 を引き起こ した張本人 を処刑する こ とを正当化する シ ン
ボル と して ､ ア マ テ ラ ス を流用 して い るの で ある｡ ア マ テ ラ ス の 御勅とは ､ 本居宣長が着
目 したい わゆる ｢天壌無窮の神勅+ をさ し､ ｢万世 一 系+ の 天皇支配 を示 して い る｡ ちなみ
に ｢楽翁+ とは ､ 寛政の 改革を為 した松平越中守定イ言で ある ｡ 理想祝された過去 の 為政者
の偶像もまた ､ かれ の ｢世直し+ を正 当化す るシ ン ボル な の で あるが (か れは ｢撒文+ に
よれ ば ､ ｢楽翁+ の 意志 の 代理執行人で ある)､ それだけで は ､ 民心 を納得させ る ことが で
きな い と考えた の で あろう｡ 大塩 に なら っ て ア マ テ ラ ス を ｢世直 し+ の 正 当化原理 と して
採用 した｡ こ の反復は ､ ア マ テ ラ ス が､ ｢世直し+ を正 当化する政治 シ ン ボル と して新たに
確立 したこ とを証 しする｡ これを先の 大塩の 乱に表われた もの と合わせて ｢世 直 し+ の ア
マ テ ラ ス と呼ん で おこ う｡ こ こ に ｢世直し+ をア マ テ ラ ス の 神託に よるも の と して宗教的
に正 当化する手段が確立され たの で ある｡
と こ ろで ､ 大塩 の乱と生 田の 乱 との ち ょうど狭間に あたる 4月 ､ 江戸に こ の ｢世直し+
の ア マ テ ラ ス が武装峰 起 の 正 当化原理 とい う形式 とは違 っ た形で伝播 して い る ｡ 『藤岡屋
日記』 に 以下の ような記事が ある｡
｢酉ノ 四月 六 日 〔1837 年 4月 6 日〕
今朝京橋 北ノ方 ニ 旗挑灯之 張出候趣 ､ 南御用懸江及御聞 ニ 御調有之間 ､ 御組合 町々 ､ 右
様之張札 〔八 日に江戸 を焼払うとい う予告文〕 致候跡 ニ 而も早 々 古川重 五郎殿 江写 し御届
可申上旨被仰渡候｡
五番 組世話掛
同 日
浅草束仲町 にても ､ 前書同様之張札致 し候者有之 ､ 尤も明後八 日夜八 ッ 時､ 近 辺 町々 打
こ わ し候間 ､ い ろは組人足共助力致 し候様と ､ 塞三太堕塵△上 艶 有之由 ､ 右様張札有之
候得ば ､ 早 々 古川重 五郎故相場半左衛門殿江写を以御屈可被成候､ 此段御達申上候｡
同七 日夜
･板行 ニ て旗 ニ 玉盟皇基盤宜､ 挑灯 ニ 盈△選ト認メ ､ 所 々 ニ 張有之由 ､ 基土 鎚 亙
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之由 ､ 御番所御門被張訴+ 79
つ まり ､ 4月 6 日 には､ 京橋の 北の 方に ｢旗挑灯+ の 張り紙があり ､ 浅草東仲町 でも同
様の 張り紙 があり ､ そ こには ｢明後日八日の 夜八う時に近辺 で打ちこ わ しがあるの で ､ い
ろは組み 人足などは協力するように+ と､ 町人 - 打ちこわ し へ の参加促 しがあり ､ 末尾 に
｢大坂浪人+ と記 されて い た｡ さらに ､ 翌 日には ､ 旗に ｢天照皇太神宮+､ 挑灯に ｢諸人救+
とあり ､ そ の 上 ｢焼払 いJ を予告 した弓長り紡がとこ名どこ ろ に貼られたとい うの で ある.
張り紙にあ る ｢天照皇太神宮+ や ｢諸人救+ の 文字は ､ 大坂にお ける大塩の乱 からの影響
で ある ことはまちがい あるまい 80｡ とこ ろで ､ ｢大坂浪人+ とい う差出人で あるが ､ これ を
ただちに大塩 の残党の ｢武士+ と考える べ きで はなく ､ 大塩の残党を名乗っ た何者か とし
ておく べ きで あろう ｡ 焼払い の予告文は､ ｢火札+ と俗に呼ばれるもの で あり､ 幕末にお け
る名もない 民衆が ｢仁政をとどろかす+ 目的で ､ ｢火札+ をと ころ どこ ろに貼る こ とがあ っ
た81｡ 民衆にと っ て ､ 放火 は社会不正 に対する制裁行為なの で あり､､ ｢世直し+ と して肯定
され るもの で あっ たo 一 方 ､, 大塩もまた大坂 を焼払 っ て い る (大塩焼け) が､ それ が かれ
の 望むと ころで あっ たか どうかは わからない o 生田万 の 場合ほ ､ わざわざ ｢撤文+ に ｢乍
去大塩平八 郎やう の火事は堅く禁制之事+ と断わ っ ており ､ 放火を是とは して い ない の で
ある ｡ 民衆を統率 し つ つ 行われ るタイプの 武士主導に よる ｢世直 し+ では ､ 反秩序的な放
火行為は容認 されなか っ たと見る べ きで はない だろうか .
一 方､ こ の江戸におい て は先立
っ 3月 18 日にも ｢四 - 五 日中には江戸を焼払う+ という匿名の 予告文が蘇り出されて お
り ､ ｢火札+ が社会 正義として 表象されて い たことが確認 されて い る82｡ すなわち､ 4月 に
お ける江戸 の例 は､ 少なくとも江戸における都市下層の ｢火札+ 戦術の簡域と ｢世直 し+
の ア マ テラ ス とが ､ ｢大塩焼け+ を媒介に接続されたと解釈できるもの で あり ､
●
こ こ にお い
て ､ ｢世直 し+ の ア マ テ ラ ス は ､ 武士階級の 示威運動の 正当化原理か ら民衆の反秩序的示威
運動の 正 当化原理 へ と流用され るに至 っ たの である｡
3 - 4 胎絵と ｢世直し+
こ の ｢世直 し+ の ア マ テ ラ ス は ､ 1855年 10月甲安改大地震 の際に大量に出版された
い わゆる ｢胎絵+ の いく つ かに ､ 垣間見 られ が3｡
胎絵とは84､ 一 義的には 地震総の俗信に題材を得たかわら版で あるo 地震蛤とは ､ 地震
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は地底に潜む大総が引き起こすも の で ､ 平常は鹿島大明神が要石 によ っ て胎を押さえ込 ん
で い るとする俗信で ある ｡ したが っ て ､ この 限りにお い て 総絵の 基本的なモ チ
ー フ は､ 例
えば ｢あら嬉 し大安日 にゆり直す+【図1 - 1】 85に見 られ るよう な､ 地震を起こす胎と要
石で胎を押さえ込 む鹿島神の 組み合 わせ とい う こ とにな る｡ ただ し､ こ の ようなケ
ー ス は
現存する胎絵の 大部分を占め るもの で は ない し､ 胎
･ 要石 ･ 鹿島神 の 三者が総桧の 基本的
な構成要素で ある とはい え､ モ チ ー フ 上か ら現在 ｢総桧+ と呼ばれて い る視覚表象全体を
括 る定義を作成する ことはできな い ｡ 阿部安成が述 べ るように ､ 紙絵は ｢この 三者がそろ
わない と意味をなさない もの ではな い+ し､ ｢そ の どれ かが 描かれ て い れば ､ 胎絵とな る+
86
｡ 実際､ こ の 三者の 複合を基本 と して ､ 要石 の代わり に剣 (鹿島神官の 神宝) や瓢箪(大
津絵 の趣 向にある ｢瓢箪なまず+ とも関連) が用 い られ る ケ
ー ス や ､ 鹿島神の 代わりに ア
マ テ ラ ス や伊勢神 馬が胎 を押さえるとい うヴァリ エ
ー シ ョ ン が存在 して い る87o また ､ 蛤
絵とい う呼称も安政年間の もの で はなく ､ C
･ アウ エ ハ ン トの 『鰻絵 - 民俗的想像力の
世界』(1964､ 邦訳 1979) 以降､
一 般化 した概念で あるo すなわう､ 阿部が指摘する よう
に ､ 総桧と 臥 ア ウ エ ハ ン トをは じめとする研究者たちが ｢地震とそ の彼の 事態 の解釈を
図像化 した刷りも の+ の ｢総体を表現する+ ために創り出 した ｢概念+ で ある ことをは じ
めに了解 しておく必要 がある88o
総桧の 流通状況 で あるが､ 総桧は江戸市中で販売されたo 早い 制作例 と して は ､ 仮名垣
魯文が 地震の 翌朝に書韓によ っ て依頼され て河鍋暁斎と組 んで作製 した例 を挙 げる こ とが
でき る ｡ 最初の 胎絵 は好評 で数千枚も売れ ､ 他の書韓か らも注文 を受けた魯文 は 5
･ 6 日
の うちに給絵の 草稿を 4 ･ 5 0枚書いて 思わぬ利益 を得たとい う
89
o なお ､ 魯文 の 場合 は弟
子 の 野崎左 文が故人追善の ために編集 した 『仮名反古』(1895) によ っ て ､ 総絵制作時の
逸話を詳 しく知 る ことがで き る90｡ その
一 方で ､ 魯文が関わ っ た とされるもの を含む総桧
､
の ほ とん どは違法出版の ため作者 ･ 版元 の名 が記され てお らず､ 作者
･ 版元は もちろん ､
発行 日時､ 流通状況 を具体的 に知 る こ とは極めて難 しい
9 1
o
鮭絵の種叛 で あるが ､ 同時代の 戯作者
･ 笠亭仙果 の 見聞録 『なゐ の 日並』 に よれ ば､ 地
震が起 こ っ て - ケ月 後の 11月 上旬まで に400種に及ぶ 出版物が制作されたと
い う92o なお ､
宮田登 ･ 高田衛監修 『絵絵 - 震災と日本文化』 に所収 され て い る
｢飴絵総目録+ は ､ 現
存が確羅されて い る総桧お よび 関連する かわら版をす
べ て収録 したもの で ある が､ そ こ に
は 201種類掲載されて い る93o 確たる胎絵の デ
ー タ と して は後者 の約 200種類が採用 可能
セあるが ､ それ が当時出版されたすべ て で あると確言する ことはでき ない o 当 時出版され
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た蛤絵の 種頬はおよそ 20 0 から400種類の 間であると考えられる0
蛤絵の 受容層 は ､ 三文か ら五 文で売られ たか わら版が 安価な印刷物である こ とか ら94､
主に それ ほ ど裕福で ない 江戸の庶民であっ たと考えられて い る95｡ こ の 受容層の 階層性は
紙絵と ｢世直し+ との 関係性に深く結び つ い て い る ｡ 興味深い ことに ､ 胎絵にお ける胎は
必 ず しも地震とい う災い をもたらす存在と して 一 面的に捉えられてい るわけで はなく ､ 時
には ｢世直し絵+ と称され ､ 福をもたらす存在と して表現されて い る場合がある｡ ア ウ エ
ハ ン ト『胎絵』以来､ 胎絵に関する研究は数多くなされ七い るが ､ 先行研究全般におい て ､
地震紙の ア ン ピグア レ ン トな性格に注目が集まり ､ 1980年代以降にお いて は特 に ｢世直し
胎+ に力 点をお い た研究が なされてきた96｡ ｢世直 し飴+ の典型例と して は､ ｢持丸たか ら
の 出船+【図 1 - 2】や ｢世 ハ 安政 民之賑+【図 1 - 3】､ ｢金持をゆすりにきた か大地 しん+
【図 1 - 4】 の ような ､ 紙が金持ちか ら金銀 を吐き出させ る パタ ー ン を挙げることが でき
る ｡ 宮田登 ･ 高田衛監修 『姶絵』 によれ ば､ 地震 によ っ て損を したの は金を貯め込んだ持
丸 (金持 ち) で ある o 彼 らは家屋敷を失い ､ 少なか らぬ施金 (寄付金) を強い られたとい
う｡ また同書は､ 多くの胎絵が金持ちの 災難を面白く風刺して い る理由を､ ｢総桧の購買層
がも っ ぱら江戸の 庶民階級に 限られてい たか ら+と して い る97｡ ｢持丸 たか らの 出船+で は ､
持丸 (金持 ち) が吐き出 した金は富裕で はない職人たち へ と渡る｡ 画中の鮭は ､ 持丸に対
し､ ｢だん な+ は ｢ふ だん あん まり下方の 者を つ めて なんぎ 〔難儀〕 をさせ るか ら､ こ の よ
ふ なく る し いおもひ をなさるの だ ､ これか ら心をなほ して ぢひ 〔慈悲〕 をなさるがよ ろし
ふ ござい ます+ と説教 して い る｡ アウ エ ハ ン トが指摘 して い る ように ､ 新興の 金持 ちとあ
まり恵まれない 小商人や労働者との 間の社会的 ･ 経済的対立 は ､ 臆絵 に しばしばとり あげ
られてお り ､ 福をもたらす蛤は町人 の なか では あき らか に後者 (貧しい人び と) の 味方 な
の で ある98｡ なお ､ ｢胎絵総目録+.
に よれば ｢損を した金持ちと儲けた職人たちめ対比+ と
い う主題 は､ 34点 あり､ 現存総桧全体の約 17% を占めて い る ｡
総桧の なか に見 られる ｢世直し+ 意識を､ 階級的な理由の みで説明 し尽くすことは でき
ない とはい え､ 階級の 問題 は極めて大き い とい わざるを得ない ｡ 北原糸子 臥 総桧の み な
らず『安政見聞録』など地震の 際に巷間に流布 した冊子類を調査 して ､ ｢おおむね世を憂う
る下級武 士 ･ 知識人層 は ､ 安政江戸地震を凶と捉えたの に対 し､ 都市
一 般民衆は 吉と捉え､
世直り - の期待感を抱い た+ と してい る99｡ 鎗は大喝を揺らすが ､ 同時に既成秩序を揺さ
ぶるも の と しても観念され るの で ある｡ この ｢揺れ+ を吉 - 世直りと捉えるか ､ 凶
- 天誰
と捉 えるか は既成秩序 に恩恵を受けて い るか どうか で異なる ｡ 既成秩序の 維持 によ っ て得
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ると こ ろ の何 もない 下層の 一 般民衆に と っ て は ､ こ の ｢揺れ+ が ｢世直し+ の 兆しと して
期待 され る場合が少 なか らずあ っ た の で ある ｡ その ことは地震に よる火災情報 を示 した か
わら版に ｢世直り細見+【図 1 - 5】 とあ るこ と､ ｢地震方々 人逃状之事+【図 1
- 6】 と い
う紙絵 が鹿島神 を ｢世並直次郎+ と呼び ､ そ の ｢世並 直次郎+ に対 して わ びを いれ る地震
紙と い う趣向をこ らして い る こ とか らも見て取れる｡ ただ し､ ｢地震方 々 人逃状之 軌 の 場
合 臥 地震を起 こ した紙を押える鹿島神が ｢世直し+ の 実行者で あるか ら ｢世直し+ と銘
打ちなが らも既成秩序を逸脱す る ほ どの ヴィ ジ ョ ンが提出されて い る わけで はない ｡ 宮田
登が挙 げる ｢地震く どき+ と題 されたか わら版には ｢され どとふとき わが しん こく の 神の
たすけが い
.
ちに しま しに四海なみかぜお となくなりて ､ 諸人あん どの おもひ をなせ ば ､ お
おみ さまよりお めぐみあつ く ､ やけて つ ぶれた身が るきもの - はか り しられぬおすくひ
米の かずはおくまん まだその ほ か に し ょ し ょ - お小家をくみ たて られて ､ たみをにぎわ
すおん こくおん の か か るなさけを せ い ぐんさまの お ひざもとな る そ の ありがたさ ､ こ
れ もた と - の 大あめふりて地か たまりた るまんざい らく は か らき世 なお し また どしど
しみ の る ほうさく ごこくの たねも しげる できあきせ ん しうらく の+ 云々 とい う文句を
認 め る こ とがで きる100o つ まり ､ r地震の 災害の復興に幕府 か らお救 い米が 出る こ とを善
政と競え､ こ れに よ っ て世直しがなされ+ たと解釈 する もの も存在 して い る の で ある
101
o
そ の 一 方で ､ ｢大給江戸の 賑ひ+ 【図 1 - 7】 のように ､ 触 を江戸の 漁民に富をもたらす鯨
と して描き ､ 胎から小判が噴出すと いう図像に は ､ 胎を押さえて秩序 を回復する鹿島神 を
欠 い て おり､ 既成秩序を逸脱する ｢世直 し+ の要素を見出す こ とができ る｡ 加 えて ､ こ こ
で の 蛤は､ そ の 大きさや色そ して 噴出す潮か ら同時に黒煙をあげる黒船が連想 され る102｡
しか も､ 異界か ら富 を運 んでく る宝船と して 観念された黒船で ある ｡ 同様の 主題 をと っ た
胎絵と して は ､ ｢繁盛 たか ら船+【図 1
- 8】が ある｡ こ の絵 に は ､ 七 福神 の趣 向を借りて ､
地震復興景気で儲か っ た人び とを乗せ た胎の 宝船が描かれて い る｡ こ ちらも黒船 を連想さ
せ るもの と して捉 えられなく もない ｡
お り しも ､ 安改大地震の 直前で ある 1853年 ･ 54年に は ペ リ ー が 来航 してお り ､ 地震と
い う ｢内憂+ と異国船来航と い う ｢外患+ は､ もちろん朝廷 ･ 幕府に とっ て は合 わせ て既
成秩序の 危機と して認識された｡ 『鹿島神宮誌』によれ ば ､ 鹿島 - は 近世にお い て各地 で地
震が起これ ば必ず祈祷があ っ たが ､ ペ リ ー 来航を契機と して 1853 年以来 ､ 朝廷がさらに
咽 家安全+ や ｢黒夷退治+ ｢国家安寧+ の 祈祷を命 じる ことが定例となっ た
103
｡ なお ､
鹿鳥 の祭神で ある建御雷神 (タケ ミカ ヅチ) は､ 地震を押さえる神で あると同時 に ､ 記紀
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神話に よれ ばア マ テ ラス の 下で 盤葦原瑞穂国を平定するに功あっ た神で あり ､ ｢国譲り神
請+ の 主人公 である｡ 鹿島神は国家鎮護の武神と して の性格を持 っ て い るの で ある｡
地震胎を押さえる鹿島神という存在は､ 朝廷 ･ 幕府をは じめとする為政者層か ら見れば ､
胎に仮託された秩序壊乱の ｢危機+ 一 般を抑える秩序維持装置で あらねばならなか っ た.
1855年 11月 7 日(または5日) の胎絵禁止 の 触書は ､ 見逃 しに出来ない ｢浮説+ で ある
とか ､ 地震の 虚 に乗 じたもの で衆人に疑惑を生 じさせ るもの である とか ､ 人心 を紅かすも
の で ｢不時+ で あると して胎絵を断じて い る104｡ 鹿島神を蔑ろにする ｢世直し+ のイメ
ー
ジが表れたことによ っ て ､ 鮭絵は取り締まり の対象とならざるを得なか っ た｡
3 - 5 江戸上空に君臨するア マ テ ラス
鮭絵に描かれたア マ テ ラス を何点か 見て い く ことに しよう｡ ｢胎絵総目録+ に所載 され
た 201点の総桧の う与､ ア マ テラ ス を描い たもの は決 して多くはない o 地震で助か っ た人
びとの 挟に伊勢神馬 の 自毛が入 っ てい たとする噂話は ､ 笠亭仙果『なゐの 日並』 にも採録
される など広く知られたようだが105､ 胎絵に神馬の 姿が主人公と､して描かれた例 は､ ｢(触
に乗 る伊勢神宮神馬)+【図1 - 9】､ ｢(胎を蹴散らす伊勢神宮神馬)+ ･【図1
- 10】､ ｢(神
馬と飴)+ 【図 1 - 11】 の 3点しかない o また､ ア マ テ ラ ス が描かれた例は ､ 上空に君臨す
る女神ア マ テ ラ ス が光線を発射する様子 を描 い た｢上方震下り瓢磐胎の 化物+【図 卜 12】､
神馬 に乗 っ た女神ア マ テ ラス が江戸上空に飛来する様子 を描い た｢(天 駆ける八幡宮
･ 太神
宮 ･ 鹿島大明神)+【図1 - 13】､ ｢大日本帝祖大明神霊験万 民を助け給ふ 之図+【図 1
- 14】､
鹿島神 と神兵ととも に神鏡を持つ アマテ ラス に小胎たちが謝罪して い る様子 と大給が妖怪
を光線で 攻撃 して い る様子を描いた ｢大地震妖怪神宮退治+【囲 ぃ 15】 そ
して近代に は
見られ なく な っ た男神ア マ テラス が地震胎を難詰めする ｢組の 流 しも の+【図 卜 16】､
｢地
震の まもり+ 【図 卜 17】 の 6点で あるo 確か にア マ テラス は ､ 鹿島神 (5
5 点､ 約 27%)
や要石 (25 点､ 約 12%)に比 べ ると少数で あるが､ 地震飴の俗信に登場 しな
い ア マ テラ
ス が比 較的少数で あるこ とは当然の こ とで あるo なお ､ 本論文で はア
マ テ ラ ス の 例が少数
で ある ことか ら直ち に論及する価値の ない もの と して除外 しは しない o 大塩
の 乱と明治維
新の 狭間の 時期に江戸にお い て ､ わずか ながらで も
｢世直し+ の政治 シ ン ボル で あるア マ
テ ラ ス が視覚化 され たことの 政治的意味を看過す
べ きではない o また､ ア マ テラ ス による
ラディ カル な ｢世直 し+ の ヴィ ジ ョ ン を垣間見る ことができるもの がわずか
で あると い う
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こ とに ､ 比 較的数多く作製された ｢世直 し胎+ よりもよ っ ぽ どこう した作例が既成秩序 に
対 して ｢危 険+ な表象であ っ た証 を見る こと はできまい か｡ すなわち ､ ｢世直 し+ の ア マ テ
ラ ス を描く こ とには ､ オ ル ギ ッ シ ュ な ｢世直し胎+ を描く こと に見られ る逸脱性 (祝祭性)
に 比 べ て ､ オル タナ テ ィ ヴな秩序 - の 具体的ヴィ ジ ョ ン が 見られ るの で あ っ て ､ 作例が少
数で あ るこ とは , こ の 表象が 一 種 の政治的タブ ー 性を持 つ と いう こ と ､ よ っ て安易に描き
得な い 主題 だ っ たと いう こ とを際立たせ る要素でもある｡
｢上方寮下り瓢磐飴の 化物+ 【図 1 - 12】 は､ 前景に要石 に結えられ た胎 (屋 台状の 姿
で表 わされ て い る) がおり ､ 傍らに い る鹿島神が地震 を起 こす化物の 正体を､ 読者に 明か
して い る｡ 上空に い るの は ､ 出雲 国に集ま っ たア マ テラ ス を始め とす る八 百 万 の 神た ちで
あ る｡ ア マ テ ラ ス は ､ ｢天気秘+ と書かれ た机にす わり ､ 帳面を開い て い る ｡ 詞書に は ､ ア
マ テラ ス に よ る ｢寸善尺魔で此方 の連中が 一 月 い ぬとまたぬ らく ら宥め 〔胎〕 が あばれお
つ て+ とい う ｢御託+ が述 べ られて い る｡ 地震が起こ っ た 10月 はちょ うど神無月 に 当 っ
て い た . 神無月 とは ､ 7 神 々 が出雲 - と赴く月 で あり ､ 江戸に は神 の い ない状況が起こ っ て
い た とい うわけで ある ｡そ こ で帳面 を調 べ て い たア マ テ ラス は ､ ｢鹿島をさき - か - したが
よか ろう+ とい う提案をする｡ こ の帳面は神 々 の リ ス トを示 して い る の で あろ う0
ちなみ に ､ 詞書に よれば ､ こ の 異形 の飴は､ 次の ように絵解きされ る｡
｢全 体 ハ 面飴 の ごとく 口より火 炎をふき ､ 身より火を出す事 三十セ ヶ所､ 頭土蔵 の屋根 に
似たり ､ 背背中 ハ 瓦をならべ た る如く ､ また屋根板の 如きと ころもあり､ 体を震動かす時
ハ 背 中 の 瓦八 方 - 飛散粉の 如 し､ こけらの所 ハ さまで の 事な し､ 腹の うちに ハ 臆病 とい へ
る病 ありて ､ お の が住家に居 る時 ハ 身うちすく ミて 自由をなさず､依て夕に 臥時人往還 に ､
野宿す ､ 足 ハ 四本の 柱に似て ゆらゆらと して - 向に役 にたたず ､ 常に丸木 を杖の 如く に し
て か らばり と号 〔なづ け〕､ よ ふ よふ建 て い る なり ､ 尻尾 ハ 大浪 の 賓る が ごとく ､ 此尾に さ
ハ る者は共 に巻込れて地 ごく - 店替をな し､ 土左衛門と名 を改む るなり ､ 此尾 を津波とよ
ぶ ､ 恐 べ き難獣なり+
異形 の鮭 の姿に表わされ て い るも の が､ 地震による具体的被害 ､ 火災であり､ 家屋 の倒
壊で あり ､ 精神的シ ョ ッ クで あり ､ 津波で ある こ とがわかる｡ 詞書によれば､ こ の 猷は ｢神
代の歴音盤秋津洲 〔日本〕 に蝿まりて 時々 出て ､ 人民をなや めたる+ 存在で あ っ た が､ ｢天
下 しろ しめす､ 皇太神 〔ア マ テ ラ ス〕+ が鹿島の神 に神託 を下 し､ 要石 に よ っ て獣の 頭 をお
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さえさせ た｡ よ っ て ｢此難獣の 患ひなく ゆるがぬ御代と諸人万歳楽をとな -+ て い たもの
で あるとい う｡ こ こに は､ ア マ テ ラス に よる ｢ゆるがぬ御代+ の 安堵という基本的なコ ス
モ ロ ジ ー 像が明確に示 されて い る ｡ 地震 を起こ した この 難獣を直接鎮めるの 桔 ､ 鹿島神で
ある が ､ それ を命令す るの は ア マ テ ラ ス なの で あ･る ｡ こ こ に見られるア マ テ ラ ス
ー 鹿島神
一 胎とい う三者の 関係性は ､ 前節で触れた大政委任論における権力構造と相似形である こ
とに注意 しておく べ きだろう｡ つ まり､ 天下を治 める存在はあくまでも天皇
･ 朝廷 (ア マ
テラス) であるが､ ｢危機+ (地震 ･ 胎) に対処する政治執行権は ､ 将軍
･ 幕府に委任され
て い るの で ある｡ さらに興味深い ことに は､ 詞書には言及がない が､ ア マ テ ラ ス の 頭上の
日輪か ら発せ られた光が難獣 ･ 胎 - と
一 直線に伸びて い るの は､ 地震を鎮め るア マ テ ラ ス
の神威を視覚化 したもの と解釈できるもの か も しれない ｡ つ まり ､ 詞書に従えば ､ こ の鮭
絵は大政委任論と同構造の既成秩序を踏まえたもの に他ならない が ､ 図像 と してを耳､ 大政
委任論 を逸脱 して ､ 政治執行権をもたない はずの 最高存在が直接コ トに当た っ てい る様子
が視覚化されて い るの で ある｡ こ こ に表れた詞と絵との ズ レが ､ 既成秩序 (幕藩体制) か
ら逸脱 した新秩序の 姿を暗示 して い る｡
別 の胎絵 ｢(天駆 ける八幡宮 ･ 太神宮 ･ 鹿島大明神)+【図1
- 13】 にお い て 臥 現 実の
江戸とい う空間にア マ テラス が ､ 八幡宮 ･ 鹿島大明神 を伴 っ て飛来してく る様子 が描かれ
て い る ｡ 三神が描かれ てい るの 臥 い わゆる ｢三社託宣+ の形式 に よるもの だと思われる ｡
ぉ札や神木などの神の 依り代が空か ら降っ てくる ｢飛神 軌 の借仰に つ い て は ､ 先にも触
れたが ､ こ こ で は ｢飛神明+ 信仰の ヴィ ジ ョ ンが実際の神の 飛来と して視覚化されて
い る
の で ある｡ 前景に広が る江戸 の街には ､ 家々 の倒壊､ 火災 ､ 逃げ惑う人が描かれ ､ 街全体
を火 災の煙が依っ て い る｡ かく も徹底的に崩壊した江戸の 上空に､ 左か ら順 に ､ 要石
をも
っ鹿島神 ､ 太陽を背におうア マ テラス ､ その 後ろに八幡宮が飛来する c 鹿 郎申は
Ir我等留
主中+ にお い て飴が暴れた ことを批難 した後で ｢諸人+ に ､
｢我帰る上 ハ あん ど致+せ ､ ｢け
か 〔怪我〕 せ ぬやう ､ しづまれ ､ しづまれ+ と述
べ て い るが ､ 特に何か救済の行動に出て
い るようで はな い ｡ これに対 してア マ テラ ス は ､ 毛の ようなもの を振り撒
い て い るo 以下
に挙げた詞書によれ ば､ ア マ テラ ス が振 り撒い たもの は､ 自らが乗る馬
の 毛で あるo
｢江戸に て なまづ どもうちよりさ ハ き候よ し､ 鹿島明神通りか け､ ちう しん
い たすゆ - ､
そふ ､ そふ ､ 欠付〔駆 けつ け〕諸人たすけの 手当なきまま ､ 乗馬の 毛を
一 本ツ ツあた - 候､
しづ か に立の け､ 立の け+
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こ の絵か らは馬 の 毛の 由来に つ い て の 情報 は得られ ない が ､ ｢( 蛤を蹴散らす伊勢神宮神
局)+ の 詞書に よ っ て ､ 神馬 の 毛に 関す る噂話を具体的に 見てお こう｡
｢けがもなくあやうき命をたす かりたる人 々 ハ ､ 伊勢大神宮の御たす け也 ､ その 故 ハ ､ 彼
時御馬御府内をはせ め ぐり ､ 信心 の輩をすくひ たま本にや､ たすかり し人々 の 衣類の挟に
神馬の 毛入て あると い ふ をききて ､ そ の 人々 あらため見る に ､ はT= して馬 の 毛出 る也 ､ 是
こ そ 大御神 の守ら しむ所なりと云 々+
伊勢神馬 の 毛に関 して は､ ｢大日本帝祖大明神霊験万民を助け給ふ 之図+や｢(神馬 と胎)+､
｢世直し胎の情+､ ｢二 日は な し 地震亭念魚 ･ 町々 庵炎上+ などと い っ た他の 総桧にも表
われて い る o 伊勢信仰に根ざ した ご利益神話の 創作が､ 例 えば伊勢御師などに よ っ て 組織
だ っ て行われた の か も しれ ない ｡
｢(天駆ける八幡宮 ･ 太神宮 ･ 鹿島大明神)+ に再 び目を戻そ う｡ ア マ テ ラ ス の ｢立 の け+
とい う命令が効をそ う したの で あろうか ､ 総は画面か らい なく な っ て い る ｡ 画面下部中央
には ､ ア マ テ ラ ス の神威に対 して 祈りを捧げて い る人 が見 える｡
｢大 日本帝祖大明神霊験万民を助け給ふ 之図+【図 1 - 14】で は ､ ア マ テ ラ ス は先 の ｢(天
駆 ける八幡宮 ･ 太神 宮 ･ 鹿島大明神)+ に描かれて い たときよりも､ 大きな太陽を背負 い ､
神馬 に乗 っ た姿で江戸上空 に飛準する様子 が描かれて い る｡ 画中には ､ 江戸上空 に出現 し
た太 陽神ア マ テ ラ ス が地震 を調伏す る鹿島太神宮をは じめ ､ 神 田大明神 ･ 氷川明神 ･ 八幡
大菩薩 ･ 山王大権現とい っ た江戸 の神 々 を使役して ､ 江戸 を救済 して い る様子が確認 でき
るで あろう Q ア マ テ ラ ス の 神威の 前に ､ 画中におい て は はやく も､ 建物が復興 して い るこ
とがわか る ｡
｢帝祖+ ア マ テ ラ ス の 指示の もとに ､ 神々 は背負 っ たふくろか ら霊験あらたか な伊勢の
神馬 の ｢白毛+ を取り出 して ､ 江戸 の街々 へ 振り撒い て い る｡ 先に見たように ､ こ の ｢自
宅+ に は､ 地震 から人びとの 命を救うア マ テラス の 神威が込 められて い る ｡ 伊勢に い るは
ずのア マ テ ラス が 将軍の お ひ ざもとで ある江戸に 出向 い て きて現世利益 をもたらし人々 を
救 っ てくれ たの で ある ｡ ｢おか げまい り+ にお ける ｢おふ だ降り+ の 奇跡は ､.絵絵 の 上で は
現実の ア マ テ ラ ス の 降臨と して 描かれた ｡ それは極めて異常なことと考えなければならな
い ｡ こ の 異常事態がなぜに お こ っ たの か ｡ そ れは､ 前章で 考察 してきたところの ｢内憂外
47
第 一 寮 明治維新とア マ テ ラ ス
忠+ による天皇権威の 上昇と幕府権威の 凋落､ そ して ｢神国+ を護持するア マ テ ラ ス 権威
の上昇と い う背最を考えると容易に見えてく るこ とで ある｡ つ まり ､ 地震 とい う ｢危機+
(内憂)､ 加えて前年 ･ 前々 年における ペ リ ー 来航(外患)と相使 っ た複合的な｢危機+(内
憂外愚) に対 して ｢武威+ をほこる幕府はその 無力さをあらわにするほか なか っ た｡ した
が っ て ､ 江戸 の 民衆が この ｢総桧+ の導きによ っ て ､ ｢是に ヨ リテ諸国の 人民 我 神国た
る事を尊べ し ､ 帝 〔ミカ ド〕 ･ 王 〔将軍〕 ･ 諸侯 ･ 此君国の 民にJL､をもちい給ふ事大御神 に
ハ るこ とな し+ とい うア マ テ ラス の 神威によ る ｢神国+ の護持を信 じ､ こ の ｢危機+ を救
う存在と して ｢帝祖+ アマ テ ラス ､ そしてそ の 子孫で あり宗教的権威である天皇を想像す
るような こ とは自然なことで はなか ろうか106｡ 民衆が江戸の救済者と して の ア マ テラ ス に
思い を馳せ ることは ､ 先にも挙 げた ｢御所千度参り+ を想起する ならば､ 暗に幕政批判 に
も繋がりうる回路をも っ て い たと類推でき る107o こ の蛤絵は ､ 大政委任論 に基づく既成秩
序の 構造を逸脱 して ､ 江戸が将軍に代わる ｢真実の+ 為政者 (ア マ テ ラス) によ っ て 立て
なおされた彼の ユ ー トピア を視覚化 して い るか の ように見える｡
3 - 6 シン ボル の 交代劇
｢世直し+ の ア マ テ ラス に仮託された ｢真実の+ 為政者 - の期待は ､ やがて ､ 現在 の 為
政者 (将軍 ･ 幕府) の 退場請求 - と結びつ く ｡
｢(要石 を倒す人 々)+【図1 - 18】 臥 そ の ことを予感と して表わすもの で あるo
こ こ
に表わされた｢天道+ は太陽そ の もの で あり ､ 恐らくア マ テラ ス の 変形で あると思われ るo
こ の ｢天道+ は天皇 なの で あろうか o これは簡単 に答えられない 問題で ある o 地震に よ っ
て職を失 っ て しま っ た人々 の ｢とうかあなたさまのおひ より で ､ わたく しども
の せ わ しく
なりますよう こ おねがい 申ます+ とい う願 い に対する ｢天道+ の 行動に注目 してみ ようo
｢天道+ は ｢この ようにく わをて こ もち ､ さかん 〔左官〕 の て つ だい
こ さい でれば ､ しご
と ハ つ づく し､ かね ニ ハ なる し､ くよくよせづ に ､ はや これおもち､ 世わたりな
せよ+ と ､
手ずからク ワ を持 ち地を掘っ て 見せ て い る o 果せ るか な､ そこか ら小判が出た
の であ る(堤
世利益がもたらされ たの で ある)o 天道が説くところの
｢世わたり+ の 論理 は､ 自助努力 に
ょ っ て社会矛盾 を乗り切 り ､ 経 劉勺利益を得るこ とができるとい うもの で あり ､ 安丸良夫
が ｢心学+ などを分析したか つ て の研究で明らか に したとこ ろの 商品経済
の発達を背景と
した通俗倫理 に近 いもの で あるとい うことができよう
108
o こ こ には ､ 天 皇 - の 結び つ きは
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見られ ない が ､ ｢世直し+ - 革命が 終っ た後の 世界で ､ 人びとを日常の 秩序 に い ざなう ｢世
わたり+ の ア マ テ ラ ス とでも名づ ける べ きも の が表わ されて い る ｡
次に ､ 地震を起こ させ て しま っ た鹿島神 が被災者たちに糾弾され てお り ､ 地震を押さえ
る こ とが でき なか ? た要石 が倒されようと して い る状況に注目 し ようo 先に も民 衆に よる
｢仁政+ 要求の 性格を指摘したが ､ 為政者が ｢仁政+ を行うこ とは 民衆にと っ て 当たり前
の こ とで あり ､ それがなされて い な い こ とは民衆にと っ て糾弾す べ き ことなの で ある｡ あ
る い は､ こ こ で鹿島神に仮託され たもの は将軍であり ､ 要石 に仮託 されたもの は幕府であ
ると解釈する の は性急すぎるか も しれない ｡ ただ､ 確かな ことと して指摘でき る の は ､ こ
こ に鹿島神か ら天道 (ア マ テ ラス) - と いう シ ンボル の 安代劇 が描かれ ており ､ それ が旧
い秩序 を倒 して ､ よ り希望ある新 しい 秩序 を希求す る民心 の表 われで ある とい うこ とで あ
る｡
安改大地震 か ら 10数年が過ぎた 1867 年､ ｢ええじやな い か+が起こる ｡ ｢ええ じや ない
か+ は､ 伊勢神宮の ｢おふだ降り+ を契機と して ､ 1867年夏ごろ､ 三 河地方 に起こ り ､ ｢王
政復古の沙汰書+ が出される 12月 まで ､ 日本全国の 広範な地域で連鎖反応的 に繰り広げ
･られた祝祭的民衆運動で ある ｡ こ の 運動にお い て直接的に要求され たこ とは ､ 富裕者か ら
の 施釆 ･ 施金 などで あっ たとい う109｡ 中で も運動 の 大き な特徴とされ るの は､ ｢お どり こ
み+ と い う手段 で あろう｡ それ は､ 施長の 拒否 に あ?た場合 ､ ｢ええ じや ない か ､ ええじや
ない か+ の 嚇子言葉ととも に土足で家に侵入 し荒ら しまわ るとい うもの で ある｡ なお ｢え
え じや ない か+ は ､ 京都で ｢は る ばるい さみ て ござる天降り ､ 神はあらたな世なほりや ､
お か げお か げで 民もぶ じにて 有難い+､ 淡路で ｢今年は世直り ええ じや ない か ､ 世直り祝い
に娘十 五 に な っ たら ･ - - +､ 阿波で ｢日本の よなおり え えじや な い か ､ ほうか んお どりはお
目拙た い+ などとあ っ て 110､ そ の磯子言葉の 中に ｢世直り+ の 言葉が含まれて い るため ｢世
直し+ 運動 の 側面が ある ｡
こ こ で 注目 したい の は ､ ｢神仏御影 降臨之景況+と題 された絵巻物に記録された藤沢宿の
｢ええ じや な い か+ で ある｡ この 史料は西垣晴次によ っ て紹介されたもの で あるが ､ 図版
写真の 具合が悪く細部がよく見 えない ｡ しか し､ 幸い 西垣 に よる図版の 説明は細部 まで な
されて い る ｡ こ の絵巻は 10の 場面か らな っ て い るが ､ 本章が注目 したい の は､ 第七場面
で ある ｡ まずは第七場面を除いて ､ 絵巻 の 全容を見て おく ことにする0
｢第 一 は幕をひ きまわ し､ 提灯をつ る した小屋の うちに離し方がおり ､ その 前に は歌舞伎
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の 三社祭の 悪玉 と替玉 が権を手に して立ち､ そ の横に は桃を描い た旗の もとに桃太郎と鬼
がみえる｡
次はや は･り小屋 に太鼓と打ち手がみ え, 弁天 ･ 大黒などの 七福神､ 打出小槌を手 に した
人物､ 万歳の 二 人組が - 団となっ て い るo
第三 の 場面は宿場 の 屋並がみえ､ 家の 軒には牲連純がは られ竹が立 て られて い る o その
ぅ ちの こ 軒に は降下 してきた御札を取 っ た嗣が安置されて い る ｡ その屋並 の前 を二十人余
り の ざん ばら髪に白布 で鉢巻 をし､ 上半身裸で鈴を手 に した
一 団が天照島太神 の 幡を持つ
男を先頭に進んで行く o
第四の場面は子供に蜜柑を投げ与えて い る人物 ､ 手をか ざして空をみ あげる人物､ 空に
手 を合わせ る老婆､ 手拭で頬かぶりの 半纏姿の男がみえ､ 空から先の とが っ た剣先の御繊
- つ ､ それ に長方形 の御礼が二枚､ 計三枚がまい 下 っ てくる有様が描かれて い るQ
次は二 十 臥 五人 の 下帯 一 つ の男たちが上に御幣をさした樽神輿を担ぎ､ まわりに は高
捷燈を持 つ 男 ､ 町 の銘前がある提燈と扇を事に した男がみえ､ その 横に はさすが 11 月で
寒 い の か 〔この 絵巻の 政文によれば藤沢で の ｢ええじやない か+ は 11月 6 日に始ま っ た
とされて い る〕､ 焚火の炎が高く昇り､ 周囲に体をあたた めて い る数^の 男が み える｡ 裸の
背中に はご丁寧に炎の あとまでみえて い る｡
第六 は多く の 見物人の 前で揃い の浴衣の 五人と三 味線を持 つ 三人の 女子 ､ 女子
の上 には
御幣をさ した天蓋が かか げられて い るo 芸能を演 じて い るの で あろうが､ そ
の内容はわ か
らない ｡
〔こ こで は ､ 第七場 面の 説明は省略 ｡ 後述する〕
第八 は悠久の 文 〔堀内悠久は政文を担当 した〕 にもみえる外国人
の 事件で ある o 菰を背
に した 二 人と下帯 - つ の 馬方ともみえる二 人が石と棒を手に して ､ 騎乗 の 二人
の外国人を
追 っ て い る｡ 外人は投げられ る石 をさけるた めに体を馬上に伏せ ､ 鞭で馬
の 尻を打ち逃げ
去 ろうと して い る ｡
次は降下物 を配 っ た家の 内部で ある o 家には注連縄がは られ ､ 竹
が立て られて い る o 降
下物は嗣 に入れ られ雛段の 上に置かれ ､ 供物や散銭が みられ る｡
その 隣で は裸形 の者まで
参加 して い る祝宴の様子が描かれ るo 家の前は鈴を手 に した裸形
の 男五人が ､ 天照皇太神
を書い た旗を竹の 先に結び つ けたもの を手に した男を先頭に駈け
ぬ けて いく o
最後は前面に米と酒 の施行と施行 に群がる人
々
､上部には米俵を詰ん だ櫓の 上か ら餅(で
あろう) を人々 に撒き散らして い る風景がみ られ る+
111
50
1
第 一 孝 明拍維新とア マ テ ラ ス
以上 の ように こ こに は ､ ア マ テ ラ ス の ｢お ふ だ降り+ を契機と した ｢神国+ の 祝祭空間
が藤沢 に 出現 したそ の様子 が実に細 かく描かれ て い る ことが わか る｡ ｢お ふ だ降り+は こ の
上なく め で たい 出来事で あり ､ こ の 絵巻の全体は ｢世 直り+ の 幸福感で満たされて い る｡
ただ ､ 注意すべ きは神国思想にお ける排他性 ･ 攻撃性の 存在で ある ｡ 第八 の 場面で は外国
人に対する排斥が描かれて い る｡ 政文で は､ これを ｢えみ し 〔夷〕 の 二人 ミたり 〔三人〕
馬 こ の り来つ るをミて ､ こ は ゆ ゝ し 〔由々 しい〕 とて ､ 誰ともなく ､ 御神の 石 〔意志 との
掛詞 か ?〕 そとてう ちつ け､ ある 〔或い〕 は杖もておふ もありきとか ､ 日本魂の ほ ともこ
れ こ て しるかりき｡ か しこくも神代の むか しにか - り しこ こ ちせ られ+ 云々 と記 して い る｡
外国人排斥の行為 臥 ユ ー トピア的 な ｢神代の むか し+ とい っ た復古的世界像と結び つ け
られ 正 当化 され て い る｡
また ､ 歌舞伎が最初の場面に 見られるように ､ さま ざまな芸能がなされた こ とがわか る ｡
興味深 い の は ､ 善玉 ･ 悪玉 ある い は桃太郎と鬼とい っ た ように ､ 敵味方 の 対立を描く劇が
展開された ことで ある｡ これは ､ ｢世直り+ の 光景を演劇化 したもの なの で あろうか ｡ 1867
年 11月 の 時点で は ｢王政復古の 沙汰書+ も未だ出されて おらず､ 戊辰戦争の 火蓋が切 ら
れ る以前で あっ たが ､ こ の 対立劇 の 出現 は､ 旧秩序と新秩序との 象徴的対決を措い たもの
で あるよう に見える｡
これ に関連 してさらに興味深 い の は､先の説 明で は省略 したこ の絵巻の第七 場面で ある ｡
｢次 〔第七場面〕 になると場面 は
一 変するo 日光山束照宮と記 した旗を高くか か げ､ 額に
白の 三角形 の 祇 をはさん だ､ つ まり葬礼の 衣裳 の人物を先頭に ､ そ れぞれ先に三角形 の 白
紙をは さんだ竹 の棒を手に して い る . そ の あとに烏帽子 ､ 水干とみ られ る十
一 人 ほ どが棺
棉 ( 寝棺)の 入 っ た小屋の 形を した輿 を担 い で行く ､ こ の 行列は徳川家の シ ン ボル で ある
日光 山東照宮の 旗が ある こ とか らみても ､ ま た他の場面の 生々 と描 かれて い るの に相反 し
て人物 はすべ て頭をさげ悲 しみ の様相を語 っ て い る ことか らも徳川家 - 幕府の 葬列 を示す
もの とい えよう+
こ こで は ､ 束照宮の 葬送儀礼が描かれて いる の で ある 【図 1
- 19】｡ 西垣も指摘 して い
るように ､ ｢人物はすべ て頭をさげ悲 しみ の様相を語 っ て い る+｡ また ､ 他の 場面で は､ 幸
福に満ちた祝祭的世界が支配 して い るの に対 し､ こ の 場面だけは悲 しみが支配 して い る の
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で ある｡ こ こ には ､ 去りゆく旧秩序 に対する民衆の 哀悼の 念が視覚化されて い る｡ しか し､
それで も他の 場面で の 民衆は幸福なの である｡ こ の 事福感は ､ アノ ミ ー (無秩序) 状態に
一 瞬出現 した ユ ー トピア的な幸福感であろうo そ して ､ こ の事福感を包み ､ 新 しい 秩序 -
と収赦させ て いく全体性 こそが ､ ア マ テラ ス の神威なの である . 徳川政権に代わ る新勢力
は ､ こ の 神威を利用 しない 手はない ｡
も っ とも ､ 実際に藤沢で こ の葬送儀礼が起 こ っ たか を知る術はもはや ない ｡ ただ､ 民衆
の想像力が徳川茶府 の 終末を葬式とい う象徴的なかたちで据え得た ことだけは間違い ない ｡
徳川食後の 将軍 ･ 慶喜が ､ 天皇 ･ 朝廷に対 して ｢大政奉還+ を行な っ たの は ､ 同年 の 10
月 15 日の こ とで あっ た｡ 藤沢宿の 人びとは､ こ の奉還をも
ヾ
っ て 旧い 秩序 の 終りを見たの
かも しれ ない ｡ 民衆の 想像力 臥 か つ て東照宮が豊国大明神を葬っ たように ､ 新しい秩序
の シ ン ボル で あるア マ テ ラス が東照宮とい う旧い シ ン ボル を葬りさり ､ 代わ っ て秩序 の中
心に君臨するさまを捉 えたの で ある｡ こ こまで具体的なシ ンボル 交代の 儀礼的行為は ､ 天
皇 ･ 朝廷 ､ そ して 明治新政府も行ない得なか っ た｡
3 - 7 ア マ テラ ス の革命性
｢ぉか げまい り+ や ｢ええじやない か+ におい て民衆は ､ 男 は女装し､ 女は男装する
などして ､ 既成の 秩序ーを反転させた演劇的振舞い ( さかさまo?世界) を各地で行な っ たo
｢ぇぇ じやな い か+ の 記録の 一 つ である 『慶応伊勢御影見聞諸国不思議之抑』 には次の 記
事が見られ る｡ ｢- - - 昼夜鳴物杯を打た ゝき ､男女老若も町中をさわぎ
- - 又 は面にお しろ
い杯を附､ 男が女に なり女が男になり､ 又顔に墨をぬ り老母が娘になり ､ い ろい ろと化物
にて大踊 ､ 又よくも徳もわすれ､ ゑじやない か とお どる而巳 なり+
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o
さか さま の世界 に つ い て は ､ フ ラ ン ス 中世 における農民の叛乱で ､ 男た ちが女装したこ
とに つ い て の ナタリ ー ･ ゼ - モ ン ･ デ ー ヴィ ス に よる コ メ ン トが参考とな ろう
113
o
｢顔を黒く塗っ て 女の月艮装をする ことは ､ 衣服 の 蓄えがそうあるわけで は ない 民衆にと
っ
て ､ 手軽で簡便な方法で あっ たことが
一 つ に はあるだろうo だが も っ と重要なの は ､ 女装
がさまざまな意味で 暴動 に力を与えるこ とに な っ た ことで あるo 第
一 に ､ 女装に よ っ て男
た ちは自分の行動の 全面的な寮任をとることを免れられたし､ 男だ っ た ら覚悟 しなけれ
ば
ならない 手厳 しい報復を恐れる必要がなか っ たo 結局 ､ その ような秩序を乱す振 る舞
い に
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出た の は ､ たか だか 女なの で あるo 第二 に ､ 甥たちは (カ ー ニ ヴァ ル や伝統的な遊戯の 中
でず っ とそう してきたように) 無軌道な女の もつ 力や エ ネル ギ
- や自由をわが物と して ､
繁栄を促進 し､ 共同体の利益と規範を守り ､ 不当な権力を告発する ことが でき たの で ある+
デ ー ヴイ ス に よれば ､ 男たちは ｢女の 鰍軌道さ+ とい う記号 を用い る ことで ､ そ の力や
エ ネル ギ ー を借り ､ 自分たちの反体制 ･ 反秩序運動の 推進力 と し､ かつ 自分たちを ｢女+
と偽る ことで ｢たか だか 女のす るこ と+ だと男性為政者に思わせ ､ 運動自体を免罪 しよう
と した の で ある ｡ ｢ええじやな い か+ にお けるア マ テ ラ ス は ､ 彼ら彼女らの反秩序運動 を正
当化す る ｢女の無軌道さ+ の 記号と して機能するもの だ っ たの か も しれな い ｡ つ ま り ､ 彼
ら彼女らを直接的に抑圧 し､ 差別構造 を維持 しつ づ けよ･うとする村役人や商人 ､ 父親とい
っ た男性権威者 (潜在的には この 社会の神的秩序 の頂点 に君臨する ｢束照宮+ とい う シ ン
ボル) に対抗 しうる シ ン ボル と して女神で あるア マ テラ ス が選び取られたと考える こ とが
で きる の ではない か ｡
なお ､ 民衆に と っ て の ア マ テ ラ ス は ｢皇祖神+ で ある よりも ､ ｢太陽神+ ｢豊穣神+ と し
て信仰され る存在で あっ た｡ それ は ､ 多くの ヴァ リ エ ー シ ョ ン を持 っ て い た｡ 男神 ､ 女神 ､
童子神 ､ 太陽､ 蛇 と して表される ときもあり ､ 人格神 と して はジ ェ ンダ ー すら
一 定 して お
らず､ 時に は人格神ですらなか っ た1Ⅰ4. ジ ェ ン ダ ー や年齢の 不
一 致は ､ 仏教の 大 日如来や
道教の 太 - などさまざまな神 との習合で表されたこ とに起因 して い る115. そ して ､ ア マ テ
ラ ス が 必 ずしも人格神 と して の 形態 をと っ て い ない の は ､ こ の神格がア ニ ミズ ム に結び つ
いてい たか らで ある｡ こ の ア ニ ミズ ム 的要素は ､ 経済を米穀に依存 し､ 農業従事者が国の
人 口 の ほ とん どを占めて い た当時 におゃ､て は､ 日本中にア マ テ ラ ス信仰を根づ か せ る最大
･要因だ っ た ｡
また ､ 宇宙 ･ 生命 の根源的 シ ンボ ル で ある太陽に結び っ い たア マ テ ラ ス とい う神格は､
幕末に おける民衆宗教が農民的思想に基づく ｢世直し+ 的 な世界観を創り出す過程 にお い
てそ の神威を遺憾 なく発揮 して い る ｡ 黒住教 ･ 天理教 ･ 金光教にお ける ｢世直 し+ 的な世
界観を調づた鹿野政直によれ ば､Ir=れ らの 民衆宗教は ､ それまで農民を緊縛して い た価値
観か らかれ らを解きは なち ､ あたらしい 秩序の ある こ とを､ い やそれ こ そ神の 意にか な っ
たあた ら しい秩序で ある こ とを示 した+ 1160
黒住教は､ 備前国今村宮の禰宜 ･ 黒住宗忠が創始した宗教である ｡
‾
宗忠の 信仰は ､ ｢天照
す神 の 御徳を世の 人に残 らす早く知らせ度もの+ 117と彼の 歌にもあるようなア マ テ ラ ス へ
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の帰依が根本となっ て い る｡ 彼の 立教は 1814年 11月 11 日の ことで ある｡ 冬至 の 日の出
を挿 したと こ ろ､ 自己 の 全生命がア マ テラ ス と合 - する神秘体験を ･L, , r*中人不 二 の 妙理+
を悟 っ たと いう｡ 黒住教で は こ の 体験を ｢天命直授+ と呼び ､ こ の 日が立教の 日とされて
い る118｡ ｢神人不 ニ+ とい う彼の ユ ー トピア 的世界観は ､ 例 えば以下に挙げる宗忠の 書簡
(年代及宛先不詳) の 文面か らうか がえる｡
｢身も心に随ふもの となし､ た ゞ己れの 気に随わざる様に､ 一 切天の もの に致し置時 には
少 しも我な しo 左候 - ば､ 我なきゆ - に天の もの 也o 天の もの なれば､ 天 照大神 と同魂同
たい なりo 天照大神と同こん同体なれ ば､ か の天照皇大神は ､ 一 切万物を生 じ給ふ 大御神
ゆ - ､ 天地 の あ い だ - 切生 し ､ 一 切何事も成就せずとい ふ ことな しに御座候間､ 只何事も ､
日丸様に御任被成候事而巳奉祈候+ 119
宗忠は､ こ こ で我 を捨てて ､ 天 - ア マ テ ラ ス - の 同化を呼びか けて い る｡ そ して ､ ア マ
テラ ス は ､ ト 一 切万物を生 じ給ふ+始源 の存在ゆえ､ ア マ テ ラス に任せて おけば万事 ｢成就+
1
すると いうの で ある ｡ こ こに は､ 現世的な価値観の
一 切 は立 ち消え､ 神 と人との 間さ え霧
消 して い る . こうして ､ ｢神人不二+ の ユ
ー トピアが具現化されるわけセある.
天理教は近代日本最大の 民衆宗教であり､ 北大和の耕作地童の 主婦
･ 中山みきが創始 し
た｡ みきとア マ テ ラ ス との関係 は ､ 宗忠ほ ど直接的では ないが ､ 彼女が住んで い た庄屋敷
村が ｢お かげまい り+ の 人びとで賑わう丹波市の 隣で あっ た こ とか らして ､ 何 らか の 衝撃
は受け取 っ て い たと考えられて い る120｡ 天理教最初の 教典 ｢み か ぐらうた+ (1867成立)
121は､ ｢あ しき をは らうて たすけたま - てんり わうの みこ と+ とい う言葉か ら始 ま っ
て い る｡ こ の ｢みか ぐらうた+ に は､ ｢とん とん とんと正月 をどりは じめ ハ やれ お も
しろい/ ニ ッふ しぎなふ しん か ゝ れバ やれ にぎは しや/三 ツみに つ く/四ツ よなほ
り+ (二 下り目) とあり ､ 大和方言によ っ て彼女の ユ
ー トピア観が示されて い るo 彼女の 描
く ｢よなほ り+ の 世界観を ｢みか ぐらうた+ の中か ら見ておくo
｢三 ツ さんざい こ ゝ ろをさだめ/四 ツよの なか/五 ツりをふく/六ツむ しやうにで けまわ
す/七 ツ なにか に つ くりとるなら/八 ツやまと ハ ほ うねんや+ (
- 下り目)
｢三 ツみなせか い の こ ゝ ろ に ハ で んぢ 〔田地〕 の い らぬ もの ハ ない/四 ツ よぎぢがあ
らバ ー れ つ に たれもほ しい で あらうがな/五 ツい づれの か たも おなしこ と わ し
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もあの ぢを もとめたい /六 ツむりにどうせ と い は んで な そこはめい めい の むね し
だい /セ ツ/なん でもで んぢが ほ しい か ら あた - ハ な にほ ど い る とて も/八 ツや し
き ハ かみの でん ぢやで まい た るたね ハ み なは - る/九 ツ こ ゝ は この よ の で ん ぢな
ら わ しも しつ か り たね をまこ+(七 下り目)
以上明らか なように ､ みき の考える ユ ー トピア では ､ 誰もが 田地 に困らない し ､ しかも
｢ま い たる たね ハ みな+ 生えて ｢ほうねん+となる農民の ユ ー トピアで ある ｡ こ こに ｢盤
穣神+ であるア マ テ ラス の 影 を認 めるこ とは難しい こ とで はない o しか し､ み きの 神 - て
ん りわうの み こ と (天理王命) は ､ ｢なんでもなん ぎハ さ ゝ ぬ+ (五 下り目) し､ ｢やまと
ばか りや ない ほ どに く に ぐに まで へ もたすけゆく+ (五下り目)｡ ア マ テラ ス とは違 っ
て ､ ｢神国+ の 国境を越えて どこ までも助けに来てくれるとい う点で大きく異な っ て い る｡
こ の度量の 広さが､ 日本 一 国に限定されたア マ テ ラ ス - 天皇教 (国家神道) とは違 っ て 天
理教が信者を世界中に拡大 しえた根陳的理由だろうか ｡
金光教は ､ 備中国 の農民 ･ 川手文治郎 (明治維新後に金光大陣 [大神] と改名) が創始
した｡ 彼 とア マ テ ラ ス との 関わりは 1830年 の ｢おかげま い り+ の 参加か らで あ るo こ の
後 ､ 彼 は伊勢の御師が も っ てく る神宮の 大麻 (神札) を ､ 御師を助 けて村内に配 る役 をつ
とめ る よ うにな っ た 122. 金光教の 世界観は ､ 黒住教や天 理教 の それ ほ ど､ 強烈 な ユ ー トピ
ア で は ない が ､ 徹底的な平等主義が貫かれて い る｡
｢日 天 四の 下に住み人間わ ､ 神 の 氏子 ｡ 身上に痛が ､ 病気 あ(つ)て は家業出来 がたな し｡
身上安全願 〔ねが え〕､ 家業出精 ､ 五穀成就 ､ 牛馬 に至迄 ､ 氏子身上 の 事､ なん なり此実意
をも (つ) て願 〔ねがえ〕+ ( 『金光大神覚』) 123
こ の ｢日 天 四+ とは , 太陽の 尊称 で あり ､ ｢太陽神+ アマ テ ラ ス の 影 をこ こ に 見る こ とが
でき る｡ 太陽神 の 下で は誰もが ｢神の 氏子+ なの である｡ 神 は身上 の 安全 でも家業の こ と
で も五穀豊穣でもなん でも願 えと い うありがた い言葉を信者に与えて い る｡ 彼 の 平等観は
徹底 してお り､ 天皇さえ例外 で は ない ｡ ｢伊邪那伎､ 伊邪那実の命も人間､ 天照大神も人間
なら ､ そ の つ ゞきの 天子様 も人間+ で ありみな平等とされ る ｡ ｢神 とは云 ふ けい ども ､ 皆､
天地 の 神 か ら人体を受けて居 られる の じや ｡ 天 地の整 - た五 穀を戴かれねば､ 命が も つ ま
い が な+ と彼はい う｡ だか ら､ ｢天 が父 ､ 地が母+ とい う思想 しか あり えない し､ 彼 の 神 -
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天地金乃神 が｢ - 段上 の 紙､ 神たる中の 神+と して抜きん出た始源の神に位置付 けられ る.1 朗.
黒住教 ･ 天理教 ･ 金光教は､ 以上の ようなかたちでそれぞれ幕藩体制の 権力構造を 一 切
介する ことの ない 平等な世界像を想像 - 創造したの で ある ｡ 鹿野は以下の ように述 べ て い
る｡
｢もちろんこ こに 〔三 宗教の 世界観として〕 棉想された秩序ほ､ おそらくあまりにも非政
治的世界で しか なか っ たとい えるで あろう｡ けれどもそれぬ､ 農民の おかれて い た立場そ
の も の の反映で あっ た｡ かれらは､ 政治にも っ ともなやまされてい たため に ､ しかもそれ
で い て 政治か ら疎外された存在でもあっ たために ､ 政治 - 人為的強制の ない自然の ままの
世界 を構想せ ざるをえなか っ た｡ その 世界は平等 な土地所有を萌芽的にめ ざすもの で あり ､
現世で の あらゆる苦痛 ･ 心労か らの解放を意図するとこ ろ にか たちづくられた ｡ そ の 最大
公約数的 なシ ン ボル は天照大神で あ っ て ､ 農民は こう した世界とシ ン ボル - の 帰依をつ う
じて ､ 既存の 秩序 - の否定の 意織を表明 したの で あっ た+ 125
明治政府 は ､ 秩序の 移行過程におい ては ､ (鹿 野の言う) ｢政治 - 人為的強制 の ない 自然
の ままの 世界+ ある い は始源 の世界に返すとい う,意味で ､ こ の 既成秩序 (こ こ では幕帝体
刺) を破壊する エ ネル ギ ー をも っ た ｢世直し+ の ア マ テ ラ ス を利用 し､ さらに ､ 新秩序の
構築にあた っ て は ､ ア マ テ ラ ス の 子孫で ある天 皇を ｢掌中の 玉+ として利用するに至 るの
で ある｡ ただ､ こ の ア マ テ ラ ス の性質は､ 秩序維持の ために は ､ 危険な存在で もあっ ただ
ろう｡ ゆえに ､ ｢世直 し+ の ア マ テラス を ｢皇祖神+ と して
一 本化 し独占するこ とが不 可欠
となる ｡ 実際､ 明治維新後､ 天理教 ･ 金光教は当局の 弾圧を受けるこ とにな っ たo 天 理教
は度重 なる取調 べ と地元警察の 圧迫干渉を受け､ 中山みき は ｢天理王 とい う神 はなし､ 拝
するならば大社の 神 を拝せよ+と説諭され ､奈良中教院 - の 協力を強要され ることに なり ､
金光教は ､ 金光大神が神官と して無資格者で ある ことを理由に ､ 神殿 の撤去を命じられ る
こ とにな る126o 一 方 ､ ア マ テラ ス を主神とする黒住教は､ 現人神天皇
- の 崇拝を浸透させ
るこ と によ っ て 教団を順調に拡大させ た127｡
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4 - 1 ア マ テ ラ ス と して の天皇像
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こ こで ､ 本章冒頭でみた長崎裁判所 ｢御諭書+､
､ ｢奥羽人民告諭+ の天皇像を再びみ る
こ とに しよう｡
｢此 日本 卜云 フ御国 ニ ハ ､ 天照皇太神宮様カ ラ御継ギ遊 バ サ レ タ所 ノ ､ 天 子サ マ ト云 ウ
オ方ガ ゴ ザツテ 是ガム カ シ カラチ ッ トモ 変夕事ノ 無イ此ノ 日本国ノ御主人サ マ ヂヤ ｡ 丁 度
天 二 御日サ マ ガ御座ル ニ 同ジ事ヂヤ+ (｢御諭審+ 1868.3) 128
｢天子様 ハ ､ 天照皇大神宮様ノ御子孫様 ニ テ ､ 此世ノ始ヨ リ日本ノ主 ニ マ シ マ シ ､ 神様ノ
御位正 一 位ナ ド国々 ニ ア ル モ ､ ミナ天子様 ヨ リ御 ユ ル シ被遊候ワ ケ ニ テ ､ 誠 二 神サ マ ヨ リ
t
尊ク ､ 一 尺 ノ地 - 人ノ 民モ ､ ミナ天子様ノ モ ノ ニ テ ､ 日本国ノ父僧: ニ マ シ マ セ バ - - 日本
ノ地 二 生 レ シ人々 ハ ､ ヒ トシ ク赤子 卜思召サ レ ､ 一 人リ トシ テ安堵セ ヌ モ ノ ハ ナク - - - +
(｢奥羽人民告諭+ 1869.2) 129
こ こ に ､ 18世紀末以来の ｢内憂外患+ の 中で幕藩体制を再強化するために形作られた国
学や 水戸学の神学理論が通俗化されたかたちで生か され て い る ことは 明白で ある ｡ 安丸良
夫が指摘するように ､ 幕宋における ｢日本+ の コ ス モ ロ ジ ー 的危機に際して ､ 知識人 ･ 武
士 階層中心 に ｢秩序が土崩瓦解するカオ ス の深淵が望見され ､ 膨大な不安と恐怖の 心理が
醸成された+ 180｡ ア マ テラ ス は ､ この 危機感を解消 し､･ 秩序 を再構築するための ｢心理的
な防衛装置+ (安丸) として新たな性格を与 えられたの で あり ､ それを新政府が利用 したの
で ある ｡ 彼 らが 新し い政治体制を正当化する際に用 い たイ デオ ロ ギ ー は別段新 しい も の で
は なか っ た ｡ 彼らは幕藩体制 の統治イ デオ ロ ギ ー を援用 しなが ら､ 新 しい 為政者で ある天
皇を神格化 し､ 革命の 宗教的正当化 を行 なっ た｡
なお ､ ア マ テ ラ ス を革命 の シ ンボ ル と して採用 した理由に 関 して は ､ こ れが神国日本の
シ ン ボル で あり ､ 既存 の秩序を支え る シ ン ボル で ありながら ､ 民衆の 間では既存の 秩序を
超え る新 しい秩序の シ ンボ ル で あ っ たとい うこ とを挙げる こ とが でき る ｡ さらなる積極的
理由を挙 げるならば､ 多くの 民衆は ､ 天皇を知らずともア マ テ ラス の こ とは知 っ て い たか
らで ある ともい えようか ｡ こ こ で の ア マ テラ ス 採用に は ､ 天皇とア マ テ ラ ス とを積極的に
結び つ ける ことで ､ 民衆の 誰もが望 むで あろう理想的な政治の 到来とそ の 実行者と して の
天皇像を提示 し､ 民心を収摸する意図が垣 間見られ る｡
｢人 々 は忘却する+ とピ ー タ ー ･ L ･ バ ー ガ ー は い う｡ ｢だか らこ そ ､ 繰り返 し､ 繰り返
5 7
節 - 牽 明治維新とア マ テ ラス
して それ を思 い起こさね ばならない+ 1Blo 人びとの忘却と記憶をどの ように操作するか と
いう問題 は､ 革命直後とい うモ メ ン トにおい て 最重要視される｡ 特に革命の 正当化 に当た
っ て は､ 革命政権を後々 まで続く もの に安定させ るために ､ どの ように革命が貌明され ､
民衆の中に どの ように記憶され るかが重要な問題 なの である｡ こ こ で行 なわれた こ ととは､
記憶の すりか えで ある ｡
こ の ｢御論者+ や ｢奥羽人民告輸+ の レ トリ ッ クとは ､ 実は こうい う (呼びか け) なの
だ｡ 人民よ ､ なぜ ゆえに忘れて しま っ たの だ｡ ｢天子サ マ+ が こ の 国の ｢御主人+ である こ
とはむか しから何も変わ っ て い ない では ない か ､ 思い 起こすがよい ､ と｡ 同時に この ｢御
諭番+ ｢告諭+ は ､ 言外に､ 帯府の シ ン ボル ｢束照宮+ を忘れよ､ と呼びか けてもい る ｡ こ
の記憶と忘却の レ トリ ック は､ ｢国民+の 物語をつ むぐナ シ ョ ナリス テ ィ ツ クな言説に 掛 ､
て 不可欠なもの で ある . 革命による政権交代 臥 人々 に対 しなかば強制的に記憶喪失をい
っ たん命 じる｡ そ して ､ あたかも革命などなか っ たかの ようなそぶりを人々 に演じる よう
に命 じる の で ある ｡ 革命の 直後におい て ､ この ような操作は強引なもの で あり､ た だちに
承月反され ない もの かも しれない ｡ だからこそ ､ シ ン ボ ル がその 記憶喪央と再記憶化 を正 当
化するため に必要となるの で ある｡ しか し､･こ の ような (呼びかけ)
､182は さまざまに意 匠
を変えて ､ 公的 ･ 私的 なかたちで常に発信されつ づ ける. それが数十年も
･く りか えされれ
ば､ 誰も疑問を抱く こ とが できなくなっ て しまうの で あるo アン ダ
ー ソ ン は ､ 『想像の 共同
体』 を増補 した際に い み じくも ｢記憶と忘却+ という章を追加 して い るが ､ そ の なか で ､
大人に な っ て自分が赤ん坊で あっ た頃に写された写真を見るときに感じる ｢奇妙+ な気分
を紹介 して い る｡ 人 々 の 多く は ｢思春期の 生理的
･ 情緒的変化を経験したあとでは ､ 子供
の 意識 を 『思 い 出す』 こ とはでき ない ｡ - - - 黄ばんだ写真の なかで毛布や
ベ ッ ドの 上で幸
せ そうに寝そ べ っ て い る こ の裸の 赤ん坊 があなただというこ とに他人の助けが要ると い う
の は なん と奇妙なことか+ 183｡ 革命前後には は っ きりとして い る政権交代の 記憶は､ 人
々
が年をとる に つ れて 暖昧となり ､ それ以後に生まれた革命後 の世代にと っ て は他者か ら聞
か される ｢おとぎばな し+ に過ぎない ｡ 誰もかれ もがやがて記憶喪失にな っ て しまい ､ 支
配的文化 の 記憶の みが生き残 るこ ととなる｡
ァ マ テ ラ ス と い う シ ン ボル は､ こ の 強制的な記憶喪失を宗教的に正 当化して しまうo ア
マ テ ラス を思 わせ る ｢御日サ マ+ で ある ｢天子サマ+ という レ トリ ッ ク は ､ 天皇を太陽神
と して の ア マ テ ラ ス に重ね合わせ るために用い られて い るo ｢御諭書+の レ トリ ッ ク に従え
ば､ 空に太陽があるように､ 神で ある天 皇が こ の 国を治めて
い る ことは しごく自然なこ と
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で ある とい う こ と になるの で ある ｡
さらに ､ ｢奥羽人民告諭+ は ､ 天皇と人民との 主従関係 を ｢自然+ に 見せ か け るた めに ､
この 関係 性を ｢父母+ と ｢赤子+ との 関係と して も言い換えて い る｡ 同様の言 は､ ｢御諭軌
の 後段にも ｢御上様 ハ 皆々 ノ親モ 同様皆々 ヲ バ ､ 御上様 ニ バ 子 ノ様 二 思召サ ル ゝ+ とある
し､ ｢京都人民告諭+ にも ｢日本 の 土地 に生れ し人々 臥 皆赤子 の 如く ､ い づれを親 し､ い
づれ を疎 しと申御分ちなく ､ 一 視同仁御無他の行届くやふ に と､ 朝な夕 な 展襟を安ん せ
させ給ふ隙もな+ い と記され た134o ここ に見られ るような ､ 至 上存在と して の天 皇が頂点
に君臨 し､ r 一 視同仁+ に人びとを安堵するとい う世界像は ､ 近 代天皇制を通 じて 一 度も変
更 され る こ となく受 け継がれて いく ことになる｡
なお ､ ｢父 母+ と ｢赤子+ とい う関係性 で表 わされた天皇と人民と の 関係性は ､ そ の 後､
数十年をかけ明治後期にい わ ゆる ｢家族国家観+ と して完成される ことに なる｡
4 - 2 ｢世 直し+ の ア マ テ ラ ス の 奪用
再 び ､ ｢御諭書+ の 記述に戻ろうQ 新政府 の 首脳たちは､ 民衆が簡単に記憶喪失 し､ 神
で ある天皇 とい う｢国家の 記憶+ を共有する ことに なるとは考えて い たわけで はな い ｡ 短
期的 な効果か ら い えば ､ア マ テ ラ ス とい う シ ン ボル は､･､ 民衆の記憶喪失を誘うことよりも､
ア マ テ ラ ス に付随する民衆の 記憶 (世直しの ア マ テ ラス) を､ 奪用する こ とによ っ て 民心
を収摸する ことが期待されたo ｢御諭書+ の後段 には次の ように ある｡
｢天 子様ノ思召 ヲ以テ ､ 御総督様 〔政府の 地方官僚〕 ニ モ ､ 日夜御心配遊 バサ ル ヽ コ トヂ
ヤ ｡ 然ノレヲ下々 へ 何デモ御 一 新卜云 卜今迄 ト へ グワラリト違テ ､ 懐 口 手デ銭 マ ウケデ
モデ ケル 様 二 今日 ハ 成ル カ ､ 明日 ハ 成ル カ ト､ 恩フ テ れ レ者モ 有フ ガ ､ 是ガ大ナ心得違ヒ
ト云 フ者デ､ 今迄 ハ 奉行ヂヤ ト何ノ ト云 テ モ ､ 政道ヲ ス ル ノ ニ ､ 賄賂ヲ取テサ バ キ ヲ付タ
リ ､ 巳ガ依姑頗属ナ取計 ガア ツタ ユ - ､ 悪人 ハ 喜ブ者 モ 有タ ロ ウナ レ ドモ 善人 ハ 皆ナ ン
ギシタ ト云事ヂヤo 夫デ ハ 善悪ガア チ ラ コ チラ ト成テ ､ 夜卜昼 ル トガ､ 入カ ハ ッ タ様ナモ
ノ ヂヤo 此度 ハ 其様ナ コ ト ハ ､ 一 切 皆御改革 二 成テ ､ 善人 ハ ド コ マ デ モ 御引立遊 バ シ ､ 悪
人 ハ 悉 ク御退ゲ遊バ シ ､ 下々 小前ノ 者迄モ ､ 難渋セヌ 様ニ ト､ 思食 コ トナ レ バ ､ 其辺 ヲ
心得違ヒ セ ヌ 様 ニ ､ 是迄 ヨ リモ 尚更家業ヲ精出シ ､ 忠孝義烈ノ心 ヲ銘々 二 央 ハ ヌ 様 ニ イ タ
シテ ､ 有難キ 思食ヲ 一 日 モ 忘 レテ ハ ､ ス マ ヌ コ ト ユ - ､ 鯨 日京ノ 方 ヲ向テ ､ 拝ム ガ ヨ
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ヒ+
これに よれば ､ ｢ア マ テラ ス (の子孫)+ と して の ｢天子+ は ､ ｢賄賂+ や ｢えこひ いき+
などの ｢藩政+ に よ っ て ｢番人+ が ｢ナン ギ+ す るような世の 中を､ ｢ 一 切皆御改革+ (世
直 し) したの だと い うの で ある｡ ここ に､ 旧秩序は ｢悪+､ 新秩序は ｢善+ で あるとす る明
確な対比 に よ っ て ､ 革命の 利益が語られて い る｡
ただ し､ ここで ｢御 一 新卜云 卜今迄トハ ､ グワラリト違テ ､ 懐口手デ銭 マ ウケデモデ ケ
ル 様二 今 日 ハ 成ル カ ､ 明日 ハ 成ル カ ト､ 思フ テ オル者モ有フ ガ､ 是ガ大ナノL､得遮ヒ ト云 フ
者+ と ､ ｢天子+ は民衆が新興宗教に求めたような ユ ー トピア的世界像を顕現させ るの でも
ない し､ 無制限か つ 過剰な ｢仁政+ の要求を満た してくれるもの では ない とク ギをさすこ
とを忘れ て い な い o ｢御論者+ は天皇を ｢世直し+ の ア マ テ ラス に重ね合わせ つ つ ､- これ を
完全 に 一 致させ る ことは ない の で ある｡
｢御諭音+ は ､ 人民 じしん の 幸福は自助努力に よ っ て得られるの だと して い る｡ こ の通
俗倫理の 奨励に よる ｢世わたり+ の論理は先にみた ｢天道+ の 例にすで に見られて い たも
■
＼
の で あるが ､ こ こ で の 意図は ､ 人民の 生括を丸抱えするような過剰な仁政を政府が負担す
るとい う解釈 を回避する姿勢にある｡ したが っ て ､ こ こで は仁政の物質的内実 (経済的恩
忠) が語られ る ことは なく ､ ひ たすら ｢天 子様+ の ｢思召+ の 有難さが強調 される ことに
なる｡ ｢天子様+ の 十思召+ は自助努力する ｢善人+ の 営為を妨害す る ｢悪政+ の もとを断
っ てくれた (世直 し) ことで充分ありがたい というの で ある｡ ゆえに恩返 しを しなくて は
ならない し､ そ の ような ｢思召+ をゆめ忘れては ならない ｡ ｢御諭書+ は ､ ｢忠孝義烈ノ 心
ヲ銘々 二 失 ハ ヌ 様 ニ イ タ+ す ことと ､ ｢毎 日京ノ方 ヲ向テ ､ 拝ム+(宮城遥拝) こ とを命 じ
て い る｡ こ の ような 日常的儀礼を通 じて ､ ｢天 皇の赤子+ と して の ｢臣民+ の身体と記憶は
ゆっ くり と編成されて いく こ ととなる｡
加 えて ､ 現実の 天皇がありがたい ｢世直し+ の 実行者で あるとい うこ とが 政治的パ フ オ
I
T マ ン ス によ っ て示 され るo 多木浩
二などが明らか に したとおり ､ 大久保利通は前近代ま
で (見えない) 存在で あ っ た天皇を民衆に対 して (見える) 存在にする こ とを構想 して い
た｡ そ の構想が現実化 した最初は 大坂親征で あり ､ 1868年 9月
- 10月 の 東幸 (江戸改め
束京が目的地) もまたその 一 環で あ っ た135. 多木に よれ ば､ 束串とは ｢天皇の 権威を 〔民
衆に〕 視常的 に感 知させ るデモ ン ス トレ ー シ ョ ン の機会+ 136で ある o 天 皇は ､ 束事の 道す
が ら｢養老 ･ 旋寅 ･ 賑触+ の 方針に したが っ て ､ 高齢者には金員を振る斯い ､ ｢孝子
･ 節婦 ･
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義僕婦+ または公 益事業の 功労者などを ｢旋乱 し､ 疫病
･ 遭難 ･ 窮同者などを ｢賑仙+
しなが ら､ 東京 に入 っ て い る137｡ そ して ､ 束京 に入 っ た後の 11月 4 日 ､ 来車を記念 して
ご祝儀の 酒 2940樽が東京市民に配 られた (天酒頂戴) 188. 救他と恩恵､ 現世利益 を民衆
に施す ｢生き神+と しての 天 皇が強調されたの で あるo 阿部安成は､ こ の ことを指 して ｢〔江
戸の 上 空に幻視 した〕 胎絵の なか の ア マ テ ラ ス が抜け出て ､ 生身の 天皇睦仁と重な る+
139
と して い る ｡ こ の 指摘はとて も興味深 い の で あるが､ こ うい っ た表現は不正確で は ない だ
ろうか ｡ 明治政府は ､ 天皇に ､ あえて幕末の 民衆が希求 したような ユ
ー トピア をもたらす
｢世 直 し+ の ア マ テ ラ ス の衣裳を着せ たの で ある｡ 局地的な現世利益 を施す束幸の パ フ ォ
ー マ ン ス は ､ 明治政府が ｢世直 し+ の ア マ テ ラ ス というイ メ
ー ジ を奪用する意味合 い をも
っ て い たと考えられ る｡ そ して ､ その 先に は､ 民衆が望むような平等世界を実現する ｢世
直し+ の ア マ テ ラ ス を骨抜きに して ､ 皇祖神ア マ テ ラ ス - とイ メ
ー ジを収赦して い く戦略
が望見され るの で ある o ｢御諭書+ も ｢奥羽人界告諭+ も､ ア マ テ ラス が皇祖神 で ある こ と
を強調する こ とを忘れ て い ない ｡
天皇 を ｢世直し+ の ア マ テ ラス と同
- 祝するよう呼びか けるもの は ､ 何も政府に よ る公
的な言説や施策だけで はない ｡ 錦絵の ような民衆の あい だで大量に出まわ っ た出版メ デ ィ
ア は ､ 直接的 に ｢世直 し+ の ア マ テ ラ ス と天皇が同
一 化 したイメ ー ジを視覚化す る . 例 え
ば ､ ｢明治天 皇御東幸千代田城御入城之 囲+ (魁斎芳年186 8)【図1
- 20】 は､ 天皇 が江戸
城に入 る行列 を想像で描 い たもの だが ､ 行列中に は｢天牌皇太神+の 旗が掲げられ て い る｡
また ､ 天 皇束串を描い た錦絵 ｢東京幸橋御門内の 図+ (三代広重 1868) 【図 1
- 21】 を見
ると ､ そ の ｢天酒+ の 銘柄 が ｢世直し+ とな っ て い る こ とが確認で きる ｡ ちなみに ､ こ の
画 中､ ｢御神酒頂戴+ と書かれ た峨の 上に は ｢日輪+ (ア マ テ ラ ス) の シ ン ボル で ある三木
足 の カ ラ ス が描かれて い る｡ 同 じく ｢天 酒頂戴+ を主題 に した錦絵 ｢天拝市中御祭 礼図+
(蓉斎年果 1868)【図1 - 22】に も ｢日輪+ の 中に三本足の カラ ス が描かれて い る ｡ なお ､
三本足 の カラ ス は ､神武東征神話に お い て神武軍を先導 した ヤタガラ ス でもある｡ ゆえに ､
東幸が神武東征に据 えられて描かれて い るとも解釈でき る｡
次に錦絵 ｢ありがたき御代万代 を奉て御酒下されを祝ふ 万民+ (広 しげ 1868･11) 【図 1
- b3】 を見て み よう. こ れも同 じく ｢天酒頂戴+ を主題 と して い るo ｢御神 軌 を配 る神
官の背後 に ､ 日光を背負っ た童子神像の掛軸が祭られて い る様子が表されて い るが ､ そ の
童子神は ア マ テ ラス かそれに類する太陽神 だろうと思われ る｡ つ まり ､ ここ には 民衆文化
の 作法に よ っ て ､ 政府が主張すると ころ の ｢お 日様+ - ア マ テ ラ ス と しての 天皇が は っ き
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り視覚化されて い るの で ある ｡ 錦絵は ､ 大量生産され る出版資本主導の ジャ ー ナリズ ム の
メディ アで あり ｢ポ ピ ュ ラ ー ･ カ ル チ ャ ー + 140と して の性格をも って い る o ゆえに ､ 政府
の公式なイデ* ロ ギ - をその まま に伝達するもの でもない し､ 民衆の 心性 を反映するもの
で もない ｡ それ は､ 公 式の支配的文化と民衆の 従属的文化とが､ 公式文化 の - ゲモ ニ ー の
もとに交渉 しせ めぎ合う場で ある ｡ したがっ て ､ ｢ポ ピ ュ ラ ー ･ カ ル チ ャ ー + にお い ては以
上の ように ､ 支配的文化が (従属的文化によ っ て変形され つ つ) 表象 - 代表 (r epr es e nt)
される ことが｢常態+なの だ(しか し､ そ の - ゲモ ニ ー は固定され動かないも の で はない)0
加 え七､ ｢どう しても世俗 を離れえない+錦絵 の表現は､ 天皇を威圧的なもの と して 描く こ
とはなか っ た14 1｡ その ため､ 錦絵は天皇 - の 絶対的忠誠を呼びか けるとい うより ､ そ の 現
世利益 (世直し) を強調するに終わ っ た｡ 錦絵が前提とする ア マ テラ ス は､ 現世利益をも
たらす存在で ある と同時に皇祖神と して位置づ けられて い る｡ どちらが強調されるで もな
く ､ 暖昧に この 二 つ の ア マ テラ ス が重なり合っ て い る｡ ただ , 結果と して ､ これらの錦絵
は ､ ア マ テラ ス と して の天皇像を視覚化する ことによ っ て ､ 明治政府 による天皇 の神格化
戦略に布 石 を打 つ ことにな っ たの で ある ｡
4 - 3 ア マ テ ラス の独 占政策
周知 の ように ､ 新政府は ､ 神道説に よる人民の 教化政策､ い わゆる神道国教化政策を
採用 したo 186 8年 3月 13 日の布告は ｢王政復古+ ｢神武創業ノ始+ に基づ い て ｢祭政
一
致+ の制度に ｢回復+ する こ とを宣言 して い るo その 方針は ､ 次の ようなもの で ある o
｢先第 一 ､ 神祇官御再興御造立ノ 上､ 追々 諸祭輿モ可被為興儀被 仰出候o 依テ 此旨五畿
七道諸国 ニ 布告 シ ､ 往古 ニ 立帰リ ､ 諸家執奏配下之儀 ハ 被止 ､ 普ク天下之諸神社
･ 神主 ･
禰宜 ･ 祝 ･ 神部 ニ 至迄 ､ 向後右神祇官附属 ニ 被 仰渡候間､ 官位ヲ初メ ､ 諸事万端 ､ 同官
- 願立候様可相心得候事+ 142
以上 の ように ､ 維新後間-もなく して ､ 天皇を頂点とし ､ 神祇官を中心 とす る ､ 全国の神
社 ･ 神官を動員 した神聖国家のネ ッ トワ ー ク が形成されようと して い たo なお ､ 村上重良
によれ ば､ ｢神道国教化政策は ､ 皇祖天照大神 を国の 最高神 に高め絶対化す る ことを緊急 な
課題と して い た+ 143｡ そ の ため､ ア マ テ ラ ス と い うシ ン ボル の 絶対性を損なわせ る要素の
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排除は ､ 早急 に手 をつ けなければならない政治的課題で あ っ た｡ 18 68年 10月 ､ 政府神祇
官は､ 次の ような通達 を法華宗諸本寺に 向けて出 して い る｡
｢王政復古､ 更始維新之 折柄 ､ 神 仏混清之儀､ 御廃止被仰出候処 ､ 於其宗ハ 従来 三十番坤
ト称 シ ､ 皇祖大神 ヲ奉始､ 其他之神祇ヲ配嗣 シ ､ 且垂陀羅 ト唱 エ 候内 エ 天照皇太神八 幡太
神等之御神号ヲ書加 エ ､ 剰死体 ニ 相着セ候経惟子等ニ モ ､ 神号 ヲ相羅候事､ 実 ニ 不謂次第
ニ 付 ､ 向後御禁止 被仰出候間 ､ 総テ神祇之称号､ 決而相混清不申様､ 蛇度相心得 ､ 宗派末々
迄不洩様可相達旨､ 御沙汰候事 Il(『太故官日誌』 120号 ､ 1868,10) 144o
村上重良に よれば ､ ｢法聾三十番神+ とは ｢日本の 三十の 神々 が ､ - カ月 - 日交代で絵筆
経を守護すると いう説で ､ 天 台系 ､ 日蓮系 の仏教と吉田神道で説 かれ ､ 広く普及 して い た+
と い う｡ ｢天照大神を法牽経の 守護神の 地位に置く法華三十番神説 は ､政府 によ っ て許す こ
と の で きな い危険な主張で あ っ た+ 145｡ 神道国教化政策の 影響の も と維新前後にお い て ､
日本各地 で 中世以来 の ｢神仏習合説+ を眼の 敵と した ｢神仏分離+ ｢廃仏穀釈+ の 大破壊運
動 が繰り ひ ろげられた. こ の 間の 経緯に - 3い て は安丸 良夫の 『神々 の 明治維新』 を始め と
する明治初期の 宗教史にく わ しい . そ の ような社会背景もこ の禁止命令には関わ っ て い る.
ただ ､ それだけでは ない ｡ 法華三十番神 の禁止 は ､ 記紀神話が 示す通 り ｢女神+ の 姿を し
て い な い ｢非正統的+ なア マ テ ラ ス を根絶や しにする政策の 一 つ で あ っ た｡ 鳥羽重宏に よ
れば､ ｢明治元年 〔1868年〕 三月 二ノ=ヨの い わ ゆる 『神仏判然令』 に よ っ て神社か ら本地
仏や雨宝童子 〔ア マ テ ラ ス の 変形〕 の像は取り除かれ+､ この 禁止令 によ っ て ｢神仏 を混清
して 三十番神を信仰する こ とを禁 じ､ 神像を焼却する ように通達した から ､ 天照大神の 男
体姿もなか なか みられなく な っ て しま っ た+ 146の で ある｡ われわれ は ｢す っ かり忘れて し
ま っ て い る+ が ､ 太陽神で あるア マ テ ラ ス が ｢女神+ と して ジ ェ ン ダ ー 化 され ､ そ の めぐ
みが r慈母+ の よう に称 えられ るようになる の は恐らく これ以後の こ となの だ147｡ 神 々 の
ジ ェ ン ダ ー 化は ､ ｢日本+ の 国民国家化 と相使 っ て不可避で あ っ た 148｡ なぜならば ､ 異性
愛主義を常態とする近代国民国家体制にお い て ､ ｢男+ で もなく ｢女+ で もない ような暖味
なジi: ンダ - をも つ 存在は犯罪祝される運命に あっ たか らで ある . 1872年11月 の東京違
式詮遵条例は ､ 軽犯罪法の は しりとも言える条例で あるが､ こ こで は ｢婦人 ニ テ 謂 レナク
断髪ス ル者+､ ｢男 ニ シテ女粧シ ､ 女 ニ シ テ男粧 シ ､ 或 ハ 奇怪ノ粉飾 ヲ為シ テ醜体ヲ露 ス 者+
を禁止 して ､ 男女の 性的境界線の 越境を法的に犯罪と して 定義 した149o
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また ､ 1872年 7 月 には､ これまで伊勢神宮の布教滑動を支えてきた御節職が廃止 され
た｡ そ して ､ 御師の 括動の 中心になっ て い た大麻 (御札)配布が禁ヰされて い る o
■安丸良
夫によれば､ その 後､ 大麻は御師たちに代わ っ て神宮司庁が製造し､ 雅方官を通 じて全国
に配布する こ とに な っ た｡ 新しい 大麻には神爾と して0)性格が与えられ ､ 名称も ｢天照皇
太神宮大麻+ と記されるようもこな っ た. こ の 大麻配布 には ､ 全国各戸 に皇大神宮の分霊を
奉舵させ ると いう狙 い があ っ たようだ160o こ こ にも政府によるア マ テ ラ ス の 独占
- の意蔑
を見 る ことができ る ｡
なお ､ 大麻の配布はか なり強制的に行なわれたo そ して ､ それは地域の伝統的な宗教体
系を破壊するもの で あ っ たか ら各地にそれを忌避するトラブル が生まれた o 安丸が挙げて
い る地域における葛藤の 例には ､ 大麻が火を発し崇りをなすとか ､ 大麻の 神の 字 (すなわ
ち天照畠太神宮) が蝶に化けることが ありそ の 時には流行り病で
一 家が死 に絶える こ とに
なるなど､ 悪 い 噂が絶えなか っ た151｡
4 - 4 ア マ テ ラ ス を通 した支配
で は ､ 神道国教化政策以降､ ア マ テラス に関す る民衆の想像力 臥 政府の
公式言説が
述 べ るような ｢国 の 最高神+ ｢皇祖神+ と して の性格に縮減されて
しま っ たの で あろうか o
そう促すような圧力 の存在は静めざるを得ない だろうo 例えば, 1903年
の第 一 期国定国史
教科書の記述 を､ 政府主導の 支配的ア マ テラス 観を表すも
の と して挙げる ことがで きるo
｢天照大神 はわが天皇陛下の御先祖にてま しますo そ の御徳､ き
はめて ､ 高く ､ あたかも ､
太陽の 天上に ありて ､ 世界を照すが如 しo 大神は ､ 御孫壇壌杵尊
に ､ こ の 国をさづ けたま
ひて ､ ｢皇位の盛 なる こと ､ 天地とともに ､ き はまりな
かる べ しo+ と仰せ たまひきo 万世
一 系 にうごく こ となき ､ わが大日本帝国の基 臥 実に ､
こ こ に ､ さだまれ るなり o こ の 時 ､
大神 は ､ 鏡と剣と玉との 三 つ の御宝を ､ 尊 にさづ けたまひき｡
これを三種の 神静とい ふ+152
こ こ に示され たア マ テラ ス の性格は､ 第
- に皇祖神で あり ､ 第二 に最高神格で あり ､ 第
三 に太陽神で あり､ 第四に天 離 窮の 神託 により皇位
の正 統性を保証す る存在であり ､ 第
五 に 三種の 神器を 仰 の 天鼻の託と して皇孫に授ける存在で ある
とい うことである o こ の
定義は ､ 第四期教科書で太陽神という規定がア
マ テラス の物質的恩恵を強調する稲作
･ 麦
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作 ･ 養蚕 の 神 (すなわち展耕神 ｢豊穣神)
■とい う規定 に代わり､ 太 陽神 とい う性格を税明
する ｢天 の 岩戸+ 神話が挿入され るな ど､ 若干 の 変化が あり つ つ も敬前の 教科書に ほ ぼ -
賞 して いる ｡ なお ､ 国定教科書に特徴的なこ とは ､ 戦前 の 国定教科書全般を通 して ､ ア マ
テ ラ ス の挿画 は 一 切掲載されて い ない こ とで あるo 代わりに伊勢神官を描い た挿画が掲載
され た｡ こ の 点は ､ 挿絵が掲載され続けた神武天皇の 場合とは異な っ て い る ｡ つ まり ､ ア
マ テ ラ ス を視覚的イ メ ー ジで描く ことや ､ 国家神道の 最高神 と して の ｢皇祖神 ア マ テ ラ ス+
とい う規範か ら逸脱するア マ テ ラ ス 像を想像する こ とがあらか じめ禁止 されて い る ｡
も ちろん ､ 教科 書以外 の とこ ろで ､ ア マ テ ラ ス を視覚化する ことが禁止 され たわけで は
ない ｡ 中世以降の ア マ テラ ス の像容の 変遷 を検討 した鳥羽重宏は､ ｢伊勢 ･ 春日 ･ 八幡を描
いた 三社 の掛軸+ が庶 民によく普及 したと して い る168｡ 天照皇大神 宮を中心 に配置 し､ 右
に八幡大菩薩､ 左 に春日大明神の神号を書き記 し､ それぞれ の 下に漢文で ､ 正直 ･ 清浄 ･
慈悲を誓う神言が記され る形式 の軸を ｢三社託宣+ とい うが ､ これ を描い た掛軸は尊像の
よ
.
うな礼拝対象とな っ た154｡ 三社託宣は ､ 森瑞枝に よれ ば鎌倉中期以降に成立 したも の で ､
託宣 の 内容成立 に つ いて は室町中期の 『醍醐枝葉抄』(1394- 14 28成立) まで下 る｡ 三社
託宣 の 普及 に当た っ て は吉田兼倶が 『神楽岡縁起』(別名 『三社託 宣本縁』) を著 して 吉田
神道に三社託宣 を導入 したこ とが大き い ｡ こ の 吉田神道 を通 じて ､ 三社託宣が公家か ら武
家 - ､ - 般庶民 - と浸透 したようだo なお ､ 清浄 ･ 正直 ･ 慈悲とい う三社の 教えは ､ 能や
御伽 草子 などが好 ん で扱うテ ー マ とな っ たと いうか ら155､ こ の 託宣 の影響力 の裾野 は広 い ｡
ちなみ に ア マ テ ラス の神言 には ､ ｢眼前の利益 の ために謀計をする と､必 ずや神明 の罰が当
た る｡ 依低地に ならず正 直で あること ､ 日月 をめで る こと+ と ある ｡ 三社託宣 の掛軸は ､
通俗 的な道徳を生活 に根付か せ る装置と して位置づ けるこ とができ る0
鳥羽重宏に よれ ば､ 掛軸に神号だけで はなく ､ ア マ テ ラ ス の 像が描かれ る事例と して は ､
楊洲周延 ｢本朝拝神貴皇鏡+ (1878)､ ｢皇国地神 五代之図+ (1880) などを挙げる ことが で
き ､ 錦絵や 日本画 にお い ても月 岡芳年 ｢大 日本名将鑑 天照大神+ (187 8- 1884 頃)､ 河
鍋暁斎 ｢天照大神 の 即位+ (制作年不詳)､ 松本楓湖 ｢天 照大神と須佐男命+ (190 8) な ど
の作品があり ､ いずれも近代以降の 定型で ある白衣姿の 女神像 で あるとい う156｡ こ の うち ､
美術史的 によく知一られて い る作例は ､ 楓湖
｢天 照大神と須佐男命+【図1 - 24】 で あるが ､
管見 の 限りで は ハ イ ア ー トにお い て ア マ テラ ス が描かれ る こ とは ほとん どない ｡ 楓湖が描
き 出 したア マ テ ラ ス は ､ 弟ス サノ オ の 来襲に督戒 して男装した姿で ある ｡ この こ とは ､ ア
マ テ ラ ス が ｢裳+ と称される ス カ ー ト状の 下衣を用い ず ､ ス サノ オ と同 じス ボ ン 状の 袴を
65
節 - 章 明治維新とア マ テ ラ ス
穿い て い る こ とか らも明らかで ある157｡ ただ し､ ア マ テ ラス の 唇に紅が引かれて い る様や
ヒ ゲな どにより男性性が強調されたス サノ オ の像容との対比か ら､ ア マ テ ラス の女性性 は
明示 されており ､ 定型で ある女神像を逸脱 して はい ない し､ 神威を損なうこ ともない ｡
神骨 あるい は神像を描い た掛軸を礼拝する風習は ､ 近代以降の 国家神道が生み出 したも
の で はない ｡ しか し( それが国家神道と離反するわけでもなく ､ 場合によ っ て は国家神道
の 格好の 受け皿 とな っ た｡ 山本リ エ は地主の 家 (M 家) の 奥座敷に設けられた 立派な床の
間に和られ た ｢｢天照大神+ と毛筆で太々 と書かれた掛軸+ が 1934年頃の 日常生括にお い
て どう位置づけられ て い たの かを証言して い る｡ 山本によれば ､ 彼女が預けられた M 家は
敬神家で ､ 一 日 の 始まりに男主人が鯨朝 ｢御初水+ を汲んで ､ 床の 間の ｢天照大神+ や ｢火
の神+ ｢水の 神+ な どに上げて拝む習慣があ っ たo ｢御初水+ を神様に上げないうちに女性
で ある山本が井戸水 に手 をつ けることは絶対に許されず､ ｢汚れる+と言われ ､ バ チ が当た
るから気 をつ けなさい と教育されたとい う158o こ の ｢ バチが当たる+ と い う文言 は ､ 先に
みた ｢三社託宣+ か ら来た文言で あるが､ 実際の 生括 の場で は文字通り懲罰装置 (あ るい
は懲罰の 正 当化装置とい っ た方がより正確で あろう) と して機能 して い たo また､ M 家の
女主人 は､ 轟日早朝 ､ 村の 神社に参拝し､ 食事前に家内安全の祈りを ｢天照大神+ や先祖
代々 の仏壇 に祈願す る習慣があ っ た . 敬神家の女主人は ､ 山本に対 し.T常に
｢どこ に でも
神様の 眼が つ い て い て ､ お まえの おこ ない を見て い るんだよ . 家の人 にだま?て柿
- つ
､
みかん 一 つ 取 っ て食 べ たりするん じやない よ ､ バ チが当たるから+｢神様は家の 人が留守の
時で も､ こ の 屋敷 の中や外 で ､ おまえが正 直に働い て い るか ､ 遊んで い るか見張 っ て い る
から｡ ウソなんか言 っ てもすぐバ レ るか らo また学校帰りにそ こ らで遊ん できたりす るん
じや ない よ ｡ M 家の 恩を忘れ るようなことをしたら､ バ チが当たるか ら+ などと述
べ て い
たと い う159｡ こ の 女主人 の語りか らは ､ ｢天照大神+ と書かれた神の掛軸が国家神道の
パ
ノプテ ィ コ ン 的監視装置 となる様や､ 遍在する神の名と天罰 の恐怖を利用 した地主
が使用
人たちを ｢正直+ で従順な主体として内面から支配 して いく様を推測する こ とができ るo
また ､ M 家は年に 一 度 ｢天皇代理を迎えるような緊張ぶり+ で神主を招き ､
｢天照大神+
を配 る行事 をお こ な っ た｡ 正座 した神主が声高く朗々 と
｢タ - カ ー マ - ガ - ハ - ラ
ー ノ ー +
と祝詞をあげる中､ 神主の後方に主人夫婦 ､ そ こ から順に長男 ､ 次男と座り ､ ず
っ と後方
に山本が座らされる ｡ 山本によれば､ こ の 行事の 意味は ｢農耕の 神､
｢天照大神+ と皇室を
結ぶ行事の ミ ニ 儀式 を村落共同体の 中心的権力を持つ M 家の 本家で こう
して催 し､ 数十軒
の こ の 辺 りの 集落 の ｢五穀成就+ ｢家内安全+ を祈祷し､ おふだ 〔恐 らくは国家公認
の ｢天
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照皇太神宮大麻+〕 を受ける+ もの で あ っ た160｡ つ まり こ の儀礼は ､ ア マ テ ラ ス の 掛軸と
神主 (天皇代理) を媒介と して ､ 天 皇を頂点とす る国家神道の支配秩序に村落共同体の 支
配秩序 を接合させ るため の儀礼 なの で ある｡
4 - 5 描かれ続 ける ｢天 の岩戸+
民 間にお けるア マ テ ラ ス 信仰をよく表す事例と して ､ 絵馬を挙げる こ とができ る｡ 近
代以降の ハ イア ー トにお い て は ､ あまり取り上げられる こ との なか っ たア マ テ ラ ス で ある
が ､ 絵馬 の 主題 と して は珍しい も の で は ない ｡ 今 臥 絵馬 に つ い て は地域の 教育委員会や
郷土博物館が行 な っ た調査報告書を利用 した｡ わた しが 実見 した 報告書は 『千葉県文化財
実態報告書 一 絵馬 ･ 奉納額 ･ 建築彫刻』､ 『い たば しの絵馬 と粛額』､ 『足 立の 絵馬』､ 『福
岡市 の絵馬』 で あるが ､ いずれ の 報告書にお い て も播かれたア マ テ ラ ス を確認する こ とが
出来た161｡
また ､ 興 味深 い こ とには ､ す べ て の ア マ テ ラス 像がい わ ゆる ｢天 の岩戸+ 図で ある とい
う特徴 を持 つ ｡ 周知の ように ､ ｢天 の岩戸+ は 『古事記』『日本書紀』 所載の神話 で ある ｡
挿話の 内容は ､ ス サノオ の狼籍に驚き怒 っ たア マ テ ラ ス が岩戸に姿を隠して しま っ たため
に ､ こ の 世が闇にな っ て しまう｡ 八百万 の 神が集ま っ て相談 し､ 常世 の長嶋鳥を集めて 鳴
か せ るがうまく ア マ テ ラ ス を外 に出すことは 出来ない ｡ そ こ で ､ 神 々 の演奏で アメ ノ ウズ
l■
メ が踊り ､ 神楽を行なうo ア マ テ ラヌが ｢自分が 隠れて 闇の 世に な っ たの に ､ なぜ笑い 声
が聞 こ える の か+ と怪 しんで岩戸 をわずかに 開けた 時､ その 隙間か らタヂカラオ が ア マ チ
ラ ス を引っ 張り出すこ とに成功 した ｡ そ して ､ 再び世が明るく なっ た ､ とい うも の で ある｡
絵馬 の いく つ か は年代不詳の もの もあり ､ こう した主題 の 絵馬が い つ か ら制作され始 め
たか を詳 らか にする ことはで きない が ､ 近代以降の新主題 で ない こ とは明らかで ある｡ 例
えば､ 千葉県内の ア マ テ ラ ス 絵馬 (奉納額) は ､ 25 点､ 建築彫刻は 10点存在 して おり ､
は っ きりと制作年代が 分か っ て い る限りでは ､ も っ とも古い 作例で ある千葉県袖 ヶ浦市の
八幡神社に所蔵されて い る作者不明 ｢天の 岩戸図+ (1806年) か ら始まり､ 1925年 まで制
作奉納され て い たo lq] には昭和期制作と推測され る作例も存在 して い る o なお 『千葉県文
化財実態報告書』 に はア マ テ ラ ス の 図版は 一 点しか掲載され て い ない . その
一 点が ､ 堤等
林 ｢天 の 岩戸 開き図+ (1847年) 【図 1 - 25】 で ある｡ ア マ テ ラ ス は ､ 図の 中央上方に真
正面 を向い たかたちで描かれて おり ､礼拝の対象と して の ア マ テ ラ ス が視覚化され て い る｡
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ただ し､ 前景の 処理は雑然と しており､ 登場人物の位置づ けが唆昧で ､ 主堰の 物語性 が見
えにくく な っ て い る ｡ この 主題の 表現が定型図像の 型に よ っ てい ない証で あろう｡ なお ､
こ こ で の ア マ テ ラ ス は ､ 白衣を着た童形像で ある ｡ こ の童子の ヴァ ー ジ ョ ン は ､ ア マ テラ
ス の 化身で ある雨宝童子 の 系統 に当たる162.
まずは ､ 千葉県 の報告書 に比 べ 図版 が充実 して い る 『福岡市の絵馬』『足立の 絵馬』 を
辛が か りに ､ ｢天 の 岩戸+が どの ように描かれてい っ たの か を時代順に追 っ て みてい く こ と
に しよう｡
福岡市早良区曲捌 の 山神社に所蔵されて い る ｢天の 岩門図+ (1830)【図1 - 26】 は ､ 先
の堤等林の 作例より以前の 作例であるが ､ 中央に配された岩戸の右方か らタヂカラオが岩
戸を開き ､ 左方に立つ もう 一 人の 神 (『古事記』『日本書紀』 双方で ､ これ はタヂカラオ の
役目とな っ て い るが ､ 豊国 ｢岩戸神楽乃紀顕+ では太玉命とされる) がア マ テ ラ スあ手を
握り引 っ 張り出すと いう物語的場面が観者にと っ て説得由に視覚化されて い る｡ 絵馬 の 剥
落が激 しく見えづ らい の だが､ こ こで の ア マ テ ラス は女性形の ように見える｡ また､ 光線
を発 してお り太 陽神の復活が視覚化されて い る ｡ ア マ テラ ス の 視線の 先､ 画面左 方に い る
題女はア メノ ウズメ である . 同 じく早良区脇山に ある横山神社の ｢不の岩門図+ (1842)【図
1 - 27】 は ､ より岩戸に接近 した構図で あるが ､ 山神社の 作例におけ考構 図をほ ぼ踏襲し
て い る o こ ちらの 作例の 方が ､光線を発する太陽神ア マ テラ ス の姿をは っ きり確認 でき る o
岩戸がこ じ開けられ ､ 太陽神で ある女神ア マ テ ラ ス が引 っ 張り出され ると い う定型が確立
して い たようだ｡ ちなみ に ､ 同様の形式の ｢天 の岩戸+ 軌 鳥羽重宏が論 文で取 り扱 っ て
いる江戸期の 作例 ､ 具体的には蔀関月 『伊勢参宮名所図会』(1797) 【図1
- 2 8】､ 三代目
豊国 ｢岩戸神楽乃起顕+ (1844以後)【図1
- 29
■
】､ 『中臣大破図会』(1852) などにも見出
すこ とが出来 る163o ･SIっ 張り出される太陽神ア マ テラ ス は ､ 福岡市中央区の 鳥飼 八幡 宮の
｢天 の 岩戸図+ (1880) 【図 1 - 30】 にも静め られ る. 博多区吉備津神社の ｢天 の岩戸図+
(18 85)【図 1 - 31】 で は ､ 引 っ 張り出された ア マ テラ ス がの け反 るような姿勢で描かれ
てお り ､ 抵抗 して い るか の ように見える ｡
興味深い こ とに ､ これ以後の作例で はア マ テ ラ ス を引 っ 張る役 目の神 (太玉命) の 姿が
描かれなく なるo 例えば福岡市西区元岡八坂神社所蔵の 作例
｢天の岩戸図+ (1893)【図 1
- 32】や西区今津の白山神社所蔵の席洋 ｢天の 岩戸図+(1923)【図 1
- 33】 の ように ､ タ
ヂカラ 加 増 戸 を開い て ア マ テ ラス を迎 えるとい っ た形式で描かれる こ とが通例となる o
麿洋 ｢天 の岩戸 凱 の 構図に見られるように ､ こ れ以後の福間市の絵馬に 見る
｢天 の岩戸
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図+ の構 図は ､ アメ ノ ウズメ が中心 に置かれ ､ 岩戸が左奥に配 置される構図とな る｡ また､
康洋 の 作例 で は左奥に四分の 三正 面の 構図で描 かれたア マ テ ラ ス に観者の 視線が集中する
ように 工夫が見 られ るが ‥ 吉村百耕 ｢天の 岩戸図+ (1927､ 今津登志神社) 【図 1 - 341】､
｢天 の 岩戸図+ (1935､ 今海熊野神社) 【図 1 - 35】､ 吉村百耕 ｢天 の岩戸図+ (1 941､ 櫛
田神 社) 【図 1 - 36】 な ど､ 昭和敬前期の 作例で は さらに ア マ テ ラ ス が 小 さく描かれ る よ
うに な る｡ だか らとい っ て ､太陽光線を発するア マ テ ラ ス の 存在感が 失われ る こ とは なく ､
む しろ観者とア マ テラ ス との 隔たりが強調される こ とで ､ ア マ テ ラ ス の 不可侵性が表され ､
崇高さが 強められ て い る｡ さらに戦後の 作例で は､ 白水耕雲 ｢天 の 岩戸図+ (197 1､ 飯盛
神社) 【図 1 - 37】､ ｢天 の岩戸図+ (19 81､ 西浦白木神社) 【図1 - 38】に 見られ るように ､
ア マ テラ ス が岩戸の 中に 隠されて 見えな い ケ ー ス も登場するようになる ｡
こ う して江戸期か ら時系列的に ｢天 の岩戸図+ を見て いく と､ 江戸 か ら明治期に かけて
の ｢天 の岩戸図+ に は ､ 岩戸か らア マ テ ラ ス をどの ように出現させ る かをめぐ っ て 大よそ
二 つ の タイ プが あっ たこ とが 推測 され る｡ 一 つ は ､ タ ヂカラオが岩戸 を開い て そ の ままア
マ テ ラ ス が顕現するもの で ある｡ こ の タイ プと して は ､ 先に見た千葉県の 堤等林の 作例や
福岡市西 区今宿の 八雲神社所蔵の ｢天 の 岩戸図+(制作年不詳) 【図1 - 39】 などを挙げる
ことがで きるだろう. もう 一 つ の タイ プと して は太玉命がア マ テ ラ ス を引 っ 張り出すタイ
プで あ るo こ ちらは福岡市の 絵馬で は 1830年か ら85年まで の 作例 を確認 でき ､ 江戸期の
出版物 に も確認 でき るもの で ある o すなわち ､ 福岡独 自の 図像で は ない o しか しながら､
こ の 二 つ の タイ プは ､ 明治中期以降､ 後者の タイ プが なくな っ て しまい ､ 前者の タイ プが
中心 となる ｡ そ して ､ 福岡市に 限るならば､ 戦前戦後 を通 じて時代 が下る ごとに ､ ア マ テ
ラ ス が 目に見えるか たちで描かれなく なるとい う傾 向が ある ｡ なお ､ 『足立 の 絵馬』に掲載
された戦後 の絵馬 を見ると ､ 例 えば ｢〔天 の 岩戸ユ+ (1967､ 扇 三島神社) 【図 1 - 40】､ ｢〔天
の 岩戸〕+(1 994､ 酉新井氷川神社) 【図 1 - 41】 は ､ タヂカラ オに よ っ て開けられ た岩戸
に立 つ ア マ テラ ス の 姿をは っ きり描 いて い る の で ､ 福岡市の 絵馬 に見 る傾向を全国的傾向
と して 捉 えるこ とは できない Q ただ ､ こ こ で言える ことは ､ ア マ テ ラ ス の 手を引 っ 張り ､
力ずく で外 へ と連れ 出す趣 向の ｢天 の岩戸図+ が描か れなく なっ て しま っ た とい う こ とで
ある｡
こ の ような ｢天 の 岩戸図+ の タイ プが 消えた意味 を類推するならば ､ 次 のよ うになろ う
か ｡ つ まり ､ ｢天 の 岩戸+ にお い て ア マ テ ラス が引 っ 張り出されると い う趣向は ､ 『古事記』
『月 本書紀』 に忠実な表現で あり ､ 当たり前の 表現で あるともい える ｡ しか し､ それがな
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く なっ て しま っ たの は ､ ア マ テラ ス に接触するこ とに対す るタブ ー の 意織が高ま っ たか ら
で はない か｡ すなわち ､ これは ア マ テラ ス の神聖性が高ま っ た こ とを意味する し､ その 背
景には自ずと国家神道の 普及が望見されるで あろう｡ また､ ｢天の 岩戸+神話の 基本に太陽
の 一 時的死と復括 を表す鹿耕儀礼的な性格を仮定するならばユ64､ ア マ テ ラ ス (太陽) を無
理やり引 っ 張り 出す表現か らア マ テ ラ ス が出てくるの を迎える表現 - の 移行 は ､ 信仰の あ
り方にお い て 主体性が縮減したこ とを意味 して はい ない だろうか ｡ こ の縮減によ っ て 出来
た信仰心 の 隙間は､ 政府が提示する皇祖神ア マ テラス が入 り込む余地でもある｡
次に ､ なぜ近世以降現在まで各地で ｢天の 岩戸+ を描い た絵馬が奉納され続けて い るの
か を考えて みよう｡ なぜ人びとは ｢天 の岩戸+ に固執 した のだろうか . 一 つ の 大きな理由
と して は ､ 先に も述 べ たように ､ こ の神話が太陽の 一 時的死と復活 を表す農耕儀礼的な要
素を持 っ て い るためだと思われる. なお､ 近世初頭に 桔 ｢天 の岩戸+ を主題と した岩戸神
楽が成立 し+ 全国 を風解した165o 尾畑喜 一 郎に よれば､ 岩戸神楽は部落ごと,に大きな農家
の 広間を開放 して神庭 を設け､ 三十三番の神楽を舞い 明かすとい うもの で ある｡ ク ライ マ
ッ ク ス の ｢戸取 りの舞+(タヂカラオが岩戸を取 り払う) は翌朝の夜明けご ろに舞われる ｡
全体と して は鎮魂を主と した霜月神楽の印象が漉い とい う166o つ耳り ､ 農事の は じめに 人
界に迎えた神霊 を農事の 終了とともに他界に送
IV ､ けがれをおとす儀礼 ､ 衰えた太陽の カ
を強吟ようとするま じない として捉えるこ とが できる167｡ また ､ 桜井徳太郎に よれば､ 南
部地方のイ タ コ の奉祈祷で は ｢年開き+ ｢年間きの 祭文+ の 別名を持つ ｢岩戸開き+ と呼ば
れる富商詞が謡われ る168｡ 民間信仰におい て ｢天 の岩戸+ を旧い年の 終了と新しい 年の 始ま
り とい うように解釈するもの がある こ とを踏まえれば､ こ れを宮 田登 が指摘す る ｢豊年条
型+ の ｢世直 し+ を劇化 したもの と して捉 える こ とも可能である｡ つ まり ､ 人びとは ｢天
の岩戸+ の 絵馬 を神社に奉納する ことに よ っ て ､ ｢旧き世と新しき世の 交代を意識 し､ 新し
き世 に ､ 米の 豊熟なミ ロ ク世を求め+ た の だと輝推されよう169｡
こ こ に は ､ ア マ テ ラス (ある い はそれに類す る神) を頼りに ユ
ー トピア 的世界観を作 り
出 した幕末 の新宗教と地続きの 想像力を見出す こ とが出来る｡ 事実､ 新宗教の流れを汲む
大本教の 教祖 ･ 出 口 なおは ､ しばしば ｢天の 岩戸+ を ｢世直 し+ に結び付 けて語 っ た｡ 例
えば ､ 1892 年 旧正月 の ｢御筆先+ には ､ 当時の 国会開設や欧化政策を批判 して ､ ｢外国人
にだまされ て い る こ の 世は暗がりで あっ て ､ この ままでは国が 立ち行か なくなるか ら神 が
立て 直す｡ 国会開き は人民で は開けず､ 神が開かねば開か ない+とい っ た内容が見られる170｡
また ､ 安丸良夫に よれば､ 1903年の ｢御筆先+ の いく つ かを重ね て読むと ｢記紀神話の 岩
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戸開きは無理やり のもの で い わば ｢ウソ+ の岩戸開きで ある｡ だ からこ の 世は悪 い神が支
配 して い る｡ 二度目の 岩戸開き こそ が真正 の 岩戸開きで ､ 岩戸は本 当はまだ閉ま っ て い る+
とす る内容を見出すこ とが 出来ると い う17 1｡ ちなみ に ､ 社会変革を ｢天 の 岩戸+ で擬 える
例 は ､ 戦後の 踊 る宗教にも見られ る｡ 踊 る宗教の 教祖 ､ 北村サ ヨ は敗聯の 翌 日 8月 16 日
に ｢姐 の 乞食よ 目をさませ ｡ ほ い との乞食も目をさませ ｡ 国賊乞食も目をさま せ｡ 天の 岩
戸は開けたぞ+ とい う文言で ｢世直し+ - イ岩戸開き+ を宣言 した172o
しか し､ 大本教や踊る宗教の事例をもっ て ｢天の岩戸+ の 絵馬も これ と同列 の 思想を持
つ と即断するこ とは出来 ない o 同時に , こ の ような想像力 は､ 明治政府によ る ｢ご 一 新+
や ｢瓦解+ を ｢世直り+ ｢世 直し+ と して 受容す る想像力 にも転 じ得るか らで ある ｡
ただ ､ 結果と して ､ 政府に よ るア マ テラ ス の 独占 (すなわち国家神道の 最高神格で ある
皇祖神 ア マ テ ラ ス 以外の 抹殺) は完全に達成されたわけで はなか っ た｡ 例えば ､ ｢徳川家恢
徳+ と r朝敵姉賊征伐+ を掲 げた 1872 年の 北越 - 摸に は ｢世直し+ の ア マ テ ラ ス が 再登
場 して い る【図1 - 4 2】173o また ､ 1887 年か ら90年に かけて は元神官の小林輿平らが ｢天
照皇太神 の 明教+ に基づく神 代復古の 運動 を全 国的に展開させた174｡ さらに ､ 女権運動家
は ､ 女が男よりも劣 っ て い な い こ との例証と して ､ ア マ テ ラ ス に しばしば言及 した17ら｡ 牧
原憲夫 などが明らか にすろように ､ 明治維新が あっ たとい っ て も即座 に ｢日本+ が ｢国民
国家化+ されたり ｢文明化+ されたわけで は ない 176｡ そ の道程には ､ さまざまな立場に あ
る人 びとの 間にさまざまな対立 関係 (せ めぎあい)
'
が 存在 したの で ある｡ ア マ テ ラ ス とい
う シ ン ボ ル を駆使 した民心収撹政策とて ､ ア マ テ ラス の意味をめ ぐる抗争が介在 したた め
に､ 明治政府の措く ｢青写真+ どおり にすん なり効呆 を発揮する こ とはで きなか っ た の で
はな かろうか｡
民衆文化 の なか に見られ るア マ テ ラ ス は､ 概 して ｢農耕神+ ある い は ｢豊穣神+ と して
の 性格を持 つ 神格と して 特徴付ける こ とができ る｡ こ の 特徴 は ､ すで に江戸期の 伊勢信仰
が全 国的に拡大され る過程 にお い て ､ (国内の 人 口 の 大部分を占めて い た)農民の 信仰を取
り付 ける目的で 強調 されてき たと考えてよ い だろう｡ 農耕神 は ､ ｢豊穣+ を人び とにもた ら
す現世利益 の 神で ある｡ それ ゆえに ､ ア マ テ ラス 神格が ､ 現実 の 問題を解消し ユ ー トピア
的世界観を現出させ る ｢世直 し神+ 的性質 - 拡張 しうる こ とは自明であ っ た ｡ こ の ｢世直
し神+ 的性質に対 して ､ 明治政府が提 示 してきた ｢皇祖神+ と して の性質は ､ 維新前後の
社会変動期にお い て は合致を見せ た (つ まり明治天皇 を ｢世直 し+ の 実行者と位置づ ける
こ とに よ っ て) が ､ その 後の 秩序維持 におい て は齢鮪を来たすこ とになる｡ つ まり ､ 人び
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との 間にア マ テ ラ ス に関す る信仰 (民俗的記憶) が蓄積されてい たこ とが､ 政府の 民心収
撹政舞の 前提 ･ 原動力で あると同時に障害ともなりえたの である｡ したが っ て ､ 明治政府
は ｢皇祖神+ と して の ア マ テラ ス 像を強く押し出すこ とによっ て ､ それ以前の 多様なア マ
テラ ス を単 - の ア マ テラ ス 像 - と収赦させようと しなければならなか っ た｡ こう した収赦
政舞の成功は ､ 前近代までに多く見られた男性像としての ア マ テ ラス や雨宝童子と して の
ア マ テ ラ ス が消 え去 り､ 女神で あるア マ テラ ス 像の みが残 っ たこ とか ら類推する こ とが で
き るo ア マ テラ ス の
一 元化は ､ その ままア マ テ ラ ス の ･ジ ェ ン ダ ー 化でもある .
だか らと い っ て ､ 近世以来の農耕神 ･ 豊穣神的性質まで が完全に消 し去られたわけで は
ない ｡ 依然と して ､ こうしたア マ テ ラス 像は ､ 民衆収凍の ために は有効な要素で あるこ と
に は変わりなく ､ とりわけ天皇が全人民を ｢赤子+ の ように ト 視同仁+ 分け隔てなく安
堵すると規定 したい わゆる ｢家族国家観+ にお ける天 皇像を構築す る段に大きく寄与 した
と考える べ きで あろう｡ つ まり ､ 明治以降の 公的ア マ テラス 像は ､ ｢皇祖神+ で あるこ とを
基本軸と しつ つ ､ その 性質と して は ｢農耕神+ ｢豊穣神+ として の性質を内側 に含ん だもの
と して捉 える ことが 可能で ある ｡ また､ 平時におい て は家族国家観を支えた これ らの 現世
利益的性質は ､ 司郎寺にお いて は特に強調されたo すでに述 べ たように ､ 国定国史教科書 は＼
第四期 (1934年) 以降､ 一 貫して ､ 衣食を万 民に ｢お めぐみ+ する農耕神 に して 豊穣神 で
ぁるア マ テ ラ ス 像 を前面 に打ち出して い る177｡ こ の事例から､ 近世以降民衆 の あい だに刻
まれて い っ た ｢農耕神+ ｢豊穣神+ ア マ テ ラス が ､ 明治以降にお い て ｢非正統的+ なア マ テ
ラ ス と して 消 し去 られたの では な<く ､ 政府 の 公式見解で ある r皇祖神+ ア マ テ ラ ス の内部
に包摂され ､ 政治利用 されて い っ た ことを垣間見る こ とができ るo そ して ､ (明治維新前後
ぉ よび十五 年戦争時の ような) 戦時 ･ 非常時にお いて は ､ ｢皇祖神+ とい っ たイデオ ロ ギ
ー
的性質よ りも ､ ｢劇 榊 + の ような現世利益的性質こ そが ､ 民心収撹に大きな効力を発揮 し
た と結論づ ける こ とが 可能であろうo 戦時の ｢死+ の 日常化とい う状況下で は ､ 特にア
マ
テラ ス の ｢農耕神+ ｢豊穣神+ とい う性質が強調され ､ ア マ テ ラ ス は ､ あらゆる
｢生+ の根
渡 で あり ､ 新 しい ｢生+ を補完する存在 (母性神) と して位置づけられた
178
o
｢死+ とい
ぅ現実を前に して ､ イデオ ロ ギ
ー 的お題目を唱 える皇祖神 的性質よりも ､ ｢生+ を生み出す
こ とによ っ て ｢死+ を直接解決 してくれ るような母性神 (農耕神
･ 豊穣神)的性質こ そが ､
卿寺にお ける民心 の 安堵を担 っ たの であるo
第五節 章結
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1867年 12月 9 日 の いわ ゆる ｢王政復古+ ク ー デタ ー で成立 した明治新政府 は ､ そ の 政
治的権力 を支える確 固た る支持者を持たずに ス タ ー トした｡ それ ゆえ､ 早急に広 汎な支持
者 の獲得をせね ばならなか っ た｡ しか し ､ 多く の 民衆は新政府が 戴く 天皇と い う君主すら
知 らな い ｡ そ こで新改府の 採 っ た政策は ､ ア マ テ ラス とい う シ ン ボル を天 皇に結び つ け､
ア マ テ ラ ス と同 一 化 した神聖な天皇 のイメ ー ジ を創りだす こ とで あ っ た｡
ア マ テ ラ ス と い う シ ン ボル の採用理由は ､ ア マ テラ ス が皇祖神で あるとい う理由に 留ま
るも の で は ない ｡ そ こ には民衆世界におけるア マ テラ ス の イメ ー ジャ リ ー の 拡大と い う要
素が大きく介在 して い た｡ まず､ ア マ テラ ス は､ 伊勢信仰の 全国的拡大の ために ､ ア マ テ
ラ ス が宗教的 シ ン ボル と して すで に広範な信仰心を集めて い た｡ 民衆は天皇 を知 らなく と
も ､ ア マ テ ラ ス を知 っ て い た｡ そ して ､ ア マ テ ラ ス - の 信仰をすで に持 っ て い た の で ある
か ら､ 民心 を天皇 - 集中させ るため に､ア マ テ ラ ス ほ ど有効な シ ンボ ル は あり得なか っ た0
そ して ､ 幕末の 混乱期に あっ て ､ 民衆が幕藩体制に代わる新 しい秩序を構想する際に ､ ア
マ テ ラ ス は しば しば有力 な触媒とな っ て い た｡ こ こ に は ､ 幕藩体制に異を唱えた大塩平八
郎が 自身の 運動の シ ン ボル にア マ テラ ス を採用 した こ とも大きく 関わ っ て い る ｡ さらに は ､
安政大地震 とい う災害を ｢世直り+ と捉えた江戸 の 民衆の想像力は､ 江戸の上空に救世主
と して の ア マ テ ラ ス を飛来させた ｡ 加えて ､ ア マ テ ラ ス のお ふだ降りをき っ か けと して ｢世
直り+ の 世界を現出させ た ｢ええ じやな い か+ の オル ギ - の 中で ､ 藤沢の 民衆は ､ 旧秩序
の シ ン ボル と して の 東照宮を葬り去 っ た｡ いく つ か の 民衆宗教は ､ ア マ テ ラス と いう神 を
変形させ て ､ 自らの借仰に採り込み ､ 世俗的権力 を 一 切取り払 っ た神代の ユ ー トピアを想
倭 - 創造 した ｡ 明治新政府は ､ 幕末の 民衆の 想像力 を介して 創り出され た ｢世直 し+ の ア
マ テラ ス を積極的に奪用 し､ 天皇 の 属性 に採 り込んで いく こ とに よ っ て ､ 民心 収撹を狙 っ
たの で ある｡ そ して ､ ア マ テラ ス を独 占する ことに よ っ て ､ ｢世直し+ に結び つ く ア マ テ ラ
ス の 潜勢力 を封殺 しようと した｡
1868年 3月 13日 の ｢祭政 一 致+ の 政府方針を示 した布告以降､ 神道国教化政策の もと
に ､1869年 に設置され た神祇官､18 71年 に神祇官を改組 して設置 された神祇省を通 じて ､
ア マ テ ラ ス と して の 天皇像が大々 的 に広 められるこ とになる ｡ しば しば引用 され る ｢神 祇
省の 基本方針+ (187 1) には次 の ような天皇像が 見出せ る ｡
｢人之生 ル ､ 所以､ 生 レテ活動 ス ル 所以 ､ 死 シ テ魂晩ノ安ス ル 所以 ､ 幽冥 ヨ リ出テ ヽ 幽冥
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ニ 帰ス ル ､ 終始誰ノ 功績ソヤ｡ 則天照畠大神ノ 恩顧ナリ｡ 此天照皇大神 ハ 高天野ヲ知 シメ
ス 主宰 ニ シテ ､天地聞達化ヲ輩リ玉 フ神ナ レ ハ ､此ノ神 ヲ敬崇シテ其恩ヲ不思 ハ 親ヲ忘ル ヽ
モ 同様也｡ 其天照大神 ハ 親ク今上天皇ノ遠祖神ナ レ ハ ､今上天皇 ハ 即チ此世ノ現 ツ神 ニ テ ､
天照大神ノ御寄 ニ シ テ此顕シ世界ノ蒼生ヲ胎メ 賜 - ハ ､ 主上ノ御恩 ハ ､ 天照皇大神 ノ御恩
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ここ では ､ ア マ テ ラ ス がすべ て の生命の根源とされ てい る｡ ゆえに ､ 人びとはア マ テ ラ
ス に命を授か っ た ｢恩+ を忘れて はならない と説かれてい る｡ また､ 天皇 は こ の 世の ｢現
ツ神+ で あり ､ ア マ テ ラス の ｢御寄+ で ある｡ したが っ て ､ 天皇 - の ｢恩+ とア マ テ ラス
ヘ の ｢恩+ がす っ かり重ね合わせ られるの で ある｡ こ こ に表わされた神聖な天皇像は､ 明
治初期にお ける神祇官 ･ 神祇省の 天皇神格化理論が辿りつ い た - つ の極点で あろう｡ しか
し､ ア マ テラ ス と して の神格化された天皇像は ､ 現実の 天皇からあまりにも遊離 し過 ぎて
い た｡
政府の政策は1871年7月 14日の廃藩置県 を境と して大きく方針転換す る｡ 廃藩置県の
翌月 に は ､ 神祇官は神祇省に格下げとなり､ さらに翌年 3月} 神祇省と大蔵省社寺課 を廃
止 して ､ 教部省が新設 された｡ なお ､ 教部省 は全神社と仏教各宗､ 民間宗教を管轄す る中
央官衛 で あり ､ 学校教育を担当する文部省と並ん で ､ 国民教化を分担する役割を与えられ
た｡ 教部省体制で は､ 国民教化を担当する教導職の採用範囲を ｢神官､ 僧侶の ほか有志の
者に拡大+ し､ ｢民間宗教の布教者はもとより ､ 区長 ､戸長等の 末端支配層や俳優､ 講釈師 ､
落語家もふ くめ て ､ お よそ人に物を説く能力 の ある者は ､ 片端か ら+ 採用 した
180
o したが
っ て ､ 天皇 の ありがた さを定着させ るには
一 定の効果が あっ たと見る べ きで あろうo しか
しながら､ 1874年度の経費は ､ 文部省の 133万円に対 して ､ 教部省 はわずか 7 万円 あま
りで あり18 1､ 文 明開化 ､ 富国強兵をめざす政府方針 の 変化の中で ､ 教部省は しだ い に軽視
されて い っ た｡ 羽賀祥二 が指摘するように ､ 神道現に よる ｢神話的な愛国論は ､ 幻想的な
｢神ながらの 政治的共 同体+ での 充足 ･ 安住と､ 神恩
･ 皇恩 へ の報謝の 心 をひ たすらに強
調 したがゆえに ､ 文明開化
･ 富国強兵をめ ざす政策､ そ してそれを支える進取
･ 自立の 精
神 と不整合 にならざるをえなか っ た+ 182o したが っ て ､ ア マ テラス と同
一 視 され た天皇像
も ､富国強兵 ･文 明開化を支える君主の 理想像と して はな じまなくな っ て い っ たの で ある o
1871年8月 25 日 における服制更草の 内勅は ､ ア マ テラiとしての 天皇像か ら新しい天
皇像 - の転換を示すメ ル ク マ ー ル とな っ た｡
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｢朕惟フ ニ 風俗ナ ル 者移換以テ 時ノ宜 シ キ ニ 随ヒ国体ナル 者不抜以テ 其勢ヲ制 ス 今衣冠ノ
制中古膚制 二 模倣セ シ ョ リ流テ 軟弱ノ風 ヲナ ス朕太夕慨之夫 レ神州ノ 武ヲ以テ 治 ム ル ヤ圃
ヨ リ久 シ天 子親ラ之力 元帥 卜為 り衆庶以テ其風ヲ仰ク神武創業神功征韓ノ如キ 決テ 今日ノ
風姿 ニ ア ラ ス 寛 一 日 モ軟弱ヲ天下 二 示 ス 可ケン ヤ朕今断然其服制 ヲ更メ 其風俗 ヲ
ー 新シ祖
宗以来尚武 ノ 国体ヲ立ン ト欲ス 汝ラ其 レ 朕力意ヲ体セ ヨ+ 1 約
こ の 内勅に提示された新しい 天皇像は､ 国軍を統べ る ｢元帥+ と して の 天皇像で ある ｡
そ して ､ こ の転換は ｢神武創業神功征韓+ を根拠 に行 われた ｡ これ以後 ､ 天皇 の神格化 の
モ ー ドにお い て ､ 神武天皇と明治天皇の 同 一 視と いうモ ー ドが優先されたo 神武天 皇の 役
目 の祭典で ある神武天皇祭の制 定 (1871)､ 神武天皇 の即位日 の祭典で ある紀元節の 制定
(1872)､ 神武天皇の 即位 した宮地とされる橿原神宮の 建立 (1890) などを経て ､ ｢神武紀
元 2550年+ で ある 1890年まで に は ､ 神武天皇に 同
一 視された明治天 皇を唯 一 神 とする ､
い わば ｢神武 - 明治天皇教+ と いう形で ､ ｢文明化 - 国民化+ の プ ロ ジ ェ ク トで ある新 しい
世俗宗教 と して の 近代ナ シ ョ ナリ ズ ム が 立ち上げられて いく こ とに なるの で あ る
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1991)､ p p.349･ 351
2 1藤田覚 ｢国政に対する朝廷の 存在+､ pp.351-2
22 『孝明天皇紀』 第 一 (平安神宮1967)､ p.255
23 本史料は国立公 文番館内閣文庫に所蔵されて い るが ､ ｢御所千度参り+ に関する記述は､
藤田覚 ｢国政に対する朝廷の存在+､ p p.309･10に現代かなづか い で再録され て い る. 本論
で は､ その 再録 を利用させても らっ た｡
24 飛鳥井に.よれ ば､ ｢『京都町触集成』 には ､ 内侍所節分にか んする町触が ､ 172 7(享保
12) 年以後 ､ ほ ぼ庵年の ように記録されて い る+ とい う｡ 飛鳥井雅道 ｢近代天皇像の 展開+
(『近代2 [岩波講座 日本通史 第17巻]』岩波書店 1994)､ p p.2 30･1参照｡
25 藤田覚 『幕末の 天皇』､ p.38
26 『東京市史稿 産業編』 第31､ p.9 42､ 藤田覚『幕末の 天皇』､ p.38 I
27 こ の 間に おける朝幕の 一 連の交渉に つ い て は ､ 藤田 ｢国政に対する朝廷 の 存在+､
p p.318
･22を参照o
28 なお ､ ｢光格天皇+ は死後贈られた誼号で あり ､ 仁孝天皇 (孝明天 皇の 父) が ､ 村上天＼
皇以来約 900年絶えて い た天皇号を復括 させて 前帝に贈っ たもの で ある ｡
甲 藤田覚 『幕末の 天皇』､ p.6
30 大久保 正 ｢解題+ (大久保編 『本居宣長全集』 第8巻､ 筑摩書房 1972)､ p p･35
-6
31芳賀登 ｢幕末変革期にお ける国学者の 運動と論理
- とく に世直し状況と 関連 させて+
(芳賀登 ･ 松本三才介編 『国学運動の思想 [日本思想大系51]』 岩波書店 19 7 1)､ p･6 6
32 本居宣長 『玉く しげ』(大久保編『本居宣長全集』 第8巻)､ p･311
83本居宣長 『玉く しげ』､ p.311
34･本居宣長 『玉く しげ』､ p.31 5
35 本居宣長 『玉く しげ』､ p.315
36 本居宣長 『玉く しげ』､ p.322
87 本居宣長 『玉く しげ』､ p.323
58 本居宣長 『玉く しげ』､ p.319
39 藤田幽谷 『正名論』(今井宇三郎 ･ 瀬谷義彦 ･ 尾藤正英編 『水戸学 [日本思想大系 83]』
岩波書店 1973)､ p.13
40 藤田幽谷 『正名論』､ p.13
41 藤田覚 『幕末の 天皇』､ p.118以下を参乳
42 坂本太郎 ･ 家永 三郎 ･ 井上光貞 ･ 大野晋校注 『日本書紀(
-)』(岩波文庫1994)､ p･132
43本居宣長 『玉く しげ』､ p.311
44 安丸良夫 『近代天皇像の 形成』(岩波書店 1992)､ p･125
45 安丸 『近代天皇像の 形成』､ p.125
46 会沢正 志斎 『新論』(今井宇三郎 ･ 瀬谷義彦
･ 尾藤正英編 『水戸学』)､ p･50
47 会沢正 志斎 『新論』､ p p.52
･6
48 会沢正 志斎 『新論』､ p.95
49 会沢正 志斎 『新論』､ p.155
50 桂島宣弘 ｢近代天皇制イデオ ロ ギ
ー の 思想過程+ ( 『宗教と権威 [天皇と王権を考える
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4]』 岩波書店2002)､ p.224
5 1 会沢正志斎 『新論』､ p.138
52 桂島宣弘 ｢近代天 皇制イ デオ ロ ギ ー の 思想過程+､ p･224
53 会沢正 志斎 『新論』､ p.1 53
54 布川清司 ｢江戸期民衆思想 の 再確罷+ (市井三郎 ･ 布川清司 『伝統的革新思想論』 平凡
社 197 2)､ p. 13
55 布川清司に よれ ば､ ｢多く の 百姓 - 摸に共通するひ とつ の 大き な特色は ､ 施政者階級 に
たい す る儒教的政治､ 簡単に い えば､ 仁政の 要求で ある｡ 要求は ｢民生安定+ と ｢正義実
践+ の 二 つ に わかれ る+a ｢･ - - こう した要求 は ､ 民生安定が儒教理論で為政者 の 寮任とさ
れ て い たた めに ､ 為政者の ある べ き姿 (以下 ､ 為政者倫理 とい う) の すぐれた逆用 とな っ
た｡ 当時 の 士 ･ 農 ･ 工 ･ 商とい う分限的身分秩序は ､ それぞれの 身分にわりあて られ た賛
任を他の 身分の もの が代行す る こ とを許 さなか っ たの で ､ 為政者身分で ある士 階級に課 せ
られた ｢民生安定+ の 責任は 士階級以外に果た しうるもの は なく ､ それを果たせなか っ た
場合 ､ 責任の 未遂行 と して他 の 階級の 人々 から批判 されて もやむをえなか っ たの で ある｡
士階級は 身分上最高位の ､ そ してもぅ ともめ ぐまれた無為徒食の 立場 を維持する必要上 ､
長年自らを百姓 の 保護者と喧伝 してき たために ､ 百姓
- 挟の 百姓たちか ら､ そ の 救済を要
求 され ても拒絶できなか っ た の で ある+ (布川清司｢江戸期民衆思想 の 再確認+､pp1 06
･7)0
牧原憲夫 『客分と国民の あい だ - - 近代 民衆の 政治意識』( 吉川弘文館1998)､ p･56以下
も参照｡
56 こ の 場合の ｢仁政+ は為政者にと っ て の ｢仁政+ で あるよりは ､ 下層民衆の ための ｢仁
政+ で ある べ きと されて い た (つ まり ､ 民衆に利の ある内容 でなければならず､ しばしば
そ の 主張は反秩序的で あっ た)｡ 布川清司によれば､ ｢百姓 - 挟におい て顕著にみ られ る も
う 一 つ の 特徴は ､ あく こ となき下層倫理 の 主張 ､ つ まり他の だれが なん とい お うと ､ 弱 い
立場 に あるもの が 自ら正 しい と した人間の あり方 の要求で ある ｡ こ の 主張は ､ まず積極的
な場合､鎮圧の 士階級に たい するはげ しい 抵抗の 姿とな っ て あらわれ+､ また 消極的な場合 ､
｢民衆に は自らの よ しと しな い ことにた い して ､ あく まで も服従 しようと しな い 不服従の
精神 があ っ た｡ こ れはちょ う ど自らの よ.
しとす る人間の あり方を主張 しつ づ けた態度の 裏
返 しと考えられ る+ の で あると い う(布川 ｢江戸期民衆思想 の 再確認+ p.115､ p.118)｡ そ
こ で注 目され るの は ､ ｢世直し神+ の 出現で ある ｡ 1836(天保 7)年9月 の加茂騒動で は ､
豪農層に対す る打 ちこ わ しや ､ 騒動 - の 村民 の 参加 を拒絶 した村役人に対す る打 ちこ わ し
が､ ｢世直し神+ の ｢現罰+ だとされた ｡ 社会正義は ､ ｢世直 し神+ の 化身で ある騒動勢の
側 に ある の で ある (佐 々 木澗 之介 『世直し』 岩波新書 1979､ p.13)0
57 宮本常 - ｢伊勢信仰と伊勢講+ (宮本編 『伊勢参宮』. 八 坂書房 1987)､ p･ 125
58 宮本常 - ｢伊勢信仰と伊勢諦+､ p p.14 - 6
59 藤谷俊雄 『｢お かげま い り+ と ｢ええじや ない か+』(岩波新書 1968)､ p p･35
･6
60 田村善次郎 ｢伊勢参宮+ ( 宮本編 『伊勢参宮』)､ p.188
6 1 『浮世の 有線(御蔭耳目第 - )』(庄司吉之助 ･ 林基 ･ 安丸良夫編 『民衆運動 の 思想』岩
波書店 1970)､ p.323
62 安丸良夫｢｢おか げ参 り+と ｢え え じや ない か++(庄司 ･ 林 ･ 安丸編『民衆運動の 思想』)､
p.495
63 安丸良夫 ｢｢お か げ参り+ と
'｢ぇえ じや ない か++､ p p.49 5
･6
64 『浮世の 有様
65 『浮世の 有様
66 『浮世の有様
67 『浮世 の有様
(御蔭耳目第 -)』(庄司 ･ 林 ･ 安丸編 『民衆運動の 思想』)､ p.363
(御蔭耳目第 一)』(庄司 ･ 林 ･ 安丸編 『民衆運動の 思想』)､ p.365
(御蔭耳目第 一)』(庄司 ･ 林 ･ 安丸編 『民衆運動の 思想』)､ p p.33
･4
(御蔭耳目第 -)』(庄司 ･ 林 ･ 安丸編 『民衆運動の 思想』)､ p.365
68 中瀬寿 - ･ 村上義光 ･ 中瀬紀美子 ｢史料が語る大塩事件の 全国伝播と
"
大塩ブ ー ム
”
幕政批判思想 の胎動､ 民衆文化 の創造
集 社会科学編』 No.72､ 198 8.7)､ p.12
そ の - ､ 故内を中心に
77
+ (『大阪産米大学論
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69 以下､ 大塩の ｢撤文+ の引用は ､ 山解明人 ｢大塩平八郎の 思想と行動 (II) ⊥ - - 『洗
心洞御 託』 の 理念とそ の 実践 - + ( 『政拍経済史学』179､ 1981.4)､ p p.76-7 に掲載さ
れた ｢撤文+ 全文に基づく ｡
70 ちなみ に ､ 時の 光格上皇 は､ 大塩 の 主張する ｢王政復古+ に表だっ て共感 を表 わすこ と
はなか っ たが ､ 大塩 によ っ て も押し上げられた自己の 宗教的権威をさらに補強する政策を
とっ たことが 明らかに な っ て い る｡ 朝琴の 動きと して は ､ 藤田寛が ｢① 天 明七年 の先例
〔御所千度参 り〕 を持ち出し､ 幕府に対 して民衆の 救済を求めた こと ､ ② 十五社 〔伊勢
神宮､ 石滴水 ､ 架茂､ 松尾 ､ 平野 ､ 稲荷､ 春日､ 大原野 ､ 住吉､ 日吉､ 梅官､ 富田 ､ 砥園､
北野 ､ 敦船〕 に盤作祈願の祈祷を行なわせ たこ と+ (藤田覚 ｢大塩事件と朝廷 ･ 幕府+ 『近
世政治史と天皇』 吉川弘文館1999､ p.241) を挙げて い る｡
7 1藤田覚 ｢大塩事件と朝廷 ･ 茶府+､ p.2 26
72 中国古代王朝股 の開国の祖で あり夏の紫王 を討っ て即位した湯玉と ､ 股の 尉王を討ち天
下を統 一 し周 の祖とな っ た武王とを指すo ともに善政で知られ る. 易姓革命 (天命によ っ
て悪 い 王 を倒 し新しい 王 が立 つ こと) の シ ン ボル ｡
78 ｢三社託宣+ は､ 仏教の 三尊仏の形式にならっ て ､ ア マ テ ラス を中央に置き ､ 左右にこ
神を配する形式で あ る｡ よく知られて い るもの と して ､ 中央にア マ テラス ､ 右に八幡大菩
薩､ 左 に春日大明神を配する形式が あるが ､ 現在でも床 の 間などに掛軸と して掛か っ て い
る例 を見る ことが出来る｡
74 なお ､ こ の 年の ｢おか げまい り+ には､ 黒住教祖の 黒住宗忠や天 理教祖の中山みきなど
幕末期に ｢世直し+ 的な教義をもつ 新興宗教を立ち上げるこ とになる教祖 たちが遭遇 して
い る｡ 中で も黒住は 自身 をア マ テ ラス の 生まれ変わりとする教義を立 て ､ 死後 ､ 185 6( 安
政3) 年には大明神号 を受 けて い る ｡
75 藤谷俊雄 『｢お か げまい り+ と ｢ええ じや ないか+』 (岩波新書1968)､ p p･180
･1
76『浮世 の 有様』(原 田伴彦 ･ 朝倉治彦編『日本庶民生括史料集成』第十
一 巻･ 世相 (-)､
三 一 書房 1970)､ p.439､ 452 に図版が載せ られて い るD
77 中瀬専 一 ･ 村上義光 ｢大塩事件の 全国各地連動と
”世直 し〟 闘争の 爆発 ､ 思衆文化 の 創
追 - - 長州藩 - 〝天保大 一 撰〟 ､ 江戸 -
”大打ちこ わ し寸前の 状態 〟 そ の他､ 幕帝体制
の構造的矛盾激化 - + ( 『大坂産業大学論集 社会科学編』7 4､ 1989･5)､ p･39
78 『三 田村庸魚全集 第6巻』(中央公論社1975､ 初出 『お 江戸の話』 雄山間 1924),
p p.37 1
-2 に｢撤文+ の 全文が掲載され て い るo
79 引用は ､ 『藤岡屋 日記』 第二 巻 (三
一 書房 1988)､ p･､26より｡ 下線部引用者o
80 中瀬 ･ 村上 ｢大塩事件の 全国各地連動と
”世直し〟 闘争の爆発 ､ 民衆文化の創造 -+､
p p.33
･4
81｢火札+ に 関 して は ､ 牧原憲夫『客分と国民の あい だ』､ 第
一 章｢民衆にと っ て の (政事)+
に詳 しい ｡
82 山田 三川 の 『三川雑記』 の 記事には､ ｢京橋日本橋並 二 両国 - ン十八 日ノ夜張札シ ､ 四
五 日中 二 江戸 ヲヤ キ払 ベ キ由書付タリ トゾ+ (吉川弘文館1972､ p･241) とある o 中瀬
･ 村
上 ｢大塩事件の 全国各地連動と ”世直し〟 闘争 の爆発 ､ 民衆文化 の創造 へ +､ p･2 7
･9 を参
照｡
83 阿部安成 ｢総桧の うえの ア マ テ ラ ス+ (『思想』91 2､ 200･6) を参 軌
84′ 絵絵に つ い て は､ コ ルネリウス ･ アウ エ ハ ン ト (小松和彦十中沢新
一 ＋飯島吉晴＋古家信
平共訳) 『胎絵 一 民俗的想像力の 世界
- 』(せりか書房1979)､ 北原糸子 『地震の 社会
皮 - 安政大地震と民衆』(講談社学術文庫2000､ 初出 1983)､ 気谷誠 『紙絵新考
一 災
害の コ ス モ ロ ジ ー 』( 筑波書林 1984)､ 宮田登
･ 高田衛監修『総桧 - 震災と日本文化』(里
文出版 1995)､ 富沢達三 ｢『鮭絵の世界』 と民衆意軌 ( 『日本民俗学』208､ 1996･11)､
阿部安成｢総桧とい うテ キス ト､ 解釈と して の 胎絵
- 1855年江戸地震とその彼の 事態に
っ い て の - + ( 『民衆史研究』53､ 199715)､ 阿部安成 ｢敗絵の うえの ア マ テラス+ など
を参照 した｡
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85 以下 に示す胎絵の表題 は ､ す べ て 宮田 ･ 高田監修 『胎絵』 によ る｡
86 阿部安成 ｢総桧とい うテ キ ス ト､ 解釈と して の蛤絵+､ p. 15
87 阿部安成 ｢鮭絵とい うテ キ ス ト､ 解釈と して の 鮭絵+､ p p.17･8
88 阿部安成 ｢総絵とい うテ キ ス ト､ 解釈と して の 飴絵+､ p.18
89 野崎左文 ｢仮名垣魯文伝〔連載第二 回〕+ ( 『早稲田文学 〔第 一 次〕』第82号､ 1895.2)､
p p.621
- 24 を参照 ｡
90 北原 糸子 『地震の 社会史』､ p p.127･ 155､ 気谷誠 『触絵新考』､ p.6
･15､ 高田衛 ｢蛤絵 の
作者たち - 作者 ･ 画工 をめぐる幕末文化状況+ (宮 田登 ･ 高田衛監修『胎絵』)､p p.34･5 1､
興津要 『仮名垣魯文 一 文明開化の 戯作者』(有隣新書 1993)､ pp.23･28な どを参照｡
9 1 阿部安成 ｢飴絵 とい うテ キ ス ト､ 解釈と して の胎絵+､ p.15
92 笠亭仙果 『なゐ の 日並』(森銑三 ･ 野間光辰 ･ 朝食治彦監修 『新燕石十種』 第三巻､ 中.
央公論社1981)､ p,88
93 宮田登 ･ 高田衛監修 『総桧』､ p p.238･36 3
94 宮田登 『新訂版 ミ ロ ク信仰の 研龍 一 日本 における伝統的メ シ ア観 - 』(未来社
1975)､ p.226
95 アウ エ ハ ン ト 『胎絵』､ 北原糸子 『地震の 社会史』､ 宮田登 『ミ ロ ク信仰の 研究』 などを
参照｡ 一 方で ､ 近年 ､ 小泉雅弘に よ っ て ､ 絵絵の 受容層を武士身分を含ま ない 江戸町人に
限定する こ とに対 し疑義が唱 えられて い る｡ 小泉によれ ば､ 蛤絵の 主題 に は､ 常磐津節 の
替え歌を加味 したもの や歌舞伎 を題材に したもの があり ､ 常磐津節も歌舞伎も町人だ けの
文化が享受 した もの で はなく ､ 武士層にも受容された の で あり ､ よ っ て ､ 以上 の ような主
題 の 総桧の 受容層 に ､ 武士層が含まれる可能性が あるとされ る (小泉 ｢幕末風刺画とそ の
受容層 近代的 ｢世論+ 形成の - 前提 と して+『駒沢史学』53号 ､ 199.3).
96 阿部安成は ､ こ の ような先行研究の 動向をさ して ､ ｢ア ン ピグア レ ン トな臆はす っ かり
解体され て さばかれた禍鮭の 方が捨て 去られて しま っ た+ と位置づ け､ 総の 禍福両面性と
いう性格を改めて 強調 して い る (阿部 ｢臆絵 の うえの ア マ テ ラ ス+､ p p.28･9)o
97 宮田登 ･ 高田衛監修 『紙絵』､ p.224
98 コ ル ネリウメ ･ ア ウ エ ハ ン ト 『鮭絵』､ p p.54･5
99 北原糸 子 『地震 の 社会史』､ p.15
100宮田登 『新訂版 ミ ロ ク信仰の 研究』､ p.2虫6か ら引用
101宮田登 『新訂版 ミ ロ ク倍仰の研究』､ p p.226･7
102北原糸子 ｢瓦版 一 消費され る情報 ･ 蓄積され る記憶+ (宮田登 ･ 高田衛監修『触絵』)､
p.75を参照｡
103岡泰雄編 『鹿島神宮誌』(鹿島神 宮奉賛会 193 3)､ ppr76
･8
104石井良助 ･ 服藤弘司編 『幕末御触書集成』 第五巻 (岩波書店1994)､ p.567
105笠 亭仙果 『なゐ の 日並』､ p.88
106ただ し､ 民衆が想像する天皇像がそ のまま現実の 天皇にと っ て の セ ル フイ メ ー ジと関
係 をも っ て い たわけで は ない ｡ 『孝明天 皇紀』によれば､ 天皇は こ の 大地震の報 を聞き七社
七 寺に対 し祈祷を依頼したこ とがわか っ て い る｡ 七社の なか には もち ろん伊勢神宮が含ま
れて おり ､ 天皇はア マ テ ラ ス に祈る こ とで ｢神 国+ の 護持を考えた の だとい う こ とが 明ら
かで ある ｡ しか し､ 実際の 天皇 は ､ ア マ テ ラ ス その もの なの で は ない ｡ 孝明天 皇の 和歌(1852
年2月) に は次の ようなも の がある｡ ｢とに かくに神 ならぬ身の は か なくもなき偽 を猶 う
らむ らむ+ ( 『孝明天皇御歌集』 平安神宮 1990､ p.987)｡ 天皇 は自分を神 とは思 っ て い な
か っ た｡ 彼はア マ テラ ス の 下位で それを畏れ敬う祭敢者で しか なか っ た｡
107も っ とも ,- 幕脚ま何も しなか っ たの で は なく r救米+ をして い る o 幕府に よる ｢救米+
などの施行 に つ い て は北原 『地震の 社会史』p.252以下 に詳 しい ｡
108安丸良夫 『日本の近代化と民衆思想』(平凡社ライ ブラリ ー 1999)､ 第 一 牽参照｡
109 佐々 木潤 之介 『世直し』､ p p.9 6
･103
110高木俊輔 『ええ じや ない か』(教育社歴史新書 1979)､ p.229
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111西垣晴次 『神 々 と民衆運動』(鯨日新聞社1977)I p p.107･111｡
`
1 12『慶応伊勢御彫見聞諸国不思故之抑』(庄司 ･ 林 ･ 安丸編『民衆運動の思想』)､ p p･374
･5
113 ナ タリ ー ･ ゼ - モ ン ･ デ ー ヴィ ス (成瀬駒男 ･ 宮下志朗こ高橋由美子訳)『愚者の 王 国
異端 の都市』(平凡社 198 7)､ p.196
114鳥羽重宏 ｢天照大神の 像容の 変遷に つ いて 一 女体像 ･ 男体像か ら雨宝童子像に い た
る図像学 - + ( 『亀畢館大学神道研究所紀要』 13､ 1997) を参乱
115蓉江彰未 『神仏習合』(岩波新著 1996)､ 吉野裕子 『天 皇の祭り
- 大嘗祭 = 天皇即位
式の 構造』( 講釈社学術文庫2 0 0) などを参照｡
116鹿野政直 『資本主義形成期の秩序意織』(筑摩書房 1969)､ p.154
117 『黒住教教書 歌集』(村上重良 ･ 安丸良夫編
.『民衆宗教の 思想 [日本思想大系67]』
岩波書店 1971)､ p.45
118 村上重良 ｢黒住宗忠と鼎住教+ (村上 ･ 安丸編 『民衆宗教の 思想』)､ p･589
119 『鼎住教数寄 文集』(村上 ･ 安丸編『民衆宗教の 思想』)､ p･150
120村上重良 ｢中山みきと天理教+(村上 ･ 安丸編『民衆宗教Q)思想』)､ p･602
121 以下 『み か ぐらうた』 の引用は ､ 村上 ･ 安丸編 『民衆宗教の 思想』p p･160
･ 188 よりo
･22村上重良 ｢金光大神と金光教+ ･(村上 ･ 安丸編 『民衆宗教の 思想』)､ p･618
123 『金光大神覚』(村上 ･ 安丸編『民衆宗教の 思想』)､ pp･343
･4
124 『金うt;大神 理解』(村上 ･ 安丸編『民衆宗教の 思想』)､ p･37 3
128鹿野政直 『資本主義形成期の 秩序意織』､ p p･154
-5
126不寸上重良 『国家神道』(岩波新書1970)､ p･110
127村上重良 ｢黒住宗忠と黒住教+､ p.597
128明治文化研 究会締 『雑史篇 [ 明治文化全集 第25巻]』(日本評論社 1968)､ p･49 1
129遠山編 『天皇と聾族』､ p.28 ､
1 3 0安丸良夫 ｢近代転換期における宗教と国家+ (安丸良夫
･ 宮地正人編 『宗教と国家 [日
本近代思想大系 5]』岩波書店1988)､ p･493
131 ピ ー タ ー ･ L ･ バ ー ガ ー 『聖なる天蓋』､ p.59
132もちろん ､ こ こ で ルイ
･ ア ルチ エ セ ー ル が い うとこ ろの (呼びか け)(イデオ ロ ギ
ー を
動員する ことで 諸個人すべ てを.s uje七〔主体 - 臣民〕 に変える操作) を想起する こ とは有
意義 なことで あるo ア ル チ エ セ ー ル の い うと こ ろの
一(呼びかけ) とは次の ようなもの で あ
る｡ イデオ ロ ギ ー とぃ う大文字の Sujet(主体) が①諸個人に呼びか け､ ②かれ/か の じ
ょらを/+､文字の sujets (諸主体) と してイデ東口 ギ
- (主体) に従が わせ ､ ③諸主体はイ
デオ ロ ギ ー (主体) の もとに諸主体間の 再認と ､ 自己を再認 し､ ④こう してす
べ て は上首
尾だ ､ つ まり諸主体は絶対 に保証され るo 最終的には ､ 諸個人はひ とりで
｢自由+ な選択
の もとに規律された主体的プラチ ッ ク (行為実践) を行うようになるの で あると い うo 詳
しく は ､ ルイ ･ ア ル チ ュ セ → レ(柳内隆訳) ｢イデオ ロ ギ
ー と 国家のイデオ ロ 専 一 装置+ (『ア
ル チ ュ セ ー ル の (イデオ ロ ギ
ー) 論』 三 交社 1993) を参照｡
133ベ ネディ ク ト ･ ア ン ダ ー ソン 『増補 想像 の共同体』､ p p･332
-3
･34明治文化研究会編 『雑史篇』､ p･49 0
135多木浩 二 『天皇 の 肖像』(岩波新書1988)､ 第
一 章参照o
136多木浩 ニ 『天皇の 肖像』､ p･18
137 『明治天 皇紀』 第 一 ､ p .839以下｡
138佐 々 木克 『志士 と官僚 - 明治を ｢創業+ した人びと』( 講談社学術文庫
2000)､ p･22
･39阿部安成 ｢胎絵の うえの ア マ テラ ス+､ pp･48
-9
140太 田好信 によれ ば､ ｢ポ ピ ュ ラ ー ･ カ ル チ ャ
ー + とは ｢『資本が 占有利用された結果 つ
くりだされた不均衡な関係を生き る人々 の表現』,(Ga rcia Ca n clini1993) で あり ､
より簡
潔に い えば 『従属関係を生きる人々 の 表現形態』 で あるo したが っ て ､ そ
の ような 『ポ ピ
ュ ラ ー ･ カ ル チ ャ
ー』 は ､ 外部か ら押しつ けられた経済構造や (檎) 力関係に対抗する実
践の 結果生まれた表 出的形態 (expre s siv efbr m) に満ちあふれて
い る+ の だとい う (太田
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『民俗誌 的近代 へ の 介入 文化 を語 る権利は誰に あるの か - 』人文書院2001､p.60)o
なお ､ 太 田が文中で引用 して い るテ ク ス トは ､ N. Ga rcia Canclini(tram s. By L. Lo zan o),
" n･a n Bfo m ubg Mode m 1
'
tJ)
'
, Univ e rsity of Te x a sPr e s s, 1993 である o
141多木浩 ニ 『天皇の 肖像』､ p.99
142内閣官報局編 『法令全書』 第 1巻 (原書房 19 74)､ p.63､ なお 一 部句読点 を補 っ たo
143村 上重 良 ｢排仏穀釈運動 [『国家と宗教』 3]+ (『牡学セ ミナ ー 』 1983.7)､ p.105
14 4 『新聞集成明治編年史 第 一 巻 維新大変革期』(明玲編年史編茶会 1934)､ p.2 0
145村上重 良 ｢排仏教釈運動+､ p, 105
146鳥羽重宏 ｢天照大神 の 像容の 変遷 に つ い て+､ p p. 15 7･8｡ ただ し､ 禁止 され た ｢雨宝童
千+ の いく つ かは 民間信仰と して 生き残 っ たようで ある｡
147皇祖 神ア マ テ ラ ス の 恩恵を ｢慈母+ の ｢赤子+ に対す るもの と して表わ して い る例と
して ､ 那珂通世 ･ 秋 山四郎謹撰 『教育勅語節義』(1894) を挙げる こ とがで き るo ｢祖宗 の
蒼生を愛養 し賜 - る ことは ､ 慈母 の赤子 に於 けるが如くに して ､ 其の 衣食を豊か に し ､ 其
の 災害を除き ､ 唯斯民を安んずる こ とを以て天業の 要務と為 し賜 - り｡ 衣食の 起源は ､ 古
典に衆説あれ ども ､ 日本紀の 一 説に依れば ､ 保食の 神 の屍体より牛馬五穀及蚕 の 生 じたる
を､ 天熊人悉く取り持 ち往きて奉り し時に ､ 天照大神喜び賜ひ て ､ 『是物は顕見き 〔うつ く
しき〕 蒼生 の 食ひ て清く べ きも の なり』と宣ひ ､ 粟稗麦豆 を陸田種子 〔はたの もの〕 と し ､
稲を水 田種子 〔たなの も の〕 と し､ 天 の 邑君を定めて ､ 其の稲種 を天 の 狭田長 田 〔さなた
なが た〕 に植ゑ賜ひ ､ 又 口 の 裏に蚕 を含み て糸を抽き賜ひ ､ 此より養蚕の 道始まれ る よ し
見え､ 又 天 孫降臨 の 条の 一 説 には ､ 〔天 照〕 太神､ 天児屋命太玉命二神 に勤して ､ 『吾が高
天原 に御 せ る斎庭の穂 を以て吾 が児 に御る べ し』と宣ひ しこ とを見 ゆ+ (『教育勅語換発関
係資料集』 第三 ､ 国民精神文化研究所 1939､ p.7)0
14･8 こ の視座 は ､ フラ ン ス 革命 より第 一 次世界大戦まで の ｢長 い 19世紀+ にお ける全世界
的 な国民国家形成の流行が ､ ｢Natio n ( 国民 ･ 国家 ･ 民族)+ の ジ ェ ン ダ ー 化を不可欠 ･ 不
可避 の も の とすると した論集 で ある ､ Ida Blo m, Kare n Hage m aI恥 Catherin eH all
(edited) ,
" ae nde r ed Nat1
'
o n sJ Natlo n al}
'
s m s a ndGe Dde Torde r 1
'
D 地 eLollg
N7
'
D ete e)1地 Centu rJ;
' (Be rg, 0Ⅹfo rd, New Yo rk20 0 0) に示唆 を受 けたもの で ある ｡ 同様
の視座をも っ て 日本の 事例を研究 したも の に ､ 若桑み どり 『皇后 の肖像 昭憲皇太后 の
表象と女性の 国民化』 I(筑摩書房 2001) がある｡
149小木新造 ･熊倉功夫 ･上野千鶴子編『風俗 性[日本近代思想大系 23]』(岩波書店1 9 0)､
p.7以下.
150安丸良夫 『神々 の 明治維新 - 神仏分離と廃仏穀釈 』(岩波新書1979)､ p.134
151 安丸良夫 『神々 の 明治維新』､ p p.135･ 6｡ ただ､ この 噂は ､ ま っ たく根も菓もない わ け
で は な い ｡ 天変地異を起 し崇り をなす ア マ テ ラス は ､ 古代か ら中世にお い ては 当り前の よ
うに存在 して い たか らで ある (斎藤英喜 『ア マ テ ラ ス の 深み - 古代神話を読 み直す』
新曜社 19 96)0
152 『小学日本歴史 -』(文部省 1903)､ p p.1･2
153鳥羽重宏 ｢天 照大神 の像容の 変遷に つ い て+､ p.158
154三社託宣に つ い て は ､ 森瑞枝 ｢神道と庶 民教育+ (『日本 史小百科 神道』 東京堂出版
2002) を参照した｡
155森瑞枝 ｢神道 と庶民教育+､ p p.246･7
156 鳥羽重宏 ｢天照大神 の像容の 変遷 に つ い て+､ p.15 8
157上代の服装に関する服装史的説明は ､ 田中千代 『服装事典』(同文書院1969) を参照
した｡
158山本リ エ
学社 1979)､
159山本リ エ
160 山本リ エ
｢個人史の 原型と向き合う天皇制+ (加納実紀代編『女性と天皇制』 思想の 科
p p.157･8
｢個人史の原型 と向き合う天皇制+､ p.158
｢個人史の原型と向き合う天 皇制+､ p.160
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161『千葉県文化財実態調査報告者 - 絵馬 ･.奉納額･建築彫刻』(千葉県教育委員会1996)､
『足立 の 桧属』 上 ･ 下 (足立区立郷土博物館 200)､ 『い た ばしの 絵馬と扇額』(板橋区教
育委風会 1986)､ 『福 岡市の絵馬』 全三巻 (福岡市教育委員会 1998) を参照｡
162鳥羽重宏 ｢天 照大神の 像容の変遷 に つ い て+ を参照｡
168鳥羽重宏 ｢天 照大神の 像容の変遷に つ い て+､ pp.174･ 17 7 の図版を参 軌
164和歌森太郎｢天岩戸隠+ (『普及新版 日本歴史大事典』第 一 巻 ､ 河出書房新社 1985)､
p.174､ 桜井徳太郎 ･｢日本神話とシ ャ ー マ ニ ズム+ ( 『歴史民俗学の構想 [桜井徳太郎著作
集8]』 吉川 弘文館1989)､ p.143などを参照｡
165山路興造 ｢舞 い と踊り+ (大間知備三 ･)Jl端盤彦 ･ 瀬川清子 ･ 三谷栄 - ･ 大森五郎 ･ 大
鹿建彦編 『民俗 の番地』:軌崎美術社1972)､ p.329
166尾畑審 - 郎 ｢潜戸神楽+ ( 『国史大事典』 1 ､ 吉川弘文館1979)､ p p.861･2
167 松本倍弘 ｢天石屋+ ( 『国史大事娘』 1)､ p.309を参 軌
168桜井徳太郎 ｢南部イタ コ の 口承言開司+ ( 『日本シ ヤ マ ニ ズム の研究 上 [桜井徳太郎著
作集5]』 吉川弘文館 1-988)､ p p.368･ 9
169宮田登 ｢｢世直 し+ とミ ロ ク倍仰 一 日本における ｢世直し+ の 民俗的意味
族学研 究』 33･1､ 1968.6) を参照o
+ ( 『民
170｢三ぜ ん世界 - 度に開く梅の 花､ 艮の金神の世に成りたぞよo 梅で開い て 松で治め る､
神国の世に なりたぞよ｡ 日本は神道､ 神が構はな行けぬ国であ
一
るぞよ ｡ 外国は獣類 〔けも
の〕の 世 ､ 強 いも の 勝ちの ､ 悪魔ばかりの 国で あるぞよ ｡ 日本も獣の世 になりて居 るぞ よ｡
外国人に ばかされ て ､ 尻の 毛まで抜かれて居りても､ 未だ眼が覚めん暗がり の世 になりて
居るぞ よ｡ 是で は ､ 国は立ちて は行かんか ら､ 神が表に現はれて ､ 三千世界の 立替 - 立直
しを致すぞよ｡ 用意を成されよ｡ - - - 洋服を着てウロ ック様な事で は ､ 日本の 国は治まら
んぞよ｡ 国会開きは ､ 人民が何時までかかりて も開けんぞよ｡ √神が開か な､ 開けんぞよ｡
開い て 見せう｡ 東京 は元の 滞野に成るぞよ｡ 永久 〔ながう〕 は疲かんぞ よ｡ - - ･ 此御方が
御出になりたら､全然日の 出の 守護と成るか ら､世界中に神徳が光り輝く神世となるぞよ｡
大将 〔天皇〕 を綾部の 高天原 の龍門館 に､ かくさんならん事が出てく るぞよ｡ 中々 大事業
〔たい もう〕 で あれ ども､ 青か らの 生神の仕組で あるから別条は無い ぞよ｡ ･ - - 学の世は
モ ウ済みたぞよ｡ 神 に は勝てんぞ よ+ (明滑25年旧正月 ､ 出口ナオ『大本神諭 天 の 巻[東
洋文庫347]』平凡社 1 979､ p p.3･ 7)
17 1安丸 良夫 『出 口 なお』(朝日新聞社 19 8 7)､ p p. 143･1 4 5
172鶴見俊輔 『アメ ノウズメ伝』(『鶴見俊輔集 ･ 続』 5 ､ 筑摩書房 2001)､ p p･74-7 5
173藤谷俊雄 『｢お か げまい り+ と ｢ええ じや ない か+』､ p.171.
- 憲斎芳鶴画 ｢北越の農
氏 - 挟+ ( 『東京 日 日新聞』50 号､ 1874 年) も参 軌
･74松本博 ｢自由民権期における ｢世直し+ 運動 - ｢神代復古誓願+ 運動関係史料に つ
い て+ ( 『近代徳島民衆的世界の形成 附､ ｢神代復古誓願運動+ 史料集』 教育出版セ ンタ
ー 2000)､ 鶴巻孝雄 『近代化と伝統的民衆世界』(東京大学出版会1992), 加々 美吉憲 ｢近
代成立期の 復古思想 とそ の展開 - 神代復古誓願運動を手がかりとして
- + (『北陸史
学』 第46号 ､ 1997.12)
･75例えば､ 女権運動家で あっ た岸田俊子 は ｢同胞姉妹に告ぐ( 英二)+( 『自由の 盤』 第4
号､ 1884.5.2 1) にお い て ､ 優れ た女性の例と して ア マ テラ ス ･ ア メノ ウズメ
･ 神功皇后な
どを挙 げて ､男鹿女卑論に対する反論を行なっ た ｡ ｢蓋し男子に学識多く して女子 には少な
しと いふ ことは 自然の性 にて然る にはあらずこれを教ふ ると教 - ざるとの 区別にあるなり
試み に見玉 へ 我朝にて も女子 に て人に勝れたるもの は千剣破 〔ちはやぶる〕 神代の むか し
にて は申すもか しこ けれ ど天 照大神を始めと し天釦女命 〔アメ ノ ウズメ〕 あり人皇の代 に
及 びて 息長足姫皇后 〔神功皇后〕 あり衣通姫あり紫式事βあり泉式部あり清少納言あり其他
や ごとなき上膿 より いや しき騰が女に至る迄歌をよみ文をつ ゞり夫を諌め 人を諭すなん ど
男子 に立 ちまさりたる行ひ あるもの 数ふ る に遥あらず
- - ･ 和漢洋ともに婦人の智識ある も
の ゝ 出たる こと盛ん にあらずや斯くて も尚論者の誕 〔し〕 ひて婦人は精神 力の 割1るもの
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とするや い とい はれ なく 理 あらぬ 愚論 にや は べ るぞか し+ (鈴木裕子編 『岸 田俊子評論集
[湘煙選集 1]』不 二 出版 198 5､ p p.58･9)
176,牧原憲夫『客分 と国民の あい だ』､ Taka shi Fujita ni,
"
SpleDd7
'
d Mo n a]一 吻 ′/Po w er a nd
Page a nt2:Ylil Mode m Jap&)1
”(Univ e r sity of California Pr e s s1996)､ 特 に第三部
"T H E
P E O P L】∃” を参照の こ と｡
177『尋常国史』 上巻 (文部省1934)､ p.1､ 『小学国史』 上巻 (文部省1940)､ p.1､ 『初等
科国史』 上 (文部省 1943)､ p p.2-3 を参照.
178 こ う した戦中の ア マ テ ラ ス 像は ､ 戦中にお ける ｢母性+ の 顕揚と深く結びつ い て い る
と考 える べ き で あろう｡ なお 『大 日本国防婦人会十年史』 (1943) で は ､ ア マ テ ラ ス が ｢日
本女性 の 最高の 典型+と して位置づ けられ て い る ｡ ｢皇祖天照大神 は畏れ多い 極みで あるが
日本女性 の 最高 の 典型 とも申す べ きで ､ 高天原に ま しま して ､ あらゆるもの を照ら し､ あ
らゆるも の を噛んで ､ 国土 を養ひ給ひ ､ 生物を生ぜ しめ ､ こ の 地上に 於ける敷島の やまと
の 国を産み出された根本の 智慧を以て照 らされたの で ある ｡ 智慧はすべ て の 物を照 らす､
それ は智慧を光 に なぞら へ たもの で あるが ､ 事実に於て も全く心 の 働らきが 光明なの で あ
る｡ 凡て の 物を包み ､ 凡 て を選ん で抜き 出す力を有つ た智慧 ､ そ の 智慧の 働く所 に光があ
る｡ こ の 一 切を包み ､ 凡 て の 物が選び出され生み育て られ る こと は女性 の 天分とで も申す
べ き こ とで あります+ ( 『大 日本 国防婦人会十年史』､ 初出 ､ 大 日本 国防婦人会十年史編纂
所 1943､ 千野陽 一 監修 『愛国 ･ 国防婦人運動資料集』 5 [日本図書 セ ン タ ー 1996])､ p.5
179 ｢明治四年神文大外 ノ四省 ノ要件アリ+ (国立国会 図書館憲政資料室所蔵 ｢大木喬任文
書+ 所収)､ 原武史『可視化された 帝国 一 近代 日本 の 行事啓』(みすず書房 2001)､ p.367
よ り引用 ｡
180 村上重良 『国家神道』､ p. 109
181村上重良 『国家神道』､ p. 111
182羽賀祥二 『明治維新と宗教』､ p.29 6
183 『明治天皇紀』 第二 ､ p p.531･2
184例 えば､ 日本と同 じく 立憲君主国とな っ た後発の 国民国家で あるイタリア で は ､ ｢近代
イタリア の 国民国家の秩序 を確立するとき ､ 絶対王政のイデオ ロ ギ ー 的支柱で あ っ た教会
を排除し ､ それ に替わる新 しい 国民統合 の 象徴 とイデ オ ロ ギ ー を創り上げねばならなか っ
た o そ の ために ､ カ トリ ッ ク教に変わ る世俗宗教 の唯 一 神と.して ､ サ ヴオ イ ア 王家の 国王
を位置づ けたの で ある+ (藤滞房俊『大理 石の 祖国 一 近代イタリア の 国民形成』筑摩書房
1997､ p.33)c ｢世俗宗教と して の ナシ ョ ナリズ ム+ と いう考え方に 関 して は ､ ジ ョ ー ジ ･
モ ツ セ 『大衆 の 国民化』､ 第 一 華 ｢新 しい政治+､ 西川長夫 ｢日本型国民国家の形成+ (西 川
長夫/松 宮秀治編 『幕末 ･ 明治期 の 国民国家形成と文化変容』 新曜社19 95) を参照｡
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第 - 節 本草の 目的
本草で は ､ 神武天 皇というシ ン ボル が ､ 天 皇の 神格化 (apothe,
osi8) に関わ っ て い っ た
過程を論 じる ｡ なお ､ 本章で は 1890年を､ 神武天皇を介した天皇神格化の 一 応の 完成期
と見る . その 理由は ､ 第 - に ､ こ の 前年の 紀元節 榊 武天 皇即位記念 日) に憲政が発布さ
れ ､ ｢万世 一 系+の ｢神聖に して侵すべ か ら+ざる天 皇像 が払的に定められた こと､ 第二 に ､
神武紀元 2550年を記 念 して開催された博覧会に際して ､ ｢御真影+ に表された明治天皇の
顔 を持ち神武天皇の 姿を したモ ニ ュ メ ンタル な木像が設置されたことにある (竹内久
一 作
【図 2 - 1】)0
｢今上+ 明治天皇 と ｢太祖+ 神武天皇の
一 致を表わ したこの像は ､ まさに天皇の 神格化
の完成を画するもの ではない かと考える｡ なぜならば､ ｢今上+ と ｢太祖+ を
- 致させ るこ
の像の様式 が､ ｢万世 - 系+という ､ 本来ならば見えない 観念上の もの に他ならない 天皇の
神聖性の 根源その もの を視覚化 して い るか らである｡ しか も､ こ の 神武像は ､ その後 の神
武像にお ける ｢何人もそ の 改造 を許さぬ権威ある定本+ とな っ た1o 竹内の 作っ たこ の 像の
存在は ､ 決 して軽視され る べ きではない c すなわち､ 明治中期以降の神武像は､ ほとん ど
明治天皇の 顔をして 表されるようにな っ たの で ある2｡ しか も興味深い こ とに ､ 最初に こ の
様式 を作り出 した竹内の場合は ､ この 像の 面貌が明治天皇の 顔で あるこ とを言説化 しなく
て はな らなか っ たが ､ そ の 後の神武像の場合 ､ 像の面貌が明治末皇で あるとい うこ とに ､
別段 コ メ ン トが あるわけで はない D
こうした受容過程は ､ 神武天皇と明治天皇の
一 致によ っ て視覚化された ｢万世 一 系+ と
い う天皇 の神聖性が ､ 当初は意識的に創り出されたの にもかかわらず､ やがて無意識的に
刷り込まれて い く過程と考える ことができる｡ 序論に引い たリン
･ ハ ン トの言をこ こ に再
引 してお こ う｡ ｢こ とばに よらない 多くの 仕方 で統治の 正当性 をつ たえ再確認す る物語や
記号や シ ン ボル がなくて は ､ 統治は不可能なの だ+
3
o まさに ､ 明治天皇の 面貌をもつ 神武
天皇像は､ 言葉によらない 方法によ っ て天皇統治の 正 当性 (万世
一 系) をつ たえ再確認さ
せ る こ とに大い に貢献したとい うわけである｡
そ もそも ､ 近代天皇像の 形成におい て ､ 神武天 皇は不可欠な存在で ある｡ 例 えば ､ 羽賀
祥二 は ｢王位復古と ｢御
一 新+ と いう形をとっ た明治維新は ､ いうまでもなく
｢神武天皇+
を シ ン ボル と して い た｡ ｢神武創業+ へ の復古､ 天皇新政の 名のもとに ､ 天皇制度
の根本的
な改変が お こ なわれ た+ と指摘 してい る
4
o 近代天皇像は ､ まさに明治天皇を神武天 皇に擬
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えると いう手法に よ っ て創り出されて い っ た｡
明治天皇が神武天皇に擬 えられる最初の 契機は ､先にも引用 した1867年12月 9 日の｢王
政復古の沙汰書+ で ある｡
｢被決叡慮､ 王 政復古 ､ 国威挽 回ノ御基被為立候間､ 自今摂関 ･ 蒋月守等廃絶､ 即今先仮 二
総裁 ･ 議定 ･ 参与之三職被置 ､ 万機可被為行 ､ 諸事神武創業之始 二 原キ - - ･+ S
こ の沙汰普は ､ すで に触れたように明治維新と いう革命を正 当化する目的 にお い て 出さ
れたも の で ある ｡ すなわち ､ 摂関 ･ 幕府などの 旧 い体制 を否 定して ､ 新しい 体制を正 当化
するため に ､ 新 しい体制が｢神武創業+とい う理想の政治体制に擬えられて い る の で あ る｡
そ して ､ 新 しい為政者で ある明治天皇は ､ こ の神武天 皇に重ね合わせ られ る こ とによ っ
て神格化され ､そ の 統給権を正 当化されたの である ｡ 明治天 皇はこ こに ､ (神武天草の 再来)
ある い は (第二 の神武天皇) と位置付 けられたと見て い い だろう｡
ただ ､ こ の 時点 における神武天皇のイ メ ー ジは あまりにも把漠と したもの で ､ ｢神武+と
い う名以上のイ メ ー ジは 見出せな い ｡ こ の荘摸さは ､ 新天皇のイ メ ー ジの 荘摸さと比例 し
て い る. 明治天皇 のイメ ー ジ が こ こ を始点に創 り出され て い っ たように ､ 神武 天皇の イメ
ー ジ もまた こ こ を始 点に創り出されて いく こ とに なる｡ 政府の 公 式文化に おい て は ､ 明治
天皇 の イメ ー ジ形成と神武天 皇のイ メ ー ジ形成とが 一 体となっ て 形成され て い く こ とに な
る ｡
では ､ 以下､ 明治天皇 と神武天皇とが 一 体にな っ た理想の 天皇像(神格化された天 皇像)
が具体的な視覚表象 の か たちをと っ て創り出され るまで の 過程 を順 次論 じて いく こ とに し
よう ｡
第二 節 尊王壊夷思想と神武天皇
･2 - 1 神武天皇陵の 普請
神武天 皇を利用 して 天 皇を神格化する政治手法は ､ 幕末にお ける尊王壊夷派の 間 で行
なわれ るように な っ た｡
186 2年間 8 月 ､ 宇都宮滞の 戸 田忠至 が幕府 に天皇 陵 ｢修陵の建 白+ を提出 して い る｡
同月 14 日帯府がそれ を受諾 した ことで文久の 修陵事業が開始された｡ こ の 事業は ､ ｢修陵
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の 建白+ 中に ｢契丑 〔1853 ペ リ ー 浦賀来航〕 ･･甲寮 〔1854ペ リ ー 再来航〕 以来､ 英人渡来
峡慮仕り候より ､ 御国内不穏､ 未曾有の 変革等種々 出来+ という文言が見出される ことか
らわか るように ､ 開国以降の 対外的危機意織から発せ られた｡ ｢建白+ で はさらにそ の危機
を乗り切 るためには ｢士 気振起+ を第 - とし日本を ｢強国+ 足らしめ るこ とが必要で ある
とし ､ そ の ために天皇陵の 整備が必要で あると鋭 いて い る6｡
天皇陵の 調査 ･ 修復事業はそれ以前にも､ 神武紀革2500年 (1840) を記念した徳川斉
昭による ｢建白+ などさまざま計画されてきたが､ 文久の 修陵における最大の特徴は ､ そ
の範囲が天皇陵全般に及んで い る ことにあっ た7｡ そ して ､ この 大規模に行なわれた修陵に
おい て 最重要視されたもの こそが､ 神武天皇陵の普請だ っ たの で ある8｡ 外地昇が指摘する
ように ､ 神武天皇陵普請には文久の修陵全体に対 して幕府から支給された入用金 73814両
の うち､18.6%に当る13759両が用い られて い る. また普請に取りかかる順序からして も ､
神武天皇陵の普請 は1863年5月 に着手 し､ 同年12月 にほ落成してお り､ 全天皇陵の なか
で最も早く落成 した9｡
文久の 修陵事業が神武天皇陵を重視した理由に つ い て ､ 武 田秀章は国学の立場か ら興味
1
深 い 推論を立て て い る . すなわち､ 武田によれば､ こ こで目論まれて い たの 臥 孝明天皇
自身によ る壊夷の 実行､ つ まり ｢英数+ に対す る天皇親征で あり ､ 神武天皇の ｢東征+ 神
話に なぞ らえて ､ 祭紀王で ある孝明天皇の 武人窒化が構想 されてい たという
10
o
こ の時期にお い て ､神武天皇は壌夷貫徹の た めの シ ン 如 レとして意識されて い たよう.
だo
また､ 神武 天皇陵は ､ 当初か ら ｢拝所+ が設 けられるなど国家的祭紀の場 を意図 して創出
され たも の で あ っ た｡ その 着工 に際しては ､ 孝明天皇が勅使を送り ｢修補奉告祭+ と
｢壊
夷祈願祭+ が相次 い で行なわれて い るo 神武天皇陵における神武天皇祭の 実施は､ 神武天
皇とい う回路を通 して孝明天皇を ､ 祭絶大権と軍事大権を手 に した全能
の 最高権力者たら
しめん とする象徴的行為で あ っ た｡ さらには ､ 興味深い こ と に､ 神武天皇祭
の創出と平行
して ､ 近世 を通 じて最大の 国家祭典であ っ た 日光東照宮例幣祭典の格下げが行 なわれ
て い
る｡ またほ ぼ同時 に神武天皇祭の格は伊勢神宮祭典と同格とされて
い る11o 前章にも述 べ
たように ､ この 操作は ､ 神格の 上でも天皇家の祖霊 (神武/ア
マ テ ラ ス) が徳川専軍家の
祖霊 (東照宮) を凌無し最高位にあることを象徴的に示そうとしたも
の であろうo
2 - 2 孝明天皇 と神武天皇
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加 えて ､ 三条実美を中心とする朝廷内専横派､ 桂小五郎など長州滞尊撰派､ 舞木和泉な
ど草葬浪士 尊壌派 のイデオ ロ ー グたちは ､ 自らの 行動を正当化 し拡張するために ､ かれ ら
の担 ぐこ とになる孝明天 皇に至 高の 権威性 を与えるような レ トリ ッ ク をそれぞれ生み出 し
て い た12｡
例 えば ､ 三条実美周辺 に流布 した偽勅 ｢簾内観詔+ (1862.3) に は ､ 次の ように ある｡
｢爾後天下心 ヲ合七 カ ヲ - ニ シ十年内ヲ限り武備充実セ シメ 断然 トシテ夷勝 二 諭ス ニ 利害
ヲ以テ シ ー 切 二 之ヲ謝絶シ若不聴速 二 贋懲之師ヲ挙梅内ノ全力 ヲ以テ 入テ ハ 守り出テ ハ 制
セ ハ 豊神州ノ 元気ヲ恢復セ ン ニ 難キ コ ト有ン ヤ若不然 シテ惟 二 因循姑息旧套 二 従テ不改梅
内疲弊ノ極弊 ニ ハjt虜ノ 術中 二 陥り坐 シナ ガラ膝ヲ犬羊 二 屈 シ股望不達印度ノ覆轍ヲ踏 ハ
朕実 二 何以力先皇在天ノ神霊 二 謝セ ンヤ若幕府十年内ヲ限リテ朕力命 二 従ヒ腐懲ノ師ヲ作
サ ス ン ハ 朕英 二 断然トシ テ神武天皇神功皇后ノ遮縦 二 則 トリ公卿百官卜天下ノ 牧伯ヲ師ヰ
テ 親征セ ン トス 卿等其斯意ヲ体シテ 以テ 朕二 報セ ン コ トヲ計 レ+ 13
すなわち ､ ｢曳虜ノ術中 二 陥り坐 シ ナガラ膝ヲ犬羊二 屈 シ股壁不達印度ノ 覆轍 ヲ鰭+む こ
との ない ように ､ そ して ､ ｢神州の 元気+ を回復させ るため に ､ 孝 明天皇自らが ､ 神武天 皇 ･
神功皇后 の先例 に従 っ て ､群臣を率 い て榛東親征を断行する構想が表されて い るの で ある｡
武 田秀章が紹介 して い る ､ 藤原梓とい う草葬が 三条実美に対 して行な っ た建 白には ､ 壊
夷親征に関するさらに興味深 い提言を見出すこ とができ る14｡
-｢護テ 惟ル ニ 天祖天 下ヲ以テ 天孫 ニ 授ケ給ヒ シ ニ 宝剣与リテ 三番ノ
ー ニ 有リ故 ニ 天
祖始テ束征 シ窮自ヲ堅 ヲ蒙リ鋭ヲ執リ荊林ヲ踏ミ風 雪ヲ冒 シ数歳 ニ シ テ葦原 ヲ平定シ 給 ヒ
シ ハ 天祖ノ 遺訓ヲ奉シ 給フ 所以ナリ自是ノ後 景行襲ヲ殊 シ給ヒ 仲哀韓ヲ征 シ 玉 ヒ シ
ノ類ノ如キ中興ノ 主皆必 ス 親ク自ヲ苦ヲ嘗メ難 ヲ冒シ テ 天業ヲ経輪シ給 ヒ シ ハ 亦
- ニ 天
祖ノ遺訓ヲ奉 シ玉 フ 所以ナ リ此ノ 時 ニ 当テ 声子自ラ武将 トナリ給 ヒ公卿武将 臣タリ兵馬
ノ 政之 ヲ 下 ニ 委ネス シ テ 大権上 ニ 在リ 能ク 王室 ヲ尊ク シ 四夷ヲ賓シ テ 万 国ノ 綱紀タ
ー
リ+
藤原 がい うに は ､ 天祖ア マ テラ ス が天孫ニ ニ ギノ ミ コ トに授 けた三種 の神器 に は ｢宝剣+
が ある o ゆえに ､ 天祖神武天皇が ｢東征+ して数年か けて全国を平定した こ と右耳ア マ テ ラ
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ス の ｢遺訓+ に か な っ たことで あり ､ 景行天 皇 (ヤ マ トタケル の父) が熊襲を ｢殊+ し､
仲哀 (神功皇后 の 未) が ｢韓+ を ｢征+ したことも同様で あるとする ｡ また､ ｢中興+ を行
なう天皇は皆必ず､ 自ら苦を嘗めて難を冒 して ｢天業+ を全うする. そ の 時には天子自ら
武将となり ､ 兵馬 の 政を下に委ねず自ら持 つ と した. しか し､ 彼によれば､ 倒武天皇 に代
表される古代の 天皇に示 された規範が ､ 中世以降､ 武門に軍事統帥権や政治権を委任 して
しま っ たため失われ て しま い ､ これに伴 っ て 鳩 分+ が乱れ､ 社会的混乱が起こ っ た とい
う｡
｢中葉以選礼楽衰 - 武威弛ミ政武門ニ 帰シテ姦分遂 ニ 乱 レ 以テ今日ノ勢 ニ 馴致シ寮歌 ノ禍
ヲ引ク名分ノ 混乱生民ノ塗炭極 レリ夫乱臣賊子命ニ 方ヒ民ヲ虚ス ル者固ヨ リ或ハ 無 ニ アラ
ス 唯爽秋凌辱 ヲ受ル 今日ノ如キ ハ 部判以来イ マ タ曽テ 之有ラ ス 因テ不改ハ 数千載礼楽ノ邦
相率テ 禽獣ノ 域トナラム トス / - - ヰ 世以降 天子深宮ニ 垂挨シ 玉ヒ 公卿唯文弱ヲ務テ 兵
馬ノ政ヲ挙テ 之ヲ将士 ニ 委ネ命テ武門武士 ト日テ 朝廷事ヲ与リ知リ給ハ ス 大権従テ移
リ形勢 一 変セリ+
武家政権によ る天皇権の 纂奪が ､ 社会的混乱を引き起 こ したとする薗理は ､ 前章 に見た
大塩 の論理 に通 じるもの がある ｡ しか し､ 藤原 の場合､ ｢夷独ノ禍+ とい う現実的圧力を前
に して い るため ､
-そ の解決は漠然と した王 政復古 へ の 期待に留まらず､ ｢禍+を払う軍事的
主権権力 の 行使要求 に結びつ く ｡
｢ - ･ - 天子自ラ非常ノ耕難ヲ上 二 嘗メ給ヒ群卿万死ノ が 下 二 尽 シ給フ
ニ 非ル自リ ハ 未俄
ヵ ニ 謀り易カラ ス / 其後又数百戟ニ シ テ今日アリ 聖天子深ク 天祖宝剣ノ遺訓
ヲ体シ迩
ヲ 先皇 二 追ヒ親ク身弓ツカ ラ憂二 当テ武将ノ任 二 甘シ大
二 中興ノ業ヲ図り給- リ - - - 公卿
固 ヨ リ文ナカル - カラス 亦
一 日 モ 武ナカ ル - カラ ス 公卿ノ文武ヲ兼ル ハ 上古盛ナリ シ所以
ナリ其武 ヲ忘ル ハ 中古以来衰 - シ所以ナリ其極終
二 武門亦武ヲ忘テ英独ノ禍 ヲ引 二 至 ル何
ソ衰 - タ ル ノ甚キヤ+
藤原は ､ 神武天皇 の ｢東征+ に則っ て ､ 天皇が自ら･
｢武将+ の 任に甘ん じる ことに よっ
ての み､ ｢非常の 難難+ に立ち向かう ことができると考えたo 藤原に
と っ て ､ ｢武を忘れた+
武士 はもはや頼り にならず､ 天皇 に依る しかない の で あるo こうした思考
に至 っ たとき､
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想起され たの が 武威の シ ンボ ル と して の神武天皇で あ っ た｡
なお ､ 尊壊派 の 抱い た神武天皇重視の 思想と天皇親征の構想 は天皇 の意向を無視 したも
の で は なか っ た｡ そ の 思想 ･ 構想を受け取る素地は天皇側 にもあ っ た｡ 藤田覚が 指摘 して
い るように ､ 孝 明天皇 の 祖父 に当 る光格天皇は ｢神武天皇以来と いう意織 ､ 日本国の 君主
で あると い う意識を強く持 っ た天皇で あっ た+ 15｡ 藤田は ､ ｢〔光格天皇 は〕 天 皇の 血筋が
薄く ､ 周囲 から軽く見られ る こ とに対 して ､ 朝廷内で の 自己 の権威の 確率と強化の ため と
い う理 由の ほ か ､ 傍流で あるがゆえになおさらとい うべ き か ､ 理想的 な天皇像を追い ､ そ
れ を現実に演 じようと したの で はなか っ たか+ と して ､ 光格天皇 の 正統性 へ の こだわりを
彼 が傍 系の 開院宮家の 出身で あっ たためと推測 して い る16｡ 光格天皇の 振 るま い は ､ 孫の
孝明天皇に も確 実に受け継がれて い る17｡ 高木博志は ､ 無勅許 で 日米修好通商条約を結ん
だと して孝明天皇が幕府を批難 した文書の 中に ､ ｢神武帝 ヨ リ皇統連綿+と い う自己 の 正 統
意織 を強く意識す る天皇像を見出 して い る18｡
も っ とも ､ 孝明天皇 の 資質と して は ､ 武人王 とい うよりも ､ 祭死王 と して の性格が浪厚
で あ っ た こ とは否 めない o 例 えば､ ｢
一 筋に い の る心 は み つ かき の 神も久 しく 国守
りませ+ (1858.6.21) 19と い う彼の 歌か らは､ 神 に祈る こ とに よ っ て 国家鎮護を行 なう自
画像 を見 出す ことができ る ｡ とはい え､ 尊壊派が彼 に 強 い影響力 を及 ぼ して い た文久期
(1861 - 63) に は､ 武 をも っ て ｢夷秋+ をなぎ払 うと い う意志が彼の 歌の 中か らも垣間見
られる ようにな る｡ 文久期 の 歌を いくつ か挙げてお こ う｡
｢思ひ祈る 心 の ほとに 抜太刀 の さやく もりなき は 神 の め ぐみや+
(1863. .27賀茂社法楽)
｢草薙の そ の 御剣の 例 しにも たちまち払ふ 異国の 船+ (同上) 20
｢夏川に 鷺か はせみ の 遊ふ魚 を とるすみや か に うたん異人+
(1863.5 A鴨社法楽)
▲
21
｢唐国を 平く例に 間はやな 神かき近き はな立 はなに+
(1863.5.10 石清水社法楽) 22
｢神 か けて かくも祈らは 異船を は ら - 尽すは む へ もすみや か+
(1863.5.28賀茂社法楽) 23
俄然､ 壊夷の 意にもえる孝 明天皇を擁立 した壊夷親征計画は ､ 実現寸前の と こ ろまで進
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んだo 1863年 3 月 には ､ 近世を通 じて御所か らの - 切の行幸を禁じられて い た天皇が24､
石清水八幡宮 - の 行幸を実現させたの で ある ｡ こ の ことは､ 天皇親征が物理的に可能とな
っ たこ とを意味 して いた ｡ 次いで ､ 8月 13 日には ､ 専横派の 強碑な要請 に押しきられた形
で ､ 朝廷はつ い に大和行幸と神武天皇陵 ･ 伊勢神官親拝を沙汰 し､ 16 日に は行幸 ･ 内侍所
供奉の 廷臣を決定 した甲. 『孝明天皇紀』 は次の ように記 して い るo ｢為今度榛東祈願大和
国行幸神武帝山陵春日社等御拝暫御逗留御親征軍議被為在其上神宮行事事+ 26｡ こ の 時点
で ､ 神武東征の 故事になぞらえた孝明天皇に よる壊夷親征は実現寸前であ っ た｡ しか し､
そ の 計画 は 8月 18日の 政変で ､ 薩摩藩 ･ 会津藩によ っ て尊壊派が
- 掃され､ 一 気 に頓挫
する ことに なる｡
孝明天島 と専横派との 提携はなぜうまく い か なか っ たので あろうか ｡ その 最大の 理由と
して ､ 文久期の 尊撰派 の運動が､ 天皇による統制を超 えた影響力を持ち天皇自身を逆に規
制 し始めた ことが挙げられてい る27｡ また､ 彼 らの運動が天皇にとっ て秩序壊乱的な性格
をも つ もの と認識されて い たことを挙げる こともできようo すでに 1862 年 4月 10 日 ころ
に作成されたと思われ る勅書の なかで ､ 孝明天皇は ､ 尊壊派志士 の 行動を ｢暴虎凋河 シ天
下ヲ シテ 瓦解土崩 ニ 至ラ シ メ+ るもの と して警戒 してい る28o 孝明声量は ｢革命+ による
社会的混乱 は ､ すなわち ｢外夷ノ術中ニ 陥ラ ン事+と思 っ ており ､ 国家が乱れて い る隙に､
｢神国+ が ｢外夷+ に侵犯されるこ とを何よりも恐れて い たの であるo 孝明天 皇は保守的
な政治意識を持 ち､ 働胎体制の安定を第
一 に考えてい たo ゆえに開国にも倒幕にも反対の
姿勢を取り つ づ けた｡
かく して ､ 神武天皇 に擬えられた孝明天皇神格化の動きは ､ 他ならぬ天皇自身が壁 とな
っ て頓挫 した｡ しか し､ そ の 手法や理論の エ ッ セ ン ス は ､ 確実に王政復古の ク
ー デタ ー 以
降に受け継がれて いく ｡ 新た に彼らが新たに擁立 した天皇は ､ 彼らの意 のままにならな
い
孝明天皇 の ような大人の 天皇で はなく ､ ｢姫君か と見まごうばかり+と廷臣たちに評され る
きや しや な15歳 にな J'たばか りの 幼い天皇だっ た29o
第三節 明治維新直後における天皇の神格化
3 - 1 幼坤の 天子
幼い 天皇の 擁立は ､ 王政復古ク
ー デタ ー にと っ ての 要であると同時に ､ ア キ レ ス 腔で
もあ っ た｡ なぜ ならば､ 幕脚 こ対する正 当な抵抗勢力を打ち立て るた めに は ､ 天皇
の擁立
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は必要不可欠で あるが､ そ の 天皇が少年で ある こ とが ､ 天皇権威そ の もの の横領で あ ると
い うそ しりを招きか ねない か らで ある｡
事実 ､ 王政復古の沙汰書が発せ られ た 1867年 12月 9 日夜か ら翌朝にか けて 行なわれ た
.
/J､御所会議で は ､ 土佐藩前藩主の 山内豊信が ､ ク ー デタ ー の 首謀者で ある岩食具視らに対
して ､ こ の ク ー デタ ー は ｢#]I中ノ 天子 ヲ擁シ テ権柄 ヲ縮取 〔盗む〕+ するもの で あると非難
の 声 を挙 げた｡ 『岩倉公 実記』 中巻に は､ 岩食が 山内に 対 して ､ 天皇は ｢不世出ノ 英材+ で
あり ､ 王政復古 の 大業は ｢悉ク 寅断 二 出ヅ+ ると叱り とば したとある30｡ 結果 ､ 山内ら反
対派 は押さえられて しま っ た とい うの だが､ 誰 の 目に もこ の ク ー デタ ー が少年天皇の 意志
に よらない ことは明らか であり ､ 天皇にカリ ス マ 性 が ま っ たく備わ っ て い ない ことも明ら
か で あ っ たo 国内の 政治勢力 を天皇 の 下に帰 一 させ ､ か つ 一 般 の 人び とを天皇の支配 下に
おく ために は ､ 早急 に こ の 少年天皇 のLカリ
ス マ 性を高め神格化する必要性が あ っ た｡ 祭政
一 致 の制度を新 しく採用する こ とを宣言 した1868年3月 13日 の布 告が王 政復古の 沙汰審
に倣 っ て ｢神武創業+ に言及 し､ 人民告諭の 類が ア マ テ ラ ス の子孫で ある 天皇像を強調 し
なく て は ならなか っ た所以で ある｡
1868年 3月 14 日､ 新政府の 政治方針 を定めた五 箇条の 誓文が発布され た｡ 『明治天皇
紀』 によれば､ こ の 誓文は天皇が諸侯を会同させ て ､ そ の 前で ｢誓約+ すると い うかたち
を取 るはずで あっ た ｡ しか し､ これ に対 して ｢神武 の 古に復 し､ 天子 万機を親裁 したまう
の精神に反す+ とい う公卿た ちの 反発が起 こ る などして議論は紛糾 を見せ た｡ こ の 事態を
収拾 したの は ､ 木戸孝允によ る建 白で ある ｡ こ の建 白にお い て ､ 木戸は ｢維新+.とな っ て
まだ 日が浅く ､ 天皇 の ｢御主意+が普く広が る状況に は ない と いう現状認識を示 して い るo
こう した現状を打開する策と して木戸が提案 した策は､ 天皇が ｢親く公卿諸侯及び百官を
率ヒ+ て ､ 神 明に誓い ､ 国是が確定 したことを速や か に ｢天 下之衆庶+ に示すと い う儀礼
を遂行することで あ っ た81. 神明を媒介に して ､ 天皇軍配 の 正 当性を作りだそうと画策 し
たわ けで ある｡
実際の 式次第は ､ 太政大 臣 ･ 三 条実美が天神地神に 向 い ､ ｢天神地神 の 大前に今年 三月 十
四 日 を生日の 足 日と撰定 て禰宜申さく+ と始ま る祭文 を奏した後､ 天皇が神前に進 ん で参
拝し自ら弊騎の 玉串を供えるo その 後 ､ 三 条が天皇の 代わりに ｢ 一 広ク会議ヲ興 シ 万機公
論 二 決 ス ベ シ/ - 上下心 ヲ - ニ シテ盛 二 経縮ヲ行 フ べ シ/ - 官武 一 途庶 民 二 至 ル迄各其志
ヲ遂ケ人心 ヲ シテ倦ザラ シ メ ン事ヲ要 ス / - 旧来ノ 陣習ヲ破り天地ノ公道 二 基 ク ベ シ / -
智識チ牡界二 求メ大 二 皇基ヲ振起ス べ シ+ という五 条か らな る誓文を読み上げた｡ 誓文の
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末文は ､ ｢朕舶 ヲ以テ衆 二 先シ天地神明二 誓ヒ大 二 斯国是ヲ定メ 万民保全ノ道 ヲ立ン トス
衆亦此旨趣 二 基キ協心努力セ ヨ+ とある｡ この 末尾の 文か ら知れ るように ､ この 時点にお
ける天皇 はまだ至高の 存在と して確固たる地位を得てい ない ｡ こ こで の 至 高の存在は神明
に他ならない ｡ それ でも､ 天皇は ｢衆+ に先ん じて ､ 神明とい う至高の 存在に対 し国是を
誓うことで 国家第 一 の 地位を獲得する｡
こ の後 ､ 儀礼は ､ 三条実美以下位官の順 に 一 人ずつ ､ 神 を拝み ､ 玉座 (天皇) を拝み ､
｢国是 ヲ定メ 万民保 全ノ道ヲ立 ン トス+ とい う天 皇の ｢聖旨+ を奉赦する誓約書 に署名を
行うとい う流れ にな る｡誓約書には ､ ｢勅意宏遠以テ感銘二 不堪今日ノ急務永世之基礎 此他
二 出可ラス 臣等謹テ 叡旨ヲ奉戴シ 死 ヲ誓覗勉従事襲ク ハ 以テ 寅襟ヲ安シ奉ラン+ とい
う文言が見 られ る ｡ 三 条以下の拝礼と署名は ､ 公卿 ･ 百官 ･ 諸侯 の天皇に対する服属儀礼
を意味して い ると見 て い い だろうB2｡ 当日 の署名者 (服属誓約者) は合わせて 767.人 に及
んだ83o しか し､ こ の儀礼を通 じて天皇は終始無言のままであ っ た o 鈴木淳が指摘するよ
うに ､ こ の ことは ､ 当時の 天皇の受動的な立場を良く示 して もい る340
なお ､ こ の 誓文と 同時に ｢展翰+ (天皇の 言葉) が出されて い る85o 廉翰は ｢朕幼弱を以
て狩 〔にわか〕 に大統を紹ぎ爾来何を以て万国に対立し列祖に事へ 奉らんやと朝夕瀞牒に
堪ざる也+ と書き始 められてお り､ 天皇が ｢幼弱+ であるこ とを隠 して い ない ｡ 同年閏 4
月 22 日の ｢万機親裁の 布告+ で も ｢主上御幼年 二 被為在+ とある ことか らすれ ば36､ 飛鳥
井雅道が指摘す るよう に ､ ｢幼弱+ ｢幼年+ の イメ ー ジは強調されてさえい る37｡ 明治新政
府に よる天皇神格化の プロ ジ ェ クトは､ 天皇の ｢幼弱+ ｢幼年+ に向き合う ことから始めら
れなくて はならなか っ た｡
さて ､ 展翰の続く部分では ､ 天皇 ･ 朝廷 の権威の衰退が強調された｡ 寅翰によれば､ 中
世以降､ 武家が権勢を振るうようになり､ 表向き朝廷を敬 い ､ 実質は敬 して これを遠 ざけ
るかたちに な っ て しまい ､ ｢億兆の 君+ と して の地位も名の みに成果てて しま っ たとい うo
こう した現状認識は ､ 幕政を批判 した大塩平八郎の敏文や前節にみた尊壊派の 言説に も見
出すことができた｡ しか し､ 産翰におい て特徴的なことは ､ 天皇権威の衰退を武家政権の
せい に還元 して い な い ところにある｡
｢今般朝政 一 新の 時 に腐り天下億兆
- 人も其処を得ざる時は皆朕が罪なれ ば今日の 事/朕
自身骨を労 し心志お箸め難難の先に立古/列祖の尽 させ給ひ し陥を履み 治療を勤めて こそ
始て天職を奉 じて億兆の 君たる所に背かざる べ し+
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こ こ に強調され て い るもの は､ 天皇 の 政治責任で あるo 億兆の うちの 一 人で さえ豊か に
ならな い の な らば ､ それはす べ て ｢朕 が罪+ なの で ある｡ 安丸良夫に よれば ､ この 寮任の
強調 は ､ 岩倉具視 の発案にな る｡ 岩舟は 日本 にお けるす べ て の 政治 的問題を天 皇の ｢御自
罪+ とす る こ とで ､ 天皇だけがす べ て に 責任を持ちう る超越的権威で ある こ とを広く知ら
しめ ようと構想 したの だとい う38｡
そ して ､ 天皇自身が難難に立ち向かう ことが 宣言 されたo こ こで は ､ 儀礼に おける天皇
の受動性とは対称的に､ 天皇 の 能動性が強調 された｡ この 能動的 な天皇像は ､ ｢列祖+ を範
と したもの とされ て い_る｡ 轟翰によれば ､ 列祖は
｢万機を親ら し+､ 逆 らうも の に は ｢自ら
将と して これ を征 し+ たとあり ､ 政治大権 ･ 軍事大権をも つ 存在と して描かれ て い る ｡ ま
た ､ そ の故治体制は ｢君 臣相親 しみて上下相愛 し ､ 徳沢天下に拾く ､ 国威海外 に輝き しな
り+ と い うように ､ 理想化 して描かれた｡ ｢列祖+ を範と して それを継ぐとい うこ とは ､ ま
さに この 理想の 政治体制を現実化する土とな の で ある｡
ぬす
｢朕徒らに九 重中に安居 し 一 日 の安きを倫 み百年の 憂を忘る ゝ とき は遂に各国 の 凌侮を受
け上は/列聖を辱 しめ奉り下 は億兆を苦しめん 事を恐 る故に朕こ ゝ に百官諸侯と広く相誓
ひ/列祖の 御偉業を継述 し 一 身之難難辛苦を問ず親ら四方を経営し汝億兆を安撫 し遂には
万 里 の波涛を拓閲 し国威を四方に宣布 し天下 を富岳 の 安き に置ん こ とを欲す+
以上に挙げた ｢億兆を安拙+ し ｢国威 を四方に宣布+ する とい う簾翰 の 宣言 によ っ て ､
＼
ただちに天皇 の ｢幼弱+ が解消されたわけで は ない . しか し ､ ｢列祖+ と の 同 一 化と い うレ
トリ ッ ク は ､ 言説 の 上に限定されたもの とは い え､ こ の ｢幼弱+ の 天皇 に各国の 侵略とい
う危機から神州を守る超越的能力を与 える｡ ここ に表 されたの は ､ まさにカ ー ル ･ シ ュ ミ
ッ トが 『政治神学』で 示 した主権者と して の 君主像､ つ まり､ ｢例外状況 にか ん して決定を
く だす者+ で ある39. こ う して , 天皇 の神格化 - の 第 一 歩は踏み出されたo
3 - 2 神武天 皇 - の 変身
1868年8月 27日､ 明治天皇の 即位式が行なわれ た｡ 『明治天皇紀』 によれ ば､ 1867
年 9月 に朝議が行なわれ ､ 同年11月 に即位式を行なう予定で あ っ たが､ ｢国事多端､ 加ふ
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るに諸般の 準僻地びに鋪設の 要あるが故に+ 延期となり､ 翌年に開催され ることにな っ た
とい う40o 1868年 4月 には 江戸城が開城され ､ 旧幕府勢力との 抗争は ､ 終息に向 っ て い た
もの の ､ 奥羽で は 5 月 に列滞の 同盟が成立 し､ 戊辰戦争が本格化 しつ つ あ っ た｡ ｢国事多
棉+ の 状況は ､ 1 868年 8 月 の 時点でも解消されて い ない ｡ にもかかわらず､ 儀式は弛行
され る ことに な っ たo 即位式の新式取調を任ぜ られた福羽美静は ､ ｢関東 二 於テ ハ 武家#)I摂
ヲ尽 ス ニ ヨ リ事平ギタ ル 姿アリナガラ ､ 奥羽 二 於テ ハ 未ダ残余ノ戦争 ､ 其場合ノ 時節ニ シ
テ ､ 関東ノ 平定ヲ専ラ急ガセ ラ レ､ 夫 二 付キ至急関東行幸ノ御儀 トナリ ､ 其御発聾前 二 御
即位ノ大儀ヲ済マ セ ラル ベ シ トノ御儀ニ ッキ+､ こ の 時期の 即位式挙行となっ たとす る4 1｡
つ まり､ 即位式は ､ 関東行幸 (俗に いう束宰) による関東平定に向けて の 準備 作業と捉
えられ て い た｡ なお ､ 武 田秀牽によれば､ 東章を建言 した大木民平(喬任) の念頭には ｢神
武東征+ があっ たという42o まさに ､ 束宰とは､ 明治天皇が神武天皇となっ て ､ ｢自ら将と
して+ 従 わない 者を ｢征+ する行為なの で ある｡ したが っ て ､ 来車を準備 した即位式儀礼
は､ 神武天皇を始めとする ｢列祖+ に連なる理想の 天皇 - の変身儀礼と いう様相を呈す る
ことになる ｡
明治天皇 の 即位式 には ､ 前例の ない さまざまな新式が採用されることにな っ た｡ 新式の
制定で は ､ ｢王政復古+ ｢百事御 - 新+ の ス ロ ー ガン に合わせ ､ ｢古式+ を新たに発明する形
式が取 られ た｡ 『明治天皇紀』によれば+新式導入に は岩倉具視の 意向が存在 した｡ 岩創ま
即位式 に先立 つ.5月 27 日､ 神祇官副判事の 亀井滋監に対して ､ ｢古来の 典儀は多く唐制を
模倣 せ るもの+ で あるか ら､ 今 ｢庶政亦 一 新+ の機会に ､ これを改革 して ｢皇国神南継承
の規範を樹つ べ き+ で ある｡ よ っ て ､ ｢古典+ を調 べ て新しく ｢登壇の 式儀 を案定+ す る よ
うに と命 じて い る43｡ 当時の 史料に は､ ｢唐制+ の否定が新式制定の要と解されて い たこ と
がみえる44｡ 8月 12日に新式取調の役職に つ い た福羽美静が 20日に書い た文書 (署名は
福羽 五位) に は ｢唐服御廃止+ の ことに つ い ての 記述が確認できる｡ また､ 同月 22日の
｢伺書+ (署名は新式取調 ･ 御用掛の連署) にも ｢中古ヨ リ/ 御即位唐礼二 被為倣候事ハ ､
唐土ア ル 事而巳 ヲ知り時之立法 ニ テ ､ 道理 二 於テ モ 不相叶次第､ 事右之事 ハ 此度被止 候+
とい う記述が あり ､ ｢唐礼+ に対する ｢新式+ とい う図式が新式取詞の 中で 共有されて い た
ことがわか る｡ ｢唐制+ の否定は ､ 彼の脱亜諭す ら予 見させる が ､ こ の 時点にお い て は ､ 即
位式と いう儀礼を ｢神武創業+ に基づく ｢日本式+ の もの に純化する意図が 第
一 だろうo
儀礼を通 して ､ ナ シ ョ ナリテ ィ を明らか にする ことが意図された の で あるo 即位式 に採用
された新式 に つ い て は枚挙に暇ない が､特徴的なもの をいく つ か 挙げて みる ことに しようo
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｢神武創業+ - の 復古とい う観点か ら ､ 第 一 に挙げられ る べ きもの は ､ 即位式宣命 ､ つ
まり 即位の 誓文 である ｡ ｢- - - 方今天 下の 大政古に復 し賜りて ､橿原 の 宮に御宇 し天皇御創
業の 古に基き大御代を弥益益 に 書き御代と圃成賜はむ其大御位に 即せ賜ひ て ､ 進 も不知に
退 も不知 に恐み坐さく と宣ふ 大命を ､ 衆間食と宣ふ - - ･
･+ (原文は万葉仮名混 じり 文) 45o
こ の 文言の 中に は ､Ir橿原 の 宮に御宇 し天皇+つ まり神武天皇が し っ か りと折り込まれて い
る｡ 従来の即位式宣命で は ｢近江 の 大津の 宮に御宇 し天皇+ つ まり天 智天皇が引証 され る
ことが廟例で あり､ 実際､ 光格天 皇 ･ 仁孝天皇 ･ 孝明天皇 の 宣命文 でも ､ 明治天島の それ
でも そ の ように な っ て い る46o しか し､ 天智に加 えて神武 を引用 した の は こ の 時 の ｢新式+
に他ならない47o 加 えて ､ こ の 宣命に
1
ぉける ｢橿原の 宮に御宇 し天皇御創業の 古に基き+
の 語 は､ 即位する新帝を新 しい神武天皇に変身させ る呪女の ような響きをも っ て い る ｡ こ
の 宣命が ある ことで ､ 即位式は神武天皇 - の 変身儀礼の 様相を呈する の で ある ｡
こ れ に付随して第二 に挙 げられ る べ きもの は こ の 宣命が ｢大声+ で宣誓されたと い う こ
とで あ る｡ 『明治天皇紀』 臥 当 日､ 宣命使の冷泉為理が即位宣命を ｢高声 に宣制+ したと
して い る48｡ 新式取調掛の ｢何書+ には ､ ｢旧来宣命之読方 モ 小音 二 有之欺 二 候得共､ 此度
ハ 大声 二 仕度候+ とある ｡ 福羽美静は ｢即位新式抄+ にお い て ､ 従来の 即位式 はひたすら
｢謹粛+ を要す るもの とされて お り ､ かえ っ て い つ も より ｢モ ノ 寂シ キ+ 状況 で あ っ たと
して い る49｡ そう した ｢護粛+ の ム ー ドで ､
′｢大声+ ｢高声+ を発する こ とは ､ 神事 の 神聖
空間 を壊すもの なの で ある. 福羽 は従来 の ｢謹粛+ ム
ー ドを ｢遺憾ナ ル 事+ と拒絶し､ ｢祝
日 ハ 最モ 欣 々 然タ ル 景況+ とす る ことを要望 した｡ そ の 上で ､ ｢大声+ の 採用を決定 したの
で ある ｡ 加 えて ､ 福羽は ､ ｢大歌+ を歌うこ とや ｢最モ盛ナ ル 音楽ヲ奏ス ル+ こ とを提案 し
て い る ｡ 福羽は ､ 即位式 にお ける貴族 的な神事 の慣習を否定 し､ 武士 然と したに ぎやか な
ヤレモ ニ ー - と転換させ たo こ の転換は､ 井上勝生が 指摘す るように ､ や はり ｢武 士 出身
の役人 たちの創案だから こそ+ 可能に なっ た の だろう50｡ また ､ ｢大声+ なればこ そ ､ 武人
王 と して の 神武天皇に変身 させ る宣命の 呪文も効力をも つ の で あ っ て ､ ｢′J､音+で は その 効
果が期待で きなか っ たの で はなか ろうか ｡
加 えて ､ こ の当時､ 明治天皇 をめぐる環境も､ 明治天皇自体の 身体もまた ｢貴族ら しい+
もの か ら｢武 士 ら しい+も の に 変更されて いくように計画が実行 され つ つ あ っ た｡ 政府は ､
1868年 9月 3 日 に詩学の 日割を決 めた際､ 転月 1と 6 の 日を天皇の 乗馬 の 訓練と定めて
い る o 佐々 木克は ｢天皇教育の 目標 の
-
つ が ､ 男性的能動的な天皇の 形成とい う こ とで あ
っ て みれ ば､ 乗馬練習は当然の こ ととも云 えようが ､ 健康の ためで もあり軍事訓練の 初歩
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で もあっ たと考える べ き+51とする . 孝明天皇 の 時に は果され得なか っ た天皇の 武人化は､
滴 15才の 幼い天皇の もとで ようやく実行可能となっ たの である o ただ し､ こ の ｢真鯛凱
な天皇はすぐに武人化したわけではない ｡ 1868年 1 月 に元服を果 した天皇は ､ 逆にそ の
姿を ｢費族化+ した からである｡ 中村生雄は これを天皇の ｢女装+ と呼ぶ｡ ｢童形の まま践
詐 して い た天 皇は先ごる正月十五 日に元服の 儀をすませ てお り､ こ の ときの 天皇は ､ 髪は
短く して結い ､ 成人療族の習い どおり歯には鉄蹄をつ けて い た｡ 不思議なこ とに ､ 幼童天
皇は成人式を挙げる ことに よっ て童子の 姿を捨ては したが
t
､ 今度はお歯黒をつ ける ことで
女に扮装 したの で ある+ 52o 天皇の ｢女装+ は ､ 天皇が断髪し髭を蓄え ｢男装+ する 1873
年 3月まで続く53｡ その最中に行なわれた明治天 皇即位式の果 した役割とは ､ 何であ っ た
か ｡ すなわち､ 福羽 ら武士 か らみれば ｢女装+ した ｢貴族ら しい+ 姿で ある明治天 皇を､
｢武士 らしい+ 儀礼装置の 演出によ っ て象徴的に ｢男性化+ し､ さらに宣命に よ っ て神武
天皇に擬えられ る武 人王 と して神格化するこ とだっ たの で ある｡
なお ､ 即位式 に先立つ 8
■
月 21日､ 明治天皇は伊勢神宮に奉幣使として神祇大副藤波教
忠を差遣 し､ 即位式を行なう旨を奉告して い る｡ つ づ い て古制に従 っ て ､ 山陵に奉告 の勅
使を発達 した｡ 従来､ 即位を山陵に奉告す る際 ､ 第
一 とされる の は天智天皇の 山科陵で あ
っ たが ､ こ こ で は､ 即位式宣命と同じく ､ 先例の ない 神武天皇陵- の 奉告が第
一 とされ ､
天智天皇陵は第 二 とされた54｡ また､ さらに先立 つ 1月 の元服も2月 10 日､ 権大納言正親
町案徳を勅使と して神武天皇陵に奉告されて い る55｡ 二重三重の儀礼 によっ て ､ 神武天皇
と明治天皇の 直接的結び つ きが強調された｡
3 - 3 地球儀と万 国総帝説
福羽が ｢即位新式抄+ におい て即位式中 ｢最モ 重キ所+ としたも の は ､ 地球儀の 設置
で ある｡ こ の 地球儀はか つ て孝明天皇に水戸藩主徳+順 昭が献上 したもの で あ っ た 【図2
- 2】o 地球儀を実見 した伊木専
一 によれば､ 大きさは直径三尺六寸 (約1m lO c m) ほ ど
で あり ､ ｢日本の 本部と北海道､ 千鳥､ 樺太カ ム サ ッ カ半島の 南部､ 朝鮮全部及び支那山東
省の 一 角威海衛附近 だけを特に金泥を以て塗+ つ たもの だ っ たとい う
56
o こ の 金泥は､ 斉
昭が考える 日本の 勢力圏を示 したもの である o 斉昭は､ 日本の ｢国光+ が世界中に広が っ
て いくイメ ー ジをも っ て描かせ たo 斉昭が献上の 際に付した
｢上表+ 57(『水戸藩史料』 所
収) には ｢往古 - - - 万国も固より我神州の 枝国+ という文言があるo こ の 地球儀は､ 神国
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思想に根ざした 日本型中準主義を表わ して い るとい う ことが わかる ｡
と こ ろで ､ 地球儀は西洋諸国におい て君主 の政治的権威 ･ 宗教的権威を荘厳する際に ､
頻繁に用 い られ る モ チ ー フ で ある ｡ 特に ､ 君主が地坪儀をも つ 肖像は ､ 全世界を統治する
君主像を意味す る｡ ジ ェ イ ム ズ ･ ホ ー ル に よれ ば､ 地球儀 とい うシ ン ボル の使 用は ロ
ー マ
皇帝に よ っ て用 い られたの が初め てで あり､ キ リス ト教時代 には地球 の 上に十字架を立て
た シ ン ボル が神聖 ロ ー マ 皇帝や エ ドワ ー ド俄悔王 以降のイ ギリ ス 国王 の しる しと して 用 い
られた｡ また ､ キリ ス ト教美術におい て地球儀は､ ｢サ ル ヴア ト
ー ル ･ ム ン ディ+ ( 救世主)
と して の キ リ ス トを表わす シ ン ボル で もある58｡ なお ､ サル ヴア ト ー ル ･ ム ンディ の 図像
表現 は ､ キリ シ タ ン美術を通 して ､ 16世紀末の 日本 に も招来され た59｡ 斉昭の 地球儀とサ
ル ヴア ト ー ル ･ ム ンディ の 地球儀との関係性を確か め る術はない ｡ しか し､ 前章でみ た会
沢正 志斎『新論』 に ､ ｢彼の 我 を図る所以の術は ､ 我ま さに これ を倒用せ ん とす+ とある な
ど､ 水戸学の 中で キ リ ス ト教の ｢到用+ とい う戦略が打ち出されて い たこ とな どを鑑 みる
ならば､ こ の 地球儀は ､ 斉昭流にサル ヴア ト ー ル ･ ム ン ディ を ｢到用+ したもの で あると
の解釈 は成り立ち得 るか も しれない ｡
こ の地球儀採用を決定 した福羽 臥 ｢伺書+ の なか で そ の採用理由を ｢上下見識 ヲ大 ニ ス
ル事ヲ表+ すた めと して い る｡ 村上重 良らがこれまで 指摘 して きたように ､ こ の福羽 の 説
明 は ｢五箇条の 誓文+ の 一 条 ｢智識を世界に凍 め大に皇基を振起す べ し+ を念頭にお い た
も の で あろう60｡ ｢智識を世界に求 め+ るとい うメ ッ セ ー ジと地球儀との符合 はあくまで も
自然で ある｡ 『明治天皇紀』は ｢〔福羽〕文三郎亦列参 の 百官有司を して 自ら志操を高尚に ､
識見 を遠大なら しめ ､ 且万 民を して仰ぎて登極大礼 の 草原崇高なる所以を知ら しめん こ と
を欲せ る なり+ 61と説 明 して い る o しか し､ 斉昭 の 地球儀と金泥の イメ
ー ジ虹 3月 の ｢展
翰+ にすで に示され た､ ｢親ら四方を経営し､ 汝億兆を安柵 し遂には万 里の 波涛を拓開 し､
国威を四方に宣布 し - - - + と い う文言にも対応 して お り､ 明治政府 (特に福羽) が地球儀
に込 めたメ ッ セ ー ジが斉昭 の それ と大きく変わるも の で はなか っ たことを伺わ せ る｡ つ ま
り ､ 地球儀は ､ 世界 の 中心 で ある 日本と世界の支配者で ある天皇 を荘厳す るため の道具立
て だ っ たと解釈する こ とができ る ｡ また ､ 即位式で の 地球儀使用 は ､ 西洋の 君主 が用 い て
い る 王権の シ ン ボル を ｢到用+ する こ とで ､ 天皇の 権威を西洋の 君主と対等で ある位置に
あるも の と して 象徴的に示そうと した試みだ っ たとも い えようか ｡
他方､ 明治政府と斉昭との 大き な差異 は､ 斉昭に洩厚で あ っ た壊夷の 方針を明治政府が
採用 して い な い とい う点に ある｡ 政府は 1868年1月 16 日､
■
先帝以来の 朝廷がも っ て い た
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摸索の方針を捨て ､ ｢諸外国と和親を結ぶ旨+を記 した国書を各国公使 に向けて送 ってい る｡
そ の 政策転換は｢諸外国+ に対 して は ､ ｢日本国天 皇告外国帝王及其臣人簡将軍徳川慶喜請
帰政権也制允之内外政事親裁之乃日従前条約雑用大君銘称自今而嶺当換以天皇而諸国交接
之職尊命有司等各国公使諒知斯旨+ 62､ つ まり ､ 大政奉還とともに徳川政権の と っ た外交
政策も引き継 い だと.伝えられた｡ しか し ､ 国内向け ､ とりわけ壊寅思想をも つ 草葬向けに
は別の 翰理が必要だ っ た｡ 『太政官日誌』 第 1 号 (1868.2) に掲載された布告には次の よ
うにあるo
比
｢外国御応接の 儀者 ､ 上代､ 崇神 ､ 仲哀御両朝之頃より年を逐て盛ん に成来り､ 遠遭 之各
国帰化､ 貢献有之 ､ 其後膚国とは常二 使節相往来､ 或 ハ 居留し､ 其交際も亦自ら親敷候
-
- + 63
すなわち ､ 壊夷か ら開国 - とい う政策の 変化 ､ そして世界資本主義 - の参入とい う新し
い事態を ｢上代､ 崇神､ 仲哀+ - の復古と して正当化してい るの である｡ こう した レ トリ
ッ ク は､ ｢百事御 一 新+ の あらゆる改革を ｢復古+ と言い換える ｢神武創業+ の レ トリ ッ ク1
か ら援用されたも の に他ならない ｡ またこ れを跡 こ して ､ 撰夷の シ ン ボル であ っ た神武天
皇は ､ 開国 を許容する シ ン ボル になっ た の で ある○ 地球儀も同様に ｢神武創業+ - の 復古
とい う形式 をと っ て -｢新式+ に取り入れられたの であろう｡
で は､ 地球儀は開国を肯定するだけの もの だ っ たの かとい えば､ それはやは り正確で は
ない ｡ こ の 背景に は､ ｢大旗夷+の論埋が隠されて い たの で はなかろうか o
｢大旗夷+とは ､
福羽や 玉松操の 師で ある国学者大国隆正 が提唱 した論理で ある
64.o 隆正 は ペ リ ー 来航を指
して ､ そ れ は神武天皇即位 2500年とい う歴史的画期で あり , ア マ テラ ス の 神意にか な っ
た瑞兆で あると解釈 した思想家であっ た (『文武虚実論』1854)
65
o その かれ の特殊な論理
は ､ 尊壊派 が朝廷で権勢を振 る っ た文久期には受け入れられるもの で はなか っ た o かれの
弟子福羽な ども桂小 五郎を始めとする長州の 専横派と接触する ことになるo しか し､ 壊夷
運動 が挫折 した後 の 慶応期以降､ 隆正の 論 は急速に注目されだすo 事実､ かれを始めとす
る津和野派 の 国学は､ 維新直後の明治政府の神学理論をリ
- ドする ことになる の で あるo
r大旗夷+ の 論理が明らか に された 『新案公法論』(1867) はその 頃の著作で あるo
かれ
は ｢大旗夷+ を次の ように説明 してい る ｡
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｢壌夷 に大小 の わか ちあり｡ 小懐夷は ､ 軍 をむか へ て た ゝ か ふ壊寅なり｡ 大横夷はた ゝ か
はず して ､ かれ を服従せ しめる榛東 なり ｡ 乙丑 の 勅許 〔開国の勅許〕 は､ 服従せ しむ べ き
大旗夷 の は じめと して ､ よろ こぶ べ き ことに なん ｡ 小旗夷をの み懐夷とおもふ は ､ こ ゝ ろ
狭き こ とに なん ある｡ 小壊夷は､ 勝敗あらか じめ定めがた し - - 大旗夷の かたは ､ 天地の
道理 をもてお しつ め､ かれよりい ふ 公 法 〔万国公 法〕 をく じき ､ そ の端をひ らきおき ､ 時
の 至る をま つ ことなれば､ 敗をとる べ き こ とあらず､ か つ ときは ､ 大勝を得 べ き なり+ 66
隆正 に と っ て ､ 開国は ｢異国+ に屈服する ことで は ない . ｢異国+ を服従させ る第
- 歩と
された ｡ 隆正 に よれ ば､ ｢万 国+ は そ の ｢王統+ が定ま らない が ､ ｢日本+ は神代より皇統
が変わる ことなく続い た. それゆえも羊､ ｢日本を本と し､ 尊しと し､ 万 国を末と し ､ 卑しと
す+ べ き なの で ある｡ そ して ､ こうした論理 の延長上 に ｢われ らは ､ わが日本の 古鋭 を ､
真の 公牲と して ､ 西洋に てた つ る公社 を真の 公法とはお もはぎるなり+と い う発想や ､ ｢日
本国の 天皇 の み ､ 神代より皇統をつ た - て おは しますなり｡ され ば､ こ の 日本 国の 天皇を
世界の総王 と して ､ 万国 より ､ 仰ぎたて まつ るこ と ､ まこ とに当然の 理なり+ とい う発想
が生み出されて いく こ とに なる67｡ 隆正 にと っ て ､ 日本の 天皇 は ｢万国の 総帝+ なの で あ
る68｡ ｢大旗夷+ の 強引な論理 は ､ 孝明天皇以来の 壊夷を完全に否定する こ となく ､ か つ 開
国を避 けられな い状況を肯定 しつ つ ､ 日本型中牽主義をも遵守す るの で ある ｡
福羽 は ｢即位新式抄+ にお い て ､ 天皇が地球儀に描かれた日本の部分を指 して左右左 と
踏む こ とを定めて い る69o 伊木寿
- が引用 して い る福羽の 談話 (『水戸藩史料』別記 下) に
も ｢陛下は左右の御脚を交は る交は る挙げて 日本 の 国土を踏ませ給ひ ､ 此 の 如く して 全帝
国 に登臨ま し々 々 たる御即位の 大礼とは為 し給ひき+ とあり70､ 地球儀 の設置 に ､ 隆正 の
｢大旗夷+ の 論理や万国総帝説が影響 して い る ことは明白の ように思われ る｡
そ して ､ こ の 地球儀の 前で ､ 新 しい天皇が新 しい神武天皇となる ことが ｢大声+ で宣言
された｡ 天皇即位式の 儀礼は､ まさに神武天皇 へ の 復古を媒介と して ､ 天皇 が ｢万 国の 総
帝+. で ある こ とを高らかに (しか し ｢大壊夷+ の 論理を知るよ しもない ｢諸外国+ に対 し
て は秘密裏に) 盲匝うとい う意味合い をも っ て い たの で ある71｡
ちなみに ､ 通説では ､ 即也式当 日の 天皇は地球儀 を踏む ことなく儀式 を終えたとされて
い る｡ 『明治天皇紀』 によれ ば､ 当 日 は連 日の 雨によ っ て庭が泥 にな っ て おり ､ ｢雨儀+ が
用 い られた とい う72｡ そ の 際､ 地球儀は予定の 場所 を変更され ､ 内裏の 正 門で ある承明門
内中央に置 かれた ｡ そ こ は､ 参列者全員が入場する場 で あり73､ 地球儀は 参列者に誇示 さ
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れる べ く そ こ に置かれたと考える べ きであろう ｡ 伊木審 一 によれば ､ 当日の 天草の位置と
地球儀の 位置か ら して ､ 天皇が地球儀に足を乗せ ることは不可能で あっ た74｡ 『明治天 皇
紀』 にも天皇が地球儀の 上に脚をおくとい うシ ー ンは描かれて い ない ｡ それ でも､ こ の 儀
礼の 後､ ｢即位式 で天皇は地球儀を踏んだ+とい う非公式の 伝説が儀礼に参加 した人びと の
手によ っ て生み出された75o こ の伝説は､ ｢幼弱+ の天 皇を ｢万国の 総帝+ と して神格化す
るとい う即位式儀礼の 隠された意味を ､ わか りやすく掻 い摘ん で流通させ るに大い に功あ
るもの で あ っ た｡
3 - 4 即位式の 受容
一 方 ､ 即位式か ら閉め出されて い た当時の 民衆がこの 式をどの ように受容 したかとい
えば ､詳 らか なと ころは知るよ しもない ｡ しか し､少なくとも『太政官日誌』(64号 ､1868･ )
は当 日 ｢雨儀+ を用 い たことを含め詳細に式次第を伝えた し､ 想像で描い た錦絵も大坂で
刊行され て い る ｡ 上 方の 絵師 ･ 長谷川定信76が描い た ｢神武天 皇御即位大度寛仁大 日本和
合万 世不朽之大業を創 し給ひ 文武誠忠之諸将に褒賞を給ふ圏/万国公使入貢+【図2
- 3】
で ある. こ こで は明治天皇が ｢神武天皇+ という名で描か れて い .る｡ 天皇をその まま描く
こ とを畏れ多い と考えて い た近世の 浮世絵 ･ 錦絵画家は､ 天皇を始めとする高貴な人物を
芝居仕立 て に したり ､ 他の 人物 に仮託 して描い たの だが77､ これもその
一 例 では ある o た
だ､ 結果的 に､ 神武天皇をそ の 主題 に選び､ さらに実際の式に桔参加 して い ない ｢万 国公
使+ を描き加 えた こ の 絵画は ､ ｢万国の 総帝+ で ある天皇像を図らずも即位式儀礼とは別の
か たちで表象するこ とにな っ た｡
長谷川 に よ っ て ､ 神武天皇と して描かれた明治天皇78は ､ もはや ｢幼 軌 では なく ､
｢青
午+ の 君主と して 立派な体躯をも っ た姿をしてい たo 実際の 即位式は ､ 明治天皇をさまざ
まな装置 を用い て象徴的に神格化 し､ 為政者としての カリス マ 性を付与 しようと したが ､
それが現実に機能 して いたか どうか は不明であ っ たo しか るに ､ 錦絵にお ける こ の 即位式
で は ､ 明治天皇は視覚的に神格化され ､ 多くの 家臣や外国使節がその 御前に居並ぶと いう
舞台装置に よ っ て ､ より明確に為政者と しての 威厳を表すことが出来たの で あるo と こ ろ
で ､ こ れは ､ 明治天 皇が錦絵におい て限定的に神格化されて表されたとい う ことだけを意
味するも の で は ない ｡ 当時 ､ 多く の 民衆は ､ 現実の 天皇がどの ような像容を して い たの か ､
知 るよ しも なか っ た の で ある｡ すなわち ､ この ような想像に基づく錦絵によ っ て神武天皇
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と して の 明治天皇と いうイメ ー ジ が現実に先行する形で形成され ､ 当時の 民衆の 網膜か ら
脳髄に理想 の 明治天皇像を焼き付けたと いうわけで ある｡
第四節 近代国民国家制度 の整備と神武天皇
4 - 1 軍人天皇像の 創出と神武 天皇
天 皇 のイメ ー ジ は､ 廃藩置県以降の ､ 近代国民国家体制 の確立 を目指 した文明開化政
策に伴 い ､ 急速な変化を見せ るこ とになる ｡ 1871年7月 14 日､ 明治政府は ｢廃藩置頗 の
詔+ を発布 した｡ 詔 は､ ｢内以テ 億兆 ヲ保安+ し､ ｢外以テ 万国 卜対幡+ する ことを目的と
して ､ ｢滞ヲ廃 シ県卜為 ス 是務テ 冗 ヲ去り簡 二 就 キ有名無実ノ 弊ヲ除キ政令多岐ノ 憂無ラ
シ メ ン+ とす る こ とを宣言 した+ 79. 廃藩置県は､ 明治政府に よる 一 連の ｢政治文化の 革
命+ の 一 里塚で あり ､ 政治的メ ル ク マ ー ル で あ っ たo 勝田政治がまとめ て い る ように ､ ｢廃
帝置県 の結果 ､ ようやく中央集権国家と して の 『明治国家』 が誕生 した80｡ そ して ､ ｢廃藩
置県 が実現 して 西洋文明化 が国家目標 と して確定すると ､ 堰 を切 っ たように近代化政策が
強力 に推 し進 められ た+8 1の で あ る｡ 廃藩置県の 三 か月後 に は不平等条約 の 改正 をめ ざし､
岩倉使節団派遣が決定 し､ そ の - か月後 には 欧釆巡回に 出発 して い る o また ､ こ の 廃滞置
県を挟む 二 年間に ､ 戸籍法 (1871.4) ･ 学制 (1872.8) ･ 太陽暦 改暦 (1872.l l) ･ 徴兵告諭
(1872.ll) ･ 徴兵令 (1873.1) な ど､ 近代国家制度に関する重要な法令が集中 して出され
た ｡
こ う した近代国家制度の整備 に 平行 して ､ 天皇像もまた近代化 され て いく こ とにな る｡
近代 にお ける天皇像は ､ 軍人で ある こ とを基本とする ｡ その 理 由は ､ 飛鳥井雅道によれば ､
｢ロ シ ア の ツ ァ ー リ ､ オ ー ス トl)ア皇帝､ そ して - 八七 一 年 の普仏戦争によ るフ ラ ン ス 敗
北まで の ナ ポ レオ ン Ⅲ 低まで ､ 諸列強 の 君主は軍人皇帝が - つ の ある べ き姿+ だ っ た か ら
に他 ならない ｡ ｢軍人皇帝が理念型 と いうよりも､ 当然の あり方+ だ っ た｡ そ して ｢万 国に
通用す る君 主を､ というの が ､ 維新をな しとげた人びと の共通 の 課題とな っ て い た+ 820
近代的な軍人天 皇のイ メ ー ジを確立する最初の契機となっ たの が､ 18 71年 7月 ､ 8月 に行
なわれた宮廷改革と1871年 8月 25 日の ｢服制更革の 内勅+ で ある｡
宮廷 改革に つ い て は ここ で は詳述 しな い が､ 軍人天皇像の 確立 に関わる限りで述 べ る な
らば ､ この 改革の 目的は天皇の周囲か ら公卿や女官を引き離 し ､ 武士出身の 近侍を天皇 の
教育係と して新たに置く こ とに あ っ た｡ 『明治天皇紀』は ､ 西郷隆盛 の 意見を引 い て ､ こ の
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改革を ｢国威を発揚せ ん とせ ば､ 宜しく根淑 に遡りて宮禁の 宿弊を改めざるべ か らず､ 即
ち華密 ･ 柔弱 の風 ある 旧公卿を宮中より排斥 し､ 之れに代ふ るに剛健 ･ 清廉の 士 を以て し
て 聖徳を補導せ しむ る を月干要とす+ とい う語で説明 して い る83｡ 改革は国威の 発揚の ため
であり ､ それは ｢華密 ･ 柔弱+ か ら ｢剛健 ･ 清廉+ - の変容と帯織された.
8月 1 日 ､ 宮廷の 改革は断行され るo 公家出身の侍従たちは罷免され ､ 薩摩 ･ 熊本 ･ 長
州 ･ 土佐 ･ 越前か らの倒串派士族の男たちが天 皇の近侍となり､ いわゆる ｢女官総免職+
が行なわれた84･o なお ､ 天皇の周囲にい て ､ 対外交渉の 一 切を脚壊してきた女房たち (広
橋静子 ､ 高野房子 ら) の排除は翌1872年4月 25 日で あるか ら85､ 改革が 一 日 で 貫徹され
たわけで はな い ｡ それで も､ 改革の 当事者で あ っ た吉井友実 は当日の 経過と感想を日記 に
記 して次の ように述 べ て い る ｡
｢今朝女官総免職昼過/皇后宮陛下御小座敷 - 御出御大輔万理/J､路殿御取次 ニ テ典侍以
下拝命中 ニ ハ 等 ヲ下ケラ レタル 人モ アリ総子 とい へ る なと泣きたり世音棒大丞呼出ヲナ セ
リ/右畢テ皇后宮陛下入御/ 判任官命婦権命婦 - ハ 余御寄附ヲ渡ス 是迄女の 奉書なと諸大
名 - 出せ し数百年来の 女権唯 一 日 二 打消シ愉快極まりなし
い酎/皇獲隆興の 時節到来欺と
密二 不堪恐悦なり+ 86
一 連の 改革によ っ て否定された旧い 体制は ｢女権+ と名 づけられ ､ 破棄された｡ ｢華賓
･
柔弱+ な華族や女官を政治的領域か ら排除することは ､ ｢剛健 ･ 清廉+ の武家出身官僚に よ
る ｢男権+ を立ち上 げる こ とに つ ながっ た｡ そ して ､ 天 皇のイメ
ー ジもまた ､ ｢牽賓 ･ 柔弱+
か ら ｢剛健 ･ 清廉+ を旨とする軍人天皇 へ と変化するの で ある｡
服制更畢の 内勅が 出されたの は, 女官総免職から間もない 8月 25 日の こ とで あるd
｢朕惟フ ニ 風俗 ナル 者移換以テ時ノ宜シ キ ニ 随ヒ国体ナル者不抜以テ其勢ヲ制 ス 今衣冠ノ
制中古唐制 二 模倣セ シ ョ リ流テ軟弱ノ風ヲナス 朕太夕慨之夫 レ神州ノ武ヲ以テ治ム ル ヤ固
ヨ リ久 シ 天子親ラ之力元帥卜為り衆庶以テ其風 ヲ仰ク神武創業神功征韓ノ如キ決テ今日ノ
風姿ニ アラ ス 豊 一 日モ 軟弱ヲ天下 二 示 ス 可ケン ヤ朕今断然其服制ヲ更メ 其風俗ヲ
一 新シ祖
宗以来尚武ノ国体ヲ立ン ト欲ス 汝ラ其 レ朕力意ヲ体セ ヨ+ 87
この 内勅の 内容か らはわか らない が､ 服制の 更畢とは事実上､ 洋服採用を意味したo 洋
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服 はもちろん 軍服以外 を指すもの で は ない ｡ こ こ に初めて ｢元帥+ と して の 軍人的天 皇像
が は っ き り と表明された88｡
われわれ に とっ て見逃せ ない こ とは ､ こ こ に ｢神武創業神 功征韓+ が引証 されて い ると
いうことで ある ｡ 神武天皇と いう シ ン ボル を用 い た ｢復古+ の論理は ､ こ の更革が 実際に
は ｢西洋化+ で あるとい う事実を覆い 隠し､ 本然自勺な ｢尚武 の 国体+ - の 回帰と して 正当
化す る89｡ つ まり ､ 洋服 (軍服) を着る こ とは天 皇が ｢元帥+ となり神武天皇となる象徴
的行為なの で ある90｡ 先の 寅翰に見た ｢幼弱+ な天皇はもうい ない .
･
また ､ こ こ に み る 哨
武 の 国体+ は ､ すなわち明治天 皇が神武天皇に なら っ て 自ら ｢元帥+ となり ､ ｢武 を以 て拍
む る+軍事的国家体制で ある ｡ こ の ｢国体+ は徴兵制度に よ っ て具体化され る こ とに な るo
宮廷 の 改革と こ の 内勅は ､ 天皇 の 周囲の環境を変え､ 彼 自身にも ｢大元帥+ た る自覚を
強く 与 えたようだ ｡ 西郷隆盛の 書簡 (椎原与三次宛て ､ 187 1･12･11) によれば､ 天皇 は特
に新 しく採用 された士族出身 の侍従を ｢御寵愛+ で あり､ 朝か ら晩まで ｢和漢洋+ の 学問
に勤 しみ ､ 馬 は天気がよけれ ば窺 日乗りまわ し､
一 日瀕き に馬の 訓練をするように な っ た
とい う ｡ また ､ 西郷 臥 天皇 か ら ｢是非大隊を御自親に御率被遊大元帥は自ら被遊との 御
沙汰+ があ っ たと し ､ 恐れ入 っ た次第だ っ たと書き記 して い る
91
o
神武 天皇に擬 えられた軍人 天皇像は ､ 1872 年 11月 28 日の徴兵告諭におい て さらに強
調され る ｡
｢我朝上古ノ 制､ 海 内挙テ兵ナ ラザル ハ ナ シ o 有事ノ 日 ､ 天子 ガ元帥 トナリ､
■丁 壮兵役 二
堪 ユ ル 者ヲ募り ､ 以テ 不服 ヲ征 ス ｡
- - - 抑神武天 皇珍彦 ヲ以テ葛城ノ 国造 トナセ シ ョ リ ､
爾後軍団 ヲ設ケ衛士防人ノ制 ヲ定メ ､ 神亀天平ノ 際 二 至り六 府二鎮ノ設 ケ始テ備 ル+
92
o
徴兵告諭で は ､ 前年の ｢服制更草の 内勅+ よりもは っ きりと､ 天皇が
｢元帥+ となり自
ら ｢不服+ を征すると い う体制が ､ 神武天皇 の 故事によ るもの である ことが 強調 され たo
ちなみに ､ こ こで は ､ 幕末以来有力な軍事の シ ン ボル で あ っ た押功皇后が引証されて い な
い ｡ 神武天皇が単独で 軍事的な制度を象徴化 して い るo こ の 政治シ ン ボル の 使用法には ､
｢尚武 の 国体+ の 内実が ､ 男性中心主義的なも の
- と深化 して いく徴候をみ るこ とがで き
るだろう｡ また翌年 の 徴兵令は ､ 徴兵検査を行な い ､ すべ て の 20歳以上の 男性 国民を常
備軍/ 後備軍/国民軍 に編成するように定めた93｡
･徴兵制度の 成立 は ､ 近代的軍制の 誕生で あると同時に ､ 神武天皇と して の 明治天皇を頂
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点とする国家秩序 (尚武 の 国体) の 制度化の 端緒でもある｡
4 - 2 神武天皇紀元の 制定
神武 天 皇とい うシ ン ボルが 近代 国家制度の整備に深く関わ っ た事例と して ､ 軍人天 皇
イメ ー ジの 形成と同時に ､ 無視するこ とが できない の は ､ 神武天皇紀元 と紀元節の 制定で
ある ｡
｢今般､ 太陽暦御頒行 ､ 神武天皇御即位ヲ以テ 紀元 卜被定候 二 付 ､ 其旨ヲ被為告候為メ ､
来ル ニ十五 日御祭典被執行候事､ /但当 日服者参朝可慣事
来 ル ニ 十五 日神武天皇御祭典被為候条､ 正 院以下諸省 ､ 束京府 ､ 在京開拓使 ･ 府 ･ 県 ･
奉任官以下 ､ 並宮 ､ 厨香 問詰非役華族等､ 朝第九字 ヨリ午後第四字迄ノ 内 ､ 礼服着用 ､ 吹
上御庭内遥拝所 二 於テ ､ 参拝可有之事
第 一 月 二 十九 日､ 神武天皇御即位相当 二 付 ､ 祝 日卜被定 ､ 例年御祭典被執行候事+ 94
以上に挙 げた 1872年11月 15 日の布告は三 つ の ことを同時に布告して い る｡ 第 一 は ､
太陽暦採用を機会 と して ､ 神武天皇即位をも っ て紀元とすることで ある｡ 第二 は ､ 11月
25 日にお ける神武天 皇祭典を実施するというこ とである｡ 第三 は ､ 1月 29 日をも っ て神
武天 皇即位日 を祝日と定めるとい う ことで ある｡ ちなみ に ､ 神武天皇即位日は 日本書紀 に
よれ ば 1月 1 日で あるが ､ 太陰暦を太陽暦に換算して ､ 1月 29 日とされた ｡ 後に､ こ の
換算は直され ､ 2月 11 日と定まる ｡ さらに翌年､ 紀元節と して定められた95｡
まず､神武 天皇紀元か ら見て いく ことにする ｡神武天皇の即位年を基準と した紀年法･は ､
古代 ･ 中世 におい てもすで に見られ､ 近世には尊王家の間で盛ん に行なわれて い る｡ 有名
なもの と しては ､ 水戸藩の 徳川斉昭に よる神武紀元 2500年祭計画 (1840) がある｡ 1834
年､ 時の 老中 ･ 大久保思案に宛てた斉昭の 書簡には ｢神武天皇元年より天保五年迄は 二 千
四百九十 四年 ､ 来る子 年にて 二 千五百年 に相成候処 - - - 当季より取懸り子 の 年に は御祭に
ても被遊此上皇統の 無駒武運の長久御御祈願も被為在候は ば､ 実に目出度御事に可有之と
存候+ とあり､ 神武天皇陵の 調査 ･ 建設などが計画されて い た96｡
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近代にお ける神武天皇紀元 の制定は ､ 前近代における尊王思想 ･ 復古思想の 系譜を引い
て い る こ とはも ちろん で あるが ､ 注意 しなく て は ならない の は ､ それ が太陽暦 の 導入とい
うタイ ミ ン グで行 なわれたと い うことで ある｡ つ まり ､ それ は復古の 思想に留まらず､ ｢万
国対峠+ を意図 した文明化政策の 一 環と して行なわれたの で ある ｡ 津田裏道に よる神武紀
元制 定の 建白 (1869.4) には ､ すで に こ う した観点が 見られ る97｡
｢年号 ハ 本歳月 ヲ紀ス ル 為ニ ､ 設ケタ ル 者ナ レ共 ､ 其弊ヤ
ー 代数号ア リ､ 煩雑ノ 極遂 二 年
号バ カ リ聞テ ヘ 容易 二 弁識 シ難キ ニ 至 レ リo 明清二 至り此弊ヲ矯 テ ､
一 代 一 号トセ シ如
ク ､ 此度御 一 新 二 就テ ､ 御改正被 仰出 ､ … 等簡易 ニ ナリタ レ共 ､ 猶未 可ナリト思 フ o 其
故 へ 目今世界 万国卜御交際ノ秋 ､ 西洋諸国 ハ 皆彼教祖生年ヲ以テ ､ 元ヲ紀シ ､ 千八百蝕
年､ 土耳其回部諸国 ハ 千 二百幾年 ､ 如徳亜人 ハ 更 二 天地開閉ヲ以テ 元 ヲ紀ス ル ト謂テ ､ 四
千簸年 トカ称 ス ル ナリ｡何 レ モ史伝紀年至テ簡易明亮ニ テ ､如何程不智短才ノ 童蒙 ニ チ モ ､
I
五首年 ハ 六百年 ヨ 1)前ナル コ ト 誰モ疑フ モ ノナ シ o 皇国 二 於テ モ 此度 御
一 新ノ秋 ヲ好
機会 トシ ､ 橿原ノ 聖世 御即位ノ年 ヲ以テ ､ 元 ヲ建 ､ 百万世是ヲ用 ヒ タ マ ハ ヾ ､ 紀伝歳
月 簡易明亮ナラ ン事 ､ 論ヲ待タザル 所ナリ ｡ 謹デ議 ス+ 98
こ こ に挙 げた津 田の 建言 は ､ 紀年法 の簡便化を提案す､る も
の で ある｡ 日本にお ける年 号
の 存在 は ､ 一 代 の 天皇 に いく つ もの 年号が あり煩雑 で あっ た . 明治以後は
一 世 一 元制 とな
っ たが ､ 津田は これ でも煩雑で あると して ､ ｢橿原ノ 聖世御即位ノ 年+､ つ まり神武天皇即
位年をも っ て 紀元とする こ とを提案して い る｡ 紀年法 の斉
- の メ リ ッ トは ､ どの ような人
で も理解でき ると い う点にあ っ た ｡ こ こで ､ さらに重要な こ とは､ 彼が ｢世界万 国 ト御交
際ノ秋+ とい う現状をかん がみ て ､ キリ ス ト教紀元 (西暦) をは じめとする西洋 の紀年法
に注目 して い る ことで ある ｡神武天皇紀元 の提案もまた､西洋 の紀年法に の っ と っ てお り ､
そ こ に は ｢万国対峠+ - の 意図をすで にみ るこ とがで き る｡ 実際､ 岩井忠熊に よれ ば､ こ
の 紀年法 は､ 公文書にお い ては ､ す べ て の もの に用い られる の で はなく ､ 外国元 首に対す
る親書と勲記 ､ 外 国に派遣する使臣の 信任状､ 外国条約批准書､ 勲
- 等以上 の勲記 など､
天皇 の署名の ある文書に限 っ て 年号と併記 されて用 い られ たという
99
o ちなみに ､ 神武 天
皇紀元 は､ 外交文書の 英訳で は ｢･ ･ - ･ye a rfl･ Om the Co r o n atio n of Em pe ro rJ
'
im m u+ (柿
武皇帝の 戴冠式 か ら0 0年) とな っ て いる ｡ そ して ､ こうした文書で は ､ 天皇の称号が長
い 形容詞 をも っ て表わされた. 定型化された表現と して は ､ ｢天佑ヲ保有シ 万世
- 系ノ帝詐
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ヲ践ミ タ ル 日本国皇帝+ (M uts n nito by the Gr a c e of He a v e n, E mpe ro r of Japa n, a nd
se ated o nthe Thro n e o c c upied bythe s a m eDyn a styfr o mtim eim m e m o rial) と称され
た100. こ の 称号か ら､ 神武天皇紀元が王権神授説 に基づ い て ､ ｢万世 一 系+ の 天皇の神聖
性を強調するも の で あっ たこ とは明白で ある｡
なお ､ 国内にお い て神武天 皇紀元は､ 太陽暦の 頒布とともに普及される こ とになっ た ｡
政府当局が示 した雛型 に従 っ て作られた｢明治六年太陽暦+の 表紙には､ ｢神武天皇即位紀
元 ､ 二 千五百三十三年+ と2行に分けて書かれた下に ｢明治六年太陽暦+ とあり101､ 太陽
暦そ の も の より神武天皇紀元が強調されて い る｡ そ して ､ 太陽暦の冊子 では ､ それ以前 の
暦 には つ き物で あっ た ｢ 一 年間q)恵方や禁忌 の方位+ などさまざまな民俗信仰を表 した記
事や五節句 (人 目 ･ 上 己 ･ 端午 ･ 七夕 ･ 重陽) に 関する記事が 一 切カ ッ トされ ､ 代わ りに
歴代天皇の 忌 日や主要 な祭日が記載された102｡ さらに ､ 政府 は､ 翌年 (1873) 10月に な
っ て ､ 太陽暦 (神武天皇紀元) に合わせた形で ､ 元始祭.(1月 3日)､ 新年宴会 (1月 5 日)､
孝明天皇祭 (1月 30 日)､ 紀元節 (2月 11 日)､ 神武天皇祭 (4月 3 日)､ 神嘗祭 (9月 1 7
日)､ 天長節 (11月 3 日)､ 新嘗祭 (11月 23日) を国家祝祭日と して 定め ､ これ らの 日を
休 日とす る布告を出 して い る103｡ 政府は ､ 太陽暦という新しい暦の 採用 を通 して ､ ｢万世
一 系+ の 天皇の 支配を刻む神武天皇紀元の 時制を普及させ ､ 国家祝祭日によ っ て天皇制の
時間的支配 を強調 しようとしたの で ある｡ また､ 暦の頒布は ､ 支配者たる者の 独占する特
権で あるとされ ､ それ に逆らうこ とは許され なか っ た o - 1 87 4年の 置賜県布告 は ｢正朔 ハ 王
者ノ 天下 ヲ統理 ス ル 所以 ニ シ テ - - - 敬 二 皇国 二 生 レ ､ 朝廷ノ 正朔ヲ奉ゼザ ル者､叛民トス o
其罪謙 二 容 レザル所ナリ+ として ､ 太陽暦 (神武天皇紀元) を無視する者に対 して厳 しく
対応する こ とを明らか に して い る104｡
4 - 3 紀元節と帝国憲牡
次に紀元節を見ておく こ とにする｡ 神武天皇が即位した日とされる紀元節は ､ 国家の
誕生 日と して 戦前の 日本にお い ても っ とも重要視された祝 日であるo しか し､ 制定か ら即
座に普及 したわけで はなか っ た. 松尾尊充が指摘するように ､ 潤 滑初期にお
い て新聞など
に紀元節を祝う社説や解説は見られない o明治初期の紀元節は ､
｢皇居 で祭典ならびに宴会
が勅任官以上をあつ めて催され ､ か つ 秦任官は宮廷に参賀して祝意を表 し､ 地方
で は判任
官以上が府県庁に参賀 し､ 軍隊で は祝砲をう っ たとい う報道が ある だけで ､ 国民が祝
っ た
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ことはす こ しもない+ とい う状況で あ っ た105｡
それ でも政府 は ､ 紀元節の非普及 とい う状況に際して ､ 手 をこまね い て みて い たわ けで
はな い ｡ 普及に あた っ て は ､ 特に地方の 場合､ 士族 - の 強 い 出席要請があ っ たo 有泉貞夫
が例 に挙 げて い る広島県 (187 4.1.29)､ 島根県 (1873.12.19) の 布告 では ､ 紀元節 - の 出
席要請が 明確に｢士族 - +呼 びか けられて い る ｡ 有泉は こ の 時点で の 紀元節儀礼に は ､ ｢｢そ
の 政策実行 にお い て 依拠すべ き主要な社会的支柱+ で ある 士族層を幕市制的儀礼
･ 習俗 か
ら絶縁させ ､ かれ らの なか に
"
天皇 - の帰 一
”
を つ くりだす手段 と して の 意味+ が あ っ た
と して い る106｡ リ ン ･ ハ ン トは､ 『フ ラ ン ス 革命の政治文化』 にお い て シ ン ボル を通 じた
儀礼的実践に関 して 次の ように述 べ て い る｡
｢革命 の 政治文化は ､ 言語 ､ イ メ ー ジ ､ ジ ェ ス チャ
- の ような象徴に よ っ て構成されて い
たc こ れ らの象徴的実践は ある場所 にお い て ､ ある集団 に よ っ て ､ 他 の場所や集団 にお い
て もより熱狂的 に歓迎 され たo 多く の点で ､ こ の 象徴的実践
- ある特定の レ トリ ッ ク の
使用 ､ あ る特定 の シ ン ボル と儀式 の普及
- は新 しい政治階級を生み だしたo たとえば ､
国民 の再 生を語 る ことや連盟祭 臥 新しい 政治 エ リ
ー トに 一 体感と目的感をあたえた の で
ある+ 107
ハ ン トが こ こ で述 べ た ことは ､ まさに神武天皇と紀元節にも該当す るも の と思われ る o
政府 は ､ 神武天皇と いうシ ン ボル と紀元節とい う儀式の 普及 を通 して ､ 士族たちに近代天
皇制 にお ける ｢新 しい政治 エ リ ー ト+ と して の ｢
一 体感と目的感をあたえ+ ようと した の
で ある｡
そ れ でも ､ 紀元節は ､ 1870年代､ 180年代の ほとん どを通 じて ､ 宮廷
･ 官庁 ･ 軍隊 な
ど国家機関を離れて 普及する こ とはなか っ た108o しか し ､ 1889 年 の 紀元節に大 日本帝国
憲法が発布 された こ とで ､ こ の 状況は大きく変化す るo 例 えば､ 三宅雪嶺が執筆 した
｢日
本国民は明治二 十二年二月十 一 日rk 以て生れ たり+ ( 『日本人』188 9･2･18社説) は ､ こ の
日を 日本国民の 誕生日 と称した ｡
｢憲払の発布 せ らるると同時に 日本国民の 生れ出で たる こ とを読者に告げざるを得ずo 斯
く云 - ば人或は怖み て雑ぜん とす ､ 日本国民は神武天皇建国以来業に 巳 に存立せ る国民 に
ぁらずや ､ 何を以て今日新に生出 したりと し ､ 妄りに奇言 を吐き て世人を惑はさんとする
108
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やと｡ 然りと錐ども余輩熟ら思ふ に ､ 人民と国民とは明瞭に之を区別せざる べ か らず ｡ 人
民とは単に風俗 ､ 習慣 ､ 言語等を同 じふする 民族 を総称するもの なり､ 国民とは 国家旨義
の 上より 云ふ もの に して ､ 政治上固く結びて 一 体をな したる人氏を云ふ なり . ･ ･ - - 蓋 し国
民ありて 国家なきも の 甚だ稀なれ ども､ 国家ありて 国民 なき は珍 しか らぬ こ とと 思ふ ｡ 君
主専治の 国家の 中には 余輩 ほ臣民あるを知れ ども国民あるを知らざるなり ､ 何と なれば国
家は君主の 専有物の 如く ､ 人民は亦国家の 附属物の 如き観あればなり ｡ 試み に思 - ､ 往時
封建 時代に当りて実に所謂日本 国民なるもの あり し乎｡ 実際政治を行ふ もの は帝室に あら
ず して諸侯 なり ､ 某其藩の 臣民 ､ 何何侯の領民と称するもの はありたれども ､ 国民的精神
発揚せず､ 日本国土 に日本国民存立せ ざりき｡ 維新以来政治は帝室の独裁に出でたりしも ､
大に滞閥的の 城郭を穀 ち､ 且 つ 大に 臣民の情願を容れ ､ 人民の希望に副ひ て政路を進 め玉
ふ が如き有様なり しか ば ､ 余輩日本人民は帝室の 臣民たると同時に､ 又 日本人民にてもあ
りとの感想精 一 般人民 の 心裡に萌生 したりと云 べ き･も､ 未だ以て充分なる発達をなさ ざり
し｡ 今回の 大卿 ま国家的観念即ち国民的精神 に 一 鞭捷を与 - たるもの に して ､ 此の観念 ､
此の 精神 は大典の 発布 と同時に 一 大気運に乗 じ､ 新宿力を現は して益々 発揚せ んとす ､ 是
れ余輩は殊更に 日本国民本年の 紀元節を以て生れ出で たりと呼称すろ所以なり｡ 然り而 し
て 君主独裁制の 国家に生息す る人民は ､ 之 を臣民と称する こそ適当なるJiしと錐 ども､ 立
憲君主制の 国家の 住民 をば之を国民と呼ばざるべ か らず｡ 余輩は特に我同胞 に希望す ､ 自
○
今将来大八洲 の 国土も羊生育する余輩日本∧民を正 に 日本国民と称せ られ たきもの なる こ と
を+ 109
こ の 社説は ､ 憲法発布 に希望的観測を見い だして い る ｡ 雪棲によれば ｢今 日欧洲の 語間
明国に国家旨義即 ｢ナ シ ョ ナル+ 旨義 ( 一 名国粋旨義) に注目する に至 りたるは人類思想
の 一 大進歩をな した る結果+ なの であり､ 日本における ｢国民+ の創出は慶賀すべ き こと
なの であ る｡ 実際 ､ 憲法発布当日は､ 東京をは じめと して全国で祝祭が執り行われた ｡ エ
ドウィ ン ･ ベ ル ツ は､ 東京の 景観を見ながらそれをま ことにお めで たい 空騒 ぎとして捉 え
て い る ｡ 彼 に よれ ば､ 憲法発布 に際して至ると こ ろで ｢言吉引こ絶した騒ぎを演 じて い る+
人 びとは ｢滑稽なこ とに は誰も憲法の 内容をご存知ない+ の である
110
｡ さらに ､ 2 月 16
日の彼 の 日記 には ､ ｢日本憲法が発表された｡ もともと ､国民に委ねられた自由なるもの は ､
ほん の 僅か で ある｡ しか しながら､ 不思議なこと にも､ 以前は『奴射ヒされた』 ドイ ツの
国民以上 の自由を与えようとはしないとい っ て悲憤憤慨した あの新聞が ､ す
べ て満足の 意
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を表 して い るの だ+ とい う慨嘆が見られ る111｡ 新聞 ･ 雑誌 は概ね ､ 憲法発布 に好評価を与
えて い る ｡ た だ､ 憲法が大い に慶賀するほ どの 権利 を ｢国民+ に与えて はい な い こ とは ､
雪棲も気づ い て い るの で ある｡ 雪嶺の 社説 に も､ 憲法が 生み 出 した権利の 主体は ｢臣民+
で あ っ て ｢国民+ は未だならざるも の で ある ことがほ の め か されて い る ｡ もちろん ､ 政府
が憲法発布 にお い て最重要と したこ とは ､ 雪嶺がほの か に期待 したような ｢国民+ の 権利
の 拡張で は なか っ た｡
国家の 基本法 で ある憲法の制定は ､ もちろん政府が念願とするもの で あ っ たが ､ 同時に ､
自由 民権運動の高まりの 中で民権を拡張する手段 と して期待されても い た｡ 1870 年代後半
か ら 80年代には多く の 憲法草案が民間 にお い て作成されて い る｡ しか し､ そ れ らの 草案
が採 用され る こ とは なく ､ 政府 は伊藤博文をは じめとする数人 の 官僚 (井上毅
･ 金子堅太
郎 ･ 伊東巳代治など) に よ っ て ､ 憲法を作成 し発布に 至 っ た｡ 伊藤は ､ 憲法 を通 して ｢〔国
家の〕 機軸と して の 皇室+ と い う地位を確固たるもの に しようと意図 したo 換言すろなら
ば､ 伊藤にと っ て憲法とは天 皇を唯 一 神とする世俗宗教と して の ナ シ ョ ナリズ ム の 教典な
の で ある ｡ 1888年 6月 18 日 ､ 枢密院 ･ 憲法制定会議にお い て ､ 伊藤 は次の ような演硯を
して い る｡
｢今憲法を制定せ らる る に方て は ､ 先づ我国 の機軸を求 め ､ 我 国の機軸は何 なりやと云ふ
事 を確定せ ざる べ か らず ｡ 機軸なく して政治 を人民 の妄議 に任す時は ､ 政其統紀 を失ひ 国
家亦随つ て廃亡す ｡ 苛も国家が 国家と して生存 し人民を統治せ んとせ ば､ 宜く･深く慮 りて
以て 統治の効用 を失はぎらん 事 を期す べき なり ｡ 抑欧洲 に於 ては憲法政治の 萌せ る事千余
年 ､ 独り人民 の 此制度に習熟せ るの みならず ､ 又 た宗教なる者ありて 之が機軸を為 し､ 深
く人 心に浸潤 して人心 此に帰 一 せり. 然るに我国に在て は宗教なる者其力微弱 に して
- も
国家の機軸た卑べ きも の な しo 仏教は
- たび隆盛 の勢を張り ､ 上下の 人心を繋ぎた るも ､
今日 に至て は 巳 に衰替に傾きたり ｡ 神道は祖宗の 遺訓に基き之を祖述すと疎も ､ 宗教と し
て人心 を帰向せ しむ るの 力に 乏 し｡ 我国に在て機軸とす べ きは独り皇室ある の み+
112
っ まり､ 帝国寄法 は､ 皇室 - 天皇を世俗宗教 の本尊と して確立するため の方策なの で あ
る｡ そ こに は､ 国会 開設後に想定される ｢国民+ とい う抵抗勢力の 出現に対 して ､ 前も っ
て 牽制する意味合い もあっ た. 人心 の帰
一 を第 一 と考え る伊藤たちは､ 天皇が ｢神聖不可
倭+ で超越的な存在で ある こ とを帝国憲法に大書 しなくて は ならない と考えた
113
o そ の成
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果が ､ ｢第
一 粂 大 日本帝国ハ ､ 万世 - 系ノ天 皇之 ヲ統治 ス+ から始まる帝国憲法の ｢第 一
章 天皇+ の 記述 で ある｡ それによれば､ 天 皇は ｢神聖 ニ シテ侵 ス ベ カラ+ ざる存在 (節
三条) で あり､ ｢国ノ 元首ニ シ テ ､一統治権ヲ総摸シ+(第四条)､ ｢陸海軍 ヲ統帥ス+ るの で
@
ある ( 第十 一 条) 114o こ の 神格化された天皇像は ､ 天皇個人の カリ
'
ス マ 性によ っ ての み 成
り立 っ て い るの で はない ｡憲法の 告文が明確 に述べ るように ､ ｢国家統治ノ 大権ハ 朕 ガ之 ヲ
祖宗 二 承 ケテ 之 ヲ子 孫二 伝フ ル所+ であり115､ 天皇の神格は ｢祖宗+ の 神格や ｢万世
一 系+
とい う皇統連綿の神話 に よ っ て い る ｡ 1889年 2月 15 日. の演説におい て ､ 伊藤は ｢我国の
主権は 天皇陛下 の 玉体に集合する+ と述 べ る116｡ ｢万世 一 系+ の天皇が 代々 そ の ｢玉体+
に ｢主権+ を集合させ てきた歴史が､ 天皇の 神聖性をかたちづく ると考えられて い るの で
ある ｡ そ して ､ 紀元節 に憲法が発布されたこ とか らもわか るように､ 天皇の 神聖性は ｢祖
宗+ の うちでもとりわ け初代天皇で ある神武天皇が ､ 天皇の ｢玉体+ と同
一 化する こ とに
よ っ て保証 されて い る の で ある｡
ちなみ に ､ 憲法発布 を紀元節に行なうこ とは ､ 天皇によ る意向をうけた伊藤によ り決定
されたo 18 8年 11月 13 日の 伊藤博文書簡 (井上毅宛) に 臥 ｢憲法発布之時限､ 内々 叡
慮相伺候処 ､ 明春二月 十 一 日即神武紀元節二 執行可然トノ思食在之候二 付 ､ 如聖慮相運ひ
1
可申含 二 候+ と ある117｡
なお ､ 憲法発布の 日 に は､ 紀元節の唱歌が始めて全国の小学校で 歌われた o 歌詞を挙 げ
ておく ｡
｢ 一 段 武徳の煩
雲 に饗ゆ る高千穂の / 高根おろ しに革も木も/なびきふ しけん大御代を/あふ ぐけふ こ
そたの しけれ
二段 仁徳の 頒
海原 なせ る埴安の /い けの おもより猶ひ ろき/めぐみの 波に浴 し世を/あふ ぐけふ
こそ
たの しけれ
三段 皇基 の 頒
ぁまつ ひ つ ぎの 高みく ら/千代よ ろづ よに動きなき/もとゐ定め しそ
の か みを/あふ ぐ
けふ こ そ たの しけれ
四段 国体の頒
空に かが やく 日の もとの /よろづ の 国にたぐひ なき/国の み は しらたて し世を/あ
ふ ぐ
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けふ こ そ たの しけれ+ 118
こ の 歌 は文部大 臣森有礼に よ っ て 前年作成され , 全国 の語学校に配布 されたもの である
( 高崎正風作詞 ･ 伊沢修二作曲)0 1891年 6月 1 7日 には ､ ｢′+､学校祝日 ･ 大祭日儀式規定+
が 制定され ､ 1893年 8月 1 2日に は文部省 に よ っ て ､ 正 式に祝日 ･ 大祭 日に歌う べ き唱歌
の 歌詞 ･ 楽譜が選 定され ､ 学校にお ける祝 日儀礼が確定する ことに なる119｡ 以後 ､ 紀元節
の たび に ､ 学生 たちは天皇の 肖像を前に して ､ 天 皇の ｢万世
一 系+ を祝うこの 歌 を唱和す
る ことを繰りか えらせ られ る こ とに な っ たの で ある ｡ そ して ､ 際限ない繰りか え しの うち
に ､ 神武 か ら今上まで の ｢千代よ ろづ よ に動きなき+ 皇統が既成事実 と して拘り込まれて
いく ことに なる ｡
第五節 措か れ た神武天皇
5 - 1 神武天皇像の意匠の 変遷
こ こ で 目 を転 じて ､ 描かれ た神武 天皇像 を見て行く こ と に しよう｡ 黒 田智 が指摘する
よう に ､ 記紀神話 にお い て ｢初代天 皇+ と して位置づ けられ た神武天皇 は ､ 中世
･ 近世 に
お い ても ､ さま ざまな物語や軍記物 ･ 歌謡 ･ 寺社縁起に登場 し､ 神武 天皇紀元 を表す史書
や年代記は枚挙 に い とまがな い ｡ しか し～神武 の事蹟に多く の叙述は割かれ る こ とは なく ､
視覚化 された イ メ ー ジの 作例 は長 らく見出す ことがで きない 120｡ 近世 に入る と少 しずつ 神
武像の 作例 を見出す ことが可能 になる ｡
西村梅渓に よ る若林葛満『聖徳太子伝図会』 挿絵 (1804) 臥 わた しが実見 したうちで
も っ とも古い 作例で ある ｡ こ こ で は ｢皇軍化熊に遇 う図+【図2
- 4】 と ｢神武天 皇束征之
図+【図 2 - 5】 を挙 げておく ｡ 前者の 図で は馬上の 人物､ 後者の 図で は船上屋 内に座 して
軍配 団扇 を右手 にも つ 人物が神武 で ある｡ 神武の 姿は共に ゆっ た りと した束帯 姿で あり ､
こ の 点は近世に おい て神道の 男神像を描く定型 に拠 っ て い るが ､ 前者 の神武像に 見られる
冠は 日本の 衣冠 の 定型とは異 なり ｢唐風+ で あるo 前者
･ 後者に見 られ る配下の 兵 の 甲帝
の デザイ ンや後者に 見られる龍を象 っ た 船 の紬先のデザイ ン に よ っ て ､ ｢唐風+は さらに強
調 されて い る ｡ こ こにお ける 順 風+ とい う選択 は､ 神話上 の 人物で ある神武 の ｢異人+
性を表すと同時に威厳を与え る工夫と思 われ るo 千野香織によれば ､ 中世以来 ､
｢唐+ は卓
越性や男性性 を表わす記号で あっ た12 1｡
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同 じく近世にお ける神武天皇の 視覚的イメ ー ジを伝える作例と して は､ 大和 の多とい う
地域に在す弥志利津比古神社所蔵の ｢神武天皇御尊像+ を挙げる ことができる ｡ こ の像を
筆写 した木版画 が ､ 明治天皇が187 7年の奈良行事で｢叡覧+した像という触れ込 み で 1881
年か ら82 年に かけて 5 度出版されて い る ｡ 188 1年 12月 に この 像を出版 した藤南平寿郎
が執筆 した｢神武天皇御尊像由来+に は ､ ｢明拍十年二月十 一 日 今上皇帝畝傍 山束北陵〔神
武天皇陵〕 エ 御臨幸ノ 時行在所ニ テ御覧ア リ シ御像+ とある122o こ こで は辻準 ｢神武天皇
御神像+【図 2 - 6】､ 奥野陣七 ｢神武天皇御尊像+【図2 - 7】 を挙げておくo 長い 丈の衣
をまと っ た童形像は ､ 前近代にお ける神像彫刻の 定型であり ､
●
高木博志が指摘する ように
123
､ これ らの像を ｢近世の 民間信仰を伝える有徳の神像+ と位置づける ことは妥当と 思わ
れ る ｡ なお ､ 前者の神武 は無髭 ､ 後者の神武は有髭であるが､ 同 じ弥志利津比古神社所蔵
の神像をモ デル に描かれて い る｡ これらの 像は ､ いずれも礼拝 の対象と して出版された も
の ら しく ､ 1881年8月出版の 宮本鉄城による ｢神武天皇御真像図+【図 2
- 8】に は､ ｢轟
朝暑拝式+ とい う文言とともに ､ 祝詞が刻まれて い る124｡
管見の 限りで は､ ｢唐風+ の 神武と童形の 神武という ニ額型が ､.幕末維新期以前の神武天
皇イメ ー ジ を視覚的に伝えるもの である｡ ちなみ に ､ これらの類型 の作例 は､ 1880年代ま
1
で は広く 存在 して い たと思われる<o 前者の頬型に関 しては ､ 182年に ｢不敬+ の か どで逮
捕された大庭成章につ い ての 新聞記事 (『東京 日日新聞』 1882･3･2 9) に興味深い 記述 が見
られ る ｡ 記事 によれ ば､ 大庭は壇上に登 り ｢余往々 に我祖宗と尊崇せ る神武帝の 塑像 又は
画像を視る に ､ い づれも唐冠唐裳を着せ り+ 云 々 と演説 したとい うo この 記述か ら分か る
こ とは ､ 1882年の 時点では ｢唐風+ の 神武像がまだ広く流通 してい たとい う事実で あるo
なお 大庭の 演説の 主旨は ､ ｢唐風+ に描かれた肖像.Aゝら神武は ｢唐土+ か ら渡来した
｢征服
者+ だ っ たこ とが分か っ た ､ い わば神武は ｢我 日本の大盗賊+ で あり ､ そ の 子孫も 咽 賊
の 来 観 ､ 今上天皇も ｢我国の賊+ という べ きだとい うもの で あ っ た
125
｡ 近世まで の 文化
的文脈 で は ｢唐風+ は威厳を持たせるための 重要な記号であ っ たが ､ 近代におい て
｢異人+
性 を際立たせ る ｢唐風+ は文字通り ｢異国人+ を表す記号で しかなか っ たの である o した
が っ て ､ この 類型壮明治期以降作例が見られなくなる｡ 後者の類型 はすで に述
べ たように
1880年代前半に翻刻が行なわれ てい るが ､ その 後定型化され るこ となく ､ 作例が見られな
くなる ｡ 恐らくは､ ｢徴兵告諭+ や ｢軍人勅諭+ に引証される大元帥天皇
の シ ン ボル と して
の神武天皇とのイ メ ー ジ的齢蹄が原因と思われるo 軍人の長 ､ つ まり日本男性国民
の 至上
存在で ある神武天 皇の イメ ー ジと して 臥 童形像はそ ぐわない の であるo
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幕末期に なると文献学的考証 に基づ い た ｢日本的+ な神武像が制作される ように なる ｡
歌川国労に よ る - 夢道人 『日本国開閉由来記』(1856) 挿絵を見て お こ う｡ こ こ で は 同書
口絵 の神武 天皇 と五十鈴姫命の 肖像画 【図 2 - 9】 と ･｢金色 の 霊薦飛来て 天皇 の 弓 軒に止
て光 を放つ 所+ 【図2 - 10】 を挙 げて おく o 前者の 慈女の ような服装 で描かれ た 五十鈴姫
は ､ 現代の服飾史家が埴輪な どをもとに再構成 した ｢上古+ の 女性像とは か け離れた仕上
がり となっ て い るが ､ 神武像の 服装に 関 して は完成度が 高い ｡ と い うより ､ 実在 し得ない
神話上 の 人物 の 服装に 関する想像力 には 自ずと限界があり ､ こ の 時点で限界点が 見えて し
ま っ て い るともい える｡ 神武 は ゆ っ たりと した ズボ ン状の袴を穿き ､ 腰まで ある長 め の 衣
を纏い ､ 帯 を結んで い る ｡ また ､ 矢簡 (え び ら) を背負い ､ 帯剣 して い る｡ さらに後者の
神武 は勾 玉 の 首飾り を着用 して い る｡ こ れらの衣服に 関 して は 『古事記』『日本書紀』『万
葉集』 などか ら推測 したと思われ る｡ ちなみ に ､ 神武 の髪型 は ｢みずら+ を意識 したもの
の ように思 われるが ､ 耳 の上で 髪を結う形式で はなく ､ 頭の 上で髪を結わえて い る ｡ これ
は彼 らが作画 の 過程 で依拠 した資料上 の 制約の ため生まれた錯誤 で あろう｡ 黒川真蹄によ
れば ､ ｢みずらL+ の 形態 の 同定に 関 して は次 の ような文献学的手続きが用 い られ た126o ま
ず『古事記』にお い てイザナギがイ ザナミを追 っ て黄泉の 国 - 向か う場面で ､ ｢左 の みず ら
に指 した櫛を+ ｢右のみずらに指 した櫛を+ 云 々 とい う箇所が ある こ とか ら､ ｢上代+ の 男
子は ｢みずら+ とい う髪型 を して おり ､ それ は左右に分けて 結髪する ことを含意 して いた
ことが 明らか にな る｡ またア マ テ ラ ス が ス サノ オと対峠 して男装する段にも同様の ｢みず
ら+ の記述 が ある｡ これ らを元 に本居宣長 が 『古事記伝』 で ､ みずらとは ｢上代に男 の御
装にて髪を左右 に分て結び棺ねた るもの なり+と定義して い る こ とが確認でき る o恐 らく ､
作画 に当た っ て参照 したもの はこ こ まで で あろう｡ ｢み ずら+を耳の 辺 りで結ぶ とする根拠
は ､ 黒川真横 によれば中国の 『北史巻八十 二倭伝』 にお いて ｢〔倭人 の〕 男子 は耳の 上 に髪
を垂 ら し､ 婦人は後ろで髪を束ね る+ とい う記述が あるため だと いう127｡ さらに埴輪を参
照 して ､ 現在知 られる ｢みずら+ の 定型 は作 り出されたの で ある｡'『日本国開閉由来記』 に
お い て ､ それ まで知られ て い た ｢唐風+ の 神武像が採用され なか っ た理由 として は ､ ペ リ.
- 来航の 直後 と いう こ ともあ っ て ､ 同書が ｢日本魂(や まとだま しい)+ の 宣揚を目的と し
て刊行 された ことに凍 める こ とが出来る128｡ こ こで の 文献学的考証 - の 情熱は ､ 神武時代
の風俗を ｢日本魂+ の視覚的モデル ケ ー ス と して作り上げる情熱に その まま結び つ い て い
よう｡
なお ､ 同書の ｢金色 の 霊鳶飛来て 天皇 の 弓弓耳に止 て光を放 つ 所+ 【図 2 - 10】 は ､ 近代
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以降の神武天 皇像に お い て枢要な位置を占めるo その 理由として は ､ 節
- に ､ こ の神武が
武人と して戦闘の 最前線に位置 して い る ことを挙げる ことが できよう｡ 先にも述
べ た よう
に近代君主像 は ｢軍人+ ｢大元帥+ である こ とを基本とする o 近代君主の 理想像で ある神武
天 皇もまたそ の ような姿で あらねばならない の で ある｡ こ の 作例は近代以降の 軍人君主的
神武像 の類型 の先駆 けで ある｡ 第 ニ の理 由は ､ こ の 図像がい わゆる ｢神武東征+ の 際にお
ける金塊の 挿話をモ チ ー フ にして い る ことにある｡ こ こ に描かれた ､ 金塊 の威光によ っ て
敵を屈服させ る場面は ､ 天皇の 超越的なカ能を如実に視覚化する主題であり､ 地上にお け
るあらゆる衆生の 上に 立つ カリス マ 的天皇像を紡梯とさせ る ｡ 金塊主題 につ い ては後述す
る｡
明治期に入 っ て か らの 作例の いく つ か には ､ 田村米造 ｢神武天皇討夷之 図+ (18 8) 【図
2 - 11】 の ような ｢日本的+ ではない神武像を見出す ことが出来るo 高木博志が指摘 して
い る ように ､ こ の神武像 は ｢そ の衣装､ ひ げとい い ヨ
ー ロ ッ パ 的で廉々 しい+ 129o 髪型は
｢みずら+で は なく 申分けの 垂髪であり ､ ｢日本的+で ある ことをことさらに主張 して い な
い ｡ なお ､ こ の神武像は ､ 大蘇 (月岡) 芳年 ｢大 日本 創寄鑑 神武天皇+ (1880)【図 2
-
12】 を巧み に模写 したもの で ある｡ 長袖の ワ ン ピ
ー ス に貫頭衣型の神なし ロ ー ブをま とう
とい う服装や ､ 胸元 の 鏡および勾玉 ､ 右手 に持 っ た軌 左手に持 っ た大弓およびそ
こ に止
ま っ た金璃､ 靴な どの 形態が - 致して い るo また ､ 芳年の 作例に比
べ
､ 田村米造の 作例で
は 石版画とい う用括と相ま っ て ､ 神武の衣装の ドレ
ー プに陰影を施す技睦や神武の 面貌 を
掘り深く描くな ど､ 様式的に西洋絵画を意識 した点を見出すことができ るo 田村米造は芳
年 の 作例と同時 に西洋の 聖人像などを参照 したの では なか ろうか o
一 方で ､ ｢ヨ ー ロ ッ パ 的+ な神武像の衣装は芳年の創案にかか ると思われ る o 芳年
は国
芳の弟子 で あり ､ 金鶴を掲げる神武像とい う主題の 面で は師の 影響を受 けな
が ら ､ ･なぜ文
献学的考証に基づく ｢日本的+ 衣装を神武に着せ なか ? たの かo そ して ､ 田村米造
は こ の
芳年 の 作例 を模倣 したの で あろうか o こ こ で ､ 同時代における神話主題
の 作例 を見なが ら
議論 に補助線を引く こ とにするo 例えば､ キ ヨ ツ ソ
- ネ ｢大日本帝国政府起業公債 五 百
円証書+ (1878) 【図 2 - 13】 には､ 地球儀や顕微鏡
. カ ン テラ ･ ハ ン マ ー などを足元 に置
い た神功皇后が描かれ て い る｡ 地球儀はすでに指摘したように西洋美術
における ｢サル ヴ
ア ト ー ル ･ ム ンディ+ の 象徴で あり､ 皇后の 足元に地球儀を置く
ことは ､ 世界を支配する
ことを意味す る ｡ 顕微鏡以下の持物は ｢文明開化+
- 近代化の 象徴で ある130o 長 い ロ ー ブ
をまと っ た皇后の 衣装は記紀神話に基づくもの ではなく ､ 面貌
は ､ 同 じく キ ヨ ツ ソ
- ネが
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描い た俗に い う ｢神功皇后札+ (1878) 【図2 - 14】 の 肖像で は大きな目と通 っ た鼻筋とが
｢ヨ ー ロ ッ パ 的+ で ある特徴を際立たせ て い るo つ まり ､ こ の 時期 における神功皇 后像に
は ､ 作画者 が キ ヨ ツ ソ
- ネ とい うイ タリア人画家だ っ た こ ともある が ､ 貨幣にお ける神話
主題絵画と い う場 を借りた ､ 明治政府の ｢文明開化+ ｢万 国対峠+ 意識 をうか が い 知 る こ と
が 出来 る
.
o 翻 っ て ､ 芳年お よ び田村栄達の ｢ヨ ー ロ ッ パ 的+ な神武天皇像を見た ときに ､
端 的に い っ て ｢ヨ ー ロ ッ パ 的+ な るもの を巧み に身体化 して ､ 西欧近代の 君主像と比
べ て
遜色 の な い ､ 権威ある君主像 を作り出そうとする欲望 の存在を像容の 背後に推測す る こ と
が可能で ある｡ ただ し､ こ の よう な ｢ヨ
ー ロ ッ パ 的+ な神武像は定型 に はならなか っ た｡
む しろ ､ 1890年代以降､ 神武天皇の 視覚的イメ
ー ジ の 定型化に大きく 寄与 した作例 は ､
幕末以 来の 文献学的考証に根ざした神武像の 類型 に連なるもの で ある o 冒頭に も挙 げた竹
内久 一 ｢神武天 皇像+(1 890) 【図 2 - 1】 な どをこの 系統に位置づ けるこ とができる o 竹
内の 制作 した神武 は ､ ｢ヨ ー ロ ッ パ 的+ な服装では なく ､ 国芳などの 作例 に見られ る ような
｢上古+ 風 の 服装で ある｡ 具体的に は ズボン 状の 袴を穿き ､ その上 か ら腰ま で丈 の ある無
地 の 上着を着用 し､ 腰 の 帯を体の 前方で結び全体をま とめた ス タイ ル とな っ て い る ｡ そ し
て首に は三 重に勾玉 の 首飾 りを着用 し､ 左腰 に は鍔の つ い た直刀 を楓き ､ 左手 に は 弓を持
っ て い る (また ､ 弓 を引く とき邪魔にならな い ように左 手 の 袖口が縄で締められ て い る)o
これ らの 意 匠は ､ すで に述 べ たように主に記紀神話 に取材 した文献学的考証に基 づき ､ 作
成されたもの と思われ る ｡ 国芳の 作例 とは大きく異 なる点は ､ 神武 が膝下まで あ るブ
ー ツ
を身に つ けて い る点で ある｡ ブ ー ツ の採用に よ っ て ､ 袴はブ
ー ツに収容され ､ ゆ っ たりと
した袴に よ っ て 膨らん だ足の シ ル エ ッ トが膝より下で はすぼま っ たか たちにな る o なお ､
竹内と同時代の 考証家で ある黒川真頼は ､ 武儀国比企郡大谷柑で発掘されたブ
ー ツ状の靴
を着用 した埴輪の 挿図【図 2 - 15】を示 しつ つ ､ ｢上古 の 履は往々 埴輪に存するもの あり ､
是太古の 遺風 なる べ し､ 因りて こ れ を太古に遡らせ て 以て 太古の 神像 を擬作 して 可なり+
と述 べ て い る 131｡ したが っ て ､ これ は考証 にお い て埴輪を利用 した結果 ､ 得られた
｢上古+
の意匠であ ると考えられ る｡
竹内が神武像制作時を回顧 して述 べ た文章に よれば ､ 彼は神武 の服装に 関 して ､ 黒川実
額に 相談を して い た182｡ 竹内が神武像を作成した 1890年当時は ､ 歴史画
･ 歴 史彫刻にお
ける時代考証 の 必要性 を訴える議論が美術ジ ャ
ー ナリズ ム 上に登場 した時で もあ っ たo 独
幹倣史 ｢歴 史画 の 必要+ ( 『美術園』1890･1) は､ 現今 の歴史絵画に おける考証
の誤 りが
多い ことを批判 し ､ 合わせて 黒川真頼に代表される考証家の 研究を紹介 して ､ 歴史画
にお
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ける考証の 進歩を訴 えて い る133｡ また､ 竹内が神武像を応募した『日本』 新聞主催の 歴史
絵画 ･ 彫刻懸賞で は制作に当たっ て ｢故実に準拠+ する ことが義務付けられた｡ こ の背景
に は､ 憲法制定 ･ 国会開設など国民国家制度確立に伴い ､ 確たる ｢独自の 伝統+ ｢独自の歴
史+ の整備が政治的 に求められて い たことを挙げる ことができるだろう (後述)0
時代考証 とい う手続卓 は､ 歴史主題に ｢真実らしさ+ を付加するイデオ ロ ギ
ー として の
リア リ ズム の 手段で ある｡ こ こで興味深 い ことは ､ 竹内が ､ 神話時代の風俗は考証 に よ っ
ても再現不能で あるとい う､ しごく当然の 事実に自覚的で あっ たとい うこ とで ある｡ 代わ
りに彼が ｢真実ら しさ+ を作り出すために用い た仕掛けは ､ 自分の身体感覚に根 ざした想
像に よ る創作行為 で ある｡ 例えば､ 髪型に関す る創作で は次の ような手続きがとられ た｡
考証家に よれ ば神武 の 髪型は ｢みずら+ の はずで ある ｡ しか し､ 竹内が考えたこ とは ､ 戦
場で の 神武 を想像 した際に ､ ｢みずら+ をして い て 髪で耳を蓋うと｢陣鐘太鼓の 号令が能く
聞えぬ理屈 になる ､ 是 で はどうも面白く無い+ という ことで あっ たo したが っ て彼 は ､ 神
武の 髪型に ｢みずら+ を採用せず､ ｢頭後 の所 -
一 所にわがねて勾玉 でく ゝ つ て あらせ ら
る ゝ 様に製作 した+ の で ある134c とはい え､ 先にも述 べ たように ､ 竹内に よる神武像の 意
匠決定の 根幹に は文献学的考証 (串よび埴輪などを用いた考古学的考証) が あり､ 芳年 ら
の 作例に見られ るような ｢ヨ
- ロ ツ パ 的+ な意匠は採用されて い ない o 彼 の創作した箇所
です ら､ 考証 に よ っ て得 られた ｢上古らしさ+ と敵騎を来たさない程度に なされて い た の
で ある . 綿密な時代考証に基づく神武像の 意匠 臥 当時こ の像を見るもの を して ､ あたか
も ｢上古+ の 風俗が 忠実に再現されたか の ような錯覚(実際に は存在 しない 神話の
｢再現+
は不可能で ある が) を与 える ことになっ たで あろう｡
･
また ､ 竹内は像に ｢神武天皇らしさ+ を付与す るために ､ 像の面貌 に明治天皇を引用
し
て い る｡ 彼は ｢子孫は祖先に似てい ない はずはない+ とい う理由で こ の アイデ ィ ア を採用
したと後に述懐 して い るが (後述)､ そ の実 ､ こ の操作は維新以来､ 政府
の 公 式言説にお い
て神武天皇に擬 えられてきた明治天皇イメ
ー ジを逆用したもの で あり ､ 政府 の 公式言説 を
踏襲 して ｢万 世 一 系 の 皇統+ を視覚化する仕掛けで あるo この 仕掛けは ､ 時代考証
と並ん
で神武天 皇像の ｢真実らしさ+ を作り出した要素で ある｡
なお ､ 竹内の 神武像 は ｢定本+ と して ､ そ の 後の 作例 の モ デル となり ､ 明治天皇
｢御真
影+ を基 に した面貌表現や黒川其締らの 協力 を得て考証学的に
｢再現+ した衣服などは そ
の まま模倣された ( 作者不詳 ｢神武天皇御肖像 (竹内久
一 氏彫刻 ニ 依ル)+ 新保磐次 『修正
小学内国小史 甲種』1901押絵【図2
- 16】)D 一 方で ､ 川崎干虎｢神武天 皇の御簾影+ (山
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解悌三 郎 『帝国小史』 18 92挿絵) 【図 2
- 17】､ ニ代目永尾長右衛門正 幸 ｢神 武天皇像+
(1 897) 【図 2 - 18】､ 岡崎雪声 ｢神武天 皇銅像+ (1899)【図 2
- 19】､ 作者不詳 ｢大 日本
帝国歴代天皇御真 凱 (大正初期)【図 2
- 20】 などに見られ る よう に ､ 神武 の衣装や持 ち
物 に 関 して竹内 の神武像を参照 しながら ､ 竹内が創作 した髪型 に つ い て は採用 しない 例も
多々 存在 した ことを申 し添えて おく o また､ 錦絵や絵 は がきに描 かれた神武像 の
一 部に ､
甲宵を着用 した神武像が散 見される が 【図 2
- 2 1】【図 2 - 22】､ 主流の類型 に な っ たとは
言 い が たい ｡ 戦前におい て も っ とも人 口 に胎察したと思われ る国定教科書の 神武像 【図2
- 23】 は､ 甲帝を着用する類型を採用せず､ 竹内の 神武像の 系譜に位置づ けられ る意匠燥
型 を採用 し続けたか らで ある ｡
5 - 2 神武天皇像を描く こ との政治性
神武 天皇像の 作例が 増える の は ､ 1870 年代宋以降で あり 1880年代に入 ると ､ さま ざま
な神武像が 印刷されて市場に出回る こ と になる ｡ それ以前に作例が少 ない の は ､ 幕末
･ 維
新期 の民衆 にと っ て親 しい 存在で なく ､ 大量に生産する必要性 が社会 的経済的に なか っ た
からセあろう. とこ ろが､ 明治維新を経て ､ 神武が政府 の御墨付き の政治 シ ン ボル となる
と､ そ の認知度も自ず と上が っ て来るう.え に ､ 神武像 を見て み たい ､ 所有 した い とい う欲
望も生 じてく る こ とになる ｡ また ､ 絵画制作者たちに とっ ても ､ 神武と いう主題は欲望 の
対象であ っ た｡ その 主題 は ､ 政府 によ っ て認可され た正典で あり ､ それを措く こ とで ､ 自
らの社会的地位を高めた り ､ 政治 的貢献をなせ るか も しれな い の で ある
135
｡
神武 天皇像が増加 した直接的原因と して は ､ 元田永寧 が中心 とな っ て編集 し､ 明治 天皇
の 名で 1879年 8月発布 され た 『教学聖 旨』 の
一 節を挙げる こ とが でき る｡
｢仁義忠孝 ノ心 ハ 人皆之有り ｡ 然 ドモ 其幼少ノ 始 ニ ､ 其脳髄 二 感覚セ シ メテ 培養ス ル ニ 非
レ バ
､ 他ノ 物事巳 二 耳 二 入り先入主 トナ ル時 ニ ハ ､ 後奈何トモ 為ス 可カ ラ ス . 故 二 当世吐
塑変三三絵塵∠選 出 込
監∠L盤 由
メ ン事ヲ要ス ｡ 然ル後 二 諸物ノ名状ヲ知ラ シ ム レ バ ､ 後来忠孝ノ性 ヲ養成シ ､ 博物ノ 学 ニ
於テ本末 ヲ誤 ル 事無カ ル べ シ+ 136
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以上 に挙げた ｢小学条目二件+ と題された部分には､ 幼児教育に関する意見が記されて
い る｡ こ こ で の 主張を訊明すれば次の ようなもの である ｡ つ まり ､ 誰の 心 にも ｢仁義忠孝
ノ 心+ は あるが ､ それが ｢脳髄+ に刻み込まれる以前に他の思想が入 っ て しまえば､ ｢仁義
忠孝+ を培養する こ とはか なわなくなっ て しまう｡ だか らこ そ ､ 小学校教育にお い て ､ ｢古
今ノ 忠臣 ･ 義士 ･ 孝 子 ･ 節婦ノ画像 ･ 写其ヲ掲ゲ+､ 入学の始めにそ の ｢画像+ を示 すこ と
で ､ ｢忠孝ノ 大鼓+ を其 っ 先に ｢脳髄+ に刻み込む必要が ある｡ そうすれば､ そ の後 で い ろ
い ろな思想を知 る こ とがあ っ ても ､ ｢忠孝+を養成する妨げに はならない で あろうとい うの
で ある｡
さらに ､ 1881年に制定された ｢小学校教則綱領+ には次の ようにある｡
｢第十 五条 歴史 ハ 中等科二 重テ 之ヲ課 シ日本歴史中二 就テ盈監ま珪塑､埜重畳墓∠遡鑑､
仁徳天皇ノ 勤倹､ 延喜天暦ノ教練､ 源平ノ盛衰､ 南北朝ノ両軍､ 徳川氏ノ治績､ 王政復古
等緊要ノ事実其他古今人物ノ 賢否 ､ 風俗ノ変更等ノ大要ヲ授ク
べ シ ｡ 凡歴史ヲ授ク ル ニ ハ
勤テ 生徒ヲ シ テ沿革ノ原因結果ヲ了解セ シメ ､盈 遡 三上王墓旦+
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っ まり ､ 歴 史教育に つ い て は ｢尊王愛国+ の 精神が強調され ､
｢建国の 体制+ ｢神武天皇
の 即位+ か ら ｢王政復古+ まで天皇中心 の歴史を講義する串う布告されたの で ある o
これら二 種の 公文書が執筆され た政治的動機は､ 自由民権運動の高まりで あり (より直
接的に は ､ 近衛兵の 凍舌L事件 ｢竹橋事件+ である)､ これらは ､ その 対抗措置で あ
っ た138o
両方の 文書は ､ 画家たちに ､ ｢神武+ を始めとする
｢歴史教訓 軌 を描く仕事 を与え､ そ の
絵が政府 の請負仕事の範囲を越えた ビジネス の対象になる可能性を匂わ
せ たの で ある o
1879 年 の 楊洲周延 による ｢皇統四海 の愛給+【図2
- 2 4】 は ､ その 発行時期か らして ､
『教学聖 旨』 を受けて制作されたもの であろう｡ また､ そ
の 詞書には ｢神武帝元年辛酉 よ
り/以来今明治十 二年まで/凡
- 百二十二代二 千五百三十九年の/造なる神代の 昔は さて
ぉき つ /其王道の 蕩々 たる十有五 帝の/尊貌を画具に委
ねて初学びの / 幼稚 に授け示 さ
ん+ とあり ､ 小学校の 掛け絵と して制作されたことがわ
かるo 画中､ 上段には ､ 弓欠を携
ぇ武装 した神武天皇を始めとする 15人の 天皇が描かれ ､ 前
景左右に ､ 椅子に座っ た洋装
の 明治天皇 ･ 和装の美子皇后 (詞書には ｢億兆の 父母+
とある) が描かれて い る o 全体の
構成は ､ 神武以来の ｢万世
一 系+ を可視化 してい るo また ､ 神武を媒介と し
て ､ 現在の 天
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皇 に よる支配 を ｢恩恵+ と して可視化 したも･ の で ある と解釈 で きる ｡ なお ､ こ こで の 神武
の表 現で あ るが ､ 弓矢で武装 して い る ことか らも明 らか なよう に ､ ｢徴兵告諭+ に依拠 した
｢大元帥+と して の神武天皇像を表 して い る ｡ また､ 上代風 の衣裳や勾玉 などの 装飾か ら､
国芳 による考証に 基づ い た神 武像 【図 2
- 9】【図 2 - 10】 の 系統 を参照 した可能性を指
摘する こ とがで きる ｡
前景 の 天皇 ･ 皇后は ､ 天皇 が 断髪 し､ ヒ ゲをたくわ え､ 洋服 (軍服) を着こ なす こ とで
近代化 した直後､ 1873年に作成された写実と類似 して い るo 近代化 した後の 天皇は ､ 公的
な肖像にお い て ､ 皇后と ペ ア で表された139｡ 天皇
･ 皇后の 肖像は ､ ペ ア の 形で ｢日本+ と
い う国家を象徴するも の で あ っ た140｡ 1888年まで ､ 天 皇の 正式な肖像は洋装､ 皇后は和
装で表されたままで あっ たが ､ それ はこ の 図像で も踏襲され て い る o 若桑み どりが指摘 し
て い る よう に ､ こ の ア ン バ ラ ン ス はジ ェ ン ダ - 役割の 表象の
一 環で あろう141｡ つ まり ､ こ
の 図像が制作された 1879年時点 にお い て は ､ ｢洋装の 男性+は近代化に よ っ て 変化(進化)
しつ づ ける国家の 現在 ･ 未来像を表 し､ ｢和装の女性+ は近代化 によ っ ても変わる ことの な
い 国家の伝統 ･ 民族性 を表して い たと思 われる｡ こ の 図像は､ 天皇
･ 皇后 の ペ ア に よ っ て ､
｢日本+ と いう国家は近代化 し ｢万国+ に対暗する存在とな っ て も (国家的伝統) を守 る
の だ とい うことを表 し ､ 神武 を始めとする歴代天 皇の 系図に よ っ て ､ ｢万世
一 系+ の 天皇 に
よる支配 を正 当化 して い る の で ある｡
そ して ､ こ の ような図像 が ､ 小学校にお い て実際に教育目的で用 い られ る こ とで ､ 目か
ら ｢脳髄+ へ 国家の イデオ ロ ギ ー を焼き付 ける こ とが目論まれたの で ある o 政冊 ま､ 政治
的 に有用な視覚的表象を作 る こ との できる画家の 協力を求 め ､ 画家はこ の誘惑を捨て 掛
､
もの と感 じた｡ その 結果 ､ 同様の コ ンセ プ トをも っ た神武 天皇 の 視覚表象は そ の 後も生産
され る こ とにな るの で あ る｡
5 - 3 国史教科書の なか の神武天皇像
次に ､1890年前後まで の 小 学校の 国史教科書に描かれた神武天皇像を何点か 見て
いく
こ とに しよう｡ 学制が施行され公教育が始ま っ たの は 1872 年 の ことで ある o こ の 年 出版
され た文部省の 歴史教科書 『史略』 に は神武 の挿絵は無 い の で ､ 初め て ､ 教科書挿絵
に神
武像が登場する の 臥 1875年刊行 の 師範学校掛野『日本略史』 に お
い て で あるo ｢神武天
皇東征ノ 図+【図 2 - 25】 と題 された こ の 挿絵が描くもの は ､ 神武とかれに服従を誓う
｢敬
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翠+の 姿で ある｡ 画中右手 ､ 武装した三人の従者に囲まれて座 っ て い る人物が神武であ り､
左手 ､ 脆い て い る 二 人の 人物が ｢敵軍+(長髄彦の 手勢) である ｡ 神武 の面貌は ､ 目鼻が単
純な線に よ っ て描写されて おり ､ 特定の 人物 を表す表現が伴 っ ていない ｡ こ の 時代のすぐ
後に は ､ 服装 (これ は梅渓の作例 に近い) や面貌 に神武を特定するかたちが成立 し､ 定型
図像が確立 して い っ た o しか し､ こ の 図にお い て はそれが見られない o まだ定型図像 とい
えるもの が なか っ たか らで あろう｡ ただ､ それで も神武が威厳ある存在で ある こ とは ､ 左
手の 人物がかれ に向か っ て脆き､ かれ 一 人だけ従者たちに守られて椅子に座 っ て い る こと
か ら明らか である ｡ なお ､ 教科書の 記述では ､ こ の ｢東征+ によっ て ､ 神武軍は ｢長髄彦
ヲ殺+ したとは っ きり書かれて い るが､ こ の 挿絵で は ､ 殺す場面は選択 されず､ 神武も武
器を手 に して い ない ｡ ただ､ 脆く人物によっ て ､ ｢束征+ における勝利が記号化されて い る
ことが確認 でき るo こ の 図像では ､ 勝利は暴力的行為 の結果 で はなく ､ あくまで 自発 的服
従 に よるも の と して表 されて い る｡ こ こで の 図像的操作は ､ 神武の武威に よる勝利を表象
すると同時にそ の暴力 的側面を隠蔽するた めに行われたもの で あろう｡ また ､ 神武 の 記述
の 末尾 には明治天皇 が行な っ た太陽暦改暦と神武天皇紀元 - の 言及が ある1
42
o
これ は ､
(第ニ の神武天皇) としての 明治天皇像を喚起させ る目的で挿入されたと思われる o よ っ＼
て ､ 鑑賞者は ､ 神武 の 従者､ あるい は､ 神武 に服従を示す者に感情移入 し ､ 神武像の 表象
を介 して ､ 現在の 明治天皇の 支配もまた､ 暴力的贋治ではなく ､ ｢われわれ+ 民衆の自発的
服従に基づ い て い る の だとい うことを理解す るよう ､ 仕向けられるの で あるo
1887 年の 福地復 - ･ 辻敏之 『小学校用 歴史第
- 』 にも ､ ｢神武天 皇の 東征+【図 2
-
26】 を描い た挿絵が存在する｡ こちらの 東征図で は ､ 草を掻き分け､ 神武軍が進む様子 が
描かれて い る ｡ 前景に描かれた軍を尭導する道臣命の服装には ､ 文献学お よび 考古学 に基
づく考証 の跡を認 める こ とが出来るo 神武 は軍列の後方､ 馬上に描かれて い る人物だと思
ゎれ る｡ こ の 図版で は細部の表現が確認できない が ､ 矢簡 (えび ら) を背負い ､ 弓を持 ち
武装 して描かれ て い る｡ 興味深 い ことには ､ 道臣命と神武とは ほとん ど同 じ人物の ように
描かれて い る｡ こ こ に は考証 に基づい て神話的人物を描く ことがい か に困難な試みで あ
っ
たか を垣間見る こ とが できる｡ 考証の確たる資料と して参照 しうる素材が少な い上に ､ 神
話時代の 遺物を得る事 など不可能事である o したが っ て ､ ヴァ リ
エ ー シ ョ ン が作りにく い
の で あるo 神武が こ の 軍を率い る ｢大元帥+ であるこ とは ､ 彼
- 人が馬上 にある ことや彼
の頭上に 軍旗が はためい て い るこ とによ っ て辛う じて推測できるo なお ､ こ
の 教科書で も
｢束征+ の記述にお い て は､ 神葬天皇が ｢諸族ト軌ヒ テ ､ 之 ヲ破+ つ た ことや
｢健連日命 ､
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長髄彦 ヲ殺シテ+降伏させ たこ とや｢余夷亦随ヒ テ服+ した こ とが明記されて い る
一 方で ､
戦闘および殺害とい っ た暴力的 な場面は選択 されて い な い ｡ そ して ､ 神武 が初代天皇で あ
り ､ ｢爾後皇統連綿トシテ ､ 永 ク天位ヲ承ク+ こ とや ｢後世神武帝即位ノ歳ヲ以テ ､ 本邦ノ
紀元 トナ+ したこ とを強調する こ とを忘れ て は い ない 148o
先に も挙 げた､ 川崎千虎 ｢神武天皇 の 御廉影+ (山牌悌三郎 『帝国小史』挿絵 1892) 【図
2 - 1 7】 は ､ そ れ以前の 教科書挿絵と 一 線を画するも の で ある . そ の 理由と して は ､ 肖像
とい う形式 と細部の 描写 の充実とを挙げる こ とがで き る｡ こ の 図像で は ､ 髪型 (みずら)､
衣装 ､ 装飾､ 欠簡 (えびら)､ 太刀 ､ 弓な どが 明確 な指針を以 っ て記 号化されて い る こ と が
確瓢 で きる｡ これ らの表現 は ､ 本章の 冒頭で少 し言及 した 1890年制作の 竹内久
- ｢神武
天皇像+【図 2 - 1】を参照 して描かれたもの だと思われ る (ただ し ､ 竹内の神武像で は髪
型 がみずらで はな い)｡ こ の 図像が ｢御簾影+ とい う名 称で掲戟され たこ とに は ､ こう した
図像類型 がある種 ｢公認 された+ 神武イ メ ー ジを表 したもの で あると主張でき る土壌がす
で に存在 して い た証 しで はな かろうか ｡
ちなみ に ､ こ の 教科書で は ､ 神武 は ｢吾等 がつ か - たて ま つ る 天皇陛下+ の ｢御先祖+
とされ る . また ､ 神武 の記事 は ､ 紀元節 ･ 神武天 皇祭の 由来 を説明する形式で記述 されて
ぉ り ､ 神武天皇と 明治天皇の つ なが りが強調 されて い る ｡ なお ､ 教科書 は ､ 多く の 行を ｢東
征+ の記事に割 い て い る ｡ 長髄彦は挿絵こ そない が､ 記述 にお い て ､ ｢強き わ るも の ゝ か し
ら+ とされ ており ､ ｢束征+ 自体は ､ ｢良き人民+ を苦しめる ｢わる もの+ を ｢平 らげ+､ ｢人
民 の なん ぎを救+ うもの と して い る 144｡ こ の ような記述 によ っ て ､ 明治天皇 の ｢東幸+ や
その 後の 支配 その もの が根本か ら正 当化 される ことに なる の で ある ｡
1890年前後まで の 国史教科書に お ける ｢神武東征+ の視覚的表象は概ねダイ ナ ミズ ム を
欠 い たもの で あり ､ 表現も控えめ なもの だが ､ それ は ｢東征+ の 暴力的側面 を隠蔽す る役
割を果た したと思 われ る｡ 加 えて ､ 明治天皇と神武 天 皇の結びつ きをほ の めかす言説 が併
せ られ る こ とで ､ 現行 の改胎体制を肯定する こ とに寄与する こ と とな っ た｡
5 - 4 神武東征と金鴻
続い て ､ 近代以降の 神武天 皇像にお ける主要主題 で ある ｢神武東征+ に つ い て ､
一 般
に市販された版画 の神武天皇像を中心に見て いく ことにするo
｢神武東征+ にお い て は ､ 光り輝く金塊を弓にとまらせ ､ 敵を調伏する場面が好んで描
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かれた｡ こ の エ ピソ ー ドは 『日本書紀』 巻第三に掲載され た ｢神武東征+ の故事に見られ
る｡ 長髄彦軍と神武軍との 戦い の さなか突如現われた金色の 璃が神武 の 弓に止 まり ､ そ の
輝きによ っ て ､ 長髄彦軍が戦意を喪失 したと いう ､ 奇蹟評で ある｡ ちなみ に こ の エ ピ ソ ー
ドは､ 『古事記』 に は記載されて い ない ｡ 以下に原文を引用 しておく ｡
｢十有二月 の発巳 の朔 丙申に ､ 畠師 〔神武軍〕 遂 に長髄彦を撃つ ｡ 連に戦ひて 取勝つ こと
能はず｡ 時 に忽然と して天陰けて雨氷ふ る｡ 乃 ち金色の 要しき鴻有りて ､ 飛 び来りて皇弓
の 珂に止れりo 其の 鴻光り嘩かがやきて ､ 状流電の 如 しo 是 に由りて ､ 長髄彦が軍卒､ 皆
迷ひ 絃えて ､ 復力 め戦はず+ 1L15
｢東征+ 主題 における金鴎の 強調は ､ 幕末 における尊王壊夷思想を背景に行なわれ る よ
うにな っ たと思われ る o 早い 例で は ､ 先に挙げた - 夢道人 『日本国開聞由来記』(185 6)
にお ける国芳の 挿絵に 見られ る｡ 再び ｢金色の 霊鳶飛来て 天皇の 弓帝に止 て 光を放 つ 所+
【図2 - 10】 を見てみ よう｡ 左頁 ほぼ中央に立 つ 武装 した神武天皇は左手 に 弓を持 ち､ 弓
の 上に止 ま っ た ｢金塊+ か ら剖まゆい 光が右京に い る ｢敵+ を貫い てい る｡ 注目す べ きは ､
神武以外の 人物は ､ ｢敵+ (右京)も ｢味方+ (左京)も眉毛と髭を手 入れ して い ない ｢未 開+
の 風体で描かれて い る こ とで ある ｡ こ こまで の 具体的な設定は 『日本書紀』 から読み取る
ことが出来ない の で ､ これは著者と国芳によ る創案で あろう｡ そ して ､ ｢味方+ の 方は金塊
の 光をうやうや しく拝み ､ ｢敵+ の方はそ の光に恐れお の のく態に描かれて い るo これ は ､
金璃 の光を天皇 の ｢嘗
た%
#+ として表す技法なの で はなかろうかo また ､ 光は ｢敵/味方+
を峻別すると同時 に ､ その 両方の 弓矢をこと ごとく地に落とし､ 全員を武装解除させ て い
る. ただ ､ 神武だけは光の 影響を受けず､ 超然として臨戦体勢のままであるc こ の 図像 は ､
弓と太刀で武装 した神 武によっ てもたらされた ｢霊威+ による勝利と平和を寓意的に表 し
て い る｡
国芳によ る神武像は ､ 西村梅渓 ｢神武天皇束征之図+【図 2
- 5】(若林葛満 『聖徳太子
伝図会』1804) とは全く異なるもの である o 『古事記』 に基づく こ の 因も国芳同様 ､
｢神武
東征+ の 故事を描 い たもの だが ､ 画面の 選定か らして ､ 国芳の もの がまさに戦 い の 場にお
ける勝利の 瞬間を劇的 に描い てい るの に対 し ､ 梅渓の もの はおだやかな船の 上 の風景を描
く など対照的で ある ｡ 開国を契機とした対外的危機を背景として ､ 神武天 皇は
｢外夷+ を
打ち払うべ く武装した姿で表されるようにな っ たの で あるo 金鶴の採用は ､
｢外夷+を払 う
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神武 の武威 ･ 神威 をさらに高め る重要な道具立 て で あ っ たo
国芳が こ の挿絵で創作 した神武天皇の 図像類型 は ､ 明治以降にお ける
｢神武東征+ 主題
絵画 ･ 彫刻 に踏襲されて い る o 金塊を掲げた神武天皇像は ､ 天皇 の神威に よ る
｢敵+ や ｢野
蘇+ の調伏 を表すために最適な主題で あり ､ 天皇の 国内支配と植民地征服
･ 世界支配とを､
一 種 の ｢啓蒙+ あるい は ｢文明化の 便利 と して正 当化するの に これ ほ ど効果的 な表現は
他にな か っ た｡ 日清日露戦争 の ｢戦勝記念碑+ として建設 された神武天皇像には ､ 必 ずと
い っ て い い ほ ど､ 金塊を掲げた神武天皇とい う主題が採用されたゆえんで ある (後述)o
188 0年 に 出版された大帝 (月 岡) 芳年 による ｢大日本創尊鑑 神武天皇+【図 2
- 12】
は ､ 画面中央に武装した神武天皇が立ち ､ そ の左手に持 っ た弓の 先に止 ま っ た金鴻の まば
ゆい 光が 画面右手 の ｢敵+ を調伏する様 子 を描 いて い る o 芳年 は ､ 歌川国芳の 弟子で あり ､
国芳 の作例 【図 2 - 1 0】 を参照す る ことは可能だ っ たと思われ るo 芳年 は ､ 金 矧 こよ っ て
天皇 の ｢霊威+を表すと い う国芳の創り 出 した図像様式 を巧み に採り入れて い る o ただ し､
神武 御艮装や髪型 は ｢ヨ
ー ロ ッ パ 的+ で ある､o これは ｢文明開化+ の 風潮を意識 した芳年
の創案と思われ る ｡
1888年 に 出版され た田村米造 ｢神武天皇討夷之図+【図2
- l l】 は､ 先にも述 べ たよう
に ､ 明らか に芳年の神武像を模倣 したも の で あるo こ の 神武像は芳年 の神武像 を四分 の 三
正面 か ら捉 え直 して い る ｡ 結果 ､ ｢敵+ は フ レ
ー ム の 外に消 えて しま っ て い るが ､ そ れが芳
年の もの に はなか っ た新 しい効果 を生ん で い る｡ つ まり ､ こ こ で は金鶴 の 光が及ぶ先を ､
これ を見て い る人び との 方向に 向ける ことで ､ 見 る者を ｢啓蒙+ ｢文明化+ の 対象とする こ
とが目論まれて い る｡ そ の 正面性やモ ニ ュ メ ンタリテ ィ か ら考えると ､ こ の 図像は 礼拝を
想定 したもの で あり ､ 神武天皇 と明治天皇 の 支配 を正当化す るために制作され た礼拝図で
ぁる と思われる o 1891年の ｢教育勅語双六+【図2
- 2 2】 に は神武 に脆く偶 の 姿が視覚化
され て い るが ､ こ の ｢神武天皇討夷之図+ を購入 した人びとは ､ お そ らく床 の 間などにそ
れを飾 っ て ､ こ の ｢教育勅語双六+ に描かれ た人びとの ような態で ､ 朝晩脆き礼拝したの
では なか ろうか ｡
5 - 5 天皇の ニ つ の 身体
近代に おける神武天皇像を考察する際に ､ ｢東征+ と並ん で無視できな い類型と して ､
ァ マ テ ラ ス ･ 神武か ら今上まで の歴代 天 皇を系図上に配置 し ､
一 枚の 絵に描くと いう類型
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がある｡ 一 見 して ､ こ の類型では ｢万世 一 系+ が視覚化されてい るこ とが わか る ｡ こ の類
例の 早 い もの で は ｢王代 一 覧+ (1878) 【図2 - 2 7】 や先述 した周延 ｢皇統 四海 の 愛給+
(1879)などが あるが､ 明治後期以降に制作されたもの の 方が より洗練された様式をもち､
巧み な レ トリ ッ ク がある146o
こ の 類型にお い て は ､ 掛け軸状の縦型の フ レ ー ム が好まれた｡ ちなみ に ､ こ の形式は礼
拝用 にも適 して い るo 作者不明の ｢帝国神代人皇御歴世御尊影+【図2
- 28】 は ､ 大正初
期に描かれたもの で あると推測される｡ 画中､ 最上部にア マ テラス を中心とする神 々 が描
かれ ､ そ の 下に神武を始めとする歴代天皇の肖像が描かれて い るo また､ 中心線をア マ テ
ラス か ら下 へ 辿 っ て行くと､ その先には神武 ､ 明治天皇 ､ 大正天皇が他の 肖像よりも大き
く描か れて い る ことが確落 されるo この構成は ､ ア マ テ ラ ス から神武以下の 天 皇の ｢万世
- 罪+､ ｢皇統+の 連綿と続く様 を視覚化する目的にお い てなされたもの で ある
147
o 加え て ､
ァ マ テラ ス ､ 神武 ､ 明治天皇 ､ 大正天 皇の肖像の フ レ
ー ム は独特の 装飾が なされてお り､
ぉの お の の性質を表 して い る ようであるo ア マ テラス の フ レ
ー ム はシ ンプル な楕円形で あ
るが ､ 雲状の もの に覆われており ､ 神々 の 中でも突出した存在で ある ことが可 視化されて
い る｡ 神武 の フ レ ー ム は ア マ テラス が胸 に抱く鏡の 形と同
- である ､【図2 - -29】o これ は
三種 の神器 の 鏡を指 してい るもの であろうo 神武は フ レ
ー ム そ の もの に串つ てア マ テ ラス
の化身と して表 されて い る148｡ さらに､ 鏡に合わせ て弓と金塊があ しらわれており､ 勝利
の 寓意が示 されて い る ｡ 下段 の中央にある明治天皇の フ レ
ー ム は天皇家の菊紋をモ チ ー フ
に した植物装飾で ある ｡ これは ､ 明治天 皇を歴代天皇の
｢伝軌 (あるい は天皇位 ･ 天皇霊)
を代表す るもの として表象するための 装飾で あろう｡ ｢文明+の象徴で あっ た 明治天皇
ほ死
して神となり ､ ｢伝統+ の シ ン ボル - と変じたの だと思われる
149
o 軍服姿で なく束帯姿 (つ
まり洋服 で はなく民族衣装) であるの は ､ その ためであろう
150
o 大正天 皇の フ レ - ム は ､
明治天皇 か ら連続 した植物装飾の もの で ある o しか し､ それは明治とは違
い ､ 軍旗に よ っ
てさらに装飾され ､ フ レ ー ム の 下部 には地球儀や兵隊の 背嚢､ ラ ッ
パ ､ 錯 ､ 砲弾などがあ
しらわれて い る 【図 2 - 30】. また大正天皇は洋装､ すなわち軍服姿で あるo
フ レ ー ム の
中に置かれた大正天皇 は､ 天皇制 の ｢伝統+ を直接受け継ぐ着
で はあるが､ そ の服装 ･ フ
レ ー ム に あ しらわれた近代軍隊を表象するモ チ
ー フが象徴するように ｢現在 ･ 未来+ に勝
利をもたらす近代的政治主体と して表されて い る の である o
こ の 絵画全体の 棉成が表すも
の は､ 一 見 して ｢万世 一 系+ で あるが､ 細部を見ると､ 明給天皇と大
正天皇が ､ ペ ア で表
され る ことで ､ 近代にお ける天皇が ｢文明+ と
｢伝統+ を共に担う存在と して表されて い
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る こ とがわか る ｡ 明治天皇の 在世中は ､ 彼が神武 の顔 を同時にも つ こ とで ｢文明+ と ｢伝
疏+ とを 一 手に担 っ て い た の で ある ｡
同時期に制作され たと思われ る ｢大日本帝国歴代天皇御真影+ 【図 2
- 31】 も､ 同類型
の も の で ､ 画 中には ､ 歴代天皇 の 肖像が描かれ ､ 下部中央に菊紋を頂 い た大正天皇の ｢御
真影+､ 最下部右に皇太子 (彼の 昭和天皇) の肖像写真が配 されて い る o これ は ､
｢万世 一
系+ を可視化す るもの で ある ｡ こ の 図像の 興味深 い点は ､ 伊勢神 宮を挟ん で ､ 左 に 明拍天
皇 の ｢御真影+ (1888) と神武天皇の 肖像とが 同形 の フ レ
ー ム に収 められて 配置され て い
る点 で ある ｡ 明治と神武 の 面貌 の類似は明らかで あり 【図 2
- 20】､ 明治維新以後 ､ 政府
の 公式言説が 主張 して きた (第二 の神武天 皇) として の 明治天皇がは っ きりと可 視化され
て い る こ とが確認 でき る. また ､ こ の 図像に お ける明治と神武 の 並置は､ 明治天 皇が ｢文
明+ を担い ､ 神武天皇 は ｢伝統+ を担うとい う国家象徴にお ける役割分担を視覚化するも
の で あろう｡
こ の類型 の 図像に描かれて い る 二種輝 の天皇像
- ｢伝統+ を担う天皇像と ｢文明+ を
担う天皇像 - は ､ 多木浩二 やタ カ シ ･ フ ジ タ ニ が カ ン ト
- ロ グィ チ を引用 しつ つ 指摘 し
た ｢天皇 の 二 つ の 身体+ に対応 して い る. つ まり ､
一 方 の 天皇像は政治的身体で ある天 皇
位 ･ 天皇権を表 わ し､ もう 一 方 の 天皇像は ､ 代々 移り変わ る自然的身体で ある ｢玉体+ を
表わ して い る の で ある｡ 前者は決 して滅ぶ ことない 無限の存在で あり ､ 変化す る こ とがな
い存在と して ､ 後者はや がて 滅びる有限の 存在で あり ､ 代々 変化する存在と して 描かれて
い るc こ の 二 種類 の 天 皇像を同 一 画面に登場させ る こ とによ っ て ､ 天皇 の神格性と ｢万世
一 系+ ｢皇統連綿+ の 不変性とが視覚化され る の で ある ｡
第六節 近代神武天皇像 の完成
6 - 1 紀元は 2550年
こ こセ､ 冒頭で触れ た竹内久 - による ｢神武天皇像+
●
【図 2 - 1】 に つ い て論 じる こ と
に しよう｡ こ の 像は ､ 1890年 の 第三 回内国勧業博覧会に展示 された｡
･
1890年は ､ 神武紀元2550年 に当る とされ､ 帝国読会は こ の 年 に合わせ て開会され る予
定 にな っ て い た. また ､ 紀元 2550年 を彩る国家イベ ン トが いく つ か企画
･ 実施されたo
中で も亜細薙大博覧会の 開催 臥 こ の記念年にお ける中心的 なイ ベ ン トになる はずの もの
で あ っ た｡ 1885年に太政大臣の 三 条実美に提 出された農商務卿
･ 西郷従道の 建言書を以下
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に挙げて お こう｡
｢来ル 廿三年 ハ 紀元弐千五 官五十年相当 二 付紀元祭御執行可相成故トモ相考候得共海外 ニ
ハ 米国独立百年条壕州建国百年祭等ノ挙有之候 二 付右二 倣 ヒ/皇秤長久ヲ祝 シ 且ツ内ハ 以
テ 民業ヲ鼓舞シ外 ハ 以テ 交誼ヲ収 シ為メ 亜細亜大博覧会ヲ開キ同洲 ニ ア ル締盟国ハ 勿論亦
属地ヲ有ス ル他邦 - モ 出品ヲ請求シ該地ノ産出晶ヲ ー 場 二 蒐集シ甲乙 ノ優劣ヲ比較シ 内地
各業ノ改良ヲ計画 シ海外版路ノ開進 ヲ企図シ兼テ 外交ノ好宜ヲシ テ益親療ナラ シメ ハ 一 挙
両得ノ良計卜思考致 ユ -イ乃テ ニ十 二年定規ノ 内国勧業博覧会 ハ 延期相成廿三年四月 ヨ リ東
京 二 於 テ亜細蛮博覧会開設相成度+ 15 1
西郷が こ こで ､ フ ィラデル フ ィ ア万博 (1876) やシ ドニ ー 万博(18 78) を挙げて い る こ
とか らもわか るように ､ 19世紀末におい て万 国博覧会の 開催は国家の威信 を内外に示す重
要な政治的手段とな っ て い た｡ 西郷は ､ これらアメリカ ･ オ ー ス トラリアの 例に なら っ て ､
紀元 2550年の記念すべ き年を選び ､ アジア初の 万 国博覧会 の開催を提案 したの で ある｡
こ の 計画が実現すれば ､ ア ジア におい て 日本が第 - の 強国で あることを内外 に示 すこ とが
でき ､ か つ 高い 経済効果を得､ 諸 国との友好な外交関係を得 る絶好の機傘と なるはずで あ
っ たQ しか し､ 古川 隆久 によれば､ こ の博覧会計画は ､ 財政面での 不足を理由 に大蔵省が
反対の 意向を示 し､ 禰小 される ことになる ｡ 亜細亜大博覧会が開催される予 定で あ っ た
1890年 4月 に は ､ 代 わり に第三回内国勧業博覧会がされる ことになっ た152｡
さらに 『明治天皇紀』 によれば ､ こ の年の 紀元節 (2 月11日) には ､ 宮中で は紀元 25 50
年に相当する こ とを記念して特別 に舞楽が上演され ､ ｢皇族以下親任官
･ 勅任 官 ･ 有静者 ･
各国行使及び其の 妻+を招い た立食パ ー テ ィ
ー が行なわれたo そ して ､ そ の場で詔が あり ､
金鶴勲章が制定され た153.
金塊勲章は､ ｢専ら武 功抜群の 将士 に授く るもの+ と して新たに定め られた もの で あるo
『明治天皇紀』 によれば､ 1888年 1月 の各種勲章増設の機会に ､ ヨ
ー ロ ッ パ 各国の よう
な武功専門の 勲章が な い という発議があっ た ことが こ の熟牽制定の き っ か けとな っ て い る o
しか し､ そ の 時 には制定されず､ 天皇の内勅によ っ て ､ 紀元 2550年の 紀元節まで制定を
延期する こ とにな っ たとされて い るo もちろん ､ こ の 勲章の 金鶴は､ 神武東征神話 にみ る
金鶴に則 っ たもの で ある｡ 金鵠勲章制定の勅に は ､ ｢天皇撒定ノ故事 〔神武東征〕
ニ 徴シ金
塊勲章ヲ創設シ将来武功抜群ノ者 二 授与シ永ク/天皇ノ威烈ヲ光
ニ シ 以テ其忠勇ヲ奨励セ
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ン トス+ とある154.
金塊勲章は ､ ｢天 皇ノ威烈 ヲ光 ニ シ+ たも の で ある｡ そ して ､ こ の 勲章を胸 に した者は ､
神武天皇 の 軍隊の 精鋭と して荘厳化され る｡ 勲章は ､ 功を表わすとともに ､ メ ン バ
ー シ ッ
プを表わ して い る ｡ して卑れ ば､ 勲章によ っ て ､ 神武 の 軍 隊が 現実化 され る とも い えよ う｡
また ､ こ の年 に は橿原神宮が建設され て い る｡ こ れは ､ 神武天皇が 即位 したとされ る宮
跡を定め ､ そ こ に建設され た神社で ある｡ こ の 建設 は 『橿原神宮史』 に よれば ､ 1888年 2
月 ､ 奈良県ぎ議員の 西内成郷が内務大臣 ･ 山県有朋に建言 を行な っ た ことか ら始まる ｡ な
お､ 西内は神武天 皇陵の ｢守長+ を して い た｡ 西 内の建言 に は､ 神武天皇陵を始めとする
天皇 陵の 尊厳は極まりない もの で あるが ､ 天 皇の ｢御宮祉+ は未だ確定されて お らず ､ ま
た捜索すらされて い ない ことを遺憾とす ると ある｡ さらには ､ 古文書を調 べ ､ 実地調査 を
行な っ た結果 ､ 神武天 皇の 官祉を確定できたの で ､ 来 る 4月 3 日 の神武天 皇祭の 日 に例祭
の た め天皇陵 - とや っ てく る勅使 に確認 して もらい ､ 確認次第､ 記念碑を建て た い と して
い る 155Q ちなみ に ､ こ こ で は ､ 西内が神武天皇 の 宮祉を
一 人で ｢発 見+ した か の ように な
っ て い るが ､ 実は郷 土史家の 奥野陣七 が発見 しそ の処置を西内に相歌 した結果 ､ その 建白
書が 出されたようで ある156｡
そ の後の 経過 は ､ 藤井貞文 によれば ､ 次 の 通りで ある ｡ 2月 10 日奈良県知事税所篤から
宮内省 - 上申があり､ 更 に宮内省は これを内務省に移牒 した｡ 3月 2 日 ､ 内務省地 理局長
桜井勉は ､ 税所奈良県知事に現地の 再調査 を命 じ､ 6月 29日知事は調査 の結果 ､ 西 内の 建
議 が正当で ある旨を上申 して い る157｡
さらに翌年 5月 ､ 奈良県高市郡 の 有志が集ま っ て ､ 同地に橿原神社を建築する願書を知
事に提出 した ｡ そ こ には ､ ちょ うど 1890年 は紀元 2 5 50年 に当 る の で こ の 地に神社を立 て
て ､ ｢皇統連綿 タル 歴朝ノ叡典ヲ慕 ヒ ､布テ海外人 ヲ シテ 万世不変ノ威徳ヲ知ラ シメ ン ト欲
ス+ とある158｡ 同年 5月 30日税所知事が 内務大臣に この 旨を進達 し ､ 7月 23 日宮内省が
こ の請願 を認 可 し､ 京都御所 の 内侍所と神嘉殿とをそれ ぞれ神殿 と拝殿 と して 下賜す る こ
とに決 ま っ たo 社殿は ､ 1890年 3.月 まで に完成を見､ 3月 20日 をも っ て 橿原神宮は創建
され るに至 っ た｡ そ して ､ 4月 3 日の神武天皇祭の前日 に ､ 鎮座祭が行なわれて い る159｡
紀元 255 0年事業甲特徴は ､ ｢神武東征+ の故事 に則 っ て ､ 武功者を褒賞する 目的で 定め
られた金鵠勲章や ､ 神武天皇即位の 地を捜造 し建設 された橿原神宮 に 矧的に表 され て い る
ように ､ 神武天皇 とい う存在を国家公認 の 歴史的事実と して現実化する点 にあ っ たと考え
られ る｡ ま た､ ほ ぼ時を同 じく して 1889年に は東京帝国大学に国史学科が設 立され ､ 翌
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1890年に は帝国博物館が開館 して ､ アカデミズム 史学 (考証史学) が確立 しつ つ あ っ た｡
これらは国家の 歴史 ･ 伝統を確立する動き ､ つ まり､ ｢想像された政治共同体+ 160と して
の ネイ シ ョ ン の 存在証明を明らかにすることと関連 して いた ｡ 国家の ｢伝統+ が明らかで
ない 国家､ 言 い換えるならばネイ シ ョ ン の確 た る根拠を明徴するこ との でき ない 国家は ､
｢文明国+ と して の 独立性を主張できず ､ 国際政治にお い て 倍頼を得られない と考えられ
て い たの で ある 161｡ 陸喝南は『日本』新聞の 社説 (1889年 2月 12日) に ｢国民的の観念+
を執筆して 次の ように述 べ て い る｡
｢蓋 し今日 の 国家は ｢国民+ と云 - る 一 大観念の 上に安置せ らる ゝもの に して ､ 此観念に
依るに あらざれ ば以て 一 国の 一 国たる元気を発揮するに足らざるなり｡ 蓋 し国民的の 概念
は 一 国統 一 の 上に於て 君主制 の元気と相吻合 し､ 文明進歩 の 上に於て能く歴史上の 精神と
相調和 し ､ 列国交際の 上に於て能く独立 の精神 と相連結す+ 162
また 『明治天 皇紀』 によれば､ 1889年当時 ､ 伊藤博文は歴代天皇陵の調査を主張 して ､
｢以為らく ､ 万 世 一 系の 皇統を奉戴する帝国に して ､ 歴代山陵の 所在の 明かならざるもの
あるが如き は ､ 外交上信を列国に失ふ の 甚しきもの なれば､ 速か に之 を検要 し､ 以て国体
の精聾を内外 に発揚せ ざる べ か らず+ と述 べ た163｡ ｢国民+ 観念の 明徴が国際政治にお け
る信頼関係 を築く上で不可欠であるとい う認識は ､ 伊藤の よう.な政府首脳 には もちろん ､
紀元 2550年を記念 して 開催された内国博覧会の 審査委負長であっ た九 鬼隆 - にも共有さ
れて い た ことで ある ｡ 九鬼は 内国博開催に際して 次の ような演説を行 っ て い る ｡
｢当博覧会 は実に 国家の企業に して所謂ナシ ョ ナ ル ア ン グル テ
- キ ン グなれ ば ､ 審査官た
る者 ハ 宜 しく視察する に国家的の 眼識を以て し､ 宜 しく判断する に国家的の 心思を以てせ
さ る可 らす. 是故に 国民 一 般需要の多少稗益の 大小 被及の 広狭等を考 - (例 - ば米麦作の
改良､ 寵庖厨 の 改良等 一 般日用品の進歩､ 又 た美術品に就て 云 - ハ 公場 に設置す - き国体
ヲ代表する公像の傑作或 ハ 明君忠臣の 像を公場 に設置すべ き図按の大作等は即ち国家的の
関係極 めて 大な るもの なり) 其国家的の 関係広大に して其稗益の 国民に被及する度合の 大
なるも の ハ 仮令今日其製造等未だ完成の 境に達せ ざるもの も将来を期 して 之を奨励するの
意を寓 して審判するを必要とす+ 164
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九鬼が ､ 紀元 2550年に際 して ､ 美術家に期待 した仕事 は ､ ｢国体を代表す る公 像+ ある
い は ｢明君忠臣の像+ の 制作 に他ならなか っ たo こ の 内国博に展示され る こ とに な っ た竹
内 の神武天皇像は ､ ｢国体を代表する公 像+と いう九鬼の 注文と神武天 皇の 現実化 とい う政
治的要望とにも っ とも直接的 に答えるもの だ っ たとい え るo 実際､ 当時の 『日本』新聞は ､
｢是れ実に尋常の 彫刻に あらす 国家的 の観念を鼓舞する
一 大美術なり+ と評 して い る165Q
ゆえに ､ こ の 像は内国博の美術館 にお い て ､ ｢館の 入 口 の 正面に当りて 中央を占め+ ると
い
う､ - 番 目立つ ､ い わば 一 番大事な場所 に展示 される こ とに な っ たの で ある
166
o
6 - 2 神武天皇像の制作動機
で は ､ 改め て竹内久 一 に よる ｢神武天皇像+【図2
- 1】 を見て いく こ とに しようo 現
在､ 東京芸術大学美術館に所蔵 されて い る この 像は ､ 像高 235c m と いう巨大なも
の で 間近
で み る と威圧感の ある彫像で ある｡ 吉田千鶴子 によれば ､ 木寄せ法 に よる ヒ ノ キ材木地彫
の技法で制作されて おり ､ 彩色 は唇の 朱と眼球の 墨 の み で ある
167
o なお ､ 現在 こ の 像は
一
部破損し ､ 当初の 像 に存在 して い た掛や弓が取り外され た状態にな っ て い るの で ､
こ こで
は 『国華』7 号 (1890.4) に掲載された図版写真を挙 げて
■
ぉく こ とにす るo
竹 内久
- は こ の神武天皇像制作 に関す る回想を二種類残 してお り ､ こ の 像の 詳 しい 制作
経緯を伺う こ とができ る｡
｢年は紀元 二千五 首五十年 ､ 国会も博覧会も同時 に開けるとい ふ ､ 世運隆興 の 時機 に際会
したの で ､ 我が心血を注 い で彫刻す べ きは ､ 畏くも大八 洲統
一 の 聖主たる ､ 皇祖 〔神武天
皇〕 の 尊像より外 は無い と決心 し､ 乃 ち神武天皇祭の 四月 三 日 を日当と して尊像
の護刻に
着手 した+ 168
以上の 回想か ら紀元 2550年 を記念する像と して ､ こ の神武天 皇像が制作された
こ とが
ゎか るだろう｡ なお ､竹内の 言で は こ の制作 は彼 の 自発的なもの で あるか
の
'
ように みえるo
しか し､ 吉田千鶴子 も指摘して い る通り ､ こ こ には疑 い の余地がある o なぜ ならば ､ 彼
の
神武像は､ 新聞 『日本』 の歴史絵画 ･ 彫刻懸賞の 当選作と して始めて世に 出たも の だか ら
で ある｡ 懸賞の 広告は ､ 『日本』 の創刊 号 (1889･2･11) か ら社告と して大
々 的に掲載され
て い るⅠ69｡ こ の 懸賞で は ､ 絵画部の 課題 と して ｢神武天皇御即位ノ 図+
｢日本武 尊束征ノ
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図+ ｢蒙古敗軍ノ図+ が ､ 彫刻部の 課題と して ｢神武天皇御像+ ｢護良親王像+ ｢楠正成像+
が設定されてお り ､ 一 等は 30 円 ､ 二等は 100 円の賞金 が用意されて い た o なお ､ 制作に
当 っ ては 細か い 規定が なされて い る｡ そ こ には ､ ｢出品は総て自佃の新按に成り且本邦従来
の 手法 に基+ く こ ととい うように技法の 限定や ､ ｢故実に準拠+す る こととい うように考証
の重視が 見られ る｡ そ して ､ こ の 懸賞で は ｢威相森厳に して尊王愛国の情を喚起す - きも
の+ を制作す る こ とが特に義務づ けられた｡ また ､ 絵画も彫刻も大作を作る ことが 義務づ
けられて い る ( 絵画 は縦7尺横1丈以上､ 人物 は 5尺以上｡ 彫刻は6尺 以上で全身彫像)
こ とが興味深 い ｡ 特に彫刻は ｢公園若く は巨大の会堂に装置するに適する を要す+ とされ
たが ､ こ の規定は先にみた九鬼隆 一 の 演説中に見られた ｢公場に設置す へ き国体ヲ代表す
る公像+ の 制作とい う国家の 要請とまさに 一 致を見せて い るo 吉田千鶴子 によれ ば､ こ の
懸賞の 審査委員は ､ 同舟天心 ･ 今泉雄作 ･ 川崎千虎 ･ 高橋健三 ･ 黒川真横 ･ 饗庭豊村 ･ 寧
浦重剛の 7人 で ､ 天 心が その 中心人物だっ たとい う｡ そして ､ 天 心は当時､ 東京美術学校
幹事 ､ 第三 回内国勧業博覧会審査官､ 帝室博物館学芸員で あっ たというか ら170､ 帝童博 物
館館長 で博覧会の 審査委最長で あっ た九鬼との 間には ､ 密接 な連携があ っ た と思わ れ る｡
また､ 竹内自身､ 当時唯 一 の 国立美術学校で ある東京美術学校の教授 であ っ たo したが
っ て ､ 竹内 - は天心 から直に この懸賞 - の参加 が呼びか けられたこ とが容易に推測できる
だろう (後述の 田中智 学によ る回想で は ､ 竹内は東京美術学校の命に よ っ て こ の 像を制作
したとある)｡ そ して ､ 当時の 学校長浜尾新に公費 100 円の援助を求 めて い る171｡ 以上 の
こ とか ら ､ こ の 像は ､ 半オ フ ィ シ ャ ル的な制作物だ っ た の で はない か と考えられ る ｡ ただ
し､ 歴史絵画 ･ 彫刻懸賞の選考結果の 報道 (『日本』 第349号 ､ 1890.3.2 7) で は ､ 竹内が
公人で ある こ とが 一 切言及されてい ない . つ まり ､ 公的性格 は隠蔽されて い るo 紀元 2 5 0
年に際 して ､ 下か らの 自発的支持を演出した い政府にと っ て は､ ｢国体を代表する公像+は ､
■
あくまで美術家の 自発的意志によ っ て発案され創作されたと いう神話が欲 しか っ たの で あ
ろう｡ しか し､ ｢大の 日蓮信者で尊王愛国心に燃えてゐ た+ 172という竹内は請負仕事と し
て こ の制作を淡々 とこな したわけで はない だろう｡ まさに心血 を注い で制作したの だと思
われ る｡
6 - 3 明治天 皇と神武天皇の 面貌の 同 一 化
竹 内の神武天皇像にお い ても っ とも顕著な特徴は ､ そ の 面貌である ｡
一 見して明らか
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な よう に ､ その 面貌は 明治天皇 の 面貌そ の もの で ある o 当時の 新聞批評 におい て も ､ 像の
面貌に言 及 して ､ ｢龍顔の御額の 辺 より御目付きな ど何 ん となく 今上陛下の御影 を拝し奉
れ る 思 い+ がす るとある｡ 当時 の聴衆もまた こ の像に明治天 皇 の面影を見て い たの で ある
･73
｡ 竹 内は ｢今上陛下の 御写真を模し奉 つ た+ ことを回想 して い るo この ｢御写真+ は 具
体的 には 何を指す で あろうか ｡ 普通に考え れば ､ エ ドア ル ド ･ キ ヨ ツ ソ
- ネが 188 年 に
描 い た コ ンテ 画 をもとに作成された 公 式肖像 ､ い わゆる ｢御菓影+ 【図2
- 34】 が想起 さ
れ る だろうo しか し､ 像の姿勢か ら考えると図像源は ｢御真影+ だけで はない o 神武 天皇
像 の 姿勢は ､ 左 足 を 一 歩前に踏み出 したやや前傾 の 姿勢で あり､ 弓を持 っ た左手 は下に降
ろされ ､ 右手 は腰 に置かれて い る｡ ま っ たく 同 じ姿勢で はない が ､ 別ア ン グル の 写真 【図
2 - 32】 を参照すると､ 神武像の 姿勢は キ ヨ ツ ソ ー ネが 1888年に描い た天皇 の 立像 【図
2 - 33】 との 類似が見られ る . 竹内が ｢模 し奉つ た+ とい う ｢御写真+ はこれを指すの で
はな いだ ろうか o キ ヨ ツ ソ - ネの こ の 図像が銅版画とな っ て巷間に流布す る の は 1893年
の こ とで あるが ､ 竹内自身が東京美術学校の 教授とい う公職に あ っ た関係 上 ､ 原画を見る
こ とは ､ かれが望 め ば可能だ っ たと思われ る｡
次 に ､明治天皇 の 面貌を神武天皇像 に採用す るこ との 思想的意味に つ い て考 えて お こう｡
竹内 は神武 天皇像 の 面貌決定の経緯に つ いて ､ 次の ように回想 して い る｡
｢何よりも苦心 したの は御尊容 で ある ｡ 是は色々 の説も考証も ある事で あらうが ､ 自分は
自分の 一 見識で ､畏き こと乍ら今上陛下の 御写真を模 し奉つ た ､是は自分の 大眼目で あるo
皇統 一 系連綿と して 百二 十五代の御子孫で在らせ らる ゝ 今上陛下 ､ 殊に御勇武 に於て ､
御仁慈に於て ､ 列聖は申すも畏 し､ 殊に摸乱反正 ､ 噴古維新の 大業を遂げさせ 玉 - る に於
て誰か 今上陛下の御雄姿､ 皇祖の 御面影 を其ま ゝ に伝 - させ 玉 - るを恐察 し奉らざるも
の が あらうか ､ 又 た御相貌に於て も御神孫が御祖宗に似させ玉 ふ とい ふ事は少 しも不思議
の ある べ き筈が無い+ 174
神武天皇像の 制作に当 っ て重視され たもの がまず ｢考証+ で あっ たこ とは+ 先にも挙げ
た 『日本』 の懸賞広告におい て ｢故実に準拠+ する こ とが要請 されて い たこ とに よ る｡ し
か し､ 存在 し得ない神話の 登場人物を.現実ら しく描く ことは不可能事で ある｡ 竹内が 悩ん
だ挙句にた どりつ い た答えこそが ､ 明治天皇の 面貌の採用で あ っ た｡ そ の 採用 理由 は ､ 祖
先に子孫は似て い るはずで ある とする遺伝の 法則によ るもの で あ っ た｡加 えて ､ ｢今上陛下 ､
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殊に御勇武 に於 て ､ 御仁慈に於て ､ 列聖は申すも畏 し､ 殊に擬乱反正 ､ 瞬古維新の大業を
遂げさせ玉 - るに於て誰か 今上陛下の御雄姿､皇祖の 御面影を其ま ゝ に伝 - させ玉 へ る+
云 々 と い う彼の 明治天 皇評か らは ､ 明治天皇が歴代の 中でも特に堅別された存在で あるこ
とを示 すために ､明治天皇の 面貌が こ の神武天 皇像に採用されたというこ とが うかが える｡
明治天皇の 聖別 ･ 神格化という意図とその採用 の理由は ､ 彼 のもう 一 つ の 回想では ､ さら
に直裁に示されて い る ｡
｢天 皇は万 世 一 系で ある ､ 神武より今上まで連綿と して引き続い て居る日本は芽出度 い 国
柄で ある ､ そ して 見る と神武天 皇と今上陛下は御 一 体で ある ､ 御 一 体で なくて はならぬ ､
されは宜 しく 陛下を摸 し奉る に如くもの はない とて 即座に さう定めて しま つ た - - - 陛下
自らも皇祖皇宗 の遺訓 云 々 と仰せ られて居る ､ そ れを逆に行つ たら 陛下をうつ し奉るが
最も当を得たも の で あるの だ+ 175
竹内 が こ こ で ｢陛下自らも皇祖皇宗の遺訓云 々 と仰せられて居る+ として い るの は ､ 直
接的 には ､ 帝国憲法発布祭典の告文にある ｢皇祖皇宗ノ遺訓ヲ明徴 ニ シ典憲 ヲ成立}備章
ヲ昭示 シ+ 176とい う文面を指して い るo 本章で見て 来たように ､ 天皇を神格化するた め ､
神武天 皇を始めとする ｢皇祖皇宗+ の存在が ､ 帝国憲法に限らず､ しば しば引き合い に 出
されてきたo 竹内に とっ ても ､ 天皇神格化の技法は馴染みの も甲になっ て いたの で ある.
竹内の 選択は ､ それ を ｢逆に行 つ た+ もので あ っ た｡ 明治天皇の面貌をも っ た神武天 皇像
を制作す る こと は､ 天皇を神格化すると同時に､ ｢万世 一 系+ イデオ ロ ギ ー を視覚化す る こ
とに他 ならない . ｢万世 一 系+ を視覚化するために は､ 明治天皇と神武天皇は ｢御
一 体で な
ければならぬ+ の で ある｡
6 - 4 天皇 の ｢威霊+ の 視覚化
とこ ろ で ､ 竹 内の神武天皇像 にはもう
ー つ 重要な仕掛けがあ っ た. 当時 の新聞記事に
よ りなが ら展示 の 状況を見ておく こ とに しようo
｢竹内久遠氏作神武天皇御肖像は 一 昨 々 日より博覧会美術館に陳列せ らる其場処は館 の入
口 の 正面 に当りて中央を占め丈八尺 の尊躯に三尺有余の 台を置きたれは地上より は高さ萱
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丈に余れ る上に 尊躯 の 背後 には猶高さ萱丈五 六尺 もある - き大衝 立を立て御頭首 の後に当
る処に金砂粉を以て大 日輪を描 き粧飾実に充分に して 一 二層 も神 容の 威霊を増 し見る者を
して粛然敬 を起さ しむ+ 177
こ の 記事が明らか に して い る ように ､ 展示当時 ､ こ の 神武天皇像に は ｢大日輪+ を描い
た大衝立が配 され て い た｡ 竹 内の 神武天皇像は ､ 従来の 神武像に見られ る金鴻 を欠 い て い
た ｡ しか し､ こ の ｢大 日輸+ は金塊 の代わり に天皇 の ｢威霊+ を表わ して余り あるもの と
い える ｡ 竹内 の 回想か らは､ 彼が太陽と神武像との 関係性 に特に拘 っ て い た こ とを窺い知
る こ とができ る ｡ 彼は展示 の 際､ ｢御像は西に 向つ て 東を背に為 し玉ふ べ き事+ を博覧会関
係者 に要求したとい う｡ その 理由と して は以下の ように説 明されて い る｡
｢是 は か の紀 〔日本書紀〕 に もある ､ 我は 日 の神 の子孫なれば日 に向つ て利 あらずと ､ 西
の 方熊野 か ら入 つ て 勝利を獲 玉 ふ事に型 つ たもの で ､ 之 を拡めて 日 へ ば､ 日本 は即ち 日の
本で ある ､ 日 の ある処 ､ 万物其光 明を仰 ぐが如く ､ 広く宇内を統
一 あらせ らる ゝ御雄図を
含め たもの で あ る+ 178
神 国思想の 多く は ､ 日本が ｢神国+ ｢神州+･ハで ある所 以を説 明する際に ､ ｢日神+ の 支配
を根拠 に し(北畠親房『神皇正統記』), あるい は 日本が｢太陽の 出づ る所+ (会沢 正志斎『新
論』) で ある こ とを根拠に してきた｡ こ こ に ､ ア マ テ ラ ス 崇拝の 思想 が ある ことは 明確で あ
る ｡ 竹 内の 思想 もまた神国思想 に則 っ たもの で あり ､ こ の ｢大日輪+ は ､ まさにア マ テ ラ
ス を表 わ して い ると思われ る｡ ちなみに ､ 竹内の 回想 で は像の 廻 り に柵を張り巡 ら したと
ある が ､当時の 新聞記事で は記者が そ こ に特別な意 味を見出す こ とがで きなか っ たため か ､
柵に 関す る記述 は ない ｡ 竹内 に よれ ばこ の 柵には ｢伊勢大廟の 玉垣 の趣向を採用 した+ の
で あ っ て ､ 重要 な道具立て と して の 意味が存在 して い た｡
こう してみると､ 竹内が ､ 像の 背後 に ｢大 日輪+ を描い た大衝立を配置 し､ ｢伊勢大廟の
玉垣 の趣向を採用 した+ 柵を廻 りに巡 らせ ､ そ して太陽を背 にする こ とで ､ 神武に ア マ テ
ラ大 の神威をまとわせ ､ そ の 神威をよ り増す工夫をして い たこ とがわか る o さらに ､ 明治
天皇 の 面貌をも っ て い る ことか らすれ ば､ こ の像はア マ テ ラス ･ 神武 ･ 明治天皇 を ｢御
-
体+ と して視覚化するもの と解釈する こ とができ るだろう｡
天皇 の ｢威霊+ を表 わす竹 内の 工 夫と してもう
- 点 ､ 神武像の 足元にも注目 しておきた
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い ｡ 竹 内は回想 して 次の ように述 べ て い る ｡ ｢〔神武天皇が〕踏ませ玉 ふ御台には我 国が世
界の 中心 と云 ふ意味か ら日本地図を描き ､ 其中央に立たせ 玉ふ次第で ある+ 1790
っ ま り ､ 神武 が ｢日本地図+ を踏ん
1
で い ると してい る180o そ して ､ そ こに は ｢我 国が世
界の 中心+ で あるとい う意味が込 められて い るというの で ある｡ われわれ は ､ 本章で これ
と同 じような記号の 使用法を見てきて い る｡ つ まり ､ こ こ には明治天皇即位式 における地
球儀 の 使用牡と相通 じるもの を見出す ことができ るの である｡ 即位式にお ける地球儀は ､
すで に述 べ たように ､ その 採用を決定 した福羽美静の 師で ある大国隆正 の い う ｢大旗夷+
の論理 を受けて設置された｡ ｢大壊夷+ には ｢世界の 中心+ で ある 日本に君臨する天皇こ そ
が ｢万 国の 総帝+ であるとい う主張が含まれており ､ 地球儀はそれを具現化 したもの で あ
る181｡ 竹内による神武天皇像の ｢日本地図+ に は､ この 地球儀が ｢大旗夷+ の 論理 ごと翻
案されて い るように思 われる｡ 明治政跡ま､ 明治天皇を神格化するため に ､ 神武天 皇に擬
える ことを試みてきた ｡ それは ､1890年の 時点でも変わらない ｡ しか し､ 興味深 い こ とに ､
こ こ で見 る ことが でき る の は ､ そ の 逆､ つ まり神武天皇が明治天 皇に同
- 化されて い ると
いう状況で ある｡ こ の ような状況が生 じた理由は ､ 明治天皇の面貌を採用 したときと同様
に ､ 竹内が政府 の 公 式言説を ｢逆 に行つ た+ こ とに求め るこ とができ､る｡ しか し､ そ れだ
けで はな い o 明治維新の 時点で定型図像が存在して い なか っ た神武は､定型の ない ま 割 こ､
天 皇の理想像と して ､ 明治天皇と同 一 視されてきたo ゆえに ､ 神武の ｢定本+ が理想 の神
武天皇像で あると同時に ､ 理想 の明治天皇像と して視覚化されたとい うの は必然 の結果 な
の で ある ｡
なお ､ こ の像が展示 された内国勧業博覧会は､ 政府 の当初の 計画では 唖 細亜大博覧会+
と して 内外 に国威を示す場となるはずで あっ た｡ すで に述 べ たように､ 結局ア ジア博計画
は ､ 予算の 関係で頓挫 したが ､ 未遂 に終っ たア ジア博における国威発揚の 企図は ､ ｢万 国の
総帝+ と して の 天 皇 ､ ｢世界の 中心+と して の 日本を表わ した竹内の神武像の 意味内容 に受
継がれて い る｡
6 - 5 二つ の 理想 の 天皇像
なお ､ 竹内によ る神武天皇像は､ 小川
一 兵による写真製版によ っ て r二 万枚+ 複製さ
れ ､ 『日本』 新聞の 1890年 6月 14 日附録 【図 2
- 32】 と して ､ 東京府下に流布 した182o
土れとち ょう ど同時期に理想の 明治天皇像である ｢御真影+【図2
- 34】 の 下付 の範囲が
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小 学校など へ 拡大されは じめて い る｡ 二 種矯の 理想の 明治天皇像が 同時に巷間 - 出まわ っ
た形 で ある ｡
こ の 二 つ の 理想像 は ､ 近代以降の 天 皇像に相応 しい 軍人天 皇で あるとい う点に お い て 一
致 を見せ て い るも の の ､ 様式 にお い ては対照的で あるとい え よう｡ 一 方 ､ ｢御真影+ は洋服
の 軍服 を着て ｢西洋+ を範と して近代化 した ｢文明+ の シ ン ボル と して の天皇像を表わ し
て おり ､ 他方 ､ 神武天皇像は ｢本邦従来の 手法+ に よ っ て ｢伝統+ の シ ン ボル と して の 天
皇像 を表わ して い る ｡
｢御真影+ は ､ 天皇を近代化 したイ メ ー ジで表 わすこ とに成功 したが ､ そ の た めに天皇
の身体を ｢洋服+ に包み ､ あま つ さえ ｢西洋人+ の身体と入れ換えて い る｡ 1997年 に開催
され た展覧会 『お雇 い外国人キ ヨ ツ ソ - ネ没後 100年展』 お よび ､ 2001 年 に開催され た
展覧会『王家の 肖像』 に は ､ ｢御真影+ の 明治天皇 と同 じ格好同 じ姿勢を した画家キ ヨ ッ ソ
- ネの 写真 【図 2 - 35】 が展示 され たが ､ こ の 写真は ｢御真影+ が キ ヨ .i, ソ - ネの 身体と
天皇 の 顔を合成 して播かれ たも の で ある こ とを証 明するもの で ある1830 ｢御真影+ は ､ ま
さに ｢文明+ の シ ン ボル で ある天皇像をよく表 して い るo 欧米諸国と対等 の 関係を構築す
る こ とを目指す政府 に とっ て国家元首の 近代化は 必要不 可欠で あ っ た｡ そ して ､ 非西洋諸
国で ある 日本にお い て ､ 近代化とは｢西洋化+の道を辿ら ざるをえなか っ た｡ ｢御真影+が ､
顔 は天皇 ､ 体は西洋 人と して表された こ とは､ - 体何を意味して い る の だろうか o 一 方で
は ､ 日本 の 近代化そ の も の が ｢西洋化+ に他ならない こ とを象徴 して い よう｡ だが ､ 他方 ､
日本 にお ける近代化とは ｢西洋+ を身体化 し､ コ ン ト ロ ー ル す る ことで あ っ たとい う解釈
も可能で ある｡ ただ し､ 同時代 の 国民主義/国粋主義的思想をも つ 人び とにと っ て は ､ 近
代化 - 西洋 による支配とい う構図をあからさまに示すも の で あり ､ クセノ フ ォ ビア を伴う
反発を招く可能性が あっ た｡ そ して ､ 彼らならば ､ ｢御真影+ だけで はナ シ ョ ナリ ズ ム 的威
厳を保 つ こ とはできない と考えた ことだ ろう｡ 国民主義を請う 『日本』 新聞の 懸賞彫刻と
して世 に出た竹内の 神武天皇像､ 明治天皇の 顔を した神武天皇像は ､ 欧化主義者が期待す
る理想的天皇像で ある r御真影+ にお ける欠如を ､ 国粋主義の 側か ら補完したもう - つ の
理想 的天皇像だ っ た の で ある｡
近代的 な軍人天皇 の身体を ｢本邦従来 の 手法+ で表象するために ､ 竹内が選択 した様式
は ､ 天平様式だ っ たと思われ る ｡ 乍ケ内は 1882年か ら 188 5年に至 るまで 奈良にお ける彫刻
研 究の 時期があり184､ また こ の 内国博を挟んで 翌 1891年に か けて ､ 束大寺執金剛神お よ
び兜天像と､ 興福寺無著像の模刻を行 っ て い る など185､ 天 平彫刻の研 究に余念が なか っ た
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こ とが知 られて い る186｡ こ の神武天 皇像にも天平彫刻の 技法の影響が当然生 じた で あろう｡
なお 天平彫刻は ､ 当時､ 岡食天 心などに よ っ て ､ ギリシ ャ に比せ られ て い た187｡ ギリ シ ャ ･
カノ ン は ､ 近代西洋にお い て ､ 特に ｢古典古代+ の 理想的身体を表わすものと して 熱狂的
な支持を得て い た188｡ 日本にお ける天平彫刻が ､ 西洋 にお けるギリ シ ャ ･ カノ ン ほ ど熱狂
的な支持 を集めるこ とはな か っ たが､ 日本にお ける ｢古典古代+ の理想 を表わすため には
天心 が ｢人間以上の も の+ を表わす様式と して絶賛した天平様式をお い て 他になか っ た ｡
天平様式 の採用は ､ ｢本邦従来の 手法+ を用い ながら､ 西洋たおける ｢古典古代+ 様式 で あ
る ギリ シ ャ 様式 の巧み な翻案となる の で ある189｡ こ の ように して ､ ｢伝統+ の 側か ら捉 え
られた理想的明拍天 皇像が創出された｡
6 - 6 ｢八紘 - 宇+ - の 道程
竹 内の神武天 皇像 には ､ 天平彫刻の なかでも特に ､ 東大寺戒壇堂に所蔵されて い る四天
王像か らの影響が見 られ る ように思われる ｡ 具体的に は､ ｢御真影+ よりもたくま しい ､
■
神
武天皇像の モ デリ ン グ ( 特に下半身) に ､ 四 天王 立像の うち ｢広目天像+【図2
- 36】 か
らの影響が うかが える ｡ また､ 右手 を腰に あて る神武像の ポ ー ズ は､ ｢増長天像+ が左手を
腰 に あて るポ ー ズと符合 して い る ｡
四天 王 は ､ 須弥 山の 四方に住ん で仏法を守護す る四人の護法神である｡ 東に持国天 ､ 南
に増長天 ､ 西に広目天 ､ 北に多聞天 が位置する｡ 『金光明最勝王経』 には､ 四天王 が釈尊 に
対 して本経を信奉す る人びととそ の 国家を守護す るこ とを誓 っ たことが書かれて い るo 日
本 で は ､ 聖徳太子が 物部氏 と戦 っ た時 ､ 四天王 に戦勝を祈願 した例が四天王 信仰の 最古の
例 で ある o 日本で も､ 四天王が国家鎮護の 神と して信仰されてい たこ とをうか がい 知 る こ
とが でき る190｡ 神武 天皇像を彫り上げる際に ､ 四天 王像が参照されたの だとすれ ば､ それ
は こ の像が天平彫刻中の重要作で あっ たとい う理由だけで はなく ､ 像に国家鎮護の 意味合
い を持たせる ことに もつ なが っ て い るの で はなか ろうか o
実際､ 竹 内は ､ こ の神武天皇像には像の 細部にまで意味が込められて い ると し､ 次の よ
うに述 べ て い る｡
｢御左 手 に御弓を携 - させ ､ 御右手を柔か に御腰 に当てさせ 玉ふの にも､ 非常な意味が あ
る ､ 先づ御弓 を携 - させ 玉ふ の は ｢武+ を型り ､ 御勇武 に四海ま つ ろはぬ 民 も無き御武徳
137
‾ ■ ‾
■ ■ ■ ■ ■■l
第二牽 明治天皇と神武天皇
を賛 - 奉り ､ 御右手を柔かく御腰に 当て させ玉 ふ は ､ 雨露の 草木を滋 ふす如き柔か き御仁
徳の ､ 天 か下の 蒼生を慈 しみ 玉ふ大御心 を型 つ た+ 191
っ まり ､ 竹内 の 主張で は ､ こ の 像は左 手に弓 をもつ こ とで ､ 四海を制覇する ｢武+ を象
っ て お り ､ 右手を腰 に当て る こ とで ､ 支配下の 民 を安堵 して い るの だと いう ｡ こ こ には ､
神武 天皇 と明治天 皇の武徳と仁徳を称 え神格化 しようとする意図と 同時に ､ まさ しく国家
鎮護 の メ ッ セ ー ジを見出すこ とができ る｡
また ､ 竹内に は ､ 仏教思想家/運動家の 田中智学との接点を見る こ ともできる ｡ 智学は ､
1884年 に立正安国会 を創殴し 日蓮主義に基づく強烈な忠君愛国思想 を展開 した192o なお ､
智学は 1904年の 自著『世界統 一 の 天業』 にお い て ､ 『日本書紀』 に見られ る神武天 皇の 勅
か ら ｢八紘 一 宇+ とい う言葉を創作 した人物 でもある193.
田中智学は ､自伝の 中で竹内が立正安国会に入門 した経緯を述 べ て い る｡ 智学によれば ､
竹 内はもともと浄土宗 の信者で あ っ たが ､ 親友の清水晴風 か ら智学の こ とを聞いて 興味を
持 ち､ 智学の 法華経に関する講話を聴い たこ とをき っ か けに入信に 至 っ たとい う
19 4
｡ 智学
の 自伝で は ､ こ の 入信が何年 の こ とで ある か不明確で あるが ､ 神武 天皇像を作る少 し前の
こ とで あ っ たようだ｡ 興味深 い の は ､ 智挙が竹内自身の 言と して ､ 神武天 皇像の 制作は｢法
華経精神+ を表わ したもの と述 べ て い る こ とで あるo
｢それか ら暫く して或る時に ､ 非常にあらたまツ て 〔竹内が〕 出て来 て ､ 私 は 〔智学の〕
御教恩に接 して正 壮を持 つ こ とを得ま した､ これか ら此の 法華経の精神 を自分の 技術の 上
に琴は した い と思ふ ､ 此 の会に這入ツて も別段 これぞとい ふ 奉仕も 出来ずに居 りますが ､
私が 法華経 の信を起 し本会の 会員 になツた甲斐ある仕事を之か らやります ､ つ いて は出来
上ツ たら先生に - ぺ ん御覧を願 ひた い ､ とひ どく更まツ て 出て 来た､ 何だとき いた ら､ 今
度美術学校の命に よツ て ､ 第 一 回 〔第三回の 誤り〕 の 内国勧業博覧会と い ふもの が始め て
出来 て ､ そ の 第 一 回 〔第三 回〕 の 博覧会に出品する こ とに なツ た ､ そ して 自分は 神武天
皇の 御像を彫刻す ることになツ た､ 此の 神武天皇 の御俸を自分が作り上げるが ､ それ が
万 ケ 一 に も 神武天皇ら しく ､ 又 飴分たりとも御尊容を写 し得たとならば ､ それ が私の 卒
業論 文で ある ､ それ が私の 法華経精神の 表現で ある ､ 斯う自分は 考 - て ､ そ の こ とを今日
申上げに来たと い ふ+ 195
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智学の 証言に は､ これが彼の自伝で あるため ､ 自らの信仰である牲華経を高めるための
粉飾があると考えられ ､ そ の分割り引い て読まね ばならない ｡ また､ 記憶の混乱が多少あ
るようだ｡ とはい え､ 竹内と絵華経思想との 関係は明確で ある｡ 竹内は 1904 年に完成 し
た博多の 日蓮銅像原型 を制作してい るか らで ある196o こ の 像は智学に よれば､ ｢敵国調伏
威力示 現+ を表わすも の とい う197. 実際 この 像は ｢元遺託念+ の像と して 建設された の で
あるか ら ､ 智学が 日蓮像に与えた ｢敵国調伏+ と いう解釈 は倍額 に足 る ｡ ちなみ に ､ 映画
『陸軍』(監督木下悪介 1943) には ､ こ の像の 前で元蓮における神風の講釈をする場面が
描かれて い る｡ こ の作例か ら推して ､ 竹内が 日蓮主義者で あるこ とがわか る｡
智学の い う ｢法華経の 精神+ が何を表 して い るか は不明瞭である｡ 智学は自伝の 別の箇
所 で ､ 竹 内の神武像を ｢国体主義発揚の 大作+ と表現 してい る198｡ ただ ､ 周知 の よう に ､
法聾経は金光明経 ･ 仁王経と並ぶ護国の経典で ある199｡ 絵筆経の 精神と国家鎮護の 思想 は
密接に結び つ い て お り ､ 先の 竹内自身の 言説と合わせて ､ 竹内の神武天皇像に は国家鎮護
の メ ッセ ー ジを見出す ことができる｡
なお ､ 竹内の神武天皇像がも つ 弓矢は､ 『日本書紀』の記述に したが っ て 採用されたモ チ
ー フ で あるが ､ 弓欠は剣とならんで武装した仏像に よく見 られる モ チ ー フ でもある ｡ 秋山
昌海 によれば ､ 仏教にお ける 弓欠は 一 般に ｢仏智の 速やかな ことの シ ン ボル+ とされて お
り ､ 他に ､ 仏教に教化 し難 い 人びとを ｢降伏+ するための シ ン ボル とい う意味合 い が ある
とい う200｡
竹 内が 弓矢の 表現 で意図 した ｢四海ま つ ろ はぬ民+ を払う神武の 武徳は ､ ｢軍人勅諭+
(1882) の ｢我 国の 軍隊は ､ 世々 天皇の 統率 し給ふ所にそ ある｡ 昔神武天 皇身弓つ か ら大伴
物部の兵ともを率ゐ ､ 中国 〔なか つく に〕 の まつ ろはぬもの ともを討ち平げ給ひ ､ 高御座
に即か せ られて ､ 天下 しろ しめし給ひ し より 二千五百有余年を経ぬ+ 201とい う箇所 に由来
して い るこ とは勿論 で あるが ､ 同時にそれは仏教にお ける ｢仏敵降伏+ の 思想にも裏付 け
られて い ると思 われる ｡
そ して ､ ｢仏敵降伏+ (智学の言で は ｢牲華折伏+) の 思想は ､ 日清戦争以降の 日本の 膨張
主義に力を得た 田中智学に よ っ て ､ 日本軍に よる世界統 一 の 思想 - と発展させ られ るo 智
学は 1901年の･｢宗門の 維新+ で 日本の世界統 一 の 使命に つ い て次の ように述 べ て い る ｡
｢聖祖〔日蓮〕は ､ 正 しく世界統 一 軍の 大元帥なり ､ 大日本帝国は正 しくその 大本営なり ､
日本国民はそ の 天兵なり､ 本化妙宗の 学者教家はその 将校士官なり ､ 事観高妙の 学見主張
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はそ の 宣戦状なり ､ 折伏 立教の 大節は ､ その 作戦計画 なり ､ 信仰は気節なり､ 法門は軍糧
な り ､ かく の ごとく に して宇 内万 邦霊的統 一 軍の 組織は成画 せ られた り ､ 大兵まさに動 か
ん とす､ す べ か らくまず内に軍規を正 さ ざる べ か らず､ 四大格言は軍規の 振粛なり ､ 本化
妙宗 の 日本国教輿定は､ 完くそ の 出征準備 なり ､ 日本国は 正 しく宇内 を霊的に統 一 す べ き
天職を有す+ 202
こ の 著述の 二年後の 講演で ､ 智学は ｢八紘 一 字+ の 思想に た どり着く こ とにな る (出版
は三 年後)｡ 仏教思想の パ ー ス ペ クテ ィ ヴか ら見れ ば､ 竹内 の神武天 皇像は ､ ｢八 紘 一 宇+
へ と繋が る近代日本 の 急進的日蓮主義思想 の 系譜にお ける 一 里塚と して も位置付 ける こ と
が 出来 る｡
第七 節 章結
｢王政復 古の 沙汰書+ が ｢神武創業+ - の復古を革命の ス ロ ー ガ ン と して掲げて 以降､
明治政府は ､ こ とある ごとに ､ 新帝 ･ 明治天皇を神武天皇に擬 え神格化 を図 っ て きた｡
なお ､ 神武 天皇とい うシ ン ボ ル に よ っ て天皇を神格化す る政治手法 の 直接的ル ー ツ は ､
文久期の 尊王壊夷派 に求め る こ とがで きる ｡ 彼らは孝明天皇を擁立 して壊夷親征 を断行す
るために ､ ｢神武東征+ 神話 を利用 しようと試みた｡ 結果的にそ の企て は ､ 8月 18 日の ク
ー デタ ー に よ っ て頓挫するこ とに な っ たが ､ その ノ ウ ハ ウは王政復古 の ク ー デタ ー 以降に
着実に受継が れたの で ある ｡
明治初期における天皇 の神格化は ､ 天皇が ｢幼弱+ ｢幼年+ で カリ ス マ 性 を作り上 げる こ
とが 困難だ っ た ため ､ 急進的な展 開を見 せて い る｡ 例えば､ 前章でも見た通り ､ 天皇とア
マ テ ラス との 同 一 化さえ構想 され て い た. 五箇条の 誓文祭典や即位式で は､ 神道式 の儀礼
に則 っ て ､ ｢列祖+や神武天皇 に擬 えられた理想の 天皇 - の 変身が宣言 された｡ 興味深 い の
は ､ 即位式で 地球儀が設置され ｢万 国の 総帝+ と して の 天 皇像が打ち出された こ とが あ る
が ､ こ の 天皇像はこの 時点で ま っ たく の 絵空事で あっ た｡ 新進国家の 空威張りと い っ た感
すらある ｡
'
しか しなが ら､ 日清日露戦争の勝利以降､ 日本が国威を束ア ジア全域に拡大 し
て いく過程にお い て ､ ｢万国 の 総帝+と して の 天皇像は絵空事で はない 現実化可能な射程 に
捉 えられて いく こ とに なる｡
1870年代に は ､神武天 皇が近代ナ シ ョ ナリズ ム の シ ン ボル として用 い られ る ように なる｡
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まず､ ｢万 国に通用する+近代的君主像の 形成とい う政策にお いて援用されて い る｡ フ ラ ン
ス ､ プ ロ シ ヤ などの 例 に見る通り ､ 近代的君主は軍人であり ｢元帥+ で ある こ とを基本と
して い る｡ ｢服制更草の 内勅+ や ｢徴兵告諭+ が提示 した神武天皇に擬えられた天皇像は ､
神格化された天 皇像で あると同時に､ ｢元帥+ と しての 近代君主像でもあ っ た｡ 神武天皇紀
元の 制定は ､ そ の 制定 を提案した津田真道の 建言 にある通り､ ｢世界万 国卜御交際ノ秋+ と
いう現状をかん が みて ､ キリス ト教紀元 (西暦) をは じめとする西洋の 紀年法にの っ と っ
て行なわれ た｡ 太 陽暦と同時に導入 されたこ とか らも明らか なように ､ そ こ には ｢万国対
悼+ - の意図をみる ことができるo 加えて ､ 神武天皇紀元は ､ 神武天 皇以来の ｢万世 - 罪+
を時制と して現実化する政策でもあり ､ 天皇の 神聖性を強調する ことにも繋が っ て い る｡
紀元節は ､ 神武天皇即位日を建国の記念日と定 めて制定された祝日である｡ こ の祝 日 を通
して ､ 神武 以来連綿と続く ｢万世 一 系+ の 皇統 - の 帰 - が目論まれたo とは い え､ 紀元節
は ､ 1870年代 80年代を通 じて国家機関を離れて 普及する こ とはなか っ た ｡ 帝国憲払 の 発
布が紀元節に行 なわれたこ とで ､ こ の祝日は普及する に至 る｡
帝国憲法 は ､ 天皇 の神格化に決定的な役割を果た した. ｢万世 一 系+ の 天皇は ｢神聖 ニ シ
テ侵ス べ カラ+ ざる存在で あり ､ ｢国ノ元首ニ シ テ ､ 統給権ヲ総撹シ+､ ｢陸海軍ヲ統帥 ス+
るとい う条文に よ っ て 天皇の 地位を法制化 したか らである｡ 憲法起草の中心で あっ た伊藤
博文 は ､ 世俗宗教と して の ナシ ョ ナリズム の 機軸 - 本尊と しての 天皇像を作り上 げた ｡ こ
の神格化 された 天皇像は､ 天皇個人の カリ ス マ 性に よ っ て のみ成り立 っ て い るの で は ない ｡
天皇 の神格 は ｢祖宗+ の 神格や ｢万世 一 系+ とい う皇統連綿の神話に よ っ て い る ｡ そ して ､
紀元節に憲法が発布 された こ とからもわかる ように ､ 天皇の神聖性 は ｢祖宗+ の うちでも
とりわ け初代天皇で ある神武天皇が ､ 天皇の ｢玉体+ と同 一 化するこ とに よ っ て保証され
た の で ある ｡
神武 天皇とい うシ ン ボル を通 した明治天 皇の神格化政策を背景として ､ 巷間には神武天
皇を描い た視覚表象が広く流通する ようになる｡ こ こには ､ 政府が視覚表象の 教育効果に
注目 したこ とや ､ 絵師 ･ 彫師など視覚表象生産に携る人びとの社会的地位向上 - の 欲望が
関連 して い る｡ 神武天皇像を始めとする歴史教訓画には ､ ｢尊王愛国の士 気+ を養成する社
会的目的が与えられた｡
神武天皇像にお い て ､ 好んで取り上げられた主題は ､ ｢神武東征+ である｡ 国史教科書に
おける ｢神武東征+ は ､ 表現も控えめなもの だが ､ それは ｢東征+ の 暴力的側面を隠赦す
る役割を果た した ｡ 加 えて ､ 明治天皇と神武天皇の 結び つ きをほの めかす言祝が併せ られ
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る こ とで ､ 現行 の 政治体制 を肯定する ことに 寄卑する こ ととな っ た｡ 他方 ､
一 枚絵 と して
市販 された版画で は､ ｢衆征+ の 中でもとりわ け､ 天皇が金塊を掲げる シ
ー ン が好ん で描か
れた ｡ それは､ 金璃 の 威光の 前に ｢敵+ が恐れお の の くダイナミ ッ クなシ
- ン が人心に訴
える派手 さをも っ て いた ゆえでもあるが ､ そ れ以上に ､ 金璃が ｢敵+ を調伏する 天 皇の ｢霊
威+ を象徴 して いた こ とが 大きい ｡ 市販 され た版画で もう
ー
つ 注目され る の は ､ 神武 か ら
今上 ま で の 天 皇歴代肖像 を 一 同に並 べ た類型 の 図像 で ある . こ の 図像 は ､ 天 皇 の神 格を支
える ｢万世 一 系+ イデオ ロ ギ ー を直接的に視覚化 した｡ また ､ 同
一 画面 内に､ ｢伝統+ を担
う天皇と ｢文明+ を担う天皇
■
という 二種類の 天皇像を配する こ とによ っ て ､ 永遠に 結びつ
く と同時 に現在に君臨する天皇支配 の絶対性を視覚化 して い る｡ これらの 視覚表象は ､ 百
万言 の政治的演説 よりも雄弁 に ､ 神格化された天皇像や ｢万世
一 系+ の 近代天皇制イデオ
ロ ギ ー を語り ､ なお か つ 既成事実化 した｡ 明治政府 は維新以来長 い時間をか けて ､ 明治天
皇を神武天皇 に擬 えながら徐 々 に神格化 して い っ たが､ 視覚表象ならば
一 瞬で天 皇の神格
化 を実現する こ とが でき るの で ある｡ そ の こ とを証 明する作例が､ 神武紀元 2 5 50 年 を記
念 して竹 内久 一 が制作 した神武天 皇木像で あるo こ の像は ､ 明治天皇と神武天 皇 を ｢御
一
体+ の もの として表わ し､ 天皇 の神格化を行 な っ た ｡
政府 の紀元 25 50 年記念事業 臥 神武天皇とい う神話的存在を国家公認 の 歴史的事実と
して 視覚化するこ とに主眼が置かれて い る ｡
′ - 例えば､ 金鶴勲章は天皇の ｢威烈+ を視覚化
し､ そ の勲章を胸 に した軍人たちを通 して神武 の 軍隊を象徴的に現出させ た ｡ そ して ､ 橿
原神 宮の建設は ､神武天皇即位の 地を捜造する こ とで こ の 神話的天皇 の 実在を作り上げた｡
一 連の 事業の 中で ､ 政府 が 公的 に神武天皇の モ ニ ュ メ ン ト建設に乗り出す こ とは なか っ た
が ､ その 代わりに竹内久 - の 神武天皇像が国家の運営する内国勧業博覧会に展示 される こ
･とに な っ た｡
竹内の 神武天皇像は ､ 明治天皇の 面貌をもっ て神武天 皇の 面貌とす る こ とに よ っ て ､ 明
治天皇と神武天皇が ｢御 一 体+ で ある ごとを表わ した ｡ こ こには ､ ｢万 世
一 系+ を視覚化す
る意図 を見出すことが 出来る ｡ そ して ､ 大衝立を像の背後に置く こ とで ､ ア マ テ ラ ス に由
来する天皇の ｢霊威+ をも視覚化して い る｡ さらに ､ 竹内は神武天皇像の 台座 を日本地図
の か たちに造型 して い る｡ こ こ には､ 明治天皇 の 即位式に用 い られ た地球儀の 影響が見 ら
れ る｡ 竹内は ､ 地球の 上 にた つ 神武天皇 (と して の 明治天皇) 像を創り出すことで ､ ｢世界
の 中心+ である 日本と ｢万国の 総帝+ と して の 天皇を視覚化 した｡
明拍天皇 の面貌をも っ て神武天皇像を作り上げた竹内久
- は､ 図らずも ､ 神武天皇に擬
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えながら明治天皇 を神格化 してきた政府の イメ ー ジ政策を完成させ る ことにな っ た. 竹内
以後､ 神武天皇像の 多く は明治天皇o)面貌をも っ て描かれることになり ､ 明治天 皇と神武
天皇との 同
一 化が定型化 したか らで ある o 中村紀久二 によれ ば竹内の 制作した神武像 は ､
黒木安雄『小学校用 日本史談』(1893)､ 新保磐次『修正 小学内国小史 甲種』(1901)
【図2 - 16】､ 同書乙種 ､ ･ 帝国書院編 『歴史教科書』(1901)､ 普及舎編纂所編 『ノ+､学国史』
(1902) などいく つ か の 歴史教科書に採用された｡ 中村の指摘するとおり ､ 竹内の神武像
は ｢明治人に神武天皇 のイメ ー ジを強烈に印象づ け+ た203｡
l
そ して ､ 神武天 皇の 姿を通 し
て ､ 人びとに明治天皇の神聖性をも強烈に印象付ける ことになるの で ある｡
日清日露戦争の 勝利は ､ 神武天 皇 (そ して明治天皇) の ｢霊威+ をさらに高めた ｡ 戦争
の 勝利によ っ て ､ 神武天皇像が勝利 の シ ン ボル (戦勝記念碑) として次々 に建設された か
らで ある o 1899年3月 に は愛知県豊橋に銅像の神武天 皇像が落成した 【図2 - 19】. . 羽賀
祥二 によれ ば､ こ の 記念碑は基礎の 石垣 ､ 台石 に当る記念碑部分､ そ の上に神武像が乗る
と い う三層構造 で ､ 全 体の 高さが 13.5m とい う壮大な記念碑であ っ た204｡ 『読売新聞』
(1898年 8月 2 2日) の 記事によれば､ こ の銅像は当初､ 竹内の神武天皇像を原型に して
制作する予 定で あっ た ようだ｡ こ の像を模写 したデザイ ン を早速作成ILた制作者 たちは ､
宮内省か らの 認許も得る ことができた ｡ しか し､ こ のデザイ ン の採用を竹 内に打診 したと
こ ろ ､ 竹内は ､ 紀元 2550年の ために制作した像を戦勝記念の ために代用す る ことはでき
ない と断 わり ､ 先の神武像を制作した当時の 自分は未熟であっ て ､ 今だ っ たらより よ い も
の を作れ るか ら ､ 新しい もの を造らせ よと逆に要請 してきた｡ 結局､ 銅像の 制作主体 であ
っ た豊橋 の 有志者たちは ､ 資金不足 の ために竹内 - 注文するこ とができず､ 岡崎雪声 に よ
る独自 のデザイ ン に よ っ て制作する に至 っ たようだ205｡ 確か に ､ こ の像の 図容を見ると神
武の 髪型 が ｢み ずら+ で ある など､ 竹内の神武像とは異な っ てい る ことがわか る o とは い
え､ 右手に 弓を持ち､ 太刀を侃い て い るなど､ 共通点も少なくはない o 像の 姿勢の 面にお
い て も､ 踏み出す足は逆で あるもの の ､ 片足を踏み出 してい る点が共通 してい るo 面貌も､
竹内の 神武像に似て い る｡ すなわち ､ 明治天皇の 顔を して い る o 以上 の 点か ら見て ､ 豊橋
の 神武像は竹内の 神武像を参照してい る可能性が高い o
こ の像の 落成 より 二年先ん じた 1897 年には ､ 徳島市に神武天皇の 記念碑が 立て られて
い る ｡ これも 日清戦争 の 戦勝を記念 したもの で ある 【図2
- 18】o 杉田幸三 によれ ば､ こ
の 像の発起人は 丸亀歩兵第 12 連隊に所属 した徳島県人で ､ 陸軍歩兵少佐
の高井橘次郎ほ
か 973名で ある ｡ 制作 ･ 鋳造は二代目永尾長石衛門正幸によるo 寄付金 1000 万円余り を
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費や して建設され た｡ 像の 高さは 2.6m で ､ 台石 か ら像を含め る と金高は 7m にな る
206
｡
像容 を見て み ると ､ 左 手に 弓を高く掲げ ､ そ の 弓 の 上に金塊が乗 っ て い る こ とがわか る｡
幕末 の 国労によ る神武像以来受け継 がれて い るポ ー ズと主題 で ある ｡ まさに ､ 金塊 が神武
の 弓 に止 ま り ､ 敵を調伏す るそ の 隣間を図像化 したもの とい える ｡ こ の 主題 は ､ 神武 の 記
念碑 に お い て は特に好 んで選 ばれた主題で ある｡ 勝利と文明 の シ ン ボル た る神武 をも っ と
も端的 に表 わすゆえで あろう｡
1907 年に新潟の 在郷軍人会 が建設 した ｢昭忠碑+【図2
- 37】 も ､ 金塊と神武天皇を描
い て い る ｡ 羽賀祥 二 に よれ ば､ 日露戦争 の 戦勝記念碑に して 慰霊碑と い う性格をも っ た記
念碑 だ っ たとい う207｡ こ ちらは ､ 豊橋の 神武像の 制作を担当 した岡崎雪声に よるもの で あ
る ｡ 明治天 皇の 面貌で ､ 弓を左手に持 ち､ 太刀 を楓くと い う点は豊橋の 像､ 竹内の像 と共
通 して い るが ､ 右手 を高く掲げそ の 手の 先に金塊が止 ま っ て い る様子 を造形化 して い る点
に は創意工夫が認 め られる ｡ また ､ 神武が地球儀 (日本列島 ･ 朝鮮半島 ･ 遼東半島
･ 樺太 ･
千島列 島が浮き彫り にな っ て金 で塗 られて い る) の 上に立 っ て い る点は他 に頬例 の な いも
の で ある｡ 地球儀は ､ 明治天皇の 即位式 から流用されたも の で あろう (ちなみに ､ こ の 像
の 制作以前に ､ 地球 の 上にた つ 明治天皇像が 石版画で 出版されて もい る 【図 2
- 38】)｡ 両
の足を揃 えて地球儀の 上に たつ 神武 の 姿臥 即位式 にお ける明治天皇よりも ､ 竹内による
神武天皇像より も明確 に ｢万国 の総帝+ たる天皇 (ただ し､ 地球儀の 浮き彫 りを重視 して
見る ならば､ ｢万 国+の範囲が こ こ で 樹集ま しく現実の 統治地域に 限定 されて い るとも解釈
で き る) を象徴 して い るo
こ う して ､ 帝国主義国家の勝利の シ ンボル とな っ た神武天 皇は ､ さらに 19 04 年に 田中
智挙が 『世界統 一 の天美』 の なか で造語 した ｢八紘
一 宇+ の ス ロ ー ガ ン を得て ､ 紀元2 600
年祭典の 中にお い て ､ 日本の 世界支配 の使命を指 し示す
一 大 モ ニ ュ メ ン トとして の 姿を表
わすこ と になる ｡
1 添 田達嶺 ｢神武天皇の御尊像と竹 内久
- 翁+ ( 『塔影』 1940･6)､ p･19
2 吉村徳蔵『神話と歴史教育』( 吉川弘文館 1973)､ p.161､ 星野良作『研究史 神武天皇』
( 吉川弘文館 1980)､ p p.132
･ 4
3 リ ン ･ ハ ン ト (松浦義弘訳) 『フ ラ ン ス 革命の 政治文化』(平凡社 1989)､ p･80
4 羽賀祥 ニ ｢天皇と巡幸+ ( 『王 を巡 る視線 [岩波講座 天皇と王 権を考える 10]』岩波書
店2002)､ p.11
5 ｢王 政復古の 沙汰書+ (遠山茂樹編『天皇と聾族[日本近代思想大系 2]』岩波書店 1988)､
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p.3
6 外地昇 『天皇陵の近代史』(吉川弘文館2 0 0)､ p.17
7 外池昇 『天皇陵の 近代史』､ p.1 9
8 なお ､ 本論で は神武天皇陵の 場所治定､ 建設 の作業につ い て は論 じない ｡ 参考文献と し
て 以下の もの を挙げておく ｡ 高木博志『近代天皇制の 文化史的研究』(疲倉書房 1997)､ 高
木博志 ｢畝傍山 ･ 神武 天皇陵 ･ 橿原神宮 一 三位 一 体の 神武天皇『聖蹟』+( 『IS』No.82､
1 9 9)､ 高木博志 ｢近代 にお ける神話的古代の創造 - 畝傍山 ･ 神武陵 ･ 橿原神宮､ 三位
一 体の 神武 ｢聖蹟+ - + (『人文学報 [京都大学人文科学研究所]』 第83号､ 2000.3)､
高木博志 ｢近代天 皇制と古代文化 - ｢国体の 精華+ と して の 正倉院 ･ 天皇陵+ (『王権 と
儀礼 [岩波許座 天 皇と王権を考える 5〕』岩波書店2002)､ 1外地昇『天 皇陵の 近代史』 な
ど｡
9 外池昇 『天皇陵の近代史』､ p p.42･3
10 武 田秀章 『維新期天皇祭死の研究』(大明堂1996) を参照｡ ただ､ 後述するように ､ 天
皇の武人化は尊壊派のイデオ ロ ー グたちの論理内の みで行なわれたの であり ､ 孝明天皇自
身が武人 と して の自画像を明確に描い てい たか どうか は定かでない し､ 孝明天皇の 身体が
現実に武人化 したわけで はなか っ た｡
11 武田秀草 『維新期天皇祭帝巳の研究』､ p p.67･7 0
12 安丸良夫 『近代天皇像 の 形成』(岩波書店19 9 2)､ p.134 以下を参照｡
13『孝明天皇紀』 第三 (平安神官 1967)､ p p.891･2
14『三条家文書 書類の部』 第三五 冊 (国立国会図書館憲政資料室蔵)､ 以下 ､ こ の 文書 の
引用は ､ 武 田秀章 『維新期天祭紀の研究』､ pp.7 1･2 に基づく｡
15 藤田覚 『幕末 の天皇』(講談社1 99 4)､ p-6
16 藤田覚 『幕末の 天 皇』､ p.5 2
･7 藤田覚『幕末の 天皇』､ p.17 5､ なお ､ 井上勝生も『開国と幕末改革』て講談社 2002) で ､
孝 明天皇が神武以来の ｢皇統+ を強調する理由と して ､ 開院宮系とい う彼 甲血筋の 弱さを
挙げて い る ｡
18｢安政五 (1858) 年六月 に ､ 孝明天皇は日本は中国などと違い ｢神武帝ヨ リ皇統連綿之
事､ 誠 二 他国二 例ナ+ しと し､ 幕府が無勅許で 日米修好通商条約を結んだの は ｢神州之噸
堪+ で あり ､ ｢天神地祇皇祖 二 対 シ奉り申訳ナ+ しとする+ (高木博志 ｢近代天皇制と古代
文化 - ｢国体の精撃+ と して の正倉院 ･ 天皇陵+『王権と儀礼[岩波講座 天皇と王権を
考える5]』 岩波書店 2002､ p.251)
19 『孝明天 皇御製集』(平安神官19 0)､ p･607
20 『孝明天皇御製集』､ p.784
2 1 『孝明天皇御製集』､ p.790
22 『孝明天皇御製集』､ p.790
23 『孝明天皇御製集』､ p.794
241626(寛永 3) 年の 後水尾天皇の 二条城行幸か ら1863年の 孝明天皇に至 るま で の 間 ､
江戸時代の 天皇の 行幸は仙洞御所 へ の 二 回の みであ っ た (安丸良夫『近代天 皇像の形成』､
p.4 4)0
25 武 田秀章 『維新期天皇祭紀の 研究』､ p･76
26 『孝明天皇紀』 第四 (平安神宮 1 968)､ p･7 79
27 藤田覚 『幕末の天皇』､ pp.2 24
･5
28 依田憲家 ｢近代天皇制成立の 前提
- 孝明天皇に つ い ての 試論 - + ( 『社会科学討究』
29･ L 1983)､ p.2 6
29 井上晴 『明治維新 [日本 の 歴史20]』(中公 文庫1974)､ p･9
30 多田好問編 ･ 香川敬 三関 『岩倉公実記』 中巻 [第三版](岩倉公 旧跡保存会 19
28)､
pp. 157
･ 161､ 安丸良未 『近代天皇像の 形成』､ p p･164
･5
31 『明治天皇紀』 第 一 (吉川弘文館1968)､ p･654
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32 安丸良夫 『近代天皇像の 形成』､ p .170
3 3 『明治天皇紀』 第 一 ､ p .649
34 鈴木淳 『維新の 構想と展 開 [日本 の 歴史20]』(講談社2002)､ p. 18
35 以下 ､ 廉翰の 引用は 『明治天皇紀』 第 一 ､ p p.649-65皇に基づく .
36 遠山茂樹編 『天皇と聾族』､ p.9
37 飛鳥井雅道 『日本近代精神史の 研 究』(京都大学学術出版会 200 2)､ p.157
38 安丸 良夫 『近代天皇像 の 形成』､ p p.17 0･ 1
89 カ ー ル ･ シ ュ ミ ッ ト (田中浩 ･ 原 田武彦訳)『政治神学 一 主権論 に 関する 四牽』(未来
社 1971)､ p.1 6
40 『明治天皇紀』 第 一 (吉川 弘文館 1968)､ p.794
41福 羽美静｢即位新式抄+ (伊藤博文編『秘書類纂 雑纂 其弐』秘書頬纂刊行会 1936)､
p. 195
42 武 田秀章 『維新期天皇祭紀 の研究』p p.171･5
43 『明給天皇紀』 第 一 ､ p.ウ9 4
44PB給天皇即位式 関連の 公文書は現在 ｢戊辰御即位雑記+ とい う形 で 『公文録』(国立公
文書館蔵) にまとめられて い る ｡ 本章で は､ 『産大法学』25-2(1 9 9 1.7) に復刻され たも
の を利用 させて もら っ た｡ 以下､ 即位式関連文書は ､ 特 に断わらない 限り こ こ か ら引用 し
たも の で ある ｡
45 『明治天皇紀』 第 一 ､ p .810､ 万葉仮名の 書き下 しは引用者による o
46 加藤 隆久 ｢明治 ･ 即位式 と福羽美静+( 『神道史研 究』28
-2､ 1980･2)､ p p･28･9
47 井上勝生 ｢近代天皇制の 伝統と革新 一 明治天皇の 即位式+ ( 『法学セ ミナ
ー 増刊総合
特集 シリ ー ズ 3L3 天皇制の 現在』 日本評論社 1986)､ p.192
48 『明治天皇紀』､ p.810
49 福羽美静 ｢即位新式抄+､ p.208
50 井上 ｢近代天 皇制 の伝統 と革新+､ p p.192-3
51 佐々 木克｢天皇像 の形成過程+ (飛鳥井雅琴編『国民文化 の形成』筑摩書房 1984)､ p･ 199
52 中村生雄 『日本 の神と王権』(法蔵館 199･丘)､ p p.23 8･9
53 中村によ る ｢男装+ とい う名 づ けは ､ 明拍天皇に と っ て ｢男で ある+ こ とは自明で は な
く ､ 彼 が意識的に ｢男に変身 した+ の だとい う こ とを適確 に表 して い る｡
54 村上重良 『天皇 の祭帝巳』(岩波新書 1977)､ p. 114
55 『明治天皇紀』 第 - ( 吉川弘文館1968)､ p.616
56 伊木蕃 - ｢明治天皇即位式 と地球儀+ ( 『歴史地理』 第 5 2巻第6 号 ､ 1928+12)､ p･11
57 前掲､ 伊木 ｢明治天皇即位式と地球儀+､ p p.12･14 に ｢上表+ の 全文が転載されて い る ｡
58 ジ ェ イ ム ズ ･ ホ ー ル ( 高階秀爾監修/高橋達史 ･ 高橋裕子 ･ 太 田泰人 ･ 西野露草
･ 沼辺
倍 - ･ 諸川春樹 ･ 浦上雅司 ･ 越川倫明訳)『西洋美術解読事典 絵画 ･ 彫刻にお ける主題
と象徴 - 』(河出書房新社 198)､ p.104
59 若桑み どり ｢天草版 『ヒイ デス の 導師』(1 592 年刊) 扉絵｢不信 の トマ ス+ の 図像源泉
とそ の 意味 一 対抗宗教改革芸術 の東漸そ の 卜]
- + ( 『キリ シ タ ン文化研究会会報』
110号 ､ 197.ll)､ p.11以下 ｡
珊永信美 ｢日本の ｢思想+ と ｢非思想+ - キリ シ タ ン をめぐるモ ノ ロ
ー グ+ ( 『現代思想』
γol.14･10､ 1986.9)､ p.202 以下 ｡
60 村上重 良 『天皇 の祭敢』(岩波新書197)､ p･111
6 1 『明治天皇紀』 第 一 ､ p .795
62 『明治天皇紀』 第 一 ､ p .595
6B 『新聞集成 明治編年史』 第 - 巻 ､ p.14
64幕末期の 大国隆正の 思想に つ い て は､ 武 田秀章 ｢ペ リ
ー 来航と大国隆正+ (『神道学』
1 40､ 1989.2)と｢文久 ･慶応期 の 大国隆正+ (『国学院大学日本文化研究所紀要』64､ 1 989･9)
を参照 した｡
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65 芳賀登｢大国隆正 の学問と思想 - そ の社会的機能を中心として - + (『平田簾胤 伴
侶友 大国隆正 [日本思想体系50]』 岩波書店 1973)､ p.637以下を参照｡
66 大国隆正 『新真公 法論』( 『平田篤胤 伴債友 大国隆正 [日本思想 大系 50]』岩波書店
19 73)､ p p.504
･5
67 大国隆正 『新案公法論』､ p p.499･500
68 大国隆正 『新其公法論』､ p.501
69福羽 ｢即位新式抄+､ p.196
70 伊木 ｢明治天皇御即位式と地球儀+､ p.494
71 前掲 ､ 大国.隆正 『新真公法論』､ p.501､ 羽賀祥ニ 『明治維新と宗教』(筑摩書房 1994)､
p p.61
･2 を参照｡
72 『明治天皇紀』､ p.806
73 井上 ｢近代天皇制 の伝統と革新+､ p.191
74伊木 ｢明治天 皇御即位式 と地球儀+､ p.495
75福羽自身､ 彼の 談話で は次の ように語 っ て い る. ｢ - - 水戸烈公 (徳川斉昭) よ り孝明
天 皇に奉れ る地球儀 あり｡■目も覚むる ばかり大なるもの なり ｡ 之を御式中に用 ゆる事 とな
せ り｡ / 御式に 当りて ､ 之を紫展殿の高御座 の前 に備 - たり｡ 当時は総べ て唐服故 ､ 御靴
なれ ば地球儀 の 日本 の ある所をすぐ前になし､ 幽 旦
旦 地 主. 之を合図に臣下は庭上与り祝詞 を申し ､ 皆
拝 し奉 る事 となせ る なり｡ 御即位の 御式は之 にて 済み ､ 年内に束京に行幸あり｡ 又年 内に
遷幸ありて ､ さて翌年改めて御束遷となれり｡ 其の 時西郷 (西郷隆盛) は地球儀の 日本 の
上に御靴をあて させ られ し事 を非常に悦びた り+ (｢福羽子 爵神祇軟質旨+ 19･01年 5月 ､
加藤隆久 ｢明治 ･ 即位礼と福羽美静+､ pp.22
･3 より引用). 一 方 ､ 福羽の 下で御即位新式
取調御用掛と して ､即位新式次第の整備に従事した佐伯利麿臥 ｢まさか に御沓を以て 直接
に当られた訳で は無か つ たが - - + と回想 しており､ 天皇が地球儀に足を乗せ たとい う俗
説を 一 蹴 して い る (佐伯利麿｢偲び奉る明治天皇御即位の 日/ (a) 万邦を治めす英明の
大御心/水戸烈 公 よ り献上の 地球儀+『時事新報』11 562号､ 1915･10･29､ 七面)0
76 吉田咲二 によれば ､ 長谷川は､ 文化 6年生まれ明治 12年 軌 俗称 ･ 文吉､ の ち徳兵衛o
緑 - 斎､ 信天翁 ､ 南窓棲 ､ 雪花園などと号 して ､ 安堂寺町難波橋筋に住んで い た. 役者絵 ､
美人画な どの 作もあるが名所風景画によ っ て知られて い る｡ 絵は上 田公長 ､ 後 に貞升 ( 国
升) に学ん だとい われ ､ また法眼に序せ られた ともい われる (『浮世絵事典 《定本〉』 至文
堂 1990を参照)0
77 小西四郎編『錦絵 幕末明治の歴史』(講談社 1977)､ 多木浩ニ 『天皇 の肖像』(岩波新
書 1 988) などを参照｡
78 一 方､ 長谷川 は明治天皇をではなく ､ 神武天皇を描い たとい う読みも不可能 では ない o
なぜならば､ 束帯姿は神道にお ける男神の 定型図像で あるからで あるc と こ ろで ､ こ の 図
像で は従来の天皇像 には絶対 あり得ない ことが表されて い る o それは ､ 本来､ 天皇 しか座
れない はずの 玉座 の 回りと背後に大勢束帯姿の 男性がい ることで あるo 玉座 に多く の 人々
が い ると いう こ と自体､ 面妖で あるとい わざるを得ない の であるが ､ 束帯姿である こ とか
ら､ これらの 男性たちを人で はなく ､ ｢八 百万 の神+ であると解釈できるo
79 『明治天皇紀』 第二 (吉川弘文館1969)､ p p･497
‾8
80 勝田政治 『廃藩置県 - ｢明治国家+ が生まれた日』(講談社2000)､ p･2 2 1
81 勝田 『廃藩置県』､ p.225
82 飛鳥井雅道 『日本近代精神史の研究』､ p･373
83 『明治天皇紀』 第二 ､ p.505
84 飛鳥井雅道 『明治大帝』(ちくま学芸文庫1994)､ p p･155
-6
85 片野裏佐子 ｢近代皇后論+ (宮坂キリス ト教セ ンタ
ー 編
`『近代天 皇像の 形成とキリ ス ト
教』 新教出版社 1996)､ p.82､ 片野真佐子 『皇后 の近代』(講談社2003)､ p･2 5
86 『三 峰日記 - 自明胎二年五月至 同五年五月 [吉井友実日記]』(臨時帝室編集局､ 大
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正 11 年 11月採集史料､ 宮内庁書陵部蔵)､ 明治四年八月 朔日条o 本 史料は ､ 恵美千鶴子
氏に ご提供 い ただい た｡
87 『明治天皇紀』 第二 ､ p p.5 3 1･2
88 佐々 木寛が指摘 して い るように ､ ｢大元帥+ ｢元帥+ の設置 は ､ こ の 年の 7月 28 日 の こ
とで あり ､ 等外官と して ｢大元帥+ が､ 一 等官と して ｢元帥+ が置かれ て い るo 一 等官は
各省の卿で ある こ とか ら､ 天皇が 一 等官と して の ｢元帥+ に なる こ とは あV)えな い . こ こ
で示 され て い る ｢元帥+ とは ､ あくまで 国軍 を統帥する存在を示すシ ン ボル と して の ｢元
帥+ で あるとい う佐々 木 の解釈が 妥当だろう. 佐 々 木克 ｢天皇像の 形成過程+､ pp.196･8
を参照 ｡
89 ただ ､ ｢復古+とい い つ つ 洋服 を採用 したこ とに つ い て納得 しなか っ た人物も い る ｡1873
年 6月 ､ 島津久光はこれ を批判 し ､ 服制の 復 旧を主張 した ｡ これに対 して は ､ 1875年4
月 に も三条実美と岩倉具視が連署 して ､ ｢礼服の 如きも､ 今日欧米 の風 を掛酌する は ､ 猶往
時晴唐の 制 に模倣すると同様 の 義+ で あるとい うの はも っ ともだが ､ さりながら ｢世態の
移換する ､ 人情の 趨向する
■
+ におよび ､ ｢到底変更せざるを得+ ない という声明が 出されて
い る (遠山茂樹 ｢解説 I+､ 遠山編 『天皇 と撃族』､ p.457)0
90 ｢神武 天皇+ とともに ｢神功皇后+ を引証する ス タイ ル は ､ 先に引用 した尊擾派 の 偽勅
にも共通 して い る｡ この ペ ア が近世以降で最も有力 な軍神 で あり勝利の シ ン ボル で あ っ た
た めで ある｡ なお ､ この 内勅にお ける神武天皇と神功皇后 とが ｢尚武+ の シ ン ボル と して
対等 に並 べ られて い る状況は ､ 男性 の みを軍事 に携らせ る徴兵制の 成立する以前 の過渡期
だか らこ そ あり えた状況 なの で は なか ろうか c それ は ､ こ の 時点にお ける ｢尚武 の 国体+
像の 男性性 の 不徹底 を意 味する｡
9 1 日本史籍協会編 『西郷隆盛文書』(東京大学 出版会 19 67)､ p p.75･7
92 ｢徴兵告諭+ (由井正 臣 ･ 藤原彰 ･ 吉 田裕編 『軍隊 兵 士 [日本近代思想大系 4]』岩波
書店 198 9)､ p.67
93 ｢徴兵令+ は ､ 内閣官報局編･『法令全書』 第6巻 - 1(原書房 197 4)､ p p.704-723に所
載されて い る ｡
94 遠山編『天皇 と撃族』､p.32､ 内閣官報局東面海令全書』第五巻 - 1(原書房197 4)､p p.283･4
95 星野良作 『研究史 神武 天皇』､ p.8･9
96 名越時正 ｢水戸学派にお ける神武 天皇回顧の思想+ (中山久 四郎編 『神武天皇 と 日本 の
歴史』 小川書店1961) を参照｡
97 星野良作 『研究史 神武天皇』､ p p.81･2 を参照 ｡
98 津田真 一 郎 ｢年号ヲ廃 シ ､ - 元ノ 可建ノ蔑+ (大久保利謙･ 桑原伸介 ･ 川崎勝編 『津田
裏道全集』 上 ､ みすず書房2001)､ p.285
99 岩井忠熊 ｢紀元節の 制定+ (日本史研究会締 『日本 の 建国』 青木文庫 1966)､ p p.165･6
･10 0岩井忠節 ｢紀元節の 制定+､ p.166
10 1岡 田芳朗 『明治改暦 - ｢時+ の 文明開化』(大修館書店 199 4)､ p.190以下｡
102岡 田芳朗 ｢日本にお ける暦 の 変遷 一 権力 の 時間支配 の 問題 に よせ て+ ( 『歴 史評論』
43 0､ 1986.2)､ p p.30･3L 岡田芳朗 『明治改暦』､ p.193以下を参照o
103 『明治天 皇紀』 第三 ､ p.139､ なお ､ 祝祭日の 日程は ､ 暦法 の換算の 都合 とい っ た名 目
に よ っ て畿度か の変更がなされた｡ こ こに挙げた日程 は ､ 変更後の も の で ある｡
104 ｢置賜県布告+ 1874年2月 12 日､ 遠山締 『天 皇と華族』､ p.33より引用｡
105
.
松尾尊充 ･ 中塚明 ｢国民と紀元節+ (日本史研究会編 『日本の建国』)､ p･169
106有泉貞夫 ｢明治国家と祝祭日+ ( 『歴史学研究』 第341号 ､ 1968)､ p.62
107リ ン ･ ハ ン ト ( 松浦義弘訳) 『フ ラ ン ス 革命の 政治文化』(平凡社 1989)､ p.35
108松尾尊発 ･ 中塚明 ｢国民と紀元節+､ p.172
109三宅雪横 ｢日本国民は明治 二十 二年 二月十 一 日を以て 生れたり+( 本山幸彦編 『三宅雪
棟集 [近代 日本思想大系5]』 筑摩審誘1975)､ p p.249･25 0
110 エ ドウィ ン ･ ベ ル ツ ( 菅沼龍太郎訳)『ベ ル ツ の 日記』( 唐木順三編 『ベ ル ツ ヰ - ス
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モ ラ エ ス ケ - ベ ル ウオ シ ュ バ ン集 [明治文学全集49]』筑摩書房 1968)､ p.39
111 エ ドウィ ン ･ ベ ル ツ 『ベ ル ツの 日記』､ p.40
112春畝公追頒会編 『伊藤博文伝』 中巻 (純正社1940)､ p p.615･6
118 も っ とも､ 伊藤は天皇の 権力を無限大とすることを周到に回避すろ工夫を憲法条文 に
忍ばせ て い るo それは後の 天 皇機関説 の根拠に もなっ た第田粂 ｢天皇 ハ 国ノ 元首 ニ シテ 統
治権ヲ総携シ 比ノ憲法ノ条規二 依り之ヲ行フ+ で ある｡ 伊藤が井上毅に起草させ た 『憲法
義解』 には ､ こ の 条文を説明 して ｢蓋 し統治権を総摸するは主権の 体なり｡ 憲法の 条規 に
依り之 を行ふ は主権 の用 なりo 体有りて用無けれ ば之を専制に失ふ o 用有りて体無けれ ば
之を散漫に失ふ+ とある (伊藤博文著､ 宮沢俊義校注『憲括義解』岩波文庫19 4 0､ p.27)｡
つ まり ､ この 条文は､ 天皇の 権能を憲法に よ っ て 制限するもの で あり ､ これによ っ て 天皇
(とそ の側近 によ る) ｢専制+ に対する予防線が藻られて い るの で ある ｡
114 ｢大 日本帝国憲法+ (江村栄 一 編『憲政構想 [日本近代思想大系9〕』岩波書店 1989)､
p.430
115 ｢大日本帝国憲法+､ p.429
116春畝公追頗会編 『伊藤博文伝』 中巻 ､ p.653
117『井上毅伝 史料篇 第五』(国学院大学図書館 1975)､ p.40
118松尾尊兜 ･ 中塚明 ｢国民と紀元節+､ p p.17 ･8
119松尾尊允 ･ 中塚明 ｢国民と紀元節+､ p.179
120黒田智 ｢神武天皇像+ (黒田日出男編 『歴史学事典 【第3 巻 か たちとしる し】』 弘文
堂 1995)､ p.408､ 平 田俊春 ｢古代 ･ 中世にお ける神武紀元の使用+ 仲 山久四郎編『神武
天皇と 日本の歴史』小川書店 1961)､ 中山久四郎 ｢江戸時代における神武紀元の 尊重+ (中
山編 『神武天皇と日本の 歴史』) を参照｡
121千野香織｢古代文学と絵 軌 (『11･ 12世紀の 文学[岩波講座 日本文学史 第三巻]』､
岩波書店 1996)､ ｢日本美術の ジ ェ ン ダ ー + ( 『美術史』136､ 199 4年)､ ｢日本 の 障壁画 に
見るジ ェ ン ダ ー の構造 - 前近代にお ける中国文化圏の 中で+ (『美術史論壇』 第四 号､
19 97年)､ ｢天皇 の母 の た めの 絵画 一 南禅寺大方丈の障壁画をめぐ っ て+ (『美術とジ ェ
ン ダ ー 非対称 の 視線』 ブリ ユ ッ ケ 1997) などを参照｡
122 『橿原神宮史』 別巻 (橿原神宮庁 1982)､ p.257
123 高木博志 ｢近代にお ける神話的古代の創造+, p･24
124 『橿原神宮史』別巻 ､ p.265
125 ｢大庭成章 ｢不敬+ 演鋭処罰の 報道+ (遠山茂樹編 『天皇と華族』)､ p･23 4
･26黒川其頼『日本風俗説』(黒川裏道編『黒川真横全集』第四 ､ 国書刊行会 19 10)､ pp･237
･8
127黒川真頼 『日本風俗説』､ p p.252･3
･28著者による ｢凡例+ によれば､ こ の 書物は ｢此邦人に は ､ 殊方 〔他国〕 と異なる天 裏
白鰍性質に ､ 所謂 日本魂あるこ と+ を知らない 人びとが多い ことを嘆き ､ 記紀神話をは じ
めとする書物 を ｢婦女総督〔お んなこ ども〕+ にも分かりやすい ようにまとめたもの で ある
とい う (『日本国開閉由来記』凡例､ 古谷知新編『日本歴史図会』第二 輯､ 国民図書 1920､
p.371)0
･29高木博志 ｢近代における神話的古代の創造+､ p･24
･30 若桑み どり 『皇后 の肖像 - 昭憲皇太后の 表象と女性 の国民化』(筑摩書房2001)､
p.386
131黒川真横 『日本風俗説』､ p.25 1
･32竹内久 一 ｢皇祖御立像制作の感 凱 (『日本及日本人』 第530号､ 1910･4)､ p16
･33独幹倣史 〔大森惟中〕｢歴史画の 必要+ ( 『美術園』 第15号､ 1890･1)､ p･28
134竹内久 - ｢皇祖御立像制作の感想+､ p･7
･35例えば､ 小野思量は ､ 浮世絵画家たちが明拍初中期から ｢歴史画とい うより ､ 正 しく
は歴史教訓画+ を多く描くようにな っ た理由を次の ように考察してい るo かれによれ ば､
その き っ か けは ､ 宣教運動を行なう民間の 人員を求めた教部省三条の教憲 (1872年) で あ
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り ､ それに よ っ て 画家たちは ｢『教える絵』 を自覚+ した の だとするo また､ 国史教育の 方
針が ｢尊王愛国の精神 を育成す る+ ときまる と受注も増えた ことを挙 げる ことが でき ると
し､加 えて画家自身 の 社会的地位上昇の欲望が こ こに かか わ っ て い たの だと して い る｡ ｢か
れらは 『街 の画家』 をの がれた か っ た ｡ 版画 の 下絵をや めて ､ 犀風 ､ か けもの の 肉筆画家
にかわ ろうと して い た+Q ゆえに ､ ｢政府主催展 に出品し ､ 受賞の 肩書で ､ 民衆をみお ろ し
なが ら ､ 菊地容斎 (- 七 八 八 - - 八七八) の 『前賢故実』( - 八 六八 刊) あた り を種本 に ､
きれ い ごと の歴史画をかきは じめた+0 ′J､野忠重 『版画 近代 日本 の 自画像』(岩波新書
1961)､ 137-8頁 を参 照｡
186山住正 己柘 『教育の 大系 [日本近代思想 大系6]』(岩波書店 1990)､ p.79
137内閣官報局編 『括令全書』 第14巻 (原書房 1976)､ p.817
138 さらに1880年 の 改正 教育令や 182 年の 軍人勅諭 ､ 1886年 の 教科書検定制などが ､
こ の傾向を支えた｡ 山住正 己 『日本教育小史』(岩波新書 1987)､ p p.34-43を参照｡
139小林輝行 ｢明治期学校 - の 『御真影』 下付政策に関する 一 考察 - 『文部省総務局通
知』 の 背景とそ の意義+ ( 『日本史研究』315､ 1988.l l) に よれば ､ 明治期の ｢御真影+
下付 にお い て ､ 天 皇 ･ 皇后の 肖像をペ ア で 下付す る こ とは通例で あ っ た｡
140 ｢御真影+ の 制作目的桔､ 多木浩 ニ が主張する ように ､ ｢対外的に主権を象徴する 国家
元首の 肖像 が必要 に なっ た+ の で行なわれた (前掲 ､ 多木 『天皇 の肖像』､ p.115) と見 る
の が妥 当で あると思われ る｡ つ まり､ ｢御真影+ はそ の 成立 当初か ら ｢日本+ とい う国体を
象徴するも の と して考えられ て い たの で ある ｡
141若桑み どり 『皇后の 肖像』､ 第四寧を参照｡
142 本論 で は ､海後宗臣編『日本教科書大系 近代編 第 18巻 歴史(
- )』(講談社 1963)
に全文復刻されたもの を利用 した｡ 具体的な記述は ､ 同書p.120 を参照｡
143海後宗臣編 『日本教科書大系 近代編 第18巻』､ . p p.9･ 10 を参照｡
144海後宗臣編 『日本教科書大系 近代編 第 19巻 歴 史 (ニ)』(講談社1963)､ p.188
を参照｡
145坂本太郎 ･ 家永三郎 ･ 井上光貞 ･ 大野晋校注『日本書紀(-)』(岩波文庫 199 4)､ p.23 0
146 こ の 類型 の 図像は ､ 神奈川県立歴史博物館で行われた展覧会 ｢王家の 肖像 明治皇
室ア ル バ ム の 始まり+ (2001年 4月 28日 - 6月 3 日)で初めてまとめて 見る こ とができた
もの で ある｡ こ の展 覧会は 『御真影』 の よう な周知の も.の か ら石版画 の ような今まで研 究
が進 められ て こ なか っ た もの まで ､ 明治 皇室 の 多彩なポ ー ト レイ ト全 180点を展示 した ｡
特に ､ 本属 は ､ そ の 出展 カタ ロ グに新史料で ある石版画が多く含まれ て い る点 にお い て ､
実に画期的な展覧会 で あっ た とい える o なお ､ こ の 展覧会の 意義に つ い て は ､ 拙稿 ｢展覧
会評 『王家の肖像 明治皇室ア ル バ ム の 始まり』(於:神奈川県立歴史博物館)+ (『イメ
ー
ジ& ジ ェ ン ダ ー』 3号 ､ 2002.ll) でも述 べ た｡ 詳 しく は ､ 同展覧会 の カ タ ロ グとそ ちら
の拙稿を参照 して い ただけれ ば幸 い で ある｡
147と こ ろで ､ ア マ テ ラ ス と明治 天皇とを同
一 視す るこ とも明治初期 に は公 的に行 なわれ
て い る ｡ こ こに は､ ア マ テラ ス に対 して 民衆が抱い て いた ｢世直し+ とい う現世利益信仰
を明治天皇に吸収する目的が あ っ た｡ 前章を参照の こ と｡
148 『日本書紀』 に は神武 天皇4年2月 の 記事と して ､ ｢東征+ にお ける金璃は タカ ミム ス
ビ ･ ア マ テラ ス の霊 で あっ たと した神武が榛原とい う地 に祖先を祭る社を立て たとある( 前
掲､ 『日本書紀 ( -)』､ 242頁o 語句 の 解釈 に つ い ては 内務省神社局 『神武天 皇御紀諒解』
内閣印刷局1940を参照 した)0
1i9 タ カ シ ･ フ ジタ ニ が 『天皇 の ペ ー ジ ェ ン ト』 で主張 した ｢天皇 の 二 つ の 身体+ が こ こ
には具現して い ると解釈で き る｡ つ まり､ 先帝明治天 皇は死 ぬ こ とで逆鋭的に ｢不死+ で
ある ｢政治的身体+ と して ｢変わらぬ伝統+ を担 い ､ 新帝大正天 皇は ｢自然的身体+ を生
きる ことで｢変転する近代+を担 い ､ ｢文明+的帝国主体と いう役割を演 じて い るの で ある ｡
160横田洋 一 によれ ば､ 明治天皇死後の 肖像は束帯姿の も の が多い とい う ことで ある ｡ 展
覧会カ タ ロ グ『五箇粂の 御誓文発布百 三十年記念展 明治天 皇の御肖像』(明治神宮1998)
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も参照｡
151 ｢亜細亜大博覧会 開設之義 二 付何+ (『公文別録 農商務省 明治十五年 - 明治十八年』
第12 巻 ､ 国立公 文書館蔵､ こ こ で はア ジア歴史資料セ ン タ ー H Pの デ ー タを利用 した
[http://w w w･3
'
ac ar.go .jp/cgi･binn)ibdata.cgi?refc ode= A2 0 30 22 9 32 7])
152古川隆久『皇紀 ･ 万博 ･ オリン ピ ック 一 基室ブラン ドと経済発展』
1
,(中公 新書 1998)､
p. 17
153『明治天皇紀』 第七 (吉川弘文館1972)､ p p.477･8
154 『明治天皇紀』 第七 ､ p.478
155『橿原神宮史』 巻 - ( 橿原神宮庁1981)､ p.3
156古川隆久 『皇紀 ･ 万博 ･ オリ ン ピ ッ ク』､ p.8
157藤井貞文｢欽定憲法発布 と橿原神宮の創建+ (中山久四郎編『神武天皇と日本 の歴史』)､
p.230
158古川 隆久 『皇紀 ･ 万博 ･ オリ ン ピ ッ ク』､ p.9､ 藤井貞文 ｢欽定憲法発布 と橿原神宮の
創建+､ p.231
159藤井貞文 ｢欽定憲法発布と橿原神宮の創建+､ p p.231･2
160 ベ ネディ ク ト ･ ア ン ダ ー ソン (白石 さや ･ 白石隆訳) 『増補 想像の共同体
ナリズ ム の 起源と流行』(N T T出版1997) を参照 ｡
ナ シ ョ
16 1高木博志は ､ 一 九 世紀当時の ヨ ー ロ ッ パ諸国の ｢ 一 等国+ たる権威の源泉は､ ｢各国独
自な文化的 『伝統』+ に あっ たと して ､ 次のような諌論 を展開 して い る｡ ｢した が っ て ､ 日
本も鹿 鳴館の ような欧米 の 猿まねだけでは ､ 世界の 『 一 等国』 の仲間入 りはむずか しく ､
日本 の独自性､ 固有の 文化的 『伝統』 を創り出し､ 欧米 に対 して誇示 して い る必要が あっ
た+ (高木博志 ｢文化財の 近代+『週刊朝日百科 日本の 国宝』1 10号 , 19 9.4､ p.310)0
また ､ そ の ｢伝統+ は ヨ ー ロ ッ パ にお ける ｢伝統+ と ｢共通する (互換性 の ある) 語り 口
で ある+ 必要があっ た の だとす る (高木博志 ｢日本美術史の成立 ･ 群論 一 昔代美滞史の
時代区分の 成立+『日本史研究』401､ 1995.11､ p.75､ 高木博志 『近代天皇制 の 文化史的
研究 天皇就任儀礼 ･ 年中行事 ･ 文化財』校倉書房 19 97､ p.3 46)｡ 後発の 国民国家にお
い て独立の 条件とは ､ 文明的である こと､ すなわち ｢最低限の秩序､ 予測可能性お よび安
定+を他 の 国際牡加盟諸国に認めさせ るような国家制度の 確立が必要だっ た(松井芳郎｢近
代日本と国際法(上)+ 『科学と思想』No.13､ 1 9 74.7､ p.88)o ただしそれだけで は足 らず ､
同時に ､ ナ シ ョ ナリテ ィ の 独自性 ､ しかも高 い文化性の 主張が必要だと考えられて い たの
である ｡
162陸掲南｢国民的の 精神+ (西 田長寿 ･植手道有編『陸掲南全集』第二巻 ､みすず書房1 969)､
p.7
163『明治天皇紀』 第七 ､ p.2 79｡ ここ に挙げた伊藤博文の 意見は ､ 山陵をも っ て ｢国家の
歴史+ の 存在証明とす るもの である｡ こ の 史料の 存在は ､ 前掲 ､ 高木 ｢日本美術史の 成立
･
試論+､ お よび李成市｢近代国家の形成と『日本史』に関す る覚え書き+(『現代思想』v ol･2 4
･9､
196.8) に示唆を受 けた｡
164九鬼隆 一 ｢九鬼委員長 の 演説+ (『美術園』 18 号､ 1890.4)､ p p･35
-6
165 ｢神武天皇の御像+ (『日本』 第406号､ 1890.6.1 4)
166 ｢神武天 皇御肖像+ (『日本』 第367号､ 1890.4.1 4)､ 2 面｡
･67 吉田千鶴子 ｢竹内久 一 レ ポ ー ト - 岡倉天心 の彫刻振興策と久
一
- + ( 『束京芸術大
学美術学部紀要』 第 16号 ､ 1981.3)､ p.10
･68竹 内久 一 ｢皇祖御立像制作の感想+( 『日本及日本人』 第530号 ､ 1910･4)､ p･4
･69 この 懸賞に関 して は､ 吉田千鶴子 ｢竹内久
一 レポ ー ト+､ p p･11
･2を参照 したo
170 吉田千鶴子 ｢竹内久 一 レポ ー ト+､ p.13
･71竹 内久 一 ｢先帝陛下と神武天皇+ (『書画骨董雑誌』 47号､ 1912･9)､ p･13
172 添田達嶺 ｢神武天皇 の御尊像と竹内久
一 翁+(『塔影』1940･6)､ p･19
173 ｢神武天皇御肖像+ ( 『日本』 第367号 ､ 1890･4･ 14)､ 2 面
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174 竹 内久 一 ｢皇祖御立像制作の感想+､ p.6
175竹 内久 一 ｢先帝陛下と神武天皇+､ p.14
176 『郵便報知新聞』(1889.2.11夕版)
177 ｢神武 天皇御肖像+ (『日本』 第367号 ､ 1890.4.14)､ 2 面
178竹内久 一 ｢皇祖御立像制作の 感想+､ p.5
179竹内久 一 ｢皇祖御立像制作の感想+､ p.5
180 こ の 意味解釈 は ､ 竹内に よる後付けでは なく ､ 当時の 批評 にお い て も指摘され て い る ｡
｢- - ･ 御靴 の古雅な る秋津洲 〔日本 列島〕 の 形に模 したる台 の上 へ に立たせ られ - - - 是れ
実 に尋常の彫刻に あらす国家的 の 観念を鼓舞す る 一 大美術なり ･ - - + (｢神武天 皇の 御像+
『日本』 第406 号 ､ 1890.6.14)
181 福羽 の 下で 即位式次第を準備 した 一 人で ある佐伯利麿 は当時を回想 して次の ように述
べ て い る｡ ｢此 の大地国像 〔地球儀〕 を特 に こ の 即位式に飾つ たの は ､ 如何 なる意味 を含ま
せ られた か ､ これが抑々 先帝/□登極の 第 一 義で あつ た と拝され る ､ これ を御沓 の 下に掛
けられて 世界万邪 を治めると い ふ雄大な御気象を表 はされ たもの で あつ た+(佐 伯利麿｢偲
び奉る 明治天 皇御即位の 日/ (四) 万 邦を治めす英明の 大御心/水戸烈公 より献上 の 地球
儀+『時事新報』11562号 ､ 19 15. 10.2 9､ 七面)0
182前掲記事 ､ ｢神武天皇の御像+ を参照o また ｢二 万枚+ とい う部数は ､ 前掲 ､ 竹内 ｢皇
祖御立像製作 の感想+､ p.6 によ る ｡ 残念なが ら 『日本』 の附録に つ い て は現存せず ､ 実見
できなか っ たが ､ 本論文 の 【図 2 - 32】 が附録と同 - の 図版と推測 され る. なぜ ならば､
竹内の神武天皇像を模写 した 【図 2 - 16】 の 神武像が これ と同 一 構図だか らで ある ｡
･83展覧会やタ ロ グ 『図録 お雇 い外 国人 キ ヨ ツ ソ
- ネ没後 100年展 - その 業績と明治
の 印刷文化』 大蔵省印刷局記念館 1997)､ 丹尾安典 ｢キ ヨ ツ ソ - ネの 拒絶 - )1柑清雄と
の 関係 をめ ぐっ て+ (『お雇 い外国人キ ヨ ツ ソ - ネ研究』中央公論美術出版1999)､ p.138､
河 田明久 ｢日本人 の肉体と ｢正 しい 身体++( 『現代思想』Vbl.30･9､ 2002.7)､ p. 175､ 展
覧会カタ ロ グ『王家の 肖像 一 明治皇室ア ル バ ム の始まり』(神奈川県立歴史博物館 2001)､
『別 冊歴史読本 皇族 ･ 華族音写其帖 - 明治 ･ 大正 ･ 昭和 の 肖像』(新人物往来 社20 01)
な どを参照 ｡
184 吉田千鶴 子 ｢竹内久 一 レポ ー ト+､ p p.4･5. 沓沢耕介 ｢明治20年代の 竹内久
一 の制 作
活動 とその 背景+ ( 『近代画説』 八 ､ 1999. 12)､ p.97
185 なお ､ 吉田千鶴子 によれ ば､ 竹 内は 1884年 10月 にも東大寺に滞在 した可能性が ある
とい う｡ 吉 田千鶴子 ｢竹 内久
一 レ ポ ー ト+､ p.5
186 ｢年譜+ ( 『岡倉天心全集』 別巻､ 平凡社 1980)､ p p.38 8-390参照 ｡
187 ｢〔東大寺〕 三月 堂の 焚天 ､ 帝釈 ｡ 塑像に して ､ 其の体は只 だ合掌せ るの み に て別に意
なきが如く なれ ども ､ 其の中に無量め働きを認 むべ しo 頭髪衣紋等も整然と して優美高尚
の念 を起さ しむ｡ 若 し然らざるもの ありとせ ば､ 其の 心は 巳 に正 しからざるなり ｡ 実に之
れを以て基 地 塵主なりo - - - 試みに希腺古代の 宗教と我 が
仏教とを比 較せ よ. 盤 幽 遼五
泉鞄戯配 幽 且Q 若 し夫れ彼 の焚天 の 情を解せ ざるもの
は､ 東洋美術の趣 味を解する能はぎるもの な り+ (岡倉天心 ｢日本美術史+『岡食天 心全集』
四 ､ 平凡社 1980､ p p.58-9)｡
188ジ ョ ー ジ ･ モ ツ セ (佐藤卓己 ･ 佐藤八寿子訳) 『ナ シ ョ ナリ ズム とセ ク シ ュ アリテ ィ
ー
丁市民道徳とナ チ ズ ム』( 柏書房1996)､ p･24 以下o
189-なお ､ 【図 2 - 1 】 で示 した/+､川 一 実根影 の ｢神武天 皇像+ は ､ 背景 を黒
一 色 に し､
対照的 に像を明るく ライ トア ッ プ して撮影されて お り ､ そ の 像肌が白く輝き ､ まる でギリ
シ ャ 彫刻 の よう に見えるような工夫がされ てい る｡
190匹卜天王 に関 して は､ 関口 正之 ｢四天王+ (『世界大百科事典』12､ 平凡社1988)､ p.412､
西 口順子 ｢四天王 寺+ (『世界大百科事鼎』)､ p p.412･3､ 阿部誠 ｢四天王+ ｢広目天+ ｢持国
天+ ｢増長天+ ｢多聞天+ (古田紹欽 ･ 金田秀友 ･ 鎌田茂雄 ･ 藤井正雄監修『仏教大事典』小
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学館 1 988)､ p.404､ p.282､ p.380､ p.592､ p.645､ 芦田正次郎 『仏教見わけ方事典』(北
辰堂 199 1)､ p p.230･1 を参照 した｡
191竹内久 - ｢皇祖御立像製作の感想+､ p.5
192吉田久 一 編集 ･ 解説 『現代仏教思想入門』(筑摩書房 199 6)､ p.2 9
193 里見岸雄 ｢日本国体学+ (日本国体学会編 『日本の 師表 田中智学』 錦正 社1968)､
p p.140
･141
19d 田中巴之助『田中智学自伝 第二巻 わが経しあと(ニ)』(師子王文庫197 7)､p p.326･7
195田中巴之助 『田中智学自伝 第二 巻』､ p p.329･ 3 30
196 吉田千鶴子 ｢竹 内久 一 レポ ー ト+､ pp.21
･ 4
197田中巴之助 『田中智学自伝 第二巻』､ p.334
198田中巴之助 『田中智学自伝 第二巻』､ p.33 4
199市川白弦 ｢天 皇制と鎮護国家の仏教+ (戸頃重基･ 丸山照雄編 『増補 天皇制 と日本宗
教』 伝統と現代社 1980) を参照｡
200 秋山昌海 『仏像 装飾持物 大事典』(国書刊行会 198 5)､ p.16 5
201 ｢軍人勅諭+ (内閣官報局編 『法令全書』 第1 5巻 ､ 原書房 1976)､ pp.5 2 8
- 529､ 句読
点を適宜補 っ た｡
202田中智学 ｢宗門 の維新+(吉田久 一 編集 ･ 解説 『現代仏教思想入門』 筑摩書房 196)､
p.128
203中村紀久二 『復刻 国定歴史教科書解貌』(大空社 1987)､ p p.2 2
･3
204羽賀祥二 ｢銅像記念碑考+ ( 『IS』82､ 199.9)､ p p･45
-6
205 ｢神武天皇 の御像+ ( 『読売新聞』 第7581号 ､ 18 9.8.22)､ 三面
206杉 田幸三 『日本の 心 - 銅像は生きて い る』(永田書房 1971)､ p p･20
･ 22
207 羽賀祥ニ ｢銅像記念碑考+､ p.45
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策三尊 ｢八紘 一 字+ の視覚化
第 一 節 本章の 目的
1 - 1 ｢八紘 一 字+ の 視覚化と同時代芸術
本章で は､ 神武紀元 2600年(1940年) を記念 して宮崎県 に建設された ｢八紘之基柱+
【図3 - 1】 を辛がか りに して , ｢八紘 一 字+ の思想あるい は世界観の 視覚化 ､ および, 近
代日本にお けるア マ テ ラス と神武天皇を用 いた シンボルの 政治学がゆき着 いた最終地点の
思想を考察する ｡
1940年 7月 22日に成立した近衛文麿内閣は , 8月 1日 ｢基本国策要綱+ を発表 した o
そ こ に は ｢皇国ノ 国是+ として ｢八紘ヲ ー 宇トス ル肇国ノ大精神+ が宣言され､ そ の精神
に基づいて ､ まずは ｢世界平和ノ確立ヲ招来スル コ トヲ根本トシ+ て ､ ｢皇国+ を中心 とし
た ｢日柄支ノ強固ナル結合ヲ根幹トスル大束亜ノ新秩序ヲ建設スル コ ト+ が表明されて い
た｡ そ して ､ 同日､ 松岡洋右外相 によ っ て , 外交目標として の ｢大東亜共栄圏+ の確立が
表明された ｡
｢八紘 一 字+ とは､ 『日本書紀』 神武天皇紀か ら天皇の勅語 を抜粋して 制作されたス ロ
_ ガ ンで ある ｡ 『日本書紀』巻第三神武天皇が橿原 の地に都 を設けた隙の
の%
-
t
として次の よ
＼
うな言葉を挙げて い る ｡
｢我東を征ち しよ り , 玄 に六年 になりにたり｡ 頼るに皇天の威を以て して ､ 凶徒就致され
ぬ ｡ 辺の 土未だ晴らず､ 余
ノ
の 妖尚梗れたりと離も ､ 中洲之地 ､ 復風塵無し｡ 誠に畠都を恢
き廓めて ､ 大壮 を規りフくる べ し ｡ 而る を今運屯蒙に属ひ て ､ 民の 心朴素なり ｡ 巣に棲み
穴に住みて , 習俗惟常 にな りたり ｡ 夫れ大人制を立てて ､ 義必ず時に随ふ ｡ 布くも民 に利
有 らば､ 何ぞ聖 の造 に妨はむ｡ 且当 に山林を披き払ひ ､ 宮室に経営りて ､ 恭みて宝位に臨
みて ､ 貰晋 を鎮む べ し｡ 上 は乾箸の 国を授けたまひ し徳に答 へ ､ 下は皇孫の 正 を養ひた
い へ
まひ し心を弘めむ ｡ 然 して後に ,
i
,q
o'
i
fp
を東ねて都を開き ､ 八紘を掩ひて 字にせ む こと ､ 亦
可か らずや o 観れば､ 夫の畝傍山笠笠淫濫 i切 束南の橿 即 地は圭 し国の 喚区か o
み
嘗
く
る べ
し+ 1
戦前 における公的な 『日本書紀』 解税蕃で ある 『神武天皇御紀藤解』 (内務省神社局編)
によれ ば, この 神武天皇の言葉は ｢皇都御経営の大乱 と呼ばれ ており､ そ の 大意は以下
の 通 りで あるとされて い る｡
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｢惟ふ に東遷 の 業を起して より ､ 此に 六年 の星霜を閲 し､ 今や神威を蒙りて凶徒致に就き
皇化に 潤は ぎるは唯辺彊 の 地方の み とな つ た ｡ こ ゝ に於て 大い に 皇都を恢廓 して ､ 宮殿 を
造営 し､ 恭 んで天 日嗣を継承 し､ 万民 を撫育 し､ 上は皇祖天照大神 の国を授 け給ひ し神徳
に承遵 し ､ 下は皇孫壌壇杵尊 の 只管養ひ給ひ し惟神の 大道を弘め ､ 然る後に ､ 国土を悉く
都 の如く に 無 し､ 全世界を 一 家の如き楽土となさう｡ か の 畝傍山の 束南の 地橿原 は国土の
中心 に当 る ｡ 因 つ て 此の 地に皇都を定めよう+ 2
長 い 引用 となっ たが ､ ｢八紘 一 字+ に該当する部分は ､ ｢八紘 を掩ひ て宇 にせ む こと+ で
ある ｡ 原文 の 漢文で は ｢掩八紘而為宇+ となる3｡ 原文に したが うならば､ ｢八紘為宇+ と
なる と こ ろだが ､ 字義と して は ､ 『神武天皇御紀謹解』に よれば ｢全世界を - 家の 如き楽土
となさう+ とい うことになる ｡ この 字義か らか んがみて ､ ｢八紘
一 宇+ と言 い か えられて い
る. ｢八 紘 一 宇+ とは､ ｢全世界を 一 家の如き楽土となさう+ と い う天皇の 意志を含意する
帝国主義的ス ロ ー ガ ン で あり ､ 天皇 を中心とする バ ク ス ･ ジャ ポ ニ カ (日本 の /日本に よ
る平和) を体現す る ス ロ ー ガン で ある｡ それ は『神武天 皇御紀謹解』で は ､ ｢我が神国 〔日
本〕 の 大 理想大使命+ で あり ､ ｢全人類永遠の福祉+ の 実現 とされ て い る4｡
また ､ ｢八紘 一 宇+ の 精神 によ っ て実現さjlる べ き だとされた ｢大東亜共栄圏+ とは ､
具体的 に は､ 従来 の 束亜新秩序 (日本 ･ 満州 ･ 中国) に蘭印 ･ 仏印 ･ タイ を含む広域圏を
指す ｡ 鈴木麻雄によれば､ 松岡外相は ､ ｢大東亜共栄圏+構想 の 目的を次の ように説明 した
5
. 第 一 は ､ 日本の 必要物資確保で あるo 世界恐慌以来各国が経済ブ ロ ッ ク 圏を元 に した保
護貿易政策をとっ て おり ､ その 状況 はヨ ー ロ ッ パ で の 大敬勃発 によ っ て さらに強化され て
い た｡ さ らに 日中全面戦争 に伴う日米関係 の悪化に よ っ て ､ 物資の調達は困難に な っ て い
たo 日本で も独自の物資入手 ル ー トを開発する必要が あっ た o 第 一 の 要素は､ リア ル ポリ
ティ ク ス の なか の ｢大束亜共栄圏+ 像を代表する｡ 第二 は ､ 共栄圏の 域内の 諸民族をヨ
ー
ロ ッ パ 諸国 の 旧勢力か ら解放す る こ とで あ る｡ この 第二 の 要素は ､ 理想と して の ｢大東亜
共栄圏+ 像 を代表する｡ 視覚表象 の 分野が担 う (べ き) ｢大東 亜共栄圏+ 像は ､ 主 に こ ちら
の 理想的イメ ー ジ を示すで あろう｡
政策論的な点か ら見れば ､ ｢ノし紘 一 宇+ の ス ロ ー ガ ン とは ､ 日本がア ジア を統括支配 し
ア ジア か ら自国に と っ て有益な物資を取得する ことを第 一 とする ｢大東亜共栄圏+ の 構想
を､ ア ジア 解放と いう美名(理想)の も とに 正当化する レトリ ッ ク の最た るもの で あ っ た｡
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そ して ､ 当時遂行中の 日中戦争は､ 国策上 ｢八紘 一 宇+ の 国是に基づく ｢大東亜共栄圏+
の実現過程と して位置づ けられたの で ある｡
以上 ､ 見てき たように ､ 19 40年における ｢八紘 一 字+ と ｢大束薮共栄圏+ (8月 以前は
｢束鑑新秩序+) とは ､ 紀元 2600年奉祝を彩る国家的重要主題であ っ た｡ したが っ て ､ こ
れらの 主題 を取り上げた視覚表象の作例は､ 当然ながら ｢八紘之基柱+ の みでは ない o お
り しも､ 紀元 2600年 を記念して 10月から美術界を総動員 した奉祝美術展覧会が 開催され
るが､ こ の展覧会出展作品の い くつ か にもこれ らの 主題 - 挑んだと思われる作例を見出す
こ とが可能で ある o まず､ 同展の川島理 - 郎 ｢二千六百年+【図3 - 2】 を挙げてお こう.
画面全体を垂直に伸びた巨大な杉木立が覆い ､ そ の 下で裸の 男性たちが群舞 して い る図で
ある ｡ 川島の 自作解説 に よれば､ こ の絵は ｢杉の 巨木は ､ 日本固有の この樹木に籍り て伝
統の 尊貴を現は し､ 青少年の群舞はその伝統の 下に勇躍次の 時代 へ の 躍進の 途を歩まうと
する新日本の 姿を描 かうと した+ 6もので ある｡ なお ､ 男性たちが裸体で ある点に は ､ 神話
時代 - の 回帰志向や同時代の美術界が (恐らくは ドイツの 美術動向か ら影響を受けて) 注
目 し始めて い た ｢健康美+ 7が想起される ｡ 川島は､ (永遠に枯れない) 常緑樹で ある ｢伝
舵+ を背景 に ､ 若 い 男性 臣民たちが 一 致協力 し､･r新体制+ を作り上げて いくイメ
ー ジをう
まく視覚化する こ とに成功 して い る o これもまた ｢八紘
一 字+ の 一 つ の表現であろう.
次に同 じく同展 出品作 ､ 高村真末 ｢東亜の楽土 (試作)+【図3.
- 3】 を見て みよう ｡ こ
ちらは川 島理 一 郎とは 対腰的に ､ 男性がおらず､ 真正面を向いた 日本人少女が
- 人座 して
い るQ こ の少女は ､ 女性で あるとい うよりも ､ ｢東軌 の 寓意像であるo 少女と ｢東亜+ と
の結びつ きは ､ 少女が座る ｢宝草文+ の械趨や彼女の左方 に置かれた水滴が ､ 正倉院御物
を意識 したデザイ ン で あるこ とによ っ て強調されて い る｡ シ ルク ロ
ー ド渡りの 大陸文物が
収納された正 倉院の 存在は､ 岡倉天心 『東洋の 理想』(1903) 以来知識人たちに共有され
てきた ｢日本はア ジア の 博物館+ という主 酔 の 証左として明に暗に引証されてきたo ちな
みに ､ 紀元 2600年 臥 正倉院御物 の
一 般公開が60年ぶりに実現 した年でもある o 土の 公
開に携わ っ た瀧精 一 は ､ 『国聾』(1940･1 1) で ｢我 日本は大陸の 文化を移植 し之を我物と
なして鍛 - 上げ､ 東洋 の 文化 ､ 東洋美術の 興隆をす べ てに代つ て負担 した+ と いう論 を展
開 して い る9｡ 高村 ｢東亜 の楽土+ でも岡倉 ･ 瀧らと同様の レ トリ ックでも っ て ､
｢束乱
文化の粋が集合する 日本 ､ ｢東 軌 を代表す る日本(の少女)が帝意擬人像として視覚化 さ
れて い ると見 る べ きだろう｡ またこ の絵の後景に注目すると ､ 百合の 咲く丘 の 向こ うに梅
原が開けて おり ､ 丘 の 上ある い は梅 の上に緑の 巨木が蛇立 して
い るo 百合の 咲く丘 は ､ マ
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リア の 処女性を表す百合 の シ ン ボ ル に よ っ て 処女地ある い は清浄 で神聖 な土地 で ある ｢東
亜+ を表 したもの で あろ う｡ そ して ､ 少女とともに画面 中央 の垂 直線を構成す る緑 の 木は
こ の 地 の中心性を強調 して い る ｡ なお ､ ｢水 の中に立 つ 木+ は西洋美術にお けるイ コ ノ グラ
フ ィ ー によれば ｢宇宙の 中心+ を表すシ ン ボ ル で ある10｡ か つ 緑は決 して枯れ る こ との な
い永遠性 を表 したもの と見られ る ｡ まと めると､ 高村 の ｢東亜 の 楽土+ は ､ 日本が ｢宇宙
の 中心+ に位置づ けられた 地で あり ､ 同時に永遠に聖な る処女地で ある ｢東亜+ を代表す
る ことを表 して い る｡ こ こで は ､ 群像と個人像と いう差 こ そ あれ ､ 川島と高村が ともに禽
意擬 人像とい う形で ｢八紘 一 宇+ ｢大東亜共栄圏+ を視覚化 した こ とが確認でき る o
続い て ､ 同 じく奉祝展出品 の 井出宣通 ｢興亜の 歌+【図3
- 4】､ 中川紀元 ｢あ ゝ 万世 一
系+【図3 - 5】 を見てみよう｡ こ ちらも寓意ではあるが ､ より具体的な物語 が見 えるもの
とな っ て い る｡ まず､ 井出の 作例は ､ 五族協和を表す満州国 の旗を左手に持 っ た赤い ワ ン
ピ ー ス の 少女が , 中国 の少年少女を指揮 して合唱 して い る と い う図にな っ て い る｡ 少女は
手に持 つ 旗や赤い服 か ら して 日本を象徴 して い ると見られ る ｡ 日本の 少女の指揮の 周りで ､
あ亭少年はとま どい なが らも歌 い 出 し､ 別 の少年は傍で歌 う少年 を見つ め ､ また別 の 少年
は本 に書 いて ある歌詞 を じ っ と目で追 っ て い る . 別 の と こ ろでは ､ 中国人の 少女が EP;Lと
な っ て少 年たちが楽 しそ うに合唱を して い る様子 が措かれ る ｡ そ して ､ 画面前景に は歌 に
加われず､ 暗い顔で針仕事や毛糸編みをする少女が描かれて い る ｡ こ の 図は､ 子 どもた ち
の 遊び の 場を舞台と して ､ ｢大東亜共栄圏+建設 の現場 の
一
つ が寓意的に描かれて い るもの
と捉 える ことができ る ｡ ちなみ に ､ こ の ことは絵のタイ トル の み ならず､ 画面後景の 城門
に 大きく描かれた ｢反英親日+ の ス ロ ー ガ ン によ っ て も明 らか で ある｡ つ まり こ こ に描 か
れた の は ､ 洋服 を身に着けた (西洋的知識 を身に着けた) 日本人 が ､ 中国人の 導き手とな
･る とい う物語で あり ､ すで に 日本の 教えを受けた中国人に よる他の 中国人 へ の 指導が始ま
っ て い る様子や ､ 導き手 の い な い中国人 は不幸で ある こ とが 視覚化 されて い る . r八紘
一
辛+ の 精神 に基づく ｢大東薮共栄圏+ の完成は ､ ｢興産 の 歌+ の ハ ー モ ニ
ー の 完成と して 例
えられて い るの で あるo 中川紀元 ｢あ ゝ 万世
一 系+ は ｢肇国の 大精神+ と吉匝われ た ｢八紘
一 宇+ が､ 先祖代々 日本人 に受け継がれて い るとい う物語 を提示 するもの で ある. 画面右
手 に 立つ ｢上代+ 風の武 人 ･ 文民男性 ･ 女性か ら､ 左手 に立 つ 国民服 の 男性 ･ モ ン ペ 姿の
女性 ･ 軍人 - の バ トンタ ッ チ とい う誤解の 余地がない ほ どに わか りやすい 形で ､ ｢万 世
-
系+ 右耳わたる ｢八紘
一 宇+ の 継 郎 ミ視覚化されて い るo こ ちらは ､ 前者は帝国 日本の 空間
的拡大を正 当化 し､ 後者は時間的継承を正 当化するもの で あるとい う差異 こそ あれ ､ い ず
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れも具体的 な物語 の 形を借りた｢八紘 一 宇+｢大束亜共栄圏+の視覚化と見る こ とができ るo
｢大東亜共栄圏+ をも っ とも直接的なイメ ー ジで視覚化 した作例として は ､ 奉祝美術展
に出品され たも の の ､ 展覧会事務局が定めた出品規定に違反 したために 一 日の みの 公 開と
なっ た和 田三造 ｢興亜畢茶羅+【図3 - 6】を挙げるこ とができるo こ の 図は画面上部Eg分
の - ほ ど青空と して描 かれた以外の ス ペ ー ス をす べ て ア ジア諸 国の 建築物 ､ 事物､ 人物､
動物などで 埋 め 尽く し､ 立方体の 上 に建っ 凱旋図の 形式で描かれた ｢勝利+ の 寓意像を画
面中央に配 したもの で あるo 画面最後景に位置づ けられた建物の 中に は､ 分か るだけで も
ア ン コ ー ル ワ ッ ト(タイ)､ タ ー ジ マ ハ ル (イ ン ド)､ 紫禁城 (中国)､ 新京忠霊塔 (満州 国)
などが描かれて おり ､ 和 田が全アジ アの ｢伝統+ 的あるい は ｢民族+ 的建築の配置を意図
したもの と思われ る ｡ こ こ には､ ｢近代+ 的なビルや ｢西洋+ 的な建築物は ほぼ完全に排除
されて い る(雪野元吉の設計案に基づ い て 1930年代に建設された新京の 忠霊塔だけ串ミ｢民
族+ 的意匠で ありながら､ 唯 一 の ｢近代+ 建築で ある). また､ 凱旋図の 背景とな っ て い る
人物像で あるが ､ 左上の 方か ら凱旋図の周囲をぐるり見ていくと ､ ヴ ェ ー ル を着けた男女､
牛車に乗る男 ､ チ ベ ッ トの 民族衣装を着けて踊る子 ども､ 属に乗 るモ ン ゴ ル 民族 ､ ス - フ
ィ ー の 踊 り子 ､ 美麗に飾り付けた象に乗 る男 ､ バ クパイプの ような笛を吹くラ マ 僧､ イ ン
ドネシ ア の ケチ ャ の踊 り子 ･ 僻し手 ､ タ ー バ ン を巻い たア ラ ビア の隊商､ ラク ダ､ 中国の
狛犬 ､ 中国服を着た人 び とLなどが描かれて い るo こ の 背景の部分には褐色 ･ 黄色の肌 の人
び とはい て も白人は い ない . そ して ､ 日本人とい う民族的特徴が明示 された人物像は 一 切
描かれて い ない o ｢興産鼻茶羅+ の 世界像は ､ ｢西洋+ が
一 切排除され ､ 民族誌的に純化さ
れた ｢東亜+ の みの 世界 である｡ ただ､ 例外は凱旋図の 部分である｡ こ こ には ロ
ー マ 風 の
馬車戦車があり ､ 勝利 の喜びの あまり勇んで い る馬たちを西洋風の天使が なだめて い る｡
戦車の 上に立 つ 少年は ､ 日本の埴輪を模したような ｢上代+ 風の 甲帝に身を包み ､ ア ヤ テ
ラス の 依り代で ある八樫鏡を連想させ る鏡を右手で頭上 に掲げ､ ｢勝利+ を ｢東亜+ の 民た
ちに示 して い る ｡ こ こ に ､ ｢上代+ つ まり神武天皇以来の伝統を持 つ ｢皇軍+ が ､ ア ジア の
中心 - ｢宇宙の 中心+ で 11､ 目下の 戦争における自国の ｢勝利+ と西洋に対す る東洋の ｢勝
刺+ を高らか に 宣言するとい う ｢大東亜共栄圏+ のも っ とも直接的な寓意が ､ 古代以来近
代まで 西洋の ｢伝統+ で あっ た凱旋図の 形式を奪用 しつ つ 視覚化されて い る こ とは明白で
ある ｡ ある い は ､ こ こ に は ､ 『国体の本義』(1937) におい て 主張され た ｢国体を基と して
西洋文化を摂取醇化 し､ 以て新しき日本文化を創造+ するとい う ｢我が国民 の便利 が視
覚化されて い るよう にも見える12｡ なお ､ 和田は､ ｢大束亜共栄臥 を帝国日本の 空間的拡
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大を言祝ぐ主題 と して表 して い る｡
以上 ､ 奉祝美術展 の 出展絵画作品5点 を例に挙げて ､ 紀元 2600年にお ける ｢八紘 一 字+
｢大東藍共栄圏+ の視覚化を駆 け足で見てきた . これ らの作例か ら ｢八紘
一 宇+ ｢大束亜 共
栄圏+ の テ ー マ が 当時の 芸術界 にお い て 一 大テ ー マ だ っ た ことをうか が い 知る こ とが でき
る ｡. そ して ､ 紀元 2600年 は ｢皇国+ の歴 史的無吉夢性 (天皇支配 の 永続性) を奉祝す ると
同時に ､ ｢皇国+ の 空間的拡大 (具体的には ア ジア全土 の制覇) を奉祝する契機と して捉 え
られ て い た こ とが理解される｡
これ らの 作例 に対 して ､ 結論 を先取り しなが ら､ 紀元 2600 年とい う コ ンテ ク ス トにお
ける ｢八紘之基柱+ の位置づ けを述 べ るならば､ この 塔はア マ テ ラ ス および神武天皇を始
めとする神話的シ ン ボ ル を巧み に用い なが ら｢皇国+の 歴史的無謬性を奉祝 し ､ ｢八紘 - 宇+
を視覚化する こ とで ｢皇国+ の 空間的拡大を奉祝す るもの で あり ､ 紀元 2600年奉祝の モ
ニ ュ メ ン トと して は基準作に位置づ ける ことが 可能で ある ｡ こ の こ とは ､ 内閣情報局 の機
関誌で ある 『写真週報』 が ｢紀元 二 千六 百年祝典臨時号+ にお ける最終ペ
ー ジに ｢八紘 之
基柱+.の 写真を大きく掲載 して い ることか らも明らかで ある 【図3
- 7】 13o
ちなみ に ､ ｢八 紘 一 宇+ の 思想ない し世界観を視覚化する モ ニ ュ メ ン トを建設す る計画
は ､ 紀元 2600年記念事業で あ っ た ｢国史館+ 建設計画 (19 36 立案) や建築学会 が主催 し
た ｢大東亜建設記念営造計画+ (1942) など､ いく つ か存在 したが ､ い ずれも戦争の た め
頓挫 して い る14｡ こ の ような大規模な計画が実行され た例 は ｢八紘之基柱+ 以外 に は なか
つ た｡
前置き が ながく な っ たが ､ 以上が ､ 本章にお い て ､ ｢八紘 一 宇+ の 視覚化を論 じ るに当
たり ､ ｢八紘之基柱+ を研究対象と して取り扱うゆえん で ある｡
1 - 2 ｢八紘之基柱+ 概略
｢八紘之基柱+ は､ 宮崎県宮崎市の 平和台公 園に現存 して い る15｡ こ の塔は ､19 40年 ､
宮崎県の 紀元 26 00年奉祝事業の 一 環と して 建設され た. 現在､ こ の塔は県立 平和台公 園
の 公 式 パ ン フ レ ッ トなどによれ ば ｢平和の 塔+ と呼称されて い るが ､ 建設当時 の 正式名 称
は ｢八紘之基柱+ で ある ｡ なお ､ ｢八紘之基柱+ とい う文字の 読み方で あるが､ 県民の 中で
は ｢は っ こう の もとば しら+ と読む例が多々 あ っ た ようで あるが16､ ｢アメ ツチノ モ 卜バ シ
ラ+ と読むの が より 一 般化され た読み方で ある こ とが 1939年 1 2月 16 日の 宮崎鼎談会で
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確羅 されて い る17o
一 方 ､ 基柱設立の 提案者相)”勝六 は ､ ｢あめ つ ちのもとは しら+ と読ん
で い る18｡ こ の う ち､ 相川 の もの が正式な読み方と見て よいだ ろうo
八 紘之基柱 臥 1 939年 5月 2 0日 に起工 ､ 194 0年 11月 2 5日に竣工した . 基柱 の設立
提案者は 1937 年 7月 か ら 1 939年 9月まで宮崎県知事で あっ た相川勝六ゃあり ､ デザイ
ンは 日銭子 実三 ､ 設計監督は南省吾が担当 した｡ 基柱は鉄筋 コ ン クリ
ー ト石 張りで ､ 高さ
は礎 石 より頂点まで 120 尺 (約 37 メー トル) で ある . 基柱の 基部は 324坪 (約 1070平
方メ ー トル)､ 頂上は 4坪 の 広さで ある｡ 敷地総坪は紀元2600年 に因んで 2600坪 (8580
平方メ ー トル)｡ 建設資材に は ､ 大阪鯨日新聞お よび陸軍省の 協力を得て ､ 1789偶の 石材
が世界各国か ら求められ ､ そ れが用 い られた｡ 延 べ 665 0 人が工事に参加 したo 総工費は
当時 の金員で 67万 円 (『宮崎県政八十年史』は 69 万 9 0 0円として い る) に及んだo 基柱
の概要 に つ い て は､ 『宮崎県史 通史編』の 記述が
一 番よく纏ま っ てい る の で ､ 引用 してお
く こ とにする｡
｢正面に は ｢八紘 一 宇+ の - 文字ずつ が刻まれた四尺 四方 の石 が配され ､ 裏面には
r紀元
二 千六 百年+ の 文字と ､ 当時の 日本の 国勢大要が刻まれた 〔国勢大要は現在消去されて い
る〕｡ 基柱 の 四隅に は筆火台が設置され ､ これに並ん で左 右に二 面に神剣が置かれたo また＼
筆火台の 下 には荒御魂 ･ 和御魂 ･ 幸御魂
･ 奇御魂の 四魂像が建て られ ､ そ れぞれ の神霊が
武人 ･ 工人 ･ 農人 ･ 漁人と して仮に姿をあらわ したもの とされたc これらは高さ
- 丈五尺
(約 4.5 メ ー トル) で ､ 野賀県貴生川焼の 陶像で ある. 正面厳重の 入り 口 は西都原古墳
の
石室をか たどり ､ 三種 の 神器と榊を浮彫りに した欄間がある｡ その下に二枚の銅扉が設け
られ たが ､ こ の銅は金属入手が次第に困難になっ て い くなかで ､ 県下め小学生が集めた蚊
帳の銅製の 吊り環 ､ 銅貨 ･ 古銭などセ鋳造されたもの で あ っ たo そして扉は神武 天皇が美
々
津を進発する時の 模様を浮彫り に したもの で ､ その 周囲には天地創造から神武天
皇即位濠
で の ､ 古事記 ･ 日本書紀に記述された動植物や器具類など六 二種を ､ 絵物語風
に連ねた も
の が浮彫 りされて い る ｡ さらに厳重内部の 左右両側八 面には､ 東京を中心と
した太平洋半
球 と大西洋半球 を描いた 地図 ､ ｢国土奉還+ ｢天孫降臨+
｢波限の 産屋+ ｢紀元元年+ ｢明治
維新+ ｢紀元 二 千六 百年+ をテ
- マ に した壁面彫刻がある+ 19o
高さ約 37 メ- トル にも及ぶ こ の塔は､ 平和台の
バ ス 停を降りて ､ 山の ふ もとに つ い た
所か らすで にそ の 頂点が見える ほどに目立つ 存在であり【図
3 - 8】､ 見る者の好奇心 を引
きつ けてや まない もの があるが ､ い ざ塔と対面 したところで ､ 神武
天皇に関する基礎知識
を持たなければ､ こ の 塔の 意味を読み解く こ とは容易ではな
い
｡ また ､ ｢平和の 塔+ と い う
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現在 の 呼称 と ｢八紘 一 宇+ と い う標語 がなぜ結びつ く の か に つ い て は ､ 多少の 歴史学的知
識が 必要とな る｡
こ の 塔の 際立 っ た特徴は ､ 塔を見た者の 目に何よりも先に飛 び込 ん でく る塔正 面に大き
く刻 まれ た ｢八 紘 一 宇+ の 文字で ある 【図 3 - 9】o また ､ 塔裏面 には ｢紀元 二 千六百年+
の 文字が大書され て い る 【図 3 - 10】o こ れ らの 文字の 存在は ､ こ の 塔 が表 わ して い るも
の を象徴 して い る｡ す なわち ､ こ の 塔が表 わすもの は ､ 神 武以来 2600 年 とい う天皇支配
の 年月 そ の も の で あり ､ ｢八紘 一 字+ と い う思想そ のも の で ある｡
先述 したように ､ 日本は ｢八紘 一 宇+ を､ 全世界を ｢平和+ に導き ､ ユ
ー トピア で ある
｢世界 一 家+を実現するとい う ス ロ ー ガ ン と して 用い た. その意味で ､ ｢八 紘之基柱+が｢平
和の 塔+ と呼称され る ことが塔設 立の精神に沿っ たもの で あるとは ､ 強弁 しようとすれ ば
そ う い える の か もしれ ない ｡ しか し､ ｢平和+ と いう語が ､ つ ねに ｢帝国+ の 統治 の 正 当化
に用 い られてき た言葉で あるとい う こ とを忘れて は ならない o 近年 の ア メ リカ によるア フ
ガ ニ ス タ ン攻撃 ･ 占領､ およびイ ラク攻撃 ･ 占領が ｢平和+ の 名の 元 に行なわれた ことか
らも ､ ｢平和+とい う語 の 欺晴的側 面が過 去の もの で は ない こ とは明らかで あ るo それ でも ､
理想 と して の ｢平和+ は存在す るだろう ｡ しか し､ そ の際に は ､ ｢誰の ため の 平和+ ｢何 の
た めの 平 和+ な の か が慎重 に 検討され なく て は ならな い ｡ さもな けれ ば ､ ｢平和+ は
白眉帯占主義を背景 と した侵 略を下支えする正当化原理 になりさが る o また､ 歴史的用語
をそ の言葉が どの ような コ ン テ ク ス トで用 い られ たの かを無視 して用 い る ことはあ っ て は
ならな い o ｢八紘 一 字+ とい う言葉は ､ 15年戦争 (大東 亜執争) を正 当化するた め に用 い
られた｡ この こ とは ､ 厳然たる事実で あるo これを忘却して ｢平和+ を語 る こ とは歴史を
否定す る ことに他ならない ｡ また ､ ｢皇化に潤はぎる+者と名指された中国をは じめとする
テジア の 人びとに と っ て は ､ ｢八 紘
一 宇+ とは ｢日本に よる平和+ を意味するもの で なく ､
r日本に よる侵 略+ を意味するもの で あるとい うことを､ こ こで
一 言 して おく o
本章で は ､ ｢八紘 之基柱+ を ｢八紘
- 宇+ の 視覚化ある い は象徴化 で ある と同時に ､ 神話
的シ ン ボル をも っ て ､ 日本が ｢大東亜共栄圏+ を建設 し統治するとい う侵略行為 を
｢我 が
神国 〔日本〕 の 大理想大使命+ と して位置 づ け正当化 した モ ニ ュ メ ン トで あり ､ なお か
つ
天皇 の神格化 の 一 つ の到達点と して 捉え るo こ の塔には ､ ｢八紘
一 宇+ つ まり世界支配 を可
能とす る超越的権能を有する神聖天皇が何 らかの かたちで視覚化され て い るの では な
い か
と いう の が ､ 本草の起点､ わた しの推論で あるo 以下 ､ ｢八紘
一 宇+ とい う言葉が生成され
る過程 か ら稿を起こ し ､ それ が具現化 され るまでを論 じて いく こ とに しようo
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第二節 田中智学と ｢八紘 - 辛+ の 思想
2 - 1 世界統 一 の 天業
すで に前章 で 述 べ た ように ､ ｢八紘 一 字+と い う言葉は , 国柱会の 田中智学 によ る造語
である ｡ ｢八紘 一 宇+ と い.
う記述の 文字通りの初出 臥 19 12年 - 19 13年 に『国柱新聞』 に
連載された ｢神武天皇の 建国+ にお い てで ある (｢第 11項 治道と実行+ 『国柱新聞』31
号 ､ 1913.3.ll) 20｡ しか し､ い わゆる ｢皇都御経営の 大詔+ - の注目と ｢八紘
一 宇+ に つ
ながる思考は ､ 1903年 11月 11日に神武天皇陵の前で彼が行なっ た演説 ｢皇宗の 建国と
本化 の 大数+ の なか にすで に見る ことができる . こ の演説 は､ 『世界統
一 の 大業』と改題 し
て翌 1904年4月 21 日 に刊行された｡ この 刊行に は ､ 同年 2月 10 日に開戦した 日露戦争
が深く関わ っ て い るもの と思われ る (ちなみに ､ この 日に宣戦布告がなされたの は ､ 翌日
の 紀元節の朝刊に開戦の 報が 出る ことを狙 っ たためで ある21)o 溝口広之輔に よれば､ こ の
本は兵士 に読ませ る目的で ､ 陸海軍に 2 万部献納されたとい うo また ､ 出版部数は 30 万
部以上に及ん だ22. 1.
田中智学臥 同書の 序言で ｢人類究寛の 平和は世界統
一 に在り+ と宣言 して い るo 彼 に
ょれ ば､ ｢先王古聖+ が世界統 一 を理想と して説 い てい たにも関わらず､ 時代が 下るに連れ
て ｢人心 い よい よ軽浮 となり ､ 深く思ひ篤く索る の志なく+､ ｢準薄虚 軌 の 風が天 下を支
配 して おり､ ｢晴々 邪禍に入る+ とい うの が現状で あるとする
23
o
智学によれば ､ ｢元来世界の不安は､ 国と国との 衝突か ら起る+｡ それゆえ､ 平和を保
つ
に は衝突の 原因を取り除く こ と､ つ まり ､ ｢国と国との 区別を払はねばなら
ぬ+ とい う結論
が導き出される ことに なる24｡ も っ とも この ような思想は ､
｢文明化の 使命+に したが っ て ､
植民地 を世界中に拡大 してい っ た帝国主義諸国の侵略の正当化原理と大きく変
わるもの で
は ない ｡ 智学は欧米流の帝国主義と自説とが混同される ことを前も
っ て想定 して次の よう
に述 べ るo r今余 がし.
1ふ所の ､ 世界統 一 とい ふ の は ､ 人欲 の勝手か ら打算して の 統
一 で なく
して ､ 天意か ら来ツ た統
一 で ある+ 25o こ の ｢天意から凍 ツた統
一 + を智学は ｢道義的統
一 + と言 い 改め､ ｢侵略的統
一 + と対置させ て論じてい るo ｢侵略的統
一
+ 思想の 持ち主と
して糾弾されて い る存在は ､ この 講演の 翌年に現実の敵となる
ロ シアで あるo 日露戦争開
戦に向けて高まり つ つ あ っ たロ シ ア
- の 危機感が彼をして こ の講演をなさ しめたことがわ
かる｡
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｢- - ･ 侵略主義の 国でも ､ まさ かに 露出に斬取強盗を標樟 して は居な い ､ 表面に は文明だ
とか 平和 の使命だとか ､ 甚だ しき は 『神より命ぜ られ で 牡界を統
一 すべ き職を行 ひ つ ゝ あ
る』 な どと言ツ て居る の が ある ､ 即 ちロ シア の 如きは ､ 明か に領土拡張によりて世界統
一
を遂げんと の夢想 を有して居 る ､ それは世界の 為め に世界 を統
一 する の で はなく て ､ ロ シ
ア の 為めに世界を統 一 する の である ､ 予は 之を国欲と名 ける ､ 国欲は即ち私欲で あ る ､ 個
人 の 私欲の 大きく 強く結合 したも の で あるo 甚だ危 険至極の もの と謂 はねばならぬ+ 26
ロ シ ア の南進 に対す る智学の 輩鋒は鋭く
.
､徹底的な批判が なされて い る｡ これ に加 えて ､
｢独 逸主義+や｢帝国主義+も､ ｢基督数的文明とか 白人主義とか いふ ､ 手前味噌の 腐ツた ､
世間見ずの自惚れ頭か ら割出 し来 ツた夢想で あツて ､ 根底 ある道義の観念か ら統
一 主義 で
な+ く ､ ｢愚に も付か ぬ統 一 的夢想+ と断 じられて い る27｡
一 方 ､ 彼が考える日本 の 道義的
統 一 とは どの ようなもの で あ っ たか o
｢道義的統 一 とは - - - 公 明正大 ､ 天 の私 なき がごとき ､ 神 聖なる道念 を標準と して ､ そ の
光明の なか に人生 を安住せ しめ ､ そ の威力の もとに ､ 人額を善化 して ､ 知らず識 らず帝の
別 に従ふ と い ふやうな工合に ､ 世界を挙 げて
-
つ の 巨大 なる公人 と して ､ 天 の 高大と ､ 地
の 厚大 とに配 し ､ 天 地とともに運行 して ､ . 理に安ん じ､ 義に依り ､ 諸の禍害危険よ り脱離
して ､ 永遠不朽なる平和と光明とを､ 地上に現出 しようと い ふ の で ある+ 28
こうして見 ると ､ 皮肉なこ とに ､ 智挙が批判する ｢侵略的統
一 + と彼 が信奉する ｢道義
的統 - + とは ､ 前者は私的､ 後者は 公的とい う根本的対立があるもの の ､ 神聖 な使命に よ
る平和 の 実現とい う目的か ら して大きく変わるもの で はな い と言わざるを得な い ｡ 大谷栄
- が指摘す るように ､ ｢日露戦争を目前に したこの 時､智学は西洋人と日本民族 の対立と い
う構 図に もとづき ､ 日本 の ナ シ ョ ナリズ ム を正当化 した+
29
｡ しか し､ これで は ､ 西洋対
日本 と い う構図は､ 主義の対 立で あるよりも ､ 道義 - 正当性をめ ぐる争い で あるか の よう
だ｡ どちらも､ 自分の 主義 を普及 させたい ､ 世界政治/ 経済にお ける覇権を握りたい とい
う ｢欲+ におい て は変わりがな い の で ある o
それで も､ 智学は 日本の 天皇が ､ 世界統 - の実行者で ある ことを信 じて い る o 彼 が依拠
する論理は ､ 中世以降の キリ ス ト教に多々 見られる予型論で あるo予型論 と 臥 『新約聖書』
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に実現されたこ とは ､ 『旧約聖書』 の なか にすでに表わされて い るとい う考え方であるが､
智学は､ 日本が世界統 一 を行なうとい うことは ､ 日本書紀の神武束征の 物語 にすでに表わ
されて い るとす る｡
｢神武束征の事跡が語れろ大道徳経は ､ 尤も簡潔明了で ある ､ 蛮的劫略の悪風習を打撃 し
て ､ 道義的統治の基 を開き､ 神を敬 し道を尊ぶの 教と して ､ 祭敢を以て政治の 根本と為し､
上乾霊園を授けたる の 心 を体し､ 下正道を扶養して ､ 人類を統 一 す べ き洪範を子孫に垂れ
て ､ 地上億万年の光明を こ ゝ に発揮したる､ 橿原莫都の幕開は ､ 取りも直さず世界統 一 の
序幕で ある+ 30
彼の 言によれ ば､ 世界統 一 の 理想は､ 神武天皇の建国創業に尽されて い る｡ そ して ､ こ
の建国の 意義を明 らか にするならば､ ｢世界統 一 の天国は直ちに現 じ来る ので ある ､人類の
至 幸至福 こ ゝ に極まる の で ある+ 31o つ まり ､ 智学棟､ 記紀神話を日本 の世界統 一 に 関す
る予言書の ように読み替えた｡
2 - 2 神武 天皇と明治天皇
とこ ろで ､ 『世界統 一 の天業』では､ 世界統
… の 実行者の名として ､ 明治天 皇の名は具
体的 に挙 げられて は い ない ｡ 実行者は , .｢日本国に王統を垂られた 神武天皇+とされて
い
る82｡ それ でも ､ 仏教の 説にある ｢太古から世界統
一 の 王家+ ｢人輝道義の保護者として ､
王 中の 王+ とされて い る ｢転輪聖王+ に天皇家を擬えてい る ことか ら推測すれば
33
､ 明治
天 皇が現在にお ける世界統 一 の実行者と位置付 けられて い る ことは間違 い ない o
こ の 後の智学は ､ 彼独自の ｢日本国体学+ を作り上げていく なかで ､ 神武天皇
- の 回帰
を声高に叫ぶ ように なる｡ そ して ､ 明治維新と神武創業を重ね合わせ ､ 昭和の始めまで に
は ､ 明治天皇を明確に ｢第二 の神武天皇+ と して位置付 け34､ 昭和天皇にも神武天皇が乗
り移 っ たと考えるようにな っ た35｡ 日本近代史の過程が ､ 神武創業の過程と して神話化(彼
の 目からすれば実現化) されてい くの で ある｡
例えば ､ ｢国をあげて 神武天皇 - 還 - れ+ とい う標語を掲げた1923年の 『尊王正議』
で 臥 ｢神武天皇 一 代の 言行は､ 直に 日本その もの+ であり ､ 神武天 皇を理解すれば ､
｢日
本の 主義も ､ 日本国民の 覚悟も ､ こ の 国の使命も ､ 世界将来の 運命も､
- 返 に時の あく様
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に噴 〔わか〕 る+ とさえ いう36｡
こ う した神武天皇至 上主義は ､ 彼が天皇制イ デオ ロ ギ ー の 優等生で ある こ とを明 らか に
す る｡ 前章に見た ように ､ 明治政府は ､ 幼弱 の 天皇 を神格化する ために ､ 神武天皇と い う
シ ン ボル をこ と ある度に強調 し､ 明治天 皇を第二 の 神武天皇と位置付 けた｡ 智学 の 主宰す
る立 正 安国会 (国柱会 の 前身) に所属 した竹 内久 - が ､ 明治天皇と神武天皇 を ｢同体+ と
す る彫像を作り上げて い た こ とか らすれば ､ こ こ か ら智学がイ ン ス ピ レ ー シ ョ ン を受ける
こ とが あ っ たと考える こともでき るc
さて ､ 智学によ っ て 神話化 された明治維新は次の ように解釈 され る0
｢日本 に - 英主現はれ (神武天 皇の 再誕とも仰ぐべ き) 世界運命通塞の 瀬戸際に 立て ､ 先
づ こ の宝 の 国を開き 『広く智識を世界に求 め』 と解決 の 下地 を採集 し 『万機公論 に決す べ
一
つ し ヽ
し』との 解決の 予備提唱をほ の めか し､ 尋で｢帝国憲法+ ( 実は世界憲法の 原案)を発表 し､
勅教 (教育勅語) を宣示 して世界にそ の 全面影を露出 したま - る 明治天皇に 至 ツ て ､ 袋
廟以 来千有余年 の新例を開い て ､ 伊勢大廟に数度の 行事あり ､ 畝傍の大陵は僚然と して復
古され ､ 橿原神宮 を創めて ､ 建国即実の 大性 を再現あらせ られたの は ､ 世界通 - の機運 に
乗 じて ､ 神武天皇 を具体現なされ たもの と考 - る+ 37
智学か らすれ ば､ 明拍維新の 前提 となる幕末 の危機は ｢世界運命通塞の 瀬戸際+ なの で
あり ､ 明治天皇 によ る五箇条の 誓文は こ の 危機を解決す る予備の 提唱で あっ た ｡ また ､ 万
世 一 系の 天皇の 神格を決定付 けた帝国憲法 こそ は ､ ｢実は世界憲法の 原案+で ある ｡ そ して ､
これ ら 一 連の 実践は､ 神武天皇 の 再誕で ある明治天皇が神武天 皇を ｢具体現+ して いく 実
践と考えられた ｡
智学に よる思想的飛躍は ､ 国家の ｢機軸+ と して の 皇室 ･ 天 皇を法制化 した伊藤博文ら
の 定めた路線の 延長上に位置 して は い るもの の ､ 現実の 天 皇制国家の 枠をはみ 出た構想力
を備 えたもの で あ っ たo そ して ､ 智学の 国柱会は ､ 大正期の 政府 にと っ て ､ 危険思想 と し
てさ え認識され て い た｡ 1917 年 7月 ､ 国柱会の 広報紙 『国柱新聞』 が発売禁止 処分とな
っ たが ､ それは ､ 渡辺宝陵が指摘する ように ｢田中 〔智学〕 の理論が現実の 天皇制を超 え
て行くもの で あ っ たか ら+ で ある38o
しか し､ 大正末期か ら昭和初期に かけて天皇の 神格化が進展を見せ る中で ､ 智学の 幻想
した天皇制は現実の 天皇制か らか け離れたもの で は なくな っ てくる｡ また ､ 智学自身､ ll
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月 3 日の 明治天皇誕生 日をして祝祭日とする明治節の設立運動に深く関わり ､ 1927年に
はそ れを実現させ るなど､ 国政との接点が 出てきた｡ 智学の 明治節設立運動は ､ 1925年2
月 か ら始 まり､ 同月 に ｢明治節制定請願書+ を衆議院貴族院に提出 し､ 翌月 には各大臣に
向けて同趣旨の請願書を提出するに至 っ て い る｡ さらに 4月 には請願令に よ っ て宮内大臣
に ｢明治節制定請願書+ を提出して い るが ､ こ の 際には実現には至 っ て い ない ｡ で は ､ な
ぜわずか 二 年後 に明治節は制定されるに至 っ たの か｡ 津 々 浦々 で展開され た国柱会の 街頭
署易運動や耗会 - の ロ ビ ー 活動39が効を奏しただけでなく ､
l
そ こ には天皇の 代替わり と い
うタイ ミ ン グも大きく影響したように見られ る｡ 明治節が可決された第52回帝国議会(衆
議院 1927.1.26) に おい て ､ 元田肇は ｢御承知ノ如ク明治天 皇ノ崩御遊サ レ マ シ タ七月三
十日 ヲ以テ是迄祝祭日 トナ ッ テ居リマ シタガ､ 本年以後 ハ 此祝祭日ガ廃止 シ タ ル コ ト ニ 相
成リ マ シ タ ニ 付キ マ シテ へ 明治天皇御降誕ノ 当日タル 十 一 月三日 ヲ以テ 大祭祝 日 卜致 シ
マ シ テ ､ 大帝ノ御威徳御偉業ヲ永遠二 欽仰シ奉リタイ ト存ズ ルノデアリ マ ス+ と述 べ て い
る40｡ これに よれ ば､ 明治節制定を決牢づけた客観的条件に ､ 大正天皇の死 亡(1926･12･25)
により ､ 明治天皇 の 先帝祭 (7.30役目) が祝祭日で なくな っ た ことがあっ たとわか る. た
だ ､ 次節で も述 べ るが ､ それだけが明治節制定の絶対条件で はない ｡ そこ には ､ 新帝の神
格化政策が関わ っ て い たように思われる｡ なお ､ 明治節制定案は ､ 全会
一 致で可決されたo
智学は東京中央放送局 (現在の N HE) の依頼 に応 じて ､ 1927 年11月 3 日､ 第
‾ 回 の
明治節を記念するラジ オ講演 ｢明治節の 真意義+ を行なっ てし)る . 智学は ､ こ の 講演の 中
で明治天皇 を｢国体の 権化+ ｢古往今来嘗て類例を絶したる偉大なる聖人+で あると明確 に
定義 した｡ そ して ､ 明拍天皇の思想を ｢神武天皇の高遠なる ､ 偉大なる御思想の 結晶+ と
し､ ｢万代不朽の 聖君たる 明治天皇の教に依ツて国民は復括せ よ+ ｢明治節は国民党醍節
である ､ 国民奮起節で ある ､ 国民向上節である+ と人び とに訴えた
4 1
｡
第三 節 昭和天皇 の神格化
3 - 1 昭和天皇と明治天皇の 一 体化
ぉ り しも ､ 1927年は王 政復古の 沙汰審が出されてか らちょうど60年 (
つ まり還暦)
に当 っ てお り ､ 翌年は明治改元か ら 60年で あるため ､ 新聞雑誌などのメ ディ アを通
じて
明治懐古の 風潮が持ち上が っ て い た42o 特に ､ 明治節に合わせて出版された祁誌 『
キ ン グ』
1927年11月 号の 付録 『明治大帝』 は､ 明治天皇の
｢聖徳+ を広く普及させ る の に
一 役か
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っ て い る｡ また､ 1928年以降､ 明治天皇 ｢聖蹟+ の保存が広く行なわれ るように な っ た｡
に わ かに本格化 した明治天皇の顕彰に は ､ ｢還暦+ 以上の 理由が ある と考える べ きだろう｡
朴普雨 は ｢大正 か ら昭和 - の 交代 をき っ か けと して 再び明治天皇 の ｢大帝+ と して のイメ
ー ジ を持 ち出す必要が あ っ た+ と指摘 して い る ｡ ｢特に ､ 対内外的 な危機が深化され て いく
なか で ､ 国民統合に も っ とも中心的役割を果たすべ き天皇が ､ 大 正天皇とい う､ 異例の 無
能な存在で あ っ た こ とは ､ すで に 1910 年代末から支配層の 内部に危機感を与 え､ 大正天
皇 の 死 をき っ か けと して ｢明治 の 聖代+ を言匝歌 した明治 ｢大帝+ 像 を国民 の なか に再び ク
ロ ー ズ ･ ア ッ プす る要因 になっ たとい え る+ 4B. また ､ ハ
ー バ ー ト ･ ビ ッ ク ス は ､ ｢明治 天
皇の 顕彰は ､ カ リ ス マ 性 に乏 しい 孫 〔昭和天皇〕 の 即位と神格化に合わせて 実施 された+
とさ えい う44｡
確 か に ､ 大 正末期か ら昭和初期に か けて は､ 天皇制 の 危機と い え る時代だ っ た ｡ 1920
年以降､ 大正天皇が ｢脳 の病気+ によ っ て執政が不可能に な っ た事態は ､ い わずもがなで
あるが ､ 1.923年 12月 の 虎の 門事件で次期天 皇で ある摂政裕仁が襲撃され たこ とも元老 を
始めとする支配層の 危機感を高 めたと思われ る｡ そう した中で ､ 天皇 の 即位式が 明治改元
か ら 60年目に行 なわれたことはまさに億倖で あら た . こ の偶然を利用 して ､ 新帝昭和天
皇は ｢偉大 なる明治大帝+ の 再来と して位置付けられ るに至る の で あ る｡ 明治節を始め と
するキ ャ ン ペ ー ン は ､ 昭和天皇 を神格化するた吟に用 い られ る ｢明治大帝+ と い うシ ン ボ
ル の 価値を高めるもの だ っ た とい える ｡
なお ､ 第二 の 明治天皇 として の 昭和 天皇像 の構築 軌 践詐の 直後か ら始ま っ て い る . 践
所 の 二 日後に出された勅語 (1･926年 12月 28 日) は ｢観近世態漸ク以テ推移 シ思想 ハ 動
モ ス レ ハ 趣舎相異ナ ル アリ経済 ハ 時 二 利害同 シカ ラサル アリ 此 レ宜 ク眼 ヲ国家ノ 大局 二 者
ケ挙国 一 体共存共栄ヲ之 レ図り国本 二 不抜 二 培ヒ 民族ヲ無彊 二 審ク シ以テ維新ノ 宏讃ヲ顕
揚セ ム コ トヲ慾 ム - シ+ と述 べ て ､ ｢維新+ の実行者と して の 昭和天 皇の 存在をア ピ
ー ル し
た45｡ さらに ､ 昭和天皇は 1928 年 11月 10 日の 即位式 にお い て も ｢維新ノ鴻図 ヲ閥キ 中
外 二 徴シ テ+ とい う表現で ｢維新+ に つ い て触れて い るo こ の勅語 に対 して ､ 首相の 田中
義 一 は ｢賀詞+ におい て ､ ｢明治天皇聖徳深厚 ニ シテ神漠宏連中外 ヲ経緯シテ維新ノ隆運 ヲ
啓キ古今ヲ掛酌シ テ中興ノ 大業ヲ成 シ タ マ - リ
- - -+ Li6と注釈 を加 えて い る. 昭和天皇 の
勅語 に見 られる ｢維新+ とは ､ 明治維新を意味 して い たの で あり ､ 昭和天皇は 明確に明治
天鼻の 事跡を意識 して い た｡
第 二 の 明治天皇と して の 新帝の イメ
ー ジ は ､ 『束京朝日新聞』紙面(1 928年 11月 10 日)
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にお い て は ､ ｢昭和維新+ の実行者と して 立ち現われてい る｡
｢こ とに今年は o 明治戊辰より六十 一 年 o 昭和維新の しる しもしるく. 春二月 o 普通選
挙は実行されo 秋十月 o 陪審制度は実施されて ｡ 立憲国民として ｡ 勤め励む道 は広く開けo
君民同体o 上下 一 心o 万機は公論に喫すといふ o 明給元年五箇条の御誓文は o 土 こ に完く.
智識を世界に求め給ひ て ｡ 今上天皇陛下には｡ さきに御舶煉ら｡ 万里の外に ｡ 世界を視｡
世界に聴き給ひ ｡ こ ゝ に｡ 天地の 公道に基き｡ 皇基を振起 し｡ 盛ん に経験を行ふ べ き｡ 基
礎全く定まつ たの で ある+ 47｡ 束京朝日新聞の記者に従えば､ 昭和天皇は 明治天皇の再来
で あるばかりで なく ､ 明治天皇の業を完成させ る人物と して位置付けられた ｡
また､ 昭和天皇が明治天皇にうりふ たつ で あるという言説も登場 して い る｡ 帝室編修官
の 渡辺 蝕治郎が監修 した 『明治 ･ 大正 ･ 今上三帝聖徳録』(1933) には次の ようにある｡
｢今上陛下 は , 明治天皇 に似通 はせ たまうこ との多きは ､ 国民の 斉しく､ 感激申上ぐると
こ ろで あります｡ 御年歯を重ねたまう轟に､ 益々 相似させ たまひ ､ そ の御眉､ 御眼､ 御口
許 ､ 御音声も殆 ん ど御同様に拝します｡ その凍然たる御英姿を拝する転に ､ 国民は更に欣
然､ 力強き を覚ゆるもの であります｡ 拝謁を賜ひ たる外国使臣及人民は ､ そ の 似通は せ ら
＼
る ゝ に感服 して ､ 明治天皇の御再来で あらせ らるとまで ､ 御評判申上げて 居るさうで あり
ます+ 48
昭和天皇が 明治天皇に決 して似てい ない とい うこ と 臥 両者の 写真を比 較すれ ば明らか
であるが ､ こ こ まで の 強弁を見るとき ､ わたしは神武天皇像を明治天 皇の 面貌で作り上 げ
た竹 内久 一 の 言を思 い起こ さずにはい られない o つ まり､ 竹内の ｢神武天 皇と今上陛下〔明
治天 皇〕 は御 一 体で ある ､ 御 一 体で なくては ならぬ+ とい う祈り にも似た思い が ､ 似て も･
似つ か ない 明治天皇と昭和天皇との ｢御
一 体+ を強弁するこ の言説にも垣間見られる の で
ぁる ｡ 天皇制の 危機を乗り越える べ く ､ 新帝は ｢偉大なる明治大帝+
- の 変身を余儀なく
されて い た し､ も っ とも ､ 昭和天皇自身､ 幼少期より明治天皇を模範と した教育を受けて
きて い た49｡
3 - 2 神格化の さまざまな回路
即位式 ･ 大嘗祭が行なわれた 1928年前後を境に して ､ 天皇
の 神聖なイ メ ー ジが創り
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出され て ゆく ｡ 原武史によれ ば ､ こ の 時期に 天皇が白馬 に乗 る こ とが慣例 とな る o 1927
年11月 の 陸軍特別大演習を始めと して ､ 転年1月 の 陸軍始観兵式 ､ 4月 の 天長節観兵式 ､
10月 ある い は 11月 に行 なわれ る大演習にお い て天皇 は白馬に騎乗 した姿を見せ るように
な っ た ｡ さらに ､ その 姿を写 した写真が新聞に掲載されたり ､ 記録映画 に登場する こ とで ､
rr聖 な る象徴+ と して の 天 皇像が普及+ して い っ た と い う50｡ また ､ 原 に よれ ば､ 1928
年 の 即位式 で は ､ ｢御召列車に対 向す る列車の 便所が封鎖されたり､易古屋駅や京都駅な ど
で便所 の 前に幕が張 られ るなど､ 不浄 なもの を遮断す る措置 がとられた+
51
｡ 不浄と対置
され ､ 不浄と - だて られ る ことによ っ ても ､ 天皇の 神聖性 が高められるの で ある o
昭和期に入 ると､ 天 皇の ｢御真影+ の 取り扱い にさらなる慎重さが求められ るようにな
る ｡ 例えば ､ . そ れは ｢御真影+ を収 め る特別な施設と して 奉安殿 を建設する こ･とが 半ば義
務化 した こ とに見 るこ とが でき るだろうo 山本信 良
･今野敏彦 によれ ば ､ ｢御真影奉安所は ､
大 正 か ら昭和初期にか けて の 時期に あっ て ､ 職員室で あ っ たり ､ そ の 隣室で あ っ たり ､ ま
た藤堂や宿直室で あ っ た+ 52｡ それが ､ ｢昭和期に至 っ て ､ 校舎か ら分離独立 した奉安殿 の
建設 が急速に普及 したo 時期的に み ると ､ 御真影の 下賜され た昭和三年､ 六年 ､
- ○年前
後に集中 して い る+ 530 ｢御真影+ は ､ 鉄筋 コ ンクリ
ー ト作り の 奉安殿 に安置され る こ とに
ょ っ て い っ そ う｢不可侵+ の 神聖性を高める ｡ あたかも天皇 の 写真が神で あるか の ように ､1
慎重 に扱われ ､ それとともに ､ 本体で ある天皇の 神聖性も いやお うなく高まる の で ある ｡
鈴木 正 幸は､ 昭和初期にお ける天皇の 神格化 の前提 に ､ 政党同士が互 い に皇室
･ 国体問
題 に名 を借りて攻撃しあうよう にな っ た当時の 政治状況 があると指摘 して い る
54
o 鈴木 が
特に注意を促 したの は､ 憲政会内閣に よ る朴烈事件の 処理 を批判した政友会の キャ ン
ペ ー
ン で ある ｡ 朴烈は ､ 金子文子 とともに 1923年9月 2 日 に検挙されたが､ そ の 後の 取り調
べ を経て ､ 1925年 10月 20 日にな っ て大逆罪で起訴され たo 天皇
･ 皇太子の 爆殺を計画
して い たとされたの で あ る｡ これは ､ 松本清張が指摘するように ｢で っ ちあげ+ の 事件で
ぁ っ た｡ 朴烈と文子 が天皇制に対する反発を抱い て い たこ とはそ の供述か らうか がう こ と
がで きる が､ 爆殺の計画 は存在せず､ 傾 述 にも ｢爆弾を手 に入れた ら天 皇と皇太子に投卸
する つ もりだ っ たと い うの みで ､ 現実に は爆弾の入手方法も立 っ て い ない o 爆弾は幻 なの
で あ+
･
っ た55｡ 1926年 7月 29 日 ､ 東京市内各所に ､ 朴烈 と金子 文子が予審調室で寄り添
っ た ｢怪写真+ が配布され問題化 した｡ 写真は二 人の 取り調 べ を担当 した立松判事が撮 っ
たも の で ､ 松本清張によれば､ 椅子の 上に朴烈がか けて い るところに､ 文子が本をもち ､
彼の 膝に 坐 っ て い るとい うポ ー ズで ある o 朴烈の 左手 は ｢文子 の 肩にまわ して胸の と ころ
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にふ れ ､ 丁度､ 彼女の 乳房を軽く押えて い るよう
､
にも見える+ 56｡ こ の ｢怪写真+ をめ ぐ
っ て若槻内閣を攻撃する右翼の怪文書が出回っ て い るo その 内容は ｢大逆犯人+ で ある 二
人を司法当局が優遇 し獄中結婚を認 めたであるとか ､ 若槻首相が彼らの減刑を秦請するに
至 っ た こ とな どとある57｡ 床次政友会総裁はこ の怪写真.
･ 怪文書事件に乗 じて ､ 9月 19 日
に政府問責の 声明書を発表して い るが､ この政冊吹撃 には , 普通選挙をに らんだ思惑が見
られた. そ して ､ 政友会 が国体に反する政策をと っ たと して若槻憲政会内閣を批判する
-
方で ､ 憲政会は政友会こ そ ｢不忠不臣+ であるとやりかえした｡ 鈴木正章は ､ ｢こ の 事件を
契機に ､ それまで大正 デモ クラ シ
ー 状況の 下 で ､ 政治的争い の圏外にあ っ た皇室 ･ 国体問
題 は ､ にわか に政治的争点化させ られ て い っ た+ とする58｡
政争がはげ しくなれ ばなるほ ど､ 彼 らが共に よ っ て立 つ 天皇の 至高性はさらに高め られ
るの で ある｡
3 - 3 天皇機関説 事件と現人神天皇の定式化
昭和天皇の 神格化 を欽定づけたもの は､ 文部省による 『国体の本義』(1937 年5月)＼
の刊行で ある｡ 『国体の 本義』 臥 天皇を ｢現御神+ ｢現人神+ と して 定義づ け ､ 天皇に よ
る神聖政治を強調 した｡ 『国体の本義』によれば､ ア マ テ ラ ス の化身である鏡を奉戴す る天
皇は ｢〔天照〕 大神 の 紗 bをもつ て御心と し, 大神と御
一 体+ とされ る59o ア マ テラ ス と天
皇の 一 体化によ っ て ､神 聖天皇像が形作られてP.る
こ とがわか るo こう した レ トリ ッ ク は ､
一 見まるで 明治初期の 神道国教化の議論 へ の逆戻りであるか の ようですらある o が ､ 『国体
の本義』 の編者は ､ この ｢現御神+ の 定義を帝国憲法条文の 正当な解釈と して
い る o
｢この 現御神 (明神) 或は現人神と申し奉る の は､ 所謂絶対神とか ､ 全知全能
の神とかい
ふ が如き意味の 神とは異なり ､ 皇祖皇宗がその神蘭であらせ らせ る天皇に現れま し､ 天皇
は皇祖皇宗と御 一 体で あらせ られ ､ 永久に臣民
･ 国土の 生成発展 の本掛 こま しまし ､ 限り
なく尊く畏き御方で ある ことを示すの で ある o 帝国憲法第
一 条に ｢大日本帝国 ハ 万 世 一 系
ノ天 皇之ヲ統治ス+ とあり､ 又第三条に ｢天皇 ハ 神聖
ニ シ テ侵ス - カラ ス+ とある の は ､
天 皇の こ の御本質を明らか に し奉つ たもの で ある+
60
こ の 『国体の本義』 は ､ 1935 年 2 月 の天皇機関説事件がき
っ かけとな っ て刊行の 運び
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とな っ た61｡ 事の 直接的発端は貴族院にお ける菊地武夫の 演説 で ある｡ 菊地 は ｢我ガ皇国
ノ 憲法 ヲ解釈イ タ シ マ ス ル 著作ノ 中デ ､ 金 酎無欠ナル 皇 国ノ 国体ヲ破壊 ス ル ヤ ウナ モ ノ ガ
ゴザイ マ ス+ と して ､ 末広厳太郎 『法窓雑話』『払窓漫筆』､ 重液部達吉『憲法撮要』『憲法
精義』､ 一 木喜徳郎 『国法学』 を例 に挙げて ､ ｢憲法上 ､ 統治ノ 主体ガ天 皇にア ラ ズ シテ 国
家にア リ トカ民 ニ アリトカ 云 フ+ 学祝を､ ｢綾漫ナル 謀凍 ニ ナ リ､ 明カ ナ ル 反逆 ニ ナ ル+ と
して批判 した62o また ､ 彼らを ｢学匪+ とさえ呼び罵倒 した63.
一 木喜徳郎は 当時の 枢療院
議長 で あり ､ 彼 へ の 攻撃は ､ 橋)1 文三 が指摘す るよう に ､ 元老西園寺公望 と 一 木枢療院議
長を結ぶ宮廷勢力 に対する攻撃を意味しており64､ 現内閣打倒を目指 した政争と して の 性
格をも っ て い る ｡
菊地発言 の背後 には ､ ｢現状打破派+ の 軍部の 広汎な支持が あ っ た ｡ 司法局刑事局 の ｢思
想研究資料+ 特輯第 7 2号と して執筆された玉 沢光三 郎の 『所謂 『天 皇機関税』 を契機と
する国体明徴運動』(1940.1) によれば､ 天皇機 関説事件が 起 こ つ た当時の ｢国論+ を ｢現
l
状維持派+ 対 ｢現状打破派+ の抗争と して捉 える ことが でき る｡
｢現代日本を指導する国論は大別すれば二 つ で ある o 其の
- は現状維持論で あり ､ 其の こ
は現状打破論で ある｡ /現状維持論は換言すれ ば維新反対論で ある ｡ 這は思想的に は自由
主義 ､ 個人主義で あり､ 政治 的には議会中心室義の政党主義で あり ､ 経済的 に は自由主義
的資本主義の もの で あり､ 其の 外交方針は協調 の名に依る英米追随主義で あり ､ 其の 国体
的信念は英国流に傾い て ゐ ると謂 はれて ゐ る ｡ 然 して是 を代表 し主張 し実行 し来 つ た勢力
は ､ 元老 ､ 重 臣､ 官僚､ 政党､書 財閥及び之に附和依存す る 一 般の 所謂自由主義者で あると
見られて ゐ る ｡ 此に対 し現状打破論 は国家改造論となり維新断行論 となり軍部勢力 を中心
と.して朝野上下 に群集 して ゐ る o 畏くも 上御
一 人は天下万 民の 中心に於て 先頭に於て 国
家 一 切の 親裁者に在らせ られ る こ とを信奉 し､ 従来の 政党政治を排撃 して ､ 資本主義自由
主義経済組織を時代錯誤 なり と して其の準正 を叫び ､ 英米追 随外交を非難 して 自主的道義
的外交を強調する+ 65
こ の記述 は､ 後都羊対するひ い き目の評価が見えるもの の ､ 天皇機関説事件の発端 に な
っ た菊池演硯 の 背景にある対立構図を明確に鋭明するもの と して注目され る ｡ 19 30年代に
入 り ､ 国内で は血盟団事件や 5･ 15事件に代表される直接行動が起 こり､ 国外 で は満州事
変 ･ 国際連盟脱退 ･ ワ シ ン トン 軍縮条約 の破棄な どによ っ て ､ 現状打破論が優勢となり つ
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つ あ っ た｡ 特に 軍部の 台頭が際立 っ て見られる ようになっ た｡ そうい っ た状況 にあっ て ､
西園寺 ･ 一 木 ライ ン に よ る現状維持派が､ 急進主義的な動きを辛う じて封 じ込 めて い たo
時の 岡田啓介内閣は現状維持派 内閣であっ たo 一 方 ､ 現状打破派は ､ 現状維持派の 元老 ･
宮廷勢力 の 払拭を狙 っ て おり､ 菊地の演説となっ たわけで ある｡
菊地に続く三室戸敏光は文部大臣 ･ 松田源治に対 して天皇機関説を支持するか否か を明
確にするように迫 り ､ さらに続く井上清純は首相 ･ 岡田啓介に対 して天 皇機関説の 是非を
迫り ､ 岡田自身が回顧す るには政府に｢なんらか の責任ある答弁をさせ ようとかか っ た+66｡
井上は､ 執軸な追随に よ っ て最終的に岡田の 口 から ｢是 ハ 用語ガ穏当デハ ア リ マ セヌ ､ 私
ハ 天皇機関説ヲ支持 シテ 居ル者デハ アリ マ セヌ ケ レ ドモ - - ･+ という語を引き出すこ とに
成功する67｡ 岡田と して は ､ ここで機関説を容認することは ､ 内閣の 責任問題 に結び つ き
倒閣もまぬ がれない 事態となり､ 機関説を否熟すれば現状打破論に御墨付き を与える こ と
に繋が ると いう状況 にあ っ た｡ したが っ て ､ 以上 の ような答弁にな っ たの で あるが ､ 暖味
なが ら政府の方針と して機関説不支持を表明 して しまう結果となり ､ 菊地らをが ぜん勢い
づ かせ る こ とに なる｡
一 方 ､ 菊地らによる吹撃に対 して ､ 美渡部達吉は2月 25 日の貴族院で ト 身上 の弁明+
を行ない ､ 自説が ｢近頃に至 っ て初めて唱え出 したもの で はなく ､ 三十年来既に主張 し来
っ たもの で あ+ る ､ ｢私 の 隻句を捉えて ､ 徒らに蔑裡中傷の 言を放たれるの で はなく ､ 真に
私の著書の 全体を通読 して ､ 前後の 脈絡を明か に し､ 真の意味を理解して然る後に批評 せ
られた い+ と不快感をあらわに した反駁を行なっ てい る
68
o
天皇機関説 には､ 美洩部の 答弁によれば二 つ の 要旨がある o 第
一 点は ､ 天皇統治の 大権
は天皇個人の 権利で はなく ､ 天皇が国家の 元首とい う地位におい て発揮する権能 であると
いうことo 第二点 は ､ 天皇統治の 大権が絶対無制限で万能な権力で なく ､ 憲法の条規にま
っ て行なわれ るも の で あるというこ とで ある
69
o 天皇機関説 は､ 天 皇大権を否定するもの
では ない が ､ 彼 の議論か らは天皇の 絶対性を達成させる超越的論理で ある
｢現人神+ ｢現御
神+ の 規定は否定されざるをえない o 他方 ､ 潮 陀 始 めとする現状打
破論 の 改革派 は ､ 軍
が天 皇直属 の機関で ある ことを背景と して ､ ｢天皇親政をかかげ､天皇親率
の名 の もとに自
己の優越性 を主張 し､ さたには総力戦に銘をかりて軍事以外の 国務
一 般に も介入 しよう+
と目論んで い た70｡ 彼 らの 急進的な変草道動を正当化するた めには､ 天 皇
の 絶対的な神格
化､ ｢現人神+ で ある天皇像の 確立が不可欠とな っ て い たo
周知の ように ､ 機関説事件は､ 現状打破論の 側の勝利に終わるo
4月 9 日に は文部省 が
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各大学に対 して 国体明徴の 訓令 を発 した｡ 同日 ､ 内務省 は実演都連吉の著書 『逐条憲法精
ヽ
義』『憲法撮要』『日本憲法 の基本主義』 を出版法第 19粂に基 づき ｢安寧秩序を妨害する
もの と認 め+ 発禁処分に した71｡ それ より以前 ､ 2 月 27日に美磯部は不敬罪 で告発され ､
3月 7 日に は追告発 され ､ 4月 7 日 ､ 検察局 に出頭の 運びとな っ た (9月 18 日 に起訴猶予
処分が決 定 し､ 同 日美濃部 は貴族院議員を辞す). 議会 の 外で は ､ 右翼団体による全国自勺な
機関説攻撃､ 美洩部攻撃 ､ 岡 田内閣倒閣､ 一 木枢密院議長攻撃の キ ャ ン ペ
ー ン が大 々 的に
展開された72｡
反政府の運動を終息させ る べ く ､ 政府 は 8月 2 日 ､ 10月 15 日の 二 度に渡 り国体明徴声
明の 発表 を余儀なくされ る｡ 二度目 の 国体明徴声明は ､ ｢我国に於ける統治権の 主体が 天
皇に ま しますこ とは我国体の 本義に して 帝国臣民の 絶対不動 の信念 なり+と して ､ ｢天皇機
関説 は神聖 なる我国体に戻り其本義を怒る の甚 しきもの に して厳に之を要除せ ざる べ か ら
ず+ と述 べ る73o こ こ か ら先､ 政府方針 は､ 天皇の 神格化を傷つ ける
一 切 の 説 を異端と し
て ｢婁除+ する方向性 に進 まざるを得なくな っ て いく の で ある｡ こ の 国体明徴声明 に した
が っ て ､ 10月 に教学刷新評議会が設置 され ､ 『国体の 本義』 の編纂とそ の 普及 に よ っ て ､
全国民に対する天皇神格化の 浸透が由られ る ことにな っ た｡
昭和天皇は ､ こ の 一 連 の動き か らは い っ さい 隔離されて い た ｡ む しろ ､ 彼自身は 不愉快
にす ら思 っ て い た ようだ｡ 『本庄 日記』 に よれば､ 3月 9 日､ 侍従武官の 本庄繁に対 して天
皇 臥 ｢自分の 位は勿論別なりとするも､ 肉体的 には武官長等と何等変る所なき筈なりo 従
て機関説 を排撃 せん が為 め自分をして動き の 取れ ない もの とする事 は精神的に も迷惑の 次
節+ と述 べ て い る74｡ 彼は天皇位の 神聖性 を疑 い は しなか っ たもの の ､ 自らを神 と して捉
えて はお らず､ む しろ天皇機関説を是と して い た｡ 岡田啓介はその 回顧録で ｢天皇は国家
の最高機関で ある｡ 機関観で い い で はない か+ とい う天皇自身の 言葉を記録 して い る75o
しか し ､ 昭和天皇 の個人的意思とは裏腹に ､ 軍 の威光を高めるため､ 総力戦遂行の ために､
天皇 の神格化 は進行 して い っ たの で ある ｡
3 - 4 ｢八紘 一 宇+ の 国是
1937年7月 7 日､ 『国体の 本義』 が発行されて わずか 2 ケ月後 に起 こ っ た虚構橋事件
を契機に ､ 日中戦争が勃発する o これ に伴 っ て同年 9 月 に は ｢挙国
一 致+ ｢尽忠報 国+ の
精神を鼓吹する国民精神総動員実施要綱が発表され76､ 柳寺体制色 が 日に 日 に淡く な っ て
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いく ｡ こ うした総力戦 - の 準備の中で ､ 11月 に内閣情報局は公募による ｢愛国行進曲+ を
発表 した77｡ こ の 曲は ｢見よ 東海の 空明けて/ 旭日 高く輝けば+ と歌い 出され る勇壮
な マ ー チ で あり ､ レ コ
ー ド会社の競作もあっ て ､ 当時とあっ て は空前の 100 万枚の セ ー ル
ス を記録 したc こ の ｢愛国行進曲+ の ニ番の 歌詞 に､ ｢八紘 一 宇+ が登場する .
｢起て 一 系の 大君を/ 光と 永久にい ただきて/臣民われ ら 皆共に/ 御稜威に副はん
大使命/ 往け 八紘を宇とな し/四海の 人を 導きて/正 しき平和 うち建て ん/理想は
花と 咲き乗る+ 78
田中智学ら国柱会 の影響力は軍の 急進派を中心 に拡大 してい たとは い え全国民に あまね
く影響力 をも っ て い たわけで は ない ｡ こ の ｢愛国行進曲+ は国民に ｢八紘
- 辛+ の 国是を
普及させ る こと にな っ た. こ の曲は ､ 中国で展開されて い る戦争を､ 万世
一 系の 天 皇を ｢光
と永久に い ただ+ く 臣民にと っ ての ｢大使命+ で あり､ ｢正 しき平和+ をうち建て るため の
｢聖戦+ と して位置付 けた｡ しかも ､ それは特定の フ ァ ナ テ ィ ッ ク な右翼団体か ら押しつ
けられたもの で はなく ､ 国民からの公募歌とい うかたちで登場 したの である Q さらに ､ 内
閣情報部で は翌 193 8年 4月 3 日の神武天皇祭に向けて ｢八紘
一 宇ノ聖旨宣明+ を推進す
る ことを同年2月 26 日決定 して いる｡
｢来 ル 四月 三 日ノ神武天皇祭 二 当リテ ハ 事変下 二 於ケル之ガ意義ヲ愈々 深ラ シ ム ル為天皇
ノ勅ノ中/ 夫レ大人ノ制 ヲ立 ツ ル ､ 義必ズ時 二 随フ ｡ 萄ク モ 民 二 利有ラ バ ､ 何ゾ聖造
二 妨
ハ ム
｡ 且当 二 山林ヲ披払 ヒ ､ 宮室ヲ経営リテ ､ 恭ミテ宝位 二 臨ミ ､ 以テ元元ヲ鎮ム
ベ シ o
上 ハ 乾霊ノ 国ヲ授ケタ マ フ徳 二 答 へ ､ 下 ハ 皇孫ノ 正 ヲ養ヒタ マ ヒ シ 心ヲ弘メ ム o 然テ 後 二
六合ヲ兼ネテ以テ都ヲ開キ ､ 八紘ヲ掩ヒテ宇 卜為ム コ ト､ 亦可カ ラズヤ o /ノ聖旨ヲ今次
事変ノ意義卜関連セ シメ テ平易 二 解説シ ､ 我国是タル 八紘
一 宇ノ御精神 二 対 ス ル 国民ノ 理
解ヲ愈々 深ラ シム ル コ ト+ 79
本章冒頭で述 べ たよう に ､ 1940 年 7月 26 日の基本国策要項では ､
｢皇国亦有史以来ノ
大試練+ に直面する に当 っ て ､ ｢真 二 挙国ノ大精神 二 基ク皇国ノ国是ヲ完遂+ するこ とが宣
言されて い る ｡
･
｢肇国ノ 精神+ の語は ､ すでに1938年の 明治節に出された
｢東亜新秩序+
声明 に見られる ｡ ｢凍亜 二 於ケル新秩序ノ 建設 へ 我力肇国ノ精神 二 淵源シ ､
コ レヲ完成ス
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ル ヘ 現代日本国民 二 課セ ラ レ タ ル 光栄ア ル 寮務ナリ+ 8 00 1940年 の基本国策要項は ､ こ
の ｢束亜新秩序+ 建設路線をさらに推 し進 めたもの で ､ ｢根本方針+ の 項に配された ｢八 紘
一 宇+ の語 は ､ こ の新秩序をも っ とも よく説明 し正 当化する シ ン ボ ル と して利用されて い
る ｡
｢皇 国ノ 国是 ハ 八紘ヲ ー 宇 トス ル 肇国ノ 大精神二 基キ世界平和ノ確立 ヲ招来ス ル コ トヲ以
テ根本 トシ先ツ皇国ヲ核心トシ 日満支ノ強固ナ ル結合ヲ根幹トス ル 大束亜ノ 新秩序 ヲ建設
ス ル ニ 在り之力為皇国自ラ速カ ニ 新事態 二 即応 ス ル不 抜ノ 国家態勢ヲ確立 シ国家ノ総力 ヲ
挙ケテ 右国是ノ具現 二 適進 ス･+ 81
重ねて 同年 12月 14 日 の 大政翼賛会実践要項は次の ように述 べ る｡
｢今や世界 の歴史的転換期に 直面 し､ 八紘 一 宇の 顕現 を国是とする島国は ､
一 億 一 心全能
力を挙 げて 天 皇に帰 一 し奉り ､ 物心 一 如の 国家体制を確立 し､ もつ て 光輝ある世界 の道義
的指導者たらん とす+ 82
こ の要 項に ある ｢道義的指導者+ の語は ､ か つ て智学が『世界統 一 の 天業』で 述 べ た ｢道
義的統 一 + と平灰 を合 わせ て い る . これは偶然かも しれ ない o ともあれ ､ 日中全面戦争を
背景と して ､ 1937 年か ら神武天 皇紀元2 600年 に当る 1940年 まで に､ 智学が か つ て夢想
した理想 す べ て の 臣民が ｢ 一 億 一 心+ の 全能力を傾けて神武 天皇の 現身で ある天皇 に
帰 一 し ｢八 紘 一 宇+ の 顕現 をめざすこと - が政府の 国是と して 正式に採用 され ､ 国民の
す べ て に ｢八紘 一 宇+ の 語が浸透するに至 っ たの である ｡
第四節 紀元 二 千六百年 ｢八紘之基柱+ の 建設
4 - 1 宮崎県知事相川勝六
1 937 年 7月 7 日､ 虚構橋事件が起 こ っ た日 ､ 朝鮮総督府外事課長で あ っ た相川勝六
が第29代宮崎県知事と して 任命 された｡ 相川は 1891年佐賀県 の 生まれで ､ 代々 熱心 な真
宗 の信者で あ っ たo 彼 は第二 高等学校､ 東京大学独法科を経て ､ 1919年内務省に採用 され
千葉県属とな っ て い る ｡ それ 以後､ 彼は瞥察畑を中心に歩い てきた内務官僚で ある｡
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以下 ､ 自伝『思 い 出ずるまま』に従 っ て ､ 彼の 知事になるまで の経歴を略述 しておく839
1920年に は徳島県 の 学務課長 に任ぜられた ｡ こ の 職務は ｢本来教育ずき+ であ っ た彼にと
っ て は ｢大変な喜 び で あ+ り､ 大そうは りき っ て仕事に適進 したという84｡ こ こ では ､ 学
制頒布 50周年 を記念 した｢教育大展覧会+を企画運営 し､ 青年団運動にカをいれた85｡ ｢鯨
月 一 回は徳島市に ある私 の家に必ず集合 して ､ 青年団振興の研究会を開+ き ､ それ を彼 が
着任の 間継続 したとい うか ら86､ 大変な力の 入れようだ っ たことがわか る｡ なお ､ 宮崎県
知事にな っ た彼 の最初の 仕事の 一 つ には､ ｢祖国振興隊+ の 編成があるが､ そ の 運動の 萌芽
はすで に徳島時代に は見 られたとい うわけである｡
1923 年 9月 ､ 関凍大震災の直後には ､ 束京 の 警視庁監察官に転任する｡ こ の監察官時
代に は ､ 帝国議会開院式 に出席するため議事堂に向 っ た皇太子 (後の 昭和天 皇) を難波大
助が襲撃した虎の 門事件に遭遇 して い るが ､ 警視総監や督務部長 ､ 所轄の 長官が懲戒免官
になる 一 方､ 天皇の 車の 前に前駆警衛と して勤務 して い た彼には 2 ケ月 の 減俸とい う軽い
処分が 下される の み に終 っ た｡彼の 言に よれば､ ｢前駆 は警備 の役として よりも主と して 儀
礼の 役と考えられて い たようで+､ そ の た め処分が軽くな っ た の だとい う87｡
そ の後 ､ 1925年か ら 2年以上洋行 し､ M O没 (手 口法) と呼ばれる､鑑識法 の研究を行な
っ て い る88｡ こ の 海外研修 を経て ､ 19 2 7年に は宮内省秘書官に転じてい る｡ こ の経歴 に よ
っ て ､ 彼は天皇や皇族 ･ 宮廷関係 に太い パイ プを持 つ ようになる89｡ こ の パイ プは ､ 紀元
2600年事業と して ｢八 紘之基柱+建設を進めて い く上で大きな威力を発揮する ことにな っ
た｡ さらに ､ 1929年に は内務省響保局事務官 へ と転 じる90｡ 瞥保局は全国の 特高警察を統
括する機関であ っ た｡ そ の 後､ 府県の 警察部長を経た人物が就任する ことを常とする警視
庁刑事部長 に異例の 就任となり ､ 着任中は暴力団の根 こ そぎ検挙に力を注 い だ｡ こ の 際､
政党との つ なが りをも つ 暴力団にまで手 を伸ば したために ､ 犬養毅政友会内閣が成立する
と同時に ､ 京都の 学務課長 - 左遷とな っ た91｡ 京都時代の 相川 は ､ 不平を抱えつ つ 参禅に
よ っ て 気 を静めて い たようだ92｡
1932 年 ､ 5･ 15事件で 犬養首相が暗殺され斎藤実内閣が誕生すると相川 は
一 転､ 神奈川
県響察部長 - と栄転する93｡ 神奈川時代の 彼は ｢警察官は民衆の ための もの で あり ､ 国家
の ための もの で ある o 国民はほんの
一 部で しか ない政党の ための 瞥察官で あ っ て はならな
い
o 天皇陛下が国民を 一 様に慈 しまれるその 大御心を推 し計り ､ それに恥 じないよう､ 己
の 一 切 の 私心+ 私利を捨て去り ､ 神の前に ぬかず い て起こ る純粋な精神をも っ て ､ 事に当
たる覚悟がなければならない+ と督察官全般に対 して常に戒めさとしたとい い ､ こ の精神
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を漕養す るため に ､ 本部 の課長以上を引き連れ鯨月月 の は じめにそ ろ っ て鎌食の 鶴岡八幡
宮に 朝参り したと い う94｡ こ れは ､ 彼の 公 僕意識 の 高さと同時に ､ 天皇崇拝者で あり敬神
家で ある彼 の 性質をよく あらわすエ ビ ソ - ドである｡
相川は 1934年 7 月 ､ 岡田啓介内閣の成立 と同時に 内務省管保 局保安課長兼高等課長と
なり ､ 神奈川県警察を刷新したそ の手腕を全国警察の 刷新に発揮 した95｡ 彼が特 に力 を入
れ たもの は ｢選挙粛正+ で あ る｡ 相川 の 言によれば､ 議会制度創出以来 ､ 野党候補者に対
す る督察の 選挙干渉は慣例 となっ てお り､ 内閣が変われば瞥察部長 は じめ笹森 の 幹部 は
一
新され て しまうため ､ 響察内部は政党を背景と して深刻な覇権争い を して い た ｡ 彼が 岡田
内閣 の基本 方針 と して提 案した ｢選挙粛正+ は ､ こ の 笹森と政党との 関係 を断ち ､ 選挙違
反 を党に 関わ らず い っ さ い粛正する方針で あ っ たとい う96｡ 彼 の 立場か らすれ ば､ こ の 運
動は ､ 官僚と政党との ｢悪 い密着を断ち切り , それぞれ本来の ある べ き立場 に か えるよう
にな っ た+ と捉 えられ るが97､ 歴史学的に は政党政治解体と ｢挙国
一 致+ の 総力戦体制に
向けて の 準備に彼が 一 役 か うこ とに な っ たと捉 えるこ とができ るだろう｡ 相川 を始めとす
る革新派 の 官僚は､ ｢新官僚+ と呼ばれた｡ 以後､ 1930年代を通 じて ､ 彼 ら ｢新官僚+ は
政党との 関係 を断ちき り軍部と結び つ く こ とで ､ ｢上 か らの フ ァ シ ズム+唱導にカ を尽くす
こ と になる98｡
1 935 年 12月 8 日､ 京都府警察部は京都地方検事局 の指揮に よ っ て ､ 出 口王 仁三郎 以下
大本教幹部 65 名 の 一 斉検挙 を行な っ た. 橋川文三 は ､ こ の 事件を京大滝川事件
･ 天 皇機
関説事件と並ぶ ､ 日本 フ ァ シ ズ ム成立過程に おける ｢異端の 排除+ の
一 環 と して捉 えて い
る99｡ こ の 弾圧 の 背後に も相川 は関わ っ て いたようだo 彼に よれば ､ 大本教に つ い て は京
都 の 学務課長時代か ら ｢何か割り切れ ない もの を感 じ+ てお り ､ そ こで ｢京都府 の警察部
長 に は､ 私 の 信頼す る薄田美朝君を､ また同特高課長には真面目で 堅実優秀な青年官僚の
杭迫軍 二 君を推薦 して ､ 就任 して もらい ､ 大本数の調査 に努力す る ように頼ん だ+とい う
100
o
果たせ る かな､ ｢大本教の 教義に 臥 日本の 政治がうまく行か ない の は政治の 大本が 間違 っ
て い るか らで あ る ､ 日本は ス サノ オ に統治される はずで あ っ た の にア マ テ ラ ス に追われ た
ため ､ ア マ テラ ス の 子孫 が天皇とな っ て今日 に至 っ て い る ､ これ が根本の 間違 い で あ っ て ､
ス サノ * の 後衛で ある自分 (出 口王仁 三郎) が天位に つ か ねばならぬ とある+ とい う内容
の報告が 上が っ て きた ｡ さらに､ 大本教の 宣伝歌に は ｢イ マ ノ テ ン シ ニ セ モ ノ ナ リ+
｢ァヤ ペ ニ テ ン シヲ カク セ リ+ と いう暗号が含まれて い る ことが発覚 し､ 国体変革罪
とい う罪状をも っ て検挙 に踏み切 る こ とにな っ た
10l
｡
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さらに ､ 翌 1936年 2月 2 5日には全国の督療部長を集めて大本教弾圧の 対策会議を実施
した102｡ 彼が大本教弾圧 にか ける情熱の ほ どをうかがう ことが でき る｡ しか し､ こ の 翌朝
に字･26事件が起 こ り ､事前に ク ー デ タ ー 計画 をつ かむことができなか っ たことを問われ ､
相川 は朝鮮総督府 の外事課長 - と左遷 される こ とになる1108. 外事課は ､ 主に満州国にお け
る朝鮮人を統括する任務を負 っ て い たという104｡ 当時の 満州国と日本の関係 は ､ 日本に治
外依権が認 め られ てお り､ 植民地化され 日本領となっ て い た当時の朝鮮出身者も満州国に
お い て は 治外法権者とされて い た｡ したが っ て ､ 満州国の朝鮮出身者に満州国の 施政権は
及ばず ､ 代 わりに朝鮮総督が施政権を有して い た o 外事課は ､ 施政権の 実務担当で ある.
こ の 外事課長時代は､ ｢五族協和+ をうた っ た満州国を管樗する関東軍に よ っ て ､ 五族 の最
下層に位置付 けられ冷遇 されて い た朝鮮民族 の ｢繁栄向上の お世話+ を したと相川 は語 っ
て い るが105､ 詳 しい こ とはよく わか らない ｡
さて ､ 1937年 7月 7 日 ､ 相川は宮崎県知事就任 を命ぜ られる｡ ｢永い 間待ち望んだ県知
事の椅子 に着く ことができたか らには ､ 今まで脳裡に描い てきた理想的県政を展開 して 見
たい+ と いう思い が相川 には強く あ っ たとい う｡ 彼は宮崎 - 着任の 日時を知らせ る電報 を
打つ と同時に､ 県民大会 を開く準備をするように要請 して い る106｡ 宮崎県知事と して の疲
は ､ 宮崎の ｢天孫降臨の 聖地+ と して の 性質を強調する ことで地域の振興をうながす こと
に力 を注 ぎ､ 就任以来多く の講演を行な っ て い る｡ 一 例と して ､ 1937年 10月 9 日 の県教
育会 における相川 の講演をこ こ に挙げておこう｡ 彼 は講演の 最初に ､ 宮崎県の 荒廃を述 べ
て い る｡ 彼 に よれ ば､ 宮崎の 学生や児童 には ｢不動堅忍の決意+ が ｢現 はれて居ない+ し ､
｢雄々 しき面魂で 何処迄もや つ て行かう+ と いう気合が少ない ｡ また､ 開墾や植樹が進ま
ない . 米 の 収穫に しても ー 段歩当り 一 石 八斗五升で ､ 全国平均の 二 石三 - 四斗 ､ 佐賀や福
岡の 三 石 に比 べ 少な過ぎる ｡ 全国の 一 人あたりの 資産が平均 240 円強に対 し､ 宮嶋は 65
円弱 ､ 沖縄をの ぞ けば全国の 下か ら 一 位か 二位で あるム 1 年 あたりの 勤労時間に して も､
全国平均 5956 時間に対 して宮崎は 5520 時間で あり少ない 107｡ そ して ､ 彼 は ｢二 千六百
年前の 我 が日向の 先祖の偉業を考え､ 天孫の 降臨遊ばされたる此の聖地を考え ､ 而 して現
在のや うに 日向を荒廃させ て居ると云ふ ことを考えるとき如何にも現在の 日向人と して ､
天祖に対 し､ 皇孫に対 し 神武天皇に対 して相済まない の で あります+ と慨嘆して い る
108
｡ 現在の 荒廃が ､ 二 千六 百年前の 神武東征に深く関わっ た日向人の 栄光とい うフ ィ ク シ
ョ ン に対帰させ られ ､ 栄光よ再び と訴えられ てい るの である ｡ なお ､ こ の 講演で ､ 彼 は ｢日
向の 山野 の 開発 は先づ 心田 の 開発 より始めなくて はならない+ と して ､ 青年 へ の教化運動
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を広く呼び かけて い る109o
｢日向 の青年 の胸 に も､ 其の 先祖の偉業を植ゑつ け ､ 之を現在に実現 させやう｡ 素直で質
の 良い ､ 伸々 しキる日向の青年 - 之に大理想を与え､ 之に鍛錬を加 へ るo 鍛 つ て行く ､
眼の 球が 光るやう に鍛 つ て行く ｡ ダラリと して屠 るの が キリツ とするやうに鍛 つ て行く｡
人間は鍛 はなけれ ば真価 は出ませ ぬ 〔｡〕 正 宗の名刀 と錐も良 い 素質の 鉄 を選 ん で ､ 之 を鍛
っ て行く か ら矢張り名刀 が 出来 るo - - ･ ･ 日向の振興は､ 結局は 『心 田 の 開発』 に ある ｡ 精
神 の 作興に ある. それ は 一 に教育家諸 君の 興奮興起 ､ 教育家諸君が此 の 五十年の ､ 日向敬
育会の歳月 を経て ､ こ ゝ に猛然と して奮起せ らる ゝ やう願 ふ こ とに存する+
110
神武 天皇時代 の先祖 の 精神 を作興 し､ その ｢偉業+ を現在に実現させ る目的 をも っ て行
なわれ る こ の 教化運動 が具体的なか たちと して現われたの が祖国振興隊の 結成で ある ｡ 祖
国振興隊 の計画 は 同年 11月 の 知事談話で発表され ､ 12月 に入 る ころ には 隊の シ ン ボル と
して の旗が作られ ､ 12月 22 日宮崎神官にお い て ､ 知事以下 500名 が参加 して 隊旗授与式
が行なわれ た1 11｡ 相川 の 構想 は迅速に実現 に移されて い っ た｡ なお ､ 隊旗の デザイ ン は ､
白地 に三本 の 黒線が引かれ ､ そ の 下に 日の 丸が描 かれたも の で あるo 相川 によれば ､ ｢黒線
三本 は 日向の神 代三代を表わ し､ そ の 三代 を経て現代 の 日本国が ある こ とを示 した+ の だ
とい う112｡ 振興隊の 作業内容 は ､ 開墾 ･ 植林 ･ 埋 め立て ･ 改修な ど多岐にわたるも の で あ
っ た｡ 作業実績に つ い て は ､ 『宮崎県史 通史編 近 ･ 現代 2』に詳細 な表が掲載され て い
る113｡ また ､ 『宮崎県経済史』 所載の表 によれば ､ 祖国振興隊は早くも 193 8年 には 636
の 小隊 ､ 隊員数は 150634名 に達 して い る｡ 最盛期で ある 1940年 には 708の ′J､隊､ 隊員
数は 244738各 にまで脹れ上が っ て い る ｡ 戦争の影響で ､ 特に 1942 年 に は大幅な隊員の
減少が見られ るが ､ 1943年に は持 ち直 して 21 3000名とな っ て い る114o
祖国振興 隊に は隊歌が 存在して い る｡ 当時宮崎小学校訓導の桑原沓が作詞 に あたり ､ 陸
軍軍楽隊の 浪岡惣 一 郎が作曲 した. 四谷 文子らに よ っ て ビク タ
ー レ コ ー ドに も吹き込まれ
て い る｡
ト
､ 名 も高千穂の神風 に 振興隊旗廓 か しつ / 流汗淋離無意の 行く 聴けや大地 の 鍬の
育/見よ振興に燃ゆる意気 これぞ祖国の 力なり
二 ､ 旭直射す野に山に 朗富商の 声響く時/日向畠民の 大躍動 知 るや吾等 の 誠忠を/見
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よ輝ける其の 行く 手 天業恢弘窮みな し
三 ､ 遠 つ 祖神の大御業 輔けま つ り し其血潮/今ぞ湧き立 つ 我が胸に ああ肇国の 大理
悲/見よや東亜 の新天地 八 紘をもつ て宇 (い え) とせ ん+ 115
そ?三番 の 歌詞中に 株 ｢八紘
一 宇+ の言葉を見 るこ とが 出来るo 『宮崎県経済史』の 評者
が指摘する ように ､ ｢祖国振興隊の指導原理で ある祖国日向振興の 思想は ､紀元二 千六 百年
奉祝祭の根本理念と直結 し奉祝会諸事業となつ て物心両面に表現+ されて いく ことになる
116
｡ 八紘 之基柱は ､ ｢祖国振興隊+ の指導原理 の結晶でもある｡
4 - 2 ｢八紘之基柱+ 建設計画
中央で の紀元 二 千六百年事業は､ 1 935年10月 1日 ､岡田首相によ っ て 内閣に紀元2600
年祝典準備委員会が設置 されたこ とか ら国家事業として本格化する117o そ の後 ､ 1936年 7
月 1 日に は準備委員会が改組 され ､紀元2600年祝典事務局 と紀元2600年祝典評議委員会
が設置 される118｡ 同年 11月 9 日の評議委員会第二 回総会におい て ､ 六 大事業が決定され
たo そ の 内訳 臥 ①橿原神宮境域ならびに畝傍山東北陵 (神武天皇陵) 参道の 拡荘整備､
②神武天皇聖蹟の調査保存顕彰､ ③御陵参拝道路の 改良､ ④日本万 国博覧会の 開催, ⑤国
史館 の建設 ､ ⑥日本文化大観の 編纂出版で ある119｡ 相川はこの 計画決定の後 に宮崎県知事
となり ､ 熱心 な運動に よ っ て ､ 1 938年 7 月 ､ 新たに奉祝事業として 宮崎神宮境域の 拡大
整備事業を加 えさせ る こ とに成功 した｡ 相川 に よれば､ 祝典事務局の 2 代目局長歌 田千勝
が相川 の 大学の 同窓生だ っ た こ とが足がか り になっ た の だとい う120｡ これ を受 けて ､ 1 938
年10月 13 日､ 紀元 2600年宮崎県奉祝会および祝典事務局が県庁の 三 階に設置され る こ
とにな っ た｡ なお ､ 最初の 宮崎県奉祝会の 奉祝事業計画に ｢八紘之基柱+ 建設 は入 っ て い
ない ｡ しか し､ こ の 時点で建設計画はすでに ス タ
ー トして い た o 『大阪篠目新聞』1938年
1 0月 2 日朝刊 は ､ 相川 が ｢皇祖発祥は申すにお よばず神武天皇束征まで御四代の 聖業を垂
れ給ひたる歴史に鑑み て殊 の ほか 意義深く記念事業を計 乱 し､ 上京 して 関係 各当局 と慎
重に 打ち合わせで あると報 じた ｡
て ′ I 7
｢- - - 県営事業として は神武天皇が皇居を定め給ひ たる宮居屋の御跡に
一 大事国塔を建立､
国運 の進展と 日本精神 を象徴す るこ とになつ た/これが ため肇国塔は内地は勿論 ､ 日本人
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の 雄飛すると こ ろ世界の 隅隅まで も呼びか け献石 をも とめて つ く らる べ く ､ 特 に 日本精神
を体得 したる美術家とい ふ条件を附 して塔 の設計者を物色 して ゐ る+ 12 1
お そ らく こ の 記事が ｢八紘之基柱+ の メ ディ ア初露出で あろう｡ 同 じ紙面 に掲載された
相川 の 談話 に は ､ 鳩 営事業の 肇国塔は 二千六 百年 の 日本現勢記録 を刻ん で 千古に伝 えた
い と思 つ て ゐ ます ､ 肇国塔 とは仮の痛ですが仏教の 塔 ､ 西洋 の 記念碑とは全く異 つ た意 味
を持 つ もの で す+ と ある｡ 興味深 い こ とに ､ こ の記事 で は ｢大肇国塔+ .とい う名前で は あ
る が ､ す で に基柱建設 に関するか なり具体的な計画が見 られ る｡ つ まり ､ 第
一 に ｢国運の
進展 と日本精神を象徴する+ 塔を作る こと ､ 第二 に ､ 塔の 建設資材と して ｢日本人 の 雄飛
すると ころ世界の 隅隅まで も呼び か け献石 をもとめ+ る こ と､ 第三 に､ 塔に ｢二 千六 百年
の 日本現勢記録 を刻+ むこ とが こ こ に示 されて い る o い ずれ も ｢八紘之基柱+ に おい て実
現 して い る ｡
19 38年 12月 5 日の 宮崎県議会に お い て ､基柱の 計画が より具体的に示 された . 紀元2600
年記念事業の具体的内容とそ こに含まれて い る思想的背景に 関して 石神啓吾議員に よ る質
問が あり ､ 相川 は石神 の 質問に対する答弁の 中で ｢八紘 之基柱+ 計画 につ い て詳 しい 説明
を行な っ て い る ｡
｢だ い た い 考えてお りまする こ とは ､ 大き な御柱と申 します か ､ そ うい う永久 に残 る よう
な壮大 なる御柱を作りた い ｡ そう して高貴の 方にお願 い して ､ そ こ に八紘 を掩うて宇 とな
すと い うお言葉で あるか ､ ある い は天 下皇沢 という文字 であるか ､ そ うい う御親筆を願 つ
て - これ もわれわれ の 希望で ありま して ､ 実現するか どうか判りませ んが ､ われわれ の
希望.と して はそういうも の を彫刻する . それか ら
一 部には 二 千六 百年 の祝典の 行 なわれる
時に おける 日本 の 国力 ､ 国勢とい うもの を刻み込ん で おく ､ 二千六 百年の 祝典の行 なわれ
る時 の人 口 ､ 国土は どの 位あるか ､ 日本の勢力 ､ すなわち､ 陛下の御稜威が どれだけ及ん
で い るか ､あるい は滴州 国とは 一 体不可分の 関係に なつ て ､そ う して満州国ができて い る o
支那 には こ うい う政権ができ て い るとか ､ ある い はどうなつ て い るとい うような ことを､
とに か
■
く大事なこ とだけを銘記 して おく ｡ そ うすれ ば二 千七 百年 の 祝典の 行なわれる 時に
当た つ て ､ たとえば日本 の 国力 がどうなつ て い るか百年前 の 二 千六百年 の祝典が行なわれ
た時 に は ､ 日本 は満州 国と 一 体不 可分の 関係に あり北支には 臨時政府が あつ て こうな つ て
い たが ､ 百年 の 間に は日本の 国力は こ こ まで伸び た ､ 東洋が現実の 日本 の 力に よつ て こ う
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なつ た とい うふうな
一
つ の ､ 神武天 皇の 八紘 一 宇の 御精神が 二 千六 百年を基調として どれ
だけ進展 して い る か ､ 将来 これが停滞する こ とは断 じて い けませ ん｡ 停滞せずして どん ど
ん進展させ して ゆく ｡ そう してそ こにお い てわれわれ 日本国民がますます反省をするとい
う 一 つ の もの に したい o それでそ の 建設物 の
- 材料として ､ 日本の各府県か らはもちろん ､
朝鮮も ､ 台湾も､ 樺太も ､ それか らできれば満州も､ 北支も ､ シ ンガポ
ー ル で も､ 香港で
も ､ アメ リカ でも ､ そ うい う方面で 日本の 八紘
一 宇の皇威の及ぶとこ ろから右を - つ 集め
て ､ 石がなければ土で もよい ､ そ う してそ の
一 つ の建設物の材料にす る ､ また神武天 皇が
美々 津の港より御進発 にな つ て大和の 地にお 出で になりまする道筋の 各町村か らも石 を
一
っ お 出 しを願う ､ そ うして そうい うもの を土台に.して八紘
一 字の 大精神が盛り 上つ て い る
ようなも の をひと つ 造つ て み たい ､ こうい う気持 ちでおります｡ これ が後 に残るもの で あ
ります+ 122
以上の 相川の 答弁 によれ ば､ ｢肇国塔+建設計画が ､ ニ ケ月 の 間に八紘
- 宇の 大精神 を表
わ した塔 - と発展 した こ とがわかる ｡ そ して ､ そ の 塔には 日本の 勢力 - 天 皇の ｢御稜威+
が世界 に どれ だけ及 ん で い るか を示すことが求められ ､ そ の ために世界中か ら石 ある いi耳
土を集めて塔 の 材料とす る こ とや ､ 日本 の 国力 ･ 国勢を記録する ことが決 定された o 満州
国の こ とが繰り か え し言及 されて い考の 臥 彼が宮崎県知事に転ずる前 に総督府外事課長
として勤務 した経歴が影 響して い るの ではなか ろうか ｡ あるい は ､ 千 田稔が指摘する よう
に ､ 植民地経営の経験が ｢八 紘之基柱+ の 建設計画を生み出したとさえい える かも しれ な
い 123｡
なお､ 高貴の 方に ｢八紘 一 宇+ の題字を頼むという彼 の計画はすで に水面下では交渉が
始ま っ て い た｡ 12月 9 日の ｢御束遷ヲ中心 トセ ル上代 日向座談会+ で相川 は ｢極秘です け
れ ども+ と前置き して ､ すで に秩父宮に ｢八紘
一 宇+ あるい は ｢六合照徹+ ｢天 業恢弘+ と
い っ た題字の執筆の 依頼が可能か どうかを宮内省に行 っ て打診 し､ ｢出来 よう+とい う回答
を得たこ とを明らかに して い る124｡ 相川の 回想 に したが っ て秩父宮
へ の 題字依頼に関す る
詳 しい 経過 を記 して おく と125､ ｢天皇陛下の ご真筆はお それ多い の で ､ お願 い す るわけに
はい かない が ､ せ めて御直宮の 筆頭で あられ る秩父宮にお願 い したい+ との考 えか ら秩父
宮 - の 依頼とな っ たと い う｡ 秩父宮は 1937 年に発足 した財団法人紀元二 千六 百年奉祝会
の 総裁で もあ っ たか ら ､ 相川の 人選は こ の 面か らしても適当だっ た とい えるo 相川 は秩父
宮がイ ギリ ス に留学して い た当時､ ち ょうど海外研修であり ､ そ の 際に親 しい付き合 い を
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持 っ たと い う｡ そ こ で ､ 彼は秩父 宮邸に赴い て直接秩父宮に会 っ て 交渉を行 な っ た ｡ 秩父
宮は 相川 の建設趣旨を聞い て しばらく だま っ て い たが ､ 開 口 一 番 ｢も っ と大きくで きない
か+ と言 い ､ 相川 が ｢日本 一 の 高さで ござい ます+ と答 える と126､ ｢な るたけ大 きく しよ
う+ と注文を出 して い る ｡ 完成 した ｢八紘之基柱+ の 高さは 120 尺 (約 3 7メ ー ト ル) に
も及 ぶ もの とな っ たが ､ これ は 当時 の 丸 ビル (30 メー トル) よりも高い こ とを目標 に定め
て決 定された｡ こ の 高さ - の こだわりの裏に ､ 秩父宮の 積極的な意見があっ た こ とが うか
が える｡ 秩父宮は ､ ｢い つ まで に書い たらよ い か+ と聞き ､ 対 して相川が翌年 の秋 ごろまで
にと答えたとこ ろ ､ ｢ゆ っ く り して欲 しい ､ 私は 手習 い せ ねばならぬか ら+ と い う返答が あ
っ た ｡ 以上 のや りとり によ っ て ､ 秩父宮の題字の 獲得が確 定したようで ある｡ そ の 後 ､ 和
解は 品質が よ い とい うの で ､ 福井県 の岩野平三郎が製造 した越前鳥子 賦百枚を取り寄せ 秩
父宮に送 り ､ 1939年 12月 1 日 ､ 秩父宮直筆による ｢八紘 一 宇+ の文字が相川 の 次の 知事
で あ る長谷川知事 に送られた o 秩父 宮に よ る ｢八紘 一 宇+ の文字 は､ 塔の 正 面 に刻まれた
ほ か ､ 塔内部に設 えられた校倉作り の厳重 の 中に収められた｡ 現在は､ 厳重 の 中か ら出さ
れ宮崎神宮に収められて い ると い う.
基 柱の 設計者も ､ 1938年 の秋 ごろに は 目名子 実三 に決定 して い る｡ 日名子 と相川 の 出会
い に つ い て は今迄 も っ ぱら相川 の 回想に したが っ て ､ 公務で相川が 上京 した折に突然滞在
先の ホ テ ル に 日名子が尋ねて きたとい う ことにな っ て い たが ､ 三叉 たか しに よる調査 で詳
細が 明らか になり つ つ あるQ 三叉 は宮崎市で 画廊 を経営する青木備の 話と して ､ 相川 が設
計 の 担当者を捜 して い た際 に ､ 都城 の島津久厚の お付きの 人間と接触す る機会 が あり ､
'
そ
れと なく 人さが しを依額 した と い う逸話 を紹介 して い る ｡ そ して ､ 島津が洋画家の 山田新
- に ｢建 築家か彫刻家でも い い か らだれ か適当な人 は い な い か+ と相談 した結果 ､ 日名 子
と･ほ東京美術学校の 同級生だ っ た山 田が 目名子 を推薦 したとい う流れがあ っ たようだ127｡
なお ､ 先述 した 12月 9 日 の 座談会には ､ 日名子も同席 して い る｡ 日名子は ､ こ の 時期 ､
宮崎県を取材 して ｢八紘之 基柱+ の 構想を練っ て い たようだ｡ ちなみに ､ 座談会 で 目名 子
は 宮崎県 の 文化を｢ - 番大和 民族 の真髄に触れて い る+ ｢外の 土地に はさう古い もの があり
ま せぬ+と して絶賛し､ ｢日本の 昔の 姿の億の 文明を見 ようとすれば日向に行 けば見られ る
といふ風 に して 日向を 一 つ の 集古館の やうに+ する こ とを勧めて い る128.
基柱のデザイ ン ･ コ ン セ プ トは ､ 相川と目名子 によ っ て翌年三月 まで に は ｢皇国 日本 を
象徴する御幣+ に決定 して い る｡ 日名子 に よれば ､ こ の アイディ アは ｢輝く 二 千六 百年 に
当り多く の彫刻家の 中か ら選 ばれた こと に感激 し､ こ れは天与の 使命である Q
一 億の 力 に
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よ つ て 一 番 よ いカ を私に与えられ たの で ある+ と感 じた彼が宮崎神宮 に詣で神助を祈り御
幣を拝 した際得たイ ン ス ピ レ ー シ ョ ン によるという129o 相川 は相川で ひ らめきに よ っ て御
幣の アイ デ ィ ア を得 たと い う｡ 相川 によれば､ 19 38年の 秋目名子 が知事室を訪れ ､ ｢大体
の 構想が で きた+ と い うo そ の 折に相川に ひ らめきがあり ｢日弟子 さん ､ 純 日本式です よ.
御幣だ ､ 御幣をも とに なにかJ とい っ た｡ 日名子 は大きな目玉 をギ ョ ロ リと光らせ なが ら
償 い たとい う｡ 二人 の証言を合わせ るならば ､ ま さに 二人は以心伝心 に よ っ て御幣の ア イ
ディ ア を互 い に持 ち寄 っ たとい う ことになる｡ ただ､ 二人の 証書には劇的な要素が含まれ
ておりその まま信 じる こ とをむずか しい 点が ある｡ なぜならば､ 近代日本におい て御幣を
象っ た塔 の建設 は ､ ｢八紘之基柱+が初めてで はないか らで あるc 二人が基柱 のデザイ ン を
検討 して い る時点にお い て ､ すで に 日露戦争の 戦死者を取 る ｢御幣形+ の 大連忠霊塔 【図
3 - 11】 が存在 して い た130. 1936年から37年に かけて ､ 朝鮮総督府の 外事課長 として .し
ば しば満州国を訪れて い た相川勝六 はもちろん こ の塔の存在を知 っ て い たに相違なく ､ 八
紘之基柱 の ｢御幣+ にも大きく影響したもの と推測され る｡
こ の御幣に こ め た思想的意義は ､ 19 39 年 3 月 の相川 の講演 ｢紀元二 千六百 年奉祝 と県
民の 覚悟+ にお い て詳 しく説明されて い る｡ 相川 によれ ば､ ｢す べ て 日本人は常に自分の罪
穣を碓ふ こ とが ､ 古来宗教的信念の 根底をな して居る+｡ そ して ､ ｢我国固有の信仰+で は ､
現人神で ある の は天皇だけで なく ､ 東郷神社 ･ 乃木神社 ･ 靖国神社の 例に見られるように ､
国民もまた神 になれ るo ｢吾々 の 生活 に於 ける最 高の 理想 とい ふもの は - , ･
- 結局神 に配 ら
れ るやうな人間になる といふ ことで ある+0 ｢罪穣れを破 つ て私心を去り､ 雑念を払ひ ､ 至
純 の ,L､境に到 つ て神に額づくとき ､ 本当の神人合
一 の境に入る+ こ とができる o したが っ
て ､ 御幣 の 姿は 日本人 の平素の 思想 をよく表わすもの であるとされる13 1o また ､ こ の 御幣
による蔽 い の 思想 は ､ 国内の 信心 に限定され るもの では なく ､ 中国との 戦争を正 当化す る
レ トリ ッ ク と して も用 い られて い る｡ 相川の 観で は ､ ｢容共抗 日+の 思想をもつ 人び とが
｢支
那人本来 の 姿で あるとは思はない+｡ 彼は ､ 今 回の 戦争は ｢此の容共抗日の 悪雲を破ひ 支那
の 本来 の 姿をあらはす為め+ なの であると した132. したが っ て ､ 御幣と して の ｢八紘 之基
柱+ は次の ようなもの と して説明される ｡
｢八 紘之基柱は ､ 此 の 日向の 全市町村か ら又 日本全国か ら献ぜ られた石 を土台として積ま
れる の で あるが 日本 内地は固より世界各地に飛躍 しつ ゝ ある 日本人が ､ こ の 日向を中 JL
､と
して力 を致せ て八紘之基柱を造る . そ して基柱は罪磯を破ふ御幣なの で あるo こ の 国民の
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総力に よる御幣を以て青々 自分の罪梯を政 ひ ､ 日本の罪穣れ を破 ひ ､ 支那 の 罪穣を破ひ ､
世界の 罪穣を感ひ ､ 真に八紘 一 宇の 正 しき平和を確立する｡ 之れ即ち建国の 大理想実現の
ため御幣の か たちを採つ た所以で あります+ 133
こ う して ､ ｢八紘之基柱+建設計画 は具体化 に移 され る こ とに な っ た ｡ 巨大な御幣は ､ ｢八
紘 一 宇+ の 精神 を表わ し､ 日本 ･ 中国 ･ 世界の 罪積れ を払うもの とされた. まさ しく こ こ
に は ､ 田中智学以来 の ｢世界統 一 + 思想を見 るこ とが 出来るが ､ 敬神家で ある相川 は智学
の論理 を神道的 に い い か えて い る｡ 神道説 によ っ て粉飾され た ｢聖戦+ の論理 は ､ 戦場と
な っ た中国に住む 人びと の感情な どは 一 切意に介さない に独り善が りの 論理に よ っ て戦争
を正 当化 して い る｡
また ､ 基柱は 世界の 中心を表わ して い る ｡ 天に伸び るそ の フ ォ ル ム が中心性 を強調 して
おり ､ さらに建設資材で ある石が 世界中か ら集められ ることに よ っ て ､ こ の基柱が世界の
中心 で ある ことが強調されたQ そ して ､ 基柱は神武天皇建 国の ｢大理徳+ を具現化 した姿
で あるとされ ､ こ の 基柱建設 を通 して ｢八 紘
一 宇+ の 理想の 実現が広く呼び か けられ る こ
とにな る の で ある｡
4 - 3 メディ アイ ベ ン トと して の ｢八紘之基柱+ 献石 事業
題字に 関 して は秩父宮か らの 内諾を得､ 世界を破う御幣と い う コ ンセ プ トも決まり ､
相川 の 事業は幸先の 良い ス タ ー トを切る ことに なっ た ｡ しか しながら､ 基柱建設 の 具体化
には当初か ら困難が予想された ｡ 一 つ に は ､ 計画が突飛過ぎて 賛助者がなかなか得られな
い で あろう こ と ､ もう 一 つ に は資金の 問題 ､ そ して 石 をどの ように 集める かで奉る . 相川
はそ の 間の 事情を ｢人 口僅か八 十五 万 ､ い わゆる 三等県 の 宮崎県が行 なう事業で あり ､ こ
れを日本全 国はもちろ ん ､ 広く海外にまで 賛意を得るに は ､ 何よりも マ ス コ ミ の 力を借り
て 宣伝するほ か はな い と思 っ た+ と述懐 して い る134｡
相川 は 1938年の 秋に はすで に大阪朝日新聞と大阪轟 日新聞 に対 して協力依頼の 働きか
けを行な っ て い る｡結果と して 二社の うち､短 日と の 協力体制が 急速に形作られて行 っ たo
転 日と して は ､ ｢橿原神宮を大 阪朝日新聞が援助 したもの だか ら ､ こ ちらを
- つ やりた い と
い ふ 商売気+が強く働い て い た135｡ 相川 も ､ 奈良県 の奉祝事業 - の対抗意識が多分にあり ､
轟日 との協力体制とな っ たの で ある｡ 相川 と大阪短日の 主幹で ある平川清風が ｢同期の学
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衣+ で あ っ た こ とも こ の協力体制の 背景には存在 して い る136｡
『大阪短日新聞』1939年2月 11 日朝刊は紀元節の 日を選ん で ､ 皇紀二千六 百年奉祝本
社の 記念三 大事業と.して ､ ①宮崎神宮
芋 庵原神宮神鉾奉献国防自転車行軍､ ② 『二 千六百
年史』 募集､ ③ 『八紘之 基柱』 建設を発表 した｡ 合わせて ､ 基柱建設資材 となる石材の 献
石募集を予 告して い る137｡
相川 の 回想に よれば ､ 転 日新聞の キ ャ ン ペ ー ン にも関わらずはじめはほ とん ど反響が な
か っ た｡ しか し､ やがて キ ャ ン ペ ー ンが効をあらわし､ 逆に石 が集まり過ぎるという事態
にな っ た｡ そ こで ､ 献石 に 関 して限定を設けるこ とになっ たの だとい う138｡ 宮崎県奉祝会
が作成 した ｢八紘 之基柱材石 寄贈要項+ によ っ て ､ 献石 に 関する規定を見て置くこ とに し
ょう189｡ 第 一 に ､ 海外 か らの 寄贈は､ ｢朝鮮､ 台湾､ 南洋及 ビ満州国ニ アリテ ヘ 道府県 ､
総督府 ､ 州庁及 ソ レ ヲ 区域トス ル 公 的団体ヨ リ各 一 個+ に限定され ､ そ の 他海外の 日本人
会 か らの 寄贈も 一 会 一 個の献石 と定められた｡ 第二 に ､ 石 の 材質.t 大きさが定められて い
る｡ 材質は ｢堅撤ナル 風化 シ難キ材質ナ ル コ ト+ が求められた｡ 先に引用 した相川 の 談話
にもあっ たように ､ 基柱 は ｢後に残るもの+ で なく ては ならなか っ た｡ それゆえ､ 堅固な
材質が要求されたo 石 の 大きさは多少の 大ノ+､は差 し支えない とされながらも ､ 縦約 4 5セ
ン チ ､ 横約 60セ ンチ ､ 幅約 15 センチ と定められてい る . 大きさの 限定は ､ 郵石 の受け付
けの簡便を図り ､ か つ 建設資材として有効に利用する ための措置で あると思われる｡ 寄贈
の 申 し込み は､ 最寄り の 大阪轟日 ､ 東京朝日の 各支局 ･ 通イ言部気付で所定 の申込書 に記名
捺印の上 ､ 1939 年 6 月末まで に送付されたもの を受けつ けると した｡ ちなみ に ､ 貨物 運
賃は鉄道便 ･ 船便ともに 5割引の便宜がはか られ た｡
『大阪轟日新聞』 1939 年 8 月1 日朝刊によれば､ 応募締 め切りまで に 1209団体か ら
1269個の ｢赤誠溢れ る礎 石+ が全国か ら寄せ られた140｡ 最終的な献石 の 畳は 『日向 日
･日
新聞』 1940年 11月 26 日朝刊の 記述によれば 1 789個に及 び ､ ｢国内各府県 を始 め朝鮮､
台湾､ 満州 ､ 支那 ､ 南洋諸島､ 米国 ドイ ツ等世界各地の 我同胞の 居住地と支那大陸に 出征
中の 各部隊より其の 占領地の 記念すべ き石+ が宮崎に送 られてきたと伝えて い る
1Li l
o 献石
には寄進 団体の 名前が 一 つ - つ 刻まれた142. 献石 団体の 詳 鍬 こつ い て は､ 宮崎の 市民 団体
｢平和 の塔+の 史実を考える会がリス トを作成して ､ 同会編『石 の証言』に掲載 して い る
-43
o
なお ､ 同会は石 の 採取先の 現地調査を含めた綿療な作業を通 して献石 が送られる過程 を調
査 して い る144o
『大阪転 日新聞』 は ､ ｢八紘之基柱+ 完成に到るまでの 1 年余り ､ 献石 に関する記事を
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紙面に 鶴度も掲載 して い る｡ 新聞記事が伝えたもの は ､
一 般 の市民に よる献石 よりも世界
各地 の 日本人会か ら送られた献石や 戦地か らの 献石 に関す る情報 で あるo メ ディ ア を介し
た情報 を通 じて ､ 読者は 世界 中か ら石 が宮崎に集約され ､ 丁本 の 巨大な柱
･ 御幣 とい うか
た ちに な っ て顕わ れ るさまを体験す る の で ある｡ ｢八 紘之基柱+はメ デ ィ アイ
ベ ン トと して
企画運営され た｡献石 に関する記事の いく つ か をこ こ に原文の まま挙げておく こ と にするo
これ らの 記事に よ っ て ､ 献石 の 実際の様子や読者が体験したメ デ ィ アイ ベ ン トの 雰囲気を
感じ る こ とができ ると思う｡
｢ドイ ツ か ら遥々 献石 日本人会決蒔
ベ ル リ ン本社特電 【廿 日発】 ベ ル リ ン 日本人会で は十九 日 の 年次総会で八紘之基柱献石
の件を満場 - 致で可決 し石材購入発送 は総務理事 日本郵船 ベ ルリ ン在勤有吉芳禰氏に
一 任
され た ､同氏は早速各方面 にはか つ て盟邦ドイ ツ の 代表的な石材を物色する こ とに な つ た+
(1939.6.2 2) 145
ドイ ツ は ､ 1936年の 日独防共協定に よ っ て 日本の 同盟国とな っ たo ドイ ツ か らの 献石 は
日独 の友好を強調すると共 に ､ ドイツ とい う地を同盟と い うか たちで あれ皇威が及ん だ先
と して位置付け る ことに なる｡
｢宮崎県 の 二千六 百年奉祝事業 ｢八紘之基柱+ は本社協援の もとに着々 進行 し全国各地は
勿論 ､ 遠く海外 の 赤誠の 献石 申込みが続いて ゐ るが廿 六 日本社宮崎支局あて 中支戦線で輝
く武勲をうたはれて ゐ る木 島部隊か ら南昌附放で採取 した石 を送 る旨同部隊長か ら正式申
込卑が あり､ また宮崎県出身で現在旅 順在郷軍人分会長 ､ 財団法人関東州戦跡保存会
主事
の 予備陸軍 工兵 中佐伴野英二 氏か ら矧1肝軌跡の 石 二個を便 附 こ託 して届ける旨通知が あ
つ
た o･/そ の 一 個は軍神広瀬中佐が 旅順 口封鎖の際 閉塞船に積ん だ御影石 で三 十年 間旅順港
口 の 海底深く沈 ん で ゐたの を引 掛ヂたもの 〔.〕表面 には歴史を語りげに怖が
一 面に附著 し
て ゐ る｡ 他の 一 個は二 ○三 高地 の 碇石 で ､ 貴い 興亜の 礎となつ た触多忠勇の 士 の 血をに
じ
ませ た聖石 で ある ｡ /なほ こ の 日支那 馴 機 内日本人会か らも太湖石 の 献納申込みがあ
つ
た (宮崎発).+ (1939.6,27) 146
こ の記 事は ､ 日露戦争における旅順 卿各作掛 こ由来する石 が宮崎 に献納された こ とを伝
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えて い る o 当時 の 人び とにと っ て ｢満蒙は 日本の 生命線+ で あり ､ こ
l
の ｢満蒙問題+ を語
るときあらゆる人 びとが ｢十万 の英霊 ､ 二十億の 国帝+ という言葉を想起せずに は い られ
なか っ たp 満州 を思うとき人びとは ｢明治大帝の御偉業+ をまず思い権益云 々 よりもまず
そ こ に流された血 が想起 された147. 橋川文三 が指摘するように ､ 満州に対す るイメ ー ジ は
｢境野 にそ びえ る忠霊塔のイ メ ー ジをともなう ｢聖地+ で あり ､ 国民感情を無限に刺激す
る使命感の 振泉でも あっ た+ 148o 当時広く知られた満州行進曲の 一 番は ｢過 ぎし日露の 戦
い の/ 勇士 の骨をうずめたる/忠魂塔を仰ぎ見 よ+ と歌 い始められており ､ 六番 で ｢東洋
平和の ため なれば/われらが い の ち捨つ るとも/ なにか惜 しまん ニ ッ ポン の /生命線は こ
こ にあり/八千万 の は らか らを/ともに守らん権益を+ と命がけで権益を守 る ことが 呼び
か けられて い る 149o 旅 順 口 の 石や二 ○三高地 の 石 は満州神話 に彩られた 1｢聖石+ と して ､
八紘 一 宇 の 大塔 を飾り ､ その 聖性をいやお うなく高め るの で あるo ちなみ に満州 国で も
1940年7月 ､rr八 紘 一 宇 の 建国精神+ を具現化 した 一 大 モ ニ ュ メ ン トで ある建国神廟が建
設 される に至 っ て い る150｡ 旅順口 の石 に つ い て は後日歓がある｡ 『大阪毎 日新聞』1940年
6月 11 日朝刊によれば ､ 基柱の施工 を担当 した大林組の 専務の 一 人が､ 37年前の 旅順 口
閉塞作戦にも参加 して いた こ とが偶然発覚 し､ 感動の 対面とな っ たとある｡ 専務は ｢三十
七年後の 今日そ の 当時の なつ か しの 石 に八紘之基柱で対面 しようとはまるで夢のや うです｡
何か 八紘 - 宇 の御精神 に旅順港閉塞事業とこ の 聖柱を通 じて神秘に考 へ られ て なり ませ
ん+ と語 っ て い る151o こ の基柱の聖性 は ､ 神話や因縁を最大
'
限に利用 して演出された.
献石記事で は 中国大陸の 占領地か ら石 を送られてきたとい う記事がや はり目 を引く｡ 一
例挙げてお く こ とに しよう｡ ちなみ に記事中の伏せ字は作戦の 秘密を守 るために行なわれ
たもの で当時の ままで ある｡
｢o o日深更歓呼の 嵐を浴び て0 0 駅を通過 した0 0部隊お よび佐野部隊
一 部帰還勇士 を
乗せ た列車から 二 つ の 菰包み が後藤賀前軍曹 (宮崎県門川町由身) 一 行に よ つ て歓送迎の
人々 に手交された ｢こ れが 両部隊長か らこ とづ か つ て来たわれらの 部隊の 心か らの お みや
げです+ とい ふ ､ 開い て み ると中支戦線に勇名を馳せ た00部隊お よび佐野部隊で は本紙
によ つ て祖国日向に ｢八紘之基柱+ 建立の 大事業を知るや直に本社を通 じて湖北省崇陽県
城壁 より採取 した 石灰岩 の献石を申込んで来てゐ たが後藤軍曹 - 行の 晴れの 帰還 に託 した
もの で ある ､ なほ現在の 献石 申込みは千二 百四十個､ 奉讃金七十五万 六千五百円に達 して
い る+(1939.7.23) 152
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こ の 記事で は自発的に献石 がなされた か の ように伝えられて い るが ､ 軍か らの 献石 は組
織的に行 なわれたようで ある ｡ 中国か らの 献石 に関 して は､ 相川か ら 1939年 7月 15日付
の 書簡で 陸軍大臣板垣征四郎に対 して ｢光輝ア ル皇軍ノ征地 二 於 ケル記念石+ を加 えて さ
らに盛柱の 意義を深く した い とい う内容 の 正式な依頼が あり ､ 板垣 から同月 29 日付 の指
令で在満 ･ 在支各 軍 (師団) 参謀長 に対 して協力要請 の 通牒が なされて い る153｡ 師団宛の
通牒によれば ､ 石 の 個数は師団轟に 二 つ まで とされて い るが ､ そ の うち
一 個は師団指令部
付近 の もの と し, もう 一 個は ｢成ル - ク 第 一 線附近ノ モ ノ トス+ るこ とが 求められた ｡ し
かも
r
r第 一 線 二 於テ ハ 成ル - ク皇威ノ及 - ル 極限点附近ノ モ ノ+ とい う但 し書き が附せ ら
れた こ とか らもわか るよう に ､ 軍か らの 献石 は ､ 国勢が どれだけ拡大 して い る の か を証明
する物的証拠 と して扱われた｡ 相川 は 日中戦争を｢八紘
一 宇+の 実践で あると捉 えてお り ､
中国の 占領地か らの 献石 を基柱に加 える こ となく して ､ ｢八 紘之基柱+の 完成は な いと考え
て い た｡
なお ､ 基柱背後に は､ 日向重孝 が県の 依頼で起草 した ｢大 日本国勢記+ が陰刻されて い
た154｡ ｢大 日本帝国 ハ 神国ナリ+ の語 によ っ て書き始められた国勢記は ､ 神代 ､ ア マ テ ラ
ス が日 向に降臨 し､ 神武 天皇が 日向国中の精鋭を率い て ｢束遷+ するまで の 歴史を描き ､
続けて 明治維新以降､ 日清日露 ､ 第 一 次世界 大戦を経て 国威が拡大する様を述 べ ､ 満州事
変 ､ 日中戦争勃発 と続く大陸で の 戦争を ｢東亜永遠ノ 平和確保ノ為メ 国家ノ総 力ヲ挙ゲテ
孝 二 当ル+ と要約 して い るo 続く部分で は ､ 植民地を含む領土 の東西南北の境界 ､ すなわ
ち東端 ･ 千島占守 島東崎 ､ 西端 ･ 新南群島､ 南端 ･ 新南群島､ 北端 ･ 千島阿頼度島北端を
緯度経度とともに 示 して い る ｡ 加 えて ､ 委任統治領 で ある南洋群島の 東西南北 の 境界も同
じ書式で掲載され て い る｡ 国勢記 の末尾に は ､ ｢今ヤ 聖代ノ 下 ､ 紀元二 千六 百年ノ任年 ヲ迎
フ ｡ 会 々 第二 次世界戦役起り ､ 帝国 ハ 内､ 万民翼賛ノ 新体制ヲ確立 シ ､ 外 ､ 独逸
･ 伊太利
卜盟約 シ ､ 世界新秩序建設ノ偉業 二 適進 シ ､ 以テ 八紘
一 字ノ 大理想ヲ顕現セ ン トス+ と国
家主義者が描く ユ ー トピア と して の ｢八紘 一 字+ の 精神に統
- された日本像 ･ 世界嘩が記
された｡ 彼が描い た大理想が遂に ｢顕現+ しなか っ たこ とはそ の後の歴史が 明らかに して
い る ｡
.
そ して ､ 彼 の刻ん だ文字も今や削られ存在 して い ない ｡
ともあれ ､ 国勢記は ､ 相+lIが構想 した通り ､ ｢日本の 国力 ､ 国勢とい うもの を刻み込ん で
おく ､ ニ 千六 百年の 祝典の行なわれ る時 の人 口 ､ 国土は どの位あるか ､ 日本の 勢力 ､ すな
わち ､ノ陛下 の御稜威が どれだけ及ん で い るか+ を忠実に示 したの で ある｡
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4 - 4 八紘之基柱の完成
八紘之基柱 の 建設予 定地は ､ 当初皇宮屋 (神武天皇の 宮居比と考 えられて い た地) と
されて い たが ､ 『宮崎新聞』1 939年3月 2 日朝刊が伝える通 り ､ 宮崎市下北の 岡山公 園の
敷地 に変更 され るこ ととなっ た｡ こ の変更理由に つ い ては､ 相川の 回想に はある日知事室
に辻利吉内務部長､ 上塚弘学務部長 ､ 多田雄次郎経済部長の 三人がや っ てきて ｢知事さん
皇宮屋よりも っ と雄大な場所があります｡ 後に古墳を控え､ 大変規模の 大きな高台です｡
日向灘や櫨ヶ 原 ､ 霧島の秀峰を仰ぐ､ 太古さなが らの 素晴ら しい とこ ろです､ こ こ は い か
がで しょう+ との熱心なすす めがあり ､ 実際に行 っ てみて魅せられて しま っ たの だとい う
155
｡ 同年3月 5 日 には相川知事 ､ 根井宮崎市長 をは じめとする宮崎県奉祝会首脳が 日名子
実三とともに建設予定地を視察して い る156｡ そ の 後 ､3月 1 5日には鍬入れ式が 行なわれ ､
相川 の 陣頭指揮 のもと祖 国振興隊をは じめとする 4000 人が 動員されて ､ 建設予 定地の 台
地を切り崩す整地作業が進められた ｡ 3月 23 日に は､ 日名子実三 に よる八紘之基柱の 模型
が完成 し 【図3 - 12】､ 基柱の具体的構想が 固ま っ た157｡ ､
1939年 5月 20日に は盛大に起工式が行なわれて い るQ 上空には数十機の 陸海軍の 戦闘
機が飛来 し､ 男女の祖 国振興隊隊員の 代表者2 15 郎ミカ
ー キ ー 色の 制服 に身 を固めて居並
ぶ中､ 午前 1 1時 ､ 河合宮崎神宮宮司の祝詞か ら儀式が始まり､ 続いて ｢八紘+ に因ん で 2
名演 ばれ た8歳の 少女が草刈初及び穿初の 儀式 を執り行っ たo なお ､ 当日の様子 は 『大阪
庵 日新聞』1939年 5月 21 日夕刊に よ っ て詳 しく報 じられて い る
158
o
基柱の 建設 工事は大阪の 大林組 に発注された o 相川に よれ ば､ 大林組 の社長に宮崎 の ｢偉
人+ 上原勇作元帥の 二女が嫁い で い るとい う縁故があり ､ 県庁建設を請け負っ た実績があ
っ た か らで ある とい う159｡ お り しも戦時体制で 資材は不足 しがちであ っ た が､ 基柱の 骨組
み に用 い られた鉄材は当時県営の 発電所を建設す るため に調達 した鉄材をいく らか融通 し
て もらう こ とで ､ 用 を足らしめた160o 建設資金は ､ ｢浄財+ の 寄付金で
一 切 をま かなうこ
とに決 められて い たようで ､ 原田積善会からの 10万円を筆頭に県内の 名の ある会社､ 工
場 ､ 高額納税者に協力 を依頼し予算額を集める ことに成功 したo だが､ 県議会と しても県
費を出す べ きだとい う意見が高まり､ 県か らは 5 万円の助成金が奉祝会に支出されたo ま
た ､ 県民に対 しても - 人あたり 10銭の 募金が求められ ､ 最終的に募金総額は 130 万円 に
達 したと い う161｡ ちなみ に ､ 高額寄附者に は 日名子デザイ ン の 徽章が寄付金の 金額 によ り
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10穐制作され贈呈された162｡ 最終的な工費は 67 万円で あるか ら ､ 半分近く余 る計算に な
る ｡ こ の余 っ た募金 は奉祝会 の 予算に編入された ようだ163｡
八 紘之基柱 の 外郭は 1 939 年 11月 中には完成し､ 1 940年 4月 3 日(神武天 皇祭) には
基柱正面 に刻まれた八紘 一 字 の 文字の 除幕式と定礎式が 行なわれ (ちなみ に定礎の辞 は正
面扉の 左手 に銘刻されて い た が現在は削 り取られて い る164)､ 1940年 11月 2 4日に は秩父
宮 による八紘 一 宇 ｢御免筆+ を厳重 に収め る奉安式が行 なわれ た. なお ､ こ の 間 の 1939
年9月 に相川 は広 島県知事 に転 じて お り､ 八紘之基柱完成の儀式に は長谷川新知事が臨ん
で い る｡ 相川 は ､ 基柱竣工 か ら 1 ケ月 を経た 1940年 12月 28 日にようやく完成 した八紘
之基柱を目 の あたり にする こ とが できた165｡
奉安式 の 式次第は ､ 『大阪藤 田新聞』1940年 1 1月 24 日夕刊 ､ 25 日朝刊によれば次の よ
うなもの で ある｡ まず､ 24 日午後 5時 ､ 秩父宮御使今村別当 ､ 長谷川知事 ､ 奉祝会員､ 中
等学校代表者ら 500名が宮崎神 宮に参列 して修破 の儀などを行な い ､ そ の 後 ､ 聖装の 神官
か ら火切 石 で聖火 16本の 松明に移す分火の 式典を終え､ 5 時 30分宮崎神宮を出発 して 6
時八紘之 基柱 に到着､ そ の火 が基柱の 四隅に設えられた大栄火台 に点火 され ､ 東方遥拝の
後 ､ 神宮宮司によ っ て厳重 の お破い が行なわれ ､ 一 同最敬礼 の うちに長谷川知事が ｢御免
筆+ を持ち厳室内に入 り ､ 奥 の奉安殿 に収め､ 万歳斉唱によ っ て 一 連の 儀式が締 めくく ら
れ た166o 当 日の 新聞に は ､ 四 つ の大賛火台及び基柱頂点 の溢光灯と地上に置かれ た二 つ の
照光器 に よ っ て ライ トア ッ プされた八紘 之基柱の写真が掲載されて い る 【図3 - 13】｡ 暗
闇 の 中浮び上が る 巨大 モ ニ ュ メ ン トとそ の 前に居並ぶ制服姿の 人 び とを見て ､ 例 えば レ
ニ ･ リ ー フ ェ ン シ ュ タ ー ル の 映画 ｢意志 の 勝利+ (1935) な どで見 る こ との 出来るナチ ス
の儀礼 を思 い浮 か べ るの はわた しだけで あろうか ｡ 祖国振興隊が 1938年に ヒ ッ トラ ー ユ
ー ゲ ン トの表敬訪問を受けるな ど､ 宮崎県 の青年運動 にはナチ ス との 深 い 関係が あ っ たこ
とが うか がえる の で あるが ､ 基柱を中心 とする火 の儀礼に は､ ナチ ス の 政治祝祭の ノ ウ ハ
ウが採り入れられ る こ とはな か っ ただろ うか ｡ い まの とこ ろ ､ 証拠が ない の で確言できな
い が ､ ヴィ ジ ュ ア ル か ら受ける印象は極めて近 い ような感 が ある ｡ なお ､ 11月 25 日の 竣
工 日 を記念 して 1941年か ら44年まで毎年行 なわれた ｢八紘祭+ は ､ 夜に執り行う こ とを
常 としたo ｢聖火+ によ っ て闇夜 に照らされた八 紘之基柱は ､ 荘厳な偉容と して人び との 目
の 前に立 ち表われ ､ まさに聖 なる柱と して ､ 悪 しきを蔽う御幣と して受容され るに 至 っ た
こ とで あろう｡
翌 日 の竣工奉献式 には高松宮が ｢台臨+ して さらに盛大に行なわれた｡ 本来 ならば､ 秩
192
節三牽 ｢八紘 一 宇+ の 視覚化
父 宮が こ の 儀礼に訪れる はずだ っ たの で あろうが ､ 秩父 宮は紀元 二千六 百年奉祝会総裁と
して の 激務によ っ て 体調 を崩 し､ 中央におけるメイ ンイ ベ ン トとなっ た宮城前広場 におけ
る 11月 10日の 式典に も欠席 して い る｡
当 日の 盛況ぶり､ 式次第を 『大阪轟日新聞』1940年 11月 26 日夕刊か ら抜粋引用 して
おく こ とにする｡
｢八紘 之基柱竣工式祭典は午後 - 時十分か ら挙行 ､ 海抜ニ 百尺とり どりの 献木 にふ ち取ら
れた三千坪の 広場に は神 代三 代を表徴する六十本の 祖国振興隊旗が式場正 面に翻翻と翻 り
聖柱の 下向つ て右側 にほ 礼装の来賓､ 左側 には足立楽長以下佐世保海軍軍楽隊の廿三名 ､
一 千余名 の 学生合唱団員 ､ 三 千余名 の 九州各県代表青年団員､ 奉祝会員､ 祖国振興 隊など
一 万余名が栄えある けふ の喜び を明るく包ん で整然とゐならぶ ､ 仰げば聖柱高く正面に拝
する秩父 宮殿下 の御姓筆 ｢八紘 - 辛+ がひ としほ誇 らか に会衆の 眼に迫る 〔o〕 定刻斎主河
合宮司以下関係諸員所定の 座につ く と手洗水の儀 があつ て 一 同聖柱に射 し敬礼､ 奏楽の う
ちに修破降神献撰あつ て河合宮司朗々 と祝詞を奏したの ち全員 ｢海ゆか ば+ 合唱裏に玉 串
奉貧に移り河合宮司 ､ 秩父宮殿下御使今村別当､ 秋月宮崎県奉祝会副総裁 ､ 長谷川宮崎県
奉祝会長 ､ 野村同県会議長 ､ 奥村 〔大阪轟 日新聞〕 本社長 〔､〕 設計者 日名子実三 氏 そ の他
恭しく奉献､ 撤鱗昇神 の 諸儀あつ てさらに午後 一 時三 十二 分から同式典に入 つ た 〔o〕秩父
宮御使今村別当に 一 同敬礼 した後寺田県土木課長の 工事報告 ､ 郵総裁秋月 子爵式辞 ､ 長谷
川奉祝会長お よび苦心の設計者日名子 実三氏の挨拶､ 首相(佐佐木侯藤代理)､ 野村県会議
長､ 奥村本社社長 の祝辞､ 祝電の 披露が あつ て滞りなく終つ た､ つ づ い て同三 時 一 分高松
宮殿下 の奉迎式 を挙行 ､ 参列員 - 同粛と して御迎 - 申上げるうちを殿下には長時間にわた
る台臨 の御つ かれ の色も拝せられず佐世保鎮守府海軍軍楽隊の君が代奉楽裏に聖柱前御座
所に立た せ られた､ 開式 を宣してか ら凍に向つ て 宮城を遥拝､ 君が代奉唱 の の ち長 谷川宮
崎県知事謹みて奉迎の 辞 を言上 ､ 紀元 二千六百年頒歌の 斉唱が あつ てか ら殿下 には長谷川
奉祝会長 の御先導で親 しく八紘之基柱を御参観､ 同三 時四十五分か らさらに流鏑馬馬場 に
台臨遊 ばされて 一 切の 歴史的奉献式 射まめでたく終了した+ 167
また ､ 『日向日 日新 聞』1940年 11月 26 日朝刊によれば当日午後6 暗か ら
一 万人が参加
して 提灯行列が行なわれた168o かく して ､ 八紘之基柱は完成を見た . なお ､ LLL中恒 によ れ
ば194.1年以降､ ｢全国民的な規模で ､ 極く 一 般の 日常生活の 中 - ､ ひ とつ の 国家的イメ
-
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ジ の ､ それも シ ン ボル と して+ 八紘之基柱 のイメ
ー ジが ｢強力 に送り込まれ た+｡ 基柱 の絵
や 写真､ レリ ー フ ､ 文鎮などの 模型が作 られ販売され ､ 児童雑誌 の 附録に基柱の 模型 が付
けられ も した169｡ 富士 山を背景に した 基柱が 図柄に な っ た 4銭 の 記念切手が発売され 【図
3 - 14】､ 基柱をデザイ ン した 10 銭紙幣も 194 年に発行され て い る 【図3 - 1 5】o 後者
の 紙幣の 図像で は ､ 天 か ら地上 へ と光が 注 ぐ様子 に よ っ て ｢天 孫降臨+が 暗示 され て い る ｡
こ れは 八紘之基柱 の ｢聖性+ を演出す る視覚効果 であろう ｡ 10銭紙幣は ､ 金属供 出 の ため
に起こ っ た貨幣不足 を補うため に発行 されたもの で あり ､ こ の 紙幣の デザイ ン を通 しても
っ ともよく八紘 之基柱のイ メ ー ジ が世間に浸透 したの で はない か ｡ また､ 内務省情報局で
殊腕 を振 る っ た検閲官の 鈴木庫蔵 陸軍中佐の 著書 『国防国家と青年 の進路』 の 表祇デザイ
ン に も ､ 光り輝く八紘之基柱の意 匠 (と基柱を背に前方 を指差す半裸の青年像) が採用さ
れて おり170､ 八 紘之基柱の 受容経路に つ い て は今後の調 査が要され る ｡
第 五節 ｢八紘之基柱+ の 表象分析
5 - 1 基柱外部の構造と意味
で は ､ 改めて基柱 の各部位 の表わす意味に つ いて論 じて いく こ とに しよう｡ まずは ､
外部か ら見て おく｡ 『宮崎新聞』1939年 4月 9 日朝刊は､ 日名子 の デザイ ン の 概要を解説
して い る｡
ト ､ 形態は従来 ありふ れ たる碑塔と全く形成を異に した る日本古来独特の武器其の 他 を
組み合わせた
-
､ 聖柱の 中軸は楯を組み合 わせ武 を表徴 した
-
､ 四角 には密蒼た る森林より伐採せ し材木を注連縄にて 結びて そ の 上に姫火 を焼き神
火 を1思ばせ る
-
､ 四方に鉾 を加 えて 更に武威化 し
-
､ 四角下方 に武 ､ 農､ 工 ､ 漁の 各群像 を置き皇祖時代 の 日本 の 産業を表徴 し国家産業
成立 の基と し国家興隆の本 は各種産業の進展を示 す
-
､ 柱は本県山岳部の 段々 畑 を形 どりたる段の 組合せ の 上に魂然と して蛇立 せ しめた
-
､ 正 面台部の入 口は西都原古墳鬼之窟の 入 口 を像り古代日向を表 し
-
､ 総体の 台は国内は勿論海外 同胞よ り寄贈の 石 を組合せ て築造するもの に 其の 周囲は
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聖地佐野原の 玉 垣の 形を執り大玉垣を廻 らす
-
､ 基柱の 総高百二 十尺絶頂 二間四方の 面積あり高く壮大而 して其の 基柱全形を見 る時
其の形御幣に似せ られてあり此の御幣を以て我国はもとより全世界 の 罪櫛れ を疎ひ
之 を化育 し之を掩ふ て家となすの御精神 を顕現せんとするもの に して 一 度此の 基柱
に接す るや心身 自づ から硬斎を受く るの 感が起る+ 171
以上の概要 にお い て ､ 基柱外部の 意味僻釈は ほぼ尽 されて い るが ､ 図版に 即 しながら､
最初に基柱の 中軸､ 次に 四手中､ 正面入口 ､ 中軸全体の フ ォ ル ム の 順で詳細に 見て おく こと
に しよう｡
基柱中軸の 正面に は ､ すで に何度も触れて い る ように､ ｢八紘 一 宇+ の 文字が刻 印され て
い る 【図 3 - 16】o こ れ は秩父宮の筆になるもの で ､ 四尺 四方の 石 に拡大された. もとに
なっ た直筆の色紙は ､ 厳重内部の奉安殿に八紘之基柱の御神体と して 安置された｡ 現在 見
られ る ｢八紘 一 宇+ の 刻字は ､ 1946年に GI‡Q指令に よ っ て削除された後 ､ 1965 年 に復
元されたも の で ある｡ 削除の 跡が現在でも刻字の 周囲に白く残 っ てい る｡ 基柱の 裏面には
｢紀元 二 千六百年+ の文字が刻印されて い る 【図 3 - 10】. こ ちらは広島県知事 に転 じた
＼
相川勝六 の 筆に なるもの がもとにな っ て い る｡ ちなみ
′
に ､ 相川は 1939年1写月 12 日早朝
厳島神社に参篭し､ 前夜か ら神前に供えた和紙 に向か っ て こ の 7 文字を書い たと いう172｡
｢紀元 二千六 百年+の 文字の 下部に放め込まれた南支派遣軍指令部から贈られた献石 には ､
先にも引用 した ｢大日本国勢記+ が刻印されて い た 173｡ 現在では碑文が削り取られそ の 跡
を見る こ とが出来 る の みで ある 【図3 - 17】o 基柱中軸は ､ 安山岩の 一 種で ある日向石が
用 い られており ､ 上代風の楯を5 つ 重ねたデザイ ン になっ て い る｡ 1940年 11月 25日の
竣 工式で読まれた日名子の 挨拶文によれば､ こ の 楯は ｢〔日本〕 書紀 にある天皇盾を立て ､
雄叫び をなされ給 ひ し故事+ に なら っ たもの とい う174｡ これは ､ 『日本書紀』 巻 三の 神武
天皇即位前紀の所収 された五瀬命の挿話を指して い る ｡ 神武軍が長髄彦軍と対峠 した際､
流れ矢が 五瀬命に命中 した｡ 神武天皇はそれを憂い ､ ｢我は 日の子 で あり ､ 日 に向か っ て 敵
を討 つ の は天道に逆 らう こ とに なる ､ 今 一 度撤退せ よ+ と命じた. そ の命 を受け､ 軍 は撤
退 し草香津に至 っ て盾 を立てて雄叫び したとい う｡ 以上が , 挿話の 内容で ある175｡ こ の楯
のデザイ ン は宮崎神宮の神事に用い られる楯をヒ ン トに形作られたもの で ある 176｡ これ は
｢武+ を象徴するもの だとい うが ､ 端的に は ｢神武東征+ の シ ン ボル であり ､ 天皇あるい
は ｢皇軍+ の武威を表すもの と解釈できるだろう｡
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基柱 の 四 隅､ 四神 の 上下に は 聖火 を象徴す る韓火 台が配 されて い る 【図 3 - 18】【図3
- 19】o 『宮崎県改外史』 に所載された宮崎県助役西沢喜義 ｢八紘台 ･ 八紘 の 基柱の構成と
意義+ ( 初出は束京 日向社発行の 郷友雑誌 『日向』 八紘祭号 [1941年1 1月])によればこ
の 簿火 は ｢大和民族の結束と向上を現す+ とされて い る177｡
文字が 刻印され て い な い基柱 の 南北側面 に は ｢神鉾+ が配置 されて い る 【図3 - 20】｡
この ｢神鉾+ は宮崎神宮の御神事祭に用 い られ る鉾 の デザイ ン を採用 した もの で ある178｡
なお ､ 大阪鯨日新聞の 紀元二 千 六 百年事業の 一 つ で ある ｢宮崎神宮 ･ 橿原神宮 神鉾奉献
自転車行軍+ に用 い られ た宮崎神 宮神鉾のデザイ ン 【図 3 - 21】 と ､ 基柱の 一 部に 取り入
れ られた ｢神鉾+ のデザイ ン を比較すれ ば､ これらが 同 一 の デザイ ン で ある こ とは 明らか
で ある ｡ 宮崎神宮東門にも ､ 神鉾 をデザイ ン に取り入れた小 さなオ ベ リス クがある が 【図
3 - 22】､ 八紘之基柱よりも先に作られたもの で あるか どうか はわか らない ｡ こ ちらの ｢鉾+
もまた ､ 解説 によれ ば ｢武威化+ の ための 装飾で あり ､ ｢大元帥+ 天皇 (神武天 皇) お よ び
｢皇軍+ の 武威を象徴 して い る｡
次 に四神 を見て おく ｡ 四神 の 内訳 は､ 荒御魂像､ 和御魂像､ 幸御魂像､ 奇御魂像で あり､
それ ぞれ武 ､ 工商業､ 農業､ 漁業を表わ して い る｡ 当時 の新聞には信楽焼に よ っ て 作成さ
れ たもの と報 じられたが ､ 本草 冒頭に引用 した 『宮崎県史 通史編』 で は ｢滋賀県貴生川
焼の 陶像+ とされて い る ｡ これ は 『宮崎県政外史』 に所載された西沢 の 原稿が典拠 にな っ
て い る179｡
荒御魂像 【図3 - 23】 は ､ 上代 の 甲帝に身を包み ､ 兜をかぶり ､ 刀 を侃き ､ 右手で楯 を
前方 に か ざ した武人の 像で あ る｡ 楯 には こ の写真で は見えにく い が ､ 楯の 日輪の 内部に は
八 胤烏が描かれて い る 【図3 - 24】o 神武東征の 際に ア マ テ ラ ス か ら使 わされた八 胤烏は
神武軍 を先導 したことで知られ る｡ 荒御魂は ､ 神武軍 の兵士 を象徴して い ると思われ る｡
なお ､ こ の 像は戦後 GHQ の指令に より ､ 八紘
一 宇 の 文字が削除された際 ､ 同時 に削除の
対象にな っ た｡ 現在の荒御魂像は ､ 19 62年 9 月 に復元されたもの で ある ｡ 写真で比較す
る限り ､ 戦前の ままに復元されて い る｡ 厳重内部に は ､ 復元 に用 い られた原型 が残 されて
い る 【図3 - 25】o 和御魂像 【図 3 - 26】 は ､ 右手 で鏡を抱え､ 左手 には 勾玉 を持 つ o そ
の 足元 に は 二種板の 土器 と埴輪が配されてお り ､ 工業お よび商業を象徴して い る｡ 幸御魂
像 【図3 - 27】 は ､ 母子像で ある ｡ 母 の 手に抱えられたも の は稲穂 ､ 子 の 手 に抱 えられた
もの は さや えん どうの ように見 えるが､ 穀物 の種類 はは っ き りと しない o 手か ら溢れん ば
かりの 穀物に よ っ て豊穣を象徴 して い ると思われ る｡ 母子 の 足元に は親子 の 鶏 ､ 兎 とい っ
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た家畜が配 され てお り ､ 合わせ て展業を象徴 して い る｡ ちなみ に ､ 三叉 たか しに よれ ば､
事御魂の 子 の 像は 日名子 の娘が モ デル となっ たという180｡ 奇御魂像 【図3 - 28】 は ､ 左肩
か ら投網 を下げ､ 左手 に植を持ち､ 右手には魚を二尾下げて い る｡ こ の像は漁業を象徴 し
て い る｡
なお ､ 定礎式 にお い て 目名 子 は ｢この 四神像がない と基柱になりません+ ｢四神像の 配置
に よつ て 永遠に大基柱は永遠に光彩陸離たるもの があると信 じます+ と述べ て い る181o 四
神は ､ ｢皇祖時代の 日本の 産業を表徴し国家産業成立 の 基と し国家興隆の 本は各種産業の
進展を示す+もの で ある とされて い るが ､ 同時に ､ 基柱が世界の 中心で あるこ とを表わ し ､
そ の 周囲四方を守 る四天王 の ような守護神と して も位置付けられて い ると思われる ｡ ゆえ
に ､ これ が なく て は基柱が なり たた ない と されるの で ある ｡
基柱入 り 口は ､ 宮崎県裏町に ある ｢西都原古墳鬼之窟の 入 口を像り古代日向を表 し+ た
もの で ある｡ 青銅に よ っ て作られた扉および欄間 【図3 - 2 9】 は ､ 『宮崎県大観』 上巻 に
ょれ ば ｢県内学童 の蒐集献納した天保銭で製作された+ とあり182､ 相川勝六 に よれば ｢全
県民に呼びか けて ､ それ ぞれ の 家庭にある蚊帳の 釣手やタ ン ス の 把手の供出をうけ､ こ れ
を鋳直 して つ く っ た+ という1 幻｡ また､ 三叉喬は ､ 郷土史家の 上村幸堵の話と して ､ 日名
子 が 一 銭銅貨を強引に使 っ たとい う説を紹介 して い る. 上村に よれば､ - 鋳鋼貨を用 い た
理由は ､ 皇室 の菊 の 紋が刻印されて い なか っ たか らで あるという184｡ こ の扉お よび浮き彫
り は ､ ギペ ル テ ィ がフ ィ レン ツ ェ の サン ･ ジ ョ ヴァ ン ニ 洗礼堂門扉 に彫 っ た ｢天 国の 門+
【図3 - 30】 と似通 っ て い る185. 日名子 は､ 192 7年から192 9年まで パリ に留学して い る
が ､ そ の 際 に これを見る機会はあり得ただろう｡ 欄間 【図3
- 31】 は ､ 透か し彫り に よ っ
て背景に榊が彫られ ､ 中央に鏡､ 剣が鏡の 上に横たえられて配され､ 剣 に絡み つ く形で 勾
玉 が配 され ､ 三種 の神器が表象され てい るo そ の 下､ ニ面の扉 【図 3
- 32】 には神武天 皇
東征の 船出が浮き彫りで描かれて い る ｡
神武船出の 図 に描 かれ た船は ､ 西都原古墳出土の 舟形埴輪 【図3
- 33】 を象っ たもの で
ある｡ 船上 の兵士 たちたちが手 にもつ 楯は基柱を形作る楯と同じ形を して お り ､ 兵士 が掲
げる鉾も基柱の 側面に彫 られたもの と同様､ 宮崎神宮神鉾を モ チ
ー フ に したもの で あるo
ちなみに ､ 大阪短 日新聞では ｢おきよ丸+ と名づ けた古代の 船を作り ､ 194 0年 4月 18 日
から28日 の 日程 で ､ 宮崎か ら大阪までを航海するイ ベ ン トを行なっ て い る【図 3
- 34】186｡
こ の｢おきよ丸+も同
■
様に西都原古墳出土の船形埴輪をもとに して製作されたと思われる o
い ずれも ､ 神武東征 の起点で ある ｢聖地+ 宮崎 を強調するもの で ある ｡
19 7
第三 章 ｢八紘 - 宇+ の視覚化
扉の 周囲 62の マ ス 目には記紀神話に基づく天地開閉か ら神武天 皇即位まで の
｢見る歴
皮+ が描か れて い る｡ そ のう ち､ い く つ か の マ ス 目に は記紀神話 に比 定が可能 なモ チ
ー フ
が見 られる ｡ り か レタ ー ･ エ ドワ
- ズ に よれ ば､ 左側の 扉 の 上段 中央 に描 かれた①蚕 の乗
っ た桑 の薬 ､ そ こ か ら左 に②稲 ､ ③麦 ､ ④粟 ､ ⑤大豆 ､ ⑥小豆 ､ と並ぶ 6 マ ス は ､ 『日本
書紀』巻第 一 神代上第五段 に見られ る ､保食神 の挿話が表わ されて い る【図 3
- 3 2- A】187o
保食神 は ､ 米飯や大小の 魚 ､ 狩猟 で得られた動物の 肉な どを口 か ら出す豊穣神で ある o 『日
本書紀』 で は ､ 月 涜神 が ｢口 より吐 い たもの をわたしに差 し出すなどと汚 らわ し い+ と
い
い ､ 保食神 を殺 して しまう｡ これ を聞 い たア マ テ ラス は激怒 し､ 月 読神を叱責 したo そ し
て ､ 天熊人 を保食神 の と こ ろに遣わ したo 保食神はすで に 死 んで い たが ､ その 死骸か ら牛
馬 ､ 粟 ､ 蚕 ､ 稗､ 稲､ 大 豆 ､ 小豆が生まれた o ア マ テ ラ ス は 天熊人 か らの 報告 を受 けて喜
び ｢是の 物は ､ 顕見 しき蒼生 の ､ 食ひ て清く
べ きもの なり+ と い い ､ 保食神か ら生まれた
作物 を育て させた188｡ 以上が挿話 の内容で あるo こ の 挿話は ､ 教育勅語の 各種解親書にお
い て.は衣食 の起源と して描かれて おり ､ 那珂通世
･ 秋 山四郎 『教育勅語術義』 で は ｢祖宗
が 蒼生を愛養 し賜 - る こ とは ､ 慈母 の赤子 に於けるが如く+ で ある こ とを表わすも
の と し
て捉 えられて い る189｡
また ､ 同 じく エ ドワ
- ズ は ､ 左 の扉の 左隅か ら上に数えて 8枚目の マ ス に記 された ､ ①
熊､ そ こ か ら下 に続く ､ ②八 鳳島 ､ ③家屋 ､･④小皿 8枚 ､ ⑤壷､ ⑥弓に止 まる金鶴 ､ と
い
ぅ6 マ ス に神武束征の 挿話が表象されて い る こ とを指摘して い る 【図3
- 32 - C】 190o こ
こ で は 『古事記』『日本書紀』 がミ ッ ク ス されて い るo 『古事記』 中つ 巻によれば ､ 神武天
皇は東征の折 ､ 紀州熊野 に上 陸して そ こ で 附 こ出会うo そ の 後神武 軍は道 に迷うが ､
ア マ
テ ラ ス が八 鳳烏を遣わ し ､ 道案内をさせ るo 続い て神武軍は宇 陀に赴く o 宇陀に は兄宇迦
夙 弟字迦斯の 兄弟がお り ､ 神武 は八樫烏 を使者に して 捌頃を求め たo する と､ 兄事
迦斯
は使者を鏑矢によ っ て威嚇し追い 返 し､ 待 ち構 えて討たん と して 軍を編成 し始 めたo
しか
し､ 兵 が集まらない ため､ 大き な宮殿 を作り ､ その中に民を仕掛けて待 ち伏せす る
こ とに
した｡ 弟宇迦斯 は兄の たく らみを神武軍に密告 し､ 神武 は事無き を得た
191
o
こ こ まで の 挿
話が①②③によ っ て表わされて い るo ④の小 皿 8枚､ ⑤の 壷 は 『日本書紀』 巻第三神武天
皇即位前紀に ある ､･八十島師 (やそ たける) と対決 の 際に神武が天平食 80枚 を作り ､
合
ゎせ て厳食 を作りこれ を丹生川に 沈めて 戦を占っ たとい う挿話 を表 わ して い る
192
o ⑥の金
塊は ､ 長髄彦との 掛 ､にお ける挿話で ある. 金色の 霊魂が飛び来りて神武天皇
の 弓に止 ま
り ､ その 光によ っ て長髄彦 の 軍は戦意を喪失して しま っ た
193
o
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金塊主題は､ 前章で も見たとおり , 神武天皇を描く際には好んで採用された主題であっ
たo そ して こ の時期におい てま さに時宜を得た主題とい うべ きで あろう｡ この 主題は , 冒
下の 日中戦争を ｢神武東征+ として読み替え , 勝利の 神である神武の細威による ｢皇軍+
の 勝利をア レゴリカル に (そ して 予言的に) 示すもq)だか らである ｡
基柱中軸全体の フ ォ ルムは ､ ｢神武束征+ の 神話にちなんだ楯を垂直に五 段折り重ねて ､
そ の 上に鉾を合わせ る こ とで形作られて い るo 全体の シル エ ッ トは ｢御幣+ を表わしてい
る｡ 相川が強く主張 した ｢自分の 罪械を紋ひ ､ 日本の 罪稜れを破ひ , 支那 の罪墳 を紋ひ ､
世界の 罪械を赦ひ ､ 真に八紘 一 字の 正 しき平和を確立し+､ ｢建国の大理想+を実現する｢御
幣+ が具現化されて いる の で あるc
すで に述 べ たように , 楯と鉾は ｢神武東征+ にちなむ天皇および ｢皇軍+ の 武威の シン
ボル であ っ たo 一 方 , そ れらが合 一 して形作られた御幣は - 体何な の だろ うか . そ こ には
『国体の本義』 が強調す る所謂 ｢神武+ が具体的な形象 として視覚化され てい る と思われ
る ｡ 『国体 の 本義』で は , ｢神武天皇の御東征の場合に も武が用ゐられた+ が ､ ｢こ の武 は決
して武そ の もの の ためで はなく , 和の ための武で あっ て ､ 所謂神武である+｡ そ して ｢我が
武の 精神は ､ 殺 人を目的とせずして活人を眼目として ゐる ｡ そ の武は ､ 万 物を生かさんと
1
する武であつ て , 破壊 の武で はない+｡ ｢戦争は､ こ の意味に於て ､ 決して 他を破壊し ､ 圧
倒 し､ 征服するための もの で はなく ､ 道に則と つ て創造の働をなし､ 大和即ち平和を現ぜ
んがための もの で なければならぬ+ とされる194｡
先述 したよう に , ｢神武東征+ は現今の 日中戦争の ア レゴリ
ー で もある . こ の 基柱中軸
の フ ォル ム と して 表された ｢神武+ の シンボル は､ ｢大和即ち平和を現ぜんがため+ の 戦争
とい う レトリ ッ クで 目下 の戦争を ｢聖戦+ と して位置づけ正当化する もの なの である ｡ す
なわち ､ われわ 叫まこ こで ､ 武威の シ ンボルが暴力のシ ンボルか ら救済の シンボル へ と変
容させ られる レトリ ッ クそ の ものが視覚化された状況を見 るこ とがで きる . さらに ､ ｢罪稔
れを払う+ とい う御幣が ､ 天皇 の祭紀王として の 権能を表して いるとすれ ば, それをアマ
テ ラス に由来す る ｢和+ (平和)を もたらす超越的権力の シ ンボル と して位置づける こと も
可能であろう ｡ ｢神武+ の シ ンボル の究極形態は, ア マ テ ラス的シ ンボル へ の変容 と して表
される の である ｡
と ころで ､ こ の基柱中軸の デザイ ンは , 相川 ･ 日名子ともに ｢純日本式+ で あるこ とを
強調 して い る ｡ 日本書紀か ら発想された上代風の楯と鉾を用
■
い た御幣 とい うデザイ ンは､
先述したように大連忠霊塔からヒ ントを得たもの で ､ まさ に ｢純日本式+ を狙っ たもの と
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い えるが , ｢日本式+以外の 部分か らアイディ ア を得て い ない とは言 い きれない o 例 えば千
田稔は, 五段に渡っ て楯を連ねたデザイ ン とア
ー チ構造を重ねて い るニ ュ ー ヨ ー ク の クラ
イ ス ラ ー ･ ビル の頂部デザイ ン 【図3 - 35】 との類縁性を指摘して い る
195
｡ また ､ 基柱建
設 に賛助 した大阪毎日新聞の主幹平川清風 臥 『霧 島』 (19 38･11) に寄稿して ､ 相川 の構
想 を聞き､ ｢トラフ ァル ガル の 戦勝を記念す る大記念碑+ や ｢ワシ ン トン記念碑+, パリや
ライ ブツイ ヒの記念碑を即座に想起 したと述べ て い る196. これらの 記念碑が ｢八 紘之基柱+
の デザイ ン に影 響したか どうかは確か めようがない が ､ 基柱の垂直 に伸びる フ ォル ム 臥
近代以降も多く の 記念碑に採り入れられたオベリ スク様式 で ある ｡ 私見で 臥 基柱の全体
像は ､ 近代の オ ベ リスクの なかで もフ ランス 人建築家で M IT(マサチ ュ
ー セ ッ ツ エ 科大学)
教授で あっ たデブラデル によ っ て 計画され た ｢進歩の 光線+ とい うプロ ジ ェ ク トの 図案
(1912)【図3 - 36】 に似て い るよう に思われる ｡ こ こで は ､ こ の 図案 と朝もやに包まれ
た ｢八紘之基柱+ の 写真とを比較してみ よ う 【図3
- 37】o オベ リスク様式の 中軸の 形態
が離似 して い る ことを確認で きる○ また , オベ リスク正 面の 階段は､ 基柱の 正面階段 と類
似して い る ｡ 全体 の 雰囲気における相似性は図版が雄弁 に物語っ て い る ｡ デブラデル は高
さ 150 0フ ィ ー ト (約457m) に及ぶタ ワ
ー を計画 して い た ｡ 実現 して い れ ば､ 世界 一 の
高さ で あっ たが ､ 結局実現には 垂らなかっ た. しか し こ の 図案 臥 デブラデル の 死の 翌年
1913年に 回顧展で展示された ｡ また ､ 八束はじめに よれば ､ ア メリカの ボ
ー ザ ー ル 建築家
協会 が これをモ デル に して マ ンハ ッ タンの 南端を飾 るモ ニ ュ メ ントの公募を行 なっ た とい
ぅ197｡ デブラデルが描 い た図案で は ､ オベ リ スクが もやの ようなもの に包 まれて おり , そ
の 先端が見えなも､o 雲を突き抜 ける ほどの 高さが表現されて い る ｡ 天 に届く高塔を作り上
げよう と したバ ベル の 試み を現代に陛らせ る試みだっ たの かもしれない ｡ もや 臥 神の 世
界 ヘ と繋がる橋として の オベ リスクの 神聖性を表わ して い る ｡ こ こ に挙げた朝 もや に包ま
れた ｢八 紘之基柱+ が神々 しく見えるとすれば, そ れは朝 もやが基柱と天 とを繋い で い る
か らで ある . 一 方の ｢八 紘之基柱+ もすで に述べ たよう に ､ 秩父宮の 言に よ っ て ｢日本
一
の 高さ+ を志向す る もの で あっ た ○ 高さ ヘ の 志向は ､ 帝国 の威光を輝かせ るため に不可欠
な要素で あっ た｡ また ､ 古代エ ジプトにおい て ､ オベ リスクは海か ら登る太陽を象徴 して
いた七 とか らす れば198､ 太陽の 神で あるア マ テ ラス の 子孫で あり , ア マ テ ラス と ｢御
一 体+
で ある天皇の権威を象徴する オベリ スクは, 本来ならばこの 世 に存在する何よりも高い建
築物で なくて はならなか っ たはずで ある ｡ しか し, 実際には 37m の高さで しかなかっ たo
また ､ ライ プツイ ヒ にある ｢諸国民の戦い 記念碑+ 【図3
- 38】 (1897 - 1913) は､ 外
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観の フ ォ ノレム や建築様式 における明確な類似点こそない が､ 記念碑の構成に ｢八紘之基柱+
の ヒ ン トにな っ たと思われる箇所が散見する199｡ 例えば､ 記念碑の 基壇正面中央 に据 えら
れたク リ､ス チ ャ ン ･ ベ - レ ン ス ｢聖ミカ エ ル像+ と像の 上に配された ｢神我 らと共に居ま
す (G O T T M IT U N S)+ の 大文字 【図 3 - 39】 は ､ ｢八紘之基柱+ にお ける正 面の ｢八紘
一 宇+ の 大文字と基柱入 り 口細間に彫られた ｢三種の 神器+ の配置を想起させ る ｡ ライ ブ
ツイ ヒ にお ける キリ ス ト教的シ ン ボル が ､ 記紀神話の シ ン ボル - と変換されたの で ある ｡
また ､ 記念碑内部にお い て広間を囲うように周囲の 壁面に彫像を多数配置する構成にも､
厳重内部の 壁面 に多数の レリ ー フ を配する基柱の構成との 共通点を見出すこ とが できる ｡
しか し､ こ こ に は明確な相違点もある｡ 例えば､ ライ プツ イ ヒ記念碑 内部の 堂内には ､ 高
さ 5m の ｢運轟+ の面が 8個あり､ それぞれ の 面の 両脇に 3.5m の 高さの 楯をつ い て うな
だれて 立つ 兵士像が配 され るとい う構成にな っ て い る 【図3 - 40】o そ して ､ 上 の 円廊に
は ､ それぞれ ドイ ツ 国民 の 不擁不屈 の剛気 ､ 献身的な心 ､ 信仰の 強さ ､ ドイ ツ国民 の 力を
表す美徳の 寓意像(高さ9.5m)が 4体設置され て い る【図3 - 41】｡ 後述する ように ､ ｢八
紘之基柱+ 厳重内部 の レリ ー フ は歴史 ･ 神話主題 がほ とん どで あり､ ま っ た く寓意 を含ま
ない わけで はな い が ､ 美徳という抽象概念の ための 寓意像で はない ｡ こ ごには ､ キリス ト
教美術の ような寓意表現 を持たない 日本の 宗教美術 (に限 らず視覚表象 一 般) の傾向が関
連 して い る ｡ なお ､ ライ プツ イ ヒの 記念碑は､ 『新建築』(1939.10)や『国際建築』(1940.2)
に紹介されて お り ､ 特 に後者で は近代建築にお い ては他に類例を見ない ほ ど大規模な戦争
モ ニ ュ メ ン トと いう位置づ けがなされて い る ｡ 以上に挙げた紹介記事 は､ 日名子 の設 計案
が完成 した後の もの で あるが ､ 先述 した平川晴風 の 文章 (1 938.ll) の例 を考えると ､ 同
時代の 建築家 ･ 有識者にと っ てライプツ イ ヒ の 記念碑の存在が常識に なっ て い た こ とをう
かが い 知 る こ とが でき る ｡ つ まり ､ 同記念碑は ､ 戦争モ ニ ュ メ ン トの 代表作と して早く か
ら知られてお り20 ､ 日名 子 がそ れを参照する こ と は十分可能であ っ たと推測 できる｡
5 - 2 基柱厳室内部 レリ ー フ の 分析
続い て基柱厳重内部を見てみ よう｡ 厳室の 正面奥には ｢御染筆奉安庫+ が設置されて
い る 【図3 - 42】｡ 奉安庫の 内部に
●
は ､ すでに述 べ たように八紘之基柱の 御神 体である秩
父宮直筆の ｢八紘 一 宇+ の 文字が額装されて収 められて い た 【図3 - 43】｡ こ の 文字が書
かれた紙を収 め る額縁に は粂の 大木が用い られて い る201｡ 戦後こ の 額は ､ G HQ に よる投
201
第三章 ｢八紘 一 字+ の視覚化
収 を恐れ た県職員に よ っ て奉安庫か ら持 ち出され ､ 現在 ば副郎中宮社務所 に収められ てい
ると い う202｡ なお 『大阪転日新聞』 1939年 11月 14 日夕刊に よれば ､ ヒ ノ キ で作 られた
奉安庫は ､ 奈良正食院を模 した校食造 を基調 と して お り ､ 屋根の 部分は西都原古墳出土の
家形埴輪 【図3 - 44】 のデザイ ン を採用 して い る203o なお ､ 同埴輪は ､ 八紘 之 掛主前広場
に向か う道に設置された手洗場 の屋根 の デザイ ン にも転用 されて い る 【図3
- 4 5】o 『宮崎
県政外史』 に所載の 西沢音義 の 文に よれ ば､ 奉安庫は ｢和風 工法の 粋+ が尽 され ､ ｢釘類を
一 切用 い ず ､ す べ て組み 合わせ式+ で制作された2 04｡
奉安庫を挟ん で左右の 壁面 には地図が描かれ た石 膏 レリ
ー フ がある ｡ 向か っ て 右は ､ 束
京 を中心 と した太平洋半球 の 図 【図3 - 46】 で ある o こ の 半球図は ､ 1940年 8月 1 日に
松岡洋右外相が発表 した ｢大東亜共栄 凱 構想 (松 岡に よれ ば ｢広く蘭印､ 仏印等 の 南方 ･
諸地域を包含 し､ 日満支はそ の
一 環 で ある+) 205の 境域を覆う範囲 に及 ん で い る o レ リ
ー
フ の 右上に は上代の 船､ 左下に 捌凡船が描かれ ､ そ して ､ 左 上には戦闘機 ､ 右下 に は軍艦
が措かれて い る｡ 日本軍 の武力 ･ 武威に よ っ て こ の 半球 の 秩序が治められて い る とい う こ
とを表象 したもの と捉 える こ とが でき る｡
奉安庫の 左 に ある レリ ー フ に 臥 大西洋半球が 描か れて い る 【図 3
- 4 7】o 甲 - ロ ツ パ
とア メ リカ を含むこ の 半球図は 一 義的には ｢西洋+ を表 して い る o とこ ろで ､ わた しは こ
れ を最初見た際に ､ ｢八紘 一 宇+ を座右の銘 に した石原菜爾の 『世界最終戦争論』(1940)
の 構想 を踏まえて い る の で は ない か とまず考 えた｡ 石原 は満州事変の 首謀者 と して知 られ
る著名 な陸軍軍人で あり ､ 1920年以降国柱会の 田中智学に師事し七い た o 彼 の最終戦争論
の ヴィ ジ ョ ン で 臥 天皇 を中心に して連合した東ア ジア とアメ リカと の対決に よ っ て ､ 東
洋 の 王道と西洋の覇道の どちらか が ｢世界統
- の 指導原理+ たる べ き かが決定する の だと
い う206｡ わた しは ､ こ の 大西洋半球に ､ 西洋の 覇道 を代表するア メ リカ 中心の 世界秩序が
描かれ て い ると推測 した ｡ そ こで ､ こ の 半球 の 中心を見 ると ､ ア ル ゼ ン チン 沖辺 りが位置
付 けられ て い る｡ 残念ながら､ アメ リカ 中心に は描かれて い ない o レ リ
ー フ 右上 に描かれ
て い る モ チ ー フ は よくわか らない ｡ 左 上に は帆船が描かれて い る o しか しなが ら､ 右下に
描かれて い る の は外輪船で あり､ そ の 形状は日本 を開国させ たあの 黒船を思わせ る o 最終
戦争論的 なヴィ ジ ョ ンが描かれ て い る とい う解釈は あり得 るかも しれない o ただ ､ 確た る
証拠 を以 っ て鋭明で きる わけで はない o それ でも ､ 両半球 の 図が ｢東洋+ と
｢西洋+ の 対
(あ る い は対決) と して表され て い るこ とは明らか で あるo
厳重内部の レリ ー フ に どの ような思想 が具現化されたか に つ い て は ､ 八紘之基柱
の 外部
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構造に焼舌な証言を残した相川や日名子は, そ の タイトル を述べ る のみで それ以上の証言
を行な っ て い ない ｡ そ れゆえに ､ 先行研究で は内部 レリ ー フ へ の言及はあまりなされなか
っ た し､ 周 像の 分析は行 なわれて こ なか っ た. しかし､ レリ ー フ の 図柄のい くつ かはそれ
自体焼舌なメ ッ セ - ジ を発して い るように思われ る｡ 以下 ､ 厳室の 周囲壁面に配された六
面の神話歴史画 レリ ー フ を詳細に見 ておく こ と にしよう｡ レリ
ー フ の 各タイトルは 『日向
日日新剛 1940年 11月 26.日朝刊によれば､ ①国土奉選 (広矛献上), ②天孫降臨 (天之
八衛)､ ③波限の産屋 (鵜戸)､ ④紀元元年 (橿原)､ ⑤明治維新 (御東濯)､ ⑥紀元 二千六
百年である207o 竣工 式における 日名子の挨拶文によれば, ①大国主命国土奉遷､ ②天孫降
臨, ③鵜戸の 産屋､ ④橿原の御即位式､ ⑤明治大帝御束遷､ ⑥紀元 二千六百年興亜 の 大業
とされて い る208. 各レリ - フ には正式なタイ トル はない ようで ､ 文献によっ て 名称に は異
同があるが ､ 本章で は後代の 通称を用い ず､ 当時新聞に発表され たタイ トル を採用してお
く こ とにす る ｡ 日名子 によるタイ トルは適宜必要がある場合に参照する ｡ ちなみ に ､ 厳室
内にお ける各 レリ - フ の配置で あるが､ 必ずしも年代順には並んで い なn ｡ 入 り口を入 っ
て右手に ､ ③があり ､ そ こか ら反時計回り に見て行く と, 次が②, ①があり , 奉安殿を挟
んで , ④があり ､ ⑥, ⑤の順で再び入り 口 にたどり着く ｡ こ の並びは , ①③④⑤の サイ ズ
が 5 尺四方 , ②⑥が横5 尺縦 11尺であるため, 厳室の スペ
ー ス に効率よく収めるために
採られた措置で あると とりあえずは考える こ とが出来る ｡ ②⑥の み が大きなサイズとな っ
て い る こ とは､ これらの 主題がより重要で あるためで あろう ｡
①の 国土奉還 (広矛献上) 【図3
- 48】 は ､ 『古事記』 上つ 巻および 『日本書紀』 巻第 二
神代下策九段 に所載された大国主神の 国譲り神話を描い たも ので ある
209
｡
『日本書紀』 を
主に用い て 描かれ て い る ｡ レリ
ー フ に描かれた場面は ､ 大国主神 (『紀』 で は大己魚神) が
タカミム ス ビの 命 によ っ て出雲国にやっ て きた使者の事大主神と建御名方神に対 して ､ 恭
順 の 意を示す責物 と して 大国主神が自国を平定する時 に用いた広矛を手渡して い る と こ ろ
であ る｡ 画面ほぼ中央に矛を持 っ て立 っ て い るみずらを結っ た人物が大国主神である ｡ 甲
宵および兜を見 につ け完全武装した右の 二 人が､ 事大主神と建御名方神で ある o 人物 の背
後に は黍の ように見 え る作物で びっ しり葎われて おり ､ 足元には稲穂が溢れんばか りで天
皇族の 祖に譲り渡された ｢豊葦原の 瑞穂の 国+ の 豊穣さが象徴されて い る ｡ 大国主神
の 足
元 にい るうさぎは因幡の 白うさぎに想を得たもの であろう
210
o
②の 天孫降臨 (天之八衛)【図3
- 49】 は, 日向高千穂の 地に天皇の 祖ニ ニ ギノ ミ コ ト
が天降 る挿話を描い たもの である o この画面が大きなサイズであるの は ､
一 義的に は , 相
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川 ･ 日名子 が宮崎を天孫降臨の 地と して位置付 けて い た た め である ｡ 天 孫降臨の 地で ある
か らこ そ ､ 八紘之基柱 が こ の宮崎 の 地に建設 されなければならな い と考えられ て い た の で
ある ｡ そ して ､ 天孫降臨は ｢国体+ の確立 した号 メ ン トと して国史 の最重要事項 とされ て
い た ｡ 天孫降臨は ､ 『古事記』上 つ 巻お よ び 『日本書紀』巻第二神代 下第九段に所載され て
い る が ､ 『日本書紀』 の本文で は なく 一 書 〔第 一 〕 に示 された場面が 選択 され て い る. こ の
一 書の記述 は ､ 『国体の 本義』にも取り 上げられてお り ､ 天 皇の 万 世 一 系の 支配を確証する
挿話と して 重視された ｡ 挿話 の内容 は以下の 通 りで ある｡ ア マ テ ラ ス が ､ 天 児屋命 ､ 太玉
命､ 天銅女命､ 石凝姥命､ 玉屋命か らなる五部の神を従者と して ､ 孫 の ニ ニ ギノ ミ コ トに
三種 の神器を持たせ ､ 国譲りが行 なわれ た地 へ の 天降り を命ずるo 『紀』の 一 審には ､ こ の
時に ア マ テ ラ ス か ら ニ ニ ギノ ミ コ トに対 して ｢葦原の 千五 百秋 の瑞穂の 国は ､ 是 ､ 吾が子
孫の 王 たる べ き地 なり｡ 爾皇孫､ 就で ま して治せ ｡ 行英 ｡ 宝酢 の 隆せ まさむ こ と ､ 当に天
壌 と窮り無 けむ+ とい う勅が 下 されたとある211｡ こ の 勅は ｢天 壌無 窮の神勅+ と呼ばれ ､
1940年以降の 国定国史教科書で は冒頭に掲げられた｡ 『国体の 本義』 は ､ こ の勅を次 の よ
うに説明 して い る｡
｢即 ちこ ゝ 傭然た る君 臣の 大義が 昭示せ られ て ､ 我が 国体は確立 し､ すべ しろ しめす大神
たる 天照大神 の御子 孫が ､ この 瑞穂 の 国に君 臨 し給ひ ､ そ の 御位の 隆えまさん こ と天壌と
共に窮りない の で ある｡ 而 して こ の 肇国の 大義は､ 皇孫の 降臨に よつ て万古不易に豊葦原
の瑞穂の 国を実現 せ られ る の で ある+ 212
こ の 場面に は ､ 天孫降臨 の 瞬間ととも に ､ ニ ニ ギノ ミ コ トが ｢天 之八衛+､ すなわち 8
っ に 分れ た道に辿 り つ き ､ そ こ で サル タ ヒ コ に 出会う場 面が措かれて い る ｡ ヘ ラク レ ス の
ように筋骨隆々 の肉体で右手 に矛を持 っ て ニ ニ ギノ ミ コ ト
ー 行を遮 っ て 立つ 画面下方 の人
物がサ ル タ ヒ コ で ある ｡ サル タ ヒ コ の傍で胸を露わに して 踊 っ て い る女神 は ､ 天釦女命(ア
メ ノ ウズメ) で ある｡ ちなみ に ､ ヌ ー ドの ア メノ ウズメ の ポ
ー ズ は ､ ア ン グル ｢水か ら上
が る ク ェ ヌ ス+ 【図 3 - 50】 か ら採 られ たもの で あり213､ 西洋近代の 新古典主義美術か ら
の彩 響が色漉い ｡ 画面上方の鏡をもつ 少年 が ニ ニ ギノ ミ コ トであ り ､ 兜と甲常に身を包み
彼を瞥讃する 4 人 の神が天児屋命､ 太玉命 ､ 石 凝姥命､ 玉屋命で あ る｡ 天孫降臨を描 い た
この レリ ー フ は ､ 高千穂の ｢聖地+ たるゆえんを説明する主題 で あり ､ 天 皇君 臨の確 固た
る (と考えられて い た) 根拠 ､ そ して ｢万古不易+ の 国体を表象 して い る ｡
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③の 波限の 産屋 (鵜戸)【図 3 - 51】 は､ 『古事記』 上つ 巻 の末尾および 『日本書紀』 巻
第二神代下第十段に所載の ウガヤ フ キア ニ ズノ ミ コ ト出産 の場面で ある21
.
4
o
こ の神は ､ 神
武天皇 の 父に当る｡ こ の 出産の 場面は次の ように述 べ られて い る｡ 母の 豊玉姫は鵜の 羽を
葺草が わりに した産屋 を海辺 に建設 して ､ 子供を出産する ｡ 急な出産で あっ た ために ､ 産
屋 の屋根は葺き終えない まま七 出産が行なわれた｡ ゆえに ､ 生まれた子 の名が ウガ ヤ フ キ
ア ユ ズノ ミ コ トと名 づ けられ たとい う｡ ちなみ に ､ 『古事記』『日本書紀』 ともに ､ 海神の
娘で ある豊玉命が 出産の 際に本来の 姿で ある ワ ニ に変じた ことを書い てい畠が ､ レ リ ー フ
には豊玉姫の本体は描かれて い ない ｡ 画面後景に ある家屋 は､ 記紀神話に忠実 に屋根 が葺
きか けで あるようすに描かれて い る｡ 家屋は､ 奉安殿や手洗場と同 じく西都原遺跡出土の
埴輪をモ デル に描かれて い るの で あろう｡埴輪を用い て ､ 上代の風俗を描く こ とによ っ て ､
神話 は歴史化され ､ しかも地元の 出土物が用い られ るこ とで ､ 天孫降臨の ｢聖地+ 宮崎が
強調 され るこ とにもなる ｡ 画面前景右手に立 つ 人物は ､ 子供の 父親で ある ヒ コ ホ ホデ ミノ
ミ コ トで あるo 豊玉姫は ウガヤ フ キ ア ニ ズノ ミ コ トを抱き ､ 乳房を吸わせ る姿勢で画面前
景 中央 に描かれて い る｡ 豊玉姫とウガヤフ キア エ ズノ ミ コ トの ポ ー ズ 【図3 - 51 - A】 に
は､ 14世紀シ エ ナ派の 聖母子像が参照されて い るもの と思われ る｡ 片足を高く 上げ乳房に
しが み付く子 の ポ ー ズ に は ､ 特にア ン プロ ー ジ ョ ･ ロ レ ン ツ ェ ッ テ イ ｢授乳 の聖母+【図 3
- 52】 か らの影響が見られる2 15. キリス ト教図像にお ける聖母子 の引用に よ っ て ､ 聖化さ
れた家族像､ 聖家族た る皇族が表象されて い るの で ある｡ また ､一母子像とい う主題は ､ 次
代を担う ｢兵士+ を生み育て る ｢母+ を顕彰する 図像と しても解釈可能である｡
④の 紀元元年 (榎原)【図 3 - 53】 は ､ 神武天皇の 橿原宮にお ける即位式 を表 わして い
る｡ こ の 即位式 につ い て は 『古事記』 には即位 したとい う事項が示 された の みで あり2
16
､
『日本書紀』巻第三 に は即位の詔 と思 しき言葉が記 されて い る｡ ｢畝傍の橿原 に ､ 宮柱底巌
は つ く に しめす すめ らみ こ と
の根の 太立て ､ 高天原 の 樽風竣峠りて ､ 始駁天下之天皇 を､ 号けたてまつ りて神 日本磐余
彦火火 出見天皇と日す+ 2 17｡ 天皇号宣言である｡ レリ
ー フ の 画面は､ 長い 羽根飾りの つ い
た兜をかぶ っ た騎乗の 兵 が前景か ら奥 - と居並び ､ 後景 に置かれた宮殿で即位式が行 なわ
れて い る様子が描かれて い る｡ 宮殿の 中にい るで あろう神武天皇の 顔は御簾の 中に隠れ て
見えない ように描かれて い る【図 3 - 53- A】｡ 天皇の 姿は描き得ない という こ とを画面上
で視覚化する こ とによ っ て ､ 天皇の ｢不可侵+ ｢神聖+ なる性質が象徴されて い るo 宮殿 上
空に は ､ 四方八方に光線を発する大きな太陽が描かれてい るc これ は天皇の 日神 の子 孫と
して の 性質､ 日出ずる ｢神国日本+ を表わ し､ ｢皇威+ が世界中に広が る様を描い てい るの
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で あろうc
また ､ 騎兵が 画面前景に ク ロ ー ズ ･ ア ッ プ されて い る こ とは 【図3 - 53 - B】､ こ の レ リ
ー フ が ｢皇軍兵士+ の顕彰で もある こ とを証 しして い る｡ 日 中全面戦争か ら三年 目 に入 り ､
軍国主義の さらな る廃揚が社会的に求 められ てい た｡ 騎乗 の 兵 の 姿態 は､ ドナテ ッ ロ の ｢ガ
ッ タメ ラ ー タ騎 馬像+【図 3 - 54】 などに代表され るル ネサ ン ス の 騎馬像 に範を採 っ た も
の で あ ろう218｡ ロ ー マ 以来 の芸術で は ､ 軍事的英雄を騎乗姿で描く こと を常と して い る｡
近代芸術 に おい ても ､ 国家の起源 を荘厳する古典主義様式 は ､ 体制 の 正当化の ため に積極
的 に採り入れ られた｡ 古典様 式は ､ 新しく作られた国家が ｢古くて栄光に満ちた歴史をも
っ て い る こ と+ を表 し得た か らで ある2 19｡ 日名子 が ､ ｢皇軍+ を神武 の 軍隊と して モ ニ ュ
メ ンタ ル な様式で描き ､現代の英雄を古代 の英雄に擬え るこ とで顕彰 しようと したときに ､
ロ ー マ 以来 の 古典ある い は それ を積極的に 引用 した西洋 の 古典主義に範を採る の はきわめ
て･自然な流れ で ある｡
⑤ の 明治大帝御東遷 【図3 - 55】 は ､ 神代の 主題で は ない の で テ キ ス トがな い . 神代 を
描い た歴史画 レ リ ー フ に突然近代 の 主題が選択されて い る 理由は ､ 前章､ 本章にお い て確
一
語 した ように ､ 昭和天皇 の神格化 の た め に当時明治天皇 の 顕彰が広く行 なわれ たた めで あ
り ､ さらに明治天皇が神武天 皇に擬 えられて きたためで ある ｡ また ､ 明治大帝の ｢御東遷+
は ､ そ の 実施された 段階から第二 の 神武東征ど して位置付けられて い た ｡ ｢八紘 一 字+ を造
語 した田 中智学は明治天皇 を ｢第 二 の 神武天 皇+ と呼 ん で い た し､ 国史教科書 は ､ 1920
年 ､ 1934 年 の版で は ｢神武天皇御東征図+ とな っ て い た神武東征の進路図を､ 19 40年版
で は ｢神武天皇御来季図+ と改め ､ 明治天皇 の束事を想起させ るように して い た｡ レ リ ー
フ に は ､ 正 装 した護衛の 官に守られ た興が厳か に束海道を進 む様子 が描かれて い る｡ 後景
に偲 吉祥主題で ある松と富士 山が描かれてお り ､ 特に常緑樹 で ある松 に よ っ て 永遠に統く
天 皇の 世 が祈念され て い る｡ 鳳風が屋根 の頂点に乗 っ た輿 の 内部 に い る と思われ る明治天
皇が 姿を隠 して描かれて い る ｡ こ の 表現は ､ 先 の神武 天皇 と同 じく ､ 天皇の ｢不 可侵+ ｢神
聖+ を視覚化す るもの で ある ｡ こ の 明治 天皇御東遷 は ､ 田中智学の説 を踏まえて ､ ｢八 紘
一
宇の 大理想+ を実現化に移す ｢世界統 一 の 天業+ と い う 一 大プ ロ ジ ェ ク トの 端緒と して位
置付け■られ たと思われ る｡
また ､ 天 皇の 輿およびそ こか ら前方に 二本伸びた綱の 表現は ､ 先にも触れた ギベ ル テ イ
｢天国 の門+の うち ､ ｢ノ ア の物語+を描い た第ニ パネル の表 現か らの影響が垣間見られ る｡
天皇 の 輿か ら伸び た二本 の 綱に よ っ て ､ 輿は ピラミ ッ ド状の 四角垂 の よう に見え る よう工
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来されて い るが ､ そ の 表現がギ ベ ル テ イ ｢天国の 門 ノア の物語+ にお ける ｢方舟+ を表
す四角垂 【図3 - 56】 と近似 して い る220o こ の表現をも っ て ､ 明治天 皇を救世主と して あ
らわす表現とするの は ､ 穿ち過ぎで あろうか ｡
なお ､ 護衛官の背丈 をほ ぼ揃えて描いて い る の は､ 統率力の優れた様をあらわす表現で
ある ｡ こ の 表現 は ､ 帝政 ロ ⊥ マ 以来 モ ニ ュ メ ン トに用い られてきた表現で あり ､ 1 9 30年代
以降の 日本で盛ん に瀦介されたナ チ ス の モ ニ ュ メ ン トにお い ても統率の 取れた軍人の 行進
が描 かれて い る 【図 3 - 57】o 目名子 の レリ ー フ が西洋の 古典に範を採 っ たも の で あり ､
同じく古典主義を基調 と した フ ァ シ ズム喪術に類似点が ある こ とを確認する こ とが でき る
221
0
⑥の 紀元二 千六百年 【図3 - 58】 は何を表 わ して い るだろうか ｡ 相川勝六 は紀元 二千六
百年の タイ トル に括弧 して ｢万邦平和+ の タイ トル を追加 してい る222｡ 人物像に つ いて は
後述する ことと し､ まずは背景から見ておく こ とに しよう 【図3
- 58 - B】o まず ､ 下方に
描かれた船､ 港､ トラ ッ ク ､ 橋梁､ 列車 (満鉄の 特急ア ジア号 【図 3
- 5 9】 とは ､ 異なる
デザイ ン で ある)､ 工場 ､ 高層 ビル などは産業の 発展 を表わ して い ると思われる｡ こ の テ ク
ノ ロ ジ ー 賛美には ､ 未来派 の影響を見るこ とが 可能で ある｡ 未来派は ｢
､工 業化社会 ､ 機械
文明 ､.近代都市に生き る現代人 の感性 にもと づく新 しい 芸術を確立 しようと
-した運動+ で
あり ､ ス タテ ィ ッ ク な既成芸術の枠を破渡 し､ ｢高度の機械文明と エ ネル ギ
- の 革命に よ っ
て現出する現在 ･ 未来社会の世界観を表現 しよぅと した+ 223. ただ､ 日亀子 は完全な未来
志向で は ない ｡ 下部右に は観音像 を描い ており ､ 伝統的な仏の加護を示 して い る o 日名子
の 娘で ある埴原幸子 の詣 では 目名子 の 家は先祖か ら日蓮宗であ っ た
224
. こ の観音像に は彼
の 仏教 - の 帰依心 が表わされてい るの で あろうか o こ こ には未来と伝統とが同時に示 され､
その 共存が視覚化されて い るo こ の世界観に 駄 本章冒頭で見た ｢興重隻茶羅+ 同様 ､ 『国
体の 本義』 に基 づく ｢国体を基と して西洋文化を摂取醇化 し ､ 以て新 しき 日本文化を創造+
するとい う ｢我 が国民の 使命+ が視覚化されて い るようにも見えるo
背景 の 上方に早ま【図 3
- 58- A】､ 戦闘機､ 最上部には突撃する兵が 日の光 (それ はとり
もなお さずア マ テラ ス に よる ｢霊威+ の 光なの である) とともに描かれて い る o
｢皇軍+ に
ょ っ てもたらされる ｢平和+ が こ こ には象徴され てお り ､ 現在起こ っ てい る 日中戦争 こ そ
が ｢八紘 一 宇+ を体現するもの であるこ とが吉匿われて い るもq)と思われる o
さて ､ 中央の 女神 と三人の 子供で あるが【図3
- 58- A】､ こ の組み合わせ は山田敬中が
｢平和+ と題 して 1897年の 第三回絵画共進会に 出品 した絵画 【図3
- 60】 か ら得られ た
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構想 の ように思われ る｡ ちなみ に ､ 山田の ｢平和+ で は ､ 鶏によ っ て象徴され た朝鮮半島
を三人 の 子供で表 わされ た日本､ ロ シア ､ 中国が争っ て い る様子が描かれて い るo もう 一
匹 の鶏 を左脇に抱えた女神 は ｢平和+ を象徴 しており ､ 三者の調停 を行 なっ て い る ｡
一 方 ､ こ の レリ ー フ にお ける女神 と三 人の 子供 は何を表 わ して い るで あろうか o 三人の
子 供 の うち ､ 左 の 子供 は中国服 を着た服装か ら中国人 を表 わ して い る ことが わか る｡ 右の
子供 は陸軍の 帽子をか ぶり和服 を着て い る こ とか ら日本人を表わ して い る こ とが 明瞭で あ
る ｡ で は ､ 真ん中の 子供は何を表 わ して い るかと い えば､ 満州国を表わ して い る と思われ
る ｡ つ まり ､ この 図は ｢日輪支+ を中心 とす る東亜新秩序を表わ して い る の で あ る｡ なお ､
日名 子 は ､ 女神 の 手を 日本人 を表わ した子供 だけに握 らせ て おり ､ 彼 (日本) を特権化 し
て措く こ とを忘れて い ない ｡
次 に ､ 女神 で あるが ､ 右手 を高々 と挙 げるポ ー ズ は ､ フ ラ ･ バ ル ト ロ メ オ ｢救世主キリ
ス ト+ 【図 3 - 61】 などに見 られ る ような､ 救済をあらわすポ ー ズ で ある｡ こ の 女神 は ､
一 義的に は救世主と して あらわされた ｢平和+ の擬人像と して捉える こ とが で きる ｡
さらに ､ 女神が右手 に も つ 鏡に着目 して みよう｡ 『国体の 本義』によれば､ 鏡はア マ テラ
ス の ｢御霊代+ で あり､ ｢天皇は ､ 常に御鏡をい つ きま つ り給ひ ､ 大神 の御心 をも つ て御心
と し､ 大神と御 一 体とな らせ給ふ の で ある+.｡ したが っ て ､ 女神 は手 に鏡を持 つ こ とか らア
マ テ ラ ス と して捉 える こ とができ るだろう ｡ なお､ 『国体の 本義』の 記述は ､ 折 口信夫に よ
る ｢天皇霊+ の議論 を踏まえたもの の ように思われ る｡ 折口信夫 の 1928 年 の 講演 ｢大嘗
祭 の本義+ か ら ｢天皇霊+ に関す る部分を抜き出 してお こ う｡
｢恐れ 多い 事で あるが ､ 昔は､ 天子 様の 御身体は､ 魂の 容れ物である , と考 - られて 居た｡
天 子療の御身体の事 を土 地 互生盈ことと申 し上げて居 たo 生皇は本来 ､ 肉体を申 し上げ
る名称 で ､ 御身体とい ふ事で ある｡ 尊い御子孫の 意味で あるとされたの は ､ 後の 考 - 方で
ある o すめ は ､ 神聖を表す詞 で ､ 士塑盤 の生垣と同様で ある. 生垣盤と申す神 様 は ､ 何も
別 に ､ 皇室に関係 の ある神と申す意味で は ない ｡ 単に ､ 神聖とい ふ意味で ある ｡ 此非常な
敬語 が ､ 天 子様や皇族の 方を専､ 申 し上げる様に なつ て来 たの で ある . 此土塾生豊里金に ､
天皇霊が這入 つ て ､ そ こ で ､ 天子様 は えらい御方 となられ る の で ある+ 225
こ の 講演にお ける折 口は ､ ｢天皇霊+ の 正体につ いて は述 べ て い ない ｡ ただ ､ それは ｢唯
一
つ で あ+り ､ そ して｢此魂を持 つ て居 られる御方を､ 日 の御子 とい ふ+とは述 べ て い る226o
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さらに ､ ｢先帝も今上も皆同 一 で ､ 等 しく天照大神の御孫で居られ る. 御身体は御 一 代轟に
変るが ､ 魂は不変で ある｡ す めみまの 命とい う詞 は ､ 決して ､ 天照大神甲末の 子孫 の方々
と いふ 意味で はなく ､ 御孫と いふ 事で あるo 天照大神との 御関係は ､ に ゝぎの 尊も､ 神武
天皇も ､ 今上声皇も同 一 で ある+ とい う記述を参照す るならば227､ ｢天皇霊+ がア マ テ ラ
ス 以来代々 天皇家に受け継がれてきた ｢魂+(天 皇の 神聖性の根淑)で ある ことは明らか で
ある｡ ｢魂+ は通常､ 不可視で ある｡ しか し､ その 可視化を可能にする の が ､ 視覚表象なの
で ある ｡ 日名子 は ､ 天皇 の神聖性の 根恢で ある ｢魂+ を ､ 恐らくは 『国体の本義』 に した
が っ て ､ ア マ テ ラ ス を思 わせ る女神 ある い は ｢母 なる天皇+ とい う様態 をも っ た人物像で
視覚化 しえたの で ある228｡ すなわち､ こ の レリ ー フ は ､ ｢母 なる+ ア マ テ ラ ス が ｢天皇 の
赤子+ で ある 日本人 ､ 満州人 ､ 中国人を中心とす る束亜新秩序を しろ しめす理想郷 (バ ク
ス ･ ジャ ポ ニ カ) を視覚化 したもの であり ､ こ の レリ ー フ を介して ､ ア マ テラ ス と ｢御 〟
体+ とな っ た天 皇が超越 的権能を発揮 して ｢八紘 一 宇+ の ユ ー トピアを実現する未来像が
二重写 しに なっ て い ると捉えるこ とができる｡ こ の レリ
ー フ は ､ 塔の コ ン セ プ トで ある｢八
紘 一 字+､ つ まり世界中を - つ の 家とする こと ､ をも っ とも如実に直接的に表わ して い るの
である｡
､
5 - 3 巨大オ ベ リ ス クと して の ｢八紘之基柱+
続い て こ の ｢八紘之基柱+ を同時代の世界における記念碑的建造物と比較検討してみ
ょう｡ こ こ で注 目 したい の は ､ オ ベ リス ク式の 外観で ある ｡ オ ベ リス クは ､ す で に述 べ た
ように ､海か ら昇り ゆく太陽を象徴 しており ､天 に向か っ て高く伸びる形態を有して い る ｡
オ ベ リ ス ク は古代文化の 専有物では なく ､ 近代以降にも戦勝記念碑と して 多くの モ ニ ュ メ
ン タ ル なオ ベ リ ス クが建設された｡ 例えば､ フ ラ ン ス は第
一 次世界大敬の 戦勝記念碑と し
てオ ル レ ア ン にオ ベ リ ス ク式の 記念碑を建設 して い る し(192 2- 29) 【図 3 - 62】､ 日本 で
も日清日露戦争の戦勝を記念 したオ ベ リス クが各地に建設された｡ こ こで は ､ 1896年 に建
設された広島の 旧凱旋碑 (今は平和塔と呼称されて い る)【図3
- 63】 と 1902年に仙 台に
建設された昭忠銅像 【図3 - 6 4】 を挙げて お こう ｡ い ずれも方形の 塔で あり ､ 勝利ある い
は帝国の 支配 を表すモ チ ー フ を頂い て い る｡ 広島の凱旋碑は ､ . 球体をつ かむ背を頂い て い
る｡ 鷲は ロ ー マ の カ エ サ ル の エ ン ブ レ ム で あり229､ 球体は地球 を示 して い る｡ すなわち ､
これは 日本帝国に よ る世界支配を表す記念碑で ある｡ また ､ 仙台の 昭忠銅像は璃を頂 い て
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い るo これは金塊 を表 してお り ､ 神武東征 に よる勝利を表 して い る o 一 方 の ｢八 紘之基柱+
は頂点 に何 も頂 い て い な いが ､古典主義を基調 と した近代的オ ベ リ ス ク であ る点 にお い て ､
国威発揚を目的と した記念碑 の 系譜 に位置付 ける ことが 可能で ある ｡
オ ベ リ ス ク は､ 20世紀の 帝国主義､ 資本主義 ､ 全体主義にお い て 国家と.為政者
の 権威を
誇 示するた め に好ん で用 い られ た様式でも ある ｡ 資本主義の 場合 は ､ 摩天楼 (ス カイ ･ ス
ク レ ー パ ー ) と言い換える べ きかも しれ ない が ､ 形態 と して方形 の塔で あり ､ 高 さを志向
する とい う点にお い て ､ 摩天楼の 高層 ビ ル群も記念碑で あり ､ また現代的オ ベ リ ス ク と し
て捉 える こ とができよう｡
高さは権力の 象徴で ある ｡ 蛇立 した高層建築物は ､ さながら巨大な男根で あり､ 究極的
な男 性性 の シ ン ボル である o 超高層 オ ベ リ ス ク を立て る ことで ､ この 世で 一 番 ｢男ら しい+
こ と を顕示する こ とがで きる ｡ 政治的で あれ経済的で あれ絶大な権力を握 っ た者は ､ 世界
一 の 高さを我 が物に しようと試みた｡ ヒ トラ ー や ス タ ー リ ン ､ ム ッ ソリ ー ニ の ような全体
主義の独裁者を､ こ う した ｢メガ ロ マ ニ ア+ にとり漬かれた典型的人物 と位置付ける こ と
が出来 る ｡ た だ､ 八束は じめ が指摘して い るように ､ メ ガ ロ マ ニ ア は ､ い わゆる全体主義
国家に特有の 現象で は ない ｡ 1930年代以降に は ､ 政治体制の如何 を問わず､ ア メ リカ にも
イ ギリ ス にも フ ラ ン ス にも北欧に もこ の ような特徴が見 られ る230｡ 八 束は ､ ｢こ れらの 現
象 は ､ 国家や権威 の 統合的な強 い表現を時代が ､ 政治 ､ 経済上 の シ ス テ ム の 違い を越 えて ､
求 めて い た こと を意味して い る+ と述 べ ､ 合 わせ て フ ラ ン コ ･ ボル シ の 『モ ニ ュ メ ン タル
時代』(The M o n ll m e ntal Er a) か ら次の 言葉を引用 して い る｡
｢ヒ トラ ー 自身 ､ 新 しい思想が勃興 し､ そ れが集団的な意俄に受け入れられ る ときに は ､
イデオ ロ ギ ー を モ ニ ュ メ ン タ ル な構築物に翻案す る こ とで 建築が有用 で ある こ とに気 づ い
て い た｡ 建築の 教化能力 は い つ で も認 められて い たか ら ､ 支配的な政治 ､ 社会 ､ 宗教的シ
ン ボ ル と して それ を聖化する の に シ ー ル を貼る こ とが ､ 意識 的になされた｡ しか しこ の 機
能を満たすの に必要 な駆動力 を与 えたの は ､ 常に ､ 建築家た ちとい うよりは社会 の 改革者
たちの方 であっ た+ 231
メ ガロ マ ニ ア とい うモ ー ドは ､ 第 一 次大戦以降の 急速なテ クノ ロ ジ ー の準展 を背景 とし
て ､ 列強各国が総力戦に向けて意識的で あれ無意識的で あれ国民統合装置を準備 しつ つ あ
っ たこ とを証 し して い る｡ 超高層の現代的オベ リ ス ク とは ､ 戦争機械で ある国家の ｢聖 な
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る中心+ で ある . こ の オ ベ リ ス ク を中心 に人びとはナシ ョ ナル な ト 般意志+. に帰
- し､
ある い は独裁者に ､ ある い は天皇に帰 - するの で ある . この オ ベ リス クが ､ 国家や為政者
の威兜をあらわ し､ 統合の ｢聖なる中心+ となるためには ､ どの 国よりも どの企業よりも
高い もの を作 らなければならない ｡ そ して ､ 高ければ高い ほ ど､ そ の 建築物は天 に近づく｡
すなわ ち神 聖性が高ま るの である｡
した が っ て ､ 20世紀前半には ､ アメ リカ ､ ソヴィ ェ ト連 邦､ ドイ ツにお い て ､ 世界最高
をめぐる建設競争が展開 され ることになる｡ 中で も摩天楼発祥の 地であるアメリカ は ､ 世
界最高をリ ー ドしつ づ けた232｡ 事実､ 第 一 次世界大戦以前にお ける世界最高層の 建造物は ､
ニ ュ
ー ヨ ー ク にお ける ウ ー ル ワ ー ス ･ ビ ル (24,Om) で あっ た 【図写 - 65】o ニ ュ ー ヨ ー ク
の摩天楼はネオ ･ ゴ シ ッ ク の 古典様式を基調と して い る｡ 垂 直に高く伸びる尖塔を特徴と
する ゴ シ ッ ク様式は高層 ビル に適 してお り､ 古典主義は建国 して歴史の浅い こ の 国に ヨ
ー
ロ ッ パ的で 重厚 な美的趣味を提供す る ことで ス ノ ビス トを満足させ ､ か つ 最新のテ ク ノ ロ
ジ ー に伝統様式に基づく正統性を付与した｡
大嶋信道によれば､ 1920年代 ､ 大戦によ っ て壊滅的ダメ
ー ジを受けたヨ ー ロ ッ パ に代わ
っ て 一 躍世界の 中心 とな っ た ニ ュ ー ヨ ー ク の マ ン ハ ッ タ ン では ､ 経済的繁栄をバ ッ ク に し
て急速な勢い で摩天楼の さらなる高層化が進んで い っ たo クライ ス ラ
ー ･ ビ ル 【図3 - 35】
の 設計者で あるヴァ ン ･ ア レ ン の 言を借りるならば ｢ス ピ
ー ドこそ ､ アメリカ の ビル 建設
の 特質+ で あっ た. ク ライ ス ラ ー ･ ビル は 1928年 10月 に着工されわずか 1 8ケ月で ､ 77
階高さ319m の 大建築と して完成する｡ クライ ス ラ
ー ･ ビ ル は ､ ドイ ツ系移民移民の 子に
生まれ た ウォ ル タ ー I P ･ ク ライ ス ラ
ー がオ ー ナ - で ある o クライ ス ラ ー は ､ 鉄道会社の
見習 い機械工 か ら 一 代で アメ リカ有数の自動車会社を作り出した立志伝的人物で あり ､ 彼
がオ ー ナ ー とな っ た以上 は ､ 世界
一 の 高さを目指すこ とが至上命令となっ た233o ク ライ ス
ラ ー ･ ビ ル が目指 したもの は高さだけで はなか っ ただろうo ネ か ゴ シ ッ ク を基調と しな
が ら ビル の 頂部に ｢自動 車 〔もちろん自社製の〕 の ラジ エ
ー タ ー グリルをイメ ー ジ した放
射上の モ チ ー フ+ を採 り入れた234｡ こ の創案は ､ 未来派を通過 したアヴァ ン ギャ ル ド建築
の 最新様式で あ っ た｡ ただ ､ この ビル の 完成の すぐ後に は
エ ン パイ ア ･ ス テ ー ト ビ ル が
日曜祝 日な しの突貫工事で 1930年3月 の 着工か ら13 ケ月 で完成 したo 1 02階高さ 38 0
m
で ク ライ ス ラ ー ･ ビ ル に代わっ て当時世界最高の 建造物 とな っ た
235
o
こ の ビ ル は ､ ま さに
世界 - の エ ン パイ ア ･ ス テ
- ト (帝国) で あるアメ リカを象徴する建造物で あ っ たo
ソ連は ､ ｢ソヴイ エ ト ･ パ レ ス+ と名づ けた ｢世界の プ ロ レ タリア
ー トの 殿堂+ の 建設 を
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計画 し､ 1931年から33年に か けてそ のデザイ ン を国際的に 公募 した2360 3次に渡っ て行
なわれた コ ン ペ によ っ て 193 3年 5月 ､ ボリ ス
･ イ オ フ ア ン の 案が最終的に採 用となるo
ィ オ フ ァ ン の案では ､ 高塔 の 上 に 18m の 労働者像が載せ られ 220m の 高さとされ る予 定
で あ っ た ｡ そ こ に ス タ ー リ ン か ら直接的なサジ ェ ス チ ョ ン が 入 っ たo 八束は じめ によれ ば､
そ の 内容は ｢上 に載 っ た 労働者像を レ ー ニ ン像に置き換えて は どうか+ とい うも の だ っ た
と い うo この 変更に よ っ て ､ ソヴイ エ ト ･ パ レ ス は､ プ ロ レタ
l)ア ー トの 殿堂の はずが レ
ー ニ ン 崇拝 (を介 した ス タ ー リ ン 崇拝) の モ ニ ュ メ ン ト - と性格を変える こと にな っ たo
また ､ こ の 変更 に伴 い全体 の 高さが 220m から 4 1 5m に伸び た｡ 八束が指摘す る通 り ､ こ
こ に は 明らか に エ ン パイテ ･ ス テ ー ト ･ ビ ル - の 対抗意砥が 見 られ る237Q イ * 7 ア ン に シ
シ ュ - コ と ヘ ル フ ライ ヒ を加 えたチ - ム に よ っ て作られた最終案 【図 3
- 66】 で は ､ ギリ
シ ャ 古典様式に範を採 っ た ド - リ ス 式の 円柱をもつ 殿 堂と なり ､ そ の 上に円柱を組 み合わ
せ た巨大な塔 が載せ られ た ｡ 塔の 上 に立つ 人物像は ､ 世界最大 の レ
ー ニ ン像で あるo しか
し､ こ の 計画は独 ソ開戦に よ っ て 194 1年 6月 ､ 基礎 を凍 して中断され るに 至 るo 残 され
た基礎は壊すこ ともままならず､ モ ス ク ワ市民 プ
ー ル に転用さカ1た238o これが も しも実現
して いれ ば ､ 世界最高 の 高さを誇 る ソダイ エ ト ･ パ レ ス は ､ 世界 の 中心で ある ソ連 ､ 世界
の 中心都市で ある モ ス ク ワ ､ 世界を支配す る社会 主義を象徴するもの とな っ て い た こ とだ
ろ う｡
ヒ トラ ー が統治 したナチ ス 時代の ドイ ツ もまた ､ ソ連同様超 巨大建築を多く 立案 し建築
して い る ｡ 例えば ､ 38万人 を収容する大会堂を中心と しそ こか ら南 - 156m の幅員をも つ
道路が貫く ベ ル リ ン都市改造計画や ､ 15 万人の 参加者を収容する ル イ ドポル ド
･ ア リ ー ナ ､
5万人 を収容する コ ン グレ ス ･ ホ ー ル ､幅312m X 長さ269m の 矩形広場 ､断面90c mX90c 皿
高さ8.8m の列 柱144本に よ っ て構成されたギリ シ ャ建 築を思わせ る大フ ァ ザ
ー ドを有 し､
25 万人 の 参加人員と 7万 人 の観客を収容 したツ ェ ッ ペ リ ン広場(ツ ェ ッ ペ リ ン
･ フ ェ ル ト)､
40万 5000人を収容する ドイ ツ . ス タジア ム ､ 国防軍 の パ レ
- ドおよび公開軍事演習の た
め に企画され た 50万人 の観客創文容する三月広場な ど古典主義に根ざしたナチス の 巨大
建 築は枚挙に い とまない239｡ こ れらは ､ ヒ トラ
ー に特に重用され ､ 1937年 に は帝都首都
建設総監 に就任する こ とに なる建築家ア ル ベ ル ト
･ シ ュ ペ - ア に よ っ て立案されたo ちな
み に ､ これ らの 計画 の うち ､ ルイ ドポル ド ･ アリ
ー ナお よび ツ ェ ッ ペ リン 広場の み が実現 ･
をみ た ｡ シ ュ ペ - ア の 建築の なか で も圧巻は ､ ツ ェ ッ ペ リン 広場 に展開された
｢光の カ チ
ドヲ ル+【図 3 - 67】 で ある, 正確に はそ れは建造物で は ない o 森川嘉
一 郎に よれ ば､ シ
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ユ ペ - ア は 130台の 軍用 D C Aサ ー チライ トを垂直に空に向けて設置し､ 外部空間で あ っ
たツ ェ ッ ペ リ ン広場を ｢ 一 瞬の うちに壮大な内部空間に
"
ス イ ッ デ
'
した+ 240o シ ュ ペ -
アは回想録で 自らの ｢光 の カテ ドラル+ を次の ように振り返 っ てい る｡.
｢そ の 実際の効果 は私 の想像をはるかに超 えて い た ｡広場の 周囲に 12m 廟隔で並 べ られた
130本 のく っ きり した光線は ､ 6000 から 7500m の 上空まで届い てか ら､ ぼんやりと交わ
っ た｡ 光線が 無限に高く そびえ立 つ 外壁 の列柱と化 して ､ 巨大な空間を成‾した感 じで あ っ
た｡ 時折 こ の 光の 束の 間を雲が通り ､ 幻想的な光景に浮ぶ シ ュ ー ル な要素となっ た+ 241
シ ュ ペ - ア の 回想によれば､ サ ー チライ トは6000m か ら7500m の 上空まで届い た と い
うか ら､ そ の 高さは ニ ュ ー ヨ ー ク の摩天楼群をゆうに凌ぐ｡ 限られた時間で あり ､ しかも
実体を伴わない もの で あ っ たとはい え､ ドイ ツ の ニ ュ ル ン ベ ル ク にお い て ､ 世界最高層の
人工物が創り 出され たの で ある｡
以上 に見て来た ､ アメ リカやソ連 ､ ドイ ツの 超高層建築に比 して ､ ｢八紘之基柱+ の 高さ
37m は貧弱で あるように見えるo 実際高さにお いて はケ タ違い で ある
1
o しか しそれをも っ
て基柱と これ らの超高層建築を ､ 比 較の 対象 にならない とすべ きで はない oL 基柱は ､ これ
らの 超高層建築同様 ､1930年代の超大国をとり こ に したメ ガロ マ ニ ア の モ ー ドの 賜物なの
で ある o デザイ ン に お い ては ､ ク ライ ス ラ ー ･ ビ ル の デザイ ン の 一 部に類似性が見られる
以外は ､ こ れらの超 高層建築と ｢八紘之基柱+ に は特 に共通点は見られない ｡ しか し､ ギ
リシ ャ ･ ロ ー マ 古典主義に比す ことが可能な伝統様式 へ の 志向や ､ 上 - 上 - とい う高さ -
の志向 ､ 巨大なオ ベ リ ス クで あるとい う点に共通点を見出す ことが出来るだろう ｡ 天 に向
か っ て伸び る古典主義様式の 巨大な柱は ､ 建設 され つ つ ある新しい帝国を ｢金駈無欠 の 永
遠性+ に結び つ け荘厳化する｡ そ して ､ こ の 聖なる柱は ､ アメリカで も､ ソ連でも ､ ドイ
ツでも ､ そ して 日本にお い ても同様 に､ 帝国の威光をあらわす権力の シ ン ボル であり ､ ｢聖
なる中心+､ ｢世界の 中心+ を表象してい た｡
なお ､ 目名子 の 基柱は頂点にサ ー チライ トを設置してい た｡ 日名子 自身が描い た基柱 の
完成予定図 【図3 - 68】 で は､ 天に向か っ てサ ー チライ トの光が伸びる様子が描かれ て い
る｡ これは ､ シ ュ ペ - ア の ｢光の カテ ドラル+ から得 られた創案ではない だろうか｡ ちな
みに ､ こ の ｢光の カテ ドラル+ は『ア トリ エ』(1938･5) や 『建築雑誌』(1939･1 2) など
で図版紹介されており ､ 目名子が この 存在を知る ことは十分に可能であ っ た｡
2 1 3
第三章 ｢八紘 一 宇+ の視覚化
しか も ､ シ ュ ペ - ア の ｢光の カ テ ドラル+ は ､ 130本の 光の柱が上空で
一 点に交わるこ
とで 中心性 を強調 したも の で あ っ たが ､ 同 じく ｢八紘之基柱+ で も単
- の ライ トに よ っ て
中心性 を強調 した. それは シ ュ ペ - ア の創り出 したモ ニ ュ メ ン トに 比 べ ､ 非常に小規模な
もの で ある ｡ しか し､ 基柱 は ､ 理念 と して は唱歌 ｢紀元節+ の 4番 ｢国体の頒+ に い う ｢空
にか がやく 日の もとの よ ろずの 国にたぐひ なき国 のみ は しら+､ つ まり ｢天孫降臨+ の 地に
立 っ た天地 を繋 ぐ柱で あり ､ 全世界 の ｢聖な る中心+ と して の 天 皇の ｢御稜威+ を表 し ､
｢世界 の 中心+ と して の ｢大 日本帝国+ を表す巨大な柱 とな るはずで あ っ たの だ ろうo
5 - 4 1940年 の 日本建築界 にお ける ｢八紘之基柱+ の 位置
最後に ､ 日本建築界にお ける ｢八紘之基柱+ の位置 に つ い て 考えておこう o 第
一 に ､
モ ニ ュ メ ン ト建設に 対する建築界 の 関心 ､ 様式に関する議論 (具体的に は ｢帝冠様式+ の
是非論に始ま る ､ ｢日本性+ を建築様式で い か に視覚化 するか に 関す る議論) を見 ､ 同時代
の モ ニ ュ メ ン ト建築の傾向にお ける ｢八紘之 基柱+ の 位置づ けを行 なうo 第二 に ､ 同時代
の建 築界 ( 特に建築学会) が ｢八紘 之基柱+ をどの ように受け止 めたの か を考える｡
まずは第 一 の点 から述 べ る｡ 1930年代 にお ける世界 の メ ガ ロ マ ニ ア的風潮と合わせて ､
日中戦争 の 戦線拡大 による さらなる ｢国威+発揚の必要性の 高まりや ､ 1940年 の 紀元 2600
年 と いうイ ベ ン トを前に して ､ 1930年代末 の 日本 の建築界で は巨大 モ ニ ュ メ ン ト建設
へ の
関心が つ とに 高ま っ て い た｡ 『新建築』(1939･10) は ｢モ ニ ュ メ ン ト号+ と題 して ､ 日本
の仏塔 ･ 城郭か ら始 まり ､ ス ト
ー ン - ン ジや オ ベ リ ス ク ､ ピ ラミ ッ ド､ パ ル チ ノ ン ､ サン
ピ エ トロ 寺院などの西洋の モ ニ ュ メ ン ト､ 天壌 ､ ポタ ラ宮 ､ 仏塔に代表され る東洋 の モ
ニ
ュ メ ゾト､ イ ン ド､ タイ ､ セ イ ロ ン ､ ビル マ の 仏寺に代表され る南方ア ジア の モ ニ ュ メ ン
ト､ イ ラ ン の ミナ レ ッ ト､ ア フ ガ ニ ス タ ン の 戦勝記念塔などに代表 される中束の
モ ニ ュ メ
ン ト､ 満州国の 忠霊塔､ イタ リアと ドイ ツ の 戦勝記念碑および忠霊塔の グラ ビア を掲載 し
た｡ この 特集号は､ 後述する忠霊塔の コ ン ペ テ ィ シ ョ ン の ために企画されたとい う経緯
が
ぁるが ､ こ の特集号に限 らず､ 1930年代後半か ら40年代の 建築雑誌や美術雑誌 の グラ
ビ
ア に は ､ しば しば同盟国で ある ドイ ツやイタリア ､ 時に は ソヴィ エ トの モ ニ ュ メ ンタ ル建
築が掲載された｡
当 晩 紀元 2600年に向けて建設 が予 定されて い た モ ニ ュ メ ン トと して は ､ まず万 国博
覧会の中心施設と して 立案された建国記念館を挙げる ことができ る (博覧会自体が中
止 と
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なり ､ 建設も中止)a 1937年9月 に発表された競技設計の募集要項 によれ ば､ 同館には ｢日
本精神を象徴 した る壮厳雄大なる+ 建築様式が求められて おり､ 構造規定と して ｢主要な
る屋根は勾配屋根とす+ と定められ た242o 国家の ア ニ ヴア ー サリ ー を象徴する琴築物にお
い ては ､ 様式を通 した ナ シ ョ ナリテ ィ (日本精神) の 象徴化が重要視された の である｡ も
ちろん ､ こ の 規定にお ける屋根 - の特別な言及は ､ 九段の 軍人会館 (19 34竣工) や東京帝
室博物館 (1937竣工) に代表される ､ 古典主義建築の 上に寺院や城郭を思わせ る瓦屋根を
配する い わゆる ｢帝冠様式+ と いう前例が あ っ て の もの で ある243｡ なお ､ ｢帝冠様式+ は
博物館形式 の 建築物 に限らず､ 記念碑形式の 建築物 にも応用された｡ 満州国に建設された
新京 忠霊碑 (193 4'設計) 【図3 - 69】 は ｢帝冠様式+ (ある い はその 変種 と しての ｢興亜
様式+) の モ ニ ュ メ ン トの 最たる例だろう｡ ちなみ に ､ こ の 碑は十万 の 将兵の 血 で購っ た聖
地満州とい うイ メ ー ジを代表 - 表象するもの と して機能 した 【図3 - 7 0】 244o
■ただ､ ｢帝冠様式+ は , モ ニ ュ メ ン トにおい て ｢日本精神+ をどの ような様式で建設す
べ きかと いう問 い に対する唯 一 の模範解答では なか っ たD
1942年の 前川国男に よれば､ ｢大束亜戦争の 前夜に我々 は新しき日本 の 国民建築を志 向
するもの と して 二 つ の傾向を持 つ て ゐた+ とい う｡ 一 つ は ｢所謂日本趣味的建築+ で あり ､
｢鎖国的国粋主義+に根 ざしたもの で ､ ｢擬古主義的な手抵によつ て過去的日本の 建築様式
をそ の 拠り所+ と した ｢形 を固守する+ 態度で あっ た. もう 一 つ は ｢所謂構造主義的建築+
で あり ､ ｢国際主義+ に根ざしたもの で ､ ｢木オ料構造の 忠実なる表現が ､･ 日本建築精神 の道
で あると主張 した+ ｢精神 に偏侍した+ 態度で あ っ た245｡ 前者が ｢帝冠様式+ に類する建
築､ 後者はモ ダ ニ ス トた ちが提唱 した合理主義建築であると同定する こ とがで きる｡
1930年代後半にお い て ､ ｢帝冠様式+ はモ ダニ ス トたちによ っ て徹底的に糾弾され る対
象とな っ て い た｡ 1938年 12月 に行なわれた日本工作文化連盟主催の座談会で は ､ ｢帝冠
様式+ へ の 不満が 多く の 出席者によ っ て吐露された｡ まず足立康が帝室博物館 の外部デザ
イ ン に関 して発言 し､ ｢形式と材料との 方面から生ずる重大なる破綻+ (日本趣味と鉄筋 コ
ン クリ ー トとの 齢離)と博物館の デザイ ン を断ず るとともに､ ｢日本風と申 しますか ､ 東洋
風と申 しますか ､ 兎 に角 一 種不思議 な建物を建て る事が流行+ して い るが ｢どうも困 つ た
事+ で あると述 べ た246｡ また､ 山田守からは ｢軍人会館様式+ (帝冠様式) の 流行 へ の 危
倶が述 べ られて い る247o 一 方で ､ ｢帝冠様式+ の弁護に回 っ た (回_
らざるを得 なか っ た)
人物もい る｡ 当時計画立案中で あ っ た国史館の実務を担当する増田八郎で ある ｡ 増田は ､
国史館は ｢屋根 の の つ か る建物+ (帝冠様式) になるで あろう こと ､ ｢私自身と しては ､ 国
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史館に は屋根が あつ た方が い ゝ と思 つ て居+る こ とを明 らか に して い る
248
o これ に対 して ､
若手 の 建築家で ある小坂秀雄が発言 し､ ｢国史館だか ら､過去 の 日本的な様式 を採用 しなけ
れ ばならぬ と云 ふ理 由+が わか らない し ､ ｢現代建築様式+ でも国史 を表現 できな い こ とは
ない と した. そ の 上で ｢本当の 日本的建築+ とい うも の は建築家が
一 生懸命研究 して探し
出すこと に意義が あり ､ ｢過去 の 日本的建築様式+ を借りて来る こ とは､ そ の 研究を したく
な い だけではな い か と述 べ て い る249｡
さ らに 日本工作文化連盟理事長 の堀 口捨己 は ､ ｢帝冠様式+ の屋根を批判 して ､ ｢二 千六
百年紀念 の表現に支那の 屋根 を頭に戴い て ゐ るやうで は支那人の 中華意識 を増長 させ 日本
を夷秋祝する材料を作る ようなもの+ として い る250｡ すで に第 - 章 ･ 第二 華で 見てきたよ
うに ､ 近代 にお い て文化の 中の ｢日本性+ を表象する際､ 常に ｢支那文化+ の 影響は 問題
視されて きたo こ こには ､ ｢支那+に ｢日本+が影響を受 けて い るとい う こ とがすなわち 憤
っ て い る+とい うこ とに繋が る の で 柱ない かと いう恐れが存在 して い る . こう した状況 臥
1930年代 にお い て も変わらな い どこ ろか ､ 中国は 目下戦争中の 敵 であり ､ 文化 にお ける敗
北は即 ､ 戦争に おける敗北を暗示す るもの で あっ た. 建築界にお い て ､ ｢帝冠様 式+ に限ら
ず日本人 が設計 した建築物 の ｢支那性+ を問題視す る意見は堀 口 だけの もの で はない o 例
えば､ 牧野正 己 は ｢日本文化 の進 出を期待す+ ( 『国際建築』1939･11) で ､ 満州国の 官庁
の 建物が 傾 民族文化の 象徴で ある反り の ある屋根+ をづ けて い る様子を指 して ､ ｢漢民族
に迎合 しすぎて ゐ は しない か+ と述 べ て い る ｡ さらに 臥 ,こ う した建築を前に して中国の
人 び とが ｢日本 は武力に於て は優れて ゐ るが ､ 建築に現はれた文化 の 態様を見 ると､ 漢民
族文化 の 域を 一 歩も出て ゐ ない で は ない か+ と腹の中では せ せ ら噛 っ て い る様な気 がする
と して い る ｡ なお ､ 牧 野に よれ ば､ これは満州国の 建築ばか りの こ とではなく て ､ 例えば
日光東照宮を満州国か らの 留学生 に見せ たとこ ろ ､ ｢何だ支那 の 文明の模倣で はない か+と
いう感想 が 出たと述 べ て い る25 1｡
で は ､ ｢支那性+ を超克する建築とは い か な るもの で あろうか o 堀 口や牧野が提 唱す る
の は ｢日本精軌 で ある o 堀 口 が提案する ｢日本精神+ の
- 例が奈良の 正創琵に代表され
る校倉造りで あるこ とか らすれ ば ､ 堀 口 の ｢日本精神+ に は ､ ｢擬 古主義的+ な意味合い が
多分に含まれて い る こと一は否 めな い ｡ しか し､ これは ｢帝冠様式+ の ようなキ ッ チ ュ に落
ち着く もの で もなく ､ モ ダ ニ ズ ム と離反 して い るもの で もない ｡ 後述するよう に ､ 1930
年代以降､ モ ダ ニ ス トた ちがブル ー ノ ･ タウ トなどの 見解に したが っ て ､ 伊勢神宮や桂離
宮をは じめとする 日本古典建築をモ ダニ ズ ム そ の もの として捉えなお して い た同時代的状
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況か らすれば､ 堀 口 の提案する ｢日本精神+ は30 年代の モ ダ ニ ズム の本流か ら反れたも
ので は ない ｡
堀 口 によれ ば､ ｢聖戦の 日に於ける 日本は ､ 一 極束の 島国日本で なしに世界性を帯んだ
世界の 日本+ で あり ､ ｢英日本の モ ニ ュ メ ン トは当然世界性 を帯びなければならない+｡ そ
れゆえに最先端技術を無視す るこ とにはならない ｡ したが っ て , 堀 口 にと っ て の ｢日本精
神+ と は ､ 過 去 の ある様式に こ だわる より も､ ｢世界的になつ た最 も進んだ技術､ 最も日本
に適 した材料を撰び とり ､ 日本的に組立て る事+ に力点が置かれて い る｡ 堀 口に よれ ば､
こう した態度が ｢日本建築+ を高め ､ ｢やが ては世界を服させ る+ ことになるとい う252｡
他方 ､ 牧野によれ ば､ 建築における ｢日本精神+ とは､ ｢日本古代文化に遡り ､ 又 ､ 日本
建築史を通観すれば､ こ の答は出てくる+ とされる｡ すなわち ｢単純 ･ 明快 ･ 素地の ま ゝ
を出すこ と+ が ､ その 答 えで ある ｡ 牧野は ､ 桂離宮を例に挙げて ｢単純で明快､ 併し､ そ
のうちに何 となく憂密を革み ､ 陰紫を含ん でゐ るo こんな気分は外国人に は理解出来ない
もの で あらう+ と して い る258o 井上章
一 によれば､ こう した議論の背景には (皮肉なこ と
に) ブル ー ノ . ･ タウトに よる伊勢神宮や桂離宮を賛美する言説があっ たようだo これはモ
ダ ニ ズ ム の側 か らの 日本建築に対する積極的な価値付けで あっ た が ､ 日本の 建築界の 文脈
で は ｢モ ダ ニ ズ ム を側面 から擁護する役割+ にもなっ た｡ モ ダ ニ ス トは ｢日本精神+ と モ
ダ ニ ズム との 繋が りを強調する こ とで ､ モ ダ ニ ズ ム の 正 当性を主張する こ と がで きた254o
っ まり ､ タ ウトの 言を得 たモ ダニ ス トは､ ｢日本的+ は 喝 代的+ で あり ､ ｢国際的+ で あ
ると したの で ある ｡ 井上 が挙 げて い る牧野の 1931 年 の言 には ｢日本建築は建築の 純粋性
を尚ん だ｡ 之は 又 国際的建築の 等 しく主張すると ころで ある｡ 建築の 純粋性とは外観に つ
い て言 - ば結局無装飾 の意に他ならぬ+とある255. こ れに比 べ ると 1939年 の牧野発言 は ､
モ ダ ニ ズ ム の 擁護よりも ｢日本精神+ - の傾きが強い ように思われ るが ､ これに は ｢支那+
- の 対抗意識 が前景化されて い るせ い もあるだろう｡
こ の ようなモ ダ ニ ス ト建築家による ｢日本精神+ に関す る議論は ､ ｢日本的+ な様式に よ
っ て ､ (狭域と して の ｢日本+ で はなく) ｢世界性+ をも っ た ｢日本+ を象徴 しう るこ とを
証明する ようなモ ニ ュ メ ン ト建設の 提案を生み出すにい たるo 堀 口捨己は
｢日本の現代記
念建造物 の様式 につ い て+ ( 『現代建築』 1939.6) で ､ 次の ように述
べ て い る256o
｢極東の - 島国で な しに世界性 をもつ た文化日本が欧米の 勢力を駆逐 して束洋 の 盟主と な
り得るの で ある ｡ こ の 年が紀元二 千六百年なの で あるo 二 千六百年の 此日本は当然に過去
2 17
第三牽 ｢八紘 一 宇+ の 視覚化
の原始日本様式や､ 支那系日本様式 で は表現できない の で ある ｡ 世界性を帯びた現代日本
様式で なけれ ばな らない の で ある ｡ 次に世界性 を帯び た現代日本様式 とは何 で あるか ｡ そ
れ は科学を根拠に した工学技術が ､ 日本の 風土に即 して建築的要求を事物的に解決す る処
に自然発 生的に表は れて来 る建築本然の 姿がとりも直さず其様式 をも つ の で ある ｡ 日本 の
数千年 の 伝統は ､ 材料的構造的解き方 の 中にたく まな い 一 つ の菓性 を示 し其質感や比 例や
色彩 の好み の 中に深く潜みに じん で表 はれて 来 る で あらうQ そ の 姿の 中の
一 部屋根や柱に
昔の 日本が表は れ るの でなく て ､全体の統 べ まとまり方 の中に 日本が あらはれる0?である+
モ ダ ニ ス トたちにと っ て ､ ｢帝冠様式+ に代表され る形式的な ｢日本趣味+ に よ る折衷主
義建築 は ､ ｢現代日本+ を十全に表象する に適 さな い と考えられて い た ｡ とは い え､ 彼らは
｢日本性+ を否 定 した西洋建 築 - の 志向を顕にす るわ けで は なく ､ ｢精神+ にお い て (こ こ
で は ｢風 土+ や ｢全体の 統べ まとまり方+ におい て) ｢日本+ を体現 しうると強弁 した｡ ま
た､ モ ダ ニ ス トの構想は､ ｢日本+ を狭域と して の ｢日本+ と して表すの で はなく ､ ｢世界
性 をもつ た文化 日本+ と して 表す とい うところに特徴を持っ て い たの で あり､ ｢日本+ とい
･う形 に固執 しない 方向性 ゆえに紀元 2600 年の モ ニ ュ メ ン トと して ｢束亜長期建設 出発の
観念建造物+ を構想 しえたの で ある ｡
堀 口 の 構想は ､ 早 々 に具体的な姿で世に現れる こ とに なる｡ 1939年 7 月 に陸軍省 ､ 海
軍省 ､ 内務省 ､ 外務省 ､ 厚生省､ 拓務省が共 同で所管する財団法人 ･ 大日本忠霊顕彰会が
設立 され ､ 同年 8月 に植民地および各市町村に建設する忠霊塔の 図案募集を公表 したの で
ある ｡ 堀 口 はこ れ に応募 し､ 自らの 考える ｢東亜新秩序の 盟主と して 世界的な大 日本 を象
徴す るため+ の モ ニ ュ メ ン トを立案 した. 『国嘩建築』(1940･2) に紹介された堀 口の 忠霊
塔案を見て お こう 【図 3 - 71】. 一 見 して 明らか なことは ､ 堀 口 が様式に おける ｢日本趣
味+ を採用 して い ない こ とで ある｡ 細く垂直に伸びたフ ォ ル ム を持 つ 忠霊塔のデザイ ン に
は ､ 日本建築ら しさよりも抽象性が強調された モ ダンデザイ ン を見出すことが でき る｡ 忠
霊塔と い う文字さえなければ ､ 未来都市的なデザイ ン の ようで ある｡ また ､ 塔の周 りに回
らされた レ ンガ作りの 壁も西洋建築らしい 外観とな っ て い る ｡ ただ し､ 堀 口 自身 によ る解
説を詳 しく読む と257､ こ の デザイ ン は 一 見 した とこ ろで はわ か らな い ｢日本性+ を含んで
い る｡ 堀 口 によれ ば､ 塔の フ ォ ル ム は仏教の ｢相輪塔+ に暗示 を受けたもの で ある し ､ 塔
の先端に は ｢金塊+ がとま っ てい る b 五 つ の 輸は ｢極東の 五族興隆+ を表 して いるの で あ
り ､ 同時 にオ リ ン ピ ッ ク の マ
ー ク にもある五 大陸を表す五輪でもあるとする｡ 袖壁は塔を
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引き立 たせ るための ｢犀風+ で あり ｢衝立+ で あるとい う｡ また､ 壁正面の 大丸窓は キリ
ス ト教会 の ｢ロ ー ズ ウイ ン ドウ+ に暗示 を得た もの で あるとい うが､ 同時に ｢国旗 の 形+
｢太陽の 象徴+ を表 して い るo すなわち､ それ は ｢日の 丸+ なの であるo 野口案は ､ 西洋
や東洋の 建築様式 を適宜引用 しつ つ (とは い え ､ 民族性を強く表す建築様式の 引用は避 け
られて い る)､ 全体と しては 一 見最先端の モ ダンデザイ ン であり ､ 内実として は金塊や 日の
丸とい っ たシ ン ボル を利用 し.つ つ
r日本精神+を表象する塔を作り上げて い る｡ 堀 口案は ､
同時代建築家が ､ モ ダ ニ ズ ム建築によ っ て ｢八紘 一 字+ お よびバク ス ジャ ポ ニ カを象徴す
る モ ニ ュ メ ン トを作り出 し得たで あろうこ とを証明す るもの である｡
で は ､ これが 1･940年にお ける国家公認の モ ニ ュ メ ン トとな っ たかと い え ば､ そ うでは
ない ｡ 実際の 一 等案とな っ た作例は､ 第 一 種 【図3 - 72】(支那大陸に建設す るもの)､ 第
二 種 【図3 - 73】(内地大都市に建設す るもの)､ 第三種 【図3 - 74】(内地市町村に建設
するもの)､ いずれも最 小限の 装飾が なされた シ ン プル な角柱が古典主義的土台 の上に立 つ
デザイ ンで ある ｡ 審査評 に よれば､ これらの デザイ ンが採用された理由の最た るもの と し
て は ､ ｢倭奇+ で ない 点 ､ ｢穏健+ で ある点が挙げられて い る｡ これらの 形容詞 は ､ 第
一 種
と第三種の 評に同 じように用 い られ てい る258o 一 等秦を見た市浦健が評 したように ､ これ
らは ｢平凡と云 ふ よりも凡俗 と云ふ 方に近 い+ の で ある259｡ ｢平凡+ ｢凡俗+ である こ と､
これは逆に言えば､ ｢万人受け+ するデザイ ンでも ある ｡ 井上章 一 によれ ば､ こ の審査にお
ける審査員の判 断とはまさに ｢万人受け+するデザイ ン の採用で あり ､ ｢平凡+ で ある こと
はむ しろ望 ま しか っ た2 60｡ こ の ｢平凡+ 極まりない ス タイ ル は ､ 国家の紀元 二 千六百年奉
祝事業に基 づき ､ 全国 1 9箇所に建設された ｢神武天 皇聖蹟顕彰碑+【図3
- 75】 にも共通
して い る261｡ す で に見たように ､ ｢平凡+ の 背景 には ､ ｢単純 ･ 明快 ･ 素地の まま+ が ｢日
本精神+ で あるとい う理論武装が存在してい る｡ とはい え､ 政策論的には ｢平凡+ は ｢日
本精神+ 云 々 以前にす べ て の 国民に受けるデザイ ン をという政策上の 要求に合 っ た もの と
すべ き なの だろう｡ 堀 口捨己 の ｢東亜新秩序の 盟主と して世界的な大日本 を象徴するた め+
の モ ニ ュ メ ン トは ､ 国策に基づく ｢平凡+ というデザイ ン の前 に敗北したの で ある｡
敗北 した堀 口案や勝利 した 一 等案の ｢平凡+ な三種に対 して ､ ｢八紘之基柱+ の様式デザ
イ ン はどの ような位置に あるだろうか ｡ い うまでもなく ､ ｢八 紘之基柱+ は ｢平凡+ の方 を
向い て い る わけで はない ｡ 一 方 ､ 堀 口案の デザイ ン と日名子 による基柱の デザイ ン には ､
外観的な類似点を認め るこ とはできない が ､ 神話に基づく モ チ
ー フ を図案化 して巧み に全
体の デザイ ン に取り込 む方法論には共通点を見出す こ とが可能で あろうo 日名子 の デザイ
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ン は ､ 堀 口 同様に ､ 外観にお い て モ ダン デザイ ン を志向 しつ つ ､ 意味内容に お い て は ｢日
本精神+ を表そ うと して い るo ｢日本精神+ ｢八 紘 一 宇+ の 視覚化 にお い て ､ 日名 子 は確実
に モ ダ ニ ス トの 建築家と同 じ方向 を向い て い たと い えるo ただ し､ 日名子 に よ る基柱の 四
方 に配 された 四神 の像や基柱側面 の神鉾などは ､ モ ダ ニ ス トか らすれ ば装飾過 多で キ ッ チ
ュ で ある とい う評価に つ ながる要素だ っ たか も しれない.｡ そ れで も ､ 日名子 の ｢八紘 之基
柱+ は ､ 国策的な ｢日本精神+ に則 りなが ら､ 国際的な建築 的価値を失わない モ ダン なデ
ザイ ン を志向する同時代の 建築家に見られ る発想か ら大きく逸脱す るもの とは言 い切れな
い ｡
ただ､ 日名子 が依拠する モ ダ ニ ズ ム と堀 口ら同時代の 建築家が依拠するモ ダ ニ ズ ム に隔
たりが見 られ る.
ことは確かで ある｡ 例 えば､ ｢八紘之基柱+ にお ける ､ 世界中か ら集められ
た石 に よ っ て世界中の 罪穣れ を蔽う聖なる ｢御幣+ を打 ち立 て るとい う世界創造的な思想
や ､ 石積みを柱表 面に露出させ る ことで ｢御幣+ が じわ じわと地上か ら天上 へ と伸び て い
く ような生動性 を強調 した点は ､ 表現主義建築的性質とい っ て よ い だろう262｡ これは ､ 堀
口 の 忠霊塔案に見 られ る ような､ 30年代後半 の モ ダ ニ ス ト建 築家に お ける ル ･ コ ル ビジ ュ
以降の合理 主義的風潮とは ､ 質的に大き な異なりが 見られ るc そ して ､ 30年代 にお い て表
現主義は ､ すで に時代遅れ の ように処せ られ て い た の で ある o 1931年 には斉藤佳三 が ､ ブ
ル ー ノ ･ タウ トの建築劇 『宇宙建築師』 に依拠 して ､ ｢さ ざれ石 が巌となる+ イメ ー ジ を視
覚化 した岩山を正 面扉に描 い た ｢御真影奉拝装置+ を帝展 の 工芸部に 出品 して い る｡ 長 田
謙 一 によれ ば､ 斉藤は ､ 世界創造 の 思想を背景と した表現 主義をも っ て ､ ｢世界建設者+ と
して の 天皇を表そうと して い たとい う263｡ しか し, こ の作品は落選 の 憂き目に あい ､ 輝か
しい 帝展 の場に展示する ことが か なわなか っ たの で ある｡ ｢八 紘之基柱+のデザイ ン の うち
表現主義的性質に限 っ て言 えば ､ 同時代デザイ ン の 流行か ら逸脱性を有 して い た と考えら
れる かも しれな い ｡
5 - 5 r^紘之基柱+ - の リア ク シ ョ ン
で は ､ 第ニ の 点､ すなわち当時 の 建築家たちは ｢八紘之基柱+ をどの ように受け止 めた
の か を考えて い こう｡ 残念ながら当時の 建築家が ｢八 紘之基柱+ を批評 した文章を発見す
る こ とができなか っ た｡ 当時 の主 だっ た建築雑誌 (『建築雑誌』『国際建築』『新建築』) は
｢八 紘之基柱+ の レ ビ ュ ー を載せ て い ない . - 方で ､ 建築学会の 正会員で ある東京帝国大
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単数授の 岸田日出刀 が 1942年 に次の よう に述 べ て い る｡
｢過去に於 い て ､ 我々 は多く の記念営造物をもつ た｡ だがそれ らの多く は.､
一 個人の また
はせ いぜ い 一 民族 の偉大 なる業績なり興隆発展を記念するための もの で ､ 世界の 一 部を成
す広大な地域に 亙 つ て共存尭栄の 実を成そ うとす る諸 民族共同の 光栄なり興隆発展を記念
す る不滅 の 金字塔とい ふやうなもの で はなか つ た+ 264
岸 田に よれば､ ｢八紘 一 宇+ を視覚化 したモ ニ ュ メ ン トなど過去に存在 しなか っ た し ､
あ っ たと してもそれ は ｢ - 個人 のまたは せい ぜい 一 民族の 偉大なる業績なり興隆発展 を記
念するた め の も の+ で しかなか っ たの で ある ｡ こ こ には ｢八紘之基柱+ に 一 切言及が ない
が､ 過去の モ ニ ュ メ ン ト建築に関する不満は ､ 暗に基柱を指 して の 発言だと思われ る｡ そ
れで は ､ 基柱はなぜ建築学会に斯様な対抗意識 を抱かせ たのか ｡
最大 の 理由と して は ､ 八紘之基柱の建設計画が建築学会を無視したもの で あ っ たこと を
挙げるこ とが でき るだろう｡ デザイ ン に関して は ､ 同時代の モ ニ ュ メ ン トとは異なり公募
されるこ となく ､ 相川勝六 の独 断によ っ て建築家で はない 目名子実三に決 定 して い る ..こ
こ に は建築学会が無視された こ と - の報復 と いう意識が働い て い たかも しれない ｡ また､
基柱 のデザイ ン傾向が ､ 先に見たよう に ､ モ ダ ニ ス トの モ ニ ュ メ シトデザイ ン の発想 か ら
著しく逸脱 して は い ないもの の ､ 一 時代前の表現主義を踏まえた時代遅れ の様式 (と考え
られ て い た) で あ っ た こ とが原因に なっ た可能性もある｡ 基柱が純粋なる表現主義で はな
く四神像な どを加 えた折衷主義的なキ ッ チ ュ さを有 してい たことも悪印象の 要因になり得
た｡ ある い はも っ と単純に相川勝六 日く ｢三等県+ だ っ た宮崎の 県営奉祝事業に 中央の 建
築家たちが 関心を寄せなか っ たともい えるかも しれない が ､ 『写真週報』にも レ ビ ュ
ー され
たこの 塔を建築家が知 らなか っ たとい うこ とはあり得ない だろう｡ また､ 塔の 高さ37m と
いう規模の ｢小ささ+ は ､ 建築家にと っ て ｢八紘之基柱+ の 価値を落とす要素にな っ たと
考えられ る ｡ 岸田は先の 引用に続く部分で ､ 過去の モ ニ ュ メ ン トは ｢規模 なども比較的小
さく ､ 諸民族共同の 理想を高く宣揚する に足る雄滞偉大な表現を成して あますと こ ろが な
い とい ふやうな種類の もの は極めて稀+ だ っ たと して い る｡
建築学会 は ｢八紘之基柱+ を 一 種 の仮想敵と捉えて いた節が,あるo 1942年 に行なわれた
｢大東亜共栄圏確立ノ 雄揮ナ ル意図ヲ表象ス ル ニ 足ル記念常造計画案+ (大東亜共栄圏記
念営造計画)の 公募は､ 建築学会を無視して建設されたキ ッ チ ュ なモ ニ ュ メ ン トで ある｢八
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紘之基柱+ を不恰好な先例と して捉 え､ それ を乗り越 え る算段 と して捉 える こ とが できそ
う で ある. しか も , 一 等に 当選 した丹下健 三 の 案 【図3 - 76】 で は ､ ｢国土を離れ 自然を
失つ て ひ たすら上昇せ ん とす る かた ち+､ つ まり塔と い う形態そ の もの - 痛烈な批判 が なさ
れた265o 丹下によれば､･ こ の 形態は ｢抽象的 ､ 人類的 な支配意志 の 表象 と して の か たち+
で あり､ ｢英米の 金権的世界支配 の 欲望 にその か たちを与えた+ もの で ある ｡ 丹下が こ こで
想起 して い るもの は ､ フ ァ ロ サ ン トリ ッ ク (男根中心主義的) な摩 天楼で あろうが ､ 同時
に こ の言 は ｢八紘之基柱+ を含む近代日本の あらゆる記念碑形式 の 建築物を批判の 対象と
する ｡ ｢西欧 の所謂 ｢記念性+ を持たなか つ た こ とこ そ ､ ｢神国 日本+ の光栄+ とす る丹下
が ､ 上昇する形態の 代わりに選ん だ形態は ､ 大地を区切 るこ とで あり､ 神 明造 に範を採 っ
た神殿 【図 3 - 77】で あ っ た ｡ 神殿 の形態は ､ 建築学会が 1940年 に主催 した第 14回建築
展 覧会 に 掛ナる記念展示 ｢日本建築文化+ にも出展 された ｢大嘗宮正殿+【図 3
- 78】 に
酷似 して い る｡
丹 下案杜 ､ 建築学会 の モ ダ ニ ス トたちの意志の 代弁者では ない が+ 図らずも丹下案によ
っ て 学会の ｢八紘之 基柱+ に対する 一 応 の落と し前が つ けられたとい うわけで あ る｡ とは
い え ､ 丹下案は ｢八紘之基柱+ を完全に超克 したわけで はな い ｡
第 一 に ､ 丹下が採用 した神殿 の神 明造様式は ､ 外見上 ､ 目名子が ｢八紘之基柱+ 内部厳
重に 設けた ｢御免筆奉安殿+ と同 じく ､ 天皇関連 の神社建築や埴輪を用 い て ｢上代 日本+
の 建築様式 を仮想的に作り出す ｢日本趣味+ 的な趣向と区別が つ かない o い うなれ ば､ 丹
下 の ｢大東亜共栄圏記念+ の神殿 は ､ 様式的に は 日名 子の ｢御染筆奉安殿+ を厳重の 外側
に持 ち出 して拡張 した建築の ようなもの で ある｡ もちろん ､ 丹下は巧み に 理論武装して ､
｢日本趣味+ を ｢近代の 超克+ として位置づ けて い るも の の ､ 様式的 には ｢擬古主義+
へ
の逆行とい う誇りを招きかね ない ｡ 実 臥 審査委員の 前川国男は先にも引用 した ｢覚え書+
や審査評 の なか で ｢過去的日本の 建築様式を拠り所+ とする所謂 ｢擬古主義+ の ｢誤謬+
を革めて い る o しか し同時に ､ 丹下案が ｢擬古主義+ で あるこ と を認 め つ つ ､ 結果的に は
丹下案の 弁護に回 っ て い る｡ 前川 日く ､ 丹下案で は ､ 神 明造に通常見られ る ｢奪え立 つ 千
木+ も ｢太敷立つ 桂+ もその 影 を潜め ､ ｢勝男木+ は天窓に取 っ て代わられて い るo それゆ
えに ｢単なる擬古主義で はない+ とされて い る･o 井上章
一 が述 べ る ように ､ 丹下は装飾を
排除 したシ ン プル さを身上とする モ ダニ ス トの流儀で+ モ ダニ ス トの 精神 的支柱にな っ て
い る神明造をア レ ン ジ した｡ この 工 夫によ っ て ､ モ ダ ニ ス トに よ る ｢擬古主義+ の 譲り を
免れ ､ さらに モ ダニ ス トにも許 容可能な様式を捻出 したとい うわけで ある
266
o 前川の い う
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ように ､ 丹下は ｢よく 申せ ば･ - , ･ 賢明+ ｢悪く申せ ば - - - 老猪+ であ っ た267｡
第二 に ､ 丹下案は様式 にお い て ｢大東 軌 を表象できて は い ない よう
.
i
,
こ思われる. 前川
によ る審査評で は ､ 丹下が ｢大束亜造形文化の 飛躍的昂軌 とい う今回の 競技設計の 副題
に対 して ｢そ の 本道 の 一 斑を見事に回答された+ とあるが ､ 果た してそうで あろうか｡ 目
名子 の ｢八 紘之基柱+ が 様式に おける ｢純日本式+ に こだわり､ 様式面で は ｢大東亜+ を
表 しえなか っ たこ とと同様 に ､ 丹下案の 帰着するとこ ろも神社建築 ､ つ まり ｢日本性+ の
強調 に なっ て い る｡ 両者 とも材料に木材ではなく コ ンクリ ー トや石材を用 い たと して も様
式と して は ｢日本+ が強く意識 されてい るの である｡ 『建築雑誌』(1942.9) に掲載された
｢大束亜共栄圏 に於 ける建築的建設に対する会員の 要望+ と題するア ン ケ ー トに は､ 大東
亜共栄圏に おける ｢建築様式+ につ い て の 回答が寄せ られて い る268｡ それらの 回答 を見て
いく と､ もちろん ｢日本精神+ ｢日本的特色+ ｢日本古来の 純粋な造形伝統+ に力点を置く
もの (太 田静六 ､ 近藤正造 ､ 塩川旭 ､ 清水車重 ､ 田辺泰 ､ 丹下健三 ､ 高木直幹､ 図師嘉彦 ､
内藤多仲､ 柳瀬駿 ､ 山中侠､ 吉田鉄郎､ 宮阪隆正 ら) が多く存在して い るが ､ そ の ような
意見がす べ て で はなく ､ そ こ から逸脱 し｢大東亜様式+ - の展望を述 べ る意見も見られる ｡
例えば ､ 酒井勉 は ｢大束亜的の 力強き､ 精神的特色を表現する こ とを主張す る+ と述 べ て
い る｡ た だ､ 現実的に考えるならば ､ 後藤米太郎が主張するように､ ｢大東亜共栄圏内の建
築様式 を統 - するなどは ､ 夫々 の気候､ 風土の相違より不可能+なの であるo したが っ て ､
｢大東亜様式+ 確立 - の･現実的な選択と して は､ 土地ごとの 風土 に適 した建築を創 る こ と
か (桜井良雄､ 津島英太 郎ら)､ ｢日本住宅+ を土地 ごとの 風土に合わせ つ つ 輸出する こ と
か (宍戸修 ら) になる｡ こ の時点で ､ ｢大東亜様式+ の 確立に は ､ ｢大束亜共栄圏+ 全体の
建築の 調査が不可欠で あり､ 作業の難航と統 一 様式は不可能で ある こととが早くも予 見さ
れて いた｡ 一 方 ､ 同ア ン ケ ー トで の 丹下は これらの提案を 一 蹴して ｢神の 如く神厳に して
簡勤 ､巨人 の如く雄揮に して荘重なる新日本建築様式が創造されねばならぬ+と してい る｡
その た めに は ､ ｢英米文化 は勿論 ､ 南方民族の既成の文化を無視するが よ+ く ､ ｢ア ン コ ー
ル ワ ッ トに感嘆する こ とは好事家の仕事+ なの で ある｡ こ の発言は事実上 ､ 様式 におけ る
｢大東亜+ 表象の 実践に対する思考停止 を意味して い る｡
すなわち､ ｢近代の 超克+を調 い ､ 建築学会の お歴 々 の溜飲を下げたで あろう丹下案も ､
様式 にお い て ｢八紘 一 宇+ ｢大東亜共栄圏+ の理想をい か に視覚化するかとい っ た問い に対
して ､ 神社建築 - の 回帰を志向する モダニ ス トの ｢日本精神+ 主義以外 の明確 な回答を出
しえなか っ た し ､ 出すことを拒んだ｡ そ の後 ､ 丹下案はすぐに建築界の ト レ ン ドとな っ た｡
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194年の在バ ン コ ク 日本文化会館の コ ン ペ テ ィ シ ョ ン (こ こ でも丹下は 一 等入賞 ､ 情報局
寮を受けた)で の応募諸作は ､ ｢日本の過去伝統様式 を範と したも の+に著 しく 偏っ た269｡
1942年の ｢大東亜記念営造計画+ にお ける応募諸作が ｢日本精神+ 一 辺倒で は なか っ た こ
とを見れ ば､ 丹 下案の成功の 影響力 の 大きさがわか る だろう｡
確か に ､ ｢老狗+ な丹下は ､ 神明造 を援用 し ｢日本精神+ を強調 した自らのデザイ ン を､
巧 みな理論武装に よ っ て ､ 垂 直的 なフ ォ ル ム を持 つ 表 現主義まで の 旧 モ ダニ ズム を超克 し
た ､ ル ･ コ ル ビ ジ ェ 以降の合理主義建築の水平的フ オ /レム を持 つ 新モ ダ ニ ズ ム の 系譜に位
I
置づ けるととも に ､ 日本的で あるが ゆえに国際的で あ る
一 大建築様式と して具現化 したよ
うに見 える. 理念的に は ､一丹下は ｢八紘之基柱+ の デザイ ン をキ ッ チ ュ で あると して超克
し､ 日本的建築様式 へ の 純化 によ っ て こそ ､ バ ク ス ジ ャ ポ ニ カ が 十全 に表 しう る新様式が
可能なの だと い うこ とを高らかに 宣言 した ｡ しか し､ 丹下案の デザイ ン は ､ 理論 の鎧 を取
り外 して しまえば ､ ｢八紘之 基柱+ にも援用された単な る神 明造の 引き写 しで しかな い ｡ 先
にも引用 した ｢帝冠様式+ を批判 した小坂秀雄の言 を踏ま えるならば､ 安易に ｢過去の 日
本的建築様式+ を借りて来 る こ と 臥 現代建築によ る ｢日本性+ の 表琴に関する研究を怠
っ た手抜き作業なの で は ない か とい う疑い が残 っ て しまうの で ある ｡ もちろん ､ 丹下 は巧
み な理論武装に よ っ て単なる ｢擬古主義+ に終わらせ は しなか っ たの で あるが ｡
結 局 ､ こ の ような丹下案が 建築界 を席巻する こ と に よ っ て ､ 建築界 は ､ ｢八 紘
一 字+ を
視覚化す る に当た っ て ､ 結局 ｢八紘之基柱+ とい う唯
- の 実践例を超克して用な し - と追
い 込む ような ､ 完全無欠 の代案となるデザイ ンを (理論的に はともかく視覚的な事例 とし
て) 提出す る こ とはで きなか っ たように思われ る｡
第六 節 章結
1940年 11月 25日に竣工 した ｢八紘之基柱+ の 建設は ､ 昭和天皇の 絶対的神格化と 日
中全面戦争を背景とする r八紘
一 宇+ の 国是の確 立を時代背景と して 行なわれたo また ､
建築史的な経緯か ら考えるならば ､ ここ に は世界的なメ ガ ロ マ ニ ア の 風潮 ､ つ まり 柳寺動
員 の た めの 巨大 モ ニ ュ メ ン ト建設ブ
ー ム が彫響 して い る し､ 国内的に モ ニ ュ メ ン ト - の 関
心が高ま っ て い た ことも要因と して挙げられるだ ろう ｡
こ う した時代を背景と しなければ ､ 基柱の建設は あり得なか っ た｡ と同時 に ､ 企画立 案
者で ある相川勝六 の 存在は ､ 基柱建設事業にお い て根本的な位置を占める ｡ 相川 は虚構橋
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事件が 起 っ たそ の 日に宮崎県知事に就任 した｡ 彼は佐賀県出身の 内務官僚で あり ､ 警察畑
を中心 に キ ャ リア を重ねてき たo 宮崎県知事に転じる前に は､ 朝鮮総督府の 外事課長 も経
験 して い る ｡ 満州国に お ける朝鮮出身者を管轄する外事課の 業務を通 じて ､ 彼 は植民地経
営にも携わ っ た ｡ こ の 経験が ､ 八紘 一 字 - 世界統 一 を具現化する基柱の 構想にも彫響 した
と見られ る｡ また ､ 天皇崇拝者で あり敬神家で ある彼の資質､ そ して実行力が ､ ｢天孫降臨
の 地+ である宮崎に ｢日本 ･ 世界 ･ 支那の 罪積れ+ を敵う御幣と しての 基柱を建設する 一
大計画を生み出すに 至 っ た｡
基柱建設計画 の 特徴は ､ 第 - に｢国運 の発展と日本精神を象徴する+塔を建設するこ と ,
第二 に ､ 塔の建設資材と して ｢日本人の雄飛すると こ ろ世界の 隅隅までも呼びか け献石 を
もとめ+ るこ と､ 第三 に ､ 塔に ｢〔紀元〕 二 千六 百年の 日本の 現勢記録を刻+ むこ とで あっ
たo 第 一 は ､ 秩父宮直筆の ｢八紘 一 宇+ の 文字を相川が入 手し､ それを基柱 の 正 面に刻 印
することや ､ 彫刻家目名子実三 を得て ､ 大連忠霊塔 をヒ ン トに巨大な御幣を基調 と したデ
ザイ ン を決定するこ とで達成された｡ 第二 は ､ 大阪姦 日新聞社の 協賛を得て ､ メディ アを
通 じ広く献 石を呼びか け､ 陸軍 に依頼して師団司令部および第 一 線の 戦場か ら献石 を受け
るこ とで 達成され た｡ 世界中か ら石 が寄せ られ る ことによ っ て ､ 基柱は天皇 の ｢御稜威+
が あまねく世界中に広が っ て い る様を象徴するもの となっ た し､ 特に最前線の 戦場か らの
献石 は ､ 大東亜共栄圏を実現せん とする ｢皇軍+ の 勢力拡大を象徴するもの と して扱われ
た｡ 第三 は ､ 日向重孝 に よ っ て ｢大日本国勢記+ が起草され基礎背面に陰刻され るこ とで
達成され た.
r
r大日本国勢記+ は ､ 神代か ら神武東征まで の ｢歴史+､ および明治維新以後 ､
日清 日露 ､ 第 一 次大戦 を経て国威が空間的に拡大する様 を述べ ､ 満州事変以降の 1 5年戦
争を ｢東 亜永遠ノ 平和確保ノ為メ 国家ノ勢力ヲ挙ゲテ之 二 当 ル+ と要約 した｡ そ して ､ 東
西南北の 日本 の 領土が緯度経度とともに記 し､ ｢今ヤ聖代ノ 下､紀元 二 千六百年ノ 佳年 ヲ迎
フ ｡ 会々 第二次世界戦役起り ､ 帝国 ハ 内､ 万民翼賛ノ新体制 ヲ確立シ ､ 外 ､ 独逸 ･ 伊太利
卜盟約 シ ､ 世界新秩序建設ノ偉業 二 適進シ ､ 以テ八紘 一 宇ノ 大理想ヲ顕現セ ン トス+ と し
て ､ 国家主義者にと?て の 理想の世界像を提示 した ｡
八紘之基柱は ､ 相川 の 構想 した通り ､ 巨大な 一 つ の御幣と して建設された｡ 全体の シ ル
エ ッ トは ､ 確か に御幣の か たちを してい る ｡ 御幣は ､ ｢我国はもとより全世界の 罪積れ を破
ひ之を化育し之を掩ふ て 家をなすの 御精神を顕現+するものだというか ら､ … 義的に は(神
武天皇の 勅にある) ｢八紘 一 宇+を視覚化 したもの であるが ､ その 根底で は祭紀王で あるア
マ テ ラ ス (と して の 天皇) の ｢御稜威+(超越的権能) が重ね合わせ られて い ると見て よ い
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だ ろう｡ しか も ､ 御幣は ､ 宮崎神宮の 神鉾や神楯とい う ｢武+ の シ ン ボル の 総和と して表
現 されて い る ｡ 鉾と楯は ､ 神 武天皇 に由来する大元帥天 皇の 超越的権能を示 す シ
ン ボ ル で
ぁる o つ まり ､ 基柱中軸は ､ 鉾 ･ 楯 (神武天皇
- 武) が合 - し､ 御幣 (ア マ テ ラ ス - 和)
に変ずる こ とを表 した シ ン ボル なの で あり ､ こ こ には ､ 相川 の創案とい うよりも 『国体の
本義』 に則 っ た形 で ､ ｢神武+ は ｢武 の た め の武+ で は なく ｢和 の ための 武+ で あるとする
｢聖戦+ の 論理 (日中戦争の 正 当化原理) が象徴化されて い る の で あるo
こ の 御幣は ｢罪積れ+を破う超越的権能そ の もの を表象する シ ン ボル ､ 換言する ならば ､
天皇 の 超越的権能 の プ ロ トタイ プを分有するイ コ ンで あるo そ して ､ こ の 御幣の 機能 は ､
御幣に 向か っ て 祈りを捧げる人び とを得て発揮されるもの で ある【図 3
- 79】o『宮崎新聞』
は､ ト 度此 の基柱に接するや心身自づ か ら綬斎を受く るの 感+ が起こ ると評 して い るが ､
こ の 記述 は､ つ まり､ 人びとが基柱の前に立 っ て祈る行為が ､ 人び とが自らの
｢罪積れ+
を破 うべ く御幣を振 るう行為で ある こ とを示 して い る o『国体の本義』に よれ ば神 に祈
っ て
罪疲れ を破う行為 は ､ ｢我を去 つ て 公 に合 し､ 我を去 つ て国家と
- となる+ 行為で あるとい
ぅか ら270､ 理念的 には ､ 基柱の建設 お よび礼拝行為 には ､ 人び とに ｢我+ を捨て させ ､
｢公+
- 令 - させ ､ ｢国家+ に帰 一 させ る行為が含意されて い る こ とが 分か るo こ こ で い う
｢国家+
は ､ もちろ ん ｢万 世
一 系+ の 天皇が統治す る ｢大 日本帝国+ を指 して い る o 八紘之基柱が
表象 した御幣は ､ 天皇が統治する ｢国家+ - の 帰
一 を促す触媒で ある o そ して ､ ｢国家+ へ
の 帰 一 はすff,わち天皇 - の 帰
一 を意味 して い るo 先に挙 げた ｢大政翼賛会実践要綱+ によ
れ ば , ｢八紘
一 宇 の 顕現 を国是とする皇国は ､
一 億 一 心全能力を挙げて天 皇に帰 一 し奉 り､
物心 一 如の 国家体制を確立 し ､ も つ て光輝 ある世界の 道義的指導者たらん とす+ る
の で あ
る ｡ 基柱に祈り を捧げる人びとは､ ｢国家+ および天 皇に帰
一 しなが ら､ ｢国家+ お よび天
皇とともに聖な る御幣を振 る い ､｢光輝ある世界の 道義的指導者+として ､ 自ら
の
､ 世界の ,
中国 の ｢罪積れ+ を 掛 ､､ ｢八紘
一 字+ の 世界を実現す べ く総力戦遂行 - と自らの 身体を主
体化 して いく とされた ｡ こ こ に意図されたの は ､ 個人 の
一 切 の活動は 民族 ･ 国家全体の 存
立 ･ 発展 の ために傾注されねばならぬと い う全体主義的世界像の 実現で あるo もちろん ､
ノ臓 之基柱の 前で祈りを捧げるす
べ て の 人び とが以上 の ような基柱 のイデオ ロ ギ
ー 装置と
して の性格に自愛的で あっ たわ けで はな い だろうが ､ 基柱とい う装置の前 で頭を垂れ る
こ
とで人びとは基柱を中心 に展 開される ｢八紘
一 宇+ の世界像の なかに否応なく位置づ けら
れ て しまう｡
先に ､ 八紘之基柱の 外観をなす御幣は ､ ｢罪穣れ+ を敵う天皇
の 超越的権能 を分有する
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イ コ ン と述 べ たo で は ､ こ のイ コ ン が前提と してい る対象 (プロ トタイプ) とは何 を指す
の で あろうか o それ は ､代 々 の 天皇が自 らの神聖性の 拠り所と して所有してきた鏡である ｡
こ の こ とは ､ 基柱内部 レ リ ー フ ｢二 千六百年+ で 明確 に示 されて い る ｡
つ まり ､ レリ ー フ ｢紀元二 千六百年+ で描かれたテマ テ ラ ス (と思しき女神) を中心に
した 三人の 子 どもは ､ すやに述 べ た ように母 なるア マ テ ラ ス が子 どもで表された 日満支で
癖成される ｢東亜新秩序+ を統治す るとい う意味合い を持 っ て い る ｡ 家族国家観が ｢東 軌
I
にまで拡張されて ､ ｢束亜+の母 で あるア マ テ ラス を始祖とする 一 大家族国家と しての 束亜
新秩序が 示 されて い る の で ある o こ の 世界像と御幣を介した世界像は ､ ともに ｢八紘 - 宇+
を表象するもの で あり ､ ｢紀元 ニ千六 百年+ では より直接的な表現で ｢八紘 - 宇+ の視覚化
がなされ て い る｡ そ して ､ 基柱の 外観では視覚化されなか っ た超越的権能 の ア ク タ ー が｢紀
元 二千六百年+ で は ､ 鏡 (それはア マ テ ラ ス の ｢御霊代+ であり ､ 代 々 の 天皇 の超越的権
能の 根源) を掲げるア マ テラス と して視覚化 されて い るの である｡ したが っ て ､ 外観に見
られ る御幣 は鏡の 神聖性 を分有するイ コ ン で あり ､ 御幣の ｢罪積れ+ を破う超越的権能 は
ア マ テ ラ ス に由来 し天皇 が所有するもの として表象され て い ると結論でき るo
レ リ ー フ ｢紀元 二 千六 百年+ に描かれた女神は ､ 天 皇に ｢現人神+ として の 神聖性を付
与するア マ テ ラ ス で もある｡ 『国体の 本義』によれば､ ｢現人神+ とは ､ ｢皇祖皇宗がそ の神
育+ で ある天皇 に現れ ､ 天皇が ｢皇祖皇宗と御 一 体+ であり､ ｢永久に 臣民 ･ 国土の 生成発
展の本源+ で あり ､ ｢限りなく尊く畏き御方で あることを示す+ 言葉である271｡ 同 じく 『国
体の本義』 で は天 皇は ア マ テラ ス (天照大神) の ｢御霊代+ である鏡を常に ｢い っ きまつ
り給ひ ､ 〔天 照〕大神 の御心をもつ て御心と し､ 大神と御 - 体とならせ給ふ+ の で あるか ら
272
､
｢現人神+ を鏡を ｢い つ きまつ ること+･ で ア マ テラス と ｢御 一 体+ となる天皇像と し
て理解す る こ とに論 理的不整合性はない ｡ ｢現人神+ は､ ｢永久に 臣民 ･ 国土の 生成発展の
本源+ とされ ､ 傷つ い たり死 んだりすることは 一 切想定されてい ない ｡ つ ま り ､ ｢現人神+
とは ､ 可死 的 (m o rtal) な ｢自然的身体+ に対する不死身 (im m ortal) の･ ｢政治的身体+
を持 つ 神聖天皇像を指 してい るo この レリ ー フ は ､ ア マ テラ ス が全世界に君臨す るヴィ ジ
ョ ン (理想像) を視覚化 した表象で あるが､ 天 皇が (｢い つ きまつ る+ とい う実践に よ っ て)
ア マ テ ラ ス を自らの 身体に想依させ ｢現人神+ となり､ 超越的権能を発動し ｢八紘 一 字+
を実現するヴィ ジ ョ ン (未来像) が示 されてもい る｡
この ｢紀元 二 千六百年+ は ､ 内部 レリ ー フ の歴史主題の 最後に置かれて い るo 内部 レ リ
ー フ は ､ ｢国譲り+(国土の 奪取)｢天孫降臨+(統治権の確立)｢ウガヤ フ キ ア ユ ズ ノ ミ コ ト
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の 出産+(後継者 の誕生)を題材 に神 々 を描い た3放と､ ｢神武天皇即位+(国家の 創始)｢明
治天皇乗車+ (近代天 皇制 の 誕生) を題材に天皇を描い た 2枚､ そ して ｢紀元 ニ 千六 百年+
(八紘 一 宇 - 世界 一 家の 実現) とで構成され て い る o この 構成は ､ 天 皇を中心 に連綿と続
い て きた ｢皇国+ の 歴史を視覚化するも の で ある｡ なお ､ 興味深 い こ とに は ､ 天皇を描い
た 2 枚にお い て ､ 天皇像が 隠され て描かれて い る ｡ こ こ に は､ 天皇を隠して描く こ とで ､
天皇 の 絶対不可侵 を視覚化するとい う前近代か らある表象技法が意識されて い る の だろう
が 27 3､ こ の レリ ー フ にお い て は別 の意図も含まれ て い ると思われ る｡ つ まり ､ 天 皇の 身体
は描 かれ る必要 の ない もの と して位置づ けられたの で はな い か ｡ もちろん ､ お の お の の 事
蹟は ｢皇国+ に と っ て重要で あるが ゆえに描かれ るわけで ある o しか し､ レ リ
ー フ の 最後
に置 かれ た ｢紀元 二 千六百年+ に ア マ テラス が措かれ て い る こ とか らも明 らか な よう に ､
こ こ で重視されて い る の は､ 各時代 にお い て 変わらず持続 してきたア マ テ ラ ス の超越的権
能 の 発動 で ある｡ それ ゆえ ､ 各天皇 の個性的面貌 (自然的身体) は視覚化 され る必要 はな
い
Q ア マ テ ラス が ､ 超時間的 な天皇 の権能全体を代表 して い るの であ るo
本章の 最後に ､ ｢シ ン ボルなく して統治はな い+ とい う本論文の テ
ー マ に則 して ､ 神話的
シ ン ボル の 複合体で ある ｢八紘之基柱+ に ､ どの ような表象効果が期待されて い たの かを
確 認 してお こ う｡
第 一 に ､ 基柱 の 正面 に刻字 され ､ 内部の 御染筆奉安庫に収め られた ｢八紘
一 宇+ と い う
ス ロ ー ガ ン (これ自体 ､ 神武天皇か ら派生 した神話的 シ ン ボル で ある) に よ っ て ､ 天皇を
中心と した世界 - 家の 成就 を表す物語 を象徴 したo ｢八紘
一 宇+ に基づく世界像は ､ 基柱厳
重内部の 地球図や ｢紀元 二 千六百年+ の レリ ー フ に よ っ て も強調 されて い る ｡
第二 に ､ 天孫降臨の ｢聖地+ に建設 された基柱は ､ 天 と地を
一 直線に つ なぐ ｢よろずの
国に た ぐひ なき国の みは しら+ を表 して い る ○ つ まり ､ 日本が ｢世界の 中心+ で あり ､ 中
で も天孫降臨の 地で ある宮崎が ｢日本 の 中心+ である こ とを表 したo ｢中JL､+ と しての 性質
は､ 世界中か ら日本中か ら集め られた献石 によ っ て保証され ､ ある い は､ 四天王 を模 した
四神や天 に向か っ て垂直に 伸びるオ ベ リ ス ク様式に よ っ て 強調されたo また ､ 反対 に天皇
の ｢御稜威+ が こ こを中心に 世界中に あまねく広が っ て い る こ とが示されて い るo
第三 に ､ 基柱外観は ､ 天皇の 超越的権能の根源を表 して い る o 外観の プラ ン で は ､ 神武
天皇 に由来す る鉾 ･ 楯と いう ｢武+ の シ ン ボル を用 い て ､ 全体の コ ン ポジ シ ョ ン を御幣型
に まとめる こ とでア マ テ ラ ス の ｢和+ を象徴 して い る o こ の御幣は､ 日本
･ 中国 ･ 世界の
｢罪繊れ+ を蔽うもの と して観念されて おり ､
一 義的 には目下の 日中戦争を ｢和の た め の
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武+､ つ まり ｢聖戦+ と位置づ け正当化する シ ン ボルで ある o また､ ｢国民+ を国家お よ.び
天皇に帰 一 させ る全体主義のイデオ ロ ギ ー 装置である｡ そ して ､ 御幣は ア マ テ ラ ス の ｢御
霊代+ と して の 鏡の 神聖性を分有するイ コ ンでもある｡
第四 に ､ 基柱 内部の歴史 レ リ ー フ 連作は ､ r& 国+ 創始以来 2600年に渡 っ て持続 してき
た天皇 の超 時間的な超越的権能を視覚化す るもの である｡ こ こ に刻印された の は ､ ア マ テ
ラ ス に由来する ｢神国日本+ の歴史の 永続性でもある ｡ そ して ､ レリ ー フ 連作 の最後 にお
かれた ｢紀元 二 千六百年+ で は｢八紘 一 宇+ の ユ ー トピアが描かれて い る o こ こには ､ 世
界大に拡大された家族国家観が ､ ｢神国日本+ の大地の象徴で ある ｢母+ として位置づ けら
れた ア マ テ ラス が ､ ア ジ ア全域の植民地を ｢子 ども+ と位置づ け包摂 し､ ともに ｢家族+
を形成するというか たちで描かれて い る ｡ また ､ こ の 世界像は ､ 天皇が ア マ テ ラス の ｢御
霊代+ で ある鏡を ｢い つ きまつ る+ こ とで ､ ア マ テ ラ ス を自らの 身体 に懲依させ ､ ｢八紘 一
辛+ を実現す るとい う理想的政体像を示 すもの でもあっ た ｡
全体と して ､ 八紘之基柱は ､ ア マ テラス に由来する天皇の 超越的権鰭 (御稜威) が ､ ｢皇
国+ 創始か ら現在 ･ 未来まで超時間的に持続しつ つ ､ 世界中に あまねく広が り超空間的に
延長 され るとい う理想的世界像 をシ ン ボル というか たちで視覚化 しでい るの で ある｡ 基柱
が神話的 シ ン ボ ル を動員 して こ こ に表 した世界像および天皇像は ､ あくまでも理想像で あ
り ､ 現実よりもは るか に先行してい る｡ これを単なる夢物語と断ずる ことは簡単で ある｡
しか し､ 常に視覚表象に よるシ ミ ュ レ ー シ ョ ン は現実に先行する ｡ そ して ､ それゆえに視
覚表象 は､ 眼前の 現実に沈潜する人びとを誘惑 し､ 夢物語で しか ない幻想 を実現化するよ
うに人 びとの 心 を揺り動かす潜勢力を有して い るの で ある｡
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3 坂本 ･ 家永 ･ 井上 ･ 大野校注 『日本書紀 (- )』､ p.4 89
4 内務省神社局編 『神武天 皇御紀謹解』､ p.6 5
5 鈴木麻雄 ｢大東亜共栄圏の 思想+ (岡本幸治編著『近代 日本の ア ジア観』 ミネル ヴァ 書房
1998)､ p p.2 53･4
6 川島理 一 郎 ｢作品解説+ ( 『英之国』 第16巻第11号 ､ 1940.ll)､ 口絵 ペ
ー ジ ､ 頁数な
し｡
7 荒城孝夫 ｢美術の 新体制+ (『みづ ゑ』1940.10) では ､ 何が美で あるか をめぐっ て ｢健
康美+ を提唱 した高村光太郎に対する賛同の意が示された｡ ｢何が美で あるか ､ といふ やう
な抽象的論議 は美学上の 問題だか ら､今こ ゝ に論らふ必要を認めない が ､そ もそも美とは ､
い かなる時また い かなる所にも存在するの が本当である｡ 高村光太郎が逸早く こ の 問題を
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とら - て (婦人公論九月 号) たと -琴即事下におい ても美は決 して喪はれるも の で は ない こ
とを述 べ て ゐ る の は 一 読に催する o 高村が 『美は元来健康なもの で ある』 とな し ､ 美は駒
乏に も強く ､ 本来美術品の 製作ほ ど賓沢性と縁遠い も の は ない と言 つ てゐ る の は妥当で あ
るo そ して ､ 彼 が昨今の 日本画 の コ ン マ - シ ャ リズ ムや洋画 の デカ ダン ス に つ い て ､ それ
が社会秩序の 厳正 な場合に は起り得ない 俗悪 ､ 病的な変態現象 とみ て ゐ る の は全く同感で
ある+ (荒城季夫 ｢美術の 新体制+ 『み づ ゑ』 No.4 28､ 1940.10, p.410)0
8 岡倉天 心 (村岡博訳)『東 邦の 理想』(岩波文庫 1943)､ p.29
9 瀧精 一 ｢日本美術の進展+ (『国華』600号 ､ 1940.l l)､ p.31 4
10 若桑 み どり 『番彼の イ コ ノ ロ ジ ー 』(青土社 1984)､ p.343
11 エ リ ア - デ によれ ば､ 畢茶羅は ｢宇宙の 中心+ を意味する o ミ ル チ ャ ･ エ リ ア
- デ ( 前
田耕作訳) 『イメ ー ジ と シ ン ボル [エ リア - デ著作集第四巻]』(せ りか書房 19 74)､ p･71
12 文部省編 『国体の本義』(内閣印刷局 1937)､ p. 155
13 ちなみに こ こ に掲載された の は ､ 四神像が ない未完成の 段階の も の で ある｡
14 前者 の 計画に つ い て は､ 金子淳 『博物館の 政治学』( 青弓社2001)､ 後者につ い ては ､
井上章 一 『ア ー ト ･ キ ッ チ ュ ･ ジ ャ パ ネ ス ク
一 大東亜 の ポ ス トモ ダン』( 青土社1987)､
飯島洋 一 『王 の 身体都市 一 昭和天皇の 時代と建築』(青土社 1996) を参照 .
15 近年 ､ ｢八紘之基柱+ につ い て の 研究は急速に進 展 して い る Q 本章でも ､ 以下 の先行研
究を参照 させ て もら っ た. ウォ ルタ ー ･ エ ドワ - ズ ｢宮崎市所在 ｢八紘 - 宇 の 塔+ に つ い
て+ ( 『天理大学学報』 第187 輯 ､ 1998.2)､ 千 田稔 『高千穂幻想
- ｢国家+ を背負っ た
風景』(P H P新書199 9)､ ｢平和の塔+ の史実 を考える会締『石 の 証言
- みやざき ｢平和
の 塔+ を探 る』(本多企画 1995)､ ｢平和 の塔+ の 史実を考える会編 『11･2 5 シンポ ジウム
報告集 -
'r八紘 - 宇+ か ら 6 0年 ･ シ ン ポ ジ ウム 2 1世紀･ ･ ･ ｢平和 の塔+ の あり方 を考
える ｢八紘 一 宇 の塔+ は こ の ままで よ い の か』(｢平和の 塔+ の 史実を考 える会 2001)､
三 叉喬 『戦後 50周年記念 秘録平和 の塔』(観光みや ざき編集局 1996)､ 三叉 たか し 『あ
る塔 の 物語 - 廷 る 目名子 実三 の 世界 一 』(観光みや ざき編集局 20 02)､ 山中恒 ｢紀元 ハ
二 千六 百年+ ( 『ボクラ小国民 第 一 部』 琴境社1974)
16 ｢あとがき+ ( 『白樺ポリテ ィ ク ス』N占.9､ 19 68･.9)､ p.32､ 内閣情報部の 『写真週報』
145号 (1940. ll.30) でも ｢は つ くわうの もとは しら+ と紹介され て い る｡
･7 宮崎県議会史編さん委員会編『宮崎県会史』第七輯(宮崎県議会事務局 1966)､ p p･485
-6
･8 野井憲樹編 ･ 相川勝六 述 『紀元 二 千六百年奉祝と県民の 覚悟』(紀元二 千六 百年宮崎県
奉祝会 1939)､ p.2 4
･9 宮崎県編『宮崎県史 通史編 近 ･ 現代 2』 ぎょうせ い 2000)､ p･37 5､ ｢第7 章 戦日寺
体制下 の 県政と県民生活 第 1節 国民総動員と県民生活+､ こ の項 は森岡真人執筆o
20 田中巴之助『師子王 国体篇』第 - 棉 (師子 王全集刊行会 1932)､ p･199､ 大谷 栄
一 ｢日
蓮主義 ･ 天皇 ･ ア ジア - 石原莞爾に おける世界統
- の ヴィ ジ ョ ン+ ( 『思想』 No･943､
20 02.ll) p. 162を参照 ｡
21 松尾尊究 ･ 中塚 明 ｢国民 と紀元節+ (日本史研究会編 『日本の 建国』 青木文庫 19 6)､
p p. 181
-2
22 滞 口広之輔 ｢田中智学先生 の 主要著書解題+ (日本国体学会編 『日本の 師表 田中智学』
錦正社 1968)､ p p.1 72･3
23 田中智学 『世界統 一 の 天業』(田中巴之助 『師子 王 国体篇』 第
一 輯､ 師子王全集刊行
会 1932)､ p.76
2
■
4 田中智学 『世界統 一 の 天業』､ p.79
25 田中智学『世界統 - の 天業』､ p .80
26 田中智学 『世界統 一 の天業』､ p p.87
･8
27 田中智学 『世界統 一 の天業』､ p.88
28 田中智学 『世界統 一 の天業』､ p.80
29∴大谷栄 一 ｢日蓮主義 ･ 天 皇 ･ ア ジア+､ p･15 1
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30 田中智学
31 田中智学
32 田中智学
33 田中智学
34 田中智学
『世界統 一 の天 業』､ p.95
『世界統 一 の天栄』､ p.98
『世界統 一 の天 栄』､ p.81
『世界統 一 の天 業』､ p.85
｢神武主義の時代装+ (初出 1929年1 0月 ､ 田中巴之助 『師子王 国体篇』 第
- 輯 ､ 師子王 全集刊行会 1932)､ p.317
35 田中智学 ｢日蓮上人 の 国体観+ (初出 1929年 5月講演､ 田中巴之助『師子 王 講演篇』
第 一 輯､ 師子王全集刊行会 1931)､ p.436
36 田中智学『尊王 正戟』A(田中巴之助『師子王 国体篇』第 一 輯､ 師子王全集刊行会 1932)､
p.4 7 9
37 田中智学 『尊王 正議』､ p p.480･ 481
88 渡辺 宝陽｢田中智学+ (『日本近代と日蓮主義[講座日蓮 第4巻]』春秋社 1972)､ p.6 1
39 里見岸雄 ｢日本国体学+ (日本国体学会編 『日本の 師表 田中智学』 錦正社 1 968)､
p p.158
- 9
40 『帝国議会 衆議院議事速記録』49 (東京大学出版会 1 983)､ p.85
41 田中智学 ｢明治節の真意義+ (初出 192 7年 11月 3 日講演､ 田中巴之助 『師子 王 講演
篇』 第 一 輯､ 師子 王全集刊行会 193 1)
42 成田龍 一 『(歴史) は い か に語られるか 1930年代 ｢国民の 物語+ 批判』(日本放送
出版協会 2001)､ p.20以下｡
43 朴普雨 ｢明治天 皇の ｢聖蹟+ 保存につ い て+( 『歴史評論』 No.478､ 1990.2)､ p.40
44 ハ ー バ ー ト ･ ビ ッ ク ス (吉 田裕監修､､ 岡部牧夫 ･ 川島高峰訳)『昭和天皇 (上)』(講談
社2002)､ p.153
45 『東京朝日新聞』(14588号 ､ 1926年 12月 29 日夕刊)､ 一 面o
､
4 6 ｢総理大臣の寿詞+ ( 『東京朝日新聞』15269号､ 19 28年 11月 11日第ニ 夕刊)､ 一 面.
4 7 ｢賀詞+ ( 『東京朝日新聞』 15268号､ 19 28年 11月 10 日第 一 朝刊)､ - 面｡
4 8 渡辺 幾次郎監修 ･ 御聖徳普及会編『明治 ･ 大正 ･ 今上三帝聖徳録』(大文 社1933)､ p.352
49 ハ ー バ ー ト ･ ビ ッ ク ス 『昭和天皇 (上)』､ p p.33-7 7
50 原武史 『可視化 された帝国 近代 日本 の行幸啓』(みすず書房 2 01)､ p .3 34
51 原武史 『可視化 された帝国』､ p.33 4
52 山本信良 ･ 今野敏彦 『大正 ･ 昭和教育の 天皇制イデオ ロ ギ ー Ⅰ
53 山本信 良 ･ 今野敏彦 『大正 ･ 昭和教育の 天皇制イデオ ロ ギ ー Ⅰ
』
』
54 鈴木正章 ｢軍部の 台頭 と天皇神格化+(鈴木正幸編 『近代の天 皇
吉川 弘文館 1993)､ pp.189
･ 192
55 松本清張 『昭和史発掘 1
56 松本清張 『昭和史発掘 1
57 松本清張 『昭和史発掘 1
』
』､
』､
(文春文庫1978)､ p.189
p.134
p.138
(新泉社 1986)､ p.5 6
p.96
[近代 日本の軌跡 7]』
58 鈴木正幸 ｢軍部の 台頭と天皇神格化+､ p.190
59 文部省編 『国体の 本義』､ p.1 5
60 文部省締 『国体の 本義』､ p p.23-4
61 天皇機関説事件全般に関 して は､ 宮沢俊義『天 皇機関祝事件 - 史料は語る 』 上下
(有斐閣 1970) を参照 した｡
62 『帝国議会 貴族 院議事速記録』61(東京大学出版会 19 84)､ p p･88
･90､ p p･92
･94
63 『帝国議会 貴族院議事速記録』61､ p.96
64 橋川文三編著 『ア ジ ア解放の夢 [日本の 百年 4]』(筑摩書房 1962)､ p･216
65 玉 択光三郎 『所謂 『天皇機関鋭』 を契機とする国体明徴運動』(今井清
- ･ 高橋正衛編
『現代史資料 (4)』みすず書房 1963)､ p p.353
･4
66 岡 田啓介述 『岡田啓介回顧録』(鯨日新聞社 1950)､ p･113
67 『帝国議会 貴族 院議事速記録』61､ p･100
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68 『帝国議会 貴族院議事速記録』61､ p.105
69 『帝国読会 貴族院議事速記録』61､ p.102
70 鈴木 正幸 ｢軍部の 台頭と天皇神格化+､ p.199
7 1｢機関説 三著発禁/二 著書に改訂命令/内相閣議 に報告す+(『束京朝日新聞』17 591号､
1935.4.10朝刊)､ 二面 ｡
72 玉沢光 三郎 『所謂 『天 皇機関説』 を契機とす る国体明徴運動』､ p p.37 2･385
73 ｢天 皇は統治権の 主体/ 機関説は国体に戻 る/政府 ､ 再声明発表+ ( 『東京朝 日新聞』
177 80号 ､ 1935.10.16朝刊)､ 二 面｡
74 本庄 繁 『本庄 日記』(原書房 1967)､ p.203
75 岡田啓介 『岡田啓介回顧録』､ p.1 14
76 歴史学研究会編 『日本史史料 [5] 現代』(岩波書店1997)､ p.84
77 古茂田信男 ･ 島田芳文 ･ 矢沢寛 ･ 横沢千秋編 『新版 日本流行歌史 中』( 社会思想社
1995)､ p.10
78 古茂 田 ･ 島田 ･ 矢沢 ･ 横沢編 『新版 日本流行歌史 中』､ p.114
79 吉 田裕 ･ 吉見義明編 『資料 日本現代史 1 0』(大月 書店 1984)､ p･67
80 歴史学研究会編 『日本 史史料 [5] 現代』､
81 歴史学研究会編 『日本史史料 [5] 現代』､
82 歴史学研究会編 『日本史史料 [5] 現代』､
83 なお ､ 相川 の経歴 に つ い て は ､ ｢平和の 塔+
p.83
p p.102
･3
p.94
の 史実 を考える会編 『石 の 証言 - みや ざ
き ｢平和 の塔+ を探る』(本多企画 1995)､ p p.75- 80も合わせ て参照 した｡
84相川勝六 『即 ､出ずる まま』(講談社サ ー ビ ス セ ン タ ー 1972)､ p･36
85 相川勝六 『思 い 出ずる まま』､ p.36
86 相川勝六 『思 い 出ずるまま』､ p.38
87 相川勝六 『思 い 出ずるまま』､ p.46
88 相川勝六 『思い 出ずるまま』､ pp.47･ 50
89 相川勝六 『思 い 出ずるまま』､ p p.5 1･3
90 相川勝六 『思 い 出ずるまま』､ p.65
91 相川勝六 『思 い 出ずるまま』､ p.69
92 相川勝六
93 相川勝六
94粕川勝六
95 相川勝六
96 相川勝六
97 相川勝六
『思 い 出ずるまま』､ p p.7 1･3
『思 い 出ずる まま』､ p.76
『思 い 出ずる まま』､ p.78
『思 い 出ずるまま』､ p.85
『思 い 出ずるまま』､ p p.8 5･88
『思い 出ずるまま』､ p.88
98 木坂順 一 郎 ｢日本 フ ァ シ ズ ム 国家論+ (木坂順
一 郎編『日本フ ァ シ ズム の確 立 と崩壊 [体
系 ･ 日本現代史 第3巻]』 日本評論社 1979)､ p･13
99 橋川文 三編著 『ア ジア解放の 夢』､ pp.235
･8
100相川勝六 『思 い 出ずるまま』､ p.90
101相川勝六 『思 い 出ずるまま』､ p p.91･2
102相川勝六 『思 い 出ずるまま』､ p
'
.98
】o3 相+lト勝六 『思 い出ずるまま』､ p.104
104 相+l‖勝六 『思 い 出ずるまま』､ p.105
105相川勝六 『思 い 出ずる まま』､ p.111
】o6 相川勝六 『思い 出ずるまま』､ p.113
107相川勝六 述
108
109
110
相川勝六 述
相川勝六述
相川 勝六述
『祖国振興』( 宮崎県知事官房 1938)､ p p.56
･7
『祖国振興』､ p.5 8
『祖国振興』､ p.60
『祖国振興』､ p p.59･60
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111宮崎県編 『宮崎県史 通史編 近 ･ 現代2』､ p.350
112 相川勝六 『思い 出ずるまま』､ p.120
113宮崎県編 『宮崎県史 通史編 近 ･ 現代 2』､ p.353
114宮崎県企画局編 『宮崎県経済史』(宮崎県 1 9 54)､ p.60 4
115宮崎県政外史編纂委員会編 『宮崎県政外史』(宮崎県政外史刊行会 1967)､ p.62 0
116宮崎県企画局編 『宮崎県経済史』､ p.602
117古川隆久『皇紀 ･ 万博 ･ オ リ ン ピッ ク - 皇室ブラン ドと経済発展』( 中公新書 1 99 8)､
p p.100
･101
118古川隆久 『皇紀 ･ 万博 ･ オリン ピッ ク』､ p p.104･5
119古川隆久 『皇紀 ･ 万博 ･ オリン ピッ ク』､ p.105
120相川勝六 ｢八紘基桂 一 平和塔の 由来+ (『白樺ポリティ ク ス』 No.9､ 1968.9)､ p.4､
121 ｢神武天皇皇居御跡 に大肇国塔を建立/ 宮崎神宮二千大官牢記念事業+ ( 『大阪轟日新
聞』 第1992 5号 ､ 1938. 10.2朝刊)､ 十 一 面.
1 2 2宮崎県議会史編さん委員会編 『宮崎県会史』 第七輯､ pp.2 78-9
123千田稔 『高千穂幻想 - ｢国家+ を背負っ た風景』(P H P新書1999)､ p.136
124『昭和十三年十 二月九 日(於 神宮社務所) 御束遷 ヲ中心トセ ル上代 日向座談会』(宮
崎県立図書館蔵)､ 103 丁｡
125相川勝六 ｢八 紘基桂 一 平和塔の 由来+､ p.14､ 秩父宮 - の 題字依頼の様子 は ､ 相+tげ思
い 出ずるまま』､ p p.140- 1 41､ 『宮崎県政外史』､ p.339にも同様の記述が ある｡ い ずれも相
川自身によ る記述で ある ｡
126実際には ､ 1940年当時にお い て八紘之基柱は ｢日本 一 + の高さで はなか っ た ｡ 191 2
年完成の 通天 閤 (高さ 2 50 尺[約75m])の方が高か っ たの で ある｡
127三叉 たか し 『ある塔 の 物語 一 延る 日名子 実三 の 世界』(観光みやざき編集局2 0 0 2)､
｢
p p.70
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128『昭和十三年十 二月 九 日 (於 神宮社務所) 御東遷 ヲ中心 トセ ル上代 日向座談会』､
96 丁｡
129三叉 た か し 『ある塔の 物語』､ p.122､ 原文は 日名子実三 ｢体験を語 る+ (『斯花』41
号 ､ 宮崎高等女学校校友会誌) で あるが ､ 『ある塔の 物語』 に は全文翻刻されて い る ｡
130川村湊 『満洲鉄道まぼろ し紀行』(文春文庫2002)､ p.29､ 同書は同時代史料に より な
が ら ､ 1937年 の満州国旅行を擬似的に追体験す ることを狙 っ た本で あるo また ､ 大連忠霊
塔に関する ｢御幣形+ とい う評価は ､ 大日本忠霊顕彰会の桜井徳太郎大佐によ る (『大阪朝
日新聞』19 39. .3)｡ 同会 に つ い ては井上章 一 『ア ー ト ･ キ ッチ ュ ･ ジ ャ パネ ス ク』を参照｡
131野井憲樹編 ･ 相川勝六述 『紀元二 千六 百年奉祝と県民の覚悟』､ pp.3 2･5
132野井憲樹編 ･ 相川勝六述 『紀元二 千六 百年奉祝と県民の覚悟』､ p p.38-9
133野井憲樹編 ･ 相川勝六述 『紀元二 千六 百年奉祝と県民 の覚悟』､ p.4 2
134 相川勝六 ｢八 紘基柱 一 平和塔の 由来+､ p. 7
135『昭和十三年十 二月 九 日 (於 神宮社務所) 御東遷 ヲ中心トセ ル上代日向座談会』､
105丁 ｡
136平川清風 ｢紀元 二千六 百年の記念事業に就 い て+ ( 『霧島』 第5巻第4 号 ､ 1 938.ll)､
p.2
137 ｢皇紀二千六 百年泰祝/ 本社の記念三大事業+ (『大阪短日新聞』2005 5号 ､ 1939･2･11
朝刊)､ 一 面｡
13 8相川勝六 ｢八紘基桂 一 平和塔の 由来+､ p.ll
139本章で は ､ 『昭和十五年 甲第六類』( 陸軍省 1940) に所載された ｢紀元 二 千六 百年記
念事業トシ テ ｢八紘之基柱+ 建立二 関ス ル 件+ と題する書棟琴を参照 した o
140 ｢皇紀二千六 百年奉祝/ 宮崎 ･ 奈良 ･ 鹿児鹿三 県の 記念事業に二 万円寄附+( 『大阪転
日新聞』202 25骨 ､ 19 39.8.1朝刊)､
一 面o
14 1 ｢基柱の偉容/その材石 と梢造/日名子氏 苦JL､の創作+ ( 『日向日日新聞』2号 ､
233
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1940.ll.26朝刊)､ 三面 ｡
142 ｢八紘之基柱/ 晴れ の 竣工式迫る/ 献石 の
一 つ - つ に刻む赤心 の名/ 築き上げた興亜
の 姿+ ( 『大阪轟 日新聞』20700号 ､ 1940.11･22朝刊)､ 七面 ｡
143 ｢平和の塔+ の 史実を考える会編 『石 の 証言』､ p p･io7
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144同会 の調 査結果 は ､ 『石 の証言』 と同会編 『八紘之基柱 (平和 の 塔) 礎石
一 覧表』r(自
費出版パ ン フ レ ッ ト2002.8､ 宮崎県立図書館蔵) に詳 しい ｡
145｢ドイ ツか ら遥々 献石/日本人会決諌+ (『大阪轟 日新聞』20 185号 ､ 1939･6･22 夕刊)､
二面 ｡
146 ｢古戦場 か ら新戦場か ら/尊い献石 の 数々 / 『八紘之基柱』 に 寄する赤誠+ (I『大阪轟
日新聞』20190号 ､ 1939.6.27朝刊)､ 十
一 面｡
1 4 7橋+tl文 三編著 『ア ジア 解放の夢』p.8
148橋川 文三編著 『ア ジ ア解放の 夢』､ p.6､ p ･8
149橋川 文三編著 『ア ジ ア解放 の夢』､ p･7
160 ｢建国神廟+ 建設 に つ い て 臥 島川雅史 ｢現人神と八紘
一 宇 の 思想 一 滴州国建国神
廟 - + ( 『史苑』 第 43巻第2号 ､ 1984.3) に詳 しい o
151 ｢八紘之基柱/ 旅順港閉塞 の 石と/三十七年ぶり の 対面/ 仰い で感激の 白杉大林組専
務+ ( 『大阪毎 日新聞』20537 号 ､ 1940.6･11朝刊)､ 五面｡
152 ｢部隊長か ら献石/湖北崇陽県城壁 の 石灰岩/ 『八紘之基柱』 に寄する赤誠+ ( 『大阪
毎 日新聞』.20216号 ､ 1939.7.23朝刊)､ 十
一 面｡
15 8 陸軍 に対する献石 依額資料 臥 ｢紀元二 千六百年記念事業トシ テ ｢八 紘之基柱+ 建立
二
関 ス ル件+ (印召手口十 五年 y甲第六類』陸軍省 1940所載)に含まれて い るもの を利用 したo
なお ､ 本資料は ｢平和 の塔+ の 史実を考える会編 『石 の 証言』､ p･5 におい て も参照 されて
い る ｡
･5 4日向重孝 『日 向ぼけ抄』(宮崎 日日新聞社 1963)､ p p･91
･3
155相川勝六 ｢八紘基柱 - 平和塔の 由来+､ p･10
156 ｢新神域を絶賛す/大基柱を大挙視察の串歴々+ (『宮崎新聞』12779号､ 1939･3･7 夕
刊)､ 一 面o
15 7 ｢八 紘之基柱/挙国の赤誠 に樹つ /不滅の 聖塔/ 模型完成す+ (『大阪短日新聞』2 009 6
号 ､ 1939.3.2 4朝刊)､ 十 - 面｡
15 8 ｢八紘之基柱起工 式/八 歳の童女/神 々 し草刈初め/聖地宮崎に陸海の 荒鷲も慶祝+
(『大阪森田新聞』20153号 ､ 1939.5.21夕刊)､ 二 軌
159相川勝六 ｢八紘基桂 一 平和塔の 由来+､ p･16
160相川勝六 r八紘基柱 - 平和塔の 由来+､ p p･12
･3
161 『大阪庵 日新聞』(20469号 ､ 1940 A･3朝刊) に よれば ､ 1 10 万円で あるo
l･62 r奉賛の 人 々 人徽章贈らる/見事に十余種 出来る+ ( 『宮崎新聞』 13165号 ､ 1940.4.1
夕刊)､ 一 面o
1 6 3相川勝六 ｢八 紘基桂 一 平和塔の 由来+､ p p･13
･4
164定礎の 辞 は､ 『宮崎新聞』(13165号 ､1940･4･1夕刊)に掲載されて い るが 誤字が多い o
正確な定礎の 辞 の字句 臥 起草者 で ある日 向重孝 の 著書 『日向ぼけ抄』､ p･90 に全文掲載
されて い る ｡
165相川勝六 ｢八紘基柱 一 平和塔の 由来+､ p･28
166
.
｢けふ御決筆奉安式/ 『八紘之基柱』に聖火+ ( 『大阪短日新聞』20702 号 ､ 1940･1 1･2
4
朝刊)J､ 三面 ､ ｢高松宮殿下台臨/けふ 宮崎で 八紘之基柱竣工奉献式+ ( 『大阪鯨 日新聞』
2070 3号､ 1940. ll.25 朝刊)､ 二面 を参軌
167｢八紘之基柱竣工奉献式/ 高松宮殿下台臨/けふ 宮崎 の 盛儀+ (『大阪庵日新聞』2070
4
号 ､ 1940.ll.26夕刊)､ 一 面 ｡
1 6 8｢晴 の聖典を祝 し 一 万 人の 提灯行列/廿 五 日夜宮崎市の 賑ひ+ (『日向 日 日新聞』2 号 ､
1940.ll.2 6朝刊)､ 三面｡
234
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169山中恒 ｢紀元 ハ ニ 千六 百年+ (『ボ ク ラ少国民 第 - 部』)､ p. 118
170山中恒 ｢戦時下 の女性 ･ 児童雑誌+ (山本明責任編集 『ジャ ー ナリズ ム と大衆文化 [新
訂増補 週刊朝日百科 107]』 朝日新聞社 2 04)､ p･22 1
1了1 ｢山紫水明の 聖地に/響ゆ ｢八紘之基柱+ /地元民の 労力奉斎に/着々 進む整地工 事+
(『宮崎新聞』12812号､ 1939.4.9朝刊)､ 二面｡
172相川勝六 ｢八紘基柱 - 平和塔の 由来+､ p p.24
-5､ 相川勝六 『思い 出ずるまま』､ p･144
178 ｢基柱の偉容/そ の材石 と構造/目名子氏苦心 の創作+( 『日向日 日新聞』2 号､
1940. ll.26朝刊)､ 三 面｡
174三叉 たか し 『ある塔 の 物語』､ p.128
175坂本 ･ 家永 ･ 井上 ･ 大野校注 『日本書紀 (-)』､ p p.204
･6
176 『宮崎市史』､ p.823
177『宮崎県政外史』､ p.192
178『宮崎市史』､ p.823
179 『宮崎県政外史』､ p.193
180三叉 たか し 『ある塔の 物語』､ p.43
181 ｢永遠に輝く 四神像と基柱+ (『宮崎新聞』13 175号 ､ 19 40･4 ･1夕刊)､
- 乱
182小寺鉄之助編 『宮崎県大観』 上巻 (宮崎県文化事業財団 ･ 宮崎県大観刊行会 19 52.)､
グラ ビア ペ ー ジ ｡ 頁番号な し｡
183相川勝六 ｢八紘基桂 一 平和塔 の由来+､ p･2 1
184 三 叉喬 『秘録 平和の 塔』､ p p.21･23
185上村清雄氏 の ご教示 によ る｡
186 ｢大航軍の 日程決 る/ 御素行順路漕舟､ け与結団式+( 『大阪毎日新聞』204 80 号､
1940.4.15朝刊)､ 七面｡
､
18 7 エドワ - ズ ｢宮崎市所在 ｢八紘 一 宇の塔+ に つ い て+､ p･1 51
18 坂本 ･ 家永 ･ 井上 ･ 大野校注 『日本書紀 (
-)』､ p p･58二60
189那珂通世 ･ 秋山四郎謹撰 『教育勅語節義』( 初出189 1､ 1894文部省検定済､ 『教育勅
語換発関係資料集』 第三 ､ 国民精神文化研究所 1939)､ p.･7
190 エ ドワ - ズ ｢ 宮崎市所在 ｢八紘 一 字の 塔+ に つ い て+､ p･ 151
･91倉野憲 司校柱 『古事記』(岩波文庫1963)､ p p･81
･4
･92坂本 ･ 家永 ･ 井上 ･ 大野校注 『日本書紀 (
-)』､ pp･218
-2 2 0
193坂本 ･ 家永 ･ 井上 ･ 大野校注 『日本書紀 (
-)』､ p･230
194文部省編 『国体の本義』､■p.52
195千田稔 『高千穂幻想』､ p p. 148
･9
･96平川清風 ｢紀元二 千六百年 の記念事業に就い て+､ p･3
197八 束は じめ 『テ クノ ロ ジカ ル なシ ヤ ー ー 20世紀建築とテク ノ ロ ジ
ー 』(株式会社
I N A X199 1)､ p p.90･91
198 ニ コ ラ ウス ･ ペ グス ナ - /ジ ョ ン ･ フ レミ ン グ/ヒ ュ
- ･ オナ - 編 (鈴木博之 監訳)『世
界建築事典』(鹿島出版会 1984)､ p･111
199以下 ､ ライ プツ イ ヒ の記念碑に関しては ､蔵田周忠｢VOL K E R S C H LA CⅠi T D E N E M A L･
L EIP ZI G+ ( 『国際建築』 第 16巻第2号 ､ 1940･2)､ p p･23
･6 を参照 したo また ､ ライ プ
ッ ィ ヒ の 記念碑 と八紘之基柱の 比較検討は､ すで に井村彰に よる提案が あるo 詳
しくは ､
井村彰 ｢モ ニ ュ メ ン トにおける文化と野蛮
一 宮崎市の ｢平和 の塔+ を事例に して+(井村
彰研究代表 『メ タ環境と して の都市芸術
- 環境美学研究 [科学研究費補助金研究成果報
告書]』 東京芸術大学2 0 0) を参照の ことo なお ､ 本論文で は言及 しなか っ た 同記 念碑
の
設立経緯や表象分析 に関する研究文献と して は次のもの を参照された
い
o 木谷勤 ｢｢1813
- 1913年+ 一 解放戦争百周年記念式典をめぐる国家と国民+ (『名古屋大学文学部研究
論集』113､ 1992.3)､ 松本彰 ｢19世紀 ドイ ツの 国民的記念碑とナ シ ョ ナリ
ズム+ (遅塚忠
粥 ･ 松本彰 ･ 立 石博高編著『フ ラ ン ス 革命と ヨ
ー ロ ッ パ近代』 同文館出版 1996)､ 大原ま
2 3 5
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ゆみ 『ドイ ツの 国民記念碑 1813年 ･1913年 一 解放戦争か ら ドイ ツ帝国 の 終蔦まで』
(廉信堂 2003)0
200今回 の調査 で は ､ ライ プツ イ ヒ記念碑が 日本に おい て い つ 頃か ら紹介され る ようにな
っ た の か を明らか にす る こ とは できなか っ た｡ 今後の課題 と した い ｡
201相川勝六 ｢八紘基桂 一 平和塔の 由来+､ p.15
202相川勝六 ｢八紘基桂 一 平和塔の 由来+､ p ･30
望03 ｢八紘 一 宇/万 古不滅 の 大文字/ 『御染筆奉安庫』 の 設計成る/聖柱 の 外郭今月 中に
完成+ (『大阪在 日新聞』 2032 9号 ､ 1939.ll.14夕刊)､ ニ面 Q
204 『宮崎県政外史』､ p.19 4
205 『束京朝日新聞』(19 4 0.8.2 朝刊)､ 一 面o
20 6大谷栄 一 ｢日蓮主義 ･ 天皇 ･ ア ジア+､ p.159
207 ｢八 紘之基柱竣工/霊峰高千穂を遠望/眼下に大淀 の清流/風光明婿の 聖 地高台+
(『日向 日日新聞』2号 ､ 1940.ll.2 6朝刊)､ 三 面o
208 三 叉 たか し 『ある塔の 物語』､ p.129
209倉野校柱『古事記』､ p p.63･4､ 坂本 ･ 家永 ･ 井上 ･ 大野校注『日本書紀(
-)』､ p p･116
･8
210 食野校柱 『古事記』､ p p.42･ 4
21 坂本 ･ 家永 ･ 井上 ･ 大野校注 『日本書紀 (
-)』､ p･132
212文部省編 『国体の 本義』+p.14
213上村清雄氏 に ご示唆をい ただい た｡
2 14坂本 ･ 家永 ･ 井上 ･ 大野校注 『日本書紀 (
-)』､ p.172､ 食野校柱 『古事記』､ pp･76
･7
215上村清雄氏の ご教示 に よ る｡
216食野校柱 『古事記』､ p.87
如7 坂本 ･ 家永 ･ 井上 ･ 大野校注 『日本書紀 卜)』､ p･240
218黒 田加奈子 氏 ､ 若桑み どり氏 の ご教示 に よ る｡
219若桑み どり 『イ メ ー ジ の歴史』(放送大学教育振興会 2 0 0 0)､ p･61
220上村清雄氏 の ご教示 によ る｡
I
2 2 1若桑 み どり氏 の ご教示 に よる｡
22 2相川勝六 ｢八紘基柱 - 平和塔q)由来+､ p･23
223若桑み どり ｢未来派 [訳注]+ (ジ ョ ル ジ ョ ･ デ ･ マ ル キ ス 著 ､ 若桑み どり訳 『ア ヴァ
ン ギ ャ ル ド芸術論』 現代企画室 1992), p.351
224 三叉 たか し 『ある塔の物語』､ p.55
225折 口信夫 ｢大嘗祭の本 義+ ( 『折 口イ富夫全集』 第三巻 ､ 中央公論社196)､ p･193､ 下
線部強調は ､ 折 口 に よ るもの ｡
226 折 口 信夫 ｢大嘗祭 の 本義+､ p.194
227折 口倍 夫 ｢大嘗祭の 本義+､ p p.195･ 6
228母 なる天 皇に関す る議論 は､ 加納実紀代 に よる詳 しい 研究があるo 加 納実紀代 ｢天皇
制と母性との フ カ ー イ 関係+ (グル
ー プ･母性解読講座編『母性 を僻託する』有斐閣19 9 1)､
加納実紀代 ｢母性フ ァ シ ズ ム の風景 - 個人 に回 収されな い 自立 -
- + ( 加納実紀代編
『母性フ ァ シ ズ ム 〔ニ ュ ー ･ フ ェ ミ ニ ズ ム ･ レ ビ ュ
ー 6]』学陽書房 1995)､ 加納実紀代 ｢母
性主義とナ シ ョ ナリ ズム+ (『(家族)の社会学[岩波講座 現代社会学 19]』岩波書店 1996)､
加納実紀代 『天皇制とジ ェ ン ダ ー』(イ ン パ ク ト出版会 2 0 2)､ 加納実紀代 ｢母性天皇制と
フ ァ シ ズ ム+ (『ジ ェ ン ダ ー と差別 [岩波講座 天 皇と王 権を考える7]』 岩波書店2002)
などを参照 の こ と｡
『
『
『
イ
ロ
ロ
229若桑み どり
230八束は じめ
23 1八束は じめ
メ - ジの 歴史』､ p.222
シ ア ･ ア ヴァ ン ギャ ル ド建築』(株式会社IN AX1993)､ p･449
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罪 - 節 シ ン ボ ル の 政治学
1 - 1 明治維新にお けるシ ンボ ル の奪用
本論文 で は ､ 序論に お い て 二 つ の 問い を設定 して いた ｡ 第 一 は ､ ア マ テラ ス と神武天
皇とい う二 つ の シ ン ボル が どの ように して ､ 明治維新とい う革命やその 後に構築され る近
代天皇制の 支配秩序を正 当化 したか であり ､ 第ニ は ､ これらの シ ン ボル が どの ように天皇
を神格化 し､か つ 神格的存在と して の 天皇をどの ように視覚化 したの か である｡ こ こ で は､
第 一 草 ･ 第ニ章 ･ 第三章におい て得られた知見をもとに して ､ これ らの 問い に回答を出す
ことに よ っ て結論に代える こととす る｡
まず､ 第 一 の 問い に つ い て考えておこ う｡
シ ン ボル は､ 革命と統拍の 正当化 に必要不可欠で ある｡ すなわち､ 革命勢力 は ､ 既成の
シ ン ボル が既成勢力の 統治を正当化 して い る状況に対抗 しなく てはなちない ｡ それ
■
ゆえ､
革命勢力は ､ 旧 い シ ン ボル - の攻撃と新 しい シ ン ボル の構築とを同時に行なわなくて はな
らない ｡ したが っ て ､ 草創 こよる政権の 交代とは シ ン ボル の交代として捉 える こ とが でき
るとい うこ とで ある ｡
＼
例 えば ､ 全国政権とな っ た豊臣氏や徳川氏による支配に おい て は､ 政権を支 えるような
シ ン ボル ､ 換言すれば日本という国を守護す る最高神格が意図的に創出された ことを確認
する ことができ る. 罪 - 章で見たように ､ 豊臣氏は始祖 で ある秀吉の 死 掛.
=
､ 朝廷を通 し
て秀吉に ｢豊国大明神+ の神号をもらい 受け､ 護国の 神として豊国社に配 っ た o これに対
して ､ 新 しく全国政権を担う存在とな っ た徳川氏 が何を行 なっ たかとい えば､ 豊国社の 取
り壊 し､ つ まり旧 い シ ン ボ ル - の攻撃であり ､ ｢束 照大権現+ (束照宮) の創出､
つ ま り新
しい シ ン ボル の構築で あ っ た｡
で は ､ 幕末維新期に お い て ､ この ような ドラス テ ィ ッ クなシ ン ボル の交代は見られたで
ぁろうか ｡ 朝廷の 能動的 な動きと しては ､ 尊王壊夷派が勢力を拡大 してい た 文久期 に ､ 神
武天 皇祭典カ噺 しく創出され ､､ 同時に束照宮の 位階が格下げされたと
い う事例を見る こ と
が できる ｡ さらに ､ 神武 天皇祭典は伊勢神宮祭典と同格とされたか ら､ こ こ に ､ 天皇
･ 朝
廷が 旧 い シ ン ボル を攻撃 し､ 新 しい シ ン ボル を構築した例を見出す ことは可能で ある o
し
か し､ 旧 シ ン ボル に対する格下げ以上の攻撃は見られない o そ の理由は ､
一
つ には尊王壊
夷派の 運動が短期間で頓挫したため ､ そ こまで の発展をする余地がなか っ たと
い う ことが
い えるo また ､王政復古ク - デタ
- を行な っ た明治新政府も ､ ｢神武創業+ - の 復古を騒 い ､
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神武天皇 とい う尊壊派の シンボル を引き継い だが , 束照宮へ の目だ っ た攻撃を行な っ て は
いな い ようだ ｡ その理 由と して は､ 明治新政府が革命 の 正 当化原理と して 神武ととも に使
用 したアマ テ ラス と いうシ ンボルが , 東照宮よりも旧く由緒の ある もので あっ たからとい
う ことが で きようか1｡
そ して , ア マ テ ラス は ､ 束照宮と根本的に対立する別 系統 の も の で はなく東照宮 に神格
を与 えた根本存在で あっ た ｡ 加え て ､ 18世紀末に至 っ て徳川幕府が , 天明 ･ 天保 の 大飢健
に代表され る ｢内憂+ や異国船来航に代表 される ｢外患+ に際し ､ 秩序維持政権として の
能力不足 を露呈するなかで ､ ( 京都周囲に限定されて い た とはい え) 民衆の なか で は天皇
･
朝廷 の ｢仁政+ に対す る期待がすで に高まっ て おり , 本居宣長や会沢正 志斎な どの 知識人
たち は ｢危機+ に撤した幕薄体制を補強す るために , ｢神国+ を護持す る アマ テ ラ ス神格の
強化 を行 っ た ｡ ア マ テ ラ ス とい うシ ンボル は, 幕藩体制の 内部にお い てすで に秩序を正当
化す る ために用 い られて い た｡ したが っ て ､ ｢天子様は､ 天照皇大神宮様 の 御子孫様に
て ､ 此世の 始より日本 の 主に ま しま し+ (｢奥羽人民告諭+) とある よう に , ア マ テ ラスを
我が方 の シ ンボル と して 採用 した新政府は , 束照宮 (幕府) を攻撃す る必要 はなか っ た｡
格が上で ある こ とを示せ ばそ れで よか っ た ｡ ｢奥羽人民告盲飢 は ､ 東照宮の こ とを暗に指 し
て ｢神様の 御位正 一 位など , 国々 に ある+ が , それらの神号は , 皆天皇が許したも の であ
っ て , 天皇こそ は ｢誠に神さ まよ りも尊+ いと した ｡
既成秩序に対抗する革命 の シ ンボル と して の ア マ テ ラス の性質は､ 新政府が発明 したも
の で はな い ｡ 反幕府の 運動家や民衆たちが発明 したもの で ある ｡ だか ら, シ ンボル に のみ
注目す る限りに おいて ､ 新政府は革命の主体で はない ｡ 民衆が革命の シ ンボル を育て たの
で あり , 新政府は民衆が育て た シ ンボル を奪用 したの で ある ｡ 新政 脚ま革命の横領者 とし
て 捉え られるだ ろう｡
ァ マ テ ラス は､ 近世 を通じて 全国的に伊勢信仰が拡大す る中で広く民衆か らの 信仰を集
めて い た｡ 1830年には 500 万人 を超える大規模な集団参宮 ､ い わゆる ｢お か げまい り+
が起 こ るほ どで あっ た ｡ そ して ､ 希末期には ､ 伊勢信仰の拡大を背景に ｢世直 し+ とアマ
テラス が節合 される に至っ た｡ ｢おか げまいり+ は ､ ｢御代やすらけき しる し+ をアマ テ ラ
ス に感謝する参宮運動で あっ たもの の ､ 中に は多く の 被抑圧 的な人びとを含ん でも い た｡
っ まり ､ ｢おかげまい り+ 自体が反体制的動きで はなか っ たが ､ そ の エ ネルギ
ー に 一 定の 方
向性を与える こ とで , 革命勢力 (へ の支持者) を創出する こ とが可能となるか も しれなか
っ た ｡ 大塩平八 郎は ､ 自らの運動の 旗印 にアマ テ ラス を用 い る ことで ､ ｢世直 し+ の革命と
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ア マ テ ラ ス とを結びつ けた o ア マ テ ラ ス と ｢世直 し+ を結び つ けた大塩の試み は ､ 彼 に呼
応 して 蜂起 した生 田商にも受継がれ ､ 江戸の庶民は ｢仁政+ をとどろかす示威行為の ため
に ､ ア マ テ ラ ス の 神号を用 い た｡ こ れらの 運動は ､ 幕府を倒すまで の勢力を持 つ には 至ら
なか っ たが ､ 着実に幕藩体制の 秩序 に対する新しい秩序を想像 しうるア マ テラ ス とい うシ
ン ボル を民衆の想像力一号根付かせ る こ とにな っ1=o
例 えば､ ペ リ - 来航か ら2年後に江戸を襲っ た安政大地震 (185 5) にお い て 大量に出版
された ｢胎絵+ の 多く は ､ 既成勢力によ っ て秩序瓦解の危機をもたらすと捉えられた異国
船来航や地震を､ 合わせ て ｢世直し+ の 契機と捉えなお したo そ して ､ 一 部 の ｢鮭絵+ に
は瓦解 した江戸に救世主と しての ア マ テ ラス が飛来するヴィ ジ ョ ンが描き出されたD 空か
ら江戸 の街 にア マ テ ラ ス が降臨すると いう趣向は ､ ｢お かげまい り+における御礼降り(飛
神明) の 奇跡を擬人化 (擬神化) したもの で あるが､ 同時に､ 旧秩序の崩壊と新秩序 の 到
来を想像させ る ヴィ ジ ョ ンで もあ っ た｡ また､ 地震を起こす総を押える役割を果たせ なか
っ た鹿島神を弾劾する ｢胎絵+ は､ 内憂外患の危機に対 して無力で あっ た既成勢力 (幕府)
へ の 弾劾を暗示 した｡ こ の地震より 10数年後の 1867年に ､ 伊勢神宮(ア マ テ ラス) の 御
札降り をき っ か けに各地 で ｢世直し+ を叫んだ全国的な祝祭的運臥 い わゆる ｢ええ じや
＼
ない か+ が起こ る｡ こ の ｢ええじや ない か+ の れ レギ - の 中で ､ 藤沢で は東照宮の葬送儀
礼を描い た絵巻が制作されて い る｡ 藤沢での 葬送儀礼が実際に行なわれた こ と なの か ､ そ
れとも創作された もの なの かは わか らない が ､ ともあれ ､ 民衆自身が､ 新しい秩序維持者
である明治新政府が到来するよりも前に ､ ア マ テラス を新秩序の シ ン ボ ル と して迎え､ 旧
い秩序 の シ ン ボル で ある東照宮を葬式というかたちで象徴的に捨て去 っ たことが確認 でき
る｡ また ､ 黒住教 ･ 天理教 ･ 金光教の ような幕末期 に創始された民衆宗教は ､ ア
マ テラ ス
ぁる い はそれに類する太 陽神 へ の 信仰を軸に して ､ 既成の秩序
へ の 否定の 意識 を牽明する
に至 っ て い る ｡
以上に見たように ､ 幕末における民衆の想像力は､ 王政復古ク
ー デタ ー を主導 した革命
勢力 よりも明確なか た ちで ､ 旧 い 秩序や シ ンボル - の 改撃を行なっ てお り ､ 新秩序 の シ ン
ボル と して ア マ テラ ス を用い て もい た｡ 革命勢力と して は旧 い シ ンボル に対 して攻撃せず
とも ､ すで に民衆か らの信仰を得 ､ 民衆の ｢世直 し+ 願望 の受け皿と して認知されて い た
こ の シ ン ボル を採用すれば､ 革命に対する民衆か らの支持が得られたの で あるo こ れが ､
｢神武創業+ へ の復古 を宣言 して革命の マ ニ フ ェ ス トと
`
した明治新政府が ､ 人民告諭にお
い て はア マ テ ラ ス の子孫で ある天皇を強調 したゆえんである o 人民告諭で は ､ ア マ テ ラス
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と い うシ ン ボル を通 して ､ 革命を宗教的に正当化す る こ とが 目論まれ て い た｡
ピ ー タ ー ･ L ･ バ ー ガ ー によれば ､ 宗教的正当化には 三 つ の 要素が あるo 第
一 に制度的
秩序が 原初以来 から存在 してきたもの の 開示 で あるか の ように思わせ る こ と｡ 第 二 に ､ こ
の 秩序が 人間によ っ て 作られ ､ 人間の 承 瓢 こ よ っ て維持されて い る ことを忘れ させ る こ とo
第三 に ､ 草 創 こよる秩序が 民衆 の 奥深 い 欲望を実現 し ､ 宇宙 の根本秩序 に自分た ちを調和
せ しめ て い る の だと民衆に信 じさせ る こ とで ある｡ まず､ 人民告諭は ､ 天皇は ｢此世の 始
より 日本 の 主+ で ある ことを表 して おり (｢奥羽人民告諭+)､ 第
一 の 宗教的正 当化 が こ こ で
行なわれて い るこ とを確認 でき る o 次に､ 人民告諭で は天 皇の 支配 は ｢天 二 御 日サ マ ガ
御座ル ニ 同ジ+ で あると して い る (長崎裁判所 ｢御諭書+)o こ の 点は 第二 の 宗教的正 当化
に該当 して い る ｡ 最後に ､ 人民告諭では ､ ｢神サ マ ヨ リ尊+ い天 皇は ｢日本国ノ 父 母+ で あ
り ｢日本ノ 地 二 生 レ シ人々 + を等 しく ｢赤子+ の ように 思 い
一 人残らず ｢安堵+ する と し
て い る (｢奥羽人民告諭+)｡ 天 皇が ｢日本国の 父母+ と して 人び との前に立ち現われ ､ す
べ
て の人び とを ｢安堵+ する とい う ユ ー ト ピア的ヴィ ジ ョ ン は ､ 第三 の宗教的正 当化に該当
して い る｡ ア マ テ ラス とい う シ ン ボル は ､ ア マ テ ラ ス の 子 孫と して の 天皇の 神聖性を作り
だ し､ 天皇や朝廷に馴染み の ない 多く の 民衆に対 して ､ 天皇 によ る統治の 正 当性 と統治の
(法)を告 げた｡ ア マ テ ラ ス とい う シ ン ボル は ､ 維新期に おい て 革命を宗教的に 正当化す
る こ とを唯 一 可能に した シ ン ボル であり , 明葡維新とい う革命を正 当化する に功は 大きか
っ た と考える べ き で ある ｡
同時 に ､ ア マ テ ラ ス と いう シ ン ボル には､ 長年に渡 っ て 民衆の なかで浸透 して い ただけ
に ､ 明治政府が提示するア マ テ ラ ス 像か ら逸脱する部分 (反秩序的な部分) も少なか らず
存在 して い た o ｢世直し+ に結び付 けられたア マ テ ラ ス 像 の中に は ､ 完全な平等世界を望見
するも の もあり ､ 明治維新後も常に現在の 政治状況を批判す る拠 り所となり得た o 女権運
動家が男女平等を主張する際にも ､ 敬神主義的な民権家が明治新政を批判 して ｢神代復古+
を唱 えた際に も､ 大本教の ような新宗教が ｢世直 し+ を宣言 した際にも ､ ア マ テ ラ ス はそ
れ ら の運動 の旗印になり得たの で ある｡ したが っ て ､ 改称ま明治維新以後の 統治を正 当化
するために ､ 民衆の記憶に付随す る ｢世直し+ の ア マ テ ラ ス を利用 しつ つ ､ そ れらを皇祖
神テ マ テ ラ ス - と 一 元化す る努力 をせ ねばならなか っ たo
明治初期における神道国教化政策で は ､ 皇祖神ア マ テ ラ ス (とア マ テ ラ ス の ｢御寄+ で
ぁる天皇) へ の 信仰を軸と して ､ 祭政教
一 致 の方針に基づ い て ､ 天皇 - の 絶対的帰 一 を作
り出す ことが目論まれた｡ 神道の 国教化は ､ 人民告諭が作創生を否定した天皇中心の 新
し
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い秩序を､ 幻想と して で は なく確固た る制度と して作為 しようとい うもの で あっ た｡ 神で
ある天皇と民衆とは 間に 一 切 のも の を介さない 倍仰の 空間で直接結ばれて い る
■
とい う論理
は ､ 統治の レ トリ ッ クと して は ､ まさに完壁なもの であ っ ただろう｡ しか し､ 近代国家の
統治 の制度と して は 荒唐無稽であり ､ 西洋諸国から ｢野蛮+ の そ しりを免れ ない もの で あ
っ た し､ 統治の 実践の 段階i羊あっ て ､ 神道にあまりに依存す るこ とで諸宗教間の 摩擦 は避
け得 なか っ た o そ して ､ ア マ テラス - 天皇 - の 絶対的帰 一 の 強要は ､ 人び とに神聖国家の
幻想 - の 没入 (信仰)を呼び かける ことで あり ､ それで は ｢万国対崎+ の現実的目標 に適
進する明治国家の 近代ナ シ ョ ナリズ ム を支える能動的主体 (国民) を生み 出す こ とは でき
なか っ た｡ 結局 ､ ア マ テ ラス というシ ンボル は革命を正当化 しえたが ､ その まま近代国家
の統治を支える シ ン ボル と して機能 したわけで はない ｡
1 - 2 ア マ テ ラ ス と家族国家観
ア マ テ ラス は､ 神道国教化政策の衰退に した がっ て ､ 統治 の手段と して は 一 時的 に後
退 し､ 明治後期に なっ て ､ ｢家族国家観+ と い う新たな国家イデオ ロ ギ ー を支える シ ン ボル
＼
と して再浮上 してく る ｡ 家族国家観は ､ 主従関係 を親子 関係の 換愉と して表す (父 母と し
て の 天皇/ 赤子 と して の 臣民) とい うもの で ある｡ こ のイデオロ ギ ー の原型は ､ 奥羽人民
告諭な ど明治初期の 人民告諭類にすで に示 されて い る｡ しか し､ 国家イデオ ロ ギ ー と して
の家族国家観の 完成は ､ ･1880年代に神社神道を既成宗教か ら切り離す ｢日本的政教分離+
がなされ ､ さらに穂積陳重 ･ 八束という法学者のイデオ ロ ー グを得て ､ 家族国家観が理論
化された 明治後期以降で ある｡ 伊藤幹治によれ ば､ 家族国家観の典型例と して は ､ 穂積陳
重の 万 国東洋学会にお ける講演 (1899) を挙げるこ とが できる｡
｢まえにわたく しは ､ 日本の祖先崇拝に は三 つ の 形態があ っ て ､ そ の ひ とつ の 皇室 の先祖
の祭紀が国民的な祭和で ある ことを述 べ た｡ 国民が伊勢神宮を崇敬するの は ､ そ こ に天皇
の 始祖で ある天 照大神が和られて い るか らで はなく ､ 天照大神が全国民の 先祖とみなされ
て い るか らで ある . 日本国民は 一 大家族 (o n e v a stfa mily) を形成し､ 皇室は その 宗 家
(prin cipal fa mily)､ 臣民はその 分家とい う関係 にあるもの と考えられる+
2
すなわち､ 穂積陳重に よれば､ ア マ テ ラス は ､ 皇祖神で あるだけで なく ､ あらゆる国民
24 4
結論
の 先祖で ある o したが っ て ､ 皇室は 日本の 宗家､ 臣民は分家で あり ､ ア マ テ ラ ス (伊勢神
宮) - の 崇敬 は非宗教で ある祖先崇拝と同 じなの で ある ｡
なお ､ 皇室を日本の 宗家と し､ ア マ テ ラ ス - 祖先崇拝に よ っ て天皇 へ の 帰 - を創り 出す
発想 は ､ 陳重 の 弟 ･ 穂積八 束に よ っ て 先取 りされて い た｡ 八 束は ｢家制及国体+ (1 8 92)
と題す る論文で ､ ｢祖先教 ハ 我 国体ノ基礎ナリ+ と して い る｡ 彼 によれ ば､ 祖先教とは ｢社
会ノ秩序 ヲ正 フ シ祖先ヲ崇拝ス ル ノ教+ で あっ て ､ こ の 教え は ｢民族ノ宗家タ ル 皇室 ヲ奉
戴シ テ ー 国 一 社会ヲ団結+ させ る役目を歴史的 に果 してきた の だとい う8o さらに 八束が行
な っ た文部省主催の講演 ｢国民道徳ノ 教育+ (1909) にお い て ､ こ の 祖先教 の概念 は､ よ
り明確 に 民族概念に節合され て い る ｡ 八束によれば､ 民族とは ｢血統ヲ同ウス ル 人間+ で
あり ､ 血統を同 じくするとは ｢祖先ヲ同ウス ル+ とい う意味と解され る｡ そ して ､ ｢我力 万
世 一 系ノ 皇位+ は ｢即チ民族ノ始祖ノ 霊位+ なの で あ るか ら､ 天皇の 存在は ｢民族ノ始祖
力今尚現世 二 在+ るか の ごとくで ある と説 明す る ｡ 最終的 には､ 民族 の始祖で あるア マ チ
ラ ス を ｢敬愛崇拝+ する ことを､ ｢国民力 此ノ 万世 一 系ノ 皇位ヲ戴イテ ､ 其ノ慈愛ノ保護
ノ 下 ニ ､ 其ノ 生 ヲ全 クス ル 所以+ に結び つ けて い る4｡ なお ､ 八 束は祖先教 の 基礎を各 ｢家+
に お ける祖先祭紀に率い て い るo 彼 の考 えで は ､ 家長 は ｢家神即チ祖先ノ 霊 二 奉耐 ス ル ヲ
以テ 其最高ノ 目的 トス+ る存在で あり5､ そ の 祭死によ っ て ｢家ノ祖先ノ霊位 ヲ代表+ する
6
. こ う した論理 の 延長 上に ､ 民族の始祖 芋 皇祖 ア マ テ ラ ス を配 る天皇 をも っ て ､ 民族 を代
表させ る発想が 生まれ たの だとい えよう｡ こ の ような八 束 の ｢祖先教+ は ､ 彼が編纂委員
と して関わ っ た 第二期国定修身教科書 (1911) に ､ ｢祖先を尊 べ+ 7 ｢皇大神宮+ の 二 課が
新設 される こ とで 受け継がれ ､ 広く普及 して い く ことに なる8｡ 例えば､ 『尋常小 学修身書
第二』に は次の ような語句 を認 める ことができ る｡ ｢ク ワ ウダイ ジン グウ ハ テ ンノ ウ -
イ カノ ゴ セ ン ゾヲ オ マ ツリ マ ウシチ ア ル オ ミヤ デ ゴザイ マ ス o ワ レ ワ レ 日本
人 ハ コ ノ オ ミヤ ヲ ウヤ マ ハ ナケ レ バナリ マ セ ン+ (｢十九 ク ワウダイ ジ ン グウ+)
9
｡ 教科書に お ける表現 は､ 小学生向けで あるため八束の理論を十分に貌明する もの で はな
い が､ そ の 裏に は ､ 彼 の考える.｢国民道徳+ の シ ン ボ ル で あるア マ テ ラス 崇拝が意図され
て い るとい えよう｡ なお ､ 義務教育で ある尋常小学校で は､ 第二期国定教科書に したが っ
て ､ 2年 (修身)､ 4年 (読本)､ 5 年 (歴史)､ 6 年 (修身) で ｢皇大神宮+ を学習す る こ
とと定 められたIO｡
昭和戦前期に お い て ､ア マ テ ラス とい うシ ン ボル を利用 した家族国家観イデオ ロ ギ
ー は､
国民統合原理 の 根幹に位置付けられて い る ｡ 『国体の 本義』 は冒頭におい て ､ ｢大日本帝国
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は､ 万 世 - 系 の 天皇皇祖 〔ア マ テラ ス〕 の 神勅を奉じて永遠に これを統治 し給 ふ o これ ､
我が万 古不易 の 国体で ある. 而 して この 大義に基づき ､ 一 大家族国家と して億兆 一 心聖旨
を奉体 して ､ 克く忠孝の 美徳を発揮する､ こ れ ､ 我が国体の 精華とする
`
とこ ろ である+ と
述 べ 11､ ある い は ､ ｢抑々 我が 国は皇室を宗家と し奉り､ 天皇を古今に亙る中心 と仰ぐ君氏
一 体 の 一 大家族画家で ある & 故 に国家の 繁栄に尽くすこ とは ､ 即ち天皇の御栄えに奉仕す
る こ とで あり ､ 天皇 に忠を尽く し奉る ことは ､ 即ち国を愛 し国の 隆昌を図る こ と に外 なら
ぬ+ とい う記述 によ っ て12､ ア マ テ ラス および家族国家観を強調 して い るo また ､ 観中期
には ､ 国民精神研 究所所員の藤沢親雄 (元農商務省官僚) が 『国体の 本義』 を解説 した講
演の 中で ､ ｢万物に生命を与 - られた宇宙の母性神で ある天照大神+の 直接の顕現 である天
皇像を提示 した13.
ちなみに ､ 家族国家観は ､ 敗戦後 にお い ても解体せずに残 っ た ｡ い わゆる ｢人間宣言+
と して知られ る 1946年 1月 1 日の 年頭詔書で は ､ 天皇自身に よ っ て ｢朕 卜爾等国民 トノ
間ノ紐帯ハ 終始相互ノ信頼卜敬愛トニ 依リテ結バ レ ､ 単ナル神話 卜伝説 トニ 依リテ生ゼル
モ ノ ニ 非ズ+ と述 べ られ ､ 天皇と国民との 間に強 い ｢紐帯+ がある ことが確認 された14｡
さらに ､ 同年 5 月 のラ ジオ放送では ､ ｢こ の 際 〔敗戦〕 に あたつ て ､ 国民が家族国家の う
るは しい伝統に生き ､ 区々 の利害をこえて ､ 現在の難局にうちか ち､ 祖国再建 の道をふ み
進む ことを切望 し､ か つ これ を期待す る+ とい う天皇の言葉を見る こ とができ る15｡
1 - 3 神武天 皇と近代ナ シ ョ ナリズ ム の 形成
さて ､ もう こ 方 の シ ンボル神武天皇は ､ 1871年頃を境に した神道国教政策の 衰退 に伴
っ て ､ 統治の シ ン ボル と して用 い られるようになる｡
神武天皇とア マ テ ラ ス の際立 っ た違い は ､ 前者は後者と違っ て広く知られた信仰の 対象
で はなく ､既成宗教の手垢が つ い て い なか っ たということにある｡近代ナ シ ョ ナリ ズム は ､
世俗宗教と して の 性格を持 つ ｡ 世俗宗教とい う語は ､ 世俗と宗教という対立する 二語 の 複
合で あり ､ 語義矛盾 を抱えて い る｡ ナシ ョ ナリ ズム もまた ､ 統合と馴致を目的とす る以上 ､
聖なる中心やそれ - の 帰 一 が要されるo そ の 点におい て ､ ナ シ ョ ナリズ ム は宗教的想像力
と強い親和性 を持 つ こ とは否定し得ない o しか し､ - 方で ､ ナ シ ョ ナ リズム とは ､ 国内の
す べ て の勢力 を統合 ･馴致しなくて ならない か ら､既成宗教 に依存するわけに は い か な い ｡
神道国教政策の 央敗の 一 端 は ､ 国内の既成宗教勢力 (神道) を利用する ことで ､ 別 の 既成
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宗教 (仏教) との 対立を招 いて しま っ たと こ ろに あるo だか ら､ ナ シ ョ ナ リ
ズ ム は ､ 既成
宗教 に よらない世俗権力に よ るま っ たく新 しい 宗教 と して形作られ なけれ ばならな
い
o 神
武天皇 は ､ 天皇 ･ 皇室以外 の いずれ の 宗教 にも結び つ か な い o そ して 同時に ､ 初代 天皇で
ぁり皇室に と っ て重要 な存在で ある ｡ 188 9年 の 大日本帝国憲法発布 に よ っ て最終的に近代
天皇制 (天 皇教 ･ 国家神道) と して かた ち作られる こ とになる ､ 近代日本 の新 しい 世俗宗
教の シ ン ボ ル と して 臥 神武天皇は適切 な選択だ っ たとい え るo 対 して ､ ア マ テラ ス が世
俗宗教 の シ ン ボ ル になるた め には ､ 神社神道を宗教か ら切 り離す ｢日本的政教分 軌 と
｢家
族国家観+ とい う特殊 なロ ジ ッ ク に よ っ て ､ 既成宗教色を脱色する必要があ っ たo
も っ とも ､ 神武天皇は明治初期 にお い て 臥 神道国教政策を正当化する シ ン ボル で あ っ
た｡ 1 868年に 出された太政官布告は ､ ｢王政復古+ r神武創業ノ始+ に基づ い て
｢祭政 - 致+
を行 な い ､ 神祇官を中心 と し全国の 神社 ･ 神官を動員 した神聖国家の ネ ッ トワ
ー ク を作る
と した ｡ 1870年 の大数宣布 の詔 ､ 鎮祭の 詔 にお い て も､ 明治天皇は神武天皇に倣 っ て 国家
の最高祭司 とな るとい うこ とが宣言された｡
近代日本 の 世俗宗教で ある国家神道 は ､ そ の名 の 通り ､ 神道説 か らま っ たく離れたも
の
では な い が ､ ｢非宗教+とされ る点にお い て既成神道と
一 線を画 して い る o 帝国憲法 を起草
した伊藤博文は ､ 宗教の 効用 と して ､ 国家の機軸をな し深く人心に湿潤 して人心を帰
一 さ
せ る こ とを挙げて い るが ､ 伊藤によれ ば日本の宗教､ 例 えば仏教や神道にはその 効果を期
待する こ とがで き なか っ た｡ 伊藤に よれ ば ､ ｢我 国に在て機軸とす
べ き は独り皇室 あるの
み+ だ っ た ｡ 国家神道は ､ 天皇 ･ 皇室 - の 信仰 を､ 非宗教とい うよりは宗教以上の 世俗宗
教と して 編成す る ことによ っ て形作られ るに至る の で ある｡
神武天皇 とい うシ ン ボル が ､ 従来の 神道説 か ら離れ るメ ル ク マ
ー ル は ､ 1871 年 8 月の
服制更草の 内勅に ある ｡ この 内勅は ､ 現段階の衣冠制度を中古以来
｢唐制 二 模倣+ したも
の で ｢軟弱ノ 風 ヲナ ス+ と して批判 し､ 服制を改め風俗を
一 新し ､ ｢神武創業神功征韓+ に
なら っ て ｢祖宗以来+ の ｢尚武ノ 国体+ で ある天皇自ら ｢元 帥+ となる体制 に変革する こ
とを宣言 した｡ この 内勅は ､ 廃藩置県以降の 政府の 文明化政策路線に したが っ たもの で ､
欧米列強諸国になら っ た ｢富国強兵+ の 近代国家制度整備の 始まりを宣言するも の とな
っ
た｡ 神武 (と神功) 時代の 政治体制になぞらえられた ｢尚武 の 国体+ は
｢富国強兵+ の 国
是に したが っ た戦争機械と して の近代国民国家の 謂 い で あるo これ を御と して ､ 神武 は近
代ナ シ ョ ナリズ ム の シ ン ボル となっ た｡
さらに ､ 神武天皇東征の 神話 に したが っ て定め られ た徴兵制度や､ 神武天皇即位年を基
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準に定められ た紀年法で ある神武天 皇紀元(皇紀)､ 神武天皇即位日を祝祭 日と した紀元節
の 制定 ､ こ れ ら18 7 2年か ら73年に行なわれた制度改革は ､ 前年 におい て宣言 された ｢尚
武の 国体+ を制度化するも の である ｡ そ して ､ い ずれも従来の 神道を用いず に､ 国家 ･ 天
皇 - の 帰 一 を作り出す統治方策と して考え出された ｡ なお ､ 徴兵制度は ､ 国内を統治する
ため の 兵力 の み ならず ､ 国外もち対する兵力の確保 にも繋が っ て い るこ とか らす れば､ 統治
制度に留ま るもの で は ない が ､ ｢元 帥+と して の 天 皇に兵と して の｢国民+ (2 0歳以上男子)
を制度的 に帰 - させ る軍制 は ､ それ自体国内平定の 有力な手段 である16o そ して ､ 兵 に国
家を守る こ とを教諭する ことによ っ て ､ 体制を支える能動的主体を作り出すこ とにも つ な
がっ た｡ 徴兵制度は ､ 同時期に定められた学制 ( 学校教育) とともに ､ 近代的 ｢国民+ を
創り出す二大制度と して捉 える ことができる｡
神武天皇紀元の 制定は､ 太陽暦採用 に連動 して行なわれた｡ 太陽暦( グレ ゴリオ歴)は､
欧米諸国が採用する暦で あり ､ そ の採用 は 1 9世紀世界 シス テ ム に日本とい う新興国家が
参入 し順応するための 手段 であ っ たと同時に ､ 国内の 時制の 統 一 的変革は ､ 天皇とい う支
配者が国内を統 一 した ことを象徴 した｡ 1874年 の置賜県布告が述 べ るように ｢正 朔 ハ 王者
ノ天下ヲ統理 ス ル 所以+ で あ っ た｡ 太陽暦に加えて神武天 皇紀元が制定されたの は ､ 欧米
＼
諸国 の暦 で ある太陽暦採用が､ 欧米に よる日本の ｢統理+ を表すこ とを危倶 したゆえんだ
ろう｡ 神武天皇紀元 の 制定は ､ 新 しい 時制が天 皇に よる時制の制定である こ とを強く意味
付けた｡ さらに ､ こ こ に はキリ ス ト教紀元 (西暦) - の対抗意識も存在して い る｡ 神武天
皇紀元は ､ 国内に対 して は､ 初代神武天皇以来途切れなく天皇支配が行なわれ てい るとい
うフ ィ ク シ ョ ン を既成事実化するもの であり ､ 国外 に対 して は ｢国体+ の 比類 なき伝統の
古さをア ピ ー ル した｡ 神武天皇紀元の 紀年法は ､ 制定当初 にお い て は太陽暦 の暦本の ほ か ､
主に外交文書に用 い られ た｡
紀元節は ､ 明治新政府 が新たに創り出 した祭典で あり ､ 近代以前に類例 を見な い o 初代
神武 天皇即位を記念 した紀元節は ､ 天皇支配の 創始を画する記念 日, 国家の 誕生日 (建国
記念日)で あるとされた｡ ｢王政復古の 沙汰書+で 明治維新が神武創業 - の復古とされたこ
とか ら鑑みれば ､ こ の 記念日の 制定は ､ 実質にお い て近代天皇制の創始記念 日 ､ 明治維新
の 革命記念日 の様相すら呈するも の である｡ あえて ､ 明治維新の 革命記念 日 は作られず､
紀元節がそれ になり代わ るこ とで ､ 革命勢力 による統治は古い伝統に基づく もの とされ ､
正当化された｡ 紀元節の 普及は ､ 当初､ 特に 旧勢力の エ ー ジ ェ シトであ っ た士 族層 に向け
て働きか けられた｡ そ こ には､ 士族を幕藩制的儀礼 ･ 習俗か ら絶縁させ ､ 神武天皇の 祝日
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を通 して ､ 彼 らの申に ｢天皇 へ の帰 - + を創り出す目的が見られ るo シ ン ボル と祝祭は ､
フ ラ ン ス 草創 こお いて そうで あっ たように ､明治維新以後 の 政治過程におい て も ､
｢新しい
政治階級+ を生み出 し､ 古い政治 エ リ ー トを新 しい政治エ リ
ー トに脱皮させ ､ 一 体感と目
的感 を与 えた の で ある｡
紀 元節が 一 般庶 民に普及 した の は ､ 天皇の 意向に よ っ て 1 89 年の こ の 日を選 ん で帝国
憲法 が発布 されて 以降で ある ｡ 国粋主義者の 三宅雪嶺は『日本人』社説 を通 じて ,
｢憲法の
発布 せ らる ると同時に 日本国民の 生れ出でたる こ とを読者に告げざる を得ず+ と して ､ こ
の 日 を日本国民 の誕生日 と称 した｡ さらに ､ 文部省によ っ て ｢紀元節+ の唱歌が 作られ ､
1893年 まで に学校における祝祭日儀礼が決定 され る こ とにな っ た｡ 以後､ 紀元節の たびに ､
学生たちは 天皇 の肖像を前に して ､ ｢宝酢 の 高御座千代万代 に動きなき基定 め しそ の神+､
っ まり神武天皇 (と天皇支配 の世) を仰ぐ歌を唱和 させ られ ､ そ の 唱和の繰り返 しによ っ
て近代天 皇制の エ ー ジ ェ ン トと して の自画像を作り上げて い く ことに なる o
神武天 皇と い うシ ン ボ ル は ､ ア マ テ ラ ス とは違 っ て 既成の 宗教に結び つ い て お らず天
皇 ･ 皇室 の みに結び つ い た シ ン ボル で あるゆえに ､ 兵制
･ 紀年法 ･ 祝祭日儀礼という形式
をとり ､ 天皇 ･ 皇室 を国家の ｢機軸+ とする世俗宗教と して の近代ナ シ ョ ナ リズ ム の確立
に資するもの となり得た｡ 1890年に は神武紀元 2 50 年を期 して ､ 伝鋭上の神 武天皇即位
の 地 を定 めて 橿原神宮が建立された｡ さらに ､ 同年の紀元節に は ､ 国家の武功 に対する専
門勲章 と して神武東征の 金鵠挿話 に因んだ金鴻勲章が 定め られた ｡ こ れをも っ て ､ 神武天
皇 (で ある明治天皇) を神 とする近代ナ シ ョ ナリズ ム は ､ 国内政治的な段階に お ける
一 応
の 完成を見せ る｡
1 - 4 日本の 帝国化と シ ンボ ル の変容
と こ ろ で ､ 明治維新以後の近代国家形成過程､ および 日清日露の 哨臓+ を経て 日本
が帝国化 して い く段階にお いて ､ 神武東征とい うア レ ゴリ
ー が重要な政治的機能を担 っ て
い た こ とは看過 されて は ならない ｡ 記紀神話によれば､ 神武東征 は天皇族に よ る
｢国内平
定+
.
の過程 を物語化 したも の で ある ｡ したが っ て ､ 明治維新を ｢神武天皇
- の 復古+ に擬
ぇた明治政府 (およびそ の支持者) に とっ て ､ この 物語が 新政権に よ る ｢国内平定+ と し
て読み替えられ ､ 再物語化 され る こ とは容易に理解され るo 事実､ 明治天皇に よる
｢乗車+
や六大巡幸はいずれも(王政復古の 沙汰書によ っ て) ｢第二 の 神武 天皇+ と位置
づ けられた
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新帝に よ る東征と いう意味合い をもち17､ 錦絵 の - 部は ｢来車+ の 行列 の先頭に神武凍征
の 先導役 で あっ た八戸乳島を描く こ と によ っ て ､ 政府に よ っ て暗に意図され たメ ッ セ ー ジを
明示 して い た ｡ そ して ､歴史教科書では 国定に なる以前か ら好んで神武東征主題 が扱われ ､
石版画 ･ 錦絵な どで も神武東征が描か れたが ､ これらの 表象は ､ 明治維新以後 の 国民 化の
過程 を ｢第二 の神武天 皇+ の 東征 (巡 幸) によ る ｢皇化+ と して再物語化 し､ 人び とに臣
民と して の 主体 - 従属化を呼び かけるイデオ ロ ギ ー 装置と して機能 したo
加 えて ､一日本 の軍制は神武凍征 の神話に擬 えて定 められ たもの で あるo こ う したア レ ゴ
リ - が採用された理由は ､ 天皇に近代君主の 属性と して不可欠で ある ｢大元帥+ と しての
属性を付与する こ とを正 当化 (つ まり反駁 し得ない 唯 一 無二 の理由説 明の 提示) する ため
で あ っ た｡ そ して 同時 に ､ こ の ア レ ゴリ ー は天皇の 軍隊 (皇軍) を ｢神武 の 軍隊+ に擬え
るこ とで もあり ､皇軍に よ る対外的侵略を新 しい 神武東征に擬 える ことにも繋が っ て い る ｡
実際､ 世紀転換期 に建設され た日清日露の ｢敏勝記念碑+ の いくつ か の 主題 には ､ 東征の
際の神武天 皇が採用 されて い る｡ 金鴻 を掲げた神武の 像は ､ 対外的侵略や そ の帰結と して
の植民地政策を ｢まつ ろは ぬもの ども+ を ｢皇化+ する行為と して位置づ ける表象､ 換言
する ならば､ 神武東征神話を再現 した ｢文明化の 過程+ と して帝国主義的侵略を再物語化
＼
し､ 正当化する表象なの で ある｡
また､ 日露戦争を契機と して ｢八紘 一 宇+ とい うス ロ ー ガン が 田中智単によ っ て創出さ
れて い る｡ こ の 語 はもともと『日本書紀』の神武天皇の 勅か ら創作された言葉で あり､ ｢世
界 一 家+ を含意 して い るo つ まり ､ こ の ス ロ ー ガン は , 帝国主義的侵略を正 当化する神武
東征 の ア レ ゴリ ー に家族 国家観を掛け合わせ ることで成立 したもの で あり ､ 東征 (戦争)
を ｢世界 - 家+ とい うユ ー トピア的帰結をもたらすための 手段と して位置づ けるもの で あ
る｡ 智学の 思想は ､ 明治期 ･ 大正期におい ては 国策とリン ク を見出さない が ､ 昭和天 皇の
神格化と 日中戦争の本格化 ､ 総力戦体制 の 実施を背景に して ､ 昭和期には公的 な ｢国是+
と して政府が採用すると こ ろとなる｡ また､ 『国体の 本義』 は ､ 神武の ｢武+ は ｢和+ (平
和)､ つ まり ｢世界 一 家+ の ユ ー ト ピアをもたらすた めの もの で あると規定 した｡ ｢八紘 一
宇+ を視覚化 したモ ニ ュ メン トで ある八紘之基柱が､ 内部 レリ ー フ ｢紀元 二 千六百年+ に
おい て ､ 日本兵 の戦闘を背景とした女神ア マ テラス と日満支を代表する子 どもたちという
組み合わせ で ､ ユ ー トピア的世界観を描き 出して い るが､ これは ｢八紘 一 宇+ の本質を具
現化 したも の と捉える こ とが でき る｡ ｢八紘 一 宇+ の含意する物語とは ､ 神武東征 (軍事行
為) とい う手段 によ っ て ､ ア マ テラ ス を潰依させ た母 なる天 皇が世界中の 人び とを ｢赤子+
.
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と して 庇護す る ユ ー トピア が現 出するというもの で あるo こ の物語 は ､ 神話的 シ ン ボ ル を
巧み に組み合 わせて 日中戦争 の み ならず あらゆる侵略行為を ､ 理想世界の 現出過程 と して
正 当化 した の で ある ｡
以上に 見た ように ､ ア マ テ ラ ス は ､ 明治維新とい う革命の 正 当化に お い て ､ 特 に大き な
働き を して おり ､ そ の 後の神道国教化政策期の 統治 の 正 当化 を担 っ たo しか し､ 文明化政
策人 の移行過程 にお い て ア マ テ ラ ス の 政治的有用性 は
一 時的に衰退 し､ 代 わりに神武天皇
が 国民化 の 過程 を正当化する段 におい て 重要な働きを見せたo そ して ､ 神武東征 の ア
レ ゴ
リ ー は ､ 日本が大陸 - と勢力 を拡大 し帝国化 して いく過程 を､ 神話 によ っ て予 見された必
然ある い は ｢文明化の過程+ と して正 当化 したo 他方､ ア マ テ ラ ス は消え去 っ たの で はな
く ､ 明治後期以降､ ｢家族国家観+ を支える シ ンボ ル と して機能 し､ 天皇 を頂点 とする支配
秩序 に 日本国民を位置づ ける役割を果た したo 昭和初期に国策化 した
｢八紘 一 宇+ の ス ロ
ー ガ ン は ､ 神武東征の ア レ ゴ リ ー と｢家族国家観+を掛け合 わせて創作された もの で あり ､
対外的侵略を ｢世界 一 家+ の理想世界 の現 出過程と して 正当化す る物語を人びとに提供
し
た｡ かく して ､ 神武天 皇お よびア マ テラ ス とい うシ ン ボル は ､ 近代日本 におけるナ シ
ョ ナ
リ ズ ム (国家神道) を構築 ･ 推進 して い っ たの で ある｡
第 二 節 シ ン ボ ル と神格化
2 - 1 天皇神格化の レ トリ ッ ク
次に ､ 本論文 における第二 の 問い ､ ア マ テ ラス
･ 神武天皇とい うシ ン ボルが どの よう
に天 皇を神格化 し ､ か つ 神格的存在として の 天皇をどの ように視覚化 したの か ､ に つ い て
考えて みよう｡
世俗宗教と して の 近代ナ シ ョ ナ リズ ム は､ 国内統治の た めに人び とが帰
一 する よすが と
して の 聖 なる中心 を要 した ｡ 君主制 にお い て は ､ 王が 聖なる中心と して 振舞 っ て
い るが ､
王も さまざまな装飾を剥 ぎ取れ ばT 人の 人間なの で あり ､ 王が中心となるため に は彼 を
聖
別する仕掛けが必要 とな る｡ 神話に基づく聖なる シ ン ボル 臥 こ の 仕掛け
の 一 つ で ある o
こ
.
の 事情は ､ 君主制で ある近代日本に おい ても同様で ある o シ ン ボル は､ 生身 の人間
で あ
る はずの 天皇を聖別 し､ 彼が 聖なる中心 として 日本はお ろか世界を救う存在で ある
ことを
表 した｡ ま して や､ 明治維新を実行 した革命勢力が担い だ王 は､ 若干 16歳
の 少年天皇で
あり ､ 彼 に威厳を与 えるた めに は多く の 仕掛けが必要で あ っ たo
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明治初期にお い て は､ 神道国教政策を背景と して ､ ア マ テラ ス と天皇の 同 一 化が行 なわ
れた｡ ｢神祇省の基本方針+ (1871) は ､ 人の 生きて 活動する所以も死 して安んずる所以も
すべ て ア マ テ ラ ス の 恩顧 に よるもの で あり ､ ア マ テ ラ ス の 子孫で ある天皇 はこ の世 の ｢現
ツ神+､ ア マ テ ラ ス の ｢御寄+ なの で ､ 天皇に対する恩はア マ テ ラ ス - の 恩It同様で あると
する ｡ こ の 神聖国家構想 を貫徹する ならば､ そ の頂点の 存在は神に等 しい とされ る べ きで
あっ た ｡ しか し, こ の神 と しての 天 皇は ､ 近代国家制度が形作られ る以前 にお いて は ､ ｢牛
頭天王+ の ような民俗神や生き神とまぎれやすく ､ さらには､ 近代国家という ｢器械+ を
運転する主宰者と して の 近代君主像に なじむもの で はなか っ た18｡ 近代君主と して の 天皇
像は､ 政治的支配者で ある限りにおい て人間で あり ､ か つ ､ 神の ように聖別 された存在と
して創り出されなければならなか っ た｡
1889年の帝国憲法は ｢第 一 奉 天 皇+ にお い て ､ ｢大日本帝国 へ 万 世 一 系ノ 天皇之ヲ
統治 ス+ と し ､ 天 皇は ｢神聖 ニ シテ侵 ス べ カラ+ ざる存在 ( 第三条) で あり ､ ｢国ノ元首 ニ
シテ ､ 統治権ヲ総捜 シ+ (第四条)､ ｢陸海軍ヲ統帥ス+ る(第十 一 条) と定めた｡ こ の 条文
によ っ て ､ 天皇は神 聖で ある と同時 に ､ 現実に政治大権 ･ 軍事大権を掌握する統治の 主体
(主権者) と牲的 に定め られたの で ある o また ､ 憲法告文 は ｢国家統治ノ 大権 ハ 朕ガ之 ヲ
＼
祖宗 二 承 ケテ 之ヲ子 孫 二 伝 フ ル 所+ と述 べ て い る ｡ 帝国憲紘に見る天 皇像からは ､ 天皇を
一 般 の人 間から聖別する要素が ､ ｢万世 一 系+ とい う皇統連綿の神話に よ っ て い るこ とや ､
国家統治 の 根拠 が ｢祖宗+ とい う始源に帰せ られ て い る ことを確認する こ とが できる ｡ 憲
法を起草した伊藤博文は ､ 枢密院にお ける演説 (1889.2.15) で ､ 憲法第
一 条に君主大権す
なわち君 主主権を明記 した理由と して ､ ｢我が 日本国は開閉の 始より､ 天皇親ら開き玉 ひ ､
天皇親ら治 しめすを以て ､ 之を憲法 の 首条に戴す るは実に我が国体に適応する+ か らで あ
ると説明 して い る｡ また ､ 同演説では 主権の 説明と して , ｢我国の主権は天皇陛下の 玉体に
集合する+､ ある い は ｢主権は 帰 一 に して分割す べ か らず､ 独り君主の
一 身 に存す る+ と述
べ られて い る｡ この 伊藤の硯 を踏ま え､ 憲法が神武天皇の祝祭日である紀元節に発布 され
たこ とを踏まえて再度憲法条文と告文を解釈すると ､ 憲接にお い ては天皇 の神聖性が ､ 神
武天 皇に代表され る ｢祖宗+ 以来の ｢主権+ が天 皇の ｢玉 体+ に集合す る ことに根拠づ け
られて い た こ とが わか る 19｡
2 - 2 神武天皇と天 皇神格化
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も っ とも ､ 以上 の神格化の レ トリ ッ ク は ､ 憲法発布 の 時点にお い て創り出された もの
で は なく ､ ｢王政復古の 沙汰書+ が ､ 明治天皇を神武創業 - の復古 を実践す る存在と して位
置付 けて 以降､ 公的言説 にお い て は繰 り返 されてきたo ｢幼弱の 天子+ と称 され た 明治天皇
は ､ カ リ ス マ 性 を持たない 君主で あ っ た｡ そ の ため ､ 彼 の権威は安丸良夫が指摘す る よう
に ｢神音別こ由来す る伝統カ リ ス マ を根拠 と して い た+ 20o と い う より は ､ そ れ を根拠 とし
なく て は彼 の権威は立 ち得 なか っ た の で ある｡ 近代君主と して の 天皇の 権威は ､ 伝統カリ
ス マ の 中で も､ とりわけ神武 天皇に擬 える ことによ っ て形作 られ て い っ たo なお興 味深い
こ とに ､ 神武天皇 のイメ
ー ジが明治維新の 時点 にお い ては把漠と したもの で あ っ た ため ､
神武 天皇 に擬 えられた明治天 皇の イ メ
ー ジを通 して ､ 神武天 皇の イ メ ー ジが形成される こ
とに な っ た｡
天皇を神武天皇に擬え神格化する政治的実践は､ 幕末にお ける尊王壊夷派 の間でも行 な
ゎれて い た｡ なお ､ 尊壊派は神武天皇 を壊夷の シ ン ボル と して捉 えて い たo 神武 天皇陵の
普請に は ､ 穣夷祈願 の場 を作り 出す意味合 いが 込められて いた し ､ 尊壊派 は神 武天皇 の 先
例 に ならうと い う形 で孝明天 皇を擁立 した擾夷親征を構想 して い たo 尊壊派 の構想は ､ 8
月 18 日の ク ー デタ ー に よ っ て頓挫す るが､ 神武天皇と いう シ ン ボル を通 して政治大権
･
軍事大権 ･ 祭帝巳大権を - 手に 掌握する絶対君主と して の 天皇像を構想する実践は ､ 明治以
降に受け継がれた｡
1868年 3月 14 日に行なわれた新政府の 政治方針を定めた五箇条 の 誓文 の発布式 は ､ 天
皇の 絶対君主と して の カリ ス マ 性 を演出す るた めに ､ 臣下 の 天皇 に対す る服属儀礼 の様相
を呈す る こ ととな っ たが､ 同時に発布 された ｢寅翰+ には 天皇を神格化す る注 目す
べ き文
言が見うけられ る｡ すなわち､ 天皇が ｢列祖の御偉業+ を受 け継 ぐこ とで ､ 自ら四方を経
営し､ 億兆を安撫 し ､ 万 里の 波涛を開拓 し､ 国威を四方 に宣布 し ､ 天下を富士 山の ように
安定させ るとい う宣言で ある ｡ こ こ で は ､ 天皇 は ｢列祖+ を受け継ぐこ と ､ つ まりそれに
同 一 化する ことによ っ て ､ 主権者 と して の 超越的権能 を得るとされて い るo
18 68年8月 27日の 明治天皇即位式は ､ 即位式宣命に前例 の ない 神武天皇 の名が 折り込
まれ ､ さながら神武天皇 - の変身儀礼 の様相を呈 したo即位に先立 つ 天皇陵
- の 奉告でも ､
従来第 一 とされた天智天皇の 山科陵 へ の 奉告は第二とされ ､ 第
一 に神武天皇陵 - の 奉告と
なっ た. 1月 の 天皇元月艮もまた 2月 に神武天皇陵に奉告されたか ら､ 二 重三重 の 儀礼によ
っ て 新帝と神武 天皇が結び つ けられた の で ある｡
なお ､ 即位式で は ､ 岩食具視の ｢古来の 典儀は多く唐制を摸倣 せ るもの+ で あるか ら､
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今 ｢庶政亦 - 新+ の 機会に ､ これ を改革 して ｢島国神南継承 の規範を樹つ べ き+ と い う意
見に したが っ て ､ 新式が創案された ｡ そ の 中でも地球儀 の設置は ､ 天皇 の神格化 の観点か
らも っ とも注目され るも ので ある ｡ 即位式 にお ける地球儀は､ か つ て徳川斉昭が孝明天皇
に献上 したもの が流用されたため､ こ の 時点では神碑天皇とは無関係であるが ､ 後 に神武
天皇像 の 意匠に採り入れ られる こ とになる｡ 地球儀 は ､ 西洋 キリス ト教美術に お い て ､ ｢サ
ル ヴア ト ー ル ･ ム ンデ ィ+ (救世主) として の キリ ス トを表すシ ン ボ ル で あり ､ 神聖 ロ ー マ
皇帝やイ ギリ ス 国王 の しる しと して 用い られた｡ 斉昭の意図はともかく ､ 即位式にお ける
地球儀の採用は ､ 西洋の 縫対君主 に比肩する天 皇権威を演出す る意図があ っ たと､ とり あ
えず理解する ことが で きるだろう｡ また ､ こ の地球儀は政府神祇官に対 して大きな影響力
を持 っ て い た大国隆正 の ｢大横夷+ や天皇万国総帝説を視覚化 したもの と して捉 えるこ と
ができ る｡ 地球儀は ､ 世界万国に君臨する天皇 を荘厳する装置で あっ た｡ 明治初期の 政府
は神道国教化政策を採用 して い たo 世界 に君臨する天 皇像は ､ 神道説が政府 の公 的言説に
占めて い たこの 時期ならで は の産物で あり ､ 神道国教化政策を棄却し文明化政策 - 移行 し
た政府にお い て こ の よう な天皇像は い っ たん棄却される｡ また､ 地球儀が以後 の天皇即位
式に採用される こ とも なか っ た｡ しか し､ 地球儀は ､ 政府の 公式言説か ら消 えた代わりに ､
1
民間で 作成され る明治天皇お よび神武天 皇像に継承され るこ とになっ た｡
文明化政策を採用 した政府 にお い て は ､ 天皇像も
′
また文明化 (西洋化) されることに な
る｡ とは い え､ 明治天草を神武天皇 に擬えるとい う維新以来の神格化の モ ー ドは ､ 継続さ
れて い るo ｢服制更革の 内勅+ (1871)､ ｢徴兵告諭+ (1872)､ ｢軍人勅諭+(1882) にお い
て強調された ｢元帥+ あるい は ｢大元帥+ と して の 天 皇像は ､ 実際には欧米諸国の 軍人君
主を模範と して い なが ら､ い ずれも神武天皇に倣 っ たもの であるとして提示 され て い る ｡
そ の 結果 ､ 近代以前 の 民衆にはあまり知られて い なか っ た神武天皇のイメ ー ジが ､ 欧米 の
近代君主に比肩する軍人君主の イ メ ー ジ として普及する ことにな っ た｡ 政府が 正式に作成
した明治天 皇のイメ ー ジは ､ 18 73年以降の ｢御真影+ に代表されるように ､ 欧米の 軍人君
主になら っ た軍服姿の 肖像が皇后と ペ ア の 形で作成され､ ブル ジ ョ ワ的な風貌のイメ ー ジ
が広く普及する ことになる ｡ どこか頼りなげな若者の 雰囲気が残る 1873年 の ｢御真影+
に比 べ ､ それか ら15年を経て壮年とな っ た 1888年 の ｢御真影+ には威厳ある天 皇像が描
かれて はい る｡ しか し､ そ こに は聖別された王 と して の神聖性は描かれて はい ない ｡
で は ､ 文明化政策に よ っ て ､ 天皇の神聖性 は縮減されるに至 っ たかとい えば､ そ うとも
い えない ｡ 原武史によれば､ 政府は 六大巡幸によ っ て ､ 軍服を着た天 皇を全国の ｢臣民+
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に直接見 せ る こ とで 天皇 の権威 を確立させ る戦略 をと っ た
21
｡ 多木浩 二 に よれ ば ､ ｢御真
影+ はそれ自体で は ｢人を威嚇する ､ い か にも神聖な身体の誇示 と して は知覚でき な
い+
もの の ､ こ れ を天 皇と して 丁 重 に扱う儀 礼に よ っ て ､ 天皇 の 神聖性 が演出され た
22
o そ し
て ､ 帝国憲法は ､ 条文に天皇 が神聖で ある こ とを大書 したの で あるo も っ と も憲法条文に
こ の こ と を明記する こ とは危 険な賭けで あっ た o 条文は ､ ｢天皇は神聖で あ る+ とい う規定
が ､ 作為的 なもの で ある と暴露するもの で もあっ たか らで ある o憲法 の制定過程 に おい て ､
J
ァ ル ベ ル ト モ ツ セ は井上毅 に対 して ､ 憲法に天皇の神聖条項を定める こ とには反対で あ
る ､ なぜ ならば ､ 皇帝 (天皇) が ｢至尊+ で ある こ とは ｢日本国民ノ思想 ニ 銘刻+ されて
い る し ､ も しも これを条文と して掲げるならば､ ｢国王 ノ至 尊 ハ 憲法 ニ 依テ 始テ生 ズ ル ヤ ノ
思想ヲ起サ シム ル ノ恐 レ+ が あるか らである ､ と述 べ て い る
23
o 天皇の神格化 は ､ で き得
るならば ､ 作為性が見える ような手段 (例えば言葉の ような) で は ない 手段 で なされ ねば
ならなか っ た｡ 巡幸や ｢御其臥 は ､ 言葉に よらない視覚的表現 によ っ て周到 に天 皇の 神
格化 を行な っ たも の と して捉 える こ とが でき るo ただ ､ 巡幸や ｢御真影+ は ､ 天皇の 神聖
性 を暗示 したか も しれない が ､ そ れを直接的 に視覚化 したもの で は ない o
続 い て ､ 天皇の 神聖性が どの ように視覚化 されたの か を考 えて い こ うo 従来
の 研究の 多
くは ､ 天皇 の 神聖性 は不可視の もの で あると捉えてきた o 多木浩 二 『天皇 の肖像』 に よれ
ば､ 天皇 の 神聖性は ､ ｢御真影+ を天皇と して 丁重に儀礼的 に扱う集団的振舞い が生み 出す
の であっ て ､ 物質的存在では ない ｡ タカ シ ･ フ ジタ ニ 『天皇 の ペ
ー ジ ェ ン ト』 は ､ 天皇の
神聖性 を表すも の を折 口信夫 の表現を援用 して ｢天皇霊+ あ るい は
｢天 皇位+ と して い る
が ､ こ れは彼 によれば物理的肉体を持 っ た天皇に対置され る存在で あり ､ 不可視の 存在で
ぁる とされ る｡ フ ジタ ニ は ､ 別 の と ころで ､ 天皇は隠され るこ とに よ っ て神格化され
る こ
とを指摘 しても い る24｡ 視覚芸術にお いて ､ 天皇を隠 して描く ある い は は っ きりと描
かな
い とい う実践は ､ 前近代より存在 しており25､ 近代以降に も依然と して存在 し続けて い るo
こ れ は ､ ｢天皇を描くなどとは 劉
J
L多い+ とい う様をあらわす表現 と捉えられてき たo 天 皇
を隠 して描く こ とが ､ 天皇は描き得な い 不可侵の 存在で ある こ と をあらわす有力な表現
で
ぁる こ とは正 しい見解で ある｡ それで は ､ 天皇の 神聖性 は描き得なか っ たの か と
い えば､
そうで はない ｡ 本論文の 第二 牽 ･ 第三章における知見に基づ い て述
べ る ならば ､ 次の よう
に 回答する こ とが可能で ある ｡ すなわち ､ 帝国憲法におい て天皇の 神聖性は
｢祖宗+ との
同 - 化とい うモ ー ドによ っ て構築されて い たo そ して ､ 天皇の 神聖性は､ 神武 天皇に代表
される ｢祖宗+ と天皇と を 一 体と して描く こ とによ っ て視覚化 されたの で ある o
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明治天 皇の神 聖性 をも っ とも如実に視覚化 した像は ､紀元2550年を記念 して 1890年に
制作された竹内久 一 に よ る神武天皇像で ある o 竹内は明治天 皇の顔 を持 っ 神武天皇像を制
作するこ と で ､ ｢玉体+ に ｢祖宗+ 以来の
1
｢主権+ が集合 した神聖なる天皇像を視覚化す る
こ とに成功 した ｡
こ の 像は ､ 『日本』新聞が主催 した歴史絵画 ･ 彫刻懸賞 - の 応募作と して初め で虻に 出た
もの で あるが ､ 竹 内が東京美術学校の 教授で あっ た 関係か らして ､ 半ば* 7 イ シ ヤ ル な性
格を持 っ た制作物 と捉 えるこ とが可能 で ある ｡ ちなみ に､ 竹内は美術学校から懸賞の 二等
賞金と同額の 100円を援助して もらっ て この 像を制作 した o 像の 全高は 235c m に及ん で
い るが､ こ の 大き さは ｢公場に設置すべ き国体を代表す る公像+ をねらっ たもの である｡
竹内が神武天皇像に明拍天皇の 面貌を採り入れた理由は ､ 第 一 に ､ 現天 皇で ある明治天
皇が歴代天皇の 中で も特に優れ た存在で あることを示すためであり ､ 第二 に､ 維新以来政
府が明治 天皇を第二 の神武天 皇に擬えて いたためで ある｡ それ に天皇の勅語で は ､ 彼が｢祖
宗+ の遺訓に したが っ て物事を執りおこ なうという こ とが常々 強調された｡ 竹内は ､ それ
を逆手に と っ て ､ 明治天皇と彼 の模範で ある ｢祖宗+ 神武天皇とを 一 体と して 表すに至 っ
たの であ るo なお ､ 明治天皇と神武天皇の 一 体化 は ､ こ の 両者を合わせたとい うことだけ
を意味するもの セは ない o 神武か ら明治まで の ｢万世 一 系+ を視覚化する こ と,で あり ､ 歴
代の ｢列祖+ が明治天皇 の ｢玉体+ に集合する様をあらわ したもの として捉 えるこ とがで
きる . 竹内の言葉で いう ならば､ 天 皇が神武より今上まで連綿と輝く r万 世 一 系+ で ある
とすれば､ ｢神武天皇と今上陛下は御 一 体で ある ､ 御 一 体でなけれ ばならぬ+ の である ｡
さらに竹内は ､ 神武天 皇像の 背後 に ｢大日輸+ を措い た大衝立を配する ことで ､ 日の神
の子孫で ある天皇 (天皇位) を荘厳し､ ア マ テ ラ ス と神武 - 明治との 集合 を視覚化 した｡
そ して ､ 明治天皇即位式 における地球儀を引用 し､ 神武天皇像には ｢日本地図+ を踏ませ ､
■
｢万国の 総帝+ で ある天 皇と ｢世界の 中心+ である日本を視覚化 した｡
その 後､ 竹内に よる神武天皇像は ､ 近代における神武天皇像の ｢定本+ となる｡ 1890
年代以降に作られた神武天皇像の 多く は ､ 明治天皇の 面貌を持 つ 姿で描かれ るように なっ
たの で ある｡ 明治天皇 の イメ ー ジは ､ ｢御真影+ とともに ､ 神武天皇に擬 えられた神聖天皇
と して広く普及する ことに な っ た ｡ 前者が現に存在する天皇の ｢玉体+ を権威づける表象
とすれば､ 後者は天皇 の ｢玉体+ に天 皇の力能の 根源で ある天皇位ある い は天皇霊が 潜依
した姿を描く表象で ある｡ 天皇は､ 前者が表す可死 的 (m o rtal) 現実的で ある自然的身体
とともに ､ 不可死的 (im m o rtal) 超時代的 (神話的 シ ン ボル は死とは無縁) で ある政治的
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身体と い う 二 つ の 身体を持 つ こ とで ､ 人間と して君臨す る現実の 王 で あると同時に 聖別さ
れ た神 聖 な存在で ある とされる26｡ 後者の 明治天皇で あ り神武天皇で ある像は ､ 天 皇の 二
っ の 身体が合 一 した像と して も捉 える ことが できる o
また ､ 19世紀末か ら20世紀初にか けて制作された日清日露戦争 の戦勝記念碑の 意匠に
は ､ 神武 天皇像を採り入れたもの をいく つ か見る こ とができ るo それ らは い ずれも面貌表
現 にお い ては ､ 竹 内久
一 の 神武天皇像を参照 して ､ 明治天皇 の 面貌を採り入れて い るo 中
で も ､ 1907年に新潟 の 在郷軍人会が建設 した ｢昭忠碑+ で は ､ 竹 内の アイデ ィ ア を
- 歩進
めて ､ 明治天皇即位式 か ら採 り入れた地球儀の 上に明治天皇 の顔 を した神武天 皇像を立た
せて ､ ｢万 国の総帝+ と して の天 皇の自然的でありながら政治的な身体(現世的存在で あり
なが ら超 時代的存在) を視覚化 して い る｡
なお ､ 大正天皇の 神格化で は ､ 明治天皇とは違っ て ､ 管見の 限り大正天皇と神武天皇と
の 直接的 一 体化 とい うモ ー ドを見出すこ とはできな い o 原武 史によれば､ 大正 天皇は前天
皇 の ｢遺産+ をまともに継承する こ とができない まま､ 体調を崩 して しま っ た｡ ｢つ ま り政
治的身体を確立させ ない うちに ､ 自 翻勺身体を駄目 に して しま っ た+
27
o したが っ て ､ 大
正天皇 に は神聖 なイ メ ー ジが稀薄で あるo ただ ､ 大正天皇 を神格化した図像が ま っ たく な
か っ たわけで はない ｡ 民間で は､ 絵系図の形式をとっ た御真影が作成されて い る o 例 えば､
｢大 日本帝国歴代天皇御真影+ (第二章参照)で は ､ 画面上部 にア マ テ ラ ス の鎮座す る伊勢
神宮､ それ を挟ん で 同 じ面貌を持 つ 明治天皇と神武天皇 ､ そ の 下に歴代の 全天皇 の 肖像 ､
画面下部中央に菊の 紋を戴く大正天皇 ｢御真影+ を配置す る こ とで ､ 神武 ､ 明治天皇 を始
めとする代々 の 天皇 にア マ テ ラ ス か ら受け継がれて きた ｢主権+ が ､ 天皇 の
｢玉体+ に集
合する 様 が視覚化された｡ ほ ぼ同時期に作成されたと思われ る ｢帝国神代人皇御歴世御尊
影.+ (第
二 章参照)も同 じ絵系図 の様式で ､ ア マ テ ラ ス 以降､ 神武か ら明治天皇
へ と ｢主檎+
が受け継がれ ､ 大正天皇 の ｢玉体+ に集合する様が視覚化されて い る o 絵系図とい う様式
は､ 明治期におい て も作例が見られ るもの で あり ､ 大正期 にな っ て に わか に発明され たも
の で はな い ｡ しか し､ この 形式は ､ 結果と して ､ 明治天皇とは違い 武人と して の 剛健なイ
メ ー ジ を持たなか っ た大正天皇 ､ そ して革命によ る君主で はなく革命を継承 した二 代目で
ある大 正天皇め神格化にな じむ形式となっ た｡
2 - 3 ｢八紘之基柱+ と天皇神格化
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昭和天 皇は ､ 父 の 大正天皇とは違 っ て ､ 即位 した直後か ら神格化が行なわれて い る ｡
父同様カリ ス マ 性 を欠く昭和天皇 の神格化は ､ 祖父明治天皇の 顕彰を通 して行なわれ た｡
新聞は ､ 新帝昭和天皇 は ｢偉大なる 明治大帝+ の 再来で あり ｢昭和維新+ を断行 して明治
天皇の 偉業 を完成させ るの だと書きたて た｡ また､ 原武史に よれ ば､ 同時期に天 皇が 白馬
に乗 る こ とが慣例となり ､ その 姿を写 した 写真や映画を通 して ｢聖なる象徴+ と して の 天
皇像が普及 して い っ た｡ 騎乗す る君主像は ､ 軍人君主を荘厳化するロ ー マ 皇帝以来 の古典
的様式で ある｡ 白馬 の 天皇像は､ 確か に天皇 を聖別 された存在と して視覚化 して い る｡ し
か し､ 不可死 (im m ortal) の 政治的身体を表すもの で はない o r現人神+ と して の 天皇像
を表すもの で はない ｡ 昭和天皇の神格化を決定付けた『国体の本義』 では ､ ｢現人神+ を皇
祖皇宗がその帝で ある天 皇に現れ､ 天皇が皇祖真宗と 一 体である ことと い うように説 明 し
てい るQ 『国体の 本義』の 別の 箇所で は､ 代々 ア マ テラ ス の 化身として の鏡を奉戴する天 皇
はア マ テラ ス と ｢御 一 体+ となるとあるか ら､ ｢現人神+､ すなわち昭和天皇 にと っ て の 政
治的身体とは､ ア マ テ ラ ス を塘依させた聖なる身体で ある ｡
で は ､ こ の聖 なる身体は どの ように して視覚化されたか ｡ 明婚期に制作された神武天皇
像の ように ､ 昭和天 皇の 面貌をしたア マ テ ラ ス が作成されることはなか ?た｡ そもそ も畢
高神で ある ア マ テ ラ ス が視覚化され るこ とは ､ 絵馬などの 例外を除けば､ 神革天皇 に比 べ
て極めて少 なか っ た し､ 女神 で あるア マ テ ラ ス と男 で ある天 皇の 同 一 化というク ィ ア な天
皇像の制作は ､ 即 ｢不敬+ に結びつ く危険性が あっ た｡ また ､ 1 930年代を通 じて天皇 の神
格化が進行する 中で ､ 天 皇と国民 との 間には 一 定の 隔たり
'
が設けられるように なっ たo 例
えば､ 即位式 にお い て は天皇の 声がラジオ で中継されたが , 194 0年の 紀元 2 600年式典の
中継では天草の 声が入 るべ き箇所の 音が消されたo 当時の ニ ュ ー ス フ イ ル ム (『日本 ニ ュ ー
ス』) で は ､ 式典における天皇 ･ 皇后 の ク ロ ー ズア ッ プ シ ョ ッ トが 一 切排除されてお り ､ こ
の隔たりによ っ て天皇の 神聖不可侵 が表現されて い る｡
他方 ､ 紀元 2600年を機に建設された モ ニ ュ メ ン ト ｢八紘之基柱+ で は ､ 視覚表象によ
っ て天 皇を神格化する試み が見られる ｡
八紘之基柱は ､ 基柱中軸外観の シル エ ッ トが御幣の かたちになる ようにデザイ ン され て
い る ｡ これ は ､ 基柱の 建設立案者で ある相川勝六 によれば､ 日本 ･ 中国 ･ 世界の ｢罪積れ+
を破う聖なる御幣なの だとい う｡ 御幣は ､ 現世 における 一 切の穣れか ら隔絶されたア マ テ
ラ ス の鏡 (三種 の神器 の 八博鏡) の神聖性 を分有するイ コ ン であり ､ ここ には代々 の 天皇
が持 つ 超越的権能 (御稜威)が シ ン ボル と して表されてい る ｡ なお ､ こ の御幣は ｢武+ を
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象徴す る楯 と神鉾の 総和と して形作られ たも の で ある か ら､ 神武 の ｢武+ をア マ テ ラ ス の
｢和+に よ っ て 止揚 して表現され た新たな神話的 シ ン ボ ル と して 捉 える こ とも可能 で ある｡
こ の シ ン ボ ル は ､ 視覚化 しえない 天皇 の 神聖性 の根源 (加 えて八 博鏡を直接見 る こ とは禁
止 されて い る) を視覚化 したイ コ ン なの である ｡
加 えて+ こ の 御幣は ､ 御幣 に向か っ て祈る人び とを天皇お よび国家に帰 - させ るイ デオ
ロ ギ ー 装置 でもあ るo 『国体の 本義』に よれ ば､ 神 に祈っ て罪穣れ を破う行 勤ま我 を去 っ て
公 に合 し､ 国家と 一 に なる行為と して 位置づ けら.
れ る o すなわち ､ ア マ テ ラ ス に 由来する
天皇 の 超越的権能 (御稜威) の イ コ ン で ある御幣を中心 と して ､ 世界中の 人びとが祈り ､
天 皇および国家 へ と帰 - する世界像が こ こに は意図されて い る o 天皇 の ｢御稜威+ に人び
とが次々 と帰 一 し ､ ｢御稜威+ の 及ぶ空 間が際限なく拡大 して ゆく世界像の 実現 こそ が､ 八
紘之基柱の 正面 に刻まれた ｢八 紘 一 宇+ を意味する の で ある.
また ､ 基柱内部 の歴史 レ リ ー フ 連作は ､ ｢国譲 り+ に始まる ｢皇国+ 創始以来 2600年に
渡 っ て持続 して きた天皇の 超時間的な超越的権能 を視覚化す るもの で ある o こ こ に刻印さ
れ たの 按､ ア マ テ ラ ス に由来する ｢神 国日本+ の 歴史の 永続性で もある｡ そ して ､ レ リ
ー
フ連作の 最後に おかれ た ｢紀元二千六 百年+ で は ｢八紘
一 宇+ の ユ ー トピア が描かれて い
る｡ こ こ に は ､ ｢神 国日本+の 大地 の象徴で ある｢母+と して位置づ けられたア マ テラ ス が ､
ア ジア全域の嘩民地 を ｢子 ども+ と位置づ 吋包摂 し､ ともに ｢家族+ を形成する とい うか
た ちで世界大に拡 大された家族国家観が描かれて い る ｡ こ のア マ テ ラ ス に は ｢万物 に生命
を与 - られ た宇宙の 母性神+ と して の神格すら連想され る｡ また ､ こ の世界像は ､ 天皇が
ァ マ テラ ス の ｢御霊代+ で ある鏡を ｢い つ きま つ る+ ことで ､ ア マ テ ラ ス を自らの身体に
源依させ ､ ｢八紘 - 辛+ を実現すると いう理想 的政体像を示すもの でもあ っ た o
. 神 格化された天皇 の視覚表現は､ 八紘之基柱
にお い ても っ とも究極的な表現 に到達 した
と い えよう｡ 基柱は外観の御幣で ､ ア マ テ ラ ス に由来す る天皇の 超越的権能を表 すととも
に ､ あらゆる民が天皇および日本帝国 に帰
一 する ｢八紘 一 宇+ の世界像を表 して い る o ま
た ､ 基柱内部 レリ ー フ は ､ ｢国譲り+ 以来の ｢神国日本+ の 歴史がア マ テ ラ ス に帰
一 する様
を表 して い る. そ して ､ レ リ
ー フ ｢紀元 二 千六 百年+ には ､ 神 国日本の シ ン ボルセあるア
マ テ ラ ス が ｢母+ と
′
なりア ジア の植民地 (および民衆) を ｢子+ と して包摂するイメ
ー ジ
が家族国家観を世界大 に拡張 した ｢八紘
一 字+ の 世界像と して視覚化されたo すなわち､
八紘之基柱は ､ 天皇の 超越的権能の根源で あるア マ テラ ス とい う神格を ､ 開閉以来 の全歴
史と全地上世界とを包摂 した ｢宇宙+ そ のも の と して表 して い るの で ある o
259
結論
第三節 結語
3 - 1 近代天皇制国家にお ける神話的 シ ン ボル の 政治的機能
本論文の 最後 に ､ ｢近代天皇制国家にお ける神話的 シ ン ボ ル の 政治的機能+ とは何だ
っ たの か を概略 し､ 今後の 課題 を述 べ るこ とで稿を閉じたい と思う｡
近代天皇制国家に と っ て の神話的 シ ン ボルとは､ 本論文で扱っ たア マ テ ラ ス ･ 神武天 皇
を見 る限り におい て ､ 統治を正当化 し､ 為政者 (主権者) で ある天皇を特権的な存在と し
て神格化す るに不可欠 の 要素で あっ た｡ つ まり､ 神話的シ ンボ ル を近代天皇制国家の根本
要素の - つ にカウン トするこ とは十分に可能で あるo 特に ､ 明治維新直後の政治的混乱期
にお い て は､ ア マ テラ ス およ び神武天皇とい うシ ン ボル なしで は､ 新しい 政権および為政
者は存立 しえなか っ た｡ ｢王政復古+ を宣言 した明拍政府 にと っ て ､ 天皇が最高権力者で あ
るの は ､ 理念的には､ 彼が皇祖ア マ テラ ス の ｢御寄+ で あり､ 国家創始者で ある神武天 皇
の 再来 だか らなの で あ っ て ､ それ以上の 理由はなか っ たo まさに ､ ｢シ ンボ ル なく して統治
はな い+ の で ある｡
もちろん ､ シ ン ボ ル の みで政権が成り立 っ て い たわ けで はない ｡ 軍事 ･ 経済などの 物理
的な条件が ､ 改植維持 の重要な要素で あ争こ とは否定されえなしTo しか しなが ら､ あらゆ
る統治が物理的な権力に よ る抑圧の みで行なわれて い るの では ない ことも事実で ある｡ そ
して ､ あらゆる為政者は､ 抑圧 をか けて従わせ る統治が政権に対 して物理的経済的に負担
をか ける こ とを知 っ て い る ｡ シ ン ボル の 利点とは､ 抑圧 によ っ て人びとを従わせ るの では
なく ､ 人びとがシ ン ボ ル を介して自ら新政権に賛同 し､ 新政権 の 一 員と して の (絵)に主
体 - 従属化する ことが期待 され る点に こそ ある｡ シ ンボル は､ 新しい為政者や政権が 人び
との 生活に利益 をもたらす存在であり､ 人びとの 生活を存立させ る根本存在なの で あると
い う物語を告げる ｡ そ して ､ 人びとはその 物語に自己を参入 させて いく こ とに よ っ て ､ 政
権に よる利益分与を受け､ 政権によ っ て生 (お よび安らかな死) の権利を与えられ ると信
じる (信 じさせ られ る)0
人び とは ､ シ ン ボル が与える物語を無条件無前提 に信じえたの で はない ｡ 維新直後 の政
府が 一 方で ､ 神武天皇というシ ン ボル を持ち出 し､ 他方､ ア マ テ ラス とい う シ ン ボル を民
衆向けに採用 したの は ､ 民衆の 間ですで に流通 して い たア マ テラス に付随する物語 を奪用
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する ためで ある ｡ つ ま り ､ ア マ テ ラ ス が ｢世直 し+ をもた らす存在と して前提され て い た
か ら こそ ､ ア マ テ ラ ス と天皇 とを結びつ ける物語を作り出 し ､ 天 皇 こ そが ｢世直 し+ をも
た らす存在で あ ると解釈させ る こ とが可能 になる｡
神武 天皇 に関 しては ､ ア マ テラ ス とは違 っ て ､ 現実に存在する明治天皇 に関する物語と
とも に こ の シ ン ボル に つ い て の 物語が新 しく作り出された｡ つ まり ､ 明治天皇 は第二 の 神
武 天皇と して位置づ けられ ､ 束幸 (輿都)､ 太陽暦 へ の 改暦お よび神武天 皇紀元の 制定や徴
兵制度､ 憲法発布 などの 近代国家形成 に関わ る重大な政治事業は ､ 明治天皇の事蹟とされ
なが ら､ 神武天皇の 事蹟に揮 えて行 なわれた ｡ これは
一 方で ､ カリ ス マ 性に欠 ける明治天
皇 の 神格化 の た めで あるが ､ 他方で ､ 新 しい政治 シ ン ボル で ある神武天皇 に関す る民衆の
記憶を作り出す 一 連の 作業ともな っ たと考 えられ る ｡ 神武天皇 とい うシ ン ボ ル は ､ 187 0
年代か ら80年代の 近代国家制度形成期を通 して ､ ｢国民+ 生活 の あらゆる場面 に張り巡 ら
され る ように配置されたの で ある ｡ ｢国民+の 時間は ､神武天皇即位以来の 時間とされ ､ ｢国
氏+ の 軍隊は神武天皇 の 軍隊とされ ､ ｢国民+ の 基本法で ある憲法 は神武天皇即位 日 (紀元
節) に発布 され た｡ 日本が近代国家と して存立 しえたの だ とすれ ば､ それは明治天皇の お
かげで ある と共 に神武天皇 の お かげでも あるという物語 が こ の過程で 作り 出された の で あ
る ｡
なお ､ こ こ で ､ 竹内久
一 が作り出 した明治天皇の 面貌を持 つ 神武 天皇像を始めとする視
覚表象が ､ 明治天皇の 物語 と神武天皇 の 物語 を合
一 させ る に大い に寄与 したとい う こ とは
強調 して おく必要 があるだろう｡ ある物語に具体的な形象をもたせて視覚化 した表象が ､
耳で 聞く物語や文字で読む物語よりも深く容易に ､ 人び とがそ の物語 に投入するため の 装
置 (入 り 口) となりうる こ と は い うまで もない こ とだか らだo
八紘 - 宇に関 しては ､ 一 面 におい て ､ 総力戦時 における国家的 ス ロ
ー ガン と して周知さ
れて い たもの と捉える ことが でき るが､ それ を視覚化した表象で ある八紘之基柱は ､ シ ン
ボル と呼びうる もの で ある｡ 基柱外観は ､ 神武天皇に由来する楯と鉾の 総和で形作られた
御幣を形作 っ て おり ､ 神武 の ｢武+･をア マ テラス の ｢和+ で 止揚 した新しい神話的 シ ン ボ
ル と して捉 える ことが可能で ある o 八紘 一 宇は､ 天皇 を中心と して世界が 一 つ の 家になる
ことを含意する世界観で ある ｡ 基柱内部 レ リ ー フ ｢紀元 二 千六百年+ では ､ ア マ テ ラ ス が
｢母+ となり ､ 日本 ･ 中国 ･ 満州 を ｢子 ども+ と して統治する世界像を視覚化 して お り ､
ァ マ テ ラ ス を中心とする｢家族国家観+の 空間的延長 と して八紘
一 宇 の 実現を捉 えて い る o
そ して ､ この 世界観は軍事的侵略 を背景と して い るo つ まり､ こ の 基柱は ､ 神武東征の名
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で正 当化され る軍事侵 略を､ ア マ テ ラス が全世界を統給する八紘 一 宇の ユ ー トピア の 実現
過程と して捉 える物語 (神武 は｢武+ の ための ｢武+ で はなく ､ ｢和+ の ため の ｢武+ で あ
るという ｢聖戦+ の 物語) を提供す るもの なの で ある ｡ しかも ､ 御幣はテマ テ ラ ス に由来
する天皇 の超越的権能 (御稜威) を分有するイ コ ン で あり ､ 全歴史および全世界をア マ テ
ラス の力が覆い 尽くす究極的世界像の 中心 ､根本的存在に位置づ けられて い る｡ 人びとは ､
理念的には こ の御幣 に向か っ て祈る実践によ っ て ､ 自己 の我 を捨て ､ 公 に合 一 し､ 天 皇お
よび国家と 一 体となる こ とが求められて い るQ モ ニ ュ メ ン トの利点は ､ イデオ ロ ギ ー を視
覚化 し､ 人び とがイデオ ロ ギ ー に没入 しやすくする こと以上に ､ 人びとをすっ ぽり包み込
む規模でイデオ ロ ギ ー の 視覚化を行なうために ､ 人びとを無意識の うちにイデオ ロ ギ ー 装
置の 一 部に位置づ けて しまうと ころにあるとい えよう｡ 八紘之基柱の 前で頭を垂れ る行為
は ､ 意識 しようが意識 しま いが ､ 自己の 身体を八紘 一 字の 世界像の 内側に配置するこ とに
即結び つ い て しまうの で ある｡
3 - 2 近代天 皇制 国家の ジ ェ ン ダ ー 秩序と シ ン ボ ル の 政治学
次に ､ 近代天皇像および近代天皇制国家の 支配秩序の 創出と神話的 シ ンずル との 関係
性 に つ い て ジ ェ ン ダ ー 論 的観点か ら総括 してお こ う｡
ア マ テ ラ ス は ､ 近世 にお い て伊勢信仰の 全国的展開に よ っ て ､ 一 民衆に広く知 られる神で
あ っ た｡ したが っ て ､ 近世におい て は現在知られ る女神像だけでなく ､ 中世以来 の神仏習
合説 の影響を受けた男神像 ､ 童子像､ 豊穣神 の民間信仰を伝える蛇のイ メ ー ジなど､ 多様
なア マ テラ ス 像が散見する｡ 神仏分離令 (1868) に始まる明治政府によるア マ テ ラ ス 独占
政策は ､ こ れらの 多様 なア マ テ ラス 像を女神像に 一 元化す る ことにつ なが っ て い た. つ ま
り ､ 神の ジ ェ ン ダ ー 化が行なわれたわけであるが ､ これは少 し遅れて 18 7 1年 か ら73年に
かけて行 なわれ る天皇お よび国民の ジ ェ ン ダ ー 化と無関係で はない o
天皇および国民 の ジ ェ ン ダ ー 化は ､ 明治政府が ｢万国対峠+ とい う国是を達成するため
に ､ 異性愛主義および男性 による女性の 子宮の ｢管理+ (男性支配) を徹底させ る こ とで効
率的に人 口 を増加させ る (そ して国力 の源で ある人 口 の増加 を妨げると目された非異性愛
や女性上位を ｢野蛮+ ｢退行+ として異端視する) 体制の創出を是とす る欧米型ナ シ ョ ナリ
ズ ム を積極的に採用せ ざるを得なか っ た事情が関わ っ て い る o 加えて ､ ア
ー ネ ス ト ･ サ ト
ウやミ ッ トフ ォ ー ドの 手記に見られ るように ､ 欧米型ナシ ョ ナリズム の 規範の前で は ､ 即
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位直後の 明治天皇における ジ ェ ン ダ
ー が唆味な非異性愛的身体は､ ｢野蛮+ で ｢未開+ で あ
ると認織されう るもの と して位置づ けられた . 言うまでもなく ､ ｢文明+ の 側に 立 つ 欧米諸
国に よ っ て 君主および国家が ｢未開+ ｢野蛮+ と位置づ けられ る こ とは ､ すなわ ち万 国公法
の 適応外で ある ｢無主の 地+ と位置づ けられ る こ とで あり ､ 植民地化の 対象となる こ とを
意味 して い る ｡ したが っ て ､ 植民地化 を避けるた め に は ､ ｢未 開+ か ら ｢文明+ と目された
欧米型 - と社会秩序お よ び国家像 を改変す る｢文 明化+は 不可欠の 選択 で あ っ た o そ して ､
天皇 および国民 の ジ ェ ン ダ ー 化 は ､ ｢文 明化+ の
一 大プ ロ ジ ェ ク トの 根幹だ っ た の で あるo
ァ マ テ ラ ス の ジ ェ ン ダ ー 化は こ れ に先駆けて ､ ジ ェ ン ダ
ー が暖味な存在が異端視され る新
しい 社会秩序 に合っ た神 のイ メ ー ジを提示するもの とな っ た｡
一 方で ､ 天皇および神の ジ ェ ン ダ ー 化は､ ア マ テ ラ ス と天皇との 同
一 化 とい う明治政府
の 天皇神格化政策に な じむもの で は なか っ たo つ まり ､ 女で あるア マ テ ラ ス と男で ある天
皇 の 同 一 化は ､ ジ ェ ン ダ ー 化された社会秩序と敵齢を来た して しまう上に ､ 女神ア マ テラ
ス が最高神格で ある こ とは女性上位社会 を象徴する か らで ある o これ らをも っ て ､ ア
マ テ
ラ ス とい う シ ン ボル が ､ ジ ェ ン ダ
ー 化とい う形式 をと っ た文明化政策の なか で ､
一 時的に
衰退する 一 因と考える こ とが でき る｡
ァ マ テ ラ ス に代わ っ て天皇 の神格化 を担う シ ン ボル と して 登場 したの が ､ 神武 天皇で あ
る｡ ジ ェ ン ダ ー 化 を推進 して いく過 掛 こお い て ､ 天皇 の 理想像
･ 模範像と して は ｢男性+
で あ る神武天皇の 方が よく な じん だと いうわけで ある ｡
も っ とも､ 神武天皇像に 関して も､ 近代以前か ら ｢男性+ 的なイ メ
ー ジと して根付い て
い たわ けで は ない ｡ 神武天皇はア マ テラ ス とは違 っ て ､ 広範な信者を獲得した特定の信仰
に結びつ い た シ ン ボル で なか っ たために ､ 近世まで にそ のイメ
ー ジ が描かれ る ことは極 め
て少なか っ た｡ それで も ､ 数少な い作例を見る限りに お い て ､ 近世 にお ける神武 天 皇のイ
メ ー ジは ､ ｢唐風+ の 装束に身を包ん だ非武装の 人物と して描かれ るか ､ ジ ェ ン ダ
ー が 唆味
な有徳の 童形像と して描かれ るか で あり､ 太刀 を侃き ､ 弓を持ち ､ そ の 弓の先に金璃 を
止
まらせ て , 敵を調伏す る姿で描かれ た神武天皇の イメ
ー ジは ､ 壊夷思想 が盛ん にな っ た幕
末以 降の創案に かか るもの で ある｡ 武装 して金璃を掲げる ｢男性的+
｢軍人的+神 武天皇像
そ の もの 臥 近代の純粋なる発明ではない o しか しながら､ ｢唐風+ および童形 の 定型 を近
代以降徐々 に消滅させ て い っ たジ ェ ン ダ
ー 政治の力学は近代の産物で あるo つ ま り ､ 神武
天皇もア マ テ ラ ス 同様に ､ 近代以前にはジ ェ ンダ
ー が唆昧だ っ たもの が ､ 近代以 降に ジ ェ
ン ダ ー 化されたと考えられる ｡
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軍人 ｢男性+ 君主と して の 近代天皇像は､ 徴兵令 ･ 軍人勅諭などを通 して ､ 神武天皇 に
擬えられつ つ 社会的に提示 される こ とに よっ て確 立 して い っ た｡ 同時に ､ 金塊を掲げ武装
した軍人君主と して の 神武像や ､ 竹内久 一 の神武 天皇像に代表され る明治天 皇の 面貌 を持
っ神武天 皇像が制作され ､ これ らの像 を模倣 した像 が繰 り返 し制作され ､
■
消費され る こと
で新しい ｢男性的+ 天皇のイメ ー ジは定着して い っ たの で ある｡ 天皇の ｢男性的+ イ メ ー
ジの普及は ､ 神武天皇像だけでなく ､ 皇后との対で 異性愛カ ッ プル として 提示された ｢御
真影+ を通 じても強力 に推進されたこ とはい うまでもない . こ こ では ､ 両者の イ メ ー ジが
同時期に作製され ､ 同時期に普及 したこ とに注意す る必要 がある c つ まり ､ ジ ェ ン ダ ー 化
された天皇 の 自然的身体をブル ジ ョ ワ的に荘厳 した御真影と､ ジ ェ ン ダ ー 化された天 皇の
政治的身体を神話的 シ ン ボル に よ っ て荘厳した神武天皇像とは ､ ともに 1890 年前後とい
う近代国家制度の 確立期に作製され た｡ 欧米型ナ シ ョ ナリズム をモ デル に した ｢文明化+
の達成目標が ､ 政治 ･ 法律 ･ 経済 ･ 教育 ･ 美術等 々 の 制度的達成のみならず ､ 男性国民の
モ デル と して の天皇 の ジ ェ ンダ ー 化 (男性化 ･ 軍人君主化) の 達成に置かれてお り･､ こ の
達成は ､ 国家全体の ｢文明化+ を象徴 した｡ 御真影 と神武像とい う二 つ の天皇の 理想像は ､
天皇の ジ ェ ン ダ ー 化 (お よび文明化) の達成 ､ 男性支配 の確立 を顕示す るイ メ
ー ジと して
＼
捉えるこ とも可能で ある (もちろん ､ 本論文で論 じたように ､ こ の 二 つ の イメ
ー ジ の 意味
は以上の ような意味に の み限定され るもの では ない)0
他方 ､ 神武天皇とい う シ ン ボル を介して ､ 天 皇の 男性化 ･ 男性支配の 確立 (と国家の ｢文
明化+) が達成され た状況以降にお い てすら､ ア マ テ ラ ス は ｢文明国家+ にそ ぐわない 前近
代的な遺物 と して完全に用な しとされたわ けでは ない ｡依然として ア マ テ ラ ス は ､ ｢神国日
本+ を表す根本存在で あり ､ 皇祖神 と して天皇権を保証す る最高神格で あり ､ 近代天 皇制
国家の 支配秩序をア マ テ ラ ス 抜きで構築する ことは できない . したが っ て ､ 男性支配 を基
本原理とする近代国家の秩序や男性的天皇像と齢離を来たさない かたちで ､ ア マ テ ラ ス を
秩序の なか に組み入れ る工夫が明拍中期以降に模索された｡ 明治後期に穂積陳重
･ 八束が
確立 した ｢家族国家観+ は､ この敵騎を解決するための 理論的達成とい えるだ ろう ｡
彼 らは ､ ア マ テ ラ ス を国家秩序の 頂点に位置づ け､ 祖先教を機軸に ｢国民道徳+ として
の 社会秩序 を理論的に構築した｡ しか しなが ら､ 明治初期の神道国教化政策の ようにア マ
テラ ス と天皇とを直接等符号で結び つ ける ことは して お らず ､ 女性支配を言匝っ て い るわけ
でもない ｡ 彼 らの 考えるとこ ろで は ､ ア マ テ ラス は ｢全国鹿の 先祖+ と して頂点に位置づ
けられ ､ 天皇 は ｢日本の 宗家+ で ある皇室の 家長と してア マ テラ ス を祭和する存在と して
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位置づ けられ るo そ して ､ 各 臣民 は皇室に対 して ｢分家+ に位置づ けられてお り ､
｢民族 の
宗家+で ある皇室 を奉戴す る こ とで
一 国 一 社会を団結させ てきた とされ るo 穂積兄弟の ｢家
族 国家観+ で は ､ 天 皇は家長 つ ま り父 と して位置づ けられ ､ 男性性 を明徴され て
い るo そ
して ､ 男 - 家長 ･ 父 だか らこ そ ､ 女神ア マ テ ラ ス
- 祖先を配る資格 を有 し､ 祭 死に よ っ て
家 - 国家 ･ 民族を代表す ると位置づ けられ て い るo すなわち､ ｢家族 国家観+ に お い て は ､
女神ア マ テラ ス - の 独占的祭紀権を媒介に して ､ 宗家の家長で ある天皇が家族お よび分家
を支配する天皇権が 正 当化 されて い る の で あるo い わ ば､ 天皇制 の 男性支配 は ､ 神武天皇
に擬えられた大元帥天皇が君 臨す る政治的制度だけで は なく ､ 同時 に ､ 祖先神 で ある女神
ァ マ テ ラス の 威を祭死者で ある男 - 家長 ･ 父 で ある天皇が借り る こ と (そ して ､ 天皇を模
倣 した各家庭の′+､天皇 [家長 ･ 父] によ っ て 同様の祖先祭和が再演され る こ とで形作られ
る祭離のネ ッ トワ ー ク) によ っ て も支えられて い る｡
日 中全面戦争以降の総力戦体制下に お い て は ､ 神武天 皇に擬えられた大元帥天皇以上
に ､
ァ マ テラ ス と ト 体+ とな る現人神天皇が根本祝され た ｡ 『国体の 本義』(1937) が定式化
した現人神 と して の 性質は ､ ア マ テ ラ ス の ｢御霊代+ で ある鏡を常に
｢い つ きまつ る+ こ
とで ､ 天皇がア マ テ ラ ス の 心 をわが 心 と して ､ ア マ テ ラ ス と
- 体化するこ と ､ と して 規定
されて い る. で は ､ この 現人神 で ある天 皇は ､ 女神 で あるア
,iテ ラ ス が男で ある天皇と文
字通り 一 体化 したク ィ ア なもの で ､ 異性愛 卵 雌 よび男性支配 に基礎付 けられ た近代
の ジ
ェ ン ダ ー 秩序 か ら逸脱 したもの なの で あろうか
28
o こ の 間い に対 して ､ 簡単に ｢そうで あ
る+ と結論 づ ける こ とは でき ない o 戦時体制 臥 ア マ テ ラ ス とい うシ ン ボル を活用 して ､
次代 の兵士 を生み育て 兵士 の 死 を弔う ｢母+ たちの 政治的動員 を促 しは した
が ､ 女性上位
社会 を実現 したわけで は ない し､ 戦中に見られ る ｢母なる天皇+ の 喰えは ､ 天 皇
と 臣民と
の 関係性を血縁関係 に擬 え自然化するための レ トリ ッ クに利用され る に留ま
っ たo また ､
天皇の 慈悲が ｢慈 母+ の よう に讃えられ るこ とは､ 決 して 天皇 の男性性を損 なわせ るも
の
だ っ た の で はな い ｡ すなわち ､『国体の 本義』が定式化 したア マ テ ラ ス と天 皇の
一 体化 は文
字通 りの 一 体化で はない . 八紘之基柱の 内部 レリ
ー フ に は ､ ｢八紘 - 宇+ を実現する ｢母+
なるア マ テ ラ ス 像が描かれたが ､ こ こ に 昭和天皇とア マ テ ラス との 重ね合わせ が暗示され
て はい るもの の ､ (顔は昭和天皇 ､ 体はア マ テ ラ ス と い っ たような) 直接的な合
一 像と して
表されたの で はない . 天皇はア マ テ ラ ス そ の もの に はなり得ない の で あるo む しろ ､ 天皇
は祭紀王 と して ､ ア マ テ ラ ス を ｢い つ きまつ る+ 者と して ア
マ テ ラス の 外部 に位置づ けら
れ て い るに 留まる｡ そ して ､ 日 々 ､ ｢い つ きま つ る+ こ とを通 して ､ 天皇
は ア マ テ ラ ス から
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受けた超越的権能 (御稜威) をそ の 身に宿し ､ 現世 にお けるア マ テ ラス の ｢御寄+ となる
の で ある｡ こ の ｢いつ きまつ る+ とい う実践は ､ 異性愛体制下におい て は､ 母 - 女神ア マ
テラス と父 - 男性柴死者で ある天皇とd)儀礼的｢聖婚+ と解釈 しうるもの か も しれない29.
一 方で ､ 神武天皇は ､ ｢大元帥+ 天皇を頂点とする ,,国民軍のネ ッ トワ
- ク (ホモ ソ - シ
ャル な男性同盟) を編成 し, 正当化するシ ンボル で あっ た o 他方 , 鼻祖神ア マ テ ラス は ,
女性上位社会 を象徴す るの で はなく ､ ｢家族国家観+ に基づき ､ 祖先 へ の 奈紀権を家長 ･ 父
が独占 し､ 独占 によ っ て 各家を代表すると いう体制 (祖先教の ネ ッ トワ ー ク) を作り出し
た｡ 天皇は､ 民族 の大家長 - 祭敢王 と して ｢民族の 先祖+ ｢神国の根源+ で あるアマ テ ラス
へ の 祭碓権を独占し ｢聖婚+ す る こ とで ､ ア マ テ ラス の超越的権能 (御稜威) を ｢玉体+
に潜依させ , 現世におけるア マ テ ラスの ｢御寄+ として ､ 国土の 神聖性の 体現者 と して ､
各家を代表する家長 ･ 父たちの 崇拝対象となる o つ まり ､ 全民族を
一 つ の 大きな家 として
統べ る祖先教ネッ トワ ー クの頂点に立 つ の で ある . i圧代天皇制国家は､ ア マ テ ラスおよび
神武天皇 とい う神話的シ ンボル を巧み に使い分け､ あるい は､ ｢八紘
一 字+ (神武東征と家
族国家観の 複合) にみられるように積極的に これ らを統合するこ とによ っ て , 国家秩序を
(男性支配を基本原理 とする) 近代国家の ジ ェ ンダ ー 秩序として編成t(たので ある .
3 - 3 今後の 課題
以上 ､ 本論文で明らか に して きた問題を概略してきたが ､ 残された課題は あまりにも
多い . 第 一 に , 本論文で は史料的な制約もあり､ シンボル の理念型を形成過程を含めて 提
示 し , そ れが人々 にどの ような効果をもたらすか につ い て の考察 をお こなっ た ｡ 今後は ､
人び とが どの ようにシ ンボル を受容 したの か につ いて ､ より精微な分析が必要 とな るだろ
う｡ また ､ 今回 の 分析で は ､ 主 に通時的な視点か ら議論を進めてきたが, 共時的視点 に立
っ て ､ シ ンボル の 同時代的伝播やヴァ リエ ー シ ョ ンを考 えたときには ､ 今回 の 分析で は見
えなか っ た点が見 えるの で はな いか ｡ 例えば､ この ような分析の うちに , シ ンボルが公的
イ デオロギ ー か らズレながら受容されるモ メ ントやそれ とは離反す るかたちで解釈さ れる
モ メ ントが明らか になる の で はない だろうか ｡
策 二 に ､ アマ テラス と神功皇后､ 神武天皇 と日本武尊のようなシンボル同士 の連鎖につ
い て の分析が今後必要 になるだろう ｡ この連鎖は物語の 類似か ら起こるもの で あるが ､ 神
功皇后や日本武尊 につ いて は ､ 前近代か ら頻繁に物語化されて きた シンボル でもある o 前
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近代 における神言朗勺シ ン ボル に対す る記憶 ･ 物語が ､ 近代以降い か に変容 した の か ､ 近代
以降に作り出された記憶 ･ 物語 とい かなる乳機を引き起 こ したの か に つ いて は ､ 今後考察
の 余地が ある｡ こ の ことは ､ 第 一 牽にお けるア マ テ ラ ス の分析で やり残 した点 で もある ｡
シ ン ボ ル は ､ 為政者に よ っ て 与えられて機能するもの で はな い ｡ 人びとの 間で物語と して
｢生き られ+ て こそ機能する ｡ そ れ ゆえに ､ シ ン ボ ル は統治の 具で あるだ けで は なく ､ 人
び とが シ ン ボ ル を用 い て既成秩序に 異論を唱 える こ とも可能で ある し､ 実際､ 女権運動家
や宗教家が ア マ テ ラ ス と い うシ ン ボル を既成秩序 へ の 対抗原理 と して 用い て い る｡ シ ン ボ
ル の 政治とは ､ シ ン ボル (の意味内容) をめ ぐる闘争と しても構想可 能なの で あ る｡
第三 に ､ 戦後政治にお ける神話的 シ ンボル の機能 に つ い て の 考察が今後必 要となるだろ
う｡ 周知 の ように ､ G HQ に よる神道指令は国家神道 を禁止 し､ ア マ テ ラ ス
･ 神武天皇を
始め とする神話 的 シ ン ボル は 公教育か ら排除された｡ にもか か わらず､ 神言引こ基づく シ ン
ボ ル や物語 は戦後 日本 の 政治 文化 にお い て なお健在で ある ｡ 端 的な例を挙げれ ば ､ 戦後の
豊 か な暮ら しを象徴する家電製品で あるテ レ ビ ･ 洗濯機 ･ 冷蔵庫は ｢三種 の神器+ と呼称
された し､ 高度経済成長 の 神話を彩る長期景気は ｢神武景気+ (1 9 5 5- 1957)､ ｢岩戸景気+
(19 59)､ ｢い ざなぎ景気+ (1965 - 1 9 70) と名づ けられて い る の で ある｡ さらに ､ 神武天
皇即位日 に基づく とされ る紀元節は ､ 1966年に建国記念 日と して復活 して い る ｡ ア マ テ ラ
ス に 関 して も ､ 女帝論談が さらに盛ん に なれ ば､ 新帝を荘厳す る装置と して動員され るか
も しれな い30｡-シ ン ボル な どはリア ル ･ ポリテ ィ ッ ク ス には影響を与えない とする見解が
あるならば ､ 即刻改める必要 が あるだろう｡ 今後 の天皇制を考察 して いく 上で ､ 神話的シ
ン ボ ル の分析はますます不可欠 の もの となると考 えられ る ｡
t
しかも ､ 戦後天 皇制 は ､ 日本 国憲法第 一 条で 天皇 を ｢日本国の 象徴で あり日本国民統合
の 象徴+ と して位置づ け､ さ らに ｢こ の 地位は､ 主権の存する 日本国民の 総意に基づく+
と して い る｡ ｢シ ン ボル なく して統治は ない+ と捉 え る本論文 の視点 は ､ シ ン ボル に注視 し
なが ら戦後日本史を考察 して い く方 向 へ の 重要な足が かり に なるの で はない か と思われ るo
っ まり ､ 戦後日本にお ける統治体制における天皇 (および憲法第
一 条とい うフ ィ ク シ ョ ン)
と い うシ ン ボル の機能を考察する こ とが本論文の 先に は望見され るの で ある｡
･ 政治的理 由と して は､ 徳川氏 を新政府の 一 員に推す土佐の 山内容堂をは じめ とする勢力
が新政府の 内部に少なか らず存在 して い た ことを挙げるこ とができる だろう｡ また､ 徳川
氏排斥 の急先鋒で あっ た岩舟具視が､ 徳川氏を攻撃する際 に東照宮 - 家康を攻撃 しなか っ
たの は ､ 親徳川派をい たずらに刺激 したく はなか っ たため で はなか ろうか ｡ 例 えば､ 1867
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年12月 の い わゆる小御所会議で 山内容堂が ｢徳川氏 は 30 0年以来海内の 平和 を守 っ てき
た｡ そ の 功績を無視 して排斥するの はいか がなもの か+ と述 べ た際に､ 岩魚は ｢家康公 が
徳川 200年の 太平 を開 い たとい う功は､ 今日にお ける幕府の 罪を補 っ て余り あるもの であ
るが､ その 子孫が祖先の 遮烈 に名 を借り て皇室をない が しろに したこ となどは許せ ない+
と反論 して い る (多田好間編 ･ 香川敬三 関『岩禽公実記』 中巻 [第三版]､
.
岩倉公旧跡保存
会 19 2 8､ p p.1 58
･9)0
2 Nobu shige Hozu mi, AD CeStO1
･ ･ Wo1 甘ゐ1bB Dd Japa n e s eLa w,(The M a ru 21e n
Kabu shiki･ Kaisya, 1 9 1 2), p p.1021 3､ 伊藤幹治 『家族国家観の 人頬学』(ミネル ヴァ 書房
1 982)､ p.32 より重引｡
3 穂積八束 ｢家制及国体+ (初出『抵学新報』 第13号､ 1892.4.25､ 穂積重威編 『穂積八 束
博士論文集』 有斐閣 19 43)､ p.249､ p.258
4 穂積八束 ｢国民道徳ノ教育+( 初出 『国家学会雑誌』 第23巻第9号 ､ 1909. .1､ 穂積重
威編 『穂積八束博士論文集』､ p p.843･857)
5 穂積八束
6 穂積八束
7 ｢イナ フ
シ タ ｡ ソノ
｢家制及国体+､ p.254
｢国民道徳ノ教育+､ p.85 0
ハ ル ハ ソセ ン ヲ タツ トンデ､ マ イ月 ティネイ ニ マ ツ リ マ
トキ メ ヅラ シ イ クダモ ノナ ド ヲ ブツダン ニ ソナ - マ シ タ+ (第
二期国定尋常小学修身書第ニ ､ 海後宗臣 ･ 仲新編 『日本教科書大系 近代編 第三巻 修
身 (三)』講談社1962､ p.70)
8 三 井須美子 ｢家族国家観によ る ｢国民道徳+ の 形成過程 (そ の 2)+( 『都留文科大学研
究紀要』第33集､ 199d. 10)､ 三井須美子 ｢家族国家観に よる ｢国民道徳+ の 形成過程 (そ
の 4)+ ( 『都留文科大学研究紀要』 第35集 ､ 1991. 0) を参照｡
9 海後宗 臣 ･ 仲新編『日本教科書大系 近代編 第三巻 修身(三)』(講談社 19 6 2)､ p.73
10 三井須美子 ｢家族 国家観に よ る ｢国民道徳+ の 形成過程 (そ の 4)+､､ p .8
11 文部省編 『国体の 本義』(内閣印刷局1937)､ p.9
12 文部省編 『国体の 本義』､ p.38
13 ｢天皇が実践 し給ふ ｢むすび+ の 皇道 は ､ 親 ､ 就中母親 が赤児 (赤子) を愛育して 行く
過程と全く 同 じで あります ｡ 天皇が 万物 に生命を与 - られた宇宙の母性神 で ある天 照大神
の 直接の御顕現で ありそIe)御遺訓に よ っ て政治を行 はれると云 ふ ことが極 めて重要な こと
なの で あります｡ 元来母 が児 を愛すると云ふ こ とと母が児 に乳をのませて行くと言ふ こと
とは不可分で ある｡ こ れ は物心 - 如の 純愛の 現はれで あります｡ それは経済問題を離れて
徒らに人類愛 の み を説く外 国流キリ ス ト教の ｢隣人愛+ とは全く異なるもの で あります o
故に ｢宗教は阿片なり+ と言ふ マ ル ク ス の 批難なぞは ､ 我が国に於い て は問題 にならない
の で あります+ (藤沢親雄 『我が国体と世界新秩序』 日本放送出版協会 194 1､ p p.42
･3)
14 ｢年頭 ､ 国運振興 の詔書換発/平和 に徹し民生向上/思想 の混乱を御珍念+ ( 『朝 日新
聞』 21 484 号 ､ 1946.1. 1朝刊)､ 一 面｡
1 5 ｢陛下御放送 相扶け食糧難克服/ 家族国家の伝統期待+ ( 『朝日新聞』 21 626号 ､
1946
.5.25朝刊)､ 一 面.
1 6187 1年 12月 の 山県有朋 ･ 河村純義 ･ 西郷従道連署による建議書で は ､ 冒頭 ｢兵 ハ 国ヲ
守り民 ヲ譲ネル ノ要ナ リ+と して対外的な兵力の 必要性を指摘するとともに ､ ｢兵部即今ノ
目途 ハ 内 二 在り ､ 将来ノ 目途 ハ 外 二 在り+ とする ことで ､ 兵制の 整備が国内統治の 手段 で
あるこ とを強調 して い る ｡ 山県らの 論理で は ､ ｢匹僧鎮台ノ 兵総テ ニ十余大隊+ は､ ｢内国
ヲ鎮圧 ス ル ノ具+ で あっ て ､ ｢外 二 傭フ ル所以+ では ない とされた｡ さらに こ の 建議書は常
備軍設置によ り ､ ｢全国 一 夫 トシ テ兵ナラザル 無ク ､ 人民ノ 住ム所 トシテ守備 アラザル無
シ+ とす る ことを求 めて い る (｢軍備に つ き兵部省大少輔建談+､ 由井正 臣 ･ 藤原彰
･ 富田
裕編 『軍隊 ･ 兵士 [日本近代思想大系 4]』 岩波書店1989､ 'pp.42
･4)o
17 八木 公生 『天皇と日本の近代 上 席法と現人神』(講談社現代新書2001)､ p･39
･8 藤田省三 によれば ､ 維新以来最大の 近代国家主義者であ っ た伊藤博文が考える ｢模範国
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家+ とは ､ ｢ ｢帝王+ に よ っ て ｢運転+ され る ｢ 一 大器械+ に他 ならなか っ た+ (藤田省 三
｢天皇制国家の 支配原理+ 『天皇制国家の 支配原理[藤田省三著作集 1]』みすず書房 1998､
p.19)0
19 山折哲雄｢万世 一 系の メ シ ア+ (『天皇 の宗教的権威_
と は何 か』三 一 書房 1978)を参照｡
また ､ 丸 山最男 ｢超国家主義の論理と心理+ に お ける次の 部分も参照の こ と｡ ｢天 皇は万 世
- 系 の 皇統を承 け､ 皇祖皇宗 の 遺訓に よ つ て統治す るo 欽定憲法は天 皇の 主体的製作で は
なく ､ まさ に ｢統治の 洪範を締述+ したもの とされ る ｡ かくて ､ 天皇も亦 ､ 無限の 古 にさ
か の ぽる伝統 の権威を背後に負つ て い る の で ある｡ 天 皇 の存在は こう した祖宗 の伝統 と不
可分で あり ､ 皇祖皇宗も ろとも 一 体となつ て は じめて 上 に述 べ た ような内容的価値の 絶対
的体現と考 えられ る+ (『増補版 現代政治 の 思想 と行動』 未来社 19 64､ p.27)0
20 安丸良夫 ｢近代転換期 に お ける宗教と国家+ (安丸良夫 ･ 宮地 正人編 『宗教 と国家 [日
本近代 思想大系 5]』 岩波書店198) を参照｡
21 原武史 『可視化された帝国 - 近代日本の 行幸啓』(みすず書房 2001) を参照 o
22 多木浩 二 『天皇 の肖像』(岩波新書 1988) を参照｡
28 ｢帝王大権 ニ 付 ロ エ ス レ ル 氏 ､ モ ス セ 氏 答議+ (伊藤博文編『秘書類纂11 憲法資料 上
巻』 原書房 1970[初出 1 935])､ p.133
24 タ カ シ ･ フ ジ タ ニ (米山リサ訳) 『天 皇の ペ ー ジ ェ ン ト ー 近代日本の 歴史民族誌 か ら』
(日本放送出版協会199 4) を参照｡
25 山本陽子 ｢絵巻 における天 皇の 姿の表現+ (『Mu s e u m』No.564､ 2000.2) などを参 照｡
26 エ ル ン ス ト ･LH ･ カ ン ト 一 口 ヴィ チ (小林公訳) 『王 の 二 つ の身体 - 中世政治神学研
究』 上 ･ 下 (ちくま学芸文庫 2003) を参照｡
27 原武史 『可視化された帝国』､ p.241
28 完全 に ｢母性神+ と して の ア マ テ ラ ス と - 体化す る こ とで女性化されたク ィア な天皇像
は､ 戦中に で はなく ､ む しろ ､ 三島由紀夫 『英霊 の声』 や大江健三郎 『セ ヴン テ ィ ー ン』
の よう な戦後文学の なか に現れて い る｡ こ の ような天皇像を彼 らが戦後の 経験に おい て創
作 した の か ､ 戦中の 経験か ら得たの かに つ い て はさらなる研 究が 要される で あろう｡
29 若桑 み どり氏 の ご教示 に よ る.
30 ベ ン エ ア ミ - ･ シ ロ ニ ー ( 大谷堅志郎訳)『母な る天皇 女性的君主制 の 過去 ･ 現在 ,
未来』(詩歌社 2002) で は ､ ア マ テ ラス とい うシ ン ボル が ､ エ コ ナ シ ョ ナ リ ズ ム と結び付
けられて ､ ｢母性 的な ｢緑 の+ 女帝+ を神格化する レ トリ ッ ク に援用され て い る｡
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参 考 文 献 一 覧
(こ こ で は本論文中で直接引用 ･ 言及 したもの に限定 した)
* 原則 と して 著者塙アイ ウニ 刑 臥 英語文献は著者名 アル フ ァ ベ ッ ト順
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･ 内閣官報局編 『紘令全書』 第5巻 - 1( 原書房1974)
･ 内閣官報局編 『法令全書』 第6巻 - 1(原書房 1974)
･ 内閣官報局編 『法令全書』 第14巻 (原書房 1976)
･ 内閣官報局編 『法令全書』 第 15巻 (原書房1976)
･ 日本史籍協会編 『西郷隆盛 文書』(東京大学出版会 1967)
･ 古谷知新編 『日本歴史図会』 第 一 輯 (国民図書1920)
･ 古谷知新編 『日本歴史図会』 第二輯 (国民図書 1920)
･ 山住正 己編 『教育の 大系 [日本近代思想大系6]』(岩波書店1990)
･ 由井正 臣 ･ 藤原彰 ･ 吉田裕編 『軍隊 兵士 [日本近代思想大系 4]』(岩波書店 1989)
(3) 未公刊史料
･ 唖 細亜大博覧会開設之義 二 付伺+ ( 『公文別録 農商務省 明治十五年
- 明治十八年』
第 12巻 ､ 国立公 文書館蔵)
･『三峰 日記 一 自明胎二年五月至 同五年五 朴[ 吉井友英日記]』(臨時帝室編集局 ､ 大正
11年 11月採集史料 ､ 宮内庁書陵部蔵)
(4) 新聞･ 雑誌記事
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･『郵便報知新聞』(1889.2,11夕版)
･ ｢神武天皇 の御像+ (『日本』 第406号 ､ 1890.6. 14)
I ｢神武天皇御肖像+ ( 『日本』 第367号 ､ 1890.4.14)
･ ｢神武天皇 の御像+ (『読売新聞』 第7581号 ､ 1899･甲･2 2)
･ 九 鬼隆 一 ｢九鬼委員長 の 浜野+ (『美術園』 18号 ､ 1890.4)
･ 佐伯利麿 ｢偲 び奉る明治天 皇御即位の 日/ (四) 万邦を治めす英明の 大御心/水戸烈公
より献上 の地球儀+ ( 『時事新報』11562 号､ 1915.1 0.29)
･ 添 田達嶺 ｢神武天皇 の御尊像と竹 内久 一 翁+( 『塔影』1940.6)
･ 竹内久 - ｢皇祖御立像制作の 感想+( 『日本及 日本人』 第530号 ､ 1910.4)
･ 竹内久 一 ｢先帝陛下と神武天 皇+ (『書画骨董雑誌』4 7号 ､ 1912.9)
･ 独幹倣史 〔大森惟中〕 ｢歴史画 の必要+( 『美術園』 第 1 5号 ､ 1890.1)
(5) そ の 他
･『王家の肖像 一 明治皇室ア ル バ ム の始まり』(神奈川県立歴史博物館2001)
･『橿原神宮史』 巻 - (橿原神宮庁 1981)
＼
I『橿原神宮史』 別巻 (橿原神宮庁 1982)
･『孝明天皇紀』 第三 (平安神宮1967)
･『孝明天皇紀』 第四 (平安神宮1968)
･『孝明天皇御製集』(平安神宮 1990)
･『五箇条の 御誓文発布百 三十年記念展 明治天皇 の御肖像』(明治神宮 1998)
･『図録 お雇 い外国人キ ヨ ツ ソ - ネ没後 10 年展 - そ の業績と明治の 印刷文化』(大蔵
省印刷局記念館 1997)
･『世界大百 科事典』 12(平凡社1988)
･ ｢年譜+ ( 『岡食天心全集』 別巻､ 平凡社 1980)
･『別冊歴史読本 皇族 ･ 華族古写真帖 - 明治 ･ 大正 ･ 昭和 の肖像』(新人物往来社2001)
･ ｢戊辰御即位雑記+ ( 『産大法学』25･2､ 1991.7)
･『明治天 皇紀』 第 一 ( 吉川弘文館 1968)
･『明治天皇紀』 第二 ( 吉川弘文館 1969)
･『明治天皇紀』 第三 (吉川 弘文館 1969)
･『明治天皇紀』 第七 (吉川 弘文館 1972)
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･ 秋 山昌海 『仏像 装飾持物 大事典』(国書刊行会 1985)
･ 芦田正 次郎 『仏教見わけ方事典』(北辰堂 1991)
･ 伊藤博文 (宮沢俊義校注)『憲法義解』(岩波文庫 1940)
･ 大 国隆正 『新真公法論』(『平田鴬胤 伴信友 大国隆正 [日本思想大系50]』岩 波書店
1973)
･ 岡倉天心 ｢日本美術史+ ( 『岡倉天心全集』 四 ､ 平凡社 1980)
･ 陸掲南｢国民的の 精神+ (西 田長寿 ･ 植草道有編『陸掲南全集』第二巻 ､ みすず書房1969)
･ 黒川真横 『日本風俗説』(黒川莫逆編 『黒川真梼全集』 第四 ､ 国書刊行会 1910)
･ 坂本太郎 ･ 家永 三郎 ･ 井上光貞 ･ 大野晋校注 『日本書紀 (〟)』(岩波文庫 19 4)
･ 春畝公追頒会編 『伊藤博文伝』 中巻 ( 純正社1940)
･ 多田好問編 ･ 香川敬三関 『岩倉公実記』 中巻 [第三版] (岩倉公 旧跡保存会 1928)
･ 田中巴 之助 『田中智学自伝 第ニ巻 わが経 しあと (二)』(師士王 文庫 19 77)
･ 千葉慶 ｢展覧会評『王家の 肖像 明治皇室ア ル バ ム の 始 まり』(於 :神奈川県立歴史博物
館)+ ( 『イメ ー ジ& ジェ ン ダ ー 』 3号 ､ 2002. ll)
･ 津田真 一 郎 ｢年号 ヲ廃 シ ､ 一 元ノ可建ノ議+ (大久保利謙 ･ 桑原伸介 ･ 川崎勝編 『津田裏
道全集』 上 ､ みすず書房2001)
･ 内務省神社局編 『神武天皇御紀謹解』(内閣印刷局 1940)
･ 日本国体学会編 『日本の 師表 田中智学』(錦正社 19 6 8)
･ 福羽美静 ｢即位新式抄+ (伊藤博文編 『秘書類碁 雑纂 其弐』 秘書輝纂刊行会 19 36)
?
･ 古田紹欽 ･ 金 田秀友 ･ 鎌 田茂雄 ･ 藤井正雄監修 『仏教大事典』(小学館 1988)
･ エ ドウ ィ ン ･ ベ ル ツ(菅沼龍本郎訳) 『ベ ル ツ の 日記』(唐木順 三編『ベ ル ツ モ ー ス モ
ラ エ ス ケ - ベ ル ウオ シ ュ バ ン集 [明治文学全集 49]』 筑摩書房 1968)
･ ジ ェ イ ム ズ ･ ホ ー ル ( 高階秀爾監修/ 高橋達史 ･ 高橋裕子 ･ 太 田泰人 ･ 西野嘉章 ･ 沼辺
信 一 ･ 諸川春樹 ･ 浦上雅司 ･ 越川倫明訳) 『西洋美術解読事典
- 絵画 ･ 彫刻にお ける主
題 と象徴 - 』(河出書房新社1988)
･ 三 宅雪嶺 ｢日本国民は明治ニ 十 二年 二月 十 一 日を以て生れたり+ (本山幸彦編『三宅雪嶺
襲 [近代日本思想大系 5]』筑摩書房 19 75)
･ 吉田咲二 『浮世絵事典 《定本)』(至文堂 1990)
･ 吉田久 - 編集 ･ 解税 『現代仏教思想入門』(筑摩書房1996)
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*
【第 三 牽 参 考 文 献】
(1) 研究者に よ る著作 ･ 論文
･『日本近代と 日蓮主義 [講座 日蓮 第4巻]』(春秋社1972)
･ 飯島洋 一 『王 の 身体都市 一 昭和天皇の 時代と建築』( 青土社 1996)
･ 井上章 一 『ア ー ト ･ キ ッ チ ュ ･ ジャ パネス ク 一 大東亜の ポス トモ ダン』( 青土社1987)
･ 井村彰 ｢モ ニ ュ メ ン トにおける文化と野蛮 一 宮崎市の ｢平和の 塔+ を事例に して+
(井村彰研究代表 『メ タ環境と して の都市芸術 一 環境美学研究 [科学研 究費補助金研
究成果報告書]』 束京芸術大学2000)
･ ウォ ル タ ー ･ エ ドワ ー ズ ｢宮崎市所在 ｢八紘 一 宇の 塔+ につ い て+ ( 『天 理大学学報』 第
187輯､ 1998.2)
･ ミル チャ ･ エ リア - デ ( 前田耕作訳) 『イメ ー ジと シン ボ ル [エ リア - デ著作集第四巻]』
(せ りか書房 1974)
1
･ 大嶋信道 ｢メ トロ ポリ ス の 摩天 楼 1900- 30+ (20世紀建築研究編集委員会編 『2 0也紀
建築研究』IN A X出版 1998)
･ 大谷栄 - ｢日蓮主義 ･ 天皇 ･ ア ジア 一 石原莞爾 における世界統 一 の ヴィ ジ ョ ン+ ( 『思
想』 No.943､ 2002.1け
･ 大原まゆみ 『ドイ ツ の 国民記念碑 1813年･1913年 一 解放戦争か ら ドイ ツ 帝国の終蔦
まで』( 来信堂 2003)
･ 金子 淳 『博物館の 政治学』( 青弓社2001)
･ 加納実紀代 ｢天皇制と母性との フ カ ー イ関係+(グル ー プ ･ 母性解読講座編『母性を解読
する』 有斐閣 1991)
･ 加納実紀代｢母性 フ ァ シズ ム の風景 一 個人に回収されない 自立 -
- + ( 加納実紀代編
『母性 フ ァ シ ズ ム
J
[ニ ュ ー ･ フ ェ ミ ニ ズム ･ レ ビ ュ ー 6]』 学陽書房 1995)
･ 加納実紀代 ｢母性主義とナ シ ョ ナリズム+ (『(家族) の社会学 [岩波講座 現代社会学
19]』 岩波書店1996)
･ 加納実紀代 『天皇制とジ ェ ン ダ -』(イ ン パ ク ト出版会 2do2)
･ 加納美紀代 ｢母性天皇制とフ ァ シ ズム+ ( 『ジ ェ ンダ ー と差別 [岩波講座 天皇と王権を
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考える 7]』岩波書店2002)
･ 木坂順 一 郎 ｢日本フ ァ シ ズ ム 国家論+ (木坂順 一 郎編『日本フ ァ シ ズム の 確立 と崩壊[ 体
系 ･ 日本現代史 第3巻]』日本評論社 1979)
･ 木谷勤 ｢｢18 13- 1913年+ 一 解放戦争百周年記念式典をめぐる 国家と国民+ ( 『名古
屋大学文学部研究論集』113､ 199 2.3)
･ 古茂 田信男 ･ 島田芳文 ･ 矢沢寛 ･ 横沢千秋編 『新版 日本流行歌史 中』(社会思想社
1995)
･ 鈴木麻雄 ｢大東亜共栄圏 の思想+(岡本幸治編著『近代日本の ア ジア観』 ミネル ヴァ 書房
1998)
･ 鈴木博之 ｢ク ライ ス ラ ー ･ ビ ル 解説+ ( 『世界美術大全集 第28巻 キ ュ ビス ム と抽象
美術』 小学館 1996)
･ 鈴木正 幸 ｢軍部の 台頭と天 皇神格化+ (鈴木正幸編 『近代の 天皇 [近代日本 の 軌跡7]』
吉川 弘文館 1993)
･ 千 田稔 『高千穂幻想 - ｢国家+ を背負 っ た風景』(P H P新書 1999)
･ 長 田謙 一 『斉藤佳三 - ドイ ツ表現主義建築 ･ 夢の 交錯』(株式会社IN A X 1992)
･ 長 田謙 一 ｢｢帝冠様式+ と博物館+ (『立命館言語文化研究』9 巻 1号 ､ 1997･10)
･ 成 田龍 一 『(歴史) はい か に語 られるか - 1930年代 ｢国民の 物語+ 批判』(日本放送 出
版協会 2001)
･ 日本史研 究会編 『甲本 の建 国』(青木文庫1966)
･ 朴普雨 ｢明治天皇 の ｢聖蹟+ 保存に つ いて+ (『歴史評論』 No.478､ 1990･2)
･ 橋川文 三編著 『ア ジア解放の 夢 [日本の 百年 4]』(筑摩書房1962)
･ 原武史 『可視化された帝国 一 近代日本の 行幸啓』(みすず書房2001)
･ 原武 史 ｢三代の 天皇と (声)+ ( 『文学』 第5巻第2 号､ 2004･3
･ 4)
･ ハ ー バ ー ト ピ ッ ク ス (吉田裕監修､ 岡部牧夫 ･ 川島高峰訳) 『昭和天皇 (上)』(講談社
2002)
･ ｢平和 の塔+ の 史実を考える会編 『石 の 証言 - みや ざき ｢平和 の塔+ を探 る』( 本多企
画 1995)
･ ｢平和 の塔+ の 史実を考える会編 『11.25シ ン ポジウム 報告集
- ｢八紘 一 宇+ か ら60
年 ･ シ ン ポジウム 21世紀 - ｢平和の 塔+ の あり方を考える ｢八 紘
一 宇の塔+ は こ の
ままで よ い の か』(｢平和 の塔+ の 史実を考える会 2001)
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･ 古川隆久 『皇紀 ･ 万博 ･ オ リ ン ピッ■ク ー 皇室ブラ ン ドと経済発展過(中公新書1998)
･ 松原弘典 ｢モ ス ク ワの 尖塔形式の 高層建築+ (20世紀建築研究編集委員会編『20世紀建
築研究』IN A X出版 19 98)
･ 松本彰 ｢19世紀 ドイ ツ の国民的記念碑とナ シ ョ ナリズム+ (遅塚忠舶 ･ 松本彰 ･ 立石 博
高編著 『フ ラ ン ス 革命 と ヨ ー ロ ッ パ近代』 同文飽出版1996)
･ 松本清張 『昭和史発根 1』(文春文庫 1978)
･ ジ ョ ル ジ ョ ･ デ ･ マ ル キ ス (若桑み どり訳) 『ア ヴァ ン ギャ ル ド芸術論』(現代企画室
1992)
･ 三叉喬 『戦後 50周年記念 秘録平和の塔』(観光みや ざき編集局 1996)
･ 三 叉 たか し『ある塔 の 物語 - 性 る日名子 実三 の 世界 - 』(観光みや ざき編集局 2002)
･ 宮沢俊義 『天皇機関説事件 (上) - 史料は語 る 』(有斐閣1970)
･ 宮沢俊義 『天皇機関祝事件 (下) - 史料は語 る - 』(有斐閣1970)
･ 森川寡 - 郎 ｢ナチス 党大会会場 - 大衆宣伝と映像建築+ (20世紀建築研究編集委員全
編 『20世紀建築研究』INA X出版 1998)
･ 八束は じめ＋小 山明 『未完の 帝国 - ナチ ス ドイ ツの 建築と都市』(福武書店1991)
･ 八束は じめ 『テ ク ノ ロ ジカ ル なシ ー ン - 20世紀建築とテ クノ ロ
'
ジ ー』(株式会社
IN A X19 9 1)
･ 八束は じめ 『ロ シ ア ･ アヴァ ンギャ ル ド建築』(株式会社I N A X 1993)
･ 山中恒 ｢紀元 ハ 二 千六 百年+ ( 『ボク ラ小国民 第
一 部』 辺 境社1974)
･ 山中恒 職 時下の女性 ･ 児童雑誌+ (山本明責任編集『ジャ
ー ナリズ ム と大衆文化 [新訂
増補 週刊朝日百科 107]』 朝日新聞社2004)
･ 山本信良 ･ 今野敏彦 『大正 ･ 昭和教育の 天 皇制イデオ ロ ギ ー Ⅰ』(新泉社1986)
･ 若桑み どり 『藩葎のイ コ ノ ロ ジ ー 』(青土社1984)
･ 若桑み どり 『イメ ー ジの 歴史』(放送大学教育振興会 2000)
(2) 公刊史料集
･『帝国議会 衆議院議事速記録』49(東京大学出版会 1983)
･『帝国議会 貴族院議事速記録』61(東京大学出版会1984)
･ 今井清 一 ･ 高橋正衛掃 『現代史資料 (4)』(みすず書房1963)
･ 歴史学研 究会編 『日本史史料 [5〕 現代』(岩波書店 1997)
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･ 吉田裕 ･ 吉見義明編 『資料 日本現代史10』(大月 書店1984)
(3) 未公 刊史料
･ ｢紀元 二 千六 百年記念事業 トシ テ ｢八紘 之基柱+ 建立 二 関ス ル 件+ (
'
F昭和十 五年 甲第
六類』 陸軍省 ､ 防衛庁防衛研 究所蔵)
･『昭和十三 年十 二月九 日 (於 神宮社務所) 御束遷 ヲ中心 トセ ル 上代日向座 歌会』(宮
崎県立図書館蔵)
(4) 新聞 ･ 雑誌記事
･『東京朝日新聞』(14588号 ､ 1926.12.29夕刊)
･ ｢賀詞+ ( 『束京朝日新聞』 15i68号 ､ 1928. ll.10第
一 朝刊)
･ ｢総理大臣の 寿詞+ (『東京朝日新聞』 15269号､ 1 9 28.l l.11努ニ 夕刊)
･ ｢機 関説三著発禁/二著書に改訂命令/内相閣議 に報告す+ ( 『東京朝日新聞』 1 7 591
号 ､ 1 9 3 5.4.10朝刊)
･ ｢天 皇は統治権の 主体/ 機関説は国体に戻 る/ 政府 ､ 再声 明発表+ ( 『東京朝日新聞』
17780号∴1935.10.16朝刊)
･｢神 武天皇皇居御跡に大肇国塔を建立/ 宮崎神宮二 千六 百年記念事業+ (『大阪毎 日新聞』
19925号 ､ 19 38. 10.2朝刊)
･ ｢皇紀二 千六百年奉祝/ 本社の記念三大事業+ (『大阪毎 日新聞』20055号 ､ 1939･2･11
朝刊)
･ ｢八 紘之基柱/挙 国の 赤誠に樹つ /不滅 の 聖塔/模型完成す+ (『大阪轟 日新聞』20096
号 ､ 1939.3.2 4朝刊)
･ ｢八紘之基柱起工式/八 歳の童女/神 々 し草刈初め/聖地宮崎に陸海の 荒営も慶祝+
(『大阪蕗 日新聞』20153号 ､ 1939.5.2 1夕刊)
･ ｢ドイ ツか ら遥 々 献石/日本人会決議+ (『大阪轟 日新聞』20185号 ､ 1 939･6･2 2夕刊)
･ ｢古戦場か ら新戦場か ら/ 尊い献石 の数々 / 『八紘之基柱』 に寄す る赤誠+ ( 『大阪轟 日
新聞』20190号 ､ 1939.6.2 7朝刊)
･ ｢部隊長 か ら献石/ 湖北崇陽県城壁 の石灰岩/ 『八紘之基柱』 に 寄する赤誠+ ( 『大阪篠
目新聞』20216 号 ､ 1939.7.23朝刊)
･ ｢皇紀二千 六百年奉祝/ 宮崎 ･ 奈良 ･ 鹿児島三 県の 記念事業に 二 万 円寄附+ ( 『大阪6･
･ 日
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新聞』20225号 ､ 1939.8.1朝刊)
･｢八紘 一 字/万古不滅 の 大文字/ 『御免筆奉安庫』の設計成る/聖柱の 外郭今月中に完成+
(『大阪窺 日新聞』20329骨､ 1939.ll.14夕刊)
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1940.4.15朝刊)
･ ｢八 紘之基柱/旅順港閉塞の 石と/三十七年ぶり の対面/ 仰いで感激の 白杉大林組専務+
(『大阪藤 田新聞』■20537号 ､ 194 0.6.1 1朝刊)
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号 ､ 1940. ll.26夕刊)
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･ ｢八 紘之基柱竣工/霊峰高千穂 を遠望/眼下に大淀 の清流/風光明鯛の 聖地高台+ ( 『日
向日日新聞』2 号 ､ 1940. ll.26朝刊)
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(『宮崎新聞』12812号 ､ 1939.4.9朝刊)
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夕刊)
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･ ｢永遠に輝く四神像と基柱+ ( 『宮崎新聞』13165
■
号､ 1940･4･1夕刊)
･ ｢審査評+ ( 『国際建築』 第 16巻第2号 ､ 1940･2)
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第1 6巻第 2 号 ､ 1940.2)
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図版キ ャプシ ョ ン *括弧内は典拠
【図序 - 1】 作者未詳 ｢明治天皇御大葬儀御行列詳密図+ 1912 年.
( タカシ ･ フ ジタ ニ 『天皇の ペ ー ジ ェ ント
- 近代日本の 歴史民族誌か ら』
日本放送出版協会 1994)
第 一 章
【図1 - 1】 作者不詳 ｢あら摩し大安日にゆり直す+ 1855年
＼
(宮田登 ･ 高田衛編 『給絵 - 震災と日本文化』 里文出版 19 9 5)
【図1 - 2】 作者不詳 ｢持丸たからの 出船+ 1855年
(宮田登 ･ 高田衛編 『胎絵 一 票災と日本文化』 里文出版 1995)
【図1 - 3】 作者不評 ｢世ハ安政民之賑+ 1855 年
(宮田登 ･ 高田衛編 『姶絵 - - 震災 と日本文化』 里文出版 19 9 5)
【図1 - 4】 作者不詳 ｢金持 をゆすりにきた か大地しん+ 1 855年
(宮田登 ･ 高田衛編 『鰹絵 - 震災と日本文化』 里文出版195)
【図1 - 5】 作者不詳 ｢世直り細見+ 185 5年
(木下直之 ･ 吉見俊哉編 『ニ ュ ー ス の誕生
- か わら版 と新聞錦絵 の情報
世界』 束京大学出版会 1999)
【図1 - 6】 作者不詳 ｢地震方々 人逃状之事+ 1855年
(木下直之 ･ 吉見俊哉編 『ニ ュ
ー ス の誕生 - かわら版 と新聞錦絵の 情報
世界』 東京大学出版会 1999)
【図1 - 7】 作者不詳 ｢大給江戸の 賑ひ+ 1855年
(宮田登 ･ 高門衛編 『胎絵 -
- 震災と日本文化』 里文出版 1995)
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【図1 - 8】
【図 1 - 9】
【図1 - 10】
【図1 - 1 1】
【図 1 - 12】
【図1 - 13】
【図 1 - 14】
【図1 - 15】
【図1 - 16】
【図 1 - 17】
【図 1 - 18】
【図 1 - 19】
【図1 - 20】
【図1 - 2 1】
【図 1 - 22】
作者不詳 ｢繁盛たから船+ 185年
(宮田登 ･ 高田衛編 『胎絵 - 震災と日本文化』 里文出版 1995)
作者不詳 ｢(胎に乗る伊勢神宮神馬)+ 1855年
(宮田登 ･ 高田衛編 『胎絵 一 震災 と日本文化』 里文 出版 1995)
作者不詳 ｢(胎を蹴散らす伊勢神宮神馬)+ 185 年
(宮田登 ･ 高田衛編 『胎絵 一 震災と 日本文化』 里文出版1995)
作者不詳 ｢( 神馬 と姶)+ 1855年
(宮田登 ･ 高田衛編 『胎絵 一 震災 と日本文化』 里文出版19 95)
作者不詳 ｢上方震下り瓢磐胎の化物+ 185 5年
(小西四郎編 『錦絵 幕末明治の 歴史1 』講談社 1977)
作者不詳 ｢(天駆ける八幡宮 ･ 太神宮 ･ 鹿島大明神)+ 1 8 5年
(宮由登 ･ 高田衛編 『胎絵 一 震災 と日本文化』 里文 出版 1995)
作者不詳 ｢大日本帝祖大明神霊験万民 を助け給ふ之図+ 18 5 年
(宮田登 ･ 高田衛編 『胎絵 一 震災 とEl本文化』 里文 出版 1995)
作者不詳 ｢大地震妖怪神宮退治+ 18 55年
(宮田登 ･ 高田衛編 『胎絵 震災 と 日本文化』 里文出版 1995)
作者不詳 ｢胎の流しもの+ 18各5 年
(宮田登 ･ 高田衛編 『胎絵 一 乗災 と日本文化』 里文出版 1995)
作者不詳 ｢地震の まもり+ 1855年
(宮田登 ･ 高田衛編 『胎絵 一 票災と日本文化』 里文出版 1995)
作者不評 ｢( 要石を倒す人 々)+ 1855年
(宮田登 ･ 高田衛編 『蛤絵 - 震災と日本文化』 里文出版 1 99 5)
噸内部之助 ｢神仏御影降臨之景況+ 部分図 186 7年 (推定)
(西垣晴次 『神々 と民衆運動』 毎日新聞社 1977)
魁斎芳年 ｢明治天皇御束率千代田城御入城 之図+ 186 8年
(小西四郎編 『錦絵 幕末明治の 歴史5』 講談社 1977)
三 代広重 ｢東京宰橋御門内の図+ 1868年
(小西四郎編 『錦絵 幕末明治の 歴史5』 講談社 1977)
蓉斎年果 ｢天拝市中御条礼図+ 1868年
(小西四郎編 『錦絵 蒔未明治の歴史5』 講談社 1977)
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【図1 - 23】 広 しげ ｢ありがたき御代万代を奉て御酒下されを祝ふ万 民+ 1868年
(小西四郎編 『錦絵 幕末明治の歴史5』 講談社197)
【図1 - 24】 松本楓湖 ｢天照大神と須佐男命+ 1908年 広島県立美術館蔵
(『描かれた歴史 近代日本にみる伝説 と神話』 兵庫県立近代芙術館 ･
神奈川県立近伐兼術館193)
【図1 - 25】 墳等林 ｢天の 岩戸開き図+ 184 7年 本行徳神明社 (豊受神社) 蔵
(『千葉県文化財実態報告書 絵馬 ･ 奉納額 ･ 建築彫刻』 千葉県教育委員会
1996)
【図1 - 26】 作者不詳 ｢天の岩門図+ 1830年 早良区曲捌山神社蔵
(『福岡市の絵馬』 図録 2 , 福岡市教育委員会 1998)
【図1 - 2 7】 作者不詳 ｢天 の岩門図+ 184 2年 早良区脇山横山神社蔵
(『福 岡市の 絵馬』 図録 2 ､ 福岡市教育委員会 1998)
【図1 - 28】 蔀関月 ｢石窟幽居+ (『伊勢参宮名所図会』 巻五 ､ 挿絵) 1 797年
(原田幹校訂 『大日本名所図会 第 一 輯第四編 伊勢参宮名所 図会』 大E]
本名所図会刊行会 1919)
1
【図1 - 2 9】 三代目豊国 ｢岩戸神楽乃起顕+ 184 4年以後
(『原色浮世絵大百科事典 第四巻 画題 説話 ･ 伝説 ･ 戯 曲
館書店 19 8 1)
【図1 - 30】 作者不詳 ｢天 の岩戸図+ 1880年 中央区鳥飼八 幡宮蔵
(『福岡市の 絵馬』 図録1 , 福 岡市教育委員会 1998)
【図1 - 31】 作者不詳 ｢天 の岩戸図+ 1885年 博多区吉備津神社蔵
(『福岡市の絵馬』 図録1 ､,福岡市教育委員会 1998)
【図 1 - 32】 作者不詳 ｢天の岩戸図+ 18 93年 西区元岡八 坂神社蔵
(『福岡市の絵馬』 図録2 ､ 福岡市教育委員会 1998)
【図1 - 33】 鹿洋 ｢天の岩戸図+ 1923年 西区今津白山神社蔵
(『福岡市の 絵馬』 図録2 ､ 福岡市教育委員会 1998)
【図1 - 34】 吉村百耕 ｢天の岩戸図+ 19 27 年 西区今津登志神社蔵
(『福岡市の 絵馬』 図録 2 ､ 福 岡市教育委員会1998)
【図1 - 35】 作者不詳 ｢天の岩戸図+ 1935年 西区今津熊野神社蔵
(『福岡市の絵馬』 図録2 ､ 福岡市教育委員会 1998)
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【図1 - 36】 吉村百桝 ｢天 の岩戸図+ 1941年 博多区上川端町櫛田神社蔵
(『福岡市の 絵馬』 図録1 , 福岡市教育委員会1998)
【図1 - 37〕 白水耕雲 ｢天 の岩戸図+ 1971年 西 区飯盛神社蔵
(『福岡市の絵馬』 図録 2 ､ 福岡市教育委員会 1998)
【図1 - 38】 作者不詳 ｢天 の岩戸 図+ 1981年 西区西浦白木神社蔵
(『福岡市の絵馬』 図録 2､ 福岡市教育委員会1998)
【図1 - 39】 作者不詳 ｢天の岩戸図+ 制作年不詳 西区今宿八雲神社蔵
(『福岡市の絵馬』 図録 2 ､ 福岡市教育委員会 19 98)
【図1 - 40】 作者不詳｢〔天の岩戸〕+ 1967年 扇三 島神社蔵
(『足立の絵馬』 下 , 足立 区立郷土博物館200)
【図1 - 41】 作者不詳 ｢〔天 の 岩戸〕+ 1994年 西新井氷川神社蔵
(『足立 の 絵馬』 下 ､ 足立区立郷土博物館 2000)
【図1 - 42】
.
一 恵斎芳幾 ｢北越の 農民 一 棟+ (『東京日日新聞』 50号)､ 1874年
( 小西四郎編 『錦絵 幕末明治 の 歴史5』 講談社 19 7)
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【図 2 - 1】 竹内久 一 ｢神武天皇像+ 1890年 東京芸術大学美術館蔵 小川
- 真撮影
(『国章』 7号 ､ 1890年 4月)
【図2 - 2】 鰻半兵衛重時 ｢御物 地球儀+ 18 5 2年 宮内庁蔵
(『明治維新百三 十年記念 明治維新展 一 近代 日本の 誕生
- 』 明治神宮
1998)
【図2 - 3】 長谷川定信 ｢神武天皇御即位大度寛仁大日本和合 万世不朽之大業を創 し給
ひ 文武誠忠之諸将 に褒賞を給ふ 図/万 国公使入貢+ 1868年
(小西四郎編 『錦絵 幕末明治の 歴史5』 講談社 197 7)
【図2 - 4】 西村梅漢 ｢皇軍化熊 に遇う図+ 部分図 (若林葛満 『聖徳太子伝 図会』 挿絵)
1804年
(古谷知新編 『日本歴史図会』 第 一 輯, 国民図書1920)
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【図2 - 5】 西村梅漢 ｢神武天皇東征之図+(若林葛満 『聖徳太子伝 図会』 挿絵) 1804
年
(古谷知新編 『日本歴史図会』 策 - 輯､ 国民図書 1920)
【図2 - 6】 辻準 ｢神武天皇御神像+ 部分図 1881年 橿原神宮保井文庫蔵
(『橿原神宮史』 別巻 ､ 橿原神宮庁1982)
【図 2 - 7】 奥野陣七 ｢神武天皇御尊像+ 1881年 橿原神宮保井文庫蔵
(『梅原神宮史』 別巻､ 橿原神宮庁 1982)
【図2 - 8】 宮本鉄城 ｢神武天皇御英俊図+ 18飢 年 橿原神官保井文庫蔵
(『橿原神宮史』 別巻 ､ 橿原神宮庁 19 8 2)
【図2 - 9】 歌川国芳 ｢〔神武天皇と五十鈴姫命〕+ ( - 夢道人『日本国開閉由来記』挿絵)
1856 年
(古谷知新編 『日本歴史図会』 第ニ輯, 国民図書1920)
【図2 - 10】 歌川 国芳 ｢金色の霊感飛来て天皇の 弓研に止て光を放つ 所+ (
- 夢道人 『日
本国開聞由来記』 挿絵) 185 6年
(古谷知新編 『日本歴史図会』 第二 輯, 国民図書 1 92 0)
､
【図2 - 11】 田村米造 ｢神武天皇討夷之図+ 188 年 橿原神宮神伝院文庫蔵
(『橿原神宮史』 別巻 , 橿原神宮庁 1982)
【図2 - 12】 大蘇 (月 岡) 甥年 ｢大日本名将艦 神武天皇+ 1880年 束京国立博物館
蔵
(梅原猛 『天皇家の
”
ふ るさ と〝 日向をゆく』 新潮社2 0 0)
【図2 - 13】 エ ドア ル ド ･ キ ヨ ツ ソ - ネ ｢起業公債 五古円証書+ 1878年
(牧原憲夫 ｢文明開化論+ 『近代1 [岩波講座 日本通史 16]』 岩波書店
1994)
【図2 - 14】 エ ドアル ド ･ キヨ ッ ソ - ネ ｢拾円札+ 1878年
(鶴見俊輔編 『天皇 - 近代化の なかの王権 [週刊朝日百科 ｢日本の歴史+
109]』』 朝日新聞社198 8)
【図2 - 15】 ｢〔武蔵国比企郡大谷村出土埴輪〕+
(黒川真頼 『日本風俗訊』 黒川莫逆編 『黒川真頼全集』 策四 , 国書刊行会
1910)
【図2 - 16】 作者不詳｢神武天皇御肖像(竹内久
一 氏彫刻 ニ 依ル)+ (新保磐次『修正 小
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学内国小史 甲種』 挿絵) 1901年
(中村紀久二 『復刻 国定歴史教科書解説』 大空社1987)
【図2 - 17】 川崎千虎 ｢神武天皇御展影+ (山燐悌三郎 『帝国小史』 挿絵) 1892年
(海後宗 臣編 『日本教科書大系 近代編 第19巻 歴史 (二)』 論敵社
1963)
【図2 - 18】 二 代目永尾長右衛門正幸 ｢神武天皇像+ 1897年 徳島市眉 山
(木下直之 『ハリポチの町』 朝日新聞社1996)
【図 2 - 19】 岡崎雪声 ｢神武天皇銅像+ 1899年 愛知県豊橋市旧富田城 跡
(羽賀祥ニ ｢銅像記念碑考+ 『IS』 82 号 ､ 19 9年 9月)
【図2 - 20】 作者不詳 ｢大日本帝国歴代天皇御真影+ 部分 図 大正初期 (推定) 個 人蔵
(『王家の 肖像 明治皇室アルバ ム の始まり』 神奈川県立歴史博物館2001)
【図 2 - 2 1】 作者不詳 ｢絵 はが き 神武天皇ノ東征+ 制作年不詳 著者蔵
【図2 - 2 2】 作者不詳 ｢教育勅語双六+ 部分図 189 1年
( 小西四郎編 『錦絵 幕末明治 の 歴史 1 0』 論敵社 1977)
【図 2 - 23】 作者不詳 ｢神武天皇 けは しき山道 を進み給ふ+ (『尋常小学 日本歴史』
巻 - , 挿絵) 1909年
【図 2 - 24】 楊洲周延 ｢皇統四海の 愛絵+ 1879年 個人蔵
(『五箇条 の御誓文発布百三 十年記念展 明治天皇 の 御肖像』 明治神官
19 8)
【図2 - 25】 作者不詳 ｢神武天皇東征ノ 図+ (師範学校編 『日本略史』 挿絵) 1875 年
(吉村徳蔵 『神話 と歴史教育』 吉川弘文館 1973)
【図 2 - 26】 作者不詳 ｢神武天皇の東征+ (福地復
- ･ 辻敏之合著 『小学校用 歴史第
一 』 挿絵) 1 8 87年
(海後宗臣編 『日本教科書大系 近代編 第 18巻 歴史 (
- )』 講談社
1963)
【図 2 - 27】 作者未詳 ｢王代 一 覧+ 1878年 浅井コ レク シ ョ ン
(鶴見俊輔編 『天皇 一 近代化のなか の 王権[週刊朝日百科 ｢日本の歴史+
109]』』 朝日新聞社1988)
【図2 - 28】 作者不詳 ｢帝国神代人皇御歴世御尊影+ 大正初期 (推定) 個人蔵
(『王家の 肖像 明治皇室 アルバム の始まり』神奈川県立歴史博物館2001)
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【図2 - 29】 作者不詳 ｢帝国神代人畠御歴世御尊影+ 部分図 大正初期 (推定) 個人蔵
(『王家の肖像 明治皇室アルバム の始まり』 神奈川鼎立歴史博物館2001)
【図2 - 30】 作者不詳 ｢帝国神代人塵御歴世御尊影+ 部分図 大正初期 (推定) 個人蔵
(『王家の 肖像 明治皇室アルバム の始まり』神奈川県立歴史博物館2001)
【図 2 - 31】 作者不詳 ､｢大日本帝国歴代天皇御真影+ 大正初期 (推定) 個人蔵
(『王家の肖像 明治皇室アルバ ムの始まり』 神奈川県立歴史博物館2001)
【図2 - 32】 竹内久 一 ｢神武天皇像+ 1890年
■
東京芸術大学美術館蔵 小川 - 裏技影
(推定)
(『日本及日本人』 530号､ 1910年 4月)
【図2 - 33】 エ ドア ル ド ･ キヨ ツ ソ - ネ ｢明治天皇立像+ 1888年 宮内庁蔵
(多木浩 ニ 『天皇 の肖像』 岩波新書 1988)
【図2 - 34】 エ ドアル ド ･ キヨ ッ ソ - ネ ｢明治天皇+ 18 8年 宮内庁蔵
(『五 箇条の御誓文発布百三十年記念展 明治天皇の御肖像』 明治神官
19 9 8)
【図2 - 35】 撮影者不明 ｢キヨ ッ ソ - ネ天皇モ デル像+ 1888年 財務省印刷局記念館蔵
＼
(『王家の肖像 明治皇室アル バム の始まり』 神奈川県立歴史博物館200 1)
【図2 - 36】 ｢広目天像+ 束大寺戒壇堂
(『日本美術全集 第四巻 東大寺と平城京 奈長の建築 ･ 彫刻』 講談社
199 0)
【図2 - 37】 岡崎雪声 ｢昭忠碑+ 1 907年 新潟県新潟市白山神社
(羽賀祥二 ｢銅像記念碑考+ 『IS』 82号 ､ 19 9 9年 9 月)
【図2 - 38】 水野孤芳 ｢〔馬上 の 明治天皇〕+ (『国会準備新報』 第 18号附録)
1889 年 個人蔵
(『描かれた明治 ニ ッ ポン - 石版画 〔リトグラ フ〕 の 時代 - 』 毎日新聞社
2002)
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[@3 - 1]
【図3 - 2】
【図3 - 3】
【図 3 - 4】
【図3 - 5】
【図3 - 6】
【図3 - 7】
【図3 - 8】
【図 3 - 9】
【図 3 - 10】
【図3 - 11】
【図 3 - 12】
【図3 - 13】
【図3 - 14】
相川勝六 (企画 立案), 日名子葉三 (デザイ ン), 南省吾 (設計監督)
｢八紘之基柱+ (於 宮崎市平和台公園 , 1940年建設) 全景
(著者撮影 2 004年)
川島理 一 郎 ｢ 二千六百年+ 1940年
(文部省編 『紀元 二 千六百年奉祝美術展覧会原色画帖』 美術工 芸会 1940)
高村真夫 ｢束亜 の楽土 (試作)+ 1940年
(文部省編 『紀元 二 千六 百年奉祝美術展覧会原色画帖』 美術 工芸会 1940)
井出宣通 ｢興亜 の歌+ 1940年
(文部省編 『紀元 二 千六百年奉祝美術展覧全廃色画帖』 美術 工芸会 1 94 0)
中川紀元 ｢あ .ゝ万 世 一 系+ 1940年
(文部省編 『紀元 二千六百年奉祝美術展覧会図録』 文部省 1 94 0)
和 田三造 ｢興亜鼻茶羅+ 1940年 東京国立近代美術館蔵
(『戦争 と絵画 [ 朝日美術館 テ ー マ 編1]』 朝日新 聞社 19 96)
｢八紘 の基柱+ 194 0年
(『写真週報』 14 5号 ､ 1940.ll.30)
平和台公園下 か ら ｢八紘之基柱+ 遠望
(筆者撮影 2004年)
｢八 紘之基柱+ 正面
(筆者擁影 20 4年)
｢八紘之基柱+ 中軸裏面
(筆者撮影 2004 年)
｢大連忠霊塔+ (満鉄鉄道総局公告)
(『写真週報』 第 6 1号 ､ 1939.4.19)
日名子葉三 ｢八紘之基桂+ 模型 1939 年
(『大 阪毎日新聞』 20096号 ､ 1939年3 月 24 日朝刊)
｢松火映ゆるなか に御染筆奉安式の 厳儀+ 19 40年 11月 2 4日鴇影
(『大阪毎日新聞』 20703号 , 194 0年 11月 25 日朝刊)
｢八紘之基桂記念切手+
(三 叉 たか し 『ある塔の 物語 一 延 る 日名子葉三 の 世界』 観光 みや ざき編
集局 2002)
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【図3 - 15】 ｢日本銀行券 十銭札+ 1944年
(三 叉 たかし 『ある塔の物語 - 逸る日名子実三 の世界』 観光みや ざき編
集局 2002)
【図3 - 16】 ｢八 紘之基柱+ 中軸正面
(梅原猿 『天皇家の
”
ふ るさと〝 日向をゆく』 新潮社2000)
【図3 - 17】 ｢八紘之基柱+ 中軸裏面裏門
(筆者撮影 2004 年)
【図3 - 18】 ｢八紘之基柱+ 中軸を斜め前方より捉 えた図
(筆者撮影 2004年)
【図3 - 19】 ｢八紘之基柱+ 簿火台拡大図
(筆者撮影 2004年)
【図3 - 20】 ｢八紘之基柱+ 側面図
(筆者撮影 2 04年)
【図3 - 21】 ｢奉献の 神鉾+ 1 9 39年2 月 28 日撮影
(『大阪毎 日新聞』 20 73号 ､ 1939年3月 1日朝刊)
｢
【図3 - 22】 作者不詳 ｢(神鉾を象っ た塔)+ 宮崎神宮束門
(筆者撮影200 4年)
【図3 - 23】 日名子葉三 ( オリジナル ･ デザイ ン)､ 上 田菊丸 (復元彫刻)
｢荒御魂像+ 19 62 年 (原作1940年)
(筆者掘影 2 0 4年)
【図3 - 2 4】 制作中の ｢荒御魂像+
(三叉 たかし 『ある塔の物語 - 廷る日名子実三 の 世界』 観光みや･ざき編
集局 2002)
【図3 - 2 5】 上田菊丸 (復元彫刻) ｢荒御魂像石膏像+ (オリジナル
･ デザイ ン : 日名子
実三) 1962 年
(筆者撮影 2004年)
【図3 - 26】 目名子葉三 ｢和御魂像+ 194 0年
(筆者掘影 2 04年)
【図3 - 2 7】 日名子葉三 ｢幸御魂像+ 1940年
(筆者摘影 2004年)
3 03
図版
【図 3 - 28】 日名子実三 ｢奇御魂像+ 1940年
(筆者撮影 2004年)
【図 3 - 29】 ｢八紘之基柱+ 正面青銅扉 19 40年
(筆者撮影 2004年)
【図 3 - 30】 ギベ ルテ イ ｢洗礼堂東側 門扉(天国の 門)+142 5- 52年 ブロ ンズ ･ 鍍金 ,
フ ィ レンツ ェ ､ サ ン ･ ジョ ヴァ ン ニ 洗礼堂
(『世界美術大全集 第 11巻 イタリア ･ ルネサ ンス 1』 小学館 1992)
【図 3 - 31】 青銅扉欄間拡大図
(筆者投影 2004年)
【図 3 - 3 2- A - D】 青銅扉拡大図
(筆者撮影 2004 年)
【図 3 - 33】 ｢舟形埴輪+ (西都原169号噴出土) 束京 国立博物館蔵
(梅原猛 『天皇家の
”
ふ るさ と〝 日向をゆく』 新潮社200)
【図3 - 34】 ｢おきよ丸晴れの 大阪人り+ 1940年 4月 2 9日撮影
(『大阪毎日新聞』 204 95号 ､ 19 40年 4月 30 日朝刊)
【図3 - 35】 ウイ リア ム ･ ヴァ ン ･ ア レン ｢ク ライス ラ ー ･ ビル+ 頂部拡大図 1930
年 ニ ュ ー ヨ ー ク
(『世界美術大全集 第 28巻 キ ュ ビスム と抽象美術』 小学館 1996)
【図 3 - 36】 C ･ P ･ デブラデル ｢進歩の光線+ 191 2年
(八束は じめ 『テク ノ ロ ジカルな シ ー ン』 株式会社IN A X 1991)
【図 3 - 37】 朝もや に包まれた ｢八紘之基柱+
(筆者損影 20 4年)
【図 3 - 38】 ブル - ノ ･ シ ュ ミ ッ ツ ( 設計), フ ラ ンツ ･ メ ッ ツナ - ( 彫刻) ｢諸国民の
戦い記念碑+ 僻轍図 1 897 - 1913年 ライ ブツ イ ヒ
(『新建築』 第15巻第 10号 ,.1939.10)
【図3 - 39】 ブル ー ノ ･ シ ュ ミ ッ
'ッ (設計), フ ラン ツ ･ メ ッ ツ ナ - ( 彫刻)｢諸国民の
戦い記念碑+ 塔部分外観 1897 - 191 3年 ライ ブツ イ ヒ
(『新建築』 第 15巻第 10号 ､ 1939.1 0)
【図 3 - 40】 ブル ー ノ ･ シ ュ ミ ッ ツ (設計), フ ラ ンツ ･ メ ッ ツナ - ( 彫刻) ｢諸国民の
戦い 記念碑+ 塔部分内部1 1897 - 1913年 ライ プツ イ ヒ
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(大原まゆみ 『ドイ ツの国民記念碑 1813年 - 1913年』 来信堂2003)
【図3 - 41】 ブル ー ノ ･ シ ュ ミ ッ ツ (設計)､ フラ ンツ ･ メ ッ ツナ - (彫刻) ｢諸国民の
戦い記念碑+ 塔部分内部2 1897- 1913年 ライ ブツイ ヒ
(『新建築』 第 15巻第 10号, 1939.10)
【図3 - 42】 ｢八紘之基柱+ 厳重内部 ｢御染筆奉安庫+
(筆者撮彩 2004年)
【図3 - 43】 ｢八紘之基柱+ 厳重内部 ｢御染筆奉安庫+
(三 叉たか し 『ある塔の物諦 一 挺る 日名子実三 の世界』 観光みやざき編
集局2002)
【図3 - 4 4】 ｢家形埴輪+ ( 西都原 16 9号噴出土) 東京国立博物館蔵
(梅原猛 『天皇家の 〝ふ るさと′′ 日向をゆく』 新潮社2000)
【図3 - 45】 日名子実三 ｢手洗場+ (於 平和台公園)
(聾者撮影 204年)
【図3 - 46】 白名子実三 ｢太平洋半球図+ 1940年
(筆者撮影 2004年)
1
【図3 - 47】 目名子葉三 ｢大西洋半球図+ 1940年
(筆者撮影 2004年)
【図3 - 48】 目名子葉三 ｢国土奉遭 (広矛献上)+ 19 40年
(筆者撮彪2004年)
【図3 - 49】 目名子実三 ｢天孫降臨 (天之八衝)+ 1940年
(筆者損影 2004年)
【図3 - 49 - A】 目名子実三 ｢天孫降臨 ( 天之八 衛)+ 部分図 1 940年
(筆者撮影 2004年)
【図3 - 50】 ジャ ン - オ ー ギ ュ ス ト - ドミ ニ ク ･ ア ングル
｢水から上が るウ ェ ヌス+ 1807 - 48年 カンヴァ ス ･ 油彩 フ ラ ンス
シ ャ ンティイ , コ ンデ乗術館
(『世界美術大全集 第 19巻 新古曲主義と革命期美術』 小学館1 93)
【図3 - 51】 日名子葉三 ｢波限の 産屋 (鵜戸)+ 1940年
(筆者撮影 2004年)
【図3 - 5 1- A】 日名子葉三 ｢波限の産屋 (鵜戸)
L
+ 部分図 1940年
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(筆者撮影 2004年)
【図3 - 52】 アン プロ - ジ ョ ･ ロ レンツ エ ッ チイ ｢授乳 の 聖母+ 1330年代後半 板 ･
テ ン ペ ラ イタt+ア シェ - ナ 大司教館
(『世界美術大全集 第 10巻 ゴシ ック 2 』小学館 1994)
【園3 - 53】 日名子実三 ｢紀元元年 (橿原)+ 1940年
(筆者掘影 2004年)
【図3 - 53- A - B】 日名子実三 ｢紀元元年+ 部分図 1940年
(聾者撮影 2004年)
【図 3 - 5 4】 ドナチ ッ ロ ｢ガッ タメ ラ - 夕騎馬像+ 14 4 7- 53年 パ ドヴア イル ･ サ
ン ト広場
(『世界美術大全集 第 11巻 イ タリ ア ･ ルネサ ンス 1』 小学館1992)
【図3 - 55】 日名子実三 ｢明治大帝御束遷+ 1940年
(筆者撮影 2004年)
【図 3 - 56】 ギベ ル テ イ ｢ノ アの物語+ 部分図 (｢天国の門+ のうち) 142 5- 5 2年 フ
ィ レンツ ェ , サン ･ ジ ョ ヴァ ン ニ 洗礼堂
(John Pope
･ He n n e s sy, 乃 e StzLdy a nd CTl
'
tlclsm ofZta17
'
a D Sc z)1ptu r e,
prin c eto nUniv e r sityPr e s s, Ne w Yわrk, 1 980)
【図 3 - 57】 作者未詳 ｢ライ ブツ イ ヒの戦没勇 士の モ ニ ュ マ ン+
(『新建築』 第 15巻第 10号 ､ 1939. 10)
【図 3 - 58】 目名子実三 ｢紀元二 千六百年+ 1940年
(筆者撮影 2 0 4年)
【図3 - 58- A - B】 日名子実三 ｢紀元 二千六百年+ 部分図 1940 年
(三叉 たか し 『ある塔の物語 一 延る日名子実 三 の 世界』 観光みや ざき編
集局 20 02)
【図3 - 59】 ｢疾走するア ジア号+ ( 写真)
(『決定版昭和史7 二 ･ ニ 六事件前後』 毎日新聞社 1984)
【図3 - 60】 山田敬中 ｢平和+ 1897 年 第三 回絵画共進会出品作
(『日本美術院百年史』 一 巻上 ､ 日本兼術院1989)
【図 3 - 61】 フラ ･ バ ル トロメ オ ｢救世主キリス ト+ 1516年 板 ･ 油彩 フ ィ レンツ
ェ ピ ッ チ イ 美術館
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(『世界美術大全簸 第12巻 イタリア ･ ルネサンス 2』 小学館1994)
【図3 - 62】 シ ャ ルル ･ マ ル フ レイ/ア ンリ ･ マ ルフ レイ ｢勝利記念碑+ 1922 - 29年
オル レア ン
(pe n elope Cu l･tis, Sc ulptu r e1900
･194 5
,Oxfo rd Univ eisityPr e s s, Ne w
Yo rk 1999)
【図3 - 63】 ｢凱旋碑+ 1896年 広島市皆葵町
(木下直 之 『ハリポチの 町』 朝日新聞社 19 6)
【図3 - 64】 沼 田 一 雄 ｢昭忠銅像+ 1902年 仙台
(木下直之 『ハリボテの 町』 朝日新聞社 19 6)
【図3 - 6 5】 キャ ス ･ ギルバ ー ト ｢ウ ー ル ワ - ス ･ ビル+ 1 9 13年 ニ ュ ー ヨ ー ク
(20世紀建築研究編集委員会編 『20世紀建築研究』IN A X出版1 9 98)
【図 3 - 66】 B ･ M ･ イ オフ ア ン/V ･ A ･ シ シ ュ - コ /V ･ G ･ ヘ ル フライ ヒ
｢ソヴィ エ ト ･ パ レス ･ プロ ジ ェ ク ト共同最終案+ 1934年
(pe n elope Cu rtis, Sc ulptu r e1900
-194 5
,
0Ⅹfo rd Univ e r sityPr e s s, Ne w
Ybrk 1999)
＼
【図3 - 6 7】 アル ベ ル ト ･ シ ュ ぺ - ア ｢光のカテ ドラル+
(20世紀建築研究編集委員会編 『20世紀建築研究』 IN A X出版 19 98)
【図3 - 68】 日名子葉三 ｢八紘之基柱完成予想図+ 1939年
(相川勝六述 『紀元二 千六百年奉祝と県民の覚悟』 紀元 二千六百年宮崎県
奉祝会 1 939)
【図3 - 69】 雪野元吉 (設計)｢新京忠霊碑+ 1934年
(『新建築』 第 15巻第 10号 , 1939.10)
【図3｢7 0】 雪野元富 (設計) ｢新京忠霊碑+ 19 34年
(『写真週報』 策2 1 2号 ､ 19 4 2.3.18)
【図3 - 7 1】 噸 口捨己 ｢忠霊塔懸賞設計応募図案 ･ 第 二種+ 透視 図 19 40年
(『国際建築』 策 16巻第2 号, 1 940.2)
･
[ 図3 - 7 2】 椋原正則 ｢忠霊塔感賞設計応蕃図案 ･ 第
一 種 一 等+ 透視図 19 40年
(『国際建築』 第16巻第 2号､ 1940.2)
【図3 - 73】 竹崎文 二 ｢忠霊塔懸賞設計応蕃図案
･ 第二種■ 一 等+ 透視図 1940年
､
(『国際建築』 策 16巻第2号 ､ 1940.2)
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【図3 - 74】 星野昌 一 ｢忠霊塔懸賞設計応募図案 ･ 第三 種 一 等+ 透視図 1940年
(『国際建築』 第16巻第2号 ､ 1940.2)
【図 3 - 75】 ｢神武天皇聖蹟顕彰碑+ 正面図 1940年
(『建築雑誌』 第669号 , 1940.12)
【図 3 - 76】 丹下健三 ｢大束亜道 路を主軸と したる記念造営計画/ 主として 大束亜建設
忠霊神域計画+ 全体プラ ン 1942 年
(『建築雑誌』 第693号 ､ 194 2.12)
【図3 - 77】 丹下健三 ｢大束亜道路を主軸 としたる記念造営計画/ 主として大束鹿建設
忠霊神域計画+ 神殿部分透視図 194 2年
(『建築雑誌』 第 6 93号 , 1942.12)
【図3 - 78】 ｢大嘗宮正 殿+ ( 紀元2 6 0年記念展示 日本建築文化より)
(『建築雑誌』 6 68号 , 194 0.ll)
【図 3 - 79】 ｢八 紘之基柱に誓ふ (祖国振興隊三 周年記念式)+
(『写真週報』 154号 , 1 941.2 .5)
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